
ドコモの携帯電話の場合

＊一般電話などからかけた場合には、日本向け通話料がかかります。

・ M702iS からご利用の場合は+81-3-5366-3114でつながります
（「+」は0（1秒以上）を押して入力します）。

一般電話などからの場合
〈ユニバーサルナンバー〉

＊滞在国内通話料などがかかる場合があります。

・主要国の国際電話アクセス番号（表1）／ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2）は、取扱説明書P302をご覧ください。

ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2） -800-0120-0151* ユニバーサルナンバー用

国際電話識別番号（表2） -800-5931-8600*

滞在国の国際電話 
アクセス番号（表1） -81-3-5366-3114*（無料） 

ドコモの携帯電話の場合

＊一般電話などからかけた場合には、日本向け通話料がかかります。

・ M702iS からご利用の場合は+81-3-6718-1414でつながります
（「+」は0（1秒以上）を押して入力します）。

一般電話などからの場合
〈ユニバーサルナンバー〉

＊滞在国内通話料などがかかる場合があります。

・主要国の国際電話アクセス番号（表1）／ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2）は、取扱説明書P302をご覧ください。

滞在国の国際電話 
アクセス番号（表1） -81-3-6718-1414*（無料） 

●紛失・盗難などにあわれたら、速やかに利用中断手続きをお取りください。
●お客さまが購入されたFOMA端末に故障が発生した場合は、ご帰国後にドコモ指定の故障取扱窓口へご持参ください。 

取扱説明書 かんたん検索／ 
目次／注意事項 

　ご使用前の確認 

電話のかけかた／ 
受けかた 

　テレビ電話のかけかた／ 
受けかた 

電話帳 

　音／画面／照明設定 

あんしん設定 

カメラ 

ｉモード／ 
ｉモーション 

メール 

ｉアプリ 

ｉチャネル 

データ表示／編集／ 
管理／音楽再生 

その他の便利な機能 

ネットワークサービス 

データ通信 

文字入力 

海外利用 

付録／外部機器連携／ 
困ったときには 

 索引／ 
クイックマニュアル 
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■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

※一般電話などからはご利用できません。 ※一般電話などからはご利用できません。 

（局番なしの）151（無料） 
■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

（局番なしの）113（無料） 
■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。 

■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。 
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービスステーション 
一覧」でご確認ください。 

パケット通信料無料 

※ ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。 
※ ｉモードからご利用になる場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。 
※ パソコンからご利用になる場合、「DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。 
※ 「ネットワーク暗証番号」および「DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は、下記総合お問い合わせ先にご相談ください。 
※ ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。 
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。 

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。 

ｉモードから　ｉMenu ⇒ 料金＆お申込・設定 ⇒ ドコモeサイト 

パソコンから　My DoCoMo（http://www.mydocomo.com/）⇒ 各種手続き（ドコモeサイト） 

PANTONE 3005CVC 

総合お問い合わせ先 
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 

海外での故障に関して 
〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉（24時間受付） 

海外での紛失、盗難、精算などについて 
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付） 

故障お問い合わせ先 

'07.5 (3.1版)

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、 
リサイクル協力店などにお持ちください。 

モトローラ株式会社 製造元 

Li-ion



・ダウンロードするファイルによっては、異なるデータであっても同じファイル名

の場合があります。

なお、保存する際には、上書きせず、名前を変更して保存するようにご注意願い

ます。

・ダウンロードファイルの最大保存件数は1000件です。

最大保存件数を超えても、ダウンロードはできますが、保存はできませんので、

事前に不要なファイルの削除を行ってください。

FOMA M702iSをお買い上げのお客様へ

この度は、FOMA M702iSをお買い上げ頂き誠に有り難う御座います。
以下をご一読いただき、FOMA M702iSをご利用いただけますように宜し
くお願い申し上げます。

ダウンロードファイルについて

2006年11月

 6809507A38







ドコモ　W-CDMA方式
このたびは、「FOMA M702iS」をご利用いただきまし
て、まことにありがとうございます。
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど機器に添付の個別取
扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。取扱説明書に不明な点がございました
ら、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
FOMA M702iSは、あなたの有能なパートナーです。大切にお取り扱いの上、末永くご愛用く
ださい。

FOMA端末のご使用にあたって
･ FOMA端末は無線を使用しているため、トンネル・地下・建物の中などで電波の届かない所、
屋外でも電波の弱い所およびサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マ
ンションなどの高層階で見晴らしのよい場所であってもご使用になれない場合があります。
なお、電波が強くアンテナマークが5本たっている場合で、移動せずに使用している場合で
も通話が切れる場合がありますので、ご了承ください。

･ 公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方のご迷惑にならないようにご
使用ください。

･ FOMA 端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとは
いえません。しかし、W-CDMA方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポート
しますので、第三者が受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞きとれません。

･ FOMA 端末は音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状
態の悪いところへ移動するなど送信されてきたデジタル信号を正確に復元することができな
い場合には、実際の音声と異なって聞こえる場合があります。

･ お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくだ
さるようお願いします。万が一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当
社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

･ お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。お客
様によるSSLのご利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全性
などに関し何ら保証を行うものではなく、万が一何らかの損害が発生したとしても一切責任
を負いませんので、あらかじめご了承ください。
認証会社：日本ベリサイン株式会社、サイバートラスト株式会社、日本ジオトラスト株式会

社、RSAセキュリティ株式会社、セコムトラストシステムズ株式会社
･ このFOMA端末は、FOMAプラスエリアに対応しております。
･ このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワークおよびドコモのローミングサービ
スエリア以外ではご使用になれません。
The FOMA terminal can be used only via the FOMA network provided by DoCoMo
and DoCoMo's roaming area.

本FOMA端末が「はじめてのFOMA端末」という方は、まず、本書を以下の順序でお読みくだ
さい。FOMA端末をお使いいただくための準備と基本的な操作を、ひととおりご理解いただく
ことができます。
1. 「安全上のご注意」を確認しましょう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P12
2. 電池パックをセットし、充電しましょう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P42、P45
3. 電源を入れ時刻設定を行い、自分の電話番号を確認しましょう  . . . . P47、P48、P50
4. 本体のキーなど役割を確認しましょう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P30
5. 画面に表示されるアイコンなどの意味を確認しましょう  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P32
6. メニューの操作方法を確認しましょう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P35
7. 電話のかけかた／受けかたを確認しましょう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P52、P63

はじめてFOMA端末をお使いになる方へ

本書について、最新の情報は、ドコモのホームページよりダウンロードできます。
■取扱説明書PDFデータ掲載ページURL
http://www.nttdocomo.co.jp/support/manual/download/index.html

※URLおよび掲載内容については、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた
本書では、目的の機能やサービスを探しやすくするため、複数の検索方法を用意しています。ま
た、FOMA端末の操作説明をわかりやすくするため、イラストやマークを使用して説明してい
ます。

本書の引きかたについて
本書では、次の方法で目的の機能やサービスを検索できます。

目次から P6
機能ごとに分類された目次から探します。

主な機能から P8
新機能や便利な機能など、FOMA M702iSの主な機能をご利用になりたい場合はここから探します。

メニュー一覧から P312
FOMA M702iSの機能の一覧表から探します。

クイックマニュアルから P378
基本的な機能について簡潔に説明しています。外出の際に切り離してお持ちいただけます。
また、クイックマニュアル「海外利用編」も記載しておりますので、海外でFOMA端末をご利用いただく
際にご活用ください。

■お買い上げ時の設定について
各機能のお買い上げ時の設定は、各機能説明のタイトル下（P3）と、メニュー一覧（P312）に記載して
います。

･ この『FOMA M702iS取扱説明書』の本文中においては、「FOMA M702iS」を「FOMA端末」と表
記させていただいております。あらかじめご了承ください。

･ 本書の中ではmicroSDメモリーカードを使用した機能の説明をしていますが、その機能のご利用にあたっ
ては、別途microSDメモリーカードが必要となります。microSDメモリーカード→P243

･ 本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
･ 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

索引から P372
FOMA端末に表示される機能名や、利用するサービス名がわかっている場合はここから探します。

かんたん検索から P4
よく使う機能や、知っていると便利な機能をわかりやすい言葉で探します。

表紙インデックスから 表紙
表紙のインデックスを使用して、本書をめくりながら探します。

次のページで詳しく説明しています。
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「伝言メモ」の探しかたを例にして説明します。

／索検んたんか
項事意注/次目

認確の前用使ご　

／たかけかの話電
たかけ受
／たかけかの話電ビレテ　
たかけ受

帳話電

定設明照／面画／音　

定設んしんあ

･･･････････

電話に出られないとき／出られなかったとき
すぐに電話に出られないときに保留にする････････････････････････ ＜応答保留＞ 67
応答保留音を設定する ････････････････････････････････････ ＜音声応答保留音＞ 68
通話を保留にする ･･････････････････････････････････････････････････････････ 69
公共モード（ドライブモード）を利用する････ ＜公共モード（ドライブモード）＞ 70
公共モード（電源OFF）を利用する････････････････＜公共モード（電源OFF）＞ 71
不在着信を確認する ････････････････････････････････････････････ ＜不在着信＞ 72
電話に出られないときに用件を録音／録画する････････････････････ ＜伝言メモ＞ 73
伝言メモを再生／削除する･･････････････････････････････････････････････････ 76

電話のかけかた／受けかた

索引から
FOMA M702iS のディスプレイに表示される機能名やサービス名を次のように探します。

P372

P73の「伝言メモ」
の説明ページへ進
む

P73の「伝言メモ」
の説明ページへ進
む

P73の「伝言メモ」
の説明ページへ進
む

かんたん検索から
よく使う機能や、知っていると便利な機能を次のように探します。

P4

表紙インデックスから
表紙インデックスから各章の章扉（章の最初のページ）を探し、章扉の詳しい目次から目的の
機能やサービスの説明ページを探します。

表紙

テレビ電話応答保留 . . . . . . .  89
テレビ電話設定. . . . . . . 86、90
テレビ電話中保留 . . . . . . . . .  89
テロップ
ｉチャネル. . . . . . . . . .  217
ｉモーション . . .  174、228

電源ON／ OFF . . . . . . . . . .  47
伝言メモ. . . . . . . . . . . . . . . .  73
空き容量表示  . . . . . . . . . .  77
応答メッセージの録音. . . .  74
再生 . . . . . . . . . . . . . . . . .  76
削除 . . . . . . . . . . . . . . . . .  77
設定 . . . . . . . . . . . . . . . . .  73
保護 . . . . . . . . . . . . . . . . .  77

電子辞書. . . . . . . . . . . . . .  264

スクリーンセーバーに設定
. . . . . . . . . . . . . . . . . .  228

着信音に設定 . . . . . . . . .  228
表示種別. . . . . . . . . . . . .  228
編集 . . . . . . . . . . . . . . . .  230

動画／ｉモーションを再生
 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  227
操作 . . . . . . . . . . . . . . . .  227
早送り／巻戻し. . . . . . . .  227

動画／ｉモーションを編集
 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  230
オーディオ録音. . . . . . . .  231
画像切り出し . . . . . . . . .  231
データ圧縮 . . . . . . . . . . .  231
トラック削除 . . . . . . . . .  231

出られない電話に対応したい
応答を保留にしたい................................................................  応答保留　67
用件を録音したい....................................................................  伝言メモ　73
留守番電話に録音したい .................................................. 留守番電話　274
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• 本書に掲載している画面やイラストはイメージです。実際とは異なる場合があります。
• 本書の操作説明では、キーを押す操作をイラストで表現していますが、次のように省略して表記しています。

• 本書では、主にお買い上げ時の状態で説明しています。設定の変更などによっては、表示や動作が本書の記
載と異なる場合があります。

実際のキー 本書のキー表記

1

73

電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

伝言メモ

電話に出られないときに用件を録音／録画する
留守番電話サービスをご契約されていない場合でも、音声電話／テレビ電話をかけてきた相手に
電話に出られない旨の応答メッセージを流し、相手の用件をFOMA端末に録音／録画できます。

伝言メモを設定する

a cy （アクセサリ）y「伝言メモ」yh［機能］y
「設定」

b 次の操作を行う

伝言メモ
伝言メモを設定／解除します。
y「ON」／「OFF」

応答時間
電話を着信してから、伝言メモを起動するまでの時間を設定します。時間は0～120秒で入力します。
yj／ダイヤルキーで時間を入力

録音時間
伝言メモの録音時間を設定します。
y録音時間を選択yh［選択］

応答メッセージ

テレビ電話時応答画像

お買い上げ時 伝言メモ：OFF　応答時間：8秒　録音時間：30秒　応答メッセージ：日本語　テレビ電話時応答画
像：日本語

日本語
英語
録音データ

：応答メッセージを日本語に設定します。
：応答メッセージを英語に設定します。
：応答メッセージを録音データに設定します。

日本語
英語

：応答画像を日本語に設定します。
：応答画像を英語に設定します。

設定画面

伝
言
メ
モ

次のページへ続く

• 伝言メモを設定すると、画面上部に （青）が表示されます。ただし、次の場合はアイコンが表示されません。
-「シークレットデータ」を「表示」に設定しているとき
- 留守番電話サービスの伝言メッセージが録音されたとき

• 留守番電話サービス／転送でんわサービスの呼出時間よりも長く設定した場合は、各ネットワークサービスが優先
して動作します。

• 「オート着信」と同じ時間に設定している場合は、「オート着信」が優先して動作します。
• 「呼出動作開始時間」で設定した時間よりも短く設定した場合は、呼出動作を行わずに伝言メモが起動します。

応答時間

機能名称
索引にはこの名称
を記載しています。

操作説明
操作方法を記載し
ています。→P35

画面
操作中や操作後に
表示される画面を
掲載しています。
• 本書では、「待受
画面」の「ピク
チャ」を「OFF」
に設定した状態
の画面を掲載し
ています。

画面の表示項目名
各画面に表示され
る項目名を記載し
ています（状況に
よって操作できな
い項目もありま
す）。

次ページへ続く
次のページに説明
が続く場合に掲載
しています。

お知らせ
必要な情報や注意
事項、補足説明を記
載しています。

各項目の説明
項目の詳細説明や
操作方法を記載し
ています。

※ 上記のページはサンプルです。

お買い上げ時の設
定
メニュー一覧では、
各機能の設定を一
覧で記載していま
す。→P312

インデックス
章ごとに検索でき
ます。
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かんたん検索
知りたい機能から操作方法を調べたいときにご活用ください。

通話に便利な機能を知りたい
電話番号を知らせたい／知られたくない ..................  発信者番号通知　49
携帯電話と向き合って通話をしたい..........................................................62
相手の声の音量を変えたい ....................................................  受話音量　67
通話を保留したい.........................................................................................70

出られない電話に対応したい
応答を保留にしたい................................................................  応答保留　67
用件を録音したい....................................................................  伝言メモ　73
留守番電話に録音したい .................................................. 留守番電話　274

メロディやイルミネーションを変えたい
着信の音量を変えたい................................................ 着信音量　67、113
着信メロディを変えたい .......................................................................... 113
着信を振動でも知りたい .............................................. バイブレータ　115
マナーモードにしたい.................................................. マナーモード　117
着信イルミネーションを点灯または消灯したい
.........................................................................  着信イルミネーション　124

画面表示を変えたい／知りたい
画面のマークの意味を知りたい..................................................................32
時計を合わせたい....................................................................  時計設定　48
待受画面を変えたい.............................................................. 待受画面　121
メインメニューのデザインを変えたい...................  メインメニュー　122
スクリーンセーバーを表示したい...................  スクリーンセーバー　123
文字サイズを大きくしたい ...............  （ｉモード）168、（メール）197

か
ん
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ん
検
索



5

目
次
／
注
意
事
項

か
ん
た
ん
検
索
／

・よく使う機能などの操作手順をクイックマニュアルとして案内しております。→P378

メールを使いこなしたい
デコメールを送りたい...................................................... デコメール　182
画像を送りたい ............................................................ 添付ファイル　185
メールを自動で振り分けて保存したい...............  自動振り分け設定　198

カメラを使いこなしたい
撮影するサイズを変えたい ...................................................................... 151
シャッター音を変えたい .......................................................................... 152
microSDメモリーカードに直接保存したい .........................................152
撮影した画像を表示したい ...................................................................... 221

安心して電話を使いたい
サイドキーをロックしたい ..................................  サイドキーロック　137
電話帳の内容を知られたくない.......................  シークレットデータ　138
番号非通知の電話を受けたくない....................................... 着信拒否　139
電話帳にない人からの電話を受けたくない ............... 電話帳登録外　140

こんなこともできます
microSDメモリーカードを使いたい..................................................... 243
赤外線で情報をやりとりしたい....................................... 赤外線通信　246
目覚ましとして使いたい ...................................................... アラーム　253
電卓として使いたい.....................................................................  電卓　263
最新のソフトウェアにしたい...............................  ソフトウェア更新　354
セキュリティを最新の状態にしたい........................... スキャン機能　358

か
ん
た
ん
検
索
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・使用できる電話帳について
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・検索／表示種別／クイックアクセス番号
・電話帳削除　・登録状況確認
・スピードダイヤル　など
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・バイブレータ　・マナーモード　・待受画面
・メインメニュー　・スクリーンセーバー
・着信イルミネーション　・時計設定
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・ｉモードとは　・ｉモードメニュー
・ラストURL　・Internet接続
・マイメニュー　・ｉモードパスワード変更
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電話帳 ････････････････ 91

音／画面／照明設定 ･･･111

あんしん設定 ･････････129

カメラ････････････････143

ｉモード／ｉモーション ･･･153
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FOMA M702iSの主な機能
FOMAとは、第3世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格の1つとし
て認定された「W-CDMA方式」をベースとしたドコモのサービス名称です。

豊富なネットワークサービス　→P179、P274

ｉモードだからスゴイ！　→P154
ｉモードはｉモード端末のディスプレイを利用して、ｉモードメニューサイト（番組）や
ｉモード対応ホームページから便利な情報をご利用いただけるほか、手軽にメールのやりとり
ができるオンラインサービスです。
※お申し込みが必要な有料サービスです。

ｉモーション　→P173
サイトやインターネットから映像や音楽を
FOMA端末に取り込み、いつでも楽しむこと
ができます。

ｉモードメール　→P176
画像やメロディなどを添付して送信できま
す。FOMA端末には、受信メールを最大500
件、送信メールを最大300件保存できます。

ｉショット　→P178
FOMA端末で撮影した静止画をｉモード
メールに添付して送信できます。

ｉモーションメール　→P178
FOMA端末で撮影した動画や、サイトやイン
ターネットから取り込んだｉモーションを
ｉモードメールに添付して送信できます。

ｉアプリ、ｉアプリDX　
→P206
様々なｉアプリをサイトから取り込んで活
用したり、それらを待受画面に設定したり
できます。
さらにｉアプリDXでは、電話帳やメール
などｉモード端末内の情報と連動すること
で、よりｉアプリの楽しみ方が広がります。

デコメール　→P179
メール本文の文字の色、大きさや背景色を
変えたり、デコメールピクチャや内蔵カメ
ラで撮影した写真を本文中に挿入できるな
ど、表現力豊かなメールを作成し、送信で
きます。またテンプレートに対応している
ので、送られてきたデコメールやサイトか
らダウンロードしたデコメールの様式を利
用し、簡単にデコメールを作成できます。

ｉチャネル　→P216
ニュースや天気などのグラフィカルな情報
を受信できます。定期的に情報を受信し、最
新の情報が待受画面にテロップとして流れ
たり、ｉチャネル対応キーを押すことでチャ
ネル一覧を表示できます。更にチャネル一覧
でお好きなチャネルを選択することにより、
リッチな詳細情報を取得できます。また、
ｉチャネルを申し込んだことがない場合、一
定期間、サービス利用料無料でおためしサー
ビスを利用できます。
※お申し込みが必要な有料サービスです。

キャラ電　→P233
テレビ電話中に、自分の映像の代わりに内
蔵キャラクタやダウンロードしたキャラク
タを表示させることができます。キー操作
によりキャラクタに表情や動きを付けられ
ます。

留守番電話サービス（有料）
※お申し込みが必要なサービスです。

転送でんわサービス（無料）
※お申し込みが必要なサービスです。

マルチナンバー（有料）
※お申し込みが必要なサービスです。

キャッチホン（有料）
※お申し込みが必要なサービスです。

デュアルネットワークサービス（有料）
※お申し込みが必要なサービスです。

SMS（ショートメッセージ）（無料）
※お申し込みが不要なサービスです。
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テレビ電話　→P80
離れている相手と顔を見ながら会話するこ
とができます。相手の声をスピーカーから
聞こえるようにしたり、アウトカメラに切
り替えて周囲の風景を相手に見せることも
できます。

カメラ機能　→P144
インカメラとアウトカメラの2つのカメラ
を利用して、静止画や動画を撮影できます。
有効画素数約130万画素（記録画素数約
130万画素）のアウトカメラでは、最大
1024×1280ドットの静止画を撮影でき
ます。

マルチアクセス／マルチタスク
→P252
マルチアクセス機能を利用することで、音
声電話中にｉモードを利用したり、メール
を送受信したりできます。また、マルチタ
スク機能を利用して、複数の機能を同時に
使用することもできます。

国際ローミング　→P300
海外でもドコモのローミングエリア（3G
ネットワーク）内で本FOMA端末を使用し
て通話や通信ができます。
※本FOMA端末はGSM/GPRSサービスエ
リアではご利用できません。

･ 国内で使用している電話番号で国際ロー
ミングを利用できます。

･ 電話の発信時に、国際アクセス番号や国
番号を付加して簡単に国際電話をかけら
れます（ダイヤルアシスト）。

･ ワールドクロックを利用して 3 つの都市
の時刻を表示できます。滞在先の時刻、こ
れから移動する都市の時刻、日本の時刻
などを同時に確認できるので、海外での
滞在や移動時に活用できます。

･ FOMA端末の電子辞書を使ってわからな
い単語を調べられます。英和辞典、和英
辞典、国語辞典を利用できます。

赤外線通信　→P246
赤外線通信機能が搭載された機器との間
で、赤外線通信を利用してデータの交換が
できます。

Bluetooth　→P266
Bluetooth対応機器とワイヤレス接続し、
データ通信やハンズフリー通話などができ
ます。また、Bluetooth対応機器どうしで
電話帳などのデータを交換できます。

電子辞書機能　→P264
3種類の辞書（英和、和英、国語）を利用
し、国語辞書で言葉の意味を調べたり、海
外で英和／和英辞書を使って単語の意味を
調べたりできます。

microSDメモリーカード　
→P243
超小型の着脱可能なmicroSDメモリーカード
を利用して、FOMA端末で撮影した画像など
を保存したり、パソコンなど他の機器から
microSDメモリーカードに保存したデータを
FOMA端末にコピーしたりできます。
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■ｉチャネル　→P216
自分で操作することなく、いろいろな情報を定期的に受信することができます。また、ｉチャ
ネル対応キーを押すことでチャネル一覧を表示することができ、さらにリッチな詳細情報を
取得することができます。

■テレビ電話　→P80
通話の相手とお互いの顔を見ながら会話ができます。また、キャラ電を利
用して自分の映像の代わりにキャラクタの映像を相手に送信することで、
キャラクタの動作や表情を操作しながら会話を楽しむこともできます。

■国際ローミング　→P300
仕事や旅行で海外へ行くときにお客様のFOMA端末を一
緒に持っていけば、日本国内で使用している電話番号の
ままで音声電話やテレビ電話の発着信ができます。また、
日本国内と同様にｉモードメールやSMS（ショートメッ
セージ）の送受信、ｉモードの接続、ネットワークサー
ビスのご利用も可能です。

FOMA M702iSを使いこなす！

未契約 契約後

テレビ電話中画面
（例：キャラ電を利
用時の相手画面）

©BVIG
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■グローバルコミュニケーションをアシストする便利な機能
ワールドクロック　→P263
3つの都市の日時を同時に確認できます。日本、滞在先、次の滞在先をワー
ルドクロックに設定すれば、スケジュールを確認するときや滞在先の国以
外へ連絡するときなど、時差の確認に便利です。自動時刻補正機能をON
に設定している場合は、滞在先の日時に時計を自動で合わせることもでき
ます。

電子辞書　→P264
英和と和英の電子辞書を利用できます。滞在先でわからない英単語を調べ
たいときなどに便利です。

電卓　→P263
為替換算の機能を利用できます。滞在先の通貨や為替レートを設定してお
けば、商品などの購入前に日本円に換算した値段が確認できて便利です。

英文入力機能　→P293
日本語の予測変換機能と同様に、英語の予測変換機能を利用できます。入
力中のアルファベットから予測される単語や、入力の確定した単語に続く
ことが予測される単語などが変換候補に表示され、変換候補から選択して
簡単に英文を入力できます。また、英字の先頭を自動的に大文字にしたり、
入力を確定したとき自動的にスペースを挿入したりする機能も利用でき
ます。

■Bluetooth通信　→P266
Bluetooth対応のヘッドセットやハンズフリー機器と接続すると、FOMA端末を持たずに会
話をしたり、音楽を聴いたりできます。また、Bluetooth対応パソコンなどとワイヤレスで
接続してデータ通信が可能です。

■ビジュアルテーマ設定　→P122
スキン機能を利用して、画面表示をお好みのデザインに変更できます。

■スクリーンセーバー　→P123
何も操作をしないでFOMA端末を一定時間放置しているときに、ディスプレイの焼きつきを
防止するために画像や動画を表示できます。
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安全上のご注意（必ずお守りください）
●ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。また、お読
みになった後は大切に保管してください。

●ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため
の内容を記載していますので、必ずお守りください。

■次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説明
しています。

■次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

■「安全上のご注意」は下記の6項目に分けて説明しています。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードの取り扱いについて（共通）
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････P13
FOMA端末の取り扱いについて ･････････････････････････････････････････････････････P15
電池パックの取り扱いについて･･････････････････････････････････････････････････････P17
アダプタ（充電器含む）の取り扱いについて･･････････････････････････････････････････P19
FOMAカードの取り扱いについて ･･･････････････････････････････････････････････････P20
医用電気機器近くでの取り扱いについて･･････････････････････････････････････････････P21

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険が切迫
して生じることが想定される」内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想
定される」内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場
合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示す記
号です。

水がかかる場所で使用したり、水
に濡らしたりしてはいけないこと
を示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないこと
を示す記号です。

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示します。

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。

危険
警告
注意

安
全
上
の
ご
注
意
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FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMA
カードの取り扱いについて（共通）

危険
FOMA端末に使用する電池パックおよびアダプタ（充電器含む）は、ドコモグルー
プ各社が指定したものを使用してください。
●指定品以外のものを使用した場合は、FOMA端末および電池パックやその他の機器を
漏液、発熱、破裂、発火、故障させる原因となります。
電池パック M03 FOMA ACアダプタ 01／02
FOMA海外兼用ACアダプタ 01 FOMA DCアダプタ 01／02
FOMA乾電池アダプタ 01
※その他互換性のある商品についてはドコモショップなど窓口までお問い合わせく
ださい。

分解、改造をしないでください。
また、ハンダ付けしないでくださ
い。
●火災、けが、感電などの事故また
は故障の原因となります。また、
電池パックを漏液、発熱、破裂、
発火させる原因となります。

濡らさないでください。
●水やペットの尿などの液体が入
ると発熱、感電、火災、故障、け
がなどの原因となります。使用場
所、取り扱いにご注意ください。

火のそば、直射日光の当たる場
所、炎天下の車内などの高温の場
所で使用、放置しないでくださ
い。
●機器の変形、故障や、電池パック
の漏液、発熱、破裂、発火、性能
や寿命の低下の原因となります。
また、ケースの一部が熱くなり、
やけどの原因となることがあり
ます。

警告
使用中、充電中、保管時に、異臭、
発熱、変色、変形など、いままで
と異なるときは、直ちに次の作業
を行ってください。
1.電源プラグをコンセントやシ
ガーライタソケットから抜く

2.FOMA端末の電源を切る

3.電池パックをFOMA 端末から取
り外す

●そのまま使用すると発熱、破裂、
発火または電池パックの漏液の
原因となります。

ガソリンスタンドなど、引火、爆
発の恐れがある場所では、使用し
ないでください。
●プロパンガス、ガソリンなど引火
性ガスや粉塵が発生する場所で
使用すると、爆発や火災の原因と
なります。

強い衝撃を与えたり、投げ付けた
りしないでください。
●電池パックの漏液、発熱、破裂、
発火や機器の故障、火災の原因と
なります。

安
全
上
の
ご
注
意

次のページへ続く
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警告
充電端子や外部接続端子に導電
性異物（金属片、鉛筆の芯など）
が触れないようにしてください。
また、内部に入れないようにして
ください。
●ショートによる火災や故障の原
因となります。

電子レンジなどの加熱調理機器
や高圧容器に、電池パック、
FOMA端末やアダプタ（充電器含
む）、FOMAカードを入れないで
ください。
●電池パックを漏液、発熱、破裂、
発火させたり、FOMA端末、ア
ダプタ（充電器含む）の発熱、発
煙、発火や回路部品を破壊させる
原因となります。

注意
乳幼児の手の届かない場所に保
管してください。
●誤って飲み込んだり、けがなどの
原因となります。

子供が使用する場合は、保護者が
取り扱いの内容を教えてくださ
い。また、使用中においても、指
示どおりに使用しているかをご
注意ください。
●けがなどの原因となります。

充電、または動画撮影や再生、テ
レビ電話、iモード、iアプリの繰
り返しや長時間連続使用などの場
合において FOMA 端末や電池
パック・アダプタ（充電器含む）
の温度が高くなることがありま
す。
●温度の高い部分に直接長時間触
れるとお客様の体質や体調に
よっては肌に赤みやかゆみ、かぶ
れなどが生じる恐れがあります。
FOMA端末をアダプタ（充電器
含む）に接続した状態で長時間連
続使用される場合には特にご注
意ください。

湿気やほこりの多い場所や高温
になる場所には、保管しないでく
ださい。
●故障の原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた場所
など、不安定な場所には置かない
でください。
●落下して、けがや故障の原因とな
ります。

安
全
上
の
ご
注
意
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FOMA端末の取り扱いについて

警告
航空機内や病院など、使用を禁止
された区域では、FOMA端末の電
源を切ってください。
●電子機器や医用電気機器に影響
を与える場合があります。また、
自動的に電源が入る機能を設定
している場合は、設定を解除して
から電源を切ってください。
医療機関内における使用につい
ては各医療機関の指示に従って
ください。
また、航空機内での使用などの禁
止行為をした場合、法令により罰
せられることがあります。

高精度な制御や微弱な信号を取
り扱う電子機器の近くでは、
FOMA端末の電源を切ってくだ
さい。
●電子機器が誤動作するなどの影
響を与える場合があります。
※ご注意いただきたい電子機器
の例
補聴器、植込み型心臓ペース
メーカおよび植込み型除細動
器、その他医用電気機器、火災
報知器、自動ドア、その他の自
動制御機器など。
植込み型心臓ペースメーカお
よび植込み型除細動器、その他
の医用電気機器をご使用され
る方は、当該の各医用電気機器
メーカもしくは販売業者に電
波による影響についてご確認
ください。

心臓の弱い方は、着信バイブレー
タ（振動）や着信音量の設定に注
意してください。
●心臓に影響を与える可能性があ
ります。

屋外で使用中に、雷が鳴り出した
ら、すぐに電源を切って安全な場
所に移動してください。
●落雷、感電の原因となります。

ヘッドホンで音楽などを聴くと
きは、音量を最大にしないでくだ
さい。
●聴力障害の原因となります。

以前に強い光の刺激や点滅を受け
るなどして、癲癇や意識不明にな
るなどの経験がある場合は、
FOMA端末でゲームなどをする
前に必ず医師と相談してくださ
い。また、次のことに注意してく
ださい。
• 長時間使用するときは1時間ごと
に約15分の休憩をとる

• ディスプレイを目から離して見
る

• 部屋を明るくする
• 疲れた状態での使用を控える
• 使用中に痙攣や意識障害などの
兆候がある場合はただちに使用
を止めて医師の診察を受ける

●長期間におよぶ障害を引き起こ
す場合があります。

FOMA端末の使用中に手や腕、
肩、首などに疲れなどの症状があ
る場合は、使用を中止してくださ
い。
●症状が悪化する可能性がありま
す。また、継続的に症状がある場
合は、医師の診察を受けてくださ
い。

ハンズフリーに設定して通話す
る際は、必ずFOMA端末を耳か
ら離してください。
●難聴になる可能性があります。

安
全
上
の
ご
注
意

次のページへ続く
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警告
医用電気機器などを装着してい
る場合は、胸ポケットや内ポケッ
トへの装着はおやめください。
●FOMA端末を医用電気機器などの
近くで使用すると、医用電気機器
などの故障の原因となる恐れが
あります。

赤外線ポートを目に向けて送信
しないでください。
●目に影響を与える可能性があり
ます。また、他の赤外線装置に向
けて送信すると誤動作するなど
の影響を与える場合があります。

自動車などを運転中に使用しな
いでください。
●2004年11月1日から、運転中
の携帯電話の使用は罰則の対象
となっております。ハンズフリー
キットをご利用の場合でも自動
車を安全な場所に停車してから
ご利用ください。運転中は、公共
モードまたは留守番電話サービ
スをご利用ください。

エアバッグの近くのダッシュボー
ドなど、エアバッグの展開による
影響が予想される場所にFOMA
端末を置かないでください。
●エアバッグが展開した場合、
FOMA端末が本人や他の人など
に当たり、けがなどの事故や故障
および破損の原因となります。

注意
お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹などが生じることがありま
す。異状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師の診療を受けてください。
●下記の箇所に金属を使用しています。

使用箇所 素　材 表面処理

サブディスプレイの周囲 アルミ アルマイト処理

Mロゴマーク（サブディスプレイ側） アルミ クロム処理

音量調整キー／スマートキー／
音声メモキー

ポリカーボネート クロムペイント

Mロゴマーク（ディスプレイ側） ニッケル クロム処理

ディスプレイの周囲 マグネシウム ニッケルペイント

ヒンジ部（ストラップ取付穴とその反対側） ポリカーボネート／ABS クロムペイント

ダイヤルキーなどの周囲 マグネシウム ニッケルカラーペイント

FOMAカードスロット
ステンレススチール

－

microSDメモリーカードスロット ニッケル処理

リアカバー アルミ アルマイト処理

Mロゴマーク（リアカバー） アルミ クロム処理

リアカバーラッチ ABS クロムペイント

マルチファンクションキー（メニュー／
決定を除く）、ダイヤルキーなどキー全体 りん青銅

クロム処理
マルチファンクションキー
（メニュー／決定） ポリカーボネート

安
全
上
の
ご
注
意
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注意
自動車内で使用した場合、車種に
よっては、まれに車載電子機器に
影響を与える場合があります。
●安全走行を損なう恐れがありま
すので、その場合は使用しないで
ください。

FOMA端末を開閉する際は、指や
ストラップなどを挟まないよう
ご注意ください。
●けがなどの事故や破損の原因と
なります。

Bluetooth機能は日本国内で使
用してください。
●FOMA端末のBluetooth機能は
日本国内での無線規格に準拠し
認定を取得しています。海外でご
使用になると罰せられることが
あります。

FOMA端末の一部にはガラス素
材が使用されています。万が一、
落下などによりガラス素材が破
損した場合は、切断面などに触れ
ないでください。
●けがの原因となります。

FOMA端末内のFOMAカード挿
入口やmicroSDメモリーカード
挿入口に水などの液体や金属片、
燃えやすいものなどの異物を入
れないでください。
●火災、感電、故障の原因となりま
す。

磁気カードなどをFOMA端末に
近づけたり、挟んだりしないでく
ださい。
●キャッシュカード、クレジット
カード、テレホンカード、フロッ
ピーディスクなどの磁気データ
が消えてしまうことがあります。

ストラップなどを持ってFOMA
端末を振り回さないでください。
●本人や他の人などに当たり、けが
などの事故や故障および破損の
原因となります。

電池パックの取り扱いについて
■電池パックのラベルに記載されている表示により、電池の種類をご確認ください。

危険
電池パック内部の液体が目の中
に入ったときは、こすらず、すぐ
にきれいな水で洗った後、直ちに
医師の診療を受けてください。
●失明の原因となります。

火の中に投下しないでください。
●電池パックを漏液、発熱、破裂、
発火させる原因となります。

表　示 電池の種類

Li-ion リチウムイオン電池

安
全
上
の
ご
注
意

次のページへ続く
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危険
端子に針金などの金属類を接触
させないでください。また、金属
製ネックレスなどと一緒に持ち
運んだり、保管しないでくださ
い。
●電池パックを漏液、発熱、破裂、
発火させる原因となります。

電池パックをFOMA端末に取り
付けるときに、うまく取り付けで
きない場合は、無理に取り付けな
いでください。
また、電池パックの向きを確かめ
てから取り付けてください。
●電池パックを漏液、発熱、破裂、
発火させる原因となります。

釘を刺したり、ハンマーで叩いた
り、踏みつけたりしないでくださ
い。
●電池パックを漏液、発熱、破裂、
発火させる原因となります。

警告
電池パック内部の液体が皮膚や
衣服に付着した場合は、直ちに使
用をやめてきれいな水で十分に
洗い流してください。
●皮膚に傷害をおこす原因となり
ます。

所定の充電時間を超えても充電
が完了しない場合は、充電をやめ
てください。
●電池パックを漏液、発熱、破裂、
発火させる原因となります。

電池パックが漏液したり、異臭が
するときは、直ちに使用をやめて
火気から遠ざけてください。
●漏液した液体に引火し、発火、破
裂の原因となります。

注意
一般のゴミと一緒に捨てないで
ください。
●発火、環境破壊の原因となること
があります。不要となった電池
パックは、端子にテープなどを貼
り、絶縁してからドコモショップ
など窓口にお持ちいただくか、回
収を行っている市町村の指示に
従ってください。

安
全
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アダプタ（充電器含む）の取り扱いについて

警告
万が一、水などの液体が入った場
合は、直ちにコンセントやシガー
ライタソケットから電源プラグ
を抜いてください。
●感電、発煙、火災の原因となりま
す。

長時間使用しない場合は、電源プ
ラグをコンセントから抜いてく
ださい。
●感電、火災、故障の原因となりま
す。

指定の電源、電圧で使用してくだ
さい。
●誤った電圧で使用すると火災や
故障の原因となります。海外で使
用する場合は、海外で利用可能な
ACアダプタを使用してくださ
い。
ACアダプタ：AC100V
DCアダプタ
：DC12V・24V（マイナスアー
ス車専用）
海外で利用可能なACアダプタ
：AC100～240V（家庭用交流
コンセントのみに接続すること）

ACアダプタをコンセントに差し
込む時は、金属製ストラップなど
の金属類を触れさせないように
注意し、確実に差し込んでくださ
い。
●感電、ショート、火災の原因とな
ります。

電源プラグについたほこりは、拭
き取ってください。
●火災の原因となります。

雷が鳴り出したら、FOMA端末、
アダプタ（充電器含む）には触れ
ないでください。
●落雷、感電の原因となります。

濡れた手でアダプタ（充電器含
む）のコード、コンセントに触れ
ないでください。
●感電の原因となります。

コンセントやシガーライタソ
ケットにつながれた状態で充電
端子をショートさせないでくだ
さい。また、充電端子に手や指な
ど、身体の一部を触れさせないで
ください。
●火災、故障、感電、傷害の原因と
なります。

安
全
上
の
ご
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警告
ACアダプタは、風呂場などの湿
気の多い場所では使用しないで
ください。
●感電の原因となります。

アダプタ（充電器含む）のコード
や電源コードが傷んだら使用し
ないでください。
●感電、発熱、火災の原因となりま
す。

DCアダプタはマイナスアース車
専用です。プラスアース車には使
用しないでください。
●火災の原因となります。

DCアダプタのヒューズが万が一
切れた場合は、必ず指定のヒュー
ズを使用してください。
●指定外のヒューズを使用すると、
火災、故障の原因となります。指
定ヒューズに関しては、個別の取
扱説明書でご確認ください。

充電中は、充電器を安定した場所
に置いてください。また、充電器
を布や布団でおおったり、包んだ
りしないでください。
●FOMA端末が外れたり、熱がこも
り、火災、故障の原因となります。

注意
お手入れの際は、コンセントやシ
ガーライタソケットから抜いて、
行ってください。
●感電の原因となります。

アダプタ（充電器含む）をコンセ
ントやシガーライタソケットか
ら抜く場合は、アダプタ（充電器
含む）のコードや電源コードを
引っ張らず、電源プラグを持って
抜いてください。
●コードを引っ張るとコードが傷
つき、感電、火災の原因となりま
す。

アダプタ（充電器含む）のコード
や電源コードの上に重いものを
のせたりしないでください。
●感電、火災の原因となります。

FOMAカードの取り扱いについて

注意
FOMAカード（IC部分）を取り
外す際は切断面などにご注意く
ださい。
●手や指を傷つける可能性があり
ます。

安
全
上
の
ご
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意
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医用電気機器近くでの取り扱いについて
■本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端末等の使用に関する
指針」（電波環境協議会）に準ずる。

警告
満員電車の中など混雑した場所では、付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込
み型除細動器を装着している方がいる可能性がありますので、FOMA端末の電源
を切るようにしてください。
●電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与え
る場合があります。

医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。
●手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視病室（CCU）にはFOMA端末を持ち
込まないでください。

●病棟内では、FOMA端末の電源を切ってください。
●ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、FOMA 端末の電源を切っ
てください。

●医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療
機関の指示に従ってください。

●自動的に電源が入る機能が設定されている場合は、設定を解除してから、電源を切っ
てください。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、装着
部からFOMA端末は22cm以上離して携行および使用してください。
●電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与え
る場合があります。

自宅療養などにより医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除
細動器以外の医用電気機器を使用される場合には、電波による影響について個別に
医用電気機器メーカなどにご確認ください。
●電波により医用電気機器の動作に影響を与える場合があります。 
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取り扱い上の注意について
共通のお願い
■水をかけないでください。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードは防水仕様にはなっておりま
せん。風呂場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨などがかかることはおやめください。また
身につけている場合、汗による湿気により内部が腐食し故障の原因となります。調査の結果、こ
れらの水濡れによる故障と判明した場合、保証対象外となり修理できないことがありますので、
あらかじめご了承願います。なお、保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有償修理とな
ります。

■お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
• FOMA 端末のディスプレイは、カラー液晶画面を見やすくするため、特殊コーティングを施
してある場合があります。お手入れの際に、乾いた布などで強く擦ると、ディスプレイに傷
がつく場合があります。お取り扱いには十分ご注意いただき、お手入れは乾いた柔らかい布
（めがね拭きなど）で拭いてください。また、ディスプレイに水滴や汚れなどが付着したまま
放置すると、シミになったり、コーティングがはがれることがあります。

• アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、色があせたりする
ことがあります。

■端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。
端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがあります。また、充電不十分の原因と
なりますので、汚れたときは、端子を乾いた布、綿棒などで拭いてください。

■エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。
急激な温度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。

■FOMA端末に無理な力がかかるような場所に置かないでください。
多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣類のポケットに入れて座ると、液晶画面、内部基板
などの破損、故障の原因となり、保証の対象外となります。

■FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）に添付されている個別の取扱説明書をよくお
読みください。

FOMA端末についてのお願い
■極端な高温、低温は避けてください。　　
温度は5℃～35℃、湿度は45%～85%の範囲でご使用ください。

■一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いになっている近くで使用すると、影響を与える場合
がありますので、なるべく離れた場所でご使用ください。

■お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださ
るようお願いします。
万が一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねます
のであらかじめご了承ください。

■ズボンやスカートの後ろポケットにFOMA端末を入れたまま、椅子などに座らないでください。
また、鞄の底など無理な力がかかるような場所には入れないでください。
故障の原因となります。

■ストラップなどを挟んだまま、FOMA端末を折り畳まないでください。
故障、破損の原因となります。

■使用中、充電中、FOMA 端末は温かくなりますが、異常ではありません。そのままご使用くだ
さい。

■カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでください。
素子の退色・焼付きを起こす場合があります。
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電池パックについてのお願い
■電池パックは消耗品です。
使用状態などによって異なりますが、十分に充電しても使用時間が極端に短くなったときは電池
パックの交換時期です。指定の新しい電池パックをお買い求めください。

■充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。
■初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に必ず充電してください。
■電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度により異なります。
■電池パックの使用条件により、寿命が近づくにつれて電池パックが膨れる場合がありますが問題
ありません。

■直射日光が当たらず、風通しの良い涼しい場所に保管してください｡
長時間使用しないときは、使い切った状態でFOMA端末またはアダプタ（充電器含む）から外
し、電池パックを包装しているビニール袋などに入れて保管してください。

アダプタ（充電器含む）についてのお願い
■充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。
■次のような場所では、充電しないでください。

• 湿気、ほこり、振動の多い場所
• 一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く

■充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなることがありますが異常ではありませんのでそのま
まご使用ください。

■DCアダプタを使用して充電する場合は、車のエンジンを切ったまま使用しないでください。
車のバッテリーを消耗させる原因となります。

■抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そのコンセントの取扱説明書に従ってくださ
い。

■強い衝撃を与えないでください。また、充電端子、端子ガイドを変形させないでください。
故障の原因となります。

FOMAカードについてのお願い
■FOMAカードの取り付け／取り外しには、必要以上に力を入れないようにしてください。
■ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷をかけないようにしてください。
■使用中、FOMA カードが温かくなることがありますが、異常ではありませんのでそのままご使
用ください。

■他の IC カードリーダライタなどに FOMA カードを挿入して使用した結果として故障した場合
は、お客様の責任となりますので、ご注意ください。

■IC部分はいつもきれいな状態でご使用ください。
■お手入れは、乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
■お客様ご自身で、FOMA カードに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してく
ださるようお願いします。
万が一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねます
のであらかじめご了承ください。

■環境保全のため、不要になったFOMAカードはドコモショップなど窓口にお持ちください。
■極端な高温、低温は避けてください。
■ICを傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさせたりしないでください。
データの消失、故障の原因となります。

■FOMAカードを落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
故障の原因となります。
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■FOMAカードを曲げたり、重いものをのせたりしないでください。
故障の原因となります。

Bluetoothについてのお願い
Bluetoothとは携帯電話やパソコンなどのBluetooth対応機器どうしをワイヤレス接続する技
術です。→P266

■パスキー
Bluetooth機器を他人に許可なく使われないためのパスワードです。半角英数字で16桁まで設
定できますが、機器によってはあらかじめ設定され、変更できない場合があります。ワイヤレス
接続するBluetooth機器とFOMA端末の両方に同じパスキーを入力する場合と、FOMA端末だ
けにパスキーを入力する場合があります。
安全のため、パスキーを設定する場合は16桁までのできるだけ長い桁数でのご使用をおすすめ
します。また、名前や誕生日など容易に推測できる言葉をパスキーに使わないようご注意くださ
い。

■良好な接続を行うために、次の点にご注意ください。
• 他のBluetooth機器とは、見通し距離約10m以内で接続してください。周囲の環境（壁、家
具など）、建物の構造によっては接続可能距離が短くなります。FOMA端末と他のBluetooth
機器の間に障害物がある場合も、接続可能距離は短くなります。
特に、鉄筋コンクリートの建物では、上下の階や左右の部屋など鉄筋の入った壁をはさんで
設置した場合、接続できないことがあります。上記接続距離を保証するものではありません
ので、ご了承ください。

• 他の機器（電気製品／AV機器／OA機器／デジタルコードレス電話機／ファックスなど）か
ら2m以上離れて接続してください（特に電子レンジ使用時は影響を受けやすいため、必ず
3m以上離れてください）。近づいていると、他の機器の電源が入っているときには、正常に
接続できなかったり、テレビやラジオの雑音や受信障害の原因になったりすることがありま
す（UHFや衛星放送の特定のチャンネルではテレビ画面が乱れることがあります）。

• 放送局や無線機などが近く、正常に接続できないときは、接続相手のBluetooth機器の場所
を変更してください。周囲の電波が強すぎるときは、正常に接続できないことがあります。

■無線LANとの電波干渉について
Bluetooth機器と無線LAN（IEEE802.11b/g）は同一周波数帯（2.4GHz）を使用するため、
無線LANを搭載した機器の近辺で使用すると、電波干渉が発生し、通信速度の低下、雑音や接
続不能の原因になる場合があります。この場合、次の対策を行ってください。
• 無線LANと、FOMA端末やワイヤレス接続するBluetooth機器は、10m以上離してください。
• 10m以内で使用する場合は、無線LANまたはFOMA端末とワイヤレス接続するBluetooth機
器の電源を切ってください。

■FOMA端末は、Bluetoothを使用した通信時のセキュリティとして、Bluetooth標準規格に準
拠したセキュリティ機能に対応しておりますが、設定内容などによってセキュリティが十分でな
い場合があります。Bluetoothを使用した通信を行う際にはご注意ください。

■Bluetooth を使用した通信時にデータや情報の漏洩が発生しましても、当社としては責任を負
いかねますので、あらかじめご了承ください。
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■FOMA端末では、以下のバージョンとプロファイルに対応したサービスを利用できます。

※1：FOMA端末を含むすべてのBluetooth機能搭載機器は、Bluetooth SIGが定めている方法で
Bluetooth標準規格に適合していることを確認しており、認証を取得しています。ただし、接続する機
器の特性や仕様によっては、操作方法が異なったり、接続してもデータのやりとりができない場合があ
ります。

※2：通信機器間の障害物や、電波状況により変化します。
※3：Bluetooth対応機器どうしの使用目的に応じた仕様で、Bluetoothの標準規格です。

■周波数帯について
FOMA端末が使用する周波数帯は、端末本体の電池パック挿入部に記載されています。ラベル
の見かたは次のとおりです。

対応Bluetoothバージョン Bluetooth標準規格Ver.1.2に準拠※1

出力 Bluetooth標準規格Power Class2

見通し通信距離※2 約10m以内

対応Bluetoothプロファイル※3 Object Push Profile（オブジェクトプッシュプロファイル）
Dial-Up Networking Profile（ダイヤルアップネットワーキングプロ
ファイル）
Headset Profile（ヘッドセットプロファイル）
Hands-free Profile（ハンズフリープロファイル）
Basic Printing Profile（ベーシックプリンティングプロファイル）
Basic Imaging Profile（ベーシックイメージングプロファイル）
File Transfer Profile（ファイルトランスファープロファイル）
Advanced Audio Distribution Profile（オーディオプロファイル）
Audio/Video Remote Control Profile（オーディオ／ビデオリモー
トコントロールプロファイル）

（1）2.4 ：2400MHz帯を使用する無線設備を表します。

（2）FH ：変調方式がFH-SS方式であることを示します。

（3）1 ：想定される与干渉距離が10m以下であることを示します。

（4） ：2400MHz～2483.5MHzの全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を
回避不可であることを意味します。

2.4FH1

（4）

（1）（2）（3）

Bluetooth機器使用上の注意事項
本製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか、工場の製造
ラインなどで使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力
無線局、アマチュア無線局など（以下「他の無線局」と略します）が運用されています。
1.本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してくださ
い。

2.万が一、本商品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかに使用場
所を変えるか、電波の発射を停止して電波干渉を避けてください。

3.その他、不明な点やお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお問い合わせください。

お問い合わせ先： 0120-800-000 ※携帯電話、PHSからもご利用になれます。
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次のページへ続く
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カメラについてのお願い
お客様がFOMA端末を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為などを行う場合、法律、条例
（迷惑防止条例など）に従い処罰されることがあります。

その他のお願い
NTTドコモでは、NTTドコモ以外の第三者が提供する機器、ネットワーク、ソフトウェアなどと
の組み合わせによりお客様がFOMA端末の各種機能をご利用いただけない場合には責任を負いか
ねます。

知的財産権について

著作権・肖像権について
お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウンロードな
どにより取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、
私的使用目的の複製や引用など著作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、改
変、公衆送信などすることはできません。実演や興行、展示物などには、私的使用目的であって
も撮影または録音を制限している場合がありますのでご注意ください。
また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖
像を本人の同意なしにインターネット上のホームページに掲載するなどして不特定多数に公開
することは、肖像権を侵害する恐れがありますのでお控えください。

商標について
･「FOMA」「mova」「ｉモード」「ｉアプリ」「ｉアプリDX」「WORLD CALL」「WORLD WING」「公共
モード」「ｉメロディ」「ｉエリア」「ｉモーション」「ｉモーションメール」「着モーション」「デコメール」
「キャラ電」「ｉアニメ」「ｉショット」「mopera」「mopera U」「デュアルネットワーク」「FirstPass」
「ビジュアルネット」「Ｖライブ」「ｉチャネル」「ショートメール」「セキュリティスキャン」「メッセージ
F」「トクだねニュース便」「マルチナンバー」「DoPa」「パケ・ホーダイ」および「FOMA」ロゴ、「i-mode」
ロゴ、「i-αppli」ロゴはNTTドコモの商標または登録商標です。

･ フリーダイヤルサービス名称およびフリーダイヤルロゴマークはNTTコミュニケーションズ株式会社の商
標です。

･「マルチタスク／Multitask」は日本電気株式会社の商標です。
･ JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国における米国Sun
Microsystems, Inc. の商標または登録商標です。

･「キャッチホン」は、日本電信電話株式会社の登録商標です。
･ MOTOROLAおよび“Mロゴ”は米国特許商標庁に登録された商標です。(C) Motorola, Inc. 2007.
･ The Bluetooth word mark and logos are owned by the Bluetooth SIG, inc. and any use of such
marks by NTT DoCoMo, Inc. is under license. Other trademarks and trade names are those of
their respective owners. （Bluetoothとそのロゴマークは、Bluetooth SIG, INC の商標で、株式会社
NTTドコモはライセンスを受けて使用しています。その他の商標および名称はそれぞれの所有者に帰属し
ます。）

･ McAfee®マカフィー ®は米国法人McAfee, Inc.またはその関係会社の米国またはその他の国における登録
商標です。

･ Quick Timeは、米国Apple Computer, Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮く
ださい。
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･ Powered by JBlendTM Copyright 2002-2006 Aplix Corporation. All rights reserved. 
JBlendおよびJBlendに関する商標は、日本およびその他の国における株式会社アプリックスの
商標または登録商標です。

･ 本製品はインターネット機能として、株式会社ACCESSのNetFrontを搭載しています。
NetFrontは日本国およびその他の国における株式会社ACCESSの商標または登録商標です。
Copyright© 1996-2007 ACCESS CO., LTD.
NetFrontおよび は、株式会社ACCESSの日本ならびにその他の国における登録商標また
は商標です。

･ Adobe、および、Adobe Readerは米国およびその他の国におけるAdobe Systems Incorporatedの
商標または登録商標です。
･ microSDロゴは商標です。

･ その他本文中に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

その他
･ 本製品は、Adobe Systems IncorporatedのFlash® LiteTMテクノロジーを搭載しています。Flash、Flash
LiteおよびMacromediaはAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国ならびにその
他の国における商標または登録商標です。

･ 本製品のソフトウェアの一部分に、Independent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。
･ Microsoft、MS、Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標
または商標です。

･ Windows XPは、Microsoft® Windows® XP Professional operating systemまたはMicrosoft®

Windows® XP Home Edition operating systemの略です。
･ Windows 2000は、Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略です。
･ Windows XP、2000のように併記する場合があります。
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本体付属品および主なオプション品について

本体付属品

主なオプション品

その他オプション品→P336

FOMA M702iS
（保証書、リアカバー M03を含む）

本端末の海外でのご利用について

取扱説明書（本書）
※P378にクイックマニュアルを記載しています。

FOMA M702iS用CD-ROM
※PDF版「データ通信マニュアル」を収録しています。

FOMA miniUSB変換アダプタ M01
※AC／DCアダプタ（別売）やFOMA USB接続ケー
ブル（別売）の接続時に利用します。→P45、P245

電池パック M03
（取扱説明書付き）

FOMA ACアダプタ 01
（保証書、取扱説明書付き）

FOMA海外兼用ACアダプタ 01
（保証書、取扱説明書付き）
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ご使用前の確認

各部の名称と機能 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 30
ディスプレイの見かた ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 32
メニューの選択方法 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 35
FOMAカードを使う ････････････････････････････････････････････････････････････ 39
電池パックの取り付けかた／取り外しかた ･････････････････････････････････････････ 42
携帯電話を充電する ･････････････････････････････････････････････････････････････ 44
電池残量の確認のしかた ･････････････････････････････････････････････ ＜電池残量＞ 46
電源を入れる／切る ･･･････････････････････････････････････････＜電源ON／OFF＞ 47
日付・時刻を合わせる ･･･････････････････････････････････････････････ ＜時計設定＞ 48
相手に自分の電話番号を通知する ･･･････････････････････････････ ＜発信者番号通知＞ 49
自分の電話番号を確認する ･･･････････････････････････････････････ ＜電話番号表示＞ 50
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各部の名称と機能

a 受話口
･ 通話中に相手の声が聞こえます。

b ディスプレイ→P32
c インカメラ

･ カメラ／ビデオカメラで自分を撮影します。
→P147、P148

･ テレビ電話で自分を撮影します。→P86

dcマルチファンクションキー→P31
ehｉチャネル／左ソフトキー

･ 待受画面で押すと、チャネル一覧画面を表示しま
す。→P217

･ 左ソフトキーに表示されている操作を実行します。
→P34

ftテレビ電話キー
･ テレビ電話をかけます／受けます。→P80、P83
･ 待受画面で押すと、発信履歴一覧画面を表示しま
す。→P54

･ 文字入力画面で押すと大文字／小文字、1秒以上押
すと全角／半角を切り替えます。→P290

go開始キー
･ 音声電話をかけます／受けます。→P52、P63
･ テレビ電話を受けます。→P83
･ 待受画面で押すと発信履歴一覧画面を表示します。
→P54

･ 文字入力画面で押すと改行マーク、1秒以上押すと
スペースを入力します。→P291

h ダイヤルキー

･ 電話番号や文字を入力します。→P324
･ 待受画面で1～9を1秒以上押すと、スピード
ダイヤルで電話をかけます。→P109

･ 待受画面で0を1秒以上押すと、「+」を入力しま
す。→P59

i* :／公共モード（ドライブモード）キー
･「 」／「:」を入力します。
･ 待受画面で1秒以上押すと、公共モード（ドライブ
モード）を設定／解除します。→P70

j アンテナ部
･ 通話／通信中は手などで覆わないようにしてくだ
さい。

kiｉモード／右ソフトキー
･ 待受画面で押すとｉモードメニュー画面、1秒以上
押すとｉアプリのソフト一覧画面を表示します。
→P158、P208

･ 右ソフトキーに表示されている操作を実行します。
→P34

･ 文字入力画面で押すと、文字入力モードを切り替え
ます。→P290

lmメールキー
･ 待受画面で押すと、メールメニュー画面を表示しま
す。→P180

･ 文字入力画面で押すと、絵文字、顔文字、記号を切
り替えます。→P290

mp電源／終了／応答保留キー
･「シークレットデータ」を「表示」に設定中に待受
画面で押すと、シークレットデータを「非表示」に
設定できます。→P138
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■正面 ■左側面

・FOMA端末のアンテナは本体に内
蔵されています。

■背面 ■右側面
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･ 通話を終了します。
･ 各機能を終了して待受画面に戻ります。
･ 電源を入れます／切ります。→P47

nCクリアキー
･ 操作を1つ前の状態に戻します。
･ 入力した電話番号や文字を削除します。
･ 待受画面で1秒以上押すと、セルフモードを設定／
解除します。→P134

･ ｉアプリ待受画面を設定中の場合は、待受画面で押
すとｉアプリを操作できます。

･ 各種通知画面の表示中に押すと、表示を消去します。

o##／マナーモードキー
･「#」を入力します。
･ 待受画面で1秒以上押すと、マナーモードを設定／
解除します。→P117

p 送話口／マイク
･ 通話中に自分の声を相手に送ります。
･ 動画や音声メモの録画／録音時に音声を録音しま
す。→P148、P239

q サブディスプレイ→P32

r Bluetoothランプ
･ Bluetooth通信中などに青色で点滅します。→P124

s アウトカメラ
･ カメラ／ビデオカメラで景色などを撮影します。
→P147、P148

･ テレビ電話で景色などを撮影します。→P86

t リアカバー
･ FOMAカードや電池パック、microSDメモリーカー
ドを取り付ける／取り外すときにFOMA端末から
取り外します。→P39、P42、P243

u スピーカー
･ 着信音やアラーム音、メロディの再生音などが聞こ
えます。

･ ハンズフリー通話中は相手の声が聞こえます。
→P62、P83

v 着信／充電／イルミネーションランプ
･ 充電中に赤色で点灯します。→P127
･ 電話の着信時に赤色・緑色で繰り返し点灯します。
→P124

･ メールの受信時、アラームやスケジュール／ToDo
の設定時刻になったときなどに赤色・緑色で点灯し
ます。→P124

･ 赤外線通信時に赤色で点滅します。

w カメラランプ
･ カメラ／ビデオカメラが起動中で、アウトカメラに切
り替えているときに赤色で点滅します。

xNM音量調整キー
･ 待受画面などで押すと、着信音量を調節します。
･ 電話の着信中に押すと、着信音／バイブレータを停
止します。

･ 通話中に押すと、受話音量を調節します。
･ メニューやリストを表示中に押すと、カーソルを上
下に移動します（表示中の機能によっては、着信音
量が調節される場合があります）。

yJスマートキー
･ FOMA端末を開いている場合、待受画面で押すと動
画撮影画面を表示します。

･「サイドキーロック」を「ON」に設定してFOMA端
末を閉じているときに1秒以上押すと、サイドキー
ロックを解除します。→P137

･ 静止画撮影画面で押すと静止画を撮影／保存、動画
撮影画面で押すと動画を撮影／停止／保存します。

･ メニューやリストを表示中に押すと、カーソルがあ
たっている項目などを選択／実行します。

･ 通話中に1秒以上押すと、通話を終了します。

z 外部接続端子
･ FOMA miniUSB変換アダプタ M01（付属品）を接
続し、ACアダプタ（別売）、DCアダプタ（別売）、
FOMA USB接続ケーブル（別売）などを接続します。

･ miniUSBステレオヘッドセット M01（別売）を接
続します。

A ストラップ取付穴

BH音声メモキー
･ 待受画面などで押すと、押している間音声メモを録
音します。→P239

･ 着信中に 1 秒以上押すと、伝言メモを起動します。
→P76

C 赤外線ポート→P247
D リアカバーラッチ→P42

マルチファンクションキーの操作と
表記

• 上下左右など複数のキーのいずれかを押す操作を
示す場合の表記は、jsaのようになります。

操　作 本書の表記 主な操作の説明

メニュー／
決定キー
を押す

c

• 待受画面で押すとメイン
メニューを表示

• 選択中の項目の実行
• 入力した文字の確定
• 静止画撮影画面で押すと
静止画を撮影／保存

• 動画撮影画面で押すと動画
を撮影／停止／保存

カメラ／
↑キーを
押す

u
• 待受画面で押すと静止画
撮影画面を表示

• カーソルを上へ移動／画
面を上へスクロール

電話帳／
↓キーを
押す

d
• 待受画面で押すと電話帳
を表示

• カーソルを下へ移動／画
面を下へスクロール

着信履歴／
←（前へ）
キーを押
す

l
• 待受画面で押すと着信履
歴一覧画面を表示

• カーソルを左へ移動／画
面を左へスクロール

発信履歴／
→（次へ）
キーを押す

r
• 待受画面で押すと発信履
歴一覧画面を表示

• カーソルを右へ移動／画
面を右へスクロール

着信履歴／
←（前へ）キー

カメラ／↑キー
発信履歴／
→（次へ）キー

電話帳／↓キー メニュー／
決定キー

各
部
の
名
称
と
機
能
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ディスプレイの見かた
ディスプレイやサブディスプレイの画面上部に表示されるマーク（アイコン）の意味は次のとお
りです。

■ディスプレイ ■サブディスプレイ
　a　b　c　d　e　f　g　h　i　j 　a　b　c　d　e　k　j

a セルフモードを「ON」に設定中→P134
FOMAカード未挿入
FOMAサービスエリア外または電波が
届かない状態→P48

電波の受信レベル→P48

b パケットデータの送受信中
ｉモード通信中→P158
ｉモード中→P158
公共モード（ドライブモード）を設定中
→P70
パケット通信中
パケット通信の利用可能エリア内（位置
登録されている）
パケット通信の利用可能エリア外（位置
登録されていない）

c※1 「USBモード設定」を「通信モード」に
設定してFOMA USB接続ケーブル（別
売）を接続中
「USBモード設定」を「microSDモード」
に設定してFOMA USB接続ケーブルを接
続中
赤外線通信でデータの送受信中
→P246
赤外線通信で接続中／待機中→P246

／ Bluetooth通信で接続中／待機中
→P266

d SSL対応ページの表示中→P159
国内のFOMAネットワークに接続中
→P302
海外の3Ｇネットワークに接続中
→P301

e※1 音声電話中→P52
テレビ電話中→P80

／ リマインダを設定したスケジュール／
ToDoあり→P255

／ 設定中のアラームあり→P253
「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定中
→P137
「機能ロック」を「ON」に設定中で、ロッ
クしている機能あり→P135

f※1 「シークレットデータ」を「表示」に設
定中→P138

～ 留守番電話サービスの伝言メッセージ
あり（録音件数1～9件）→P274
留守番電話サービスの伝言メッセージ
あり（録音件数10件以上）→P274

（赤） 伝言メモなどのメモリが残りわずか
→P75

（青） 新しい伝言メモあり→P75
（青） 伝言メモを「ON」に設定中→P73

g （赤） FOMA端末内のｉモードメールが一杯
（赤） ｉモードセンターのｉモードメールが

一杯
（黄） ｉモードセンターにｉモードメールあ

り→P187
（黄） 未読のｉモードメールあり→P186
（赤） FOMAカード内のSMSが一杯
（黄） 未読のSMSあり→P202
（赤） FOMA端末内のメッセージRが一杯
（黄） 未読のメッセージRあり→P170
（赤） ｉモードセンターのメッセージRが一

杯
（黄） ｉモードセンターにメッセージRあり

→P170
（赤） FOMA端末内のメッセージFが一杯
（黄） 未読のメッセージFあり→P170
（赤） ｉモードセンターのメッセージFが一杯
（黄） ｉモードセンターにメッセージFあり

→P170

デ
ィ
ス
プ
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※1：複数のアイコンが同時に表示される状況の場合は、
優先度の高いアイコンが表示されます。優先度は、
アイコンの掲載順が上になるほど高くなります。

※2：マナーモードを設定した場合は、マナーモードのア
イコンが優先して表示されます。

※3：メールやメッセージを受信した場合は、メールや
メッセージのアイコンが優先して表示されます。

• ディスプレイやサブディスプレイに表示する文字
や記号は、一部変形もしくは省略しているものがあ
ります。

• ディスプレイやサブディスプレイに表示される
マークは、お買い上げ時の設定をもとにしていま
す。お買い上げ後の設定変更により、FOMA端末の
表示が取扱説明書と異なる場合があります。

• FOMA端末のディスプレイは、非常に高度な技術を
駆使して作られておりますが、ディスプレイの特性
により、一部に点灯しないドット（点）や常時点灯
するドット（点）が存在する場合があります。故障
ではありませんので、あらかじめご了承ください。

h ｉアプリを起動中／待受画面に設定し
たⅰアプリを起動中→P208
ｉアプリ待受画面を表示中→P212
ｉアプリDX待受画面／メール連動型
ⅰアプリ待受画面を表示中→P212
待受画面に設定したｉアプリDX／メー
ル連動型ｉアプリを起動中→P212
ｉアプリの自動起動失敗

i※2 マナーモードを設定中→P117
「パターン選択」を「音パターン1」に
設定中→P112
「パターン選択」を「音パターン2」に
設定中→P112
「パターン選択」を「サイレント」に設
定中→P112
「パターン選択」を「バイブ＆音」に設
定中→P112
「パターン選択」を「バイブレータ」に
設定中→P115

j 電池残量表示→P46

k※3 （赤） FOMA端末内のｉモードメールが一杯
（赤） ｉモードセンターのｉモードメールが

一杯
（黄） ｉモードセンターにｉモードメールあ

り→P187
（黄） 未読のｉモードメールあり→P186
（赤） FOMAカード内のSMSが一杯
（黄） 未読のSMSあり→P202
（赤） FOMA端末内のメッセージRが一杯
（黄） 未読のメッセージRあり→P170
（赤） ｉモードセンターのメッセージRが一

杯
（黄） ｉモードセンターにメッセージRあり

→P170
（赤） FOMA端末内のメッセージFが一杯
（黄） 未読のメッセージFあり→P170
（赤） ｉモードセンターのメッセージFが一杯
（黄） ｉモードセンターにメッセージFあり

→P170
（赤） 伝言メモなどのメモリが残りわずか

→P75
（青） 新しい伝言メモあり→P75
（青） 伝言メモを「ON」に設定中→P73
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ソフトキーの表示について
画面下部には、表示中の画面でできる操作がソフトキーとして表示されます。ソフトキーの内容
を実行するには、対応する次のキーを押して操作します。
• ソフトキーの表示は、機能や表示状況によって異なります。

ソフトキー操作の表記について
本書では、ソフトキーの操作を次のように表記しています。

サブディスプレイの表示例
FOMA端末を閉じているときのサブディスプレイには、時計表示やFOMA端末の状態を知らせ
る各種情報が表示されます。

a b c

マルチファンクションキー

ahで行う操作が表示されます。
bc／aでカーソルの移動や項目の選択が可能かどうかが表示されます。

※ ⅰモード、メール、ⅰチャネル機能利用時のみ表示されます。
･ キー操作が可能な方向は青く表示されます。

ciで行う操作が表示されます。

　　　  h［ｉチャネル］ 
 　  

　　対応キー　　　ソフトキーの表示

時計の表示中

テレビ電話の着信中

アラームの設定時刻

音声電話の着信中

スケジュールのリマインダ
の設定日時

メロディを再生中

デ
ィ
ス
プ
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メニューの選択方法
FOMA端末では、メインメニューや機能メニューなどのメニューから、機能の実行や設定、登
録などの操作をします。

■メインメニューに表示されるアイコン

メインメニューから機能を選択する
ここでは、待受画面からメインメニューを呼び出し、「スクリーンセーバー」の設定画面を表示
するまでの操作を例に説明します。

a 待受画面でcを押す
メインメニューが表示されます。

b メインメニューでaを押して （設定）にカーソル
を移動し、h［選択］／cを押す

メニューアイコン 説　明
（ｉモード） ｉモードを利用するときに選択します。ｉMenuに接続したり、ｉモードを利用する

ための各種設定やメッセージR/Fの確認などができます。
（ｉアプリ） ｉアプリを利用するときに選択します。お買い上げ時に登録されているｉアプリやサ

イトからダウンロードしたｉアプリを表示できます。
（メール） ｉモードメール、SMSを利用するときに選択します。ｉモードメール、SMSを利用

するための各種設定も行えます。
（電話帳） FOMA端末本体／FOMAカードに保存されている電話帳を利用するときに選択しま

す。
（データBOX） FOMA端末、microSDメモリーカードに保存されている静止画、動画／ｉモーショ

ン、メロディ、キャラ電、アニメーション（Flash）、音声メモのデータを利用する
ときに選択します。

（アクセサリ） カメラ、アラーム、スケジュール、電卓、電子辞書など生活に便利な機能を利用する
ときに選択します。

（接続設定） 赤外線受信、Bluetoothを利用するとき、FOMA USB接続ケーブル（別売）を接続
したときのUSBモードを設定するときに選択します。

（ネットワーク
サービス）

留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービス、発信者番号通知などネッ
トワークサービスを利用するときに選択します。

（設定） FOMA端末から鳴る音や音量の設定、待受画面などの画面表示の設定、時計の設定、
FOMA端末を安心して利用するためのセキュリティの設定などを行うときに選択します。

メインメニュー

設定メニュー

メ
ニ
ュ
　
の
選
択
方
法

ー

次のページへ続く
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c 設定メニューでjを押して「個人設定」にカーソルを
移動し、h［選択］／cを押す

d 個人設定画面でjを押して「スクリーンセーバー」に
カーソルを移動し、h［選択］／cを押す

■メニュー番号で機能を選択する
ｉモードメニュー画面、メールメニュー画面内では、メニュー番号に対応するダイヤルキーを押すと、その機能を
すばやく呼び出すことができます。
例：メールメニュー画面から受信BOX一覧画面を表示する
a 待受画面でmを押します。
b メールメニュー画面で1を押します。

各種画面の基本操作

1つ前の画面／待受画面に戻るには
メニュー項目の選択を間違えて1つ前の画面に戻るときや、操作を中断／終了して待受画面に戻
るときは、次のように操作します。
C：1つ前の画面に戻ります。
p：待受画面に戻ります。終了の確認画面が表示された場合は、h［はい］を押すと待受画面に戻ります。

• FOMA端末の操作状況によっては、p／Cを押しても待受画面／前の画面に戻らない場合があります。

個人設定画面

スクリーン
セーバー画面

メールメニュー
画面

受信BOX一覧画面

1

メ
ニ
ュ
　
の
選
択
方
法

ー
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設定項目の選択操作について
設定画面に現在の設定が表示されている項目は、sまたは*／#を押して設定を切り替え
ることができます。

• 選択操作ができるのは、項目を選択してcを押したとき、設定項目の一覧が表示される項目のみです。
• 項目によっては設定を切り替えられない場合や、切り替えたときに設定変更の確認画面などが表示される場合があ
ります。

認証操作について
利用する機能やサービスによっては、認証のために各種暗証番号（P130）入
力画面が表示されます。入力画面が表示された場合は、ダイヤルキーで暗証
番号を入力してh［OK］を押します。正しく入力されると、操作を完了さ
せたり、操作を次に進めたりできます。
• 入力した暗証番号は「:」で表示されます。

機能メニューについて
ソフトキーに「機能」が表示された場合は、機能メニューを呼び出して各種操作ができます。
• 機能メニューの表示は、機能やFOMA端末の設定状況／登録状況などによって異なります。

■一覧画面での機能メニューについて
一覧画面の機能メニューには、「1件削除」のようにカーソルがあたっている項目が対象となる項目や、「全
件削除」のようにすべての項目が対象となる項目があります。1件の項目が対象となる操作を行う場合は、
あらかじめ該当する項目にカーソルを移動してからh［機能］を押してください。

• 2階層目がある項目はカーソルを移動してh［選択］／c／rを押すと2階層目を表示できます。
• 機能メニューを閉じるには、i［閉じる］／Cを押します。

r／#

l／*

暗証番号入力画面
（例：端末暗証番号

入力画面）

機能メニュー電話番号入力画面

h［機能］ 
2階層目がある項目

メ
ニ
ュ
　
の
選
択
方
法

ー
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メニュー操作の表記について
本書では、主に待受画面からの操作で説明しています。また、原則として操作手順を次のように
簡略化しています。

操作の記載例

a 待受画面を表示中に押すキーのイラストです。

b メインメニューのアイコンです。aを押してアイコンにカーソルを移動し、h［選択］／cを押し
て選択します。

c メニュー項目の名称です。jを押して項目にカーソルを移動し、h［選択］／cを押して選択
します。

機能メニューの記載例
機能メニューに表示される項目は、FOMA端末の設定状況や登録状況などの条件により異なる
場合があります。

a 項目の名称です。jを押して項目にカーソルを移動し、h［選択］／cを押して選択します。

b 項目の機能説明です。

c 項目の操作説明です。aを選択した後に操作します。

d 2階層目に表示される項目の名称、機能説明、操作説明です。

• 発信履歴一覧画面と発信履歴詳細画面など複数の機能メニューをまとめて説明している場合は、設定内容や画面に
よって表示されない機能メニューが含まれている場合があります。

表記ルール
■待受画面以外から開始する操作文の表記について
操作文の最初に「着信中」や「一覧画面」など、FOMA端末の状態や表示する画面を記載しています。

■「選択」操作におけるh［選択］／cの省略について
「操作の記載例」（P38）cのようにアイコンや一覧から目的の機能を選択するときはh［選択］／cな
どの確定操作を省略して記載しています。
同様に暗証番号の入力や文字の確定などの操作説明でも、h［OK］／cなどの確定操作を省略していま
す。

■ を にする操作におけるcの省略について
の付いた項目を選択し、cを押して にする操作を、cの操作を省略して「チェックを付ける」と

記載しています。

a
cy （設定）y「個人設定」y「スクリーンセーバー」 

　　　 a　　b　　　　　　   　　　　                 c

録音時間
音声電話での伝言メモの録音時間を設定します。
y録音時間を選択yh［選択］

応答メッセージ
日本語
英語
録音データ

：応答メッセージを日本語に設定します。
：応答メッセージを英語に設定します。
：応答メッセージを録音データに設定します。

d

a

b

c

メ
ニ
ュ
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FOMAカードを使う
FOMAカードは、お客様の電話番号などの契約情報が記録されているICカードです。FOMA端
末に取り付けることで、電話やメール、ｉモードなどの通信機能を利用できます。FOMAカー
ドを他のFOMA端末に取り付けることで、用途に合わせてFOMA端末を使い分けることもでき
ます。
取り扱いの詳細については、FOMAカードの取扱説明書をご覧ください。

FOMAカードの取り付けかた／取り外しかた
• 電池パックを取り外してから、FOMAカードを取り付け、または取り外しを行ってください。→P43

• FOMA端末の電源を切り、閉じた状態で、手で持って行ってください。

取り付けかた

取り外しかた

• 無理に取り付けようとすると、FOMAカードが壊れることがあります。
• 取り外したFOMAカードはなくさないようにご注意ください。
• 異なるFOMAカードを取り付けると、発着信履歴が自動的に削除されます。

aFOMAカードのIC面を下にして、矢印の
方向に差し込む

bFOMAカードをスライドさせて押し込む
･ 固定されるまで押し込んでください。

a矢印の方向に FOMA カードを押し出し、
FOMAカードスロットから取り外す

切り欠き部

F
O
M
A
カ
　
ド
を
使
う

ー
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FOMAカードの暗証番号について
FOMAカードには、「PIN1コード」と「PIN2コード」という2つの暗証番号を設定できます。
→P131

FOMAカード動作制限機能について
FOMA端末には、お客様のデータ／ファイルの保護機能として、FOMAカード動作制限機能が
搭載されています。お客様がダウンロードなどして入手したデータ／ファイルには自動的に
FOMAカード動作制限機能が設定され、データ／ファイル入手時のFOMAカードを取り付けて
いる場合のみ、データ／ファイルの表示や再生、確認、メールへの添付、データ送信などの操作
ができます。
• 制限の対象となるデータ／ファイルは次のとおりです。
- サイトやインターネットホームページからダウンロードした画像、メロディ、キャラ電、ｉアプリ、
ｉモーションなど

- 画面メモに含まれている画像やメロディなど
- ｉモードメールに添付されている画像やメロディなど
- メッセージR/Fに添付または貼り付けられている画像やメロディなど
- デコメールの本文に挿入されている画像

• 本機能で制限されているデータ／ファイルを待受画面などに設定すると、他のFOMAカードが取り付けられた場
合やFOMAカードが取り付けられていない場合は、一時的に設定がお買い上げ時の状態に戻ります。

• お買い上げ時に登録されているｉアプリは本機能の制限の対象になりません。ただし、一度削除するなどしてサイ
トからダウンロードした場合は制限の対象になります。

• 次のデータ／ファイルは、本機能の制限の対象になりません。
- 赤外線通信やBluetooth通信、microSDメモリーカード、データ通信を利用して入手したデータ／ファイル
- 本FOMA端末で撮影／編集した画像

• データ／ファイルの入手時とは異なるFOMAカードが取り付けられている場合でも、本機能で制限されている
データ／ファイルの削除はできます。

• 他のFOMAカードを取り付けた場合、次の設定は取り付けたFOMAカードに登録されている設定に変更されます。
- SMSメッセージ有効期限→P203 - PIN1コード→P132 - ユーザ証明書操作→P172

• 他のｉチャネル対応端末にFOMAカードを差し替えた場合、テロップが表示されなくなります。h［ｉチャネル］
を押してチャネル一覧を表示すると、最新の情報を受信してテロップが表示されるようになります。
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FOMAカードの機能差分について
FOMAカードには2種類のカードがあり、次のように機能が異なります。各機能をご利用の際は
ご注意ください。

機　能 FOMAカード（緑色／白色） FOMAカード（青色） 参照先
FOMAカード電話帳に登録できる電
話番号の桁数

26桁まで 20桁まで P95

FirstPassを利用するためのユーザ
証明書の操作

利用可 利用不可 P172

WORLD WINGの利用 利用可 利用不可 P300
サービスダイヤルの利用 利用可 利用不可 P278

WORLD WINGについて
WORLD WINGとは、FOMAカード（緑色／白色）をサービス対象のFOMA端末や海外用携帯電話（W-
CDMAまたはGSM方式）に差し替えることにより、海外でも同じ携帯電話番号で発信や着信ができる、ド
コモのFOMA国際ローミングサービスです。
• 2005年9月1日以降にFOMAサービスをご契約いただいた方は、お申し込み不要です。ただし、FOMA
サービスご契約時に不要である旨お申し出いただいた方や途中でご解約された方は、再度お申し込みが必
要です。

• 2005年8月31日以前にFOMAサービスをご契約で「WORLD WING」をお申し込みいただいていない
方はお申し込みが必要です。

• 一部ご利用できない料金プランがあります。
• 万一、FOMAカード（緑色／白色）を海外で紛失・盗難された場合には、速やかにドコモへご連絡いただ
き、利用中断の手続きをとってください。お問い合わせ先については、取扱説明書裏面の総合お問い合わ
せ先をご覧ください。なお、紛失・盗難された後に発生した通話・通信料もお客様のご負担となりますの
でご注意ください。
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電池パックの取り付けかた／取り外しかた
• FOMA端末の電源を切り、閉じた状態で、手で持って行ってください。

取り付けかた
aリアカバーラッチを押しながら、リアカ
バーを矢印の方向に持ち上げて取り外す

b電池パックの溝をFOMA端末の突起部分
に合わせて矢印aの方向に差し込み、矢
印bの方向に押してはめ込む
･ 電池パックの商品名が印刷されている
面を上にします。

･ 電池パックをはめ込むときは、突起の
下に押し付けるようにしてからはめ込
んでください。

cリアカバーの突起部分をFOMA端末の溝
にあわせて矢印aの方向に差し込み、矢
印bの方向にたおして「カチッ」と音が
するまで押し込む

d矢印の部分を押す
･ 本体にリアカバーが確実に取り付けら
れていることを確認してください。

リアカバーラッチ

突起

a

b

a

b 突起

溝
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取り外しかた

• FOMAカードが正しく取り付けられていない状態で、電池パックを無理に取り付けようとすると、FOMAカード
が壊れる場合があります。

• 電池パックを無理に取り付けようとすると、FOMA端末の端子が壊れることがあります。
• 取り扱いの詳細については、電池パック M03の取扱説明書をご覧ください。

aリアカバーラッチを押しながら、リアカ
バーを矢印の方向に持ち上げて取り外す

b電池パックの 部分を持って矢印の方向
に持ち上げて取り外す

リアカバーラッチ
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携帯電話を充電する
FOMA端末は、専用のACアダプタ（別売）またはDCアダプタ（別売）で充電してください。
また、FOMA端末の性能を十分に発揮するために、専用の電池パック M03をご利用ください。
• 充電する際は、FOMA端末にFOMA miniUSB変換アダプタ M01（付属品）を取り付ける必要があります。
■電池パックの寿命

• 電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに1回で使える時間が、次第に短くなっていきます。
• 1回で使える時間がお買い上げ時に比べて半分程度になったら、電池パックの寿命が近づいていますので、
早めに交換することをお勧めします。また、電池パックの使用条件により、寿命が近づくにつれて電池
パックが膨れる場合がありますが問題ありません。

• 充電しながらｉアプリやテレビ電話などを長時間行うと電池パックの寿命が短くなることがあります。

■充電について
• 詳しくはFOMA ACアダプタ 01／02（別売）、FOMA海外兼用ACアダプタ 01（別売）、FOMA DC
アダプタ 01／02（別売）の取扱説明書をご覧ください。

• ACアダプタまたはDCアダプタで充電するには、電池パックをFOMA端末に取り付けた状態でないと充
電できません。電池パックを取り外したままで充電しようとすると、「充電できません」と表示され充電
できません。

• コネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないようにゆっくり確実に行ってください。
• 通話中の場合でも、充電を開始すると受話口から充電開始音が聞こえます。
• 電池パックが空の状態で充電を開始すると、しばらくの間FOMA端末の電源が入らない場合があります。
• 充電中にテレビ電話などを長時間行ったりすると、FOMA端末内部の温度が上昇し、充電が停止する場
合があります。その場合は、しばらくたってから再度充電してください。

• 電池パックが正しく取り付けられていない状態で充電を開始した場合や、充電器が接続されたFOMA端
末に電池パックを取り付けた場合は、「指定以外の電池です」と表示され充電できない場合があります。
この場合は、FOMA端末からACアダプタまたはDCアダプタを取り外し、電池パックを正しく取り付け
てから充電し直してください。

■電源を入れたままでの長時間（数日間）充電はおやめください
• 充電時にFOMA端末の電源を入れたままで長時間おくと、充電が終わった後、FOMA端末は電池パック
から電源が供給されるようになるため、実際に使うと短い時間しか使えず、すぐに低電圧アラームが鳴っ
てしまうことがあります。このようなときは、再度正しい方法で充電を行ってください。再充電の際は、
FOMA端末を一度ACアダプタ、DCアダプタから外して再度接続し直してください。

■電池パックの使用時間の目安
使用時間は使用環境、電池の劣化度によって異なります。

• 連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。
• 連続待受時間とは、電波を正常に受信できる状態で移動したときの時間の目安です。なお、電池の充電
状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないか、弱い場所など）、
Bluetoothの使用などにより、待受時間は約半分程度になることがあります。ｉモード通信を行うと通
話（通信）・待受時間は短くなります。また、通話やｉモード通信をしなくてもｉモードメールを作成、
ダウンロードしたｉアプリやｉアプリ待受画面を起動、データ通信、マルチアクセスの実行、カメラの
使用、動画やメロディの再生などを行うと、通話（通信）・待受時間は短くなります。

• 滞在国のネットワーク状況によっては記載値より短くなることがあります。
• 静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じ、電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用時
間です。

• 移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じ、電波を正常に受信できるエリア内で「静止」「移動」と
「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。

ネットワーク 連続待受時間 連続通話時間

FOMA／3G 静止時：約345時間
移動時：約170時間

音声電話時：約120分
テレビ電話時：約90分

環境保全のため、不要になった電池パックはNTT DoCoMoまたは代理店、
リサイクル協力店などにお持ちください。
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■電池パックの充電時間の目安

• 充電時間の目安は、FOMA端末の電源を切って、電池パックが空の状態から充電したときの時間です。
FOMA端末の電源を入れて充電した場合、充電時間は長くなります。

ACアダプタ／DCアダプタで充電する
ここでは、ACアダプタ（別売）とDCアダプタ（別売）をまとめて「アダプタ」と表記しています。

FOMA ACアダプタ 01 約180分
FOMA DCアダプタ 01 約180分

a外部接続端子の端子キャップを矢印aの
方向に開き、FOMA miniUSB変換アダ
プタ M01（付属品）を矢印bの方向に
差し込む
･ FOMA端末とFOMA miniUSB変換ア
ダプタ M01の間に2mm程度の隙間が
空きますが、異常ではありませんので
そのままご使用ください。

bアダプタのコネクタを、刻印面を上にし
てFOMA miniUSB変換アダプタ M01
に水平に差し込む
･「カチッ」と音がするまでコネクタを
しっかりと差し込んでください。

cアダプタのプラグをコンセント／車のシ
ガーライタソケットに差し込む
充電開始音が鳴り、充電が開始されます。
･ 充電中は、画面上部の電池残量表示の
アイコンが点滅し、「充電中」のメッ
セージが表示されます。また、着信／
充電／イルミネーションランプが赤色
に点灯します。

･ 充電が完了すると画面上部の が点
灯し、「充電完了」が表示されます。

d充電が完了したらコンセント／車のシ
ガーライタソケットからアダプタのプラ
グを抜く

外部接続端子
b

FOMA miniUSB
変換アダプタ M01
（付属品）

アダプタ
刻印面を上に
して水平に
差し込む

着信 /充電 /イルミネーションランプ

AC100V
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• 充電中に着信／充電／イルミネーションランプを点灯させないように設定できます。→P127
• 電源を切って充電するとき、充電が開始されても着信／充電／イルミネーションランプがすぐに点灯しない場合が
あります。

• 充電中は電池残量表示のアイコンが「 → → → 」の順に切り替わり、充電完了までの目安を
確認できます。

• 海外でご利用になる場合は、滞在先の国・地域で利用できる電圧やプラグの形状を確認し、FOMA海外兼用ACア
ダプタ01（別売）と渡航先に適合した市販の変換プラグアダプタを使用して充電してください（海外旅行用の変
圧器は使用しないでください）。

• 指定の電源、電圧で使用してください。誤った電圧で使用すると、火災や故障の原因となります。

• DCアダプタはマイナスアース車（12V／24V）専用です。
• ヒューズ（2A）は消耗品です。ヒューズが切れて交換する場合は、お近くのカー用品店などでお買い求めください。
• 車のバッテリーの消耗を避けるため、エンジンを切った状態で使用しないでください。

電池残量

電池残量の確認のしかた
画面上部に電池残量（目安）を示すアイコンが表示されます。

（緑）： 電池残量は十分です。
（緑）： 電池残量が少なくなっています。
（黄）： 電池残量がほとんどありません。充電してください。
（赤）： 電池残量がほとんどありません。しばらくすると自動的に電源が切れま

す。充電してください。

eリリースボタンを押してアダプタのコネ
クタをFOMA miniUSB変換アダプタ
M01（付属品）から抜く
･ アダプタのコネクタをFOMA miniUSB
変換アダプタ M01から抜くときは、コ
ネクタのリリースボタンを押しながら
水平に抜いてください。無理に引っ張
ろうとすると故障の原因となります。

fFOMA端末からFOMA miniUSB変換ア
ダプタ M01を抜き、外部接続端子の端子
キャップを閉じる
･ FOMA端末からFOMA miniUSB変換
アダプタ M01を抜くときは、水平に
抜いてください。無理に引っ張ろうと
すると故障の原因となります。

ACアダプタ／DCアダプタ

DCアダプタ

リリースボタン 端子キャップ

電
池
残
量
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電池残量を表示で確認する
電池残量（目安）を6段階の表示で確認できます。

a cy （設定）y「情報表示」y「電池残量」
• 6～5：電池残量は十分です。

• 4～3：電池残量が少なくなっています。

• 2～1：電池残量がほとんどありません。充電してください。

• 0 ：電池残量がほとんどありません。しばらくすると自動的に電源が切れます。充電してください。

■電池が切れそうになると
「ピコ」という低電圧アラームが約3分ごとに鳴ります。画面上部には が表示され、「充
電してください」のメッセージが表示されます。低電圧アラーム鳴動後も操作はできます
が、しばらくすると自動的に電源が切れます。通話中の場合は約30秒ごとに受話口から低
電圧アラームが聞こえます。そのまま通話を継続できますが、しばらくすると自動的に電源
が切れて通話が切断されます。

電源ON／OFF

電源を入れる／切る

電源を入れる

a 電源が切れている状態でp
FOMA端末のキーパッドのライトが点灯し、バイブレータが振動しま
す。その後、電源が入り、起動画面→ウェイクアップ画面→自局番号
の表示画面の順に画面が切り替わった後、待受画面が表示されます。
• 電波の状況によっては、待受画面が表示される前に、ネットワークの検索・登
録画面が表示される場合があります。

• FOMAカード（他のFOMAカード）を取り付けて初めて電源を入れるときは、自局番号の表示画面が表示されま
せん。

• ウェイクアップ画面の表示後にメッセージを表示できます。→P123
• FOMAカードが取り付けられていない、または異常な場合は、FOMAカードが認識できない旨のメッセージが表
示されます。

• が表示されている状態で移動せずに通話している場合でも、通話が切れる場合があります。
• 「パターン選択」を「バイブレータ」に設定している場合は、電源を入れた／切ったときにFOMA端末が振動します。
• メモリの使用状況によっては、待受画面が表示されるまでに時間がかかる場合があります。
• 日付時刻の設定→P48
• 発信者番号通知の設定→P49
• 暗証番号の変更→P132

待受画面

電
源
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■「PINコード」を「ON」に設定しているときは
ウェイクアップ画面が表示された後、PIN1コード（P131）入力画面が表示されます。
PIN1コードを入力すると、待受画面が表示されます。

■「オールロック」の「電源ONロック」を「ON」に設定しているときは
ウェイクアップ画面が表示された後、設定解除コード（P130）入力画面が表示されます。
設定解除コードを入力すると、待受画面が表示されます。

■「セルフモード」の「起動時確認」を「ON」に設定しているときは
起動画面が表示された後、セルフモードを設定するかどうかの確認画面が表示されます。h［はい］を押すとセ
ルフモードが設定され、待受画面が表示されます。

■電源を切る前に公共モード（ドライブモード）を設定していたときは
自局電話番号の表示画面が表示された後、公共モード（ドライブモード）を解除するかどうかの確認画面が表示さ
れます。h［はい］を押すと公共モード（ドライブモード）が解除され、待受画面が表示されます。

■ｉアプリ待受画面を設定しているときは
待受画面が表示された後、ｉアプリ待受画面を起動するかどうかの確認画面が表示されます。h［はい］を押す
か、約2秒間何も操作をしないと、自動的にｉアプリ待受画面が表示されます。

■画面上部に が表示されるときは
サービスエリア外または電波の届かない場所にいます。電波の受信レベルを示すアイコンが表示される場所まで移
動してください。アイコンは次のように5段階で表示されます。

→ → → →

電源を切る

a 電源が入っている状態でp（2秒以上）
終了画面が表示され、電源が切れます。

時計設定

日付・時刻を合わせる

タイムゾーンや日付の表示形式を変更できます。また、時刻を自動で補正するように設定できま
す。

a cy （設定）y「一般設定」y「時計設定」

b 次の操作を行う

hh:mm
「自動時刻補正」を「OFF」に設定している場合に、手動で時刻と表示形式を設定します。
ysで「時」「分」「表示方法」欄を選択yj／ダイヤルキーで時刻を入力

タイムゾーン
日付時刻のタイムゾーンを設定します。
yタイムゾーンを選択yh［選択］yh［はい］

お買い上げ時 タイムゾーン：東京（GMT+9:0）　表示形式：1999年12月31日　
自動時刻補正： ON（時差補正なし）

強 弱

時計設定画面

時
計
設
定
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200X年XX月XX日　曜日
「自動時刻補正」を「OFF」に設定している場合に、手動で日付を設定します。2006/01/02～2030/12/
31の範囲で設定できます。
ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダイヤルキーで日付を入力

表示形式
日付の表示形式を設定します。
y「12／31／99」／「1999年12月31日」

自動時刻補正
ネットワークからの時刻情報をもとに、FOMA端末の時刻を補正するかどうかを設定します。

• タイムゾーンとは、世界の地域別標準時間帯を使用している地域を指します。標準時間は、基準となるグリニッジ
標準時（GMT）からの時差で表現されます。日本の場合は、日本標準時がGMTより9時間進んでいるため、
「GMT+9：0」と表示されます。

• 自動時刻補正は、ネットワークから補正情報が送られたときに補正されます。
• 電波状況によっては時刻を補正できない場合があります。
• 海外でFOMA端末を使用する場合、利用するネットワークによっては時刻やタイムゾーンを補正できない場合が
あります。また、正しく時刻を表示できない場合があります。ワールドクロックで滞在先の時刻に設定してご利用
ください。→263

• ｉアプリ起動中は時刻が補正されません。
• FOMAカードが取り付けられていない場合は補正されません。
• 数秒程度の誤差が生じる場合があります。
• 「ON（時差補正あり）」に設定した場合、時差が補正されると、登録済みのスケジュール／ToDoの日時も自動的に
補正されます。

発信者番号通知

相手に自分の電話番号を通知する
発信者番号の通知／非通知の設定を、あらかじめネットワークに設定できます。
• お客様の発信者番号（電話番号）は大切な情報です。通知する際は十分にご注意ください。

• が表示されているときは、発信者番号通知を設定できません。

a cy （ネットワークサービス）y「発信者番号通知」y次の操作を
行う

発信者番号通知設定
発信者番号を通知／非通知に設定します。
y「通知する」／「通知しない」yネットワーク暗証番号を入力

番号通知設定確認
現在の設定状態を確認します。

• 発信者番号は、相手の電話機が表示できる場合にのみ有効です。

ON（時差補正あり）

ON（時差補正なし）
OFF

：日付・時刻を自動で補正します。タイムゾーンの異なる国・都市に移動した場合はタイ
ムゾーンも自動補正します。
yh［はい］

：日付・時刻を自動で補正します。ただし、タイムゾーンは自動補正しません。
：自動時刻補正をしません。

タイムゾーン

自動時刻補正

発
信
者
番
号
通
知

次のページへ続く
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• 電話をかけるごとに発信者番号通知を設定できます。→P56

電話番号表示

自分の電話番号を確認する
FOMAカードに登録されているお客様の電話番号（自局番号）を表示できます。

a cy0
• 名前が登録されている場合は、名前も表示されます。

• cを押してから約2秒以内に0を押してください。
■登録した詳細情報を表示する場合

h［機能］を押して「全データ表示」を選択し、端末暗証番号を入力します。

• 「個人データ」で名前やメールアドレスなどの情報を登録できます。→P259

個人データ画面

電
話
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号
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示
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電話のかけかた／受けかた

電話のかけかた
電話をかける･･････････････････････････････････････････････････････････････ 52
前にかけた相手にかけ直す･･････････････････････････････････････ ＜発信履歴＞ 54
1回の通話ごとに発信者番号を通知／非通知にする ････････････ ＜184／186＞ 56
プッシュ信号を手早く送り出す････････････････････････････････ ＜ポーズ機能＞ 57
国際電話を利用する･････････････････････････････････････ ＜WORLD CALL＞ 58
サブアドレスを指定して電話をかける････････････････････ ＜サブアドレス設定＞ 61
通話中の通話時間表示と通知アラームを設定する･･････････ ＜通話タイマー設定＞ 61
ハンズフリーで通話する ････････････････････････････････････････････････････ 62
車の中で手を使わずに話す･･････････････････････････････ ＜車載ハンズフリー＞ 62
Bluetooth機器を使って通話する････････････････････････････････････････････ 63

電話の受けかた
電話を受ける･･････････････････････････････････････････････････････････････ 63
ダイヤルキーを押して電話に出られるようにする････････ ＜エニーキーアンサー＞ 65
FOMA端末を開いて通話を開始する ･････････････････････････ ＜オープン応答＞ 65
着信履歴を利用する････････････････････････････････････････････ ＜着信履歴＞ 65
通話中に相手の声の音量を調節する･･････････････････････････････ ＜受話音量＞ 67
着信音の音量を調節する ････････････････････････････････････････ ＜着信音量＞ 67

電話に出られないとき／出られなかったとき
すぐに電話に出られないときに保留にする････････････････････････ ＜応答保留＞ 67
応答保留音を設定する････････････････････････････････････ ＜音声応答保留音＞ 68
通話を保留にする ･･････････････････････････････････････････････････････････ 70
公共モード（ドライブモード）を利用する････ ＜公共モード（ドライブモード）＞ 70
公共モード（電源OFF）を利用する････････････････＜公共モード（電源OFF）＞ 71
不在着信を確認する････････････････････････････････････････････ ＜不在着信＞ 72
電話に出られないときに用件を録音／録画する････････････････････ ＜伝言メモ＞ 73
伝言メモを再生／削除する･･････････････････････････････････････････････････ 76
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電話をかける

a 電話番号を入力
• 64桁まで入力できます。64桁を超えて入力すると、最初に入力した数字が超
えた分だけ削除されます。

• 同一市内へかけるときでも市外局番から入力してください。

• i［登録］：「着信履歴や発信履歴などから電話帳に登録する」の操作 2（P97）
へ進みます。

■一般電話にかける場合

■携帯電話にかける場合
090－XXXX－XXXX／080－XXXX－XXXX

■PHSにかける場合
070－XXXX－XXXX

b o／c
受話口から呼出音が聞こえ、相手が電話に出るまで「発信中」と表示
された発信中画面が表示されます。
• i［タスクメニュー］：マルチタスク機能を利用します。→P252

c 通話が終了したらp
• Jを1秒以上押しても、通話を終了できます。

• 番号通知お願いガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知して電話をかけ直してください。
• 発信中に電波の状況などで相手の呼び出しができない場合、「発信できません」というメッセージが表示されます。

h［再発信］を押すとリダイヤルを行い、相手の呼び出しが開始されるとアラームが鳴ります。
• 本FOMA端末では、音声電話の通話中にテレビ電話に切り替えることはできません。
• 通話中にFOMA端末を閉じると、通話を終了します。ただし、miniUSBステレオヘッドセット M01（別売）や
車載ハンズフリーなどと接続して通話している場合は、FOMA端末を閉じても通話は終了しません。

• 通話の相手が電話を切った場合は、受話口から「ピロロ」という通話終了音が聞こえます。
• 通話中に充電を開始すると、受話口から充電開始音が聞こえます。
• 通話中に電池残量が少なくなると、「ピコ」という低電圧アラームが約30秒ごとに受話口から聞こえます。そのま
ま通話を継続できますが、しばらくすると自動的に電源が切れて通話が切断されます。

• 「113」「114」「171」「1419」などの特番へ電話をかけた場合、本FOMA端末は次のように動作します。
- ネットワークに接続されて音声ガイダンスが聞こえても、発信中画面が表示されたままになります。
- ダイヤルキーを押してプッシュ信号（DTMF）を送信しても、入力した数字は画面に表示されません。
- 操作が終了してネットワークから切断されると「発信できません」というメッセージが表示される場合がありま
す。

■入力した電話番号を修正するには
入力した数字を削除する場合は、aで削除する数字の右側にカーソルを移動し、Cを押します。
数字を追加する場合は、aで入力する位置にカーソルを移動し、ダイヤルキーで数字を入力します。

■発信中画面の表示について
電話帳に登録されている相手に電話をかけると、登録した名前が表示されます。ただし、「シークレットデータ」
を「非表示」に設定して電話帳をシークレットに設定している相手に電話をかけた場合は、電話番号が表示されま
す。

電話番号入力画面

市外局番 － 市内局番 － 電話番号

音声通話中画面

電
話
を
か
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る
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電話番号入力画面の機能メニュー

a 電話番号入力画面（P52）yh［機能］y次の操作を行う

電話番号引用
電話帳や発着信履歴を引用して電話番号を入力します。

挿入
入力した電話番号の後ろに「p」／「w」／「n」を入力します。→P57

発信者番号通知
発信者番号の通知／非通知を設定して電話をかけます。→P56

テレビ電話発信
入力した電話番号にテレビ電話をかけます。

新規SMS作成
入力した電話番号を宛先にしてSMSを作成・送信します。→P201

マルチナンバー
発信番号を選択して電話をかけます。→P280

国際アクセス番号追加
入力した電話番号の先頭に国際アクセス番号を追加します。→P59

国番号追加
入力した電話番号の先頭に国番号を追加します。→P303

編集機能
通話中に機能メニューから「新規発信」を選択して電話番号入力画面を表示し、電話番号を入力している場合
に文字編集の機能を利用します。→P292

登録中止
通話中に機能メニューから「新規発信」を選択して表示した電話番号入力画面を閉じます。

• 電話帳を引用するとき、選択中の電話帳に複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して引用する電話番
号を表示してからcを押します。

• 通話中に機能メニューから「新規発信」を選択して電話番号入力画面を表示中の場合は、「参照」と表示されます。

• 通話中に機能メニューから「新規発信」を選択して電話番号入力画面を表示し、電話番号を入力してから本機能の
操作をした場合は、通話中の電話を終了して発信するかどうかの確認画面が表示されます。h［はい］を押すと、
通話中の電話を終了して新たに入力した電話番号にテレビ電話をかけます。

音声通話中画面の機能メニュー

a 音声通話中画面（P52）yh［機能］y次の操作を行う

タスクメニュー
キャッチホンを利用して通話中にマルチタスク機能を利用します。→P252

電話帳

発信履歴

着信履歴

：電話帳から電話番号を引用して入力します。
y電話帳を選択yc

：発信履歴から電話番号を引用して入力します。
y履歴を選択yc

：着信履歴から電話番号を引用して入力します。
y履歴を選択yc

電話番号引用

テレビ電話発信

電
話
を
か
け
る
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スピーカーホンON・スピーカーホンOFF
ハンズフリー通話を設定／解除します。ハンズフリー通話中は、相手の声がスピーカーから聞こえます。
→P62

個人データ
お客様の電話番号（自局番号）を表示します。

保留・再開
通話を保留／保留解除します。→P70

ミュート・ミュートOFF
ミュート（消音）を設定／解除します。ミュート（消音）中は、お客様の声は相手に送信されません。

Bluetooth・本体で接続
通話を接続中のBluetooth機器／FOMA端末に切り替えます。

新規発信
通話中の電話を保留して他の相手に電話をかけます。→P276

保留を終話
キャッチホンを利用して通話中に保留中の電話を切断します。

発信履歴
発信履歴一覧画面を表示します。

着信履歴
着信履歴一覧画面を表示します。

発信履歴

前にかけた相手にかけ直す
発信履歴には、音声電話やテレビ電話をかけた履歴が60件まで記録されます。履歴には、電話
番号と発信日時、通話時間、発信者番号の通知／非通知の情報が記録されます。
• 60件を超えた場合は、古い情報から順に削除されます。

a r／o／t
• 電話帳に登録されている相手の発信履歴には、名前と種別アイコン（P93）が
表示されます。同じ電話番号を複数の名前で登録している場合は、最初に
FOMA端末（本体）電話帳に登録された名前が表示されます。電話帳に登録さ
れていない相手の場合は、電話番号と が表示されます。

■発信履歴一覧画面のアイコン

アイコン 発信方法

／ 音声電話／音声電話（不在発信）

／ 音声電話／音声電話（不在発信）
※「マルチナンバー」の付加番号1で発信

／ 音声電話／音声電話（不在発信）
※「マルチナンバー」の付加番号2で発信

／ テレビ電話／テレビ電話（不在発信）

／ テレビ電話／テレビ電話（不在発信）
※「マルチナンバー」の付加番号1で発信

／ テレビ電話／テレビ電話（不在発信）
※「マルチナンバー」の付加番号2で発信

／ データ通信／データ通信（不在発信）

／ データ通信／データ通信（不在発信）
※「マルチナンバー」の付加番号1で発信

／ データ通信／データ通信（不在発信）
※「マルチナンバー」の付加番号2で発信

発信履歴一覧画面

発
信
履
歴
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b 履歴を選択yc
a 電話帳に登録されている名前と種別アイコン

電話帳に登録されていない場合は と「未登録」が表示されます。

b 相手の電話番号

c 発信日時

d 通話時間
不在発信の場合は表示されません。

e 発信者番号通知の設定
発信時に機能メニューの「発信者番号通知」で通知／非通知を設定したとき、「通知する」／「通
知しない」が表示されます。

f 発信時の電話番号
マルチナンバーをご契約いただき、発信時に機能メニューの「マルチナンバー」で発信番号を設定
したとき、「基本契約番号」／「付加番号1」／「付加番号2」が表示されます（「マルチナンバー」
で名前を変更している場合は、登録した名前が表示されます）。

c o／t
履歴の電話番号が入力された電話番号入力画面が表示されます。

d o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

• 発信履歴一覧画面で履歴を選択して操作3以降を行っても、電話を発信できます。
• 「シークレットデータ」を「非表示」に設定している場合、電話帳をシークレットに設定している相手にかけた電
話の履歴には、電話番号が表示されます。

• 50桁以上の電話番号に発信した場合は、最初の50桁が履歴に記録されます。
• 「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定すると履歴は自動的に削除されます。設定後に電話帳を利用してかけた電
話は履歴に記録され、記録された履歴を利用して電話をかけられます。

• 他のFOMAカードを取り付けると、それまで記録されていた発信履歴は消去されます。

発信履歴一覧画面／発信履歴詳細画面の機能メニュー
• 履歴が記録されている場合のみ機能メニューを利用できます。

a 発信履歴一覧画面（P54）／発信履歴詳細画面（P55）yh［機能］y
次の操作を行う

登録
選択中／表示中の履歴の電話番号が電話帳に未登録の場合、電話帳に登録します。「着信履歴や発信履歴など
から電話帳に登録する」の操作2（P97）へ進みます。

テレビ電話発信
履歴の電話番号が入力された電話番号入力画面を表示し、テレビ電話をかけます。
yc／t

1件削除
選択中／表示中の履歴を削除します。
yh［はい］

全件削除
すべての発信履歴を削除します。
yh［はい］

発信者番号通知
発信者番号の通知／非通知を設定して電話をかけます。→P56

発信履歴詳細画面

a
b
c
d
e
f

次のページへ続く
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新規SMS作成
履歴の電話番号を宛先にしてSMSを作成・送信します。→P201

発信
履歴の電話番号が入力された電話番号入力画面を表示し、音声電話をかけます。
yc／o

マルチナンバー
発信番号を選択して電話をかけます。→P280

全てコピー
発信履歴詳細画面内のすべての文字情報をコピーします。

• 「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定中は、「登録」「1件削除」「全件削除」「発信」は利用できません。

最後にかけた相手にかけ直す
最後に電話をかけた相手や電話番号入力画面で入力した電話番号を表示させて、すぐに電話をかけ
直せます。

a cy （アクセサリ）y「通話履歴」y「前回入力番号」
電話番号が入力された電話番号入力画面が表示されます。

b o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

184／186

1回の通話ごとに発信者番号を通知／非通知にする
相手の電話番号の先頭に「184」／「186」を付ける方法と、電話番号入力画面で機能メニュー
を利用する方法があります。

184／186を付けて通知／非通知にする

a 「184」／「186」を入力y電話番号を入力
■発信者番号を通知する場合
相手の電話番号の前に「186」を入力します。

■発信者番号を通知しない場合
相手の電話番号の前に「184」を入力します。

b o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

機能メニューを利用して通知／非通知にする

a 電話番号を入力yh［機能］y「発信者番号通知」y「通知する」／「通
知しない」

1
8
4
／
1
8
6
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b o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

• 電話帳、発信履歴、着信履歴の一覧画面／詳細画面からも、同様に操作できます。
• 通知／非通知の設定を、あらかじめネットワークに設定できます。→P49

ポーズ機能

プッシュ信号を手早く送り出す
電話番号の後ろに「ｐ」／「ｗ」／「n」と番号を入力して音声電話をかけると、アルファベッ
ト以降の番号をプッシュ信号（DTMF）として送信できます。
• 受信側の機器によっては、信号を受信できない場合があります。

「p」を入力する
電話番号の後ろに「p」と番号を入力して電話をかけます。「p」以前の番号につながると、約3
秒後に「p」以降の番号がプッシュ信号（DTMF）で送信されます。外線番号の後に続けて内線
番号をダイヤルするときなどに便利です。

a 電話番号を入力yh［機能］y「挿入」y「指定番号自動追加」y送信す
る番号を入力yo／c
電話がつながると自動的に「p」以降の番号が送信されます。

「w」を入力する
電話番号の後ろに「w」と番号を入力して電話をかけます。「w」以前の番号につながると「w」
以降の番号が送信待機状態になり、送信の操作をするとプッシュ信号（DTMF）で送信されま
す。ポケットベルへのメッセージ送信、電話でのチケット予約、銀行の残高照会などを行うとき
などに便利です。

a 電話番号を入力yh［機能］y「挿入」y「指定番号手動追加」y送信す
る番号を入力yo／c

b h［OK］
「w」以降の番号が送信されます。

「n」を入力する
電話番号の後ろに上記の「p」または「w」を入力したあと、「n」を入力すると「n」に設定し
た番号をプッシュ信号（DTMF）として送信できます。「p」や「w」と組み合わせて「n」を使
用すると、クレジットカード番号、暗証番号、電話番号を入力する国際クレジットカード通話な
どを利用するときに便利です。

a 電話番号を入力y「p」または「w」を入力yh［機能］y「挿入」y「未定
番号手動追加」yo／c
「n」の代わりに送信する番号の入力画面が表示されます。

ポ
　
ズ
機
能

ー

次のページへ続く
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b 送信する番号を入力yi［OK］／c
電話がつながると入力した番号が「n」の代わりに送信されます。

• 「p」または「w」の前に「n」を入力すると、電話番号の一部として送信されます。
• 「p」または「w」が入力されていない場合は、電話番号の一部として送信されます。
• 「n」を電話番号の先頭に使用することはできません。
• 音声ガイダンス開始後、画面に「発信中」が表示されている場合は、「p」または「w」は動作しません。

WORLD CALL

国際電話を利用する
WORLD CALLはドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。
FOMAサービスをご契約のお客様は、ご契約時にあわせて「WORLD CALL」もご契約いただ
いています（ただし、不要のお申し込みをされた方を除きます）。
• 通話先は世界約240の国と地域です。

• 「WORLD CALL」の料金は毎月のFOMAサービスの通話料金と合わせてご請求いたします。

• 申込手数料・月額使用料は無料です。

• 一部ご利用できない料金プランがあります。

• WORLD CALLの詳細については、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

• ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用になる場合は、各国際電話サービス会社に直接お問い合わせ
ください。

国際電話ダイヤル手順の変更について
携帯電話などの移動体通信は、「マイライン」サービスの対象外であるため、WORLD CALLに
ついても「マイライン」サービスをご利用いただけませんが、「マイライン」サービスの導入に
伴い携帯電話などから国際電話をご利用になる場合のダイヤル手順が変更となりました。従来の
ダイヤル手順（下記ダイヤル手順から「010」を除いたもの）ではご利用いただけませんので、
ご注意ください。

電話番号を入力して国際電話をかける
次の順番で電話番号を入力してください。

a 「009130－010－国番号－地域番号（市外局番）－相手の番号」を
入力
• 地域番号（市外局番）の先頭が「0」の場合は、「0」を除いて入力してください（イタリアなど一
部の国・地域は「0」が必要な場合があります）。

b o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

海外の特定3Ｇ携帯端末をご利用のお客様に対し、下記ダイヤル方法の後にtを押して発信すれば「国際
テレビ電話」がご利用いただけます。
• 接続可能な国および通信事業者などの情報についてはドコモのホームページをご覧ください。
• 国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA端末に表示される相手側の画像が乱れたり、接続できない
場合があります。
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「＋」を利用して国際電話をかける
電話番号の先頭に「＋」を入力して電話をかけると、「＋」の代わりに国際アクセス番号が自動
的に付加され、国際電話をかけられます。「＋」は0を1秒以上押して入力できます。
• お買い上げ時は、WORLD CALL（009130010）が自動的に付加されるように設定されています。→P60

a 0（1秒以上）y「国番号－地域番号（市外局番）－相手の電話番号」
を入力
• 地域番号（市外局番）の先頭が「0」の場合は、「0」を除いて入力してください（イタリアなど一
部の国・地域は「0」が必要な場合があります）。

b o／c
• 発信確認画面には、国際アクセス番号が付加された電話番号が表示されます。
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

c h［発信］
• i［元番号発信］：「＋」を国際アクセス番号に変換しないで電話をかけます。

• FOMAネットワークのサービスエリア内でのみ利用できます。
• 電話番号の先頭に「＋81」が入力されている場合、「＋」は国際アクセス番号に変換されません。

登録されている国際アクセス番号を選択して国際電話をかける
機能メニューから、国際アクセス番号を選択して入力した電話番号に付加できます。

a 「国番号－地域番号（市外局番）－相手の電話番号」を入力
• 地域番号（市外局番）の先頭が「0」の場合は、「0」を除いて入力してください（イタリアなど一
部の国・地域は「0」が必要な場合があります）。

b h［機能］y「国際アクセス番号追加」y国際アクセス番号を選択
yh［選択］
入力した電話番号の先頭に国際アクセス番号が追加されます。

c o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

• お買い上げ時の国際アクセス番号には、WORLD CALLが登録されています。国際アクセス番号は「国際電話設定」
で登録できます。→P60

発信確認画面
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簡単な操作で国際電話をかけられるようにする

国際アクセス番号の自動付加を設定する

電話番号の先頭に「＋」を入力して電話をかけたとき、「＋」の代わりに国際アクセス番号を自
動的に付加するかどうかを設定できます。また、自動で付加する国際アクセス番号を指定できま
す。

a cy （設定）y「通話設定」y「国際ダイヤル設定」y「国際アクセス
番号」y「自動付加設定」y次の操作を行う

自動付加
y「ON」／「OFF」

国際アクセス番号
y国際アクセス番号を選択yh［選択］

国際電話設定
国際アクセス番号を登録する

国際アクセス番号は3件まで登録できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「国際ダイヤル設定」y
「国際アクセス番号」y「国際電話設定」

• c：選択した国際アクセス番号の登録内容を確認／修正します。

b 「［新規登録］」y次の操作を行う

名前
国際アクセス番号の名前を登録します。全角／半角を問わず、16文字まで入力できます。
y名前を入力

国際アクセス番号
10桁まで登録できます。
y国際アクセス番号を入力

c h［完了］

• 国際アクセス番号入力画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「挿入」y「指定番号自動追加」／「指定番号手動追加」／「未定番号手動追加」の順に選択すると、入力した
番号の後ろに「p」／「w」／「n」を入力できます。→P57

-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利用できます。→P292
-「登録中止」を選択すると、登録を中止できます。

お買い上げ時 自動付加：ON　国際アクセス番号：WORLD CALL（009130010）

お買い上げ時 WORLD CALL（009130010）

国際電話設定画面
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国際電話設定画面の機能メニュー

a 国際電話設定画面（P60）yh［機能］y次の操作を行う

編集
選択中の国際アクセス番号を修正します。「国際アクセス番号を登録する」の操作2（P60）へ進みます。

削除
選択中の国際アクセス番号を削除します。

新規
「国際アクセス番号を登録する」の操作2（P60）へ進みます。

• お買い上げ時に登録されている「WORLD CALL」も修正できます。

• 「自動付加設定」の「国際アクセス番号」に設定されている国際アクセス番号は削除できません。

サブアドレス設定

サブアドレスを指定して電話をかける

電話番号に「 」を入力したとき、「 」以降をサブアドレスとして識別させるかどうかを設定で
きます。サブアドレスは、ISDN回線に接続されている特定の機器を呼び出すときや、「Vライ
ブ」でコンテンツを選択するときなどに利用します。

a cy （設定）y「通話設定」y「サブアドレス設定」y「ON」／「OFF」

• 次の場合は、「 」はサブアドレスの区切りとして識別されません。
- 電話番号の先頭に「 」が入力されている
- 電話番号の先頭に「184」「186」など特定の番号が入力され、その直後に「 」が入力されている

通話タイマー設定

通話中の通話時間表示と通知アラームを設定する

音声通話中画面やテレビ電話中画面に通話時間を表示するかどうかを設定できます。通話中に設
定した時間が経過すると、通知アラームを鳴らしてお知らせするようにも設定できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「通話タイマー設定」y次の操作を行
う

表示

編集

削除

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 表示：時間　通知アラーム：OFF

時間
OFF

：通話時間を表示します。
：通話時間を表示しません。

サ
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通知アラーム
通知アラームを鳴らす間隔は1～999秒で入力します。
y「60秒」／「OFF」y時間を入力
•「OFF」を選択した場合は通知アラームの設定が終了します。

• マナーモードを設定中、または「パターン選択」を「バイブレータ」／「サイレント」に設定中でも、ボタン確認
音量に関係なく通知アラームが鳴動します。

• アラーム間隔入力画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利用できます。→P292
-「登録中止」を選択すると、登録を中止できます。

ハンズフリーで通話する
通話中に相手の声をスピーカーから聞こえるように設定できます。

a 音声通話中画面（P52）yh［機能］y「スピーカーホン
ON」
■ハンズフリー通話を解除する場合

h［機能］を押して「スピーカーホンOFF」を選択します。

• ハンズフリー通話中は、FOMA端末との距離を約50cm以内にして通話することをおすすめします。
• 受話音量を「0」に設定すると、相手の声がスピーカーから聞こえなくなります（お客様の声は相手に送信されます）。
• テレビ電話中に操作するには→P83

車載ハンズフリー

車の中で手を使わずに話す
FOMA端末を車載ハンズフリーキット 01（別売）やカーナビなどのハンズフリー対応機器と
Bluetoothで接続することにより、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着信などの操作がで
きます。
ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説明書をご覧ください。

• 接続する機器の特性や仕様によっては、操作方法が異なったり、接続してもデータのやりとりができなかったりす
る場合があります。

• Bluetooth接続でBluetooth対応のハンズフリー機器と接続する場合は、接続時に機器登録が必要になります。
• 車載ハンズフリーキット 01（別売）を本FOMA端末で利用するには、車載ハンズフリーキット 01をオーディオ
機器として登録（P267）した後、一度「Bluetooth電源」を「OFF」にします。→P267
その後、「オーディオ機器」（P267）で「車載ハンズフリーキット01」を選択してください。

• 着信時の画面表示や着信音などの動作は、FOMA端末の設定に従います。
• ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合は、FOMA端末でマナーモードを設定中や「着信音量」
を「0」に設定中の場合でも、ハンズフリー対応機器から着信音が鳴る場合があります。

• 公共モード（ドライブモード）を設定中の着信動作は、公共モード（ドライブモード）の設定に従います。
• 伝言メモを「ON」に設定中の呼出動作は、「伝言メモ」の設定に従います。
• 通話中にFOMA端末を閉じても通話は継続されます。

通知アラーム

音声通話中画面
（ハンズフリー通話中）
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• FOMAカードの電話帳のみ1番目と2番目に登録されたメモリ番号（クイックアクセス番号）を利用して発信する
ことができます。本FOMA端末のFOMA端末（本体）電話帳にはメモリ番号がないため、メモリ番号を利用して
の発信操作は利用できません。

Bluetooth機器を使って通話する
Bluetoothヘッドセットなど市販のBluetooth機器とFOMA端末を接続して通話できます。
• あらかじめ利用するBluetooth機器の機器登録・接続をしてください。→P267

• Bluetooth機器の操作については、各Bluetooth機器の取扱説明書をご覧ください。

a Bluetooth機器を操作して電話をかける／受ける

• Bluetooth機器と接続中は、画面上部に が表示されます。

■通話中にBluetooth機器／FOMA端末に切り替えるには
音声通話中画面（P52）／テレビ電話中画面（P81）でh［機能］を押し、「Bluetooth」／「本体で接続」を
選択します。

電話を受ける

a 電話がかかってくる
着信音が鳴ります。
• N／M：着信音や振動を停止します。
• p：応答を保留します。→P67

b o／i［応答］
電話に出ます。

c 通話が終了したらp
• Jを1秒以上押しても、通話を終了できます。

■電話の着信中画面の表示（発信者番号の通知あり）
電話帳に登録されている相手の場合、名前と種別（P93）が表示されます。電話帳に画像または動画／ｉモーショ
ンが登録されている場合は、登録した画像または動画／ｉモーションが表示／再生されます。
• FOMA端末の設定状態や電話帳の登録状態により、電話帳に登録された動画／ｉモーションは再生されない場
合があります。

• 「シークレットデータ」を「非表示」に設定中の場合、電話帳をシークレットに設定している相手から電話がか
かってくると電話番号が表示されます。

• マルチナンバーの付加番号に電話がかかってきた場合は、「マルチナンバー」で設定した着信音が鳴り、着信中
画面に次のアイコンが表示されます（電話をかけてきた相手が電話帳に登録され、画像が登録されている場合
は、アイコンが表示されません）。
／ ：音声電話着信             ／ ：テレビ電話着信             ／ ：データ着信

■電話の着信中画面の表示（発信者番号の通知なし）
電話番号の代わりに発信者番号非通知理由が表示されます。→P139

着信中画面

次のページへ続く
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• 「着信イルミネーション」を「なし」に設定している場合は、着信時に着信／充電／イルミネーションランプは点
灯しません。

• 「パターン選択」の設定や電話帳の登録状態により、着信音や振動などの着信動作が異なります。→P93、P112、
P115

• マナーモードを設定している場合は着信音が鳴りません。また、公共モード（ドライブモード）を設定している場
合は着信音が鳴らず、着信／充電／イルミネーションランプも点灯しません。

• 「オープン応答」を「ON」に設定中の場合は、FOMA端末を開いても電話に出られます。
• 通話中にFOMA端末を閉じると、通話を終了します。ただし、miniUSBステレオヘッドセット M01（別売）や
車載ハンズフリーなどと接続して通話している場合は、FOMA端末を閉じても通話は終了しません。

• 通話の相手が電話を切った場合は、受話口から「ピロロ」という通話終了音が聞こえます。
• 通話中に充電を開始すると、受話口から充電開始音が聞こえます。
• 留守番電話サービス、キャッチホン、または転送でんわサービスをご契約いただいて、「着信動作選択」を「通常
着信」、「通話中着信設定」を開始に設定している場合は、通話中に電話がかかってくると、「ププ･･･ププ･･･」と
いう通話中着信音が聞こえます。通話中着信音が聞こえた場合は、各ネットワークサービスを利用できます。
→P279

• 公共モード（ドライブモード）が設定されている場合は、着信音の鳴動やイルミネーションランプの点灯などの着
信動作は行われません。また、ディスプレイの表示が消えているときに電話がかかってきても、ディスプレイの
バックライトは点灯しません。

• 「呼出動作開始時間」を設定して、電話帳に未登録の相手からの着信動作をすぐに開始させないようにできます。
• 次の機能を利用して、電話帳に未登録の相手／特定の相手からの着信を拒否するようにできます。
-「電話帳登録外」を「拒否」に設定する
- 電話帳の「着信拒否」を「はい」に設定する

• 本FOMA端末では、音声電話の通話中にテレビ電話に切り替えることはできません。

着信中画面の機能メニュー

a 着信中画面（P63）yh［機能］y次の操作を行う

応答
着信中の電話に出ます。

現在通話終了＆応答
通話中の電話を切り、着信中の電話に出ます。

保留中通話終了＆応答
キャッチホンを利用して通話中に別の電話がかかってきたとき、保留中の電話を切って着信中の電話に出ま
す。

着信拒否
着信を拒否して電話を切ります。

音声応答保留
応答を保留します。

留守番電話
着信中の電話を留守番電話サービスセンターに接続します。

転送でんわ
着信中の電話を指定した電話番号へ転送します。

• キャッチホンをご契約いただいていない場合は利用できません。

• 留守番電話サービスをご契約いただいていない場合は利用できません。

現在通話終了＆応答／保留中通話終了＆応答

留守番電話
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• 転送でんわサービスをご契約いただいていない場合や、転送先電話番号を指定していない場合は利用できません。

エニーキーアンサー

ダイヤルキーを押して電話に出られるようにする

音声電話がかかってきたとき、i［応答］、o以外のキーでも電話に出られるように設定で
きます。

a cy （設定）y「通話設定」y「着信アンサー設定」y「エニーキーア
ンサー」y「ON」／「OFF」

• 次のキーで電話に出られるようになります。
0～9、*、#、c、a、C

• テレビ電話がかかってきた場合は本機能を利用できません。

オープン応答

FOMA端末を開いて通話を開始する

FOMA端末を閉じた状態で音声電話やテレビ電話がかかってきたとき、FOMA端末を開くだけ
で電話に出られるように設定できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「着信アンサー設定」y「オープン応
答」y「ON」／「OFF」

• 本機能を「ON」に設定し、FOMA端末を閉じた状態で着信した場合は、応答保留の操作や着信中画面の機能メニュー
を利用できません。

着信履歴

着信履歴を利用する
着信履歴には、かかってきた音声電話やテレビ電話の履歴が60件まで記録されます。履歴には、
電話番号と着信日時、通話時間、発信者番号の通知／非通知の情報が記録されます。
• 60件を超えた場合は、古い情報から順に削除されます。

a l
• 電話帳に登録されている相手からの着信履歴には、名前と種別アイコン（P93）
が表示されます。同じ電話番号を複数の名前で登録している場合は、最初に
FOMA端末（本体）電話帳に登録された名前が表示されます。電話帳に登録さ
れていない相手の場合は、電話番号と が表示されます。

転送でんわ

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 OFF

着信履歴一覧画面

次のページへ続く
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■着信履歴一覧画面のアイコン

b 履歴を選択yc
a 電話帳に登録されている名前と種別アイコン

電話帳に登録されていない場合は と「未登録」、ネットワークから電話
番号の情報が受信されなかった場合は「シークレット」が表示されます。

b 相手の電話番号

c 着信日時

d 通話時間
不在着信の場合は表示されません。

e 着信時の電話番号
マルチナンバーをご契約いただいている場合、相手が発信した電話番号に従って「基本契約番号」／
「付加番号1」／「付加番号2」が表示されます（「マルチナンバー」で名前を変更している場合は、
登録した名前が表示されます）。

c o／t
履歴の電話番号が入力された電話番号入力画面が表示されます。

d o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

• 着信履歴一覧画面／着信履歴詳細画面からの機能メニューの操作は、発信履歴一覧画面／発信履歴詳細画面と同じ
です。→P55

• 着信履歴を選択してh［機能］を押し、「新規SMS作成」を選択すると、SMSを作成して送信できます。
→P201

• 音声電話の通話中にかかってきたテレビ電話や64Kデータ通信の着信は拒否され、着信履歴／不在着信履歴にも
記録されません。

• 着信履歴一覧画面で履歴を選択して操作3以降を行っても、電話を発信できます。
• 発信者番号の通知がない電話の履歴には、発信者番号非通知理由が表示されます。→P139
• 「シークレットデータ」を「非表示」に設定している場合、電話帳をシークレットに設定している相手からかかっ
てきた電話の履歴には、電話番号が表示されます。

• 「着信履歴表示」を「OFF」に設定した場合、「呼出動作開始時間」で設定した時間内に切れた電話は着信履歴に表
示されません。

• 「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定すると履歴は自動的に削除されます。設定後に着信した電話は履歴に記録
されますが、記録された履歴を利用して電話をかけることはできません。

アイコン 着信方法

／ 音声電話／音声電話（不在着信）

／ 音声電話／音声電話（不在着信）
※「マルチナンバー」の付加番号1で着信

／ 音声電話／音声電話（不在着信）
※「マルチナンバー」の付加番号2で着信

／ テレビ電話／テレビ電話（不在着信）

／ テレビ電話／テレビ電話（不在着信）
※「マルチナンバー」の付加番号1で着信

／ テレビ電話／テレビ電話（不在着信）
※「マルチナンバー」の付加番号2で着信

／ データ通信／データ通信（不在着信）

／ データ通信／データ通信（不在着信）
※「マルチナンバー」の付加番号1で着信

／ データ通信／データ通信（不在発信）
※「マルチナンバー」の付加番号2で着信

着信履歴詳細画面

a
b
c
d
e
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• 他のFOMAカードを取り付けると、それまで記録されていた着信履歴は消去されます。
• ダイヤルインを利用した電話の履歴は、実際の番号とは異なる番号が表示される場合があります。

受話音量

通話中に相手の声の音量を調節する

受話音量は、0～7の8段階で調節できます。

a 音声通話中画面（P52）yN／M
• M：音量を上げます。
• N ：音量を下げます。

• 調節した受話音量は、通話が終了しても保持されます。
• 受話音量を「0」に設定しても、相手の声は聞こえます。ただし、ハンズフリー通話中の場合は、相手の声がス
ピーカーから聞こえなくなります（お客様の声は相手に送信されます）。

着信音量

着信音の音量を調節する

着信音量は、0～7の8段階で調節できます。
• お買い上げ時の設定は、「パターン選択」の設定に従って変更されます。

a N／M
音量調節画面が表示され、N／Mを押すごとに音量が変更されます。
• 約2秒間何も操作しないと音量調節画面が自動的に閉じ、音量が設定されます。

• 音量が「1」のときにNを1回押すと「バイブレータ」、2回押すと「サイレント」に設定されます。

• マナーモード設定中は操作できません。

応答保留

すぐに電話に出られないときに保留にする

a 着信中画面（P63）yp
応答保留中は、相手に「保留設定」の「音声応
答保留音」で設定した保留音が流れます。テレ
ビ電話の場合は、相手に「保留設定」の「テレ
ビ電話応答保留」で設定した保留音と画像が送
信されます。

お買い上げ時 4

お買い上げ時 5

音声応答保留中画面 テレビ電話応答保留中画面

受
話
音
量

次のページへ続く
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b 電話に出られるようになったらo
■テレビ電話の場合

o／tを押すと、カメラ画像が相手に送信されます。i［代替画像］を押すと、「代替画像」で
設定した画像／キャラ電が相手に送信されます。

■電話を切る場合
pを押します。

• 応答保留中でも、相手には通話料金がかかります。
• 「オープン応答」を「ON」に設定し、FOMA端末を閉じた状態で着信した場合は、応答保留を操作できません。
• 留守番電話サービス／転送でんわサービスをご契約の場合は、着信中の電話を留守番電話サービスセンターに接続／
指定した電話番号に転送できます。→P64、P84

音声応答保留音

応答保留音を設定する
音声電話を応答保留したときに相手に流す応答保留音（ガイダンス）を、日本語／英語から選択
して設定できます。応答保留音を録音して設定することもできます。

応答保留音を指定する

a cy （設定）y「通話設定」y「保留設定」y「音声応答
保留音」y次の操作を行う

日本語
応答保留音を日本語に設定します。

英語
応答保留音を英語に設定します。

録音データ
応答保留音を録音データに設定します。

• 応答保留音が録音されていない場合は、「録音データ」は「［新規］」と表示されます。
• 録音データを削除すると、応答保留音は「日本語」に戻ります。

お買い上げ時 日本語

録音データ

音声応答保留音画面

音
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■応答保留音について
各応答保留音は次のように再生されます。
日本語
ただいま電話に出ることができません。そのままお待ちになるか、しばらく経ってからおかけ直しください。
英語
I can't take your call now. Please hold the line for a moment or call me back later. Thank you.

応答保留音を録音する
お客様の声などを最長30秒録音できます。

a 音声応答保留音画面（P68）y「［新規］」を選択yh［録音］
録音が開始されます。
• c：録音を停止します。録音データの保存待ち状態になります。

• h［一時停止］：録音を一時停止します。h［再開］を押すと録音を再開します。

• i［中止］：録音を中止し、音声応答保留音画面に戻ります。

b 録音を停止したらc
音声応答保留音画面に戻ります。
• 録音が完了すると、「［新規］」が「録音データ」に変更されます。

• 録音データの保存待ち状態でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「プレビュー」を選択すると、録音データを確認できます。
-「再録音」を選択すると、録音データを録音し直します。
-「削除」を選択すると、録音データを削除して音声応答保留音画面に戻ります。

音声応答保留音画面の機能メニュー

a 音声応答保留音画面（P68）yh［機能］y次の操作を行う

設定
選択中の項目を応答保留音に設定します。

再生
選択中の項目を再生します。

再録音
録音データを録音し直します。
yh［はい］y30秒録音する／cy録音を停止したらc

削除
録音データを削除します。

音
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通話を保留にする
• キャッチホンをご契約の場合のみご利用になれます。

a 音声通話中画面（P52）yh［機能］y「保留」
保留中は、相手に「プルル…」という呼び出し音と「プー…」という話中音が繰り返し流
れます。

b 電話に出られるようになったらh［機能］y「再開」
■電話を切る場合

p／J（1秒以上）を押します。

• テレビ電話中に操作するには→P83

公共モード（ドライブモード）

公共モード（ドライブモード）を利用する
公共モードは、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共モードを設
定すると、電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような場所（電車、
バス、映画館など）にいるため、電話に出られない旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。
• 公共モードの設定／解除は、待受中のみできます（ が表示されているときでも可能です）。

• 本機能は、データ通信中はご利用できません。

a *（1秒以上）
着信時に「ただいま運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいるた
め、電話に出られません。後ほどおかけ直しください。」というガイダンスが流れます。

■公共モード（ドライブモード）を設定すると
お客様のFOMA端末に電話がかかってきても、着信音は鳴りません。画面には「×件の不在着信あり」と表示さ
れ、着信履歴に記録されます。
電話をかけてきた相手には運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいる旨のガイダンスが
流れ、通話を終了します。

■公共モード（ドライブモード）を解除するには
待受画面を表示中に*（1秒以上）を押します。

• 公共モードが設定されると、画面上部に が表示されます。
• 公共モード設定中でも、通常どおり電話をかけることができます。
• 番号通知お願いサービスを開始に設定中に「非通知設定」の着信をした場合、番号通知お願いガイダンスが流れま
す（公共モードのガイダンスは流れません）。

• マナーモードを同時に設定しているときは、公共モード（ドライブモード）の設定が優先されます。
• 公共モード設定中は、お客様が操作したとき以外の音（着信音やアラーム音など）は鳴りません。
• 公共モード設定中にメールを受信しても、着信音の鳴動やイルミネーションランプの点滅、FOMA端末の振動など
の着信動作は行われません。また、ディスプレイの表示が消えているときにメールやメッセージR/Fを受信して
も、ディスプレイのバックライトは点灯しません。

• 公共モード設定中にFOMA端末を閉じると、サブディスプレイのバックライトは点灯しません（サイドキーを押
すと点灯します）。また、FOMA端末を開くと、ディスプレイのバックライトは通常より暗めに点灯します。

通
話
を
保
留
に
す
る
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ネットワークサービスと公共モード（ドライブモード）設定中の着信動作
同時に設定中の動作は次のようになります。

※：各ネットワークサービスの呼出時間を0秒に設定している場合は、公共モードガイダンスは流れず、着信
履歴に記録されません。

公共モード（電源OFF）

公共モード（電源OFF）を利用する
公共モード（電源OFF）は、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公
共モード（電源OFF）を設定すると、電源をOFFにしている場合の着信時に、電話をかけてき
た相手に電源を切る必要がある場所（病院、飛行機、電車の優先席付近など）にいるため、電話
に出られない旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。

a 「 25251」を入力yo
公共モード（電源OFF）が設定されます（待受画面上の変化はありません）。
公共モード（電源OFF）を設定後、電源を切った際の着信時に「ただいま携帯電話の電源
を切る必要がある場所にいるため、電話に出られません。後ほどおかけ直しください。」
というガイダンスが流れます。

■公共モード（電源OFF）を設定すると
「 25250」をダイヤルして公共モード（電源OFF）を解除するまで設定は継続されます。電源をONにするだけ
では設定は解除されません。
サービスエリア外または電波が届かないところにいる場合も、公共モード（電源OFF）ガイダンスが流れます。電
話をかけてきた相手には電源を切る必要がある場所にいる旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。

■公共モード（電源OFF）を解除するには
「 25250」を入力してoを押します。

■公共モード（電源OFF）の設定を確認するには
「 25259」を入力してoを押します。

サービス名 音声電話着信時の動作 テレビ電話着信時の動作

留守番電話サービス 相手に公共モードガイダンスを流し
た後、留守番電話サービスセンター
に接続します。※

相手に公共モードの映像ガイダンスを
表示せずに留守番電話サービスセン
ターに接続します。

キャッチホン 相手に公共モードガイダンスを流し
た後、切断します。

相手に公共モードの映像ガイダンスを
表示した後、切断します。

転送でんわサービス 相手に公共モードガイダンスを流し
た後、転送先に転送します。※

公共モードガイダンスの有無は、転
送でんわサービスのガイダンス有無
設定に従います。

相手に公共モードの映像ガイダンスを
表示せずに転送先に転送します。
転送先がテレビ電話に対応していない
場合は切断します。

迷惑電話ストップサービス 迷惑電話拒否登録している電話番号
の場合、相手に着信拒否ガイダンス
を流した後、切断します。
上記以外の場合、相手に公共モード
ガイダンスを流した後、切断しま
す。

迷惑電話拒否登録している電話番号の
場合、相手に着信拒否の映像ガイダン
スを表示した後、切断します。
上記以外の場合、相手に公共モードの
映像ガイダンスを表示した後、切断し
ます。

番号通知お願いサービス 相手が電話番号を通知しない場合、
相手に番号通知お願いガイダンスを
流した後、切断します。
相手が電話番号を通知した場合、相
手に公共モードガイダンスを流した
後、切断します。

相手が電話番号を通知しない場合、相
手に番号通知お願いの映像ガイダンス
を表示した後、切断します。
相手が電話番号を通知した場合、相手
に公共モードの映像ガイダンスを表示
した後、切断します。
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ネットワークサービスと公共モード（電源OFF）設定中の着信動作
同時に設定中の動作は次のようになります。

※：各ネットワークサービスの呼出時間を0秒に設定している場合は、公共モード（電源OFF）ガイダンスは
流れません。

不在着信

不在着信を確認する
かかってきた電話に出られなかったとき、待受画面に不在着信があったことをお知らせする不在
着信通知画面が表示されます。不在着信通知画面から、電話をかけてきた相手を確認できます。

a かかってきた電話が切れる
不在着信の件数が表示されます。
• i［終了］：不在着信通知画面を閉じます。

b h［表示］
着信履歴一覧画面が表示されます。
• i［終了］：着信履歴一覧画面を閉じます。

c 不在着信の履歴を選択yc
着信履歴詳細画面が表示されます。

• 不在着信を確認すると、通知画面は表示されなくなります。
• 「着信履歴表示」を「OFF」に設定した場合、「呼出動作開始時間」で設定した時間内に切れた電話の不在着信通知
画面は表示されません。

• 伝言メモが起動した場合、不在着信通知画面は表示されません。

サービス名 音声電話着信時の動作 テレビ電話着信時の動作

留守番電話サービス 相手に公共モード（電源OFF）ガイ
ダンスを流した後、留守番電話サー
ビスセンターに接続します。※

相手に公共モード（電源OFF）ガイダ
ンスを流さずに留守番電話サービスセ
ンターに接続します。

転送でんわサービス 相手に公共モード（電源OFF）ガイ
ダンスを流した後、転送先に転送し
ます。※

公共モードガイダンスの有無は、転
送でんわサービスのガイダンス有無
設定に従います。

相手に公共モード（電源OFF）の映像
ガイダンスを表示せずに転送先に転送
します。
転送先がテレビ電話に対応していない
場合は切断します。

迷惑電話ストップサービス 迷惑電話拒否登録している電話番号
の場合、相手に着信拒否ガイダンス
を流した後、切断します。
上記以外の場合、相手に公共モード
（電源OFF）ガイダンスを流した後、
切断します。

迷惑電話拒否登録している電話番号の
場合、相手に着信拒否の映像ガイダン
スを表示した後、切断します。
上記以外の場合、相手に公共モード
（電源OFF）の映像ガイダンスを表示し
た後、切断します。

番号通知お願いサービス 相手が電話番号を通知しない場合、
相手に番号通知お願いガイダンスを
流した後、切断します。
相手が電話番号を通知した場合、相
手に公共モード（電源OFF）ガイダ
ンスを流した後、切断します。

相手が電話番号を通知しない場合、相
手に番号通知お願いの映像ガイダンス
を表示した後、切断します。
相手が電話番号を通知した場合、相手に
公共モード（電源OFF）の映像ガイダン
スを表示した後、切断します。

不在着信通知画面

不
在
着
信
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伝言メモ

電話に出られないときに用件を録音／録画する
留守番電話サービスをご契約されていない場合でも、音声電話／テレビ電話をかけてきた相手に
電話に出られない旨の応答メッセージを流し、相手の用件をFOMA端末に録音／録画できます。
• 伝言メモと留守番電話サービスの違いは次のとおりです。

※：音声電話／テレビ電話の伝言メモだけが録音／録画され、1件の録音／録画時間が30秒の場合の数値で
す。

伝言メモを設定する

a cy （アクセサリ）y「伝言メモ」yh［機能］y「設
定」

b 次の操作を行う

伝言メモ
伝言メモを設定／解除します。
y「ON」／「OFF」

応答時間
電話を着信してから、伝言メモを起動するまでの時間を設定します。時間は0～120秒で入力します。
yj／ダイヤルキーで時間を入力

録音時間
音声電話での伝言メモの録音時間を設定します。
y録音時間を選択yh［選択］

応答メッセージ

項　目 伝言メモ 留守番電話サービス

録音／録画時間 1件あたり最長60秒（音声電話）／
最長30秒（テレビ電話）

1件あたり最長3分

保存場所 FOMA端末 留守番電話サービスセンター

保存件数 約1196件（音声電話）／約574
件（テレビ電話）※

最大20件

保存期間 なし 最長72時間

再生条件 なし ネットワーク圏内

録音条件 • ネットワーク圏内（電源が入って
いる場合のみ可能）

•「伝言メモ」を「ON」に設定中

• ネットワーク圏内（電源が切れてい
るときも可能）

• 留守番電話サービスを開始に設定中

お買い上げ時 伝言メモ：OFF　応答時間：8秒　録音時間：30秒　応答メッセージ：日本語　テレビ電話時応答画
像：日本語

日本語
英語
録音データ

：応答メッセージを日本語に設定します。
：応答メッセージを英語に設定します。
：応答メッセージを録音データに設定します。

設定画面

伝
言
メ
モ

次のページへ続く
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テレビ電話時応答画像

• 伝言メモを設定すると、画面上部に （青）が表示されます。ただし、次の場合はアイコンが表示されません。
-「シークレットデータ」を「表示」に設定しているとき
- 留守番電話サービスの伝言メッセージが録音されたとき

• 留守番電話サービス／転送でんわサービスの呼出時間よりも長く設定した場合は、各ネットワークサービスが優先
して動作します。

• 「オート着信」と同じ時間に設定している場合は、「オート着信」が優先して動作します。ただし、設定されている
着信音／バイブレータが設定時間前に2回繰り返して鳴った場合は、オート着信が動作します。

• 「呼出動作開始時間」で設定した時間よりも短く設定した場合は、呼出動作を行わずに伝言メモが起動します。

• 設定後の設定内容確認画面に表示される「録音時間：XX秒」とは音声電話での伝言メモの録音可能時間、「録画時
間：30秒」とはテレビ電話での伝言メモの録画可能時間です。

• 録音時間のみ設定できます。録画時間（30秒）は変更できません。

• 応答メッセージが録音されていない場合は、「録音データ」は「［新規］」と表示されます。
• 録音データを削除すると、応答メッセージは「日本語」に戻ります。

• お買い上げ時に保存されている伝言メモ用の画像のみ登録できます。
• 応答画像リスト画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「デフォルトに設定」を選択すると、選択中の項目を応答画像に設定できます。
-「プレビュー」を選択すると、選択中の応答画像を確認できます。

応答メッセージ
応答メッセージを録音する
お客様の声などを最長1分録音できます。

a 設定画面（P73）y「応答メッセージ」

b 「［新規］」
録音が開始されます。
• c：録音を停止します。録音データの保存待ち状態になります。

• h［一時停止］：録音を一時停止します。h［再開］を押すと録音を再開します。

• i［中止］：録音を中止し、応答メッセージリスト画面に戻ります。

c 録音を停止したらc
応答メッセージリスト画面に戻ります。
• 録音が完了すると、「［新規］」が「録音データ」に変更されます。

日本語
英語

：応答画像を日本語に設定します。
：応答画像を英語に設定します。

応答時間

録音時間

応答メッセージ

テレビ電話時応答画像

応答メッセージ
リスト画面

伝
言
メ
モ
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• 録音データの保存待ち状態でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「プレビュー」を選択すると、録音データを確認できます。
-「再録音」を選択すると、録音データを録音し直します。
-「削除」を選択すると、録音データを削除して応答メッセージリスト画面に戻ります。

応答メッセージリスト画面の機能メニュー

a 応答メッセージリスト画面（P74）yh［機能］y次の操作を行う

デフォルトに設定
選択中の項目を応答メッセージに設定します。

再生
選択中の応答メッセージを再生します。

編集
録音データを録音し直します。
y1分録音する／cy録音を停止したらc

1件削除
録音データを削除します。
yh［はい］

伝言メモを設定したときは
音声電話の場合は相手の音声が録音され、テレビ電話の場合は相手の音声と映像が録画されま
す。

a 電話がかかってくるy応答メッセージを再生
設定した応答時間が経過すると相手に応答メッセージを流します。テ
レビ電話の場合は応答画像も送信します。
• h［応答］：応答メッセージを停止して電話に出ます。テレビ電話の場合は代
替画像が送信されます。

• i［切断］：電話を切ります。

b 録音／録画が開始される
• h［応答］：録音／録画を中止して電話に出ます。テレビ電話の場合は代替画
像が送信されます。

• i［切断］：電話を切ります。

c 録音／録画が終了する
• h［再生］：伝言メモを再生します。

• i［終了］：伝言メモ通知画面を閉じます。
■複数件の伝言メモが録音／録画されている場合
伝言メモ通知画面に録音／録画件数が表示されます。h［表示］を押すと伝言メモ一覧画面が表示
されます。

応答メッセージ
再生中画面

伝言メモ録音中画面

伝言メモ通知画面

伝
言
メ
モ

次のページへ続く
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• 伝言メモが録音／録画されると、画面上部に が表示されます。ただし、次の場合はアイコンが表示されません。
-「シークレットデータ」を「表示」に設定しているとき
- 留守番電話サービスの伝言メッセージが録音されたとき

• 伝言メモを録音／録画できる件数はメモリ残量により異なります。伝言メモなどのメモリ残量を確認できます。
→P77

• が表示されているとき、電源が切れているとき、公共モード（ドライブモード）を設定中は、伝言メモを録
音／録画できません。

• 画面上部に （赤）が表示された場合、伝言メモなどのメモリ残量が少なくなったため録音できません。また、
メッセージR/F、デコメールテンプレート、メール、ｉアプリ、データBOX（画像、動画／ｉモーション、メロ
ディ、キャラ電、アニメーション、音声メモ）、ダウンロード辞書で大容量のメモリを使用している場合にも表示
されますので、必要に応じて不要なデータを削除してください。→P77、P171、P185、P194、P195、
P196、P209、P223、P226、P228、P236、P237、P243、P297

• 応答メッセージの再生中や伝言メモの録音／録画中に電話がかかってきた場合、着信は拒否され、着信履歴／不在
着信履歴にも記録されません。

• 応答メッセージ再生中画面または伝言メモ録音中画面でo／tを押しても、電話に出ることができます。テレ
ビ電話の場合はカメラ画像を送信します。

• 伝言メモ録音中画面でpを押した場合、録音中の伝言メモは保存されません。

■クイック伝言メモ
伝言メモを設定してない場合でも、手動で伝言メモを起動できます。伝言メモを起動するには、着信中画面で
H（1秒以上）を押します。

伝言メモを再生／削除する

伝言メモを再生する

a cy （アクセサリ）y「伝言メモ」
• 電話帳に登録されている相手が録音／録画した場合は、名前が表示されます。
■伝言メモ一覧画面のアイコン

b 伝言メモを選択yc
伝言メモが再生されます。
• c／u：一時停止します。再度押すと再生を再開します。

• l／r：再生中に押し続けると、巻戻し／早送りします。一時停止中に押すと、再生を再開します。

• d：再生を停止します。

• i［戻る］：伝言メモ一覧画面に戻ります。

■お願い
伝言メモの内容は、別にメモを取るなどして保管することをおすすめします。万が一、FOMA端末の故
障や修理などの取り扱いによって保存内容が消失してしまう場合があっても、当社としては責任を負い
かねますので、あらかじめご了承ください。

アイコン 説　明

／ 未確認の音声電話／テレビ電話伝言メモ

／ 確認済みの音声電話／テレビ電話伝言メモ

／ 保護設定中の音声電話／テレビ電話伝言メモ

伝言メモ一覧画面

伝
言
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モ
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• 伝言メモ再生画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「再生」を選択すると、伝言メモ再生します。
-「情報表示詳細」を選択すると、詳細情報を確認できます。
-「終了」を選択すると、伝言メモ一覧画面に戻ります。

伝言メモ一覧画面の機能メニュー

a 伝言メモ一覧画面（P76）yh［機能］y次の操作を行う

再生
選択中の伝言メモを再生します。

発信
選択中の伝言メモの電話番号に電話をかけます。
yo／t

電話帳登録
選択中の伝言メモの電話番号が電話帳に未登録の場合、電話帳に登録します。「着信履歴や発信履歴などから
電話帳に登録する」の操作2（P97）へ進みます。

1件削除
選択中の伝言メモを削除します。
yh［はい］

全件削除
すべての伝言メモを削除します。
yh［はい］

保護・保護解除
伝言メモを保護／保護解除します。

設定
伝言メモを設定します。「伝言メモを設定する」の操作2（P73）へ進みます。

空き容量表示
伝言メモなどのメモリの空き容量、使用容量、合計容量を確認します。

• 保護されている伝言メモを選択中の場合は利用できません。

• 保護されている伝言メモは削除されません。

1件削除

全件削除
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テレビ電話について
テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。
• ドコモのテレビ電話は「国際基準の3GPP※1で標準化された、3Ｇ-324M※2」に準拠しています。ドコモ
のテレビ電話と異なる方式を利用しているテレビ電話対応端末とは接続できません。

※1：3GPP（3rd Generation Partnership Project）
第3世代移動通信システム（IMT-2000）に関する共通技術仕様開発のために設置された地域標準化団
体です。

※2：3Ｇ-324M
第3世代携帯テレビ電話の国際規格です。

• テレビ電話の通信速度には64K（64kbps）と32K（32kbps）の2種類がありますが、本FOMA端末で
は32Kによるテレビ電話は利用できません。

• 本FOMA端末は遠隔監視機能には対応しておりません。

• 本FOMA端末は、外部機器と接続してテレビ電話を使用することはできません。

テレビ電話中画面の見かた
a 親画面

b 子画面

c 相手の電話番号／名前

d 通信状態／設定状態／通話時間の表示

e 操作アイコン
／ ：カメラ画像と代替画像を切り替える→P86
／ ：通話を保留／保留解除する→P83
／ ：ハンズフリー通話を設定／解除する→P83
／ ：親画面と子画面を切り替える→P87
／ ：インカメラとアウトカメラを切り替える→P86
／ ：画面上部に表示されるアイコンを表示／非表示に設定する→P87

：キャラ電のアクションモードとパーツアクションモードを切り替える→P85

テレビ電話をかける

a 電話番号を入力
• 電話番号入力画面の機能メニュー→P53

• 同一市内へかけるときでも市外局番から入力してください。
■一般電話にかける場合

■携帯電話にかける場合
090－XXXX－XXXX／080－XXXX－XXXX

■PHSにかける場合
070－XXXX－XXXX

市外局番 － 市内局番 － 電話番号

a

c

e

b

d

電話番号入力画面
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b t
受話口から呼出音が聞こえ、相手が電話に出る
まで「テレビ電話発信中」と表示された発信中
画面が表示されます。
• 接続中画面が表示されてからデジタル通信料がか
かります。

• j：カメラ画像を拡大／縮小します。

• 0～9：プッシュ信号（DTMF）を送信します。

c 通話が終了したらp

• 通話中にFOMA端末を閉じると、通話を終了します。ただし、miniUSBステレオヘッドセット M01（別売）な
どと接続して通話している場合は、FOMA端末を閉じても通話は終了しません（相手には「代替画像」の設定に
従って画像／キャラ電が送信されます）。

• 発信者番号の通知をお願いする映像が表示された場合は、発信者番号を通知してテレビ電話をかけ直してくださ
い。

• ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」を利用して国際テレビ電話を利用できます。→P58
• テレビ電話に対応していない電話機にかけた場合や、相手がテレビ電話でも圏外や電源を切っている場合は接続で
きません。テレビ電話に対応していない電話機にかけた場合は発信が中止され、再発信の確認画面が表示されま
す。「音声で再発信」を選択すると音声電話として電話をかけ直します。ただし、ISDN同期64KやPIAFSの接続
先、3G-324Mに対応していないISDNのテレビ電話など（2007年4月現在）、間違い電話をした場合などは、こ
のような動作にならない場合があります。通信料金が発生する場合もございますので、ご注意ください。

• FOMA端末から110番、119番、118番へテレビ電話で緊急通報したときに相手がテレビ電話に対応していない
場合は、接続できない旨のメッセージが表示されて発信できません。その場合は「音声で再発信」を選択し、音声
電話でかけ直してください。

• テレビ電話中に送信されてきたｉモードメールやメッセージR/Fは、ｉモードセンターに保管されます。SMSは
テレビ電話中でも受信できます。

• 相手に代替画像を送信している場合でも、デジタル通信料がかかります。
• 「DTMF ON」に設定していない場合は、キャラ電を利用してテレビ電話中にダイヤルキーを押してプッシュ信号
を送信できません。→P82

• 本FOMA端末では、テレビ電話の通話中に音声電話に切り替えることはできません。
• 通話中に充電を開始すると、受話口から充電開始音が聞こえます。ハンズフリー通話中はスピーカーから充電開始
音が聞こえます。

• 通話中に電池残量が少なくなると、「ピコ」という低電圧アラームが約30秒ごとに受話口から聞こえます。そのま
ま通話を継続できますが、しばらくすると自動的に電源が切れて通話が切断されます。

■テレビ電話が接続できなかったときは
接続できなかった理由を示す次のメッセージが表示されます。
• 電話をかけた相手の端末やネットワークサービスのご契約の有無により、実際の状況とは異なるメッセージが
表示される場合があります。

メッセージ 理　由

接続できませんでした
番号をご確認の上おかけ直しくだ
さい

使われていない電話番号にかけた場合に表示されます。

お話中です 相手が話し中、パケット通信中の場合に表示されます。
• 音声電話でかけ直す場合は「音声で再発信」を選択します。

接続できませんでした
電波の届かない所にいるか電源が
切れています

相手が電波の届かないところにいる場合、または電源を切っている場合に
表示されます。

接続できませんでした 上記以外の場合に表示されます。
• 音声電話でかけ直す場合は「音声で再発信」を選択します。

テレビ電話中画面接続中画面
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接続中画面／テレビ電話中画面の機能メニュー

a 接続中画面（P81）／テレビ電話中画面（P81）yh［機能］y次の操
作を行う

タスクメニュー
マルチタスク機能を利用します。→P252

代替画像・自画像
相手に送信する画像をカメラ画像／代替画像に切り替えます。

通話保留
通話を保留します。

スピーカON・スピーカOFF
ハンズフリー通話を設定／解除します。ハンズフリー通話中は相手の声がスピーカーから聞こえます。

画面切替
親画面と子画面の表示を切り替えます。

アウトカメラに切替・インカメラに切替
カメラ画像をアウトカメラ／インカメラに切り替えます。

アイコン表示OFF・アイコン表示ON
テレビ電話中画面の画面上部に表示されるアイコンの表示／非表示を設定します。

設定

明るさ
通話中の画面の明るさを調節します。→P88

自局番号
お客様の電話番号（自局番号）を表示します。

Bluetooth・本体で接続
通話を接続中のBluetooth機器／FOMA端末に切り替えます。

発信履歴
発信履歴を表示します。

着信履歴
着信履歴を表示します。

DTMF ON・DTMF OFF
キャラ電を利用してテレビ電話中にプッシュ信号を送信できるように／できないようにします。

アクション一覧
キャラ電を利用してテレビ電話中にアクション一覧画面を表示し、アクションを選択してキャラクタを操作し
ます。→P233
yアクションを選択yh［選択］

アクション切替
キャラ電を利用してテレビ電話中に全体アクションモード／パーツアクションモードを切り替えます。
→P234

•  相手に送信される代替画像は、「代替画像」の設定に従って画像／キャラ電が送信されます。

お買い上げ時 左右反転：OFF　照明設定：自動　明るさ：3

左右反転
照明設定

：カメラ画像の鏡像表示を設定／解除します。→P87
：撮影場所の光源に合わせて色合いを調節します。→P88

代替画像
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• 保留中にo／tを押すと保留を解除してカメラ画像を、i［代替画像］を押すと保留を解除して代替画像を相
手に送信します。

通話を保留にする
操作アイコンを利用して、通話を保留／保留解除できます。

a テレビ電話中画面（P81）ysで を選択yi［保
留］
保留中は、相手に「保留設定」の「テレビ電話中保留」で設定した保
留音と画像が送信されます。
• 保留を解除して相手にカメラ画像を送信する場合はo／tを押します。保
留を解除して相手に代替画像を送信する場合はsを押して を選択し、i
［代替画像］を押します。

• テレビ電話中にCを押しても通話を保留できます。

ハンズフリー通話に切り替える
操作アイコンを利用して、通話中に相手の声をスピーカーから聞こえるようにできます。

a テレビ電話中画面（P81）ysで を選択yi［ス
ピーカON］
• ハンズフリー通話を解除する場合はsを押して を選択し、i［スピーカ
OFF］を押します。

• お買い上げ時は、テレビ電話が接続されるとハンズフリー通話になるように設定されています。設定は「テレビ電
話設定」の「スピーカーホン」で変更できます。

• ハンズフリー通話中は、FOMA端末との距離を約50cm以内にして通話することをおすすめします。
• 受話音量を「0」に設定すると、相手の声がスピーカーから聞こえなくなります（お客様の声は相手に送信されま
す）。

テレビ電話を受ける

a 電話がかかってくる
着信音が鳴ります。
• N／M：着信音や振動を停止します。
• p：応答を保留します。→P67

通話保留

テレビ電話中画面
（通話保留中）

テレビ電話中画面
（ハンズフリー通話中）

テレビ電話着信中画面

次のページへ続く
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b t／o
電話に出ます。
■相手に代替画像を送信して電話に出る場合

i［代替画像］を押します。「代替画像」の設定に従って、相手に画像／キャラ電が送信されます。

c 通話が終了したらp

• 「着信イルミネーション」を「なし」に設定している場合は、着信時に着信／充電／イルミネーションランプは点
灯しません。

• 伝言メモを設定している場合は、相手の用件を録画できます。→P73
• 「パターン選択」の設定や電話帳の登録状態により、着信音や振動などの着信動作が異なります。→P93、P112、
P115

• マナーモードを設定している場合は着信音が鳴りません。また、公共モード（ドライブモード）を設定している場
合は着信音が鳴らず、着信／充電／イルミネーションランプも点灯しません。

• 「オープン応答」を「ON」に設定中の場合は、FOMA端末を開いてもテレビ電話に出られます。
• 通話中にFOMA端末を閉じると、通話を終了します。ただし、miniUSBステレオヘッドセット M01（別売）な
どと接続して通話している場合は、FOMA端末を閉じても通話は終了しません（相手には「代替画像」の設定に
従って画像／キャラ電が送信されます）。

• 「呼出動作開始時間」を設定して、電話帳に未登録の相手からの着信動作をすぐに開始させないようにできます。
• 留守番電話サービスを開始に設定している場合は、伝言メッセージが録音されるとSMSで録音されたことをお知ら
せします。

• 転送でんわサービスを開始に設定している場合でも、転送先が3G-324Mに準拠したテレビ電話対応機器に設定
されていない場合は、かかってきたテレビ電話は転送されません。転送先の機器をあらかじめご確認の上、転送設
定を行ってください。

• テレビ電話中に送信されてきたｉモードメールやメッセージR/Fは、ｉモードセンターに保管されます。SMSは
テレビ電話中でも受信できます。

• 公共モード（ドライブモード）が設定されている場合は、着信音の鳴動やイルミネーションランプの点灯などの着
信動作は行われません。また、ディスプレイの表示が消えているときに電話がかかってきても、ディスプレイの
バックライトは点灯しません。

• 32Kによるテレビ電話の着信はできず、着信履歴にも記録されません。
• 通話中に充電を開始すると、受話口から充電開始音が聞こえます。ハンズフリー通話中はスピーカーから充電開始
音が聞こえます。

• 本FOMA端末では、テレビ電話の通話中に音声電話に切り替えることはできません。

テレビ電話着信中画面の機能メニュー

a テレビ電話着信中画面（P83）yh［機能］y次の操作を行う

応答
テレビ電話を受けます。

着信拒否
着信を拒否してテレビ電話を切ります。

テレビ電話応答保留
応答を保留します。

転送でんわ
指定した電話番号へテレビ電話を転送します。

• テレビ電話を応答保留すると、相手に「保留設定」の「テレビ電話応答保留」で設定した保留音と画像が送信されます。

• 転送でんわサービスをご契約いただいていない場合や、転送先電話番号を指定していない場合は利用できません。

テレビ電話応答保留

転送でんわ
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キャラ電を利用する
カメラ画像の代わりにキャラ電のキャラクタを相手に送信して通話できます。キャラクタは、
キー操作で動かすことができます。

キャラ電で電話をかける

a cy （データBOX）y「キャラ電」yフォルダを選択yc

b キャラ電を選択yh［機能］y「キャラ電発信」
y次の操作を行う

直接入力
電話番号を直接入力して発信します。
y電話番号を入力yt

電話帳
y電話帳を選択yc

着信履歴
着信履歴から電話番号を選択します。
y履歴を選択yc

発信履歴
発信履歴から電話番号を選択します。
y履歴を選択yc

キャラ電で電話を受ける
• あらかじめ「代替画像」を「キャラ電」に設定してください。

a 電話がかかってきたらi［代替画像］
電話がつながり、相手にキャラ電のキャラクタが送信されます。

• 電話帳から電話番号を選択するとき、選択中の電話帳に複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して電
話をかける電話番号を表示してからcを押します。

• テレビ電話中にh［機能］を押して「アクション一覧」を選択すると、アクション一覧画面が表示されます。ア
クションを選択してh［選択］を押すと、アクションを実行できます。

• テレビ電話中にh［機能］を押して「アクション切替」を選択するか、sを押して を選択し、i［パーツア
クション］／i［全体アクション］を押すと、全体アクションモード／パーツアクションモードを切り替えられ
ます。

• テレビ電話中に0～9を押すと、キャラクタを操作できます。
• アクション一覧画面やキャラ電の操作、アクションモードなどの詳細については、「キャラ電とは」（P233）を参
照してください。

• 「DTMF ON」に設定している場合は、ダイヤルキーを押してキャラ電を操作できません。

テレビ電話中画面
（キャラ電利用中）

©BVIG
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相手側に送信する映像について設定する

カメラ画像と代替画像を切り替える

a テレビ電話中画面（P81）ysで
を選択yi［代替画像］

相手に代替画像が送信されます。
• カメラ画像に切り替える場合はsを押して を
選択し、i［自画像］を押します。

• tを押しても、カメラ画像と代替画像を切り替えられます。
• 相手に送信される代替画像は、「代替画像」の設定に従って画像／キャラ電が送信されます。

インカメラとアウトカメラを切り替える
• 本機能は、相手にカメラ画像を送信中の場合のみ利用できます。

a テレビ電話中画面（P81）ysで
を選択yi［アウトカメラ］

相手にアウトカメラの映像が送信されます。
• インカメラに切り替える場合はsを押して を
選択し、i［インカメラ］を押します。

• 変更した設定は、通話終了後は保持されません。

スピーカーホン

テレビ電話のハンズフリーについて設定する

テレビ電話が接続されたとき、相手の声をスピーカーから聞こえるようにしてハンズフリー通話
にするか、受話口から聞こえるようにするかを設定できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「テレビ電話設定」y「スピーカーホン」
y「ON」／「OFF」

お買い上げ時 ON

テレビ電話中画面
（カメラ画像送信中）

テレビ電話中画面
（代替画像送信中）

テレビ電話中画面
（インカメラ利用中）

テレビ電話中画面
（アウトカメラ利用中）
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テレビ電話中に表示される映像について設定する

親画面と子画面の表示を切り替える

a テレビ電話中画面（P81）ysで
を選択yi［画面切替］

相手の映像が子画面に、自分の映像が親画面に
表示されます。
• 親子画面の表示を元に戻す場合はsを押して
を選択し、i［画面切替］を押します。

• 変更した設定は、通話終了後は保持されません。

画面上部のアイコンを表示／非表示にする

• 本機能は、応答保留中、通話保留中、または代替画像で画像を送信中の場合のみ操作できます。

a 応答保留中画面（P67）／通話保留中画面（P83）／代替画像送信中
画面（P86）ysで を選択yi［アイコンoff］
画面上部のアイコンが消えます。
• アイコンを表示する場合はsを押して を選択し、i［アイコンon］を押します。

• 変更した設定は、通話終了後は保持されません。

カメラ画像を鏡像表示にする

設定を「ON」にすると左右が反転して表示（鏡像）され、相手に表示する映像も左右が反転し
て表示（鏡像）されます。

a テレビ電話中画面（P81）yh［機
能］y「設定」y「左右反転」y「OFF」／
「ON」yi［戻る］

お買い上げ時 親画面：相手の映像　子画面：自分の映像

お買い上げ時 アイコンon

お買い上げ時 OFF

テレビ電話中画面
（親画面：相手、
子画面：自分）

テレビ電話中画面
（親画面：自分、
子画面：相手）

テレビ電話中画面
（左右反転ON）

テレビ電話中画面
（左右反転OFF）
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照明設定をする

撮影場所の光源に合わせて画像を自然な色合いに調節できます。

a テレビ電話中画面（P81）yh［機能］y「設定」y「照明設定」y次の操
作を行う

自動
自動で調整します。

晴れ
晴れた屋外に適しています。

曇り
曇りの屋外に適しています。

白熱灯
白熱灯が点灯する屋内に適しています。

蛍光灯
蛍光灯が点灯する屋内に適しています。

夜間
夜間に適しています。

b i［戻る］

画面の明るさを調節する

明るさは、0～6の7段階で調節できます。

a テレビ電話中画面（P81）yh［機能］y「明るさ」
明るさ調節画面が表示されます。

b a／ダイヤルキーで明るさを調節
• 約2秒間何も操作しないと明るさ調節画面が自動的に閉じ、明るさが設定されます。

• 変更した設定は、通話終了後は保持されません。

お買い上げ時 自動

お買い上げ時 3
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テレビ電話応答保留

応答保留音と画像を設定する

テレビ電話を応答保留したときに流す応答保留音と、表示する画像を設定できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「保留設定」y「テレビ電話応答保留」
y次の操作を行う

テレビ電話応答保留音

テレビ電話応答保留画像
y画像を選択yh［選択］

• お買い上げ時に保存されている、応答保留／通話中保留用の画像のみ登録できます。

■テレビ電話応答保留音について
各応答保留音は次のように再生されます。
日本語
ただいま電話に出ることができません。そのままお待ちになるか、しばらく経ってからおかけ直しください。
英語
I can't take your call now. Please hold the line for a moment or call back later. Thank you.

テレビ電話中保留

通話保留音と画像を設定する

テレビ電話の保留中に相手に流す保留音と、相手とお客様のFOMA端末に表示する画像を設定
できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「保留設定」y「テレビ電話中保留」y
次の操作を行う

テレビ電話中保留音
y「メロディ1」／「メロディ2」

テレビ電話中保留画像
y画像を選択yh［選択］

• お買い上げ時に保存されている、応答保留／通話中保留用の画像のみ登録できます。

お買い上げ時 テレビ電話応答保留音：日本語　テレビ電話応答保留画像：ah_img

日本語
英語

：応答保留音を日本語に設定します。
：応答保留音を英語に設定します。

テレビ電話応答保留画像

お買い上げ時 テレビ電話中保留音：メロディ1　テレビ電話中保留画像：ch_img

テレビ電話中保留画像

テ
レ
ビ
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テレビ電話設定

テレビ電話の設定を変更する

代替画像／キャラ電を設定する

代替画像に切り替えたときに相手に送信する映像を、画像またはキャラ電から選択して設定でき
ます。

a cy （設定）y「通話設定」y「テレビ電話設定」y「代替画像」y次
の操作を行う

マイピクチャ
「マイピクチャ」に保存されている画像から選択します。
yフォルダを選択ycy画像を選択yc

キャラ電
「キャラ電」に保存されている画像から選択します。
yフォルダを選択ycyキャラ電を選択yc

• 設定されている画像やキャラ電はファイル名で表示されます。

• 設定できる画像のファイル形式はJPEGのみです。
• 再配布が禁止されている画像は設定できません。

お買い上げ時 bunbun（Dimo）

マイピクチャ
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FOMA端末で使用できる電話帳について
電話帳には、FOMA端末に保存するFOMA端末（本体）電話帳と、FOMAカードに保存する
FOMAカード電話帳の2種類があります。それぞれの電話帳に登録／設定できる内容は次のとお
りです。
• 登録内容は、1件の電話帳に登録できる内容です。

※1：すべての電話帳が各登録内容を最大値まで登録／設定している場合の件数の目安です。電話帳の登録状
況により、保存できる件数は変わります（最大2000件）。

※2：お買い上げ時は、FOMA端末（本体）電話帳には4種類のグループ、FOMAカード電話帳には1種類の
グループが登録されています。FOMA端末（本体）電話帳には10種類、FOMAカード電話帳には11
種類まで追加登録できます。→P98

• お客様のFOMAカードを他のFOMA端末にセットしても、FOMAカード内の電話帳データを利用できます。

項　目 FOMA端末（本体）電話帳 FOMAカード電話帳

登録件数 約700件※1 最大50件

登
　
録
　
内
　
容

名前／フリガナ 1つ入力可能 1つ入力可能

ニックネーム 1つ入力可能 登録不可

電話番号 7番号まで入力可能 1番号まで入力可能

種別 9種類から選択 設定不可

テレビ電話対応 設定可能 設定不可

メールアドレス 3アドレスまで入力可能 1アドレスまで入力可能

種別 5種類から選択 設定不可

URL 2URLまで入力可能 登録不可

住所 2つまで入力可能 登録不可

種別 3種類から選択 設定不可

グループ 10種類から選択※2 11種類から選択※2

ピクチャー ID 1つ登録可能 登録不可

着信音 1つ登録可能 登録不可

キャラ電 1つ登録可能 登録不可

誕生日 1件登録可能 登録不可

シークレット 設定可能 設定不可

着信拒否 設定可能 設定不可

メモ 1件登録可能 登録不可

スピードダイヤル 登録可能 登録不可

■お願い
• 電話帳の内容は、別にメモを取るなどして保管することをおすすめします。パソコンなどをお持ちの場合
は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して、パソコンに保管できます。

• ドコモショップなど窓口にて機種変更時などに新機種へ登録内容をコピーする際は、仕様によっては、
FOMA端末にコピーできない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

• 万が一、FOMA端末の故障や修理などの取り扱いによって保存内容が消失してしまう場合があっても、当
社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
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FOMA端末（本体）電話帳に登録する

a dy「［新規登録］」
•「通常保存先」を「FOMAカード（UIM）」に設定している場合は、「保存先」
y「本体」の順に選択してから操作します。

b 次の操作を行う

名前
漢字、ひらがな、絵文字、記号、英数字、カタカナで入力します。全角で16文字、半角で32文字まで入力で
きます。
y名前を入力

フリガナ
必要な場合に入力／修正します。カタカナ、英数字、記号で入力します。半角で32文字まで入力できます。
yフリガナを入力

ニックネーム
漢字、ひらがな、絵文字、記号、英数字、カタカナで入力します。全角／半角を問わず、32文字まで入力できます。
yニックネームを入力

電話番号
26桁まで入力できます。
y電話番号を入力

種別
電話番号の種別を設定します。
y種別を選択yh［選択］

テレビ電話対応
入力した電話番号がテレビ電話に対応しているかどうかを設定します。
y「はい」／「いいえ」

メールアドレス
英数字、記号で入力します。半角で50文字まで入力できます。
yメールアドレスを入力

種別
メールアドレスの種別を設定します。
y種別を選択yh［選択］

保存先
登録中の電話帳の保存先を指定します。ここでは「本体」を選択します。
y「本体」／「FOMAカード（UIM）」

URL
英数字、記号で入力します。半角で128文字まで入力できます。
yURLを入力

住所
「郵便番号」「都道府県」「市町村」「住所1」「住所2」「国」を入力します。「郵便番号」は英数字（半角のみ）、
記号（半角のみ）で入力します。それ以外の項目は漢字、ひらがな、絵文字、記号、英数字、カタカナで入力
します。「郵便番号」は半角で32桁まで、「住所1」「住所2」は全角／半角を問わず、62文字まで入力できま
す。それ以外の項目は全角／半角を問わず、32文字まで入力できます。
y入力する項目を選択ycy住所などを入力yh［完了］

電話帳登録画面

次のページへ続く
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種別
住所の種別を設定します。
y種別を選択yh［選択］

グループ
yグループを選択yh［選択］

ピクチャー ID
登録した相手から電話がかかってきたときの着信中画面に表示する画像または動画／ｉモーションを登録し
ます。

着信音
登録した相手から電話がかかってきたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを登録します。

キャラ電
キャラ電を利用してテレビ電話の通話を行うときのキャラ電の種類を登録します。

誕生日
ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダイヤルキーで誕生日を入力

シークレット
シークレットに設定し、「シークレットデータ」を「非表示」に設定すると表示されないようにします。
y「はい」／「いいえ」

着信拒否
登録した電話番号からの着信を拒否します。
y「はい」／「いいえ」

メモ
漢字、ひらがな、絵文字、記号、英数字、カタカナで入力します。全角／半角を問わず、128文字まで入力で
きます。
yメモを入力

c i［完了］

• 電話番号、メールアドレス、URL、住所の入力欄を追加するには、機能メニューから操作します。→P97
• 名前以外に電話番号、メールアドレス、URL、住所のいずれかの項目が入力されていない場合は、電話帳を登録
できません。

• 登録中に電話を着信した場合、次の動作を行うと登録中のデータは保存されません。
- 電話に出たとき　　- 応答保留したとき　　- 伝言メモが起動したとき

マイピクチャ

ｉモーション

なし

：「マイピクチャ」フォルダに保存されている画像から選択します。
yフォルダを選択ycy画像を選択yc

：「ｉモーション」フォルダに保存されている動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーションを選択yc

：画像または動画／ｉモーションを表示しません。

ｉモーション

メロディ

音声メモ

バイブレータパターン

サイレント
なし

：「ｉモーション」フォルダに保存されている動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーションを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメロディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音声メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y音声メモを選択yc

：バイブレータを5種類のバイブレータパターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選択］

：着信音を鳴らさない／振動させないようにします。
：「パターン選択」の設定に従います。

キャラ電

なし

：「キャラ電」フォルダに保存されているキャラ電から選択します。
yフォルダを選択ycyキャラ電を選択yc

：「代替画像」の設定に従ってキャラ電を表示します。

F
O
M
A
端
末
　
本
体
　
電
話
帳
に
登
録
す
る

（
）



95

電
話
帳

• 名前やメモなどの入力内容の途中で改行して電話帳を登録すると、赤外線やBluetooth経由で電話帳を送信したと
きに、改行以降の入力内容が表示されなくなる場合があります。

• 電話番号入力画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「挿入」y「指定番号自動追加」／「指定番号手動追加」／「未定番号手動追加」の順に選択すると、入力した
電話番号の後ろに「p」／「w」／「n」を入力できます。→P57

-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利用できます。→P292
-「参照」y「着信履歴」／「発信履歴」／「電話帳」の順に選択すると、発着信履歴や電話帳から電話番号を選
択して入力できます。

-「登録中止」を選択すると、登録を中止します。

• 「はい」に設定すると、電話帳一覧画面や電話帳詳細画面でテレビ電話に対応した電話番号に が付きます。

• 次のメールアドレスは登録できません。
-「@」が入力されていないとき
-「@」が2つ以上入力されているとき
- 入力内容の途中で改行されているとき
- 次の記号が含まれているとき
/ : # ( ) , ; " '

- 入力内容にスペースが含まれているとき
• メールアドレスにシークレットコード（P177）が登録されている場合は、「電話番号＋シークレットコード
@docomo.ne.jp」と入力するか、「電話番号@docomo.ne.jp」と入力して「シークレットコード」（P106）を
登録してください。

• 登録されている画像データのサイズなどにより、表示に時間がかかる場合があります。
• 相手が電話番号を通知してこなかった場合は、電話の着信時に、登録されている画像または動画／ｉモーションは
表示／再生されません。

• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルや、映像または音声のみが含まれる
ファイルなど、ファイルによっては設定できない場合があります）。
JPEG、GIF（アニメーションGIFを含む）、MP4（Mobile MP4）

• 「着信音」に動画／ｉモーションが登録されている場合は、「ｉモーション」は表示されません。
• 画像が登録されている場合は、電話帳一覧画面や電話帳詳細画面、着信中画面に表示されます。動画／ｉモーショ
ンが登録されている場合は、電話の着信時に再生されます。

• 相手が電話番号を通知してこなかった場合は、登録されている着信音は鳴りません。
• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルや、映像または音声のみが含まれる
ファイルなど、ファイルによっては設定できない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

• 「ピクチャー ID」に動画／ｉモーションが登録されている場合は、本項目は選択できません。
• 動画／ｉモーションが登録されている場合は、電話の着信時に映像と音声が再生され、「ピクチャー ID」に登録さ
れている画像は表示されません。

• 「シークレットデータ」が「非表示」に設定されている場合は、「シークレット」の設定欄は表示されません。

FOMAカード電話帳に登録する

a 電話帳登録画面（P93）y「保存先」y「FOMAカード
（UIM）」

•「通常保存先」を「FOMAカード（UIM）」に設定している場合は、「保存先」y
「FOMAカード（UIM）」の順に選択する操作は必要ありません。

電話番号

テレビ電話対応

メールアドレス

ピクチャー ID

着信音

シークレット

電話帳登録画面

次のページへ続く
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b 次の操作を行う

名前
漢字、ひらがな、記号、英数字、カタカナ（全角のみ）で入力します。全角で10文字、半角で21文字まで入
力できます。
y名前を入力

フリガナ
必要な場合に入力／修正します。カタカナ（全角のみ）、英数字（半角のみ）、記号（半角のみ）で入力しま
す。全角で12文字、半角で25文字まで入力できます。
yフリガナを入力

電話番号
FOMAカード（緑色／白色）の場合は26桁、FOMAカード（青色）の場合は20桁まで入力できます。
y電話番号を入力

メールアドレス
英数字、記号で入力します。半角で50文字まで入力できます。
yメールアドレスを入力

グループ
yグループを選択yh［選択］

c i［完了］

• FOMAカードに登録した電話帳には自動的にクイックアクセス番号（P102）が設定されます。
• 名前以外に電話番号、メールアドレスのどちらかの項目が入力されていない場合は、電話帳を登録できません。
• 登録中に電話を着信した場合、次の動作を行うと登録中のデータは保存されません。
- 電話に出たとき　　- 応答保留したとき　　- 伝言メモが起動したとき

• 名前やフリガナをカタカナで入力する場合は、全角でのみ入力できます。
• 名前やメモなどの入力内容の途中で改行して電話帳を登録すると、赤外線やBluetooth経由で電話帳を送信したと
きに改行以降の入力内容が表示されなくなる場合があります。

• 全角文字と半角文字を混在して入力すると、名前は10文字まで、フリガナは12文字までしか登録できない場合が
あります。

• 電話番号入力画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「挿入」y「指定番号自動追加」／「指定番号手動追加」／「未定番号手動追加」の順に選択すると、入力した
電話番号の後ろに「p」／「w」／「n」を入力できます。→P57

-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利用できます。→P292
-「参照」y「着信履歴」／「発信履歴」／「電話帳」の順に選択すると、発着信履歴や電話帳から電話番号を選
択して入力できます。

-「登録中止」を選択すると、登録を中止します。

• 次のメールアドレスは登録できません。
-「@」が入力されていないとき
-「@」が2つ以上入力されているとき
- 入力内容の途中で改行されているとき
- 次の記号が含まれているとき
/ : # ( ) , ; " '

- 入力内容にスペースが含まれているとき

名前／フリガナ

電話番号

メールアドレス
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電話帳登録画面の機能メニュー

a 電話帳登録画面（P93、P95）yh［機能］y次の操作を行う

電話番号追加登録
電話番号の入力欄を追加します。

メールアドレス追加登録
メールアドレスの入力欄を追加します。

URL追加登録
URLの入力欄を追加します。

住所追加登録
住所の入力欄を追加します。

中止
電話帳の登録を中止します。

• 「保存先」を「FOMAカード（UIM）」に設定している場合は「中止」のみ表示されます。

着信履歴や発信履歴などから電話帳に登録する
履歴やメール、メッセージ、ブックマークの一覧画面や詳細画面など、電話番号、メールアドレ
ス、URLの情報が記録されている画面から電話帳登録ができます。また、電話番号入力画面や
サイトなど、入力中／表示中の電話番号なども登録できます。

a 登録する内容が表示されている画面を表示
■発信履歴一覧画面（P54）／発信履歴詳細画面（P55）／着信履歴一覧画面（P65）／着信履歴
詳細画面（P66）から登録する場合
h［機能］を押し、「登録」を選択します。
• 発信履歴一覧画面／着信履歴一覧画面から登録する場合は、登録する履歴を選択してから操作し
てください。

• 履歴の電話番号が電話帳に登録済みの場合、「登録」は表示されません。
■電話番号入力画面から登録する場合

i［登録］を押します。
■データBOXの画像や動画／ｉモーションを登録する場合
画像や動画／ｉモーションを選択してh［機能］を押し、「設定」y「電話帳」の順に選択します。

■メールの送信元や送信先のメールアドレスを登録する場合
メール一覧画面／メール詳細画面でh［機能］を押して「アドレス確認」を選択し、cを押して
「電話帳登録」を選択します（メールアドレスが複数ある場合は登録するメールアドレスを選択して
から操作します）。

■その他の画面から登録する場合
項目や表示されている電話番号などを選択してh［機能］を押し、「電話帳登録」を選択します。

b 次の操作を行う
•「通常保存先」に設定している電話帳に 1 件も登録がない場合は、電話帳登録画面が表示されます。
操作3へ進みます。

電話帳新規登録
新しく電話帳を登録します。操作3へ進みます。
• 登録内容が入力された電話帳登録画面が表示されます。

着
信
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電話帳追加登録
登録済みの電話帳に項目を追加します。
y追加登録する電話帳を選択yc
• 登録内容が追加された電話帳登録画面が表示されます。
• FOMA カード電話帳に追加登録する場合は、上記操作を行うと上書きする項目が表示され、h［選択］を
押すと登録内容が上書きされた電話帳登録画面が表示されます。

電話番号上書き登録・メールアドレス上書き登録・URL上書き登録・ピクチャ上書き登録
登録済の電話帳の対応する項目に上書きします。
y上書き登録する電話帳を選択ycy上書きする電話番号／メールアドレス／URLを選択yh［選択］
•「ピクチャ上書き登録」を選択した場合は、上書き登録する電話帳を選択してcを押し、h［はい］を押
します。

• 対応する項目に、登録内容が上書きされた電話帳登録画面が表示されます。

c 電話帳を登録／修正yh［完了］／i［完了］
• 登録の操作については、「FOMA端末（本体）電話帳に登録する」の操作2（P93）を参照してください。

• 電話帳登録画面に表示される項目は、電話帳に登録する項目（電話番号、メールアドレス、URL、画像、動画／
ｉモーション）により異なります。

• 同じ項目（電話番号、メールアドレス、URL、画像）が登録された電話帳がある場合のみ、登録時に上書き登録
を実行できます。例えば、以前にブックマーク一覧画面などからURLを電話帳に登録した場合、次回にメール本
文などからURLの登録操作をすると、「URL上書き登録」の項目が表示されます。

• 操作2で「電話帳新規登録」以外を選択した場合、電話帳選択画面でh［機能］を押して次の操作ができます（電
話帳の設定や登録内容により、表示される項目が異なります）。
-「検索」を選択すると、電話帳を検索できます。→P100
-「FOMAカード電話帳表示」を選択すると、FOMAカード電話帳に表示を切り替えます。
-「本体電話帳表示」を選択すると、FOMA端末（本体）電話帳に表示を切り替えます。
-「表示形式」y「本体とFOMAカード（UIM）」／「本体電話帳」／「FOMAカード（UIM）」の順に選択すると、
表示する電話帳の種類（本体／FOMAカード）を選択できます。

-「中止」を選択すると、操作を中止します。
• 登録可能文字数を超える内容を登録しようとすると、文字数制限を超えている旨のメッセージが表示され、超えた
分の内容が削除された状態で電話帳登録画面が表示されます。ただし、電話番号入力画面から登録可能桁数を超え
ている電話番号を登録しようとした場合、メッセージは表示されません。

• 「通常保存先」を「FOMAカード（UIM）」に設定している場合、FOMAカード電話帳に登録できない項目を登録
しようとすると、FOMA端末（本体）電話帳に登録するかどうかの確認画面が表示されます。登録する場合はh
［はい］を押します。

グループ編集

グループ名を登録／変更する
FOMA端末（本体）電話帳とFOMAカード電話帳のグループを登録、修正、管理できます。
FOMA端末（本体）電話帳には10件まで、FOMAカード電話帳には11件までグループを登録
できます。
• お買い上げ時に登録されている「なし」は修正や削除ができません。

• FOMAカード電話帳の場合は、名前とメンバーの登録／変更のみできます。

• FOMA端末（本体）電話帳またはFOMAカード電話帳のみを表示している場合は、あらかじめ「表示」で
操作するグループの電話帳に表示を切り替えてください。
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a 電話帳一覧画面（P102）／電話帳詳細画面（P102）
yh［機能］y「電話帳管理」y「グループ編集」
■「表示」を「本体とFOMAカード（UIM）」にしている場合

h［機能］を押し、「電話帳管理」y「本体グループ編集」／「FOMAカード
（UIM）グループ編集」の順に選択します。

■グループの登録内容を確認する場合
グループを選択してcを押します。グループ詳細画面が表示され、設定した
画像や着信音、登録されているメンバーを確認できます。

■登録済みのグループを編集／削除する場合
登録済みのグループを選択してh［機能］を押し、「グループ編集」／「グループ削除」を選択します。
•「グループ編集」を選択した場合は、操作3へ進みます。
•「グループ削除」を選択した場合は、h［はい］を押すと削除されます。

b 「［新規グループ］」

c 次の操作を行う

名前
グループの名前を入力します。全角／半角を問わず、24文字まで入力できます。
y名前を入力

メンバー
メンバー選択画面から電話帳を選択してメンバーに登録します。
y登録する電話帳にチェックを付けるyi［完了］

ピクチャー ID
グループのメンバーから電話がかかってきたときの着信中画面に表示する画像または動画／ｉモーションを
登録します。

イルミネーション
グループのメンバーから電話がかかってきたときの着信／充電／イルミネーションランプの点灯方法を設定
します。
y「なし」／「ノクターン」yh［選択］
•「なし」を選択した場合は、「着信イルミネーション」の設定に従います。

着信音
グループのメンバーから電話がかかってきたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを登録します。

マイピクチャ

ｉモーション

なし

：「マイピクチャ」フォルダに保存されている画像から選択します。
yフォルダを選択ycy画像を選択yc

：「ｉモーション」フォルダに保存されている動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーションを選択yc

：画像または動画／ｉモーションを表示しません。

ｉモーション

メロディ

音声メモ

バイブレータパターン

：「ｉモーション」フォルダに保存されている動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーションを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメロディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音声メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y音声メモを選択yc

：バイブレータを5種類のバイブレータパターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選択］

サイレント
なし

：着信音を鳴らさない／振動させないようにします。
：「パターン選択」の設定に従います。

グループ画面
（例：FOMA端末
（本体）電話帳）

新規グループ作成画面
（例：FOMA端末
（本体）電話帳）
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d h［完了］

• グループ詳細画面の機能メニューからも「グループ編集」「グループ削除」ができます。

• メンバー選択画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「検索」を選択すると、電話帳を検索できます。→P100
-「全選択」を選択すると、すべての電話帳を選択でき、「全選択解除」を選択すると、すべての選択を解除できます。
-「選択結果表示」を選択すると、選択した電話帳を一覧で表示して確認できます。
-「中止」を選択すると、操作を中止します。

• 相手が電話番号を通知してこなかった場合は、電話の着信時に、登録されている画像または動画／ｉモーションは
表示／再生されません。

• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルや、映像または音声のみが含まれる
ファイルなど、ファイルによっては設定できない場合があります）。
JPEG、GIF（アニメーションGIFを含む）、MP4（Mobile MP4）

• 「着信音」に動画／ｉモーションが登録されている場合は、「ｉモーション」は表示されません。
• 画像が登録されている場合は、グループ画面やグループ詳細画面、電話帳一覧画面、電話帳詳細画面、着信中画面
に表示されます。動画／ｉモーションが登録されている場合は、電話の着信時に再生されます（「パターン選択」
が「バイブレータ」に設定されている場合は再生されません）。

• 相手が電話番号を通知してこなかった場合は、登録されている着信音は鳴りません。
• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルや、映像または音声のみが含まれる
ファイルなど、ファイルによっては設定できない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

• 「ピクチャー ID」に動画／ｉモーションが登録されている場合は、本項目は選択できません。
• 動画／ｉモーションが登録されている場合は、電話の着信時に「ピクチャー ID」に登録されている画像は表示さ
れません（「パターン選択」が「バイブレータ」に設定されている場合は再生されず、「ピクチャー ID」で登録さ
れている画像が表示されます）。

検索／表示種別／クイックアクセス番号

電話帳から電話をかける
• シークレットに設定されている電話帳も検索する場合は、あらかじめ「シークレットデータ」を「表示」に
設定してください。

電話帳を検索して電話をかける
「フリガナ」に登録されているカタカナや数字、アルファベット、記号を入力して、電話帳を検
索できます。

a 電話帳一覧画面（P102）yh［機能］y「検索」y次の操作を行う

カタカナ
「フリガナ」のカタカナを、先頭から8文字まで入力して検索できます。
yカタカナを入力

アルファベット
「フリガナ」のアルファベットを、先頭から8文字まで入力して検索できます。
yアルファベットを入力

数字
「フリガナ」の数字を、先頭から8文字まで入力して検索できます。
y数字を入力

メンバー

ピクチャー ID

着信音

検
索
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記号
「フリガナ」の先頭の記号を入力して検索できます。
y記号を選択yh［確定］yc

b o／t
電話番号が入力された電話番号入力画面が表示されます。
■目的の電話帳が選択されていない場合
電話帳を選択し、o／tを押します。

■電話帳に複数の電話番号が登録されている場合
sを押して電話をかける電話番号を表示し、o／tを押します。

c o
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

• 操作1でカタカナ／アルファベット／数字／記号の入力欄が表示されているとき、h［機能］を押して「入力モー
ド選択」を選択すると、他の検索方法に切り替えることができます。

• 「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定中は、操作2を行うと電話番号入力画面は表示されずに音声電話／テレビ電
話を発信します。

電話帳の表示種別を指定して電話をかける
電話帳一覧画面の表示種別を切り替えて電話帳を検索できます。
• グループが登録／変更されている場合や、表示されている電話帳の種類（本体／FOMAカード）により表
示名が異なります。

a 電話帳一覧画面（P102）y*／#
電話帳 ：すべての電話帳を表示します。

メールアドレス：メールアドレスが登録されている電話帳のみを表示します。

なし ：グループがFOMA端末（本体）電話帳／FOMAカード電話帳の
「なし」に設定されている電話帳のみを表示します。

グループ1 ：グループがFOMA端末（本体）電話帳の「グループ1」に設定
されている電話帳のみを表示します。

グループ2 ：グループがFOMA端末（本体）電話帳の「グループ2」に設定
されている電話帳のみを表示します。

グループ3 ：グループがFOMA端末（本体）電話帳の「グループ3」に設定されている電話帳のみ
を表示します。

b 電話帳を選択yo／t
電話番号が入力された電話番号入力画面が表示されます。
■電話帳に複数の電話番号が登録されている場合

sを押して電話をかける電話番号を表示し、o／tを押します。

c o
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

電話帳一覧画面
（例：表示種別が
メールアドレス）
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• 電話帳一覧画面でh［機能］を押し、「表示種別」を選択しても同様に表示を切り替えられます。
• 「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定中は、操作2を行うと電話番号入力画面は表示されずに音声電話／テレビ電
話を発信します。

クイックアクセス番号を利用して電話をかける
待受画面でクイックアクセス番号を入力して、FOMAカード電話帳を検索できます。
• クイックアクセス番号とは、FOMAカード電話帳を登録したときに自動的に設定される番号です。クイッ
クアクセス番号は、FOMAカード電話帳の電話帳詳細画面（P102）で確認できます。

a クイックアクセス番号を入力y#
FOMAカード電話帳の電話帳詳細画面が表示されます。

b o
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

電話帳の登録内容を確認する
• 電話帳一覧画面の表示形式は、機能メニューの「設定」から変更できます。→P108

a d
a 電話帳の保存先

：FOMA端末（本体）電話帳に保存※

：FOMAカード電話帳に保存
※：電話帳またはグループに画像が登録されてい

る場合は、画像が表示されます。

b 電話番号がテレビ電話に対応

c 1つ目の電話番号と種別アイコン
電話番号が登録されていない場合は、登録されているその他の内容が表示されます。

d 複数の項目が登録されている場合に表示
sを押すと表示する項目を切り替えられます。

b 電話帳を選択yc
• 電話帳またはグループに画像が登録されている場
合は、名前の上に画像が表示されます。

• FOMA カード電話帳の電話帳詳細画面の最下行に
は、登録時に自動的に設定されたクイックアクセス
番号（P102）が表示されます。

■電話帳一覧画面での操作
電話帳を選択してoを押すと、電話の発信、メールの送信、サイトへの接続ができます。操作は電話帳の表示に
よって次のようになります。
電話番号：電話番号が入力された電話番号入力画面が表示されます。
メールアドレス：宛先が入力されたメール作成画面が表示されます。
URL：URLのサイトに接続されます。
• が表示されている電話帳の場合は、sを押して表示を切り替えてから目的の操作を実行してください。

1行表示の
電話帳一覧画面

画像表示の
電話帳一覧画面

b

d

c

a

FOMA端末（本体）
電話帳の電話帳詳細画面

FOMAカード電話帳の
電話帳詳細画面
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■電話帳詳細画面での操作
電話番号やメールアドレス、URLを選択してcを押すと、次の項目の選択画面が表示され、各種操作ができます。
「発信」：選択中の電話番号に音声電話をかけます。
「テレビ電話発信」：選択中の電話番号／メールアドレスにテレビ電話をかけます。
「新規SMS作成」：選択中の電話番号を宛先にしてSMSを作成・送信します。→P201
「新規メール作成」：選択中の電話番号／メールアドレスを宛先にしてメールを作成・送信します。→P180
「接続」： 選択中のURLのサイトに接続します。
「ブックマーク登録」：選択中のURLをブックマークに登録します。
• 電話番号を選択してo／tを押しても、電話番号が入力された電話番号入力画面を表示できます。
• メールアドレスを選択してoを押しても、メールを作成・送信できます。
• URLを選択してoを押しても、サイトに接続できます。

電話帳一覧画面の機能メニュー

• FOMA端末（本体）電話帳またはFOMAカード電話帳のみを表示している場合は、あらかじめ「表示」で
利用する電話帳に表示を切り替えてください。

• 「表示」の設定により、表示される項目が異なります。

a 電話帳一覧画面（P102）yh［機能］y次の操作を行う

検索
電話帳を検索します。→P100

URL接続
選択中の電話帳に登録されたURLのサイトに接続します。
• 他の項目が登録されている場合は、sを押して接続するサイトのURLを表示してから操作してください。

新規メール作成
• 複数の項目が登録されている場合は、sを押して宛先にする電話番号／メールアドレスを表示してから操作
してください。

発信者番号通知
発信者番号の通知／非通知を設定して電話をかけます。→P56
• 複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して利用する電話番号を表示してから操作してください。

マルチナンバー
発信番号を選択して電話をかけます。→P280
• 複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して利用する電話番号を表示してから操作してください。

新規登録
「FOMA端末（本体）電話帳に登録する」の操作2（P93）／「FOMAカード電話帳に登録する」の操作1
（P95）へ進みます。

編集
選択中の電話帳を修正します。「FOMA端末（本体）電話帳に登録する」の操作2（P93）／「FOMAカード
電話帳に登録する」の操作1（P95）へ進みます。

スピードダイヤル登録・スピードダイヤル解除
選択中の電話帳の電話番号をスピードダイヤルに登録／解除します。登録には次の操作が必要です。
• 複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して登録／解除する電話番号を表示してから操作してくだ
さい。

yダイヤル番号を選択yh［選択］

表示
電話帳一覧画面に表示する電話帳の種類（本体／FOMAカード）を選択します。

お買い上げ時 表示：本体電話帳　表示種別：全ての本体電話帳

メール
SMS

：選択中の電話帳の電話番号／メールアドレスを宛先にしてｉモードメールを作成・送信します。→P180
：選択中の電話帳の電話番号を宛先にしてSMSを作成・送信します。→P201

本体とFOMAカード（UIM）
FOMAカード（UIM）
本体電話帳

：すべての電話帳を表示します。
：FOMAカード電話帳に登録されている電話帳のみ表示します。
：FOMA端末（本体）電話帳に登録されている電話帳のみ表示します。
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表示種別
電話帳一覧画面の表示方法を指定します。

メール挿入
• 複数の項目が登録されている場合は、sを押して入力する電話番号／メールアドレスを表示してから操作し
てください。

送信

全件送信

電話帳削除
選択中の電話帳を削除します。→P107

印刷
選択中の電話帳をBluetooth対応のプリンタで印刷します。→P268

複数選択
複数件の電話帳を選択して各種操作をします。複数選択の操作については「複数の電話帳を選択して削除する」
（P107）を参照してください。

電話帳管理

FOMAカード（UIM）にコピー・本体へコピー
選択中の電話帳を、FOMAカード電話帳／FOMA端末（本体）電話帳にコピーします。

全件表示
全ての本体電話帳
全FOMAカード電話帳
メールアドレス
グループ

：すべての電話帳を表示します。
：FOMA端末（本体）電話帳のすべての電話帳を表示します。
：FOMAカード電話帳のすべての電話帳を表示します。
：メールアドレスが登録されている電話帳のみ表示します。
：指定したグループに登録されている電話帳のみ表示します。

yグループを選択yh［選択］

メール

SMS

：選択中の電話帳の名前と電話番号／メールアドレスを本文に入力してｉモードメールを作成・送信し
ます。→P180

：選択中の電話帳の名前と電話番号／メールアドレスを本文に入力してSMSを作成・送信します。
→P201

赤外線
Bluetooth

：選択中の電話帳を赤外線経由で送信します。→P248
：選択中の電話帳をBluetooth経由で送信します。→P267

赤外線
Bluetooth

：FOMA端末（本体）電話帳に登録されているすべての電話帳を赤外線経由で送信します。→P249
：FOMA端末（本体）電話帳に登録されているすべての電話帳をBluetooth経由で送信します。
→P267

新規メール作成

削除

：ｉモードメールの宛先をまとめて指定します。選択操作をすると、複数の宛先が入力された
ｉモードメール作成画面が表示されます。

：電話帳をまとめて削除します。
FOMAカード（UIM）にコピー

：電話帳をまとめてFOMAカード電話帳へコピーします。
本体へコピー ：電話帳をまとめてFOMA端末（本体）電話帳へコピーします。
本体からFOMAカードへコピー

：電話帳をまとめてFOMAカード電話帳へコピーします。
FOMAカードから本体へコピー

：電話帳をまとめてFOMA端末（本体）電話帳へコピーします。
印刷 ：電話帳をまとめてBluetooth対応のプリンタで印刷します。→P268

スピードダイヤル
グループ編集
本体グループ編集

：スピードダイヤルの確認や登録、解除などの操作をします。→P109
：FOMA端末（本体）電話帳またはFOMAカード電話帳のグループを設定します。→P98
：FOMA端末（本体）電話帳のグループを設定します。→P98

FOMAカード（UIM）グループ編集
：FOMAカード電話帳のグループを設定します。→P98

メモリ空き容量 ：FOMA端末（本体）電話帳のメモリの使用状況を確認します。→P108
FOMAカード（UIM）空き容量

：FOMAカード電話帳のメモリの使用状況を確認します。→P108
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発信前番号編集
選択中の電話帳の電話番号が入力された電話番号入力画面を表示します。→P52
• 複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して利用する電話番号を表示してから操作してください。

設定
電話帳一覧画面の表示形式や、電話帳に登録するときの保存先を設定します。→P108

DTMF送信
選択中の電話帳の電話番号をプッシュ信号（DTMF）で送信します。

• 「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定中は、電話帳を修正できません。

• 「FOMAカード（UIM）」を選択した場合は、電話帳一覧画面に が表示されます。

• メールアドレス、グループは常時表示させる設定にはできません。

• 複数の電話番号が登録されている電話帳をFOMAカード電話帳にコピーする場合、一番目に登録されている電話
番号がコピーされます。

• 「名前」や「フリガナ」に半角のカタカナが入力されている場合は、全角のカタカナに変換されます。登録できる
文字数を超えた場合は、超えた分が削除されて登録されます。

• 通話中にi［タスクメニュー］を押してタスクメニュー画面を表示し、「電話帳」を選択して表示している場合の
み利用できます。

電話帳詳細画面の機能メニュー
• 表示中の電話帳詳細画面の種類（本体／FOMAカード）により、表示される項目が異なります。

a 電話帳詳細画面（P102）yh［機能］y次の操作を行う

新規メール作成

URL接続
選択中のURLのサイトに接続します。

発信者番号通知
発信者番号の通知／非通知を設定して選択中の電話番号に電話をかけます。→P56

マルチナンバー
発信番号を選択して選択中の電話番号に電話をかけます。→P280

新規登録
「FOMA 端末（本体）電話帳に登録する」の操作2（P93）／「FOMA カード電話帳に登録する」の操作1
（P95）へ進みます。

編集
表示中の電話帳を修正します。「FOMA端末（本体）電話帳に登録する」の操作2（P93）／「FOMAカード
電話帳に登録する」の操作1（P95）へ進みます。

スピードダイヤル登録・スピードダイヤル解除
選択中の電話番号をスピードダイヤルに登録／解除します。登録には次の操作が必要です。
yダイヤル番号を選択yh［選択］

編集

表示

表示種別

FOMAカード（UIM）にコピー

DTMF送信

メール
SMS

：選択中の電話番号／メールアドレスを宛先にしてｉモードメールを作成・送信します。→P180
：選択中の電話番号を宛先にしてSMSを作成・送信します。→P201

電
話
帳
の
登
録
内
容
を
確
認
す
る

次のページへ続く
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メール挿入

送信

電話番号削除・メールアドレス削除・URL削除・住所削除
選択中の電話番号／メールアドレス／URL／住所を削除します。

電話帳削除
表示中の電話帳を削除します。→P107

印刷
表示中の電話帳をBluetooth対応のプリンタで印刷します。→P268

電話帳管理

FOMAカード（UIM）にコピー・本体へコピー
表示中の電話帳を、FOMAカード電話帳／FOMA端末（本体）電話帳にコピーします。

発信前番号編集
選択中の電話番号が入力された電話番号入力画面を表示します。→P52

設定
電話帳一覧画面の表示形式や、電話帳に登録するときの保存先を設定します。→P108

シークレットコード
選択中の電話番号／メールアドレスにシークレットコード（P177）を登録します。
y設定解除コードを入力yシークレットコードを入力yh［保存］

DTMF送信
表示中の電話帳の電話番号をプッシュ信号（DTMF）で送信します。

• 複数の登録内容がある場合、1つ目を削除すると2つ目以降の順番が繰り上がって登録されます。

• 複数の電話番号が登録されている電話帳をFOMAカード電話帳にコピーする場合、一番目に登録されている電話
番号がコピーされます。

• シークレットコードを登録した電話番号／メールアドレスを選択して機能メニューを表示すると、「シークレット
コード」の項目名に「:」が表示されます。

• シークレットコードを解除する場合は、入力したシークレットコードを削除して保存し直します。
• FOMAカード電話帳には登録できません。
• 「電話番号＋シークレットコード @docomo.ne.jp」と登録されているメールアドレスにシークレットコードを登
録すると、その相手から送信されてきたメールに返信できなくなります。

• 通話中にi［タスクメニュー］を押してタスクメニュー画面を表示し、「電話帳」を選択して表示している場合の
み利用できます。

メール

SMS

：表示中の電話帳の名前と、選択中の電話番号／メールアドレスを本文に入力してｉモードメールを作成・
送信します。→P180

：表示中の電話帳の名前と、選択中の電話番号／メールアドレスを本文に入力してSMSを作成・送信しま
す。→P201

赤外線
Bluetooth

：表示中の電話帳を赤外線経由で送信します。→P248
：表示中の電話帳をBluetooth経由で送信します。→P267

スピードダイヤル
グループ編集
メモリ空き容量

：スピードダイヤルの確認や登録、解除などの操作をします。→P109
：FOMA端末（本体）電話帳またはFOMAカード電話帳のグループを設定します。→P98
：FOMA端末（本体）電話帳のメモリの使用状況を確認します。→P108

FOMAカード（UIM）空き容量
：FOMAカード電話帳のメモリの使用状況を確認します。→P108

電話番号削除／メールアドレス削除／URL削除／住所削除

FOMAカード（UIM）にコピー

シークレットコード

DTMF送信

電
話
帳
の
登
録
内
容
を
確
認
す
る
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電話帳を削除する

1件削除する

a 電話帳一覧画面（P102）／電話帳詳細画面（P102）yh［機能］y
「電話帳削除」yh［はい］
選択中／表示中の電話帳が削除されます。
• 電話帳一覧画面から操作する場合は、削除する電話帳を選択してから操作してください。

複数の電話帳を選択して削除する
• FOMA端末（本体）電話帳、またはFOMAカード電話帳のどちらか一方を表示中の場合は、表示中の電話
帳から削除します。

a 電話帳一覧画面（P102）yh［機能］y「複数選択」y
「削除」

b 削除する電話帳にチェックを付けるyi［完了］
• 削除するすべての電話帳にチェックを付けてからi［完了］を押します。

c h［はい］
選択した電話帳が削除されます。

複数選択画面の機能メニュー
• 「表示」の設定により、表示される項目が異なります。

a 複数選択画面（P107）yh［機能］y次の操作を行う

検索
電話帳を検索します。→P100

全選択・全選択解除
すべての電話帳を選択／すべての選択を解除します。

選択結果表示
選択した電話帳を一覧で表示して確認します。

FOMAカード電話帳表示・本体電話帳表示・表示形式
FOMA端末（本体）電話帳／FOMAカード電話帳に表示を切り替えます。
•「表示形式」を選択した場合は、「本体とFOMAカード（UIM）」／「本体電話帳」／「FOMAカード（UIM）」
を選択して表示を切り替えます。

中止
操作を中止します。

複数選択画面
（例：電話帳削除）

電
話
帳
を
削
除
す
る
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設定

電話帳の詳細を設定する

電話帳一覧画面の表示形式や、電話帳を登録するときの保存先を設定できます。
• 「表示」を「FOMAカード（UIM）」に設定している場合は、お買い上げ時の表示形式は「2行表示」に設
定されています。

a 電話帳一覧画面（P102）／電話帳詳細画面（P102）yh［機能］y
「設定」y次の操作を行う

表示形式
y「1行表示」／「画像表示」

通常保存先
電話帳登録画面を表示したとき、あらかじめ「保存先」に表示される保存先を設定します。
y「本体」／「FOMAカード（UIM）」yh［はい］
•「本体」を選択した場合は、確認画面が表示されずに設定されます。

• 「表示」を「FOMAカード（UIM）」に設定している場合は、「1行表示」／「2行表示」を選択します。

メモリ空き容量／FOMAカード（UIM）空き容量

電話帳の登録状況を確認する
FOMA端末とFOMAカードのメモリの空き容量を確認できます。

a 電話帳一覧画面（P102）／電話帳詳細画面（P102）yh［機能］y
「電話帳管理」y「メモリ空き容量」／「FOMAカード（UIM）空き容量」
■メモリ空き容量
FOMA端末（本体）電話帳のメモリの使用状況が、0～6の7段階（1メモリで
全メモリの約17％を使用）で表示されます。

■FOMAカード（UIM）空き容量
FOMAカードに保存されている電話帳の空き容量が「登録件数／登録可能件
数」で表示されます。

お買い上げ時 表示形式：画像表示　通常保存先：本体

表示形式

FOMAカード（UIM）
空き容量画面

メモリ空き容量画面

設
定
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スピードダイヤルで電話をかける
待受画面でダイヤルキーの1から9のいずれかを押すだけで、ダイヤルキーに割り当てられた電
話番号に簡単に音声電話をかけられます。
• あらかじめダイヤルキーに電話番号を割り当てる必要があります。

a 1～9のいずれかのダイヤルキー（1秒以上）
音声電話がかかります。

■ダイヤルキーの割り当てを確認するには
電話帳一覧画面（P102）／電話帳詳細画面（P102）でh［機能］を押し、「電話帳管
理」y「スピードダイヤル」の順に選択します。スピードダイヤル画面が表示され、ダイヤ
ルキーに割り当てられた電話番号を確認できます。

ダイヤルキーに電話番号を割り当てる
スピードダイヤルで電話をかける電話帳の電話番号を、スピードダイヤルに登録できます。
• スピードダイヤルに登録できるのはFOMA端末（本体）電話帳のみです。

• 電話番号が登録されていない電話帳は、スピードダイヤルに登録できません。

a 電話帳一覧画面（P102）／電話帳詳細画面（P102）yh［機能］y
「スピードダイヤル登録」
スピードダイヤル画面が表示されます。
• 電話帳一覧画面から登録する場合は、電話帳を選択してから操作してください。
■電話帳に複数の電話番号が登録されている場合
電話帳一覧画面の場合はsを押して登録する電話番号を表示してから、電話帳詳細画面の場合は登
録する電話帳を選択してから操作します。

b 登録するダイヤル番号を選択yh［選択］
■登録済みのダイヤル番号を選択した場合
上書きの確認画面が表示されます。h［はい］を押すと上書きします。

■スピードダイヤルを解除するには
電話帳一覧画面（P102）から解除する場合は、スピードダイヤルに登録している電話帳を選択し、h［機能］
を押して「スピードダイヤル解除」を選択します。登録している電話番号が表示されていない場合は、sを押し
て電話番号を表示してから操作します。
電話帳詳細画面（P102）から解除する場合は、スピードダイヤルに登録している電話番号を選択し、h［機能］
を押して「スピードダイヤル解除」を選択します。

スピードダイヤル
画面

ス
ピ
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ル
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スピードダイヤル画面の機能メニュー

a スピードダイヤル画面（P109）yh［機能］y次の操作を行う

電話帳を指定
未登録のダイヤル番号に電話番号を割り当てます。
y電話帳を選択yh［選択］
• 複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して登録する電話番号を表示してから操作してください。

スピードダイヤル変更
割り当てた電話番号を変更します。
y電話帳を選択yh［選択］
• 複数の電話番号が登録されている場合は、sを押して登録する電話番号を表示してから操作してください。

スピードダイヤル解除
ダイヤル番号に割り当てた電話番号を解除します。

全件解除
割り当てたすべての電話番号を解除します。
yh［はい］

スピードダイヤルで利用する電話帳を指定する

スピードダイヤルに登録できるのはFOMA端末（本体）電話帳のみです。設定は変更できません。

a cy （設定）y「一般設定」y「スピードダイヤル」y「本体メモリ」

お買い上げ時 本体メモリ
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音／画面／照明設定

音の設定
着信パターンを選択する ････････････････････････････････････ ＜パターン選択＞ 112
携帯電話から鳴る着信音や音量を変える･･････････････････････････････････････ 113
着信やアラームを振動で知らせる････････････････････････････ ＜バイブレータ＞ 115
プッシュ信号の音を設定する･･････････････････････････････････････＜DTMF＞ 117
イヤホンだけから着信音を鳴らす････････････････････････････ ＜イヤホン切替＞ 117
電話から鳴る音を消す･･････････････････････････････････････ ＜マナーモード＞ 117
マナーモードを変更する ･･････････････････････････････････････････ ＜モード＞ 118

画面／照明の設定
待受画面の表示を変える ････････････････････････････････････････ ＜待受画面＞ 121
メインメニューのデザインを変更する･･････････････････････ ＜メインメニュー＞ 122
ビジュアルテーマを設定する････････････････････････ ＜ビジュアルテーマ設定＞ 122
ウェイクアップメッセージを表示する････････････ ＜ウェイクアップメッセージ＞ 123
スクリーンセーバーを表示する････････････････････････ ＜スクリーンセーバー＞ 123
着信イルミネーションを設定する････････････････････ ＜着信イルミネーション＞ 124
イベントイルミネーションを設定する････････････ ＜イベントイルミネーション＞ 124
通話中の画面に日付と時刻を表示する････････････････････････････ ＜時計設定＞ 124
時計の表示を設定する･･････････････････････････････････････ ＜画面表示設定＞ 125
ディスプレイを消灯する時間を設定する･･････････････ ＜ディスプレイ節電設定＞ 125
バックライトの点灯時間を設定する･･････････････････ ＜バックライト点灯設定＞ 126
画面のスクロール方法を設定する･･････････････････････････････ ＜スクロール＞ 126
文字のスクロール速度を設定する･･････････････････････････ ＜文字スクロール＞ 126
画面を英語表示に切り替える････････････････････････････････ ＜バイリンガル＞ 127
ディスプレイの明るさを調節する･･････････････････････････････････ ＜明るさ＞ 127
充電時に充電ランプを点灯する････････････････････････････････ ＜充電ランプ＞ 127
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パターン選択

着信パターンを選択する

着信パターンを変更することで、各種着信音やアラーム音の種類、着信音量やキー操作の確認音
量の設定を一括して変更できます。

a cy （設定）y「音／バイブ設定」y「パターン選択」

b 「音パターン1」／「音パターン2」／「バイブ＆音」／「サイレント」

• 着信パターンにあらかじめ設定されている音の種類や音量は変更できます。→P113
• 各着信パターンが設定されると、画面上部に次のアイコンが表示されます。

（音パターン1）　 （音パターン2）　 （バイブ＆音）　 （サイレント）
• 「バイブ＆音」を選択した場合は、最初に振動で着信をお知らせしてから着信音が鳴ります。
• 「サイレント」を選択した場合は、待受画面の日付が表示される位置に「サイレント」が表示されます。
• 待受画面が表示されている状態でFOMA端末を閉じている場合は、N／Mを押してからJを複数回
押しても、着信パターンを変更できます。ただし、マナーモードを設定中は操作できません。

• 「バイブレータ」について→P115

■各着信パターンの設定内容
各着信パターンのお買い上げ時の設定は次のとおりです。

※1：ｉモードメール、SMSを受信したときは、本項目の設定に従って着信動作が行われます。
※2：リマインダとは、伝言メモ通知画面や不在着信通知画面およびスケジュール（ToDo含む）確認画面が表示さ

れたとき、約5分ごとにビープ音の鳴動／バイブレータの振動でお知らせする機能です。

お買い上げ時 音パターン1

項　目
着信パターン

音パターン1 音パターン2 バイブ＆音 サイレント

着信音量 5 2 4 ―

電話着信 05.Solar 05.Solar 05.Solar ―

テレビ電話 19.Bells 19.Bells 19.Bells ―

メール着信※1 21.Triads 21.Triads 21.Triads ―

留守番電話着信 08.Fusion 08.Fusion 08.Fusion ―

メッセージR 20.Standard 20.Standard 20.Standard ―

メッセージF 20.Standard 20.Standard 20.Standard ―

スケジュールアラーム 19.Bells 19.Bells 19.Bells サイレント

データ着信 20.Standard 20.Standard 20.Standard ―

ファイル転送 サイレント サイレント サイレント ―

チャットメール 20.Standard 20.Standard 20.Standard ―

指定着信音設定 ON ON ON ―

ボタン確認音量 2 2 2 ―

リマインダ※2 OFF OFF OFF OFF

パターン選択画面
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携帯電話から鳴る着信音や音量を変える

着信パターンに設定されている各種の音を変更できます。また、電話帳に登録された着信音を鳴
らさないように設定できます。
• あらかじめ、変更する着信パターン（「音パターン1」／「音パターン2」／「バイブ&音」／「サイレン
ト」）を「パターン選択」に設定してください。

• 「パターン選択」を「サイレント」に設定中の場合は、「スケジュールアラーム」と「リマインダ」のみ変
更できます。

a cy （設定）y「音／バイブ設定」y「「（着信パター
ン名）」詳細設定」
•「（着信パターン名）」には、「パターン選択」で設定したパターンの名前が表示
されます。

b 次の操作を行う

着信音量
0～7の8段階で調節できます。
yj／ダイヤルキーで音量を調節yh［OK］

電話着信
音声電話がかかってきたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。

テレビ電話
テレビ電話がかかってきたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電
話着信」を参照してください。

メール着信
ｉモードメールやSMSを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方
法は「電話着信」を参照してください。

留守番電話着信
留守番電話サービスの伝言メッセージが録音されたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変
更します。操作方法は「電話着信」を参照してください。

メッセージR
メッセージRを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話
着信」を参照してください。

メッセージF
メッセージFを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話
着信」を参照してください。

お買い上げ時 「各着信パターンの設定内容」（P112）を参照してください。

ｉモーション

メロディ

音声メモ

バイブレータパターン

サイレント

：「ｉモーション」フォルダに保存されている動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーションを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメロディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音声メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y音声メモを選択yc

：バイブレータを5種類のバイブレータパターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選択］

：着信音を鳴らさない／振動させないようにします。

詳細設定画面
（例：音パターン1）

次のページへ続く
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スケジュールアラーム
スケジュール／ToDoのリマインダの設定時刻に鳴るアラーム音／振動するバイブレータパターンを変更しま
す。操作方法は「電話着信」を参照してください。

データ着信
データ着信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着信」を
参照してください。

ファイル転送
Bluetooth通信でファイルを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作
方法は「電話着信」を参照してください。

チャットメール
チャットメールを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電
話着信」を参照してください。

指定着信音設定
電話帳に登録した相手から電話がかかってきたとき、電話帳に登録した着信音を鳴らすかどうかを設定しま
す。
y「ON」／「OFF」

ボタン確認音量
キーを押したときの確認音の音量を調節します。0～7の8段階で調節できます。
yj／ダイヤルキーで音量を調節yh［OK］

リマインダ
伝言メモ通知画面や不在着信通知画面およびスケジュール（ToDo含む）確認画面が表示されたとき、約5分
ごとにビープ音を鳴らして／振動させて知らせるように設定します。

• 設定されている着信音はファイル名で表示されます。
• 映像と音を含んだ動画／ ｉ モーションを着信音（着モーション）に設定した場合、着信時には「ピクチャー ID」
（P94）よりも優先して着モーションが再生されます。ただし、音声のみの動画／ｉモーションを設定した場合は、
「ピクチャー ID」で設定した画像が表示されます。

• 着信音／アラーム音に設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルや、映像または
音声のみが含まれるファイルなど、ファイルによっては設定できない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

• 複数の着信音が設定されている場合、次の優先順位（高→低）で設定した着信音が鳴ります。
マルチナンバーの着信音→電話帳の着信音→電話帳のグループ着信音→通常の着信音

• 「留守番電話着信」「データ着信」「ファイル転送」「チャットメール」には、動画／ｉモーションを設定できません。
• 各着信音の音量は、個別に設定できません。

• スケジュール／ToDoの登録時に「アラーム」を「なし」以外に設定した場合は、スケジュール／ToDoの「アラー
ム」の設定に従ってアラーム音が鳴ります。

• 着信音が鳴る／バイブレータが振動する設定にしていても、ファイルを送信するBluetooth機器によっては、着信
音／バイブレータが動作しない場合があります。

• 「パターン選択」を「サイレント」に設定中の場合は、「ビープ音」に設定できません。
• 伝言メモが録音された場合は、録音された伝言メモが確認されるまでリマインダが動作します。

ビープ音
バイブレータ
OFF

：ビープ音を鳴らします。
：振動させます。
：何も動作させません。

スケジュールアラーム

ファイル転送

リマインダ
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■着信音／メロディ／アラーム音一覧（お買い上げ時）

バイブレータ

着信やアラームを振動で知らせる

電話の着信時やメールの受信時、スケジュールアラームの起動時などに、着信音やアラームの代
わりに振動で知らせるように設定できます。

a cy （設定）y「音／バイブ設定」y「パターン選択」

b 「バイブレータ」

• 着信パターンにあらかじめ設定されている振動のパターンは変更できます。→P115
• バイブレータが設定されると、画面上部に が表示されます。

振動のパターンを設定する

電話の着信時やメールの受信時、スケジュールアラームの起動時など、イベントごとに振動パ
ターンを設定できます。
• あらかじめ「パターン選択」を「バイブレータ」に設定してください。

a cy （設定）y「音／バイブ設定」y「「バイブレータ」詳細設定」

01.Ambient 12.Urban 23.Funky Break 

02.Nocturne 13.Bossa 24.Wa

03.Flowers 14.Interlude 25.Space pingpong

04.Soaring High 15.Hellomoto 26.Moving up

05.Solar 16.Midnight 27.Katana

06.Beats 17.Ringer 28.Hello 

07.Vapor 18.Alert 29.Cyberspace

08.Fusion 19.Bells 30.Watermark

09.Ultra Violet 20.Standard 31.Got a mail

10.Grooving 21.Triads 32.Morning wave

11.Digital 22.Provincial 33.Big Mama

お買い上げ時 パターン選択：音パターン1

お買い上げ時

電話着信：バイブレータ5　テレビ電話：バイブレータ3　メール着信：バイブレータ4　
留守番電話着信：バイブレータ4　メッセージR：バイブレータ4　メッセージF：バイブレータ4　
スケジュールアラーム：バイブレータ2　データ着信：バイブレータ1
ファイル転送：バイブレータ3　チャットメール：バイブレータ4　リマインダ：OFF

パターン選択画面

バ
イ
ブ
レ
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次のページへ続く



116

音
／
画
面
／
照
明
設
定

電話着信
音声電話がかかってきたときに振動するバイブレータパターンを変更します。

テレビ電話
テレビ電話がかかってきたときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着信」を参
照してください。

メール着信
ｉモードメールやSMSを受信したときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着
信」を参照してください。

留守番電話着信
留守番電話サービスの伝言メッセージが録音されたときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作
方法は「電話着信」を参照してください。

メッセージR
メッセージRを受信したときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着信」を参照
してください。

メッセージF
メッセージFを受信したときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着信」を参照
してください。

スケジュールアラーム
スケジュール／ToDoのリマインダの設定時刻に振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電
話着信」を参照してください。

データ着信
データ着信したときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着信」を参照してくだ
さい。

ファイル転送
Bluetooth通信でファイルを受信したときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話
着信」を参照してください。

チャットメール
チャットメールを受信したときに振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着信」を参
照してください。

リマインダ
伝言メモ通知画面や不在着信通知画面およびスケジュール（ToDo含む）確認画面が表示されたとき、約5分
ごとに振動させて知らせるように設定します。

• 設定されている着信音はファイル名で表示されます。

• 伝言メモが録音されている場合は、録音された伝言メモが確認されるまでリマインダが動作します。

バイブレータパターン

サイレント

：バイブレータを5種類のバイブレータパターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選択］

：振動させないようにします。

バイブレータ
OFF

：振動させます。
：何も動作させません。

リマインダ

バ
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■バイブレータパターン一覧

DTMF

プッシュ信号の音を設定する

プッシュ信号（DTMF）の長さを変更できます。鳴らさないようにも設定できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「DTMF」y長さを選択yh［選択］
•「OFF」を選択した場合は、ダイヤルキーを押してもプッシュ信号（DTMF）は送信されません。

イヤホン切替

イヤホンだけから着信音を鳴らす

FOMA端末にminiUSBステレオヘッドセット M01（別売）を接続中に電話がかかってきたと
き、着信音をヘッドセットのイヤホンとFOMA端末のスピーカーのどちらから鳴らすかを設定
できます。両方から着信音を鳴らすようにも設定できます。

a cy （設定）y「イヤホン」y「イヤホン切替」y次の操作を行う

スピーカーのみ
着信音をスピーカーからのみ鳴らします。

イヤホンのみ
着信音をイヤホンからのみ鳴らします。

イヤホン＋スピーカー
着信音をスピーカーとイヤホンの両方から鳴らします。

• miniUSBステレオヘッドセット M01のコードをFOMA端末に巻きつけて使用しないでください。感度が落ちて
通話がとぎれたり、雑音が入ったりすることがあります。

マナーモード

電話から鳴る音を消す
FOMA端末から聞こえる音を鳴らさないようにして、周囲の迷惑にならないようにします。

a #（1秒以上）

パターン 動　作

バイブレータ1 「約2秒振動→約0.2秒停止」の繰り返し
バイブレータ2 「約1秒振動→約0.2秒停止→約2秒振動」の繰り返し
バイブレータ3 「約1秒振動→約0.2秒停止」の繰り返し
バイブレータ4 「約1秒振動→約0.2秒停止→約1秒振動→約0.1秒停止」の繰り返し
バイブレータ5 「約1秒振動→約0.2秒停止→約1秒振動→約0.2秒停止→約1秒振動→約0.2秒停止→

約1秒振動→約0.1秒停止」の繰り返し

お買い上げ時 ロング

お買い上げ時 イヤホン＋スピーカー

次のページへ続く

D
T
M
F



118

音
／
画
面
／
照
明
設
定

■マナーモードを解除するには
待受画面を表示中に#（1秒以上）を押します。

• マナーモードには、「サイレント」「マナーモード」「オリジナルマナーモード」の3種類のモードがあります。
→P118

• マナーモードが設定されると、画面上部に が表示されます。
• マナーモードを設定中にメロディや動画／ｉモーションなどを再生しようとすると、再生の確認画面が表示されま
す。

• マナーモードを設定中でも、カメラのシャッター音は鳴ります。

モード

マナーモードを変更する

マナーモードの動作を「サイレント」「マナーモード」「オリジナルマナーモード」から選択します。
• オリジナルマナーモードの動作は変更できます。→P119

a cy （設定）y「個人設定」y「マナーモード」y「モード」yモード
を選択yh［選択］

■各モードを設定中の動作

※：「オリジナルマナーモード詳細」の設定項目を示しています。

お買い上げ時 マナーモード

サイレント マナーモード オリジナルマナーモード※

着信音量 0 0 「着信音量」に従う
電話着信 サイレント バイブレータ5 「電話着信」に従う
テレビ電話 サイレント バイブレータ3 「テレビ電話」に従う
メール着信 サイレント バイブレータ4 「メール着信」に従う
留守番電話着信 サイレント バイブレータ4 「留守番電話着信」に従う
メッセージR サイレント バイブレータ4 「メッセージR」に従う
メッセージF サイレント バイブレータ4 「メッセージF」に従う
スケジュールアラーム サイレント バイブレータ2 「スケジュールアラーム」に従う
データ着信 サイレント バイブレータ1 「データ着信」に従う
ファイル転送 サイレント バイブレータ3 「ファイル転送」に従う
チャットメール サイレント バイブレータ4 「チャットメール」に従う
指定着信音設定 OFF OFF 「指定着信音設定」に従う
ボタン確認音量 0 0 「ボタン確認音量」に従う
リマインダ OFF OFF 「リマインダ」に従う
低電圧アラーム － － 「低電圧アラーム」の設定に従う
マイク感度UP － － 「マイク感度ＵＰ」の設定に従う
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オリジナルマナーモードの動作を設定する

オリジナルマナーモードの動作を変更できます。
•  あらかじめ「モード」を「オリジナルマナーモード」に設定してください。

a cy （設定）y「個人設定」y「マナーモード」y
「オリジナルマナーモード詳細」

b 次の操作を行う

着信音量
0～7の8段階で調節できます。
yj／ダイヤルキーで音量を調節yh［OK］

電話着信
音声電話がかかってきたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。

テレビ電話
テレビ電話がかかってきたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電
話着信」を参照してください。

メール着信
ｉモードメールやSMSを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方
法は「電話着信」を参照してください。

留守番電話着信
留守番電話サービスの伝言メッセージが録音されたときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変
更します。操作方法は「電話着信」を参照してください。

メッセージR
メッセージRを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話
着信」を参照してください。

メッセージF
メッセージFを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話
着信」を参照してください。

お買い上げ時

着信音量：0　電話着信：05.Solar　テレビ電話：19.Bells　メール着信：21.Triads　
留守番電話着信：08.Fusion　メッセージR：20.Standard　メッセージF：20.Standard　
スケジュールアラーム：19.Bells　データ着信：20.Standard　ファイル転送：サイレント　
チャットメール：20.Standard　指定着信音設定：OFF　ボタン確認音量：0　
リマインダ：OFF　低電圧アラーム：OFF　マイク感度UP：ON

ｉモーション

メロディ

音声メモ

バイブレータパターン

サイレント

：「ｉモーション」フォルダに保存されている動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーションを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメロディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音声メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y音声メモを選択yc

：バイブレータを5種類のバイブレータパターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選択］

：着信音を鳴らさない／振動させないようにします。

オリジナルマナー
モード詳細画面

次のページへ続く
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スケジュールアラーム
スケジュール／ToDoのリマインダの設定時刻に鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。
操作方法は「電話着信」を参照してください。

データ着信
データ着信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電話着信」を
参照してください。

ファイル転送
Bluetooth通信でファイルを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作
方法は「電話着信」を参照してください。

チャットメール
チャットメールを受信したときに鳴る着信音／振動するバイブレータパターンを変更します。操作方法は「電
話着信」を参照してください。

指定着信音設定
電話帳に登録した着信音を鳴らすかどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

ボタン確認音量
キーを押したときの確認音の音量を調節します。0～7の8段階で調節できます。
yj／ダイヤルキーで音量を調節yh［OK］

リマインダ
伝言メモ通知画面や不在着信通知画面およびスケジュール（ToDo含む）確認画面が表示されたとき、約5分
ごとにビープ音を鳴らして／振動させて知らせるように設定します。

低電圧アラーム
電池残量が少なくなったときに低電圧アラームを鳴らすかどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

マイク感度UP
小さな声でも相手に聞こえるようにマイクの感度を上げるかどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

• 設定されている着信音はファイル名で表示されます。
• 着信音／アラーム音に設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルや、映像または
音声のみが含まれるファイルなど、ファイルによっては設定できない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

• 「留守番電話着信」「データ着信」「ファイル転送」「チャットメール」には、動画／ｉモーションを設定できません。
• 「着信音量」を0以外に設定した場合は、バイブレータが振動して各着信音が鳴動します。

• 伝言メモが録音されている場合は、録音された伝言メモが確認されるまでリマインダが動作します。

ビープ音
バイブレータ
OFF

：ビープ音を鳴らします。
：振動させます。
：何も動作させません。

リマインダ

モ
　
ド

ー



121

音
／
画
面
／
照
明
設
定

待受画面

待受画面の表示を変える

a cy （設定）y「個人設定」y「待受画面」y次の操作を行う

ピクチャ
待受画面に表示する画像を変更します。

レイアウト
「ピクチャ」で設定した画像の表示位置を設定します。

スケジュール
待受画面にカレンダーを表示するかどうかを設定します。
y「OFF」／「ON」

• ディスプレイの表示が消えているときや、スクリーンセーバーが表示されているときにキー操作を行った場合は、
数字などの入力内容は画面に入力されません。

• 設定されている画像はファイル名で表示されます。
• お買い上げ時に登録されている待受画面については、「お買い上げ時に登録されているデータ」を参照してくださ
い。→P320

• ⅰアプリ待受画面を設定した場合は、ⅰアプリ待受画面が優先して表示されます。→P212
• 設定できる画像のファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルなど、ファイルによっては設定
できない場合があります）。
JPEG、GIF（アニメーションGIFを含む）

• 待受画面の表示サイズ（240×320ドット）よりも大きい／小さい画像は、拡大／縮小表示されます。
• アニメーションGIFを設定した場合、アニメーションは再生されません。

• 表示サイズ以上のサイズの画像を設定した場合は、「並べて表示」に設定しても画像は並べて表示されません。

• 待受画面のカレンダーは、前月や翌月への表示切り替えができません。また、休日は表示されません。

お買い上げ時 ピクチャ：83.Sparkle　レイアウト：画面全体に表示　スケジュール：OFF

マイピクチャ

なし

：「マイピクチャ」フォルダに保存されている画像から選択します。
yフォルダを選択ycy画像を選択yc

：画像を表示しないようにします。

中央
並べて表示
画面全体に表示

：画像を画面の中央に表示します。
：画像を画面全体に並べて表示します。
：画面のサイズに合わせて拡大／縮小して表示します。

ピクチャ

レイアウト

スケジュール

待
受
画
面
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メインメニュー

メインメニューのデザインを変更する

メインメニューの表示をアイコン表示／リスト表示に変更できます。また、表示順の変更もでき
ます。

a cy （設定）y「個人設定」y「メインメニュー」y次の操作を行う

表示
y「アイコン」／「リスト」

並べ替え
y移動する機能を選択yh［移動］yjで挿入する位置まで機能を移動yh［挿入］yi［完了］

ビジュアルテーマ設定

ビジュアルテーマを設定する

FOMA端末の画面表示のデザインを変更できます。
• デザインが変更される画面・機能は次のとおりです。
- 待受画面 ‐メインメニュー ‐機能メニュー
- 各種通知画面 ‐各種メッセージ画面 ‐充電中／充電完了画面
- 電話の発着信中画面 ‐音声通話中／テレビ電話中画面
-「ｉモード」「メール」以外のメインメニュー項目から表示できる各種画面※

※：設定画面、ファイル表示／再生画面、音声メモ録音画面、静止画／動画撮影画面

a cy （設定）y「個人設定」y「ビジュアルテーマ設定」yビジュア
ルテーマを選択yh［選択］

• ｉモード、メール、ｉチャネル機能や、ｉアプリ起動中の画面の場合は、画面の上部と下部のみが設定したデザイ
ンで表示されます。

• 本機能の設定を変更すると、次の設定は自動的に変更されます。
-「待受画面」の「ピクチャ」は、各テーマの画像（P321）に変更されます。
-「待受画面」の「レイアウト」は、「画面全体に表示」に変更されます。

お買い上げ時 表示：アイコン　並べ替え：（リスト表示の上から）ｉモード、ｉアプリ、メール、電話帳、
データBOX、アクセサリ、接続設定、ネットワークサービス、設定

お買い上げ時 Scorpio

リスト表示アイコン表示

TechnoAlkaliScorpio

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ

ー
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• ビジュアルテーマの変更後に待受画面の画像を変更し、各テーマの画像に戻す場合は、本機能を設定し直してくだ
さい。

ウェイクアップメッセージ

ウェイクアップメッセージを表示する
FOMA端末の電源を入れたとき、ウェイクアップ画面が表示された後にウェイクアップメッ
セージを表示できます。

a cy （設定）y「個人設定」y「ウェイクアップメッセージ」yメッ
セージを入力
• 全角／半角を問わず、32文字まで入力できます。

• ウェイクアップメッセージは、ウェイクアップ画面の表示後に約2秒間表示されます。

スクリーンセーバー

スクリーンセーバーを表示する

何も操作しないで一定時間が経過すると、スクリーンセーバーを表示するように設定できます。

a cy （設定）y「個人設定」y「スクリーンセーバー」y次の操作を
行う

ピクチャ
スクリーンセーバーの画像などを登録できます。

待ち時間設定
スクリーンセーバーが起動するまでの時間を設定します。
y時間を選択yh［選択］
•「OFF」を選択した場合は、スクリーンセーバーを表示しません。

• 動画／ｉモーション、Flash画像が設定されている場合、スクリーンセーバーが起動すると1分間だけ動画が再生
されます。

• 次の場合、本機能は動作しません。
- FOMA端末を閉じている - ｉアプリ起動中 - カメラ起動中
- ｉモーション／キャラ電再生中 - 通話中 - アラーム起動中

• 設定されている画像や動画／ⅰモーション、アニメーションはファイル名で表示されます。
• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が制限されているファイルや、映像または音声のみが含まれる
ファイルなど、ファイルによっては設定できない場合があります）。
JPEG、GIF（アニメーションGIFを含む）、MP4（Mobile MP4）、Flash

お買い上げ時 ピクチャ：なし　待ち時間設定：1分

マイピクチャ

ｉモーション

アニメーション

なし

：「マイピクチャ」フォルダに保存されている画像から選択します。
yフォルダを選択ycy画像を選択yc

：「ｉモーション」フォルダに保存されている動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーションを選択yc

：「アニメーション」フォルダに保存されているFlash画像から選択します。
yフォルダを選択ycyFlash画像を選択yc

：スクリーンセーバーを表示しないようにします。

ピクチャ

ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ
メ
ッ
セ
　
ジ

ー

次のページへ続く
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• 設定したファイルに音声が含まれている場合は、スクリーンセーバーが起動すると音声も再生されます。ただし、
マナーモードや公共モード（ドライブモード）が設定されている場合は、音声が再生されません。

• 「ディスプレイ節電設定」で設定されている時間以上の時間に設定した場合は、スクリーンセーバーは起動しませ
ん。ただし、充電中の場合は起動します。

着信イルミネーション

着信イルミネーションを設定する

電話の着信時に、着信／充電／イルミネーションランプを赤色／緑色で点灯させるように設定で
きます。

a cy （設定）y「音／バイブ設定」y「着信イルミネーション」y「な
し」／「ノクターン」を選択yh[選択]
•「なし」に設定した場合は、着信／充電／イルミネーションランプは点灯しません。

イベントイルミネーション

イベントイルミネーションを設定する

着信／充電／イルミネーションランプとBluetoothランプをイベント（メール受信やアラーム
鳴動、Bluetooth通信など）の発生にあわせて点灯／点滅させるように設定できます。

a cy （設定）y「音／バイブ設定」y「イベントイルミネーション」
y「ON」／「OFF」

• 次のイベントが発生したときに着信／充電／イルミネーションランプが赤色／緑色に点灯します。
- 留守番電話サービスの伝言メッセージや伝言メモが録音されたとき
- メールやメッセージR/Fを受信したとき
- アラームの設定時刻になったとき
- スケジュール／ToDoのリマインダの設定日時になったとき
- 赤外線通信でデータを送受信しているとき（このときのみ赤色で点滅します。）

• 次のイベントが発生したときにBluetoothランプが青色に点滅します。
- 他のBluetooth機器から接続要求を受けたとき
- 機器登録されているBluetooth機器を検索しているとき
- データを送信／受信しているとき
- データの送信／受信が完了したとき

時計設定

通話中の画面に日付と時刻を表示する

音声通話中画面に、日付と時刻を表示させるかどうかを設定できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「時計設定」y「日付表示」／「時刻表
示」y「ON」／「OFF」

待ち時間設定

お買い上げ時 ノクターン

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 日付表示：ON　時刻表示：ON

着
信
イ
ル
ミ
ネ
　
シ
ョ
ン
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画面表示設定

時計の表示を設定する

待受画面に表示する時計のデザインを変更したり、日付を表示するかどうかを設定したりできま
す。また、日付の表示位置を設定できます。

a cy （設定）y「個人設定」y「画面表示設定」y次の操作を行う

時計

日付
日付を表示するかしないかを設定します。
y「OFF」／「ON」

レイアウト
日付の表示位置を設定します。
y「左詰め」／「中央」

• ｉチャネル「テロップ表示」が「OFF」に設定されている場合に、本項目が表示されます。
• 「待受画面」の「スケジュール」が「ON」に設定されている場合は、設定を変更できません。また、「アナログ」
に設定されているときに「待受画面」の「スケジュール」を「ON」に設定すると、待受画面の時計表示は自動的
にデジタルになります。

ディスプレイ節電設定

ディスプレイを消灯する時間を設定する

設定した時間内に何も操作しないと、節電のためにディスプレイの表示を消すように設定できま
す。

a cy （設定）y「一般設定」y「ディスプレイ節電設定」yディスプ
レイの表示が消えるまでの時間を選択yh［選択］
•「OFF」を選択した場合は、ディスプレイの表示は消えません。

• 充電中は、設定した時間が経過しても本機能は動作しません。

お買い上げ時 時計：デジタル　日付：ON　レイアウト：中央

デジタル
アナログ
OFF

：時計をデジタル表示にします。
：時計をアナログ表示にします。
：時計を表示しません。

時計

お買い上げ時 2分

画
面
表
示
設
定
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バックライト点灯設定

バックライトの点灯時間を設定する

設定した時間内に何も操作をしないと、節電のためにキーパッドのライト（各キーの境界部分）
とディスプレイのバックライトを消すように設定できます。
• 設定した時間が経過すると最初にキーパッドのライトが消灯し、約10秒後にバックライトが消灯します。

a cy （設定）y「一般設定」y「バックライト点灯設定」y消灯する
までの時間を選択yh［選択］
•「OFF」を選択した場合は、キーパッドのライトとバックライトは消えたままになります。

•「常時」を選択した場合は、キーパッドのライトとバックライトは点灯したままになります。

• 「常時」に設定されている場合でも、「ディスプレイ節電設定」で設定されている時間を経過すると、ディスプレイ
の表示が消えます。

スクロール

画面のスクロール方法を設定する

機能メニューなどの項目が縦に並んだ画面でのカーソルの動きを設定できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「スクロール」y次の操作を行う

上下のみ
カーソルが一番上の項目にあるときにu、または一番下の項目にあるときにdを押すと、カーソルを移動で
きないようにします。

ループ
カーソルが一番上／一番下の項目にあるときにjを押すと、カーソルを一番下／一番上へ移動できるように
します。

文字スクロール

文字のスクロール速度を設定する

FOMA端末では、機能メニューなどで名称の一部が隠れている項目にカーソルを移動すると、名
称をスクロール表示します。その速度を設定できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「文字スクロール」yスクロール速度
を選択yh［選択］
• 項目を選択すると、選択中の速度で文字がスクロール表示されます。

•「OFF」を選択した場合は、項目にカーソルを移動してもスクロール表示しません。

お買い上げ時 10秒

お買い上げ時 ループ

お買い上げ時 低速

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
点
灯
設
定
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バイリンガル

画面を英語表示に切り替える

FOMA端末に表示される機能名やメッセージ（FOMA端末独自のもの）などを、日本語／英語
の表示に変更できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「バイリンガル」y次の操作を行う

自動
FOMAカードに記録された設定に従います。

日本語
日本語表示に変更します。

English
英語表示に変更します。

• 本FOMA端末では、本機能の設定はFOMAカードに記録されません。

• 設定が記録されているFOMAカードを取り付けた場合に動作します。

■英語表示から日本語表示に切り替えるには
cy （Settings）y「General Settings」y「Language」y「日本語」の順に選択します。

明るさ

ディスプレイの明るさを調節する

ディスプレイの明るさを、0～6の7段階で調節できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「明るさ」ya／ダイヤルキーで明る
さを調節yh「OK」

充電ランプ

充電時に充電ランプを点灯する

FOMA端末を充電中に充電ランプを点灯させるかどうかを設定できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「充電ランプ」y「ON」／「OFF」

お買い上げ時 日本語

自動

お買い上げ時 3

お買い上げ時 ON

バ
イ
リ
ン
ガ
ル





129

あんしん設定

暗証番号について
FOMA端末で利用する暗証番号について ･････････････････････････････････････ 130
暗証番号を変更する････････････････････････････････････････ ＜暗証番号変更＞ 132
PINコードを設定する ･････････････････････････＜PIN1コード／PIN2コード＞ 132
PINロックを解除する ･･････････････････････････････････････････････････････ 133

携帯電話の操作や機能を制限する
各種ロック機能について ････････････････････････････････････････････････････ 133
他の人が使用できないようにする････････････････････････････ ＜オールロック＞ 133
発信や着信ができないようにする････････････････････････････ ＜セルフモード＞ 134
電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする････････････ ＜機能ロック＞ 135
ダイヤル発信を禁止する ････････････････････････････････ ＜ダイヤル発信制限＞ 137
サイドキーの誤操作を防止する･･････････････････････････ ＜サイドキーロック＞ 137

発着信や送受信を制限する
シークレット設定されている情報を表示する････････････ ＜シークレットデータ＞ 138
指定した電話番号からの電話を受けない･･････････････････････････････････････ 138
発信者番号のわからない電話を受けない･･････････････････････････ ＜着信拒否＞ 139
電話帳未登録の相手の着信音を無音にする････････････････ ＜呼出動作開始時間＞ 139
電話帳未登録の相手からの電話を受けない････････････････････ ＜電話帳登録外＞ 140

その他の「あんしん設定」について
その他の「あんしん設定」について･･････････････････････････････････････････ 141
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FOMA端末で利用する暗証番号について
FOMA端末には、便利にお使いいただくための各種機能に、暗証番号の必要なものがあります。
各種端末操作用の端末暗証番号のほか、ネットワークサービスでお使いになるネットワーク暗証
番号、ｉモードパスワードなどがあります。用途ごとに上手に使い分けて、FOMA端末を活用
してください。

端末暗証番号
端末暗証番号とは6桁の暗証番号です。端末暗証番号は、お買い上げ時は「000000」に設定
されていますが、お客様ご自身で番号を変更できます。→P132
端末暗証番号入力画面が表示された場合は、6桁の端末暗証番号を入力し、h
［OK］を押します。

• 端末暗証番号入力時はディスプレイに「:」で表示され、数字は表示されません。

設定解除コード
設定解除コードとは4桁の暗証番号です。設定解除コードは、お買い上げ時は「0000」に設定
されていますが、お客様ご自身で番号を変更できます。→P132
設定解除コード入力画面が表示された場合は、4桁の設定解除コードを入力
し、h［OK］を押します。
• 設定解除コード入力時はディスプレイに「:」で表示され、数字は表示されません。

ネットワーク暗証番号
ドコモeサイトでの各種手続き時や、各種ネットワークサービスご利用時にお使いいただく数字
4桁の番号で、ご契約時に任意の番号を設定いただきますが、お客様ご自身で番号を変更できま
す。パソコン向け総合サポートサイト「My DoCoMo」の「DoCoMo ID／パスワード」をお
持ちの方は、パソコンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続きができます。なお、
ｉモードからは、ドコモeサイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で変更できます。
• 「My DoCoMo」「ドコモeサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。

ｉモードパスワード
マイメニューの登録／削除、メッセージサービス、ｉモードの有料サービスのお申し込み／解約
などを行う際には4桁の「ｉモードパスワード」が必要になります。
（この他にも各情報サービス提供者が独自にパスワードを設定していることがあります）
ｉモードパスワードは、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で番号を

各種暗証番号に関するご注意
• 設定する暗証番号は「生年月日」「電話番号の一部」「所在地番号や部屋番号」「1111」「1234」などの
他人にわかりやすい番号はお避けください。また、設定した暗証番号はメモを取るなどしてお忘れになら
ないようお気を付けください。

• 暗証番号は、他人に知られないように十分ご注意ください。万が一暗証番号が他人に知られ悪用された場
合、その損害については、当社は一切の責任を負いかねます。

• ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは一切ございません。
• 各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者ご本人であることが確認できる書類（運転免許証など）や
FOMA端末、FOMAカードをドコモショップ窓口までご持参いただく必要があります。詳しくは取扱説明
書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談ください。
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変更できます。ｉモードから変更される場合は、「ｉMenu」→「料金＆お申込・設定」→「オ
プション設定」→「ｉモードパスワード変更」から変更できます。

PIN1コード／PIN2コード
FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2つの暗証番号を設定できます。これら
の暗証番号は、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で番号を変更でき
ます。→P132
PIN1コードは、第三者による無断使用を防ぐため、FOMAカードをFOMA端末に差し込むた
びに、またはFOMA端末の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力する4～8桁の番号
（コード）です。PIN1コードを入力することにより、発着信および端末操作が可能となります。
PIN2コードは、発信通話料金／着信通話料金／全通話料金のリセット、積算通話料金のリセッ
ト、通話料金上限の設定、通貨設定、ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなどに使用する
4～8桁の番号です。

PIN1コード／PIN2コード入力画面が表示された場合は、4～8桁のPIN1
コード／PIN2コードを入力し、h［OK］を押します。
• PIN1コード／PIN2コード入力時はディスプレイに「:」で表示され、数字は表示さ
れません。

• 新しくFOMA端末を購入されて、現在ご利用中のFOMAカードを差し替えてお使いに
なる場合は、以前にお客様が設定されたPIN1コード、PIN2コードをご利用ください。

PINロック解除コード
PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードがロックされた状態を解除するための8桁
の番号です。→P132
なお、お客様ご自身では変更することができません。
• PINロック解除コードの入力を10回連続で失敗すると、完全にロックされます。

• PIN1コードがロックされている状態でFOMA端末の電源を入れると、「FOMAカード認識不可　カードが認識で
きませんでした」というメッセージが表示されます。

PIN1コード入力
画面

新PIN1コード／
新PIN2コード
確認入力画面

新PIN1コード／
新PIN2コード
確認入力画面

新PIN1コード／
新PIN2コード

の設定

10回連続入力ミス

新PIN1コード／
新PIN2コード

の設定

PIN1コード
の入力

3回連続
入力ミス

3回連続
入力ミス

PINロック解除
コードの入力

ドコモショップ
にお問合せ
ください。

OK

PIN2コード
の入力
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暗証番号変更

暗証番号を変更する

設定解除コードや端末暗証番号を変更できます。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「暗証番号
変更」

b 「設定解除コード（4桁）」／「端末暗証番号（6桁）」y現在の設定解除
コード／端末暗証番号を入力
新規設定解除コード入力画面／新規端末暗証番号入力画面が表示されます。

c 新しい設定解除コード（4桁）／端末暗証番号（6桁）を入力
新規設定解除コード再入力画面／新規端末暗証番号再入力画面が表示されます。

d 操作3で入力した設定解除コード／端末暗証番号を再入力

PIN1コード／PIN2コード

PINコードを設定する

PIN1コード／PIN2コードを利用するように設定します。

• PIN1コードのお買い上げ時の設定は、FOMAカードに保存された情報により異なります。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「PIN1
コード」／「PIN2コード」y「ON」／「OFF」yPIN1コード／PIN2
コードを入力

PIN1コード／PIN2コードを変更する

• PIN1コードを変更する場合は、あらかじめ「PIN1コード」を「ON」に設定してください。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「暗証番号
変更」

b 「PIN1コード」／「PIN2コード」y現在のPIN1コード／PIN2コー
ドを入力
新規PIN1コード／PIN2コード入力画面が表示されます。

c 新しいPIN1コード／PIN2コード（4～8桁）を入力
新規PIN1コード／PIN2コード再入力画面が表示されます。

d 操作3で入力したPIN1コード／PIN2コードを再入力

お買い上げ時 設定解除コード（4桁）：0000　端末暗証番号（6桁）：000000

お買い上げ時 PIN1コード：－　PIN2コード：ON

PIN2コードの設定は変更できません。

ご契約時 PIN1コード：0000　PIN2コード：0000

暗
証
番
号
変
更
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PINロックを解除する
PIN1コード／PIN2コードの入力を3回連続で間違えてPINロック画面が表示された場合は、
PINロック解除コードを入力してロックを解除します。
• PINロック解除コードは、FOMA契約申込書（お客様控え）に記載されています。

• PINコードのロックを解除した場合は、新しいPIN1コード／PIN2コードを設定する必要があります。

a PINロック画面yh［ロック解除］yPINロック解除コード（8桁）を
入力
新PIN1コード／PIN2コード入力画面が表示されます。

b 新しいPIN1コード／PIN2コード（4～8桁）を入力
確認用の再入力画面が表示されます。

c 操作2で入力したPIN1コード／PIN2コードを再入力

各種ロック機能について

オールロック

他の人が使用できないようにする
FOMA端末をロックし、設定解除コードを入力しないと使用できないようにします。オールロッ
クには、すぐにロックする方法と、電源を入れたときに自動的にロックさせる方法があります。
• オールロックを設定中は、電源ON／OFF、オールロック解除以外の操作はできません。

ロック機能 説　明 参照先

オールロック 他の人にFOMA端末を操作されないように、FOMA端末をロックします。
電源を入れたときにFOMA端末をロックするように設定することもできま
す。

P133

セルフモード 電話やメール、ｉモードなど、すべての通信機能を利用できないようにし
ます。電源を入れたときにセルフモードを設定する確認画面を表示させる
ように設定することもできます。

P134

機能ロック 他の人に無断で操作されたくない機能を、指定してロックします。 P135

ダイヤル発信制限 他の人が無断で電話をかけたりメールを送信したりしないように、ダイヤ
ルキーでの発信／送信操作を禁止します。

P137

サイドキーロック FOMA端末を閉じて鞄などに入れているとき、サイドキーが押されても誤
操作しないようにロックします。

P137

シークレットデータ シークレットに設定した電話帳やスケジュール／ToDoを他の人に見られ
ないようにします。

P138

着信拒否 電話帳に登録されている特定の相手の着信を拒否したり、電話番号が通知
されていない電話の着信を拒否したりします。

P139

呼出動作開始時間 電話帳に登録されていない相手や、非通知設定の相手から着信があったと
き、すぐに着信動作を行わないようにします。

P139

電話帳登録外 電話帳に登録されていない相手の着信を拒否します。 P140
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すぐにオールロックを設定する

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入
力y「オールロック」

b 「今すぐロック」y設定解除コードを入力
オールロック中の画面が表示され、オールロックが設定されます。
• オールロックが設定されると、設定解除コードの入力画面が表示されます。

電源を入れたときにオールロックを設定する

a オールロック画面（P134）y「電源ONロック」y「ON」／「OFF」y設
定解除コードを入力
電源ONロックが設定されます。
•「OFF」を選択した場合は電源ONロックの設定が終了します。

• オールロックを設定中に電話がかかってきた場合は着信中画面が表示されず、「パターン選択」の設定に従って着
信音や振動で着信をお知らせします。「着信イルミネーション」が「ノクターン」に設定されていれば、着信／充電／
イルミネーションランプが点滅してお知らせします。次の場合は着信音や振動の着信動作が行われません。
-「パターン選択」を「サイレント」に設定中
- 公共モード（ドライブモード）を設定中
- マナーモードを「サイレント」にして設定中
- マナーモードを「オリジナルマナー」（各着信音が「サイレント」の場合）にして設定中

• オールロックを設定中にかかってきた電話に出る場合は、設定解除コードを入力してオールロックを解除してから
操作します。

■オールロックを解除するには
設定解除コードを入力します。
• 設定解除コードの入力を5回連続で間違えた場合は、FOMA端末の電源が自動的に切れます。電源を入れ直して
正しい設定解除コードを入力すると、オールロックが解除されます。

セルフモード

発信や着信ができないようにする

電波の送受信を停止して、電話やメール、ｉモード、パケット通信、64Ｋデータ通信、Bluetooth
通信、赤外線通信など、すべての通信機能を使用できないようにします。

a cy （設定）y「セルフモード」y次の操作を行う

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 セルフモード設定：OFF　起動時確認：OFF

オールロック画面

セ
ル
フ
モ
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セルフモード設定
セルフモードを設定／解除します。
y「OFF」／「ON」

起動時確認
電源を入れたときにセルフモードを設定するかどうかの確認画面を表示します。
y「OFF」／「ON」

• セルフモードが設定されると、画面上部に が表示されます。また、待受画面には「セルフモードON」が表示
されます。

• 待受画面を表示中にC（1秒以上）を押してh［はい］を押しても、セルフモードを設定／解除できます。
• 通話中や「赤外線受信」を開始しているときなど、他の機能を使用中は、セルフモードを設定できません。
• セルフモードを「ON」に設定中は、送信されてきたメールやメッセージR/Fはｉモードセンターに保管されます。

機能ロック

電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする

「機能ロック設定」で指定した機能をロックし、設定解除コードを入力しないと利用できないよ
うにしたり、利用を制限したりできます。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「機能ロッ
ク」y設定解除コードを入力y「ON」／「OFF」

• 機能ロックが設定されると、画面上部に が表示されます。ただし、次の場合はアイコンが表示されません。
-「機能ロック設定」で利用できなくなる機能を指定していない
- アラームやスケジュール／ToDoのリマインダを登録している
-「ダイヤル発信制限」を「ON」に設定している

• 「機能ロック設定」で「電話帳」または「通話履歴」を選択している場合、本機能を「ON」に設定すると、発着
信履歴が削除されます。

• 「機能ロック設定」で「ｉモード」を選択している場合、本機能を「ON」に設定すると、メッセージR/F、ｉモー
ドメール、チャットメール、SMSの自動受信はできますが、受信中画面および受信結果画面は表示されず、着信
音の鳴動など受信動作も行いません。

機能ロックで使用できなくなる機能を設定する

「機能ロック」を設定したときにロックされる機能を指定できます。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入
力y「機能ロック設定」y設定解除コードを入力

b ロックする機能にチェックを付けるyi［完了］
• ロックするすべての機能にチェックを付けてからi［完了］を押します。

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 すべてチェックなし

機能ロック設定画面

機
能
ロ
ッ
ク

次のページへ続く
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• 機能ロック設定画面で機能名の先頭に「－」が表示されている項目は、「アクセサリ」または「設定」の2階層目
の機能となっています。例えば「アクセサリ」にチェックを付けると、自動的に関係する機能すべてにチェックが
付きます。

• 「電話帳表示／編集」と「電話帳編集」のように機能が同じで、ロック方法が異なる項目の場合は、どちらかの項
目のみにチェックを付けられます。

• 機能ロック設定画面でh［機能］を押して次の操作ができます。
-「全選択」を選択すると、すべての機能を選択できます。
-「全選択解除」を選択すると、すべての選択を解除できます。

• アラームやスケジュールをロックする機能に指定して「機能ロック」を「ON」に設定しても、登録内容の設定時
刻になると通知画面が表示されてアラームが鳴ります。

• 「個人設定」や「通話設定」をロックする機能に指定して「機能ロック」を「ON」に設定しても、「待受画面」「ビ
ジュアルテーマ設定」「スクリーンセーバー」「代替画像」の設定はお買い上げ時の状態に戻りません。

• 複数の機能に機能ロックが設定されている場合、設定機能の1つを設定解除している間は、他の設定機能を呼び出
すときに設定解除コードの入力画面が表示されないことがあります。

■各項目にチェックを付けて「機能ロック」を「ON」に設定したときの動作

機能ロック設定 説　明

ｉモード • ｉモード、メール、ｉチャネル機能を利用できません。
•「ｉアプリ」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

電話帳表示／編集 • 電話帳を表示するときや、他の機能から電話帳にアクセスするときに
設定解除コードの入力が必要です。

• 電話帳に登録している相手から電話の着信があっても名前が表示され
ず、電話帳に設定した画像や着信音なども表示／再生されません。

電話帳編集 電話帳の登録／修正／設定／削除を行うときや、他の機能から電話帳に
アクセスするときに設定解除コードの入力が必要です。

データBOX • データBOXを表示するときや、他の機能からデータBOXへアクセスす
るときに設定解除コードの入力が必要です。

• カメラ、ビデオカメラ、音声メモの起動時に設定解除コードの入力が
必要です。

アクセサリ • （アクセサリ）を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。
•「アラーム編集」以外のすべての項目を選択したときの動作になります
（各項目を選択したときに設定解除コード入力画面は表示されません）。

‐アラーム表示／編集 •「アラーム」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。
• アラームの通知画面でh［ロック解除］を押して設定解除コードを入
力しないと、スヌーズを設定できません（「機能ロック」を「ON」に
設定した後に登録したアラームの場合は通常の動作になります）。

‐アラーム編集 アラームの登録／修正／設定／削除を行うときに設定解除コードの入力
が必要です。

‐スケジュール •「スケジュール」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。
• スケジュール／ToDoの通知画面でh［表示］を押して設定解除コー
ドを入力しないと、詳細画面を表示できません（「機能ロック」を
「ON」に設定した後に登録したスケジュール／ToDoの場合は通常の動
作になります）。

‐伝言メモ •「伝言メモ」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。
• 伝言メモが録音されたとき、設定解除コードを入力しないと伝言メモ
通知画面が表示されません。

‐電卓 「電卓」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

‐ワールドクロック 「ワールドクロック」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

機
能
ロ
ッ
ク



137

あ
ん
し
ん
設
定

ダイヤル発信制限

ダイヤル発信を禁止する

ダイヤルキーで電話番号を入力して電話をかける操作を禁止し、電話帳からのみ電話をかけられ
るようにできます。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「ダイヤル
発信制限」y「ON」／「OFF」

• ダイヤル発信制限が設定されると、画面上部に が表示されます。ただし、アラームやスケジュール／ToDoの
リマインダを登録している場合はアイコンが表示されません。

• 本機能を設定すると、通話履歴が自動的に削除されます。それ以降に発着信した電話は通話履歴に記録され、発信
履歴からは電話をかけることができます。

• 本機能を「ON」に設定している場合は、次のようになります。
- 電話帳の登録／修正やメールの宛先を直接入力できません。
- 緊急通報の場合は、緊急番号（110、118、119）をダイヤルして発信できます。
- 電話帳の電話番号に「n」が含まれている場合は、電話をかけられません。
- パソコンなどに接続してデータ通信をしている場合は、電話帳に未登録の電話番号に発信できる場合があります。

サイドキーロック

サイドキーの誤操作を防止する

FOMA端末を閉じているとき、サイドキー（N／M／J／H）をロッ
クして使用できないように設定できます。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「サイド
キーロック」y「ON」／「OFF」

‐通話履歴 • 通話履歴が自動的に削除されます（「機能ロック」を「ON」に設定し
た後に発着信した電話は通話履歴に記録されます）。

• 発着信履歴を表示するときや、他の機能から発着信履歴にアクセスす
るときに設定解除コードの入力が必要です。

•「通話履歴」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

設定 （設定）を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

‐音／バイブ設定 •「音／バイブ設定」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。
• FOMA端末を閉じた状態ではN／Mを押して「パターン選択」
を変更できません。

‐個人設定 •「個人設定」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

‐一般設定 「一般設定」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

‐通話設定 「通話設定」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

‐ネットワーク 「ネットワーク」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

‐イヤホン 「イヤホン」を選択したときに設定解除コードの入力が必要です。

‐情報表示 「情報表示」を選択したときや、他の機能から個人データにアクセスする
ときに設定解除コードの入力が必要です。

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 OFF

機能ロック設定 説　明

ダ
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ル
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次のページへ続く
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• FOMA端末を閉じているときにJ（1秒以上）を押すと、サイドキーを一時的にロック／解除できます。

サイドキーロックのヘルプを確認する
FOMA端末を閉じているときにサイドキーロックを解除する方法を確認できます。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「サイド
キーロックヘルプ」
操作方法の説明画面が表示されます。

シークレットデータ

シークレット設定されている情報を表示する

シークレットに設定した電話帳やスケジュール／ToDoを表示するかどうかを設定できます。

a cy （設定）y「セキュリティ」y端末暗証番号を入力y「シーク
レットデータ」y「非表示」／「表示」yh［OK］

• シークレットデータを「表示」に設定すると、画面上部に が表示されます。設定中に待受画面でpを押して
h［OK］を押すと、「非表示」に設定することができます。

指定した電話番号からの電話を受けない
電話帳に登録した特定の相手からの電話を拒否するように設定できます。電話帳の登録時／修正
時に設定できます。
• 本機能は、相手が発信者番号を通知して電話をかけてきた場合のみ有効です。

• 番号通知お願いサービスを同時に設定することをおすすめします。

a 電話帳登録画面（P93）／電話帳編集画面y「着信拒否」y「はい」／
「いいえ」yi［完了］
電話帳の登録／修正が完了します。

• 拒否設定した相手から電話がかかってきた場合、着信動作は行われずに不在着信履歴が記録されます。相手には
「プー…」という話中音が流れます。

• ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信されます。
• 「機能ロック設定」の「電話帳表示／編集」または「電話帳編集」にチェックを付け、「機能ロック」を「ON」に
設定している場合でも、拒否設定した相手から電話がかかってきた場合は本機能が動作します。

お買い上げ時 非表示
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着信拒否

発信者番号のわからない電話を受けない

電話番号が通知されていない電話の着信を、非通知理由ごとに許可／拒否するように設定できま
す。

a cy （設定）y「通話設定」y「着信拒否」y設定解除
コードを入力

b 次の操作を行う

公衆電話
公衆電話などから発信された電話について設定します。
y「許可」／「拒否」

非通知設定
発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信された電話について設定します。
y「許可」／「拒否」

通知不可能
海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由しての着信など、発信者番号を通知できない相手から
発信された電話について設定します（経由する電話会社などによっては、発信者番号が通知されることがあり
ます）。
y「許可」／「拒否」

• 拒否設定に該当する相手から電話がかかってきた場合、着信動作は行われずに不在着信履歴が記録されます。相手
には「プー…」という話中音が流れます。

• 留守番電話サービス／転送でんわサービスを開始に設定中でも着信を拒否します。ただし、呼出時間を0秒に設定
している場合は各ネットワークサービスが起動します。

• ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信されます。
• 「電話帳登録外」について→P140

• 番号通知お願いサービスを開始に設定中に「非通知設定」の着信をした場合、相手には番号通知お願いガイダンス
が流れます。

呼出動作開始時間

電話帳未登録の相手の着信音を無音にする

電話帳に登録されていない相手や、発信者番号が非通知の相手から電話がかかってきたとき、着
信音などの呼出動作をすぐに開始しないように設定できます。呼出時間が短い「ワン切り」など
の迷惑電話対策として有効です。

a cy （設定）y「通話設定」y「呼出動作開始時間」y次の操作を行
う

お買い上げ時 公衆電話：許可　非通知設定：許可　通知不可能：許可

非通知設定

お買い上げ時 呼出動作開始時間：0秒　

着信拒否画面

着
信
拒
否

次のページへ続く
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呼出動作開始時間
着信してから呼出動作を開始するまでの時間を設定します。
yj／ダイヤルキーで時間を入力
• 0秒に設定すると、呼出動作開始時間は解除されます。

着信履歴表示
「呼出動作開始時間」で設定した時間内に切れた電話の不在着信履歴を表示するかどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

• 本機能を設定中に該当する相手から電話がかかってきた場合、設定した時間内は着信音などの呼出動作は行われま
せんが、着信中画面は表示されます。

• 「電話帳登録外」を「拒否」に設定中は、電話帳に未登録の相手から電話がかかってきた場合でも本機能は動作し
ません。また、「着信拒否」の「非通知設定」を「拒否」、または番号通知お願いサービスを開始に設定中は、発信
者番号が非通知の相手から電話がかかってきた場合でも本機能は動作しません。

• 「シークレットデータ」を「非表示」に設定しているとき、電話帳をシークレットに設定している相手から電話が
かかった場合でも本機能が動作します。

• 留守番電話サービス／転送でんわサービスの呼出時間よりも長く設定した場合は、呼出動作を行う前に各ネット
ワークサービスが起動します。

• 「伝言メモ」の応答時間よりも長く設定した場合は、呼出動作を行わずに伝言メモが起動します。

電話帳登録外

電話帳未登録の相手からの電話を受けない

電話帳に登録されていない相手からの電話を拒否するように設定できます。
• 本機能は、相手が発信者番号を通知して電話をかけてきた場合のみ有効です。

• 番号通知お願いサービスと「着信拒否」を同時に設定することをおすすめします。

a cy （設定）y「通話設定」y「着信拒否」y設定解除
コードを入力

b 「電話帳登録外」y「許可」／「拒否」

• 拒否設定に該当する相手から電話がかかってきた場合、着信動作は行われずに不在着信履歴が記録されます。相手
には「プー…」という話中音が流れます。

• 留守番電話サービス／転送でんわサービスを開始に設定中でも着信を拒否します。ただし、呼出時間を0秒に設定
している場合は各ネットワークサービスが起動します。

• ｉモードメールやSMSは、本機能の設定に関わらず受信されます。

呼出動作開始時間

お買い上げ時 許可

着信拒否画面
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その他の「あんしん設定」について
本章で説明した機能のほかに、次のような機能やサービスを利用できます。

目　的 機能名／サービス名 参照先

災害時にｉモードを利用して安否情報を登録／確認する 「ｉモード災害用伝言板」
サービス

『ご利用ガ
イドブック
（ｉモード
＜FOMA＞
編）』をご
覧くださ
い。

メールアドレスを変更／確認したい アドレス変更／確認

URLが記載されたメールを受信したくない 迷惑メール対策
（URL付きメール拒否設定）

指定したドメインからのメールを受信／拒否したい 迷惑メール対策
（受信／拒否設定）ｉモードどうしのメールだけを受信／拒否したい

指定したアドレスからのメールを受信／拒否したい

SMSを受信したくない 迷惑メール対策
（SMS拒否設定）

1日に1台のｉモード対応携帯電話から送信される200通目以
降のｉモードメールを受信しない

ｉモードメール大量送信者
からのメール受信制限

一方的に送られてくる広告メールを受信しない 未承諾広告※メール拒否

メール機能の設定状況を確認する 設定状況確認

受信するメールのサイズを制限する メールサイズ制限

メール機能を一時的に停止する メール機能停止

電子認証サービスを利用して、安全で信頼性のあるデータ通信
をする（FirstPass対応のサイトに限ります）

FirstPass P172

メールを選択して受信する メール選択受信 P186

いたずら電話などの「迷惑電話」の電話番号を登録して着信を
拒否する

迷惑電話ストップサービス P277

発信者番号が非通知の電話を着信しない 番号通知お願いサービス P277

必要な場合にFOMA端末のソフトウェアを更新する ソフトウェア更新 P354

障害を引き起こすデータからFOMA端末を守る スキャン機能 P358

そ
の
他
の
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カメラをご利用になる前に ･･･････････････････････････････････････････････････････ 144
静止画を撮影する ･････････････････････････････････････････････････ ＜静止画撮影＞ 147
動画を撮影する ･････････････････････････････････････････････････････ ＜動画撮影＞ 148
撮影時の設定を変える ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 150
カメラの設定を変える ･････････････････････････････････････････････ ＜カメラ設定＞ 151
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カメラをご利用になる前に

撮影するときのご注意
• カメラは非常に精密度の高い技術で作られていますが、常時明るく見えたり暗く見えたりする画素や線が
ある場合があります。また、特に光量が少ない場所での撮影では、白い線などのノイズが増えますが、故
障ではありませんのであらかじめご了承ください。

• 撮影する前に、柔らかい布などでレンズをきれいに拭いておいてください。レンズに指紋や油脂などがつ
くと、ピントが合わなくなったり不鮮明な画像になったりすることがあります。

• FOMA端末を暖かい場所や直射日光が当たる場所に長時間放置したりすると、撮影する画像や映像が劣化
することがあります。

• 蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの高速で点滅している照明下で撮影すると、画面がちらついたり縞模
様が現れたりするフリッカー現象が起きる場合があり、撮影のタイミングによっては静止画や動画の色合
いが異なることがあります。

• レンズ部分に直射日光を長時間当てたり、太陽や明かりの強いランプなどを直接撮影したりしないでくだ
さい。撮影した画像の色が変色したり、故障の原因となります。

• 撮影時は、レンズに指や髪、ストラップなどがかからないようにしてください。

• 速く動いている被写体を撮影すると、撮影した時に画面に表示されていた位置とは若干ずれた位置で撮影
されたり、画像がぶれる場合があります。

• 電池残量が少ないときは、撮影した静止画や動画を保存できない場合があります。電池残量を確認してから
撮影してください。

• 撮影した静止画や動画は、実際の被写体と明るさや色合いが異なる場合があります。

• インカメラを使って撮影／録画を行なうと、正像表示（保存）されます。鏡像表示（保存）する場合はカ
メラの設定を「左右反転：ON」に変更（P152）してください。

• シャッター音はマナーモード設定中でも一定の音量で鳴ります。また、FOMA 端末にminiUSB ステレオ
ヘッドセット M01（別売）を取り付けている場合でも、スピーカーからシャッター音が鳴ります。

• アウトカメラで撮影しているときはカメラランプが点滅します。点滅は消せません。

著作権・肖像権について
お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウンロードな
どにより取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、
私的使用目的の複製や引用など著作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、改
変、公衆送信などすることはできません。実演や興行、展示物などには、私的使用目的であって
も撮影または録音を制限している場合がありますのでご注意ください。また、お客様が本製品を
利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意なしにイ
ンターネット上のホームページに掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害
する恐れがありますのでお控えください。

■お願い
FOMA端末の故障･修理やその他の取り扱いによって、保存内容が消失してしまう場合があります。当社
としては責任を負いかねますので、万が一に備え、FOMA端末に保存した内容は、microSDメモリー
カードを利用して保管することをおすすめします。パソコンをお持ちの場合は、データリンクソフトと
FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用してパソコンに保管できます。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。
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静止画／動画の保存形式について

静止画の保存件数について
本FOMA端末またはmicroSDメモリーカードに保存できる件数は、解像度、画質の設定や撮影
状態、被写体により異なります。
■アウトカメラ

※1：本FOMA端末で表示できる件数は最大1500件までです。
※2：64MバイトのmicroSDメモリーカード（別売）を使用した場合

静止画ファイル 動画ファイル

ファイル形式 JPEG MP4（Mobile MP4）

解像度 アウトカメラ QQVGA（120×160）
待受（240×320）
VGA（480×640）
1.3M（1024×1280）

SQCIF（128×96）
QCIF（176×144）

インカメラ QCIF（176×144）
CIF（352×288）

符号化方式 － 映像：H263
音声：AMR-NB

拡張子 .jpg .3gp

ファイル名 撮影した年月日時分が自動的に付けられます。
例：2006年11月1日10時10分に撮影した場合
「01-11-06_1010」

最大ファイルサイズ 約500Kバイト（目安） 約3Mバイト

解像度 画　質
登録件数※1

M702iS（本体） microSDメモリーカード※2

QQVGA（120×160） 通常画質 約10000件 約13200件

高画質 約5200件 約6600件

最高画質 約3400件 約4000件

待受（240×320） 通常画質 約5200件 約6400件

高画質 約2600件 約3200件

最高画質 約1700件 約2000件

VGA（480×640） 通常画質 約1700件 約2000件

高画質 約870件 約1000件

最高画質 約580件 約680件

1.3M（1024×1280） 通常画質 約400件 約480件

高画質 約200件 約240件

最高画質 約130件 約160件

次のページへ続く
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■インカメラ

※1：本FOMA端末で表示できる件数は最大1500件までです。
※2：64MバイトのmicroSDメモリーカード（別売）を使用した場合

動画の録画時間について
本FOMA端末またはmicroSDメモリーカードに保存するときに録画できる時間の目安です。
動画の撮影時間は、動画容量、画質の設定や撮影状態、被写体により異なります。
■撮影一回当たりの最大録画時間（目安）

■最大合計録画時間（目安）

※1：解像度、動画容量の設定に関係しません。
※2：64MバイトのmicroSDメモリーカード（別売）を使用した場合

解像度 画　質
登録件数※1

M702iS（本体） microSDメモリーカード※2

QCIF（176×144） 通常画質 約10000件 約13200件

高画質 約5200件 約6600件

最高画質 約3400件 約4000件

CIF（352×288） 通常画質 約5200件 約6400件

高画質 約2600件 約3200件

最高画質 約1700件 約2000件

解像度 動画容量 動画画質 録画時間

SQCIF
（128×96）

ｉモードメール（小） 通常画質 約30秒

高画質 約20秒

最高画質 約15秒

ｉモードメール（大） 通常画質 約60秒

高画質 約40秒

最高画質 約30秒

最大 通常画質 約360秒

高画質 約240秒

最高画質 約180秒

QCIF
（176×144）

ｉモードメール（小） 通常画質 約30秒

高画質 約20秒

最高画質 約15秒

ｉモードメール（大） 通常画質 約60秒

高画質 約40秒

最高画質 約30秒

最大 通常画質 約360秒

高画質 約240秒

最高画質 約180秒

動画画質
合計録画時間※1

M702iS（本体） microSDメモリーカード※2

通常画質 約90分 約120分

高画質 約60分 約80分

最高画質 約45分 約60分
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撮影画面の見かた
カメラ／ビデオカメラ撮影画面に表示されるアイコ
ンの意味は次のとおりです。

aカメラモード→P147、P148
カメラ
ビデオカメラ

bセルフタイマー撮影→P151
セルフタイマーON

c撮影可能枚数
撮影可能枚数は、撮影の設定状況に応じて変わ
ります。

d解像度→P151（静止画）、P152（動画）
QQVGA（120×160）
待受（240×320）
VGA（480×640）
1.3M（1024×1280）
SQCIF（128×96）
QCIF（176×144）
CIF（352×288）

e保存先→P152
本体
microSD

fコントロールキー
操作可能なマルチファンクションキーを示し
ています。
• 画面に表示されていない場合はaなどを押
すと表示できます。

• 屋外など光が強いところでは見えづらい場
合があります。

g撮影経過時間／最大撮影時間
撮影経過時間／最大撮影時間を表示

h撮影経過バー
撮影経過をバーで表示

静止画撮影

静止画を撮影する
• 撮影した静止画はFOMA端末本体の「データBOX」
内「マイピクチャ」の「カメラ」フォルダに保存され
ます。保存先をmicroSDメモリーカードに変更する
場合は「保存先変更」（P152）で設定します。

a u

■撮影待機中のキー操作

b カメラを被写体に向けるyc／
J
静止画が撮影され、静止画撮影終了画面が表示さ
れます。
• C：撮影した静止画を削除して、静止画撮影画
面に戻ります。

• i［送信］：撮影した静止画をメール、赤外線、
Bluetoothで送信します。
→P180、P248、P267

c c／J
静止画撮影画面に戻ります。

ビデオカメラ撮影画面カメラ撮影画面

b

g

h

a dc e a dc e

f

f

キー 説　明

c／
J

シャッター

# インカメラ／アウトカメラへ切り替え
j ズーム、照明設定、明るさ設定を切り

替え
s ズーム、照明設定、明るさを調節

静止画撮影画面

次のページへ続く
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■FOMA端末を閉じて撮影する
撮影待機中にFOMA端末を閉じると、サブディスプ
レイに撮影画像が表示されます。サブディスプレイ
に表示される画像を確認しながら撮影します。
• 撮影した静止画は自動的に保存されます。
• 動画撮影では利用できません。
• セルフタイマー撮影は利用できません。

※：図のように、アウトカメラが上側になるように
FOMA端末を縦にして撮影してください。

■FOMA端末を閉じた場合のサイドキー操作

• 撮影した静止画を削除したい場合は、静止画撮影終
了画面でCを押してください。pを押して終
了させても静止画は削除されません。

• 撮影画面で何も操作を行わないと、約2分後にカメ
ラは終了します。撮影した静止画は自動的に保存さ
れます。

• 撮影時にはマナーモード設定中でもシャッター音
が鳴ります。

• 撮影中に電話がかかってきた場合は、撮影を中断し
て通話ができます。通話終了後は撮影画面に戻りま
す。ただし、1分以上通話した場合は、カメラは自
動的に終了し、撮影した静止画は保存されます。

• 撮影中にメールを受信した場合は、撮影を中断して
受信結果画面を表示します。メール機能終了後は撮
影画面に戻ります。ただし、約1分以上メールを表
示していた場合は、カメラは自動的に終了し、撮影
した静止画は自動的に保存されます。

• 静止画撮影時はフレームを設定できません。撮影し
た静止画にフレームを設定したい場合は、静止画編
集で設定してください。→P148、P224

静止画撮影画面の機能メニュー

a 静止画撮影画面（P147）yh［機能］y
次の操作を行う

ピクチャ一覧
「マイピクチャ」の「カメラ」に保存されている画像を確
認できます。

機能切替
ムービーモードに切り替えます。
y「ムービーモード」

インカメラに切替・アウトカメラに切替
インカメラ／アウトカメラに切り替えます。

セルフタイマー撮影
シャッターを押してから撮影されるまでの秒数を設定し
ます。→P151

カメラ設定
解像度や画質、シャッター音などを設定します。→「カメ
ラの設定」（P151）

保存先変更
撮影した画像の保存先を設定します。→P152

空き容量
microSDメモリーカード、FOMA端末本体の保存領域の
状態を表示します。

静止画撮影終了画面の機能メニュー

a 静止画撮影終了画面（P147）yh
［機能］y次の操作を行う

保存
撮影した静止画を保存します。

削除
撮影した静止画を削除します。

設定
撮影した静止画を待受画面や電話帳などに設定します。

編集
撮影した静止画を保存し、静止画編集画面を表示します。
→P224

動画撮影

動画を撮影する
• 撮影した動画はFOMA端末本体の「データBOX」内
「ｉモーション」の「カメラ」フォルダに保存されま
す。保存先をmicroSDメモリーカードに変更する場
合は「保存先変更」（P152）で設定します。

キー 説　明

N／
M

ズーム（望遠／広角）

J シャッター

アウトカメラ※

サブディスプレイ

待受画面：待受画面に設定します。
スクリーンセーバー

：スクリーンセーバーに設定します。
電話帳

代替画像

：電話帳に設定します。「着信履歴や発信履歴な
どから電話帳に登録する」の 操作2（P97）
へ進みます。

：テレビ電話の代替画像に設定します。

動
画
撮
影
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a J

■撮影待機中／撮影中のキー操作

b カメラを被写体に向けるyc／
J
撮影を開始します。
• h［一時停止］／［再開］：
撮影を一時停止／再開しま
す。

• i［中止］：撮影した動画を
保存せずに、撮影を中止しま
す。

c c／J
撮影が終了し、動画撮影終了画面が表示されま
す。
• C：撮影した動画を削除して、動画撮影画面に
戻ります。

• i［送信］：撮影した動画をメール、赤外線、
Bluetooth で 送信します。→P180、P248、
P267

d c／J
動画撮影画面に戻ります。

• 撮影した動画を削除したい場合は、動画撮影終了画
面でCを押してください。pを押して終了さ
せても動画は削除されません。

• 撮影画面で何も操作を行わないと、約2分後にビデ
オカメラは終了します。撮影した動画は自動的に保
存されます。

• 撮影中にFOMA端末を閉じると、撮影した内容を保
存してビデオカメラを終了します。

• 撮影開始時、終了時には、マナーモード設定中でも
シャッター音が鳴ります。

• 撮影中に電話がかかってきた場合は、シャッター音
が鳴り自動的に撮影が終了します。通話終了後、撮
影したところまでを自動的に再生し、撮影画面に戻
ります。ただし、1分以上通話した場合は、ビデオ
カメラは自動的に終了し、撮影した動画は保存され
ます。

• 撮影中にメールを受信した場合は、シャッター音が
鳴り自動的に撮影を終了して受信結果画面を表示
します。メール機能終了後は撮影画面に戻ります。
ただし、約1分以上メールを表示していた場合は、
ビデオカメラが自動的に終了し、撮影した動画は自
動的に保存されます。

• シャッター音が鳴り終わってから録音が開始され
ます。

動画撮影画面の機能メニュー

a 動画撮影画面（P149）yh［機能］y次
の操作を行う

動画一覧
「ｉモーション」の「カメラ」に保存されている動画を確
認できます。

機能切替
カメラモードに切り替えます。
y「カメラモード」

インカメラに切替・アウトカメラに切替
インカメラ／アウトカメラに切り替えます。

動画設定
画質や容量、解像度などを設定します。→「動画の設定」
（P152）

保存先変更
撮影した動画の保存先を設定します。→P152

空き容量
microSDメモリーカード、FOMA端末本体の保存領域の
状態を表示します。

動画撮影終了画面の機能メニュー

a 動画撮影終了画面（P149）yh［機能］
y次の操作を行う

保存
撮影した動画を保存します。

削除
撮影した動画を削除します。

プレビュー
撮影した動画を再生します。
• u：一時停止／再生します。
• s：押している間映像を早送り／巻戻しします。
• d：再生を停止します。
• c：動画を保存します。

キー 説　明

c／
J

撮影開始／停止

# インカメラ／アウトカメラへ切り替え
j ズーム、照明設定、明るさ設定を切り

替え
s ズーム、照明設定、明るさを調節

動画撮影画面

動画撮影中画面

動
画
撮
影

次のページへ続く
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設定
撮影した動画をスクリーンセーバーや電話帳などに設定
します。

編集
撮影した動画を保存し、動画編集画面を表示します。
→P230

撮影時の設定を変える
撮影状況に合わせてカメラを設定します。

ズームを使う

画像のズーム倍率を設定します。
■ズーム倍率について
静止画撮影時のズーム倍率は、アウトカメラで最
大8倍※、インカメラで最大2倍まで調節できま
す。動画撮影時では、アウトカメラ／インカメラ
ともに最大2倍まで調節できます。設定した倍率
によっては自動的に解像度（サイズ）を変更して
保存します。倍率ごとの解像度の変化については
次のとおりです。
※：解像度を保持した状態での最大倍率は8倍です。

アウトカメラ撮影時（静止画／動画）

インカメラ撮影時（静止画／動画）

a 静止画撮影画面（P147）／動画撮影画
面（P149）／動画撮影中画面（P149）
yjでズーム倍率を選択できる状態に
切り替えるysでズーム倍率を選択

照明設定をする

撮影場所の光源に合わせて画像を自然な色合いに調
整します。

a 静止画撮影画面（P147）／動画撮影画
面（P149）／動画撮影中画面（P149）
yjで照明設定を選択できる状態に切
り替えるysで次の操作を行う
自動 ：自動で調整します。
晴れ ：晴れた屋外での撮影

に適しています。
曇り ：曇った屋外での撮影

に適しています。
白熱灯：白熱灯の下での撮影

に適しています。
蛍光灯：蛍光灯の下での撮影

に適しています。
夜間 ：夜間の撮影に適して

います。

スクリーンセーバー
：スクリーンセーバーに設定します。

着信音
電話帳

：音声電話の着信音に設定します。
：電話帳に設定します。「着信履歴や発信履歴などか
ら電話帳に登録する」の操作2（P97）へ進みます。

お買い上げ時 静止画／動画：1×

解像度
ズーム倍率

1X 2X 4X 8X

QQVGA
（120×
160）

120×
160

120×
160

120×
160

120×
160

待受
（240×
320）

240×
320

240×
320

240×
320

120×
160

VGA
（480×
640）

480×
640

480×
640

240×
320

120×
160

1.3M
（1024×
1280）

1024×
1280

480×
640

240×
320

120×
160

QCIF
（176×
144）

176×
144

176×
144

－ －

SQCIF
（128×
96）

128×
96

128×
96

－ －

解像度
ズーム倍率

1X 2X

QCIF
（176×144）

176×144 176×144

CIF
（352×288）

352×288 176×144

SQCIF
（128×96）

128×96 128×96

お買い上げ時 静止画／動画：自動

ズーム設定
（例：静止画撮影画面）

ズーム倍率

照明設定
（例：静止画撮影画面）
照明の設定項目

撮
影
時
の
設
定
を
変
え
る
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明るさを調節する

画像の明るさ（露出）を調節します。明るさは－2～
0～＋2まで調節できます。

a 静止画撮影画面（P147）／動画撮影画
面（P149）／動画撮影中画面（P149）
yjで明るさが補正できる状態に切り
替えるysで明るさの補正値を選択

インカメラ／アウトカメラを切り
替える

撮影スタイルに合わせて、インカメラ／アウトカメ
ラを切り替えます。

a 静止画撮影画面（P147）／動画撮影画
面（P149）／動画撮影中画面（P149）
y#
#を押すごとに、インカメラ／アウトカメラに
切り替わります。

セルフタイマーを設定する
シャッターを押してから撮影されるまでの秒数を設
定します。
• 動画撮影では、セルフタイマーは設定できません。

a 静止画撮影画面（P147）yh［機能］y
「セルフタイマー撮影」

b「5秒」／「10秒」
画面上部に が表示されま
す。
• i［中止］：セ ル フ タ イ
マーを解除します。

c h［開始］
セルフタイマーが作動します。作動中は確認音が
鳴り、設定した秒数経過後に撮影します。
• h［撮影］：撮影を開始します。

• i［中止］：セルフタイマーを解除します。

• セルフタイマー作動中に電話がかかってきたり、
メールを受信したりした場合は、セルフタイマーは
一時中断されます。それぞれの操作終了後はセルフ
タイマー撮影画面に戻ります。

カメラ設定

カメラの設定を変える
解像度や画質、撮影時のシャッター音などを設定し
ます。

カメラの設定

a 静止画撮影画面（P147）yh［機能］y
「カメラ設定」y次の操作を行う

解像度
解像度を設定します。
y解像度を選択yh［選択］
• 解像度については、「静止画の保存件数について」
（P145）を参照してください。

画質
画質を設定します。

お買い上げ時 静止画／動画：0

お買い上げ時 静止画／動画：アウトカメラ

明るさ設定
（例：静止画撮影画面）

明るさの補正値

インカメラインカメラ アウトカメラ

お買い上げ時

解像度（アウトカメラ／インカメラ）：
待受（240×320）／CIF（352×
288）
画質：高画質　
ちらつき防止：50Hz地域
シャッター音：シャッター音 5
左右反転：OFF

通常画質

高画質
最高画質

：最も低い画質です。ファイルサイズは小さくな
ります。

：標準的な画質です。
：最も高い画質です。ファイルサイズは大きくな
ります。

セルフタイマー
撮影画面

設定した秒数

カ
メ
ラ
設
定

次のページへ続く
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ちらつき防止

シャッター音
シャッターを押したときに鳴る音を選択します。
yシャッター音を選択yh［選択］

左右反転
インカメラで撮影するときに画面に表示される画像を反
転表示します。
y「ON」／「OFF」

動画の設定

a 動画撮影画面（P149）yh［機能］y「動
画設定」y次の操作を行う

動画画質
画質を設定します。

動画容量
撮影した動画を保存するときのサイズを制限します。

解像度
解像度を設定します。
y解像度を選択yh［選択］
• 解像度については、「動画の録画時間について」（P146）
を参照してください。

録音機能
動画撮影時に音声を録音するかどうかを設定します。
y「OFF 」／「ON」

ちらつき防止

左右反転
インカメラで撮影するときに画面に表示される画像を反
転表示します。
y「ON」／「OFF」

シャッター音
シャッターを押したときに鳴る音を選択します。
yシャッター音を選択yh［選択］

• シャッター音の音量は固定されています。音量を調
節したり、音を消したりすることはできません。ま
た、ダウンロードしたメロディはシャッター音に設
定できません。

• 「ON」に設定した場合は、左右が反転した状態で保
存されます。

撮影した画像／動画の保存先を設
定する

撮影した画像の保存先をFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに設定します。

a 静止画撮影画面（P147）／動画撮影画
面（P149）yh［機能］y「保存先変更」

b「microSD」／「本体」
• h［詳細］：選択中の保存先の保存領域の状態を
表示します。

50Hz地域

60Hz地域

：電源周波数が50Hzの地域で、蛍光灯などの
下で撮影するときのちらつきを防止します。

：電源周波数が60Hzの地域で、蛍光灯などの
下で撮影するときのちらつきを防止します。

お買い上げ時

動画画質：高画質
動画容量：ｉモードメール（小）
解像度（アウトカメラ／インカメラ）：
QCIF（176×144）
録音機能：ON
ちらつき防止：50Hz地域
左右反転：OFF
シャッター音：シャッター音 5

通常画質

高画質
最高画質

：最も低い画質です。ファイルサイズは小さく、
撮影時間は最も長くなります。

：標準的な画質です。
：最も高い画質です。ファイルサイズは大きく、
撮影時間は最も短くなります。

ｉモードメール（小）
：約290Kバイトまで保存できます。ｉモーション
メールとして送信するのに適しています。

ｉモードメール（大）
：約490Kバイトまで保存できます。大容量のｉモー
ションメールとして送信するのに適しています。

最大：ファイルサイズを制限しません。最大約6分まで撮
影できます。

50Hz地域

60Hz地域

：電源周波数が50Hzの地域で、蛍光灯などの
下で撮影するときのちらつきを防止します。

：電源周波数が60Hzの地域で、蛍光灯などの
下で撮影するときのちらつきを防止します。

シャッター音

左右反転

お買い上げ時 静止画／動画：本体

カ
メ
ラ
設
定
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ｉモード／ｉモーション

ｉモードとは･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 154
ｉモードメニューを表示する･････････････････････････････････＜ｉモードメニュー＞ 158

サイトを表示する
サイトを表示する ･･････････････････････････････････････････････････････････ 158
サイトの見かたと操作･･････････････････････････････････････････････････････ 160
最後に表示したページに再接続する･･･････････････････････････ ＜ラストURL＞ 161
インターネットホームページを表示する･････････････････････ ＜Internet接続＞ 161
マイメニューに登録する ････････････････････････････････････ ＜マイメニュー＞ 161
ｉモードパスワードを変更する････････････････････＜ｉモードパスワード変更＞ 162
ホームページやサイトを登録して素早く表示する･･････････････ ＜ブックマーク＞ 162
サイトの内容を保存する ････････････････････････････････････････ ＜画面メモ＞ 164

サイトから画像やメロディなどをダウンロードする
サイトやメッセージから画像を取得する･･････････････････････････ ＜画像保存＞ 166
サイトからメロディをダウンロードする････････････････････････＜ｉメロディ＞ 166
サイトからテンプレートをダウンロードする･･････ ＜テンプレートダウンロード＞ 167
サイトから辞書をダウンロードする･･････････････････････ ＜辞書ダウンロード＞ 167
サイトからキャラ電をダウンロードする･･････････････ ＜キャラ電ダウンロード＞ 167

ｉモードの便利な機能
Phone To／Mail To／ Web To／ｉアプリTo機能を使う
･･････････････････････ ＜Phone To／Mail To／Web To／ｉアプリTo機能＞ 167

ｉモードの設定を行う
ｉモードの設定を行う･･････････････････････････････････････＜ｉモード設定＞ 168

メッセージサービスを利用する
メッセージを受信したときは･･････････････････････････････ ＜メッセージ受信＞ 170
メッセージBOXのメッセージを表示する････････＜メッセージR／メッセージF＞ 170

証明書を利用する
SSL証明書を操作する ･･･････････････････････････････････････ ＜証明書設定＞ 172
FirstPassの設定を行う････････････････････････････････ ＜ユーザ証明書操作＞ 172
証明書発行接続先を変更する････････････････････ ＜証明書センター接続先設定＞ 173

ｉモーションを利用する
ｉモーションとは･･････････････････････････････････････････････････････････ 173
サイトからｉモーションを取得する･･････････････････＜ｉモーション取り込み＞ 174
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ｉモードとは
ｉモードでは、ｉモード対応FOMA端末（以下、
ｉモード端末）のディスプレイを利用して、サイト
（番組）接続、インターネット接続、ｉモードメール
などのオンラインサービスをご利用いただけます。
■サイト（番組）接続
ｉモードメニューから「メニュー／検索」を選択
して、天気、ニュースなどIP（情報サービス提供
者）が提供する各種オンラインサービスをご利用
いただけます。さらにゲームや待受画像をダウン
ロードして楽しめます。

■インターネット接続
ｉモード端末にホームページアドレス（URL）を
直接入力することで、ｉモード対応のさまざまな
ホームページを見ることができます。

■ｉモードメール
ｉモード端末どうしをはじめ、インターネットの
メールアドレスを持っている人となら誰とでも
e-mailのやりとりが最大全角5,000文字までで
きます。さらにデコメールや静止画像、動画を送
受信して楽しいメールのやりとりができます。

サービスのしくみ

• ｉモードはお申し込みが必要な有料サービスです。
お申し込みに関するお問い合わせは、取扱説明書裏
面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせくだ
さい。

• 新規で FOMAサービスのご契約をいただいた場合
は、当日よりすべてのサービスがご利用になれま
す。

• mova サービス（ⅰモードをご契約）から FOMA
サービスへ契約を変更された場合、movaサービス
でご利用いただいていた「マイメニュー」の内容は
引継がれます。サイトによって、FOMAに「マイメ
ニュー」が引継がれないサイトもございますので、
その場合は、再登録をお願いします。なお、「マイ
メニュー」引継対応サイトについては、ｉMenu内
「お知らせ」でご確認できます。

• ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じ
て課金されるサービスです。本書では、料金に関す
る情報は記載しておりません。ご利用料金などにつ
きましては、ｉモードご契約時にお渡しいたします
『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』を
ご覧ください。

• ｉモードのサービス内容は変更することがあります
ので、詳しくは最新の『ご利用ガイドブック（ｉモー
ド＜FOMA＞編）』をご覧ください。

サイト（番組）接続
簡単なキー操作でサイトに接続して、IP（情報サー
ビス提供者）が提供する各種オンラインサービスを
ご利用いただけます。たとえば銀行の残高照会や振
込、チケット予約、ニュース、辞書検索、着信メロ
ディのダウンロードなど、様々なオンラインサービ
スがあります。

サイトを表示するには

ｉモードセンターに接続すると、最初にｉMenuが
表示されます。ここから、各サイト（番組）や「週
刊ｉガイド」などにアクセスします｡
• サイトの表示方法→P158

IP（情報サービス提供者）

ｉモードセンター

ｉモード端末 ｉモード端末

パソコンなど

IP とｉモード端末を
つなぎます。またメー
ルやメッセージをお預
かりします。

サイト ( 番組 ) を提供
します。

FOMAサービスエリア

ｉモードのサービスエリアは、
FOMA サービスエリア（通話の
できるエリア）と同じです。

インターネット

aマイ
メニュー

よく利用するサイトを登録しておく
と、次回から簡単にサイトに接続で
きます。→P161
ｉMenu 内の有料サイトなどは自動
的に登録されます。登録可能な件数
は45件です。

ｉMenu

差替予定

ｉ
モ
　
ド
と
は
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• 画面はイメージです。設定によっては表示が異なる場
合があります。

• サイトによっては、ご利用になるために情報料が必
要なもの（ｉモード有料サイト）があります。

• IP（情報サービス提供者）が提供するサービスに
は、ご利用の際に別途お申し込みが必要なものがあ
ります。

• が点滅していても、ｉモードセンターとの通信中
以外は、パケット通信料はかかりません。

• デュアルネットワークサービスご契約の場合、
ｉMenu画面などが一部異なります。

こんなこともできます

■ｉチャネル
ニュースや天気などのグラフィカルな情報を、ド
コモまたはIP（情報サービス提供者）がｉモード
端末に配信するサービスです。定期的に情報を受
信し、最新の情報が待受画面にテロップとして流
れたり、hを押すことで見られるチャネル一覧
に表示されます。さらにチャネル一覧でお好きな
チャネルを選択することにより、リッチな詳細情
報を取得できます。
• 対応機種…ｉチャネル対応機種でご利用いただけま
す。詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード
＜FOMA＞編）』をご覧ください。

■ｉモーション
ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末
で取得し、再生したり、スクリーンセーバーとし
て楽しむことができます｡
• ｉモーションを取得する→P174
• ｉモーションを再生する→P227
• ｉモーションを自動再生設定する→P174

■着モーション／着うた®

ｉモードのサイトからｉモーションをｉモード
端末に取得し、着信音や着信中画面に設定できま
す。メロディだけではなく、お好きな歌手の歌声
なども着信音としてご利用いただけます。ただ
し、一部の対応していないｉモーションは着モー
ションに設定できません。
• 着モーションを設定する→P113
• 「着うた」は株式会社ソニー・ミュージックエンタ
テインメントの登録商標です。

■ｉアプリ
ｉアプリをサイトからダウンロードすることに
より、ｉモード端末をより便利に活用いただけま
す。たとえばｉモード端末にいろいろなゲームを
ダウンロードして楽しんだり、株価情報のｉアプ
リをダウンロードして、株価を定期的に自動
チェックしたりできます。さらに、地図のｉアプ
リでは必要なデータだけをダウンロードするた
め、スムーズなスクロールができます｡
• ｉアプリをダウンロードする→P207
• ｉアプリを起動する→P208
• ｉアプリを自動起動する→P212

bメニュー／
検索

「メニュー／検索」内の検索BOXに
キーワードを入力することで、目的
のサイトを検索することができま
す。さらに、さまざまな検索サイト
と連携し、一般サイト検索を行うこ
とができます。

c週刊
ｉガイド

新着サイトやおすすめサイトなど最
新のサイト情報を毎週月曜日から金
曜日までの毎日更新して掲載しま
す。また、ミュージックとゲームの
特集コーナーも用意されています。

dとくする
メニュー

楽しいキャンペーン情報、プレゼン
トやお得な割引クーポン情報などが
掲載されています。毎週情報が更新
されます（提供：D2コミュニケー
ションズ）。

e楽オク
-オークション-

簡単に入札したり、出品ができる
オークションサイトです。
また、オークションに出品している
商品から、おすすめ商品などの情報
も提供しています（提供：楽天オー
クション）。

fｉエリア
-周辺情報-

今いる場所やその周辺に関する天
気、地図、タウン情報などを簡単に
ご利用になれます。

gマイ
ボックス

サービスを提供するお店やサイトに
あらかじめ登録することにより簡単
にアクセスできる会員向けのサービ
スです。

h料金＆お申
込・設定

料金の確認やお支払い、また、ご契
約内容の変更・各種サービスのお申
し込みができるほか、ｉモードメー
ルの設定やｉモードパスワードの変
更などを行います。

■ お知らせ ドコモからのお知らせやｉモードの
利用方法、ご利用規則を掲載してい
ます。

■ TOPICS 最新のトピックスを紹介していま
す。

English ｉMenu ｉMenuを英語表記に変更できます。

IP（情報サービス提供者）

ｉモード端末 ｉモードセンター

ｉモーション

ニュースなどの
映像や音楽など

次のページへ続く
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■ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面では、ｉアプリを待受画面とし
て利用でき、そのままメールを受信したり、電話
をかけることもできます。ニュースや天気の最新
情報を待受画面に表示したり、お好みのキャラク
タがメール受信やアラームを知らせてくれたり、
より便利な待受画面にすることもできます。
• ｉアプリ待受画面を設定する→P212

■ｉアプリDX
ｉアプリDXは、ｉモード端末の情報（メールや
発着信履歴、電話帳データなど）と連動すること
により、お好みのキャラクタ画面でメールを作成
したり、着信時にキャラクタのコメントで誰から
の着信かを知らせたり、メールと連動して株価な
どの欲しい情報やゲームの進行がリアルタイム
に更新されるなど、ｉ アプリをより便利に楽しく
利用できます。
• ｉアプリDX→P206

■キャラ電
テレビ電話利用時に、相手のテレビ電話端末に、
自分の映像を映す代わりにキャラクタを表示さ
せ、キー操作でキャラクタを動作させたりできま
す。
• キャラ電をダウンロードする→P167
• キャラ電の確認→P233
• キャラ電を設定する→P85
• キャラクタの操作方法→P233

■赤外線通信機能
赤外線通信機能が搭載された携帯電話、パソコン
などと、電話帳やメール、ブックマークなどを送
受信できます。※

※：相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載さ
れていても通信できないデータがあります。

• 赤外線通信モードにする→P246
■SSL通信
SSLとは認証技術と暗号技術を使用して、プライ
バシーを守ってより安全にデータ通信を行う方
式のことです。SSLページではデータを暗号化し
て送受信することにより、通信途中での盗聴やな
りすまし、書き換えを防止し、クレジットカード
番号や住所などお客様の個人情報をより安全に
やりとりできるようにしています。

SSL通信には、ｉモード端末からの特別な操作な
しに、端末内のSSL証明書を利用し、SSLに対応
したサイト（SSLページ）を表示するものと、
FirstPassセンターからダウンロードしたユー
ザ証明書を利用し、SSLに対応したサイト（SSL
ページ）を表示するものと2つあります。なお、
サイトによって使用する証明書は異なります。
• ｉモード端末に保存されているSSL証明書を利用
する→P172

• FirstPassのユーザ証明書を利用する→P172

■FOMAカード動作制限機能
お客様情報（電話番号、電話帳（一部）など）を
格納しているFOMAカードを、ｉモード端末に挿
入することによって、サイトからダウンロードし
たり、メールで取得したメロディ、静止画、動画
などのファイルの動作を制限します。また、別の
FOMAカードを差し替えたり、または未挿入の状
態で電源を入れたりした場合、取得したファイル
の再生、表示を不可にする機能です。
• カメラ機能によりお客様が撮影した静止画や動
画、外部メモリからｉモード端末内に保存した
ファイルは、本機能の対象外となります。

• 着信音や待受画面設定などをｉモード端末に設定
していた場合、本機能により設定がお買い上げ時
の状態になります。

■ｉメロディ
サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端
末にダウンロードし、着信音として利用できま
す。→P166

■ｉアニメ
サイトからお好みのアニメーション画像を
ｉモード端末にダウンロードし、待受画面や着信
中画面に表示できます。→P166

IP（情報サービス提供者）

テレビ電話端末

キャラ電画像

テレビ電話
キー操作→

カメラ画像

キャラ電コンテンツ
ダウンロード

テレビ電話端末

IP（情報サービス提供者）

ｉモードセンター

ｉモード端末

なりすまし 書き換え

暗号化 解読

暗号化解読

盗聴

なりすましとは、第
三者がサイトになり
すまして、不正にお
客様の情報を入手し
たりすることです。
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■ Flash®

Flashとは、絵や音を利用したアニメーション技
術です。多彩なアニメーションや表現力豊かなサ
イトを利用できます。また、Flash画像を利用し
た画像をｉモード端末にダウンロードし、スク
リーンセーバーに設定できます。Flash画像に
よっては、お客様のｉモード端末の端末情報デー
タを参照できるものがあります。利用する登録
データには次のものがあります。
- 電池残量　- 受信レベル　- 時刻情報　
- 動画／ｉモーション、メロディ音量　
- バイリンガル設定　- 機種情報

■メッセージサービス
メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）
が自動的にお客様のｉモード端末に届くサービ
スです。メッセージサービスにはメッセージR（リ
クエスト）とメッセージF（フリー）があります｡

• メッセージサービスの受信方法→P170
• メッセージF（フリー）の設定について、2004年
10月1日以降にFOMAの新規ご契約と同時にｉ
モードをお申し込みの場合は、メッセージF設定の
初期設定が「受信する」になっています。お客様
が受信を希望されない場合は、メッセージF設定を
お客様自身で「受信しない」に設定を変更してい
ただく必要がありますので、ご了承ください。
- 上記の場合以外のお客様がメッセージ F をご利
用になるには、あらかじめ料金＆お申込・設定か
らの受信設定が必要です。初期設定では、「受信
しない」に設定されています。

• お客様のｉモード端末の電源が入っていない、圏
外などで受信できないときは、メッセージR/Fはｉ
モードセンターに保管されます。

• ｉモードセンターでのメッセージR/Fの保管件数、
保管期間は次のとおりです。最大保管件数、最大
保管期間を超えた場合は、最も古いメッセージか
ら順に削除されます。

• ｉモードセンターに保管されたメッセージR/Fは、
「ｉモード問合せ」により受信できます。→P170

■トクだねニュース便
メッセージR（リクエスト）機能を利用し、ニュー
スや天気などの情報をｉモード端末にドコモが
配信するサービスです。トクだねニュース便はお
申し込みが必要な有料サービスです。お申し込み
完了後、自動的にマイメニュー登録され、マイメ
ニューからアクセスしても同じ情報を見ること
ができます。
• メッセージRの画面の見かた→P170

■ｉモードパスワード
マイメニューの登録・削除、ｉモードメールの設
定などを行うときにはｉモードパスワードが必
要です。ご契約時は「0000」に設定されていま

すので、お客様独自の4桁の数字に変更してくだ
さい。
ｉモードパスワードは他人に知られないように
十分にご注意ください。
• ｉモードパスワードの変更→P162

インターネット接続

インターネットホームページのアドレス（URL）を
入力することにより、インターネットに接続し、
ｉモード対応のインターネットホームページを表示
できます。
• 表示方法→P161
• ｉ モード対応のインターネットホームページ以外は
正しく表示されない場合があります。ｉモード対応の
ホームページとは、ｉモード対応のタグなどで作成さ
れたホームページのことです。

• パソコン上での表示とは異なる場合があります。
• URLが半角で256文字を超えるインターネットホー
ムページは、表示できない場合があります。

■ｉモードのご使用にあたって
• サイト（番組）やインターネット上のホームペー
ジ（インターネットホームページ）の内容は、一
般に著作権法で保護されています。これらサイト
（番組）やインターネットホームページから
ｉモード端末に取り込んだ文章や画像などの
データを、個人として楽しむ以外に、著作権者の
許可なく一部あるいは全部をそのまま、または改
変して販売、再配布することはできません。

• ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッ
セージR/F、画面メモ､ｉアプリ､ｉモーション）
やブックマークなどの登録内容は、ｉモード端末
の故障、修理やその他の取り扱いによって消失す
る場合がありますので、登録内容や重要なデータ
は控えを取っておくことをおすすめします。万が
一、保存されている内容や登録した内容が消失し
た場合、当社としては責任を負いかねますので、
あらかじめご了承ください。

• ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモー
ド、ｉアプリ、ｉモーションでダウンロードした
情報は、一部を除き著作権法により新しい携帯電
話への移行を行っておりません。また、別の
FOMAカードに差し替えたり、FOMAカードを
未挿入のまま電源を入れたりした場合、機種に
よってサイトからダウンロードした静止画、ｉ
モーション、メロディやメールで送受信した添付
ファイル（静止画、動画、メロディ）、画面メモ
およびメッセージR/Fなどは表示、再生できませ
ん。

• FOMAカード動作制限機能が設定されているデー
タを待受画面や着信音などに設定していると、別
のFOMA カードに差し替えたり、FOMAカード
を未挿入のまま電源を入れると、設定内容はお買
い上げ時の状態になります。データをダウンロー
ドしたときに使用したFOMAカードを差し込む
と、設定は元の状態に戻ります。

メッセージR
（リクエスト）

メッセージサービスを提供するサ
イトでお申し込みいただくと、欲
しい情報が自動的に届けられる
メッセージです。

メッセージF
（フリー）

パケット通信料が無料で届けられ
るメッセージです｡

メッセージ名 最大保管件数 最大保管期間

メッセージR 300件 72時間

メッセージF 300件 72時間
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ｉモードメニュー

ｉモードメニューを表示する
ｉモードメニューからｉモードの各機能を利用でき
ます。

a i

b 次の操作を行う

ｉMenu
ｉモードセンターに接続します。→P158

Bookmark
ブックマークフォルダ一覧画面を表示します。→P162

Internet
URLを直接入力してインターネットに接続します。
→P161

画面メモ
画面メモフォルダ一覧画面を表示します。→P164

ラストURL
最後に表示したｉモードのサイトやインターネットホー
ムページを表示します。→P161

メッセージR
受信したメッセージRの一覧を表示します。→P170

メッセージF
受信したメッセージＦの一覧を表示します。→P170

ｉモード問合せ
ｉモードセンターにｉモードメールやメッセージR/Fが
保管されているかどうかを問い合わせます。→P170

ｉモード設定
ｉモードに関するFOMA端末の機能を設定します。
→P168

タスクメニュー
電話帳、スケジュールなど他の機能を呼び出します。
→P252

サイトを表示する
IP（情報サービス提供者）が提供する各種サービス
を利用します。
• IP（情報サービス提供者）により、サービス内容が異
なります。また、別途お申し込みが必要な場合があり
ます。

a ｉモードメニュー画面（P158）y
「ｉMenu」y「メニュー／検索」
ｉモード通信中は画面上部に が表示されます。

• ページ取得中に中止するときは h［中止］を押し
ます。

b 項目（リンク先）を選択yc
• i［戻る］：前の画面に戻ります。

• p：ｉモードを終了します。h［はい］を押し
ます。

• リンク先を示す項目の前に番号が表示されている
場合は、その番号と同じダイヤルキーを押して直接
リンク先に接続できます。ただし、サイトによって
は接続できない場合があります。

• 接続先のサイトによっては、ご利用になるために
「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号」の
送信が必要な場合があります。
送信される「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号」は、IP（情報サービス提供者）がお客様を
認識し、お客様にカスタマイズした情報を提供した
り、IP（情報サービス提供者）の提供するコンテン
ツがお客様の携帯電話で使用できるかどうかを判
定するために用いられます。送信される「携帯電話／
FOMAカード（UIM）の製造番号」は、インター
ネットを経由してIP（情報サービス提供者）に送信
されるため、場合によっては第三者に知得されるこ
とがあります。なお、この操作によりお客様の住所
や年齢、性別がIP（情報サービス提供者）などに通
知されることはありません。

サイト表示画面の機能メニュー

a サイト表示中yh［機能］y次の操作を
行う

ｉMenu
ｉMenuを表示します。

Bookmark登録
表示中のサイトのURLをBookmarkに登録します。「ブッ
クマークに登録する」の操作2（P162）へ進みます。

Bookmark一覧
Bookmarkフォルダ一覧画面を表示します。→P162

画面メモ
表示中のサイトを画面メモに保存します。「画面メモを保
存する」の操作2（P164）へ進みます。

ｉモードメニュー
画面

c
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画像保存
表示中のサイトに含まれている画像を保存します。「サイ
トやメッセージから画像を取得する」の操作2（P166）
へ進みます。

Internet
URLを入力、またはURL履歴を選択してインターネット
ホームページを表示します。→P161

URL表示／コピー
表示中のサイトのURLを表示します。
• h［OK］：元の画面に戻ります。
• i［コピー］：URLをコピーします。コピーできるのは
半角で最大256文字です。

メール作成
表示中のサイトのURLを本文に貼り付けてｉモードメー
ルを作成します。「ｉモードメールを作成して送信する」
の操作2（P180）へ進みます。

SMS作成
表示中のサイトのURLを本文に貼り付けてSMS（ショー
トメッセージ）を作成します。「SMS（ショートメッセー
ジ）を作成して送信する」の操作2（P201）へ進みます。

電話帳登録
表示中のサイトに反転表示されている電話番号やメール
アドレスを電話帳に登録します。「着信履歴や発信履歴な
どから電話帳に登録する」の 操作2（P97）へ進みます。

画像表示設定
表示中のサイトに含まれている画像を表示するかどうか
を設定します。
y「表示する」／「表示しない」

再読み込み
表示中のサイトが更新されていれば、サイトの内容を最新
の情報に更新します。

証明書表示
表示中のサイトがSSL対応の場合、SSL証明書の内容を
表示します。

リトライ
表示中のサイトに含まれているFlash画像やアニメー
ションを最初から再生します。

効果音設定
Flash画像の効果音を再生するかどうかを設定します。
→P168

文字コード変換
文字が正しく表示されていないときに、文字コードを変え
て表示し直します。

タスクメニュー
電話帳、スケジュールなど他の機能を呼び出します。
→P252

• 「表示する」に設定しても、正しく表示されない場
合があります。その場合は が表示されます。

• 正しく表示されない場合は、操作を繰り返してくだ
さい。ただし、4回操作を行うと元の文字コードで
表示されます。

• 変換操作を繰り返しても正しく表示されない場合
があります。

• 変換した文字コードは、表示中のサイトに対しての
み有効です。

■SSLページを取得するときは
SSLに対応したサイトを取得
すると右の画面が表示されま
す。取得が完了するとSSL
ページが表示され、画面上部
に が表示されます。

■通常のサイトに戻るには
SSLに対応していないサイト
に戻る場合、右の画面が表示
されます。h［はい］を押す
と通常のサイトが表示され、

が消えます。

• SSL証明書が期限切れになっている場合、サポート
していない場合など、接続先の安全性を確認できな
いことを知らせるメッセージが表示される場合が
あります。接続するときはh［はい］を押してく
ださい。ただし、お客様の個人情報（クレジットカー
ド番号、連絡先など）を安全に送信できない可能性
がありますのでご注意ください。

画像表示設定

文字コード変換

サ
イ
ト
を
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サイトの見かたと操作
サイト表示中の基本的な操作方法について説明しま
す。

前のページに戻る／進む
FOMA端末は、直前に表示していたサイトの画面
データをキャッシュに記憶しています。
キャッシュとは、表示した画面データを一時的に記
憶する端末内の場所です。sを押して通信を行わず
にキャッシュに記憶された画面を表示できます。た
だし、キャッシュサイズをオーバーしていたり、サ
イトによって必ず最新情報を読み込むように設定さ
れたページを表示するときは通信を行います。
• サイトなどで入力した文字や設定は、キャッシュに記
憶されません。

• ｉモードを終了すると、キャッシュは削除されます。

（ブルー）：1つ前の画面を記憶しています。
lを押すと1つ前の画面に戻りま
す。

（ブルー）：次の画面を記憶しています。
rを押すと次の画面に進みます。

例：画面「A」→「B」→「C」→「B」→「D」
の順番でページを表示させた場合
下図のように「A」→「B」→「C」の順にサイト
を表示し、「B」に戻った後で「D」を表示すると
「B」→「C」の履歴は削除され、「B」→「D」の
履歴が記憶されます。

• Flash画像が表示されている場合は、表示動作が通
常のサイト表示とは異なる場合があります。

リンク先や項目先を選択する
ｉモード接続中に、サイトによっては次の操作が必
要となる場合があります。詳しくは『ご利用ガイド
ブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

• FOMA 端末の電話帳に登録されている電話番号を
入力する場合は、h［機能］y「引用」y「電話
帳」から選択できます。ただし、電話帳に登録され
ているメールアドレスは引用できません。

Flash画像の表示について
FOMA端末では、絵や音を利用したアニメーション
技術を用いたFlash画像の表示に対応しており、多
彩なアニメーションや表現力豊かなサイトを利用で
きます。また、Flash画像をダウンロードし、スク
リーンセーバーに設定することもできます。

• Flash画像が表示されていても、正しく動作しない
場合があります。

• Flash画像によっては、お客様のFOMA端末の端末
情報データを利用するものがあります。端末情報
データを利用するには、「登録データ利用設定」を
「利用する」に設定してください。

• Flash画像によっては効果音が鳴るものがあります。
効果音を鳴らさない場合は「効果音設定」を「再生
しない」に設定してください。

…ページの表示の順番
…画面「D」から前のページを表示させた
　ときの順番

名　称 表示例 内　容

ラジオボタン
（非選択状態）

選択肢の中から1
つだけ選択できま
す。

（選択状態）

チェック
ボックス （非選択状態）

選択肢の中から複
数の項目を選択で
きます。

（選択状態）

テキスト
ボックス

文字を入力しま
す。テキストボッ
クスを選択して
cを押すと文字
入力画面が表示さ
れます。

プルダウン
メニュー

選択肢の一覧から
項目を選択しま
す。プルダウンメ
ニューを選択して
cを押すと選択
肢一覧が表示され
ます。

テキストボックス

サ
イ
ト
の
見
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作
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• バイブレータが設定されている Flash 画像を再生
した場合、FOMA端末の「音／バイブ設定」の設定
に関わらず振動します。

• 「画像表示設定」を「表示しない」に設定すると、
Flash画像は表示されません。

• Flash画像によっては画像を保存したり、画面メモ
に保存しても、画像の一部が表示されないなど、サ
イトでの見えかたと異なる場合があります。

ラストURL

最後に表示したページに再
接続する
ｉモードを終了すると、最後に表示していたページ
のURLが「ラストURL」に記憶されます。ラスト
URLを使って最後に表示したページに再接続しま
す。

a ｉモードメニュー画面（P158）y「ラス
トURL」
• h［機能］：URLをコピー／削除します。削除す
る場合はh［はい］を押します。

b c

Internet接続

インターネットホームペー
ジを表示する
URLを入力して、インターネットホームページを表
示します。URLは半角の英数字や記号で入力しま
す。

a ｉモードメニュー画面（P158）y
「Internet」
Internet画面が表示されます。

b「［新規入力］」yURLを入力yc
• 半角で512文字まで入力できます。

• ｉモード対応のインターネットホームページ以外は、
正しく表示されない場合があります。

• 履歴に記録されているURLと同じURLを入力して
接続した場合は、上書き保存され、最新のURL履
歴として一番上に表示されます。

URL履歴を使って表示する
入力したURLは、URL履歴として10件まで記録さ
れます。URL履歴を利用してインタネットホーム
ページを表示します。

a ｉモードメニュー画面（P158）y
「Internet」
Internet画面が表示されます。

b 表示したいURLを選択ycyc

• 履歴が10件を超えた場合、古いものから順に自動
的に上書きされます。

• 利用した履歴は、最新のURL履歴として一番上に
表示されます。

Internet画面の機能メニュー

a Internet画面（P161）yURL履歴を選
択yh［機能］y次の操作を行う

URL表示／コピー
選択中の履歴のURLを表示します。
• h［接続］：表示されているURLのサイトに接続します。
• i［コピー］：URLをコピーします。コピーできるのは
半角で最大256文字です。

Bookmark登録
選択中の履歴のURLをBookmarkに登録します。「ブック
マークに登録する」の操作2（P162）へ進みます。

電話帳登録
選択中の履歴のURLを電話帳に登録します。「着信履歴や
発信履歴などから電話帳に登録する」の 操作2（P97）へ
進みます。

削除

マイメニュー

マイメニューに登録する
よく利用するサイトをマイメニューに登録すること
で、次回からそのサイトに簡単に接続できます。
• マイメニューは45件まで登録できます。
• マイメニューに登録できないサイトもあります。

a 登録したいサイトを表示y「マイメ
ニュー登録」

1件削除

選択削除

全件削除

：選択中の履歴を1件削除します。
yh［はい］

：複数の履歴を選択して削除します。
y削除するURLにチェックを付けるyi［実
行］yh［はい］

：登録されている履歴をすべて削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

次のページへ続く
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b ｉモードパスワードのテキストボックス
を選択ycyｉモードパスワードを入
力y「決定」
• 入力したｉモードパスワードは「:」で表示され
ます。

• ｉモードパスワード→P157

• 「メニュー／検索」内の有料サイトに申し込まれる
と、自動的にマイメニューに登録されます。

マイメニューからサイトを表示する

a ｉモードメニュー画面（P158）y
「ｉMenu」y「マイメニュー」y接続した
いサイトを選択yc

ｉモードパスワード変更

ｉモードパスワードを変更する
マイメニューの登録／解除、メッセージサービスや
ｉモード有料サイトの申し込み／解約、メール設定
をするときは、「ｉモードパスワード」（4桁）が必
要になります。ご契約時は「0000」に設定されて
いますが、安全のためお客様独自のｉモードパス
ワードに変更してください。なお、ｉモードパスワー
ドは他人に知られないように十分ご注意ください。

a ｉモードメニュー画面（P158）y
「ｉMenu」y「料金＆お申込・設定」y
「オプション設定」y「ｉモードパスワー
ド変更」

b「現在のパスワード」のテキストボックス
を選択ycyｉモードパスワード（4桁）
を入力

c「新パスワード」のテキストボックスを選
択ycy新しいｉモードパスワード（4
桁）を入力

d「新パスワード確認」のテキストボックス
を選択ycy新しいｉモードパスワー
ド（4桁）を入力

e「決定」

• ｉモードパスワードをお忘れの場合は、ご契約者本
人であることを確認できるもの（運転免許証など）
をドコモショップ窓口で確認させていただいた上
で、ｉモードパスワードを「0000」にリセットさ
せていただきます。

ブックマーク

ホームページやサイトを登
録して素早く表示する
よく見るサイトやインターネットホームページを
ブックマークに登録しておくと、見たいページをす
ぐに表示できます。

ブックマークに登録する
• ブックマークはフォルダ全体で最大 200 件登録でき
ます。

a サイト表示中yh［機能］y「Bookmark
登録」
• 既に登録済みの URL を登録しようとした場合は、
上書きするかどうかを確認する画面が表示されま
す。h［はい］を選択します。

b 登録したいフォルダを選択yh［選択］
yブックマークの名前を入力

• ブックマークに登録できるURLの文字数は、半角
で256文字までです。

• ブックマークのタイトルは全角12文字まで、半角
24文字まで登録できます。

• ブックマークが最大保存件数まで保存されている場
合は、上書き保存するかどうかを確認する画面が表示
されます。上書き保存する場合はh［はい］yフォ
ルダを選択yh［選択］y上書きするブックマーク
を選択ycyh［はい］yブックマークの名前を入
力します。

ブックマークからホームページや
サイトを表示する

a ｉモードメニュー画面（P158）y
「Bookmark」

Bookmark
フォルダ一覧画面
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b フォルダを選択yc

c 表示したいブックマークを選択yc

Bookmark フォルダ一覧画面の機能メ
ニュー

a Bookmarkフォルダ一覧画面（P162）
yh［機能］y次の操作を行う

フォルダ作成
新規フォルダを作成します。新規に作成できるフォルダは
7個までです。
yフォルダ名を入力

フォルダ名編集
選択中のフォルダの名前を編集します。
yフォルダ名を編集

フォルダ並べ替え
フォルダを並べ替えます。
y並べ替えたいフォルダを選択yh［選択］yjで移動
先を選択yh［確定］
• 続けて他のフォルダを並べ替える場合は、同じ操作を繰
り返します。並べ替えを終了する場合はi［戻る］を
押します。

フォルダ削除
選択中のフォルダを削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

Bookmark全件表示
登録されているブックマークすべてを一覧表示します。

全件送信
登録されているブックマークすべてを全件送信します。

• お買い上げ時に登録されている「メインフォルダ」
は、フォルダ名の変更や移動、削除はできません。

Bookmark一覧画面の機能メニュー

a Bookmark一覧画面（P163）yブック
マークを選択yh［機能］y次の操作を
行う

URL表示／コピー
選択中のブックマークのURLを表示します。
• h［接続］：表示されているURLのサイトに接続します。
• i［コピー］：URLをコピーします。コピーできるのは
半角で最大256文字です。

タイトル編集
ブックマークの名前を編集します。
yブックマークの名前を編集

フォルダ移動
ブックマークを別のフォルダへ移動します。

メール作成
選択中のブックマークのURLを本文に貼り付けてｉモー
ドメールを作成します。「ｉモードメールを作成して送信
する」の操作2（P180）へ進みます。

電話帳登録
選択中のブックマークのURLを電話帳に登録します。「着
信履歴や発信履歴などから電話帳に登録する」の 操作2
（P97）へ進みます。

赤外線／Bluetooth

削除

赤外線

Bluetooth

：赤外線通信で送信します。「データを全件送
信する」の操作2（P249）へ進みます。

：Bluetoothで送信します。
y端末暗証番号を入力y認証パスワードを入
力yh［はい］
「Bluetooth機器を登録して接続する」の操
作2（P267）へ進みます。

フォルダ名編集／フォルダ並べ替え／フォルダ削除

Bookmark
一覧画面

1件移動

選択移動

：選択中のブックマークを1件移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］
：複数のブックマークを選択して移動します。

y移動するブックマークにチェックを付ける
yi［実行］ y移動先のフォルダを選択yh
［選択］yh［はい］

フォルダ内全件移動
：フォルダ内のブックマークをすべて移動しま
す。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］

赤外線
Bluetooth

：赤外線通信で1件送信します。
：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）へ
進みます。

1件削除

選択削除

：選択中のブックマークを1件削除します。
yh［はい］

：複数のブックマークを選択して削除します。
y削除するブックマークにチェックを付ける
yi［実行］yh［はい］

フォルダ内全件削除
：フォルダ内のブックマークをすべて削除しま
す。
y端末暗証番号を入力yh［はい］
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画面メモ

サイトの内容を保存する
表示中のサイトの内容を画面メモとして保存できま
す。画面メモに保存したページは、ｉモードに接続
せずに表示できます。

画面メモを保存する
• 画面メモは最大30件保存できます。ただし、データ
量により実際に保存できる件数が少なくなることが
あります。

• 1件あたり約100Kバイトまでのページを保存でき
ます。

a サイト表示中yh［機能］y「画面メモ」

b 保存したいフォルダを選択yh［選択］
y画面メモの名前を入力

• 画面メモが最大保存件数まで保存されている場合
は、上書き保存するかどうかを確認する画面が表示
されます。上書き保存する場合はh［はい］yフォ
ルダを選択yh［選択］y削除する画面メモに
チェックを付けるyi［実行］yh［はい］y画
面メモの名前を入力します。

画面メモを表示する

a ｉモードメニュー画面（P158）y「画面
メモ」

b フォルダを選択yc

c 表示したい画面メモを選択yc
画面メモ詳細画面が表示されます。

• 画面メモに保存されているページは保存したとき
の情報です。最新のページの情報と異なる場合があ
ります。

• 保存したページにタイトルがない場合は、画面メモ
一覧画面で「無題」と表示されます。

画面メモフォルダ一覧画面の機能メニュー

a 画面メモフォルダ一覧画面（P164）
yh［機能］y次の操作を行う

フォルダ作成
新規フォルダを作成します。新規に作成できるフォルダは
7個までです。
yフォルダ名を入力

フォルダ名編集
選択中のフォルダの名前を編集します。
yフォルダ名を編集

フォルダ並べ替え
フォルダを並べ替えます。
y並べ替えたいフォルダを選択yh［選択］yjで移動
先を選択yh［確定］
• 続けて他のフォルダを並べ替える場合は、同じ操作を繰
り返します。並べ替えを終了する場合はi［戻る］を
押します。

フォルダ削除
選択中のフォルダを削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

画面メモ全件表示
登録されている画面メモすべてを一覧表示します。

• お買い上げ時に登録されている「メインフォルダ」
は、フォルダ名の変更や移動、削除はできません。

画面メモ一覧画面の機能メニュー

a 画面メモ一覧画面（P164）y画面メモを
選択yh［機能］y次の操作を行う

タイトル編集
選択中の画面メモの名前を編集します。
y画面メモの名前を編集

画面メモフォルダ
一覧画面

画面メモ一覧画面

フォルダ名編集／フォルダ並べ替え／フォルダ削除

画
面
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保護・保護解除
画面メモを保護または保護を解除します。
• 保護を解除する場合は次の項目を選択します。

フォルダ移動
画面メモを別のフォルダへ移動します。

ソート
保存日時、タイトルなど、条件を設定して画面メモを並べ
替えます。

URL表示／コピー
選択中の画面メモのURLを表示します。
• h［OK］：画面メモ一覧画面に戻ります。
• i［コピー］：URLをコピーします。コピーできるのは
半角で最大256文字です。

情報表示
選択中の画面メモのタイトル、保存日時、サイズ、URLを
表示します。

削除

• 「タイトル（昇順）」を選択した場合は、次の順番
（「タイトル（降順）」を選択した場合は昇順の逆順）
で並び替わります。
a半角記号を含む半角英数字（ASCII順）
b全角記号を含む全角文字（Shift-JIS順）
c半角カタカナ
d絵文字
e無題

画面メモ詳細画面の機能メニュー

a 画面メモ詳細画面（P164）yh［機能］
y次の操作を行う

タイトル編集
表示中の画面メモの名前を編集します。
y画面メモの名前を編集

保護・保護解除
表示中の画面メモを保護または保護を解除します。

情報表示
表示中の画面メモのタイトル、保存日時、サイズ、URLを
表示します。

削除
表示中の画面メモを削除します。
yh［はい］

Bookmark登録
表示中の画面メモをブックマークに登録します。「ブック
マークに登録する」の操作2（P162）へ進みます。

Bookmark一覧
ブックマークフォルダ一覧画面を表示します。→P162

画像保存
画面メモに含まれている画像を保存します。「サイトや
メッセージから画像を取得する」の操作2（P166）へ進
みます。

URL表示／コピー
表示中の画面メモのURLを表示します。
• h［OK］：画面メモ詳細画面に戻ります。
• i［コピー］：URLをコピーします。コピーできるのは
半角で最大256文字です。

メール作成
画面メモのURLを本文に貼り付けて、ｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成して送信する」の操作
2（P180）へ進みます。

電話帳登録
画面メモに反転表示されている電話番号やメールアドレ
スを電話帳に登録します。「着信履歴や発信履歴などから
電話帳に登録する」の 操作2（P97）へ進みます。

1件保護解除
全件保護解除

：選択中の画面メモの保護を解除します。
：フォルダ内の画面メモの保護をすべて解
除します。
yh［はい］

1件移動

選択移動

：選択中の画面メモを1件移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］
：複数の画面メモを選択して移動します。

y移動する画面メモにチェックを付けるyi
［実行］ y移動先のフォルダを選択yh［選択］
yh［はい］

フォルダ内全件移動
：フォルダ内の画面メモをすべて移動します。

y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］

保存日時（新→旧）

保存日時（旧→新）

タイトル（昇順）
タイトル（降順）
保護／非保護順
非保護／保護順

：保存した日時の新しい順に並べ替え
ます。

：保存した日時の古い順に並べ替えま
す。

：タイトルを昇順に並べ替えます。
：タイトルを降順に並べ替えます。
：保護→非保護の順に並べ替えます。
：非保護→保護の順に並べ替えます。

1件削除

選択削除

：選択中の画面メモを1件削除します。
yh［はい］

：複数の画面メモを選択して削除します。
y削除する画面メモにチェックを付けるyi
［実行］yh［はい］

フォルダ内全件削除
：フォルダ内の画面メモをすべて削除します。

y端末暗証番号を入力yh［はい］

ソート

次のページへ続く
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証明書表示
表示中の画面メモがSSLに対応している場合は、SSL証
明書を表示します。

リトライ
表示中の画面メモに含まれているFlash画像やアニメー
ションを最初から再生します。

効果音設定
表示中の画面メモに含まれているFlash画像の効果音を
再生するかどうかを設定します。→P168

文字コード変換
文字が正しく表示されていないときに、文字コードを変え
て表示し直します。

• 保護できる画面メモは最大15件です。保護できる
件数は画面メモのデータ量によって異なります。

• 保護されている画面メモは削除できません。保護を
解除してから削除してください。

画像保存

サイトやメッセージから画
像を取得する
表示中のサイト、メッセージR/Fや画面メモに含ま
れている画像をFOMA端末に保存します。
• 取得した画像は、「データBOX」内「マイピクチャ」
の「ｉモード／その他」フォルダに保存されます。

a サイト表示中／画面メモ詳細画面
（P164）yh［機能］y「画像保存」

b 取得する画像を選択yh［保存］yh
［はい］y「保存」y「microSD」／「本体メ
モリ」yファイル名を入力

• 「画像表示設定」を「表示しない」に設定している
場合は、保存できません。

• サイト上では表示されていても、FOMA端末に保存
すると表示されない場合があります。

• 取得した画像は正しく表示されない場合がありま
す。

• 横または縦の最大が176ドットを超えるプログレッ
シブJPEG形式の画像、総ドット数が176×144
ドットを超えるプログレッシブJPEG形式※の画像
は保存できません。
※：プログレッシブ JPEG 形式は、サイトやイン

ターネットホームページなどで広く利用され
ている画像形式のひとつで、最初は画像全体が
粗く表示され徐々に鮮明に表示されます。

ｉメロディ

サイトからメロディをダウン
ロードする
• ダウンロードしたメロディは、「データBOX」内「メ
ロディ」の「ｉモード／その他」フォルダに保存され
ます。

a サイト表示中yメロディを選択yc
• プレビューを選択するとメロ
ディを再生します。メロディ
再生中の操作→P235

b「保存」yファイル名を入力
• ファイル名の入力欄には、ダウンロードするメロ
ディのファイル名が表示されます。

• 接続するサイトによっては、ダウンロードできない
場合があります。

• ダウンロードしたメロディは正しく再生できない
場合があります。

• ダウンロードしたメロディには、あらかじめ再生部
分が指定されている場合があります。そのようなメ
ロディは、再生するときはメロディのすべての部分
が再生されますが、着信音などに設定したときは、
指定部分だけが再生されます。

保護

削除

取得できる画像が点線で囲ま
れます。

■お願い
FOMA端末の故障･修理やその他の取り扱いに
よって、保存内容が消失してしまう場合があり
ます。当社としては責任を負いかねますので、万
が一に備え、FOMA端末に保存した内容は、
microSDメモリーカードを利用して保管するこ
とをおすすめします。パソコンをお持ちの場合
は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を利用してパソコンに保管できま
す。

画
像
保
存
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テンプレートダウンロード

サイトからテンプレートを
ダウンロードする
• ダウンロードしたテンプレートは、「テンプレート一
覧」（P184）に保存されます。

a サイト表示中yテンプレートを選択
yc
• プレビューを選択するとテン
プレートを表示します。

b「保存」yh［はい］yファイル名を入力

辞書ダウンロード

サイトから辞書をダウン
ロードする
• 最大10件保存できます。ただし、使用できる辞書は
5件です。

a サイト表示中y辞書データを選択yc
「ダウンロード辞書」に自動的に登録されます。

• 下記メーカーサイトから辞書をダウンロードできま
す。
http://motomobile.jp/

• ダウンロード辞書の使いかた→P296

キャラ電ダウンロード

サイトからキャラ電をダウ
ンロードする
• ダウンロードしたキャラ電は、「データBOX」内「キャ
ラ電」の「ｉモード／その他」フォルダに保存されま
す。

a サイト表示中yキャラ電を選択yc

b「保存」yファイル名を入力
• ファイル名の入力欄には、ダウンロードするキャ
ラ電のファイル名が表示されます。

Phone To／Mail To／Web To／ｉアプリTo機能

Phone To／Mail To／
Web To／ｉアプリTo機能を使う
サイトのページやメールなどに、電話番号、メール
アドレス、URLが反転表示されている場合、これら
を利用して簡単な操作で電話をかけたり、ｉモード
メールの送信、インターネットホームページを表示
したりできます。

Phone To／AV Phone To機能
サイトやメールに反転表示されている電話番号へ音
声電話（Phone To）／テレビ電話（AV Phone
To）をかけます。

a 電話番号を選択ycyh[はい]
• c／o：音声電話をかけます。
• c／t ：テレビ電話をかけます。

Mail To機能
サイトやメールに反転表示されているメールアドレ
スへｉモードメールを送ります。

a メールアドレスを選択yc
•「ｉモードメールを作成して送信する」の操作3
（P180）へ進みます。

Web To機能
サイトやメールに反転表示されているURLのサイ
トに接続します。

a URLを選択ycyh［接続］

ｉアプリTo機能
サイトやｉモードメールに反転表示されている
URLからｉアプリを起動します。
• ｉアプリの「ソフト設定」（P211）で、「ブラウザか
ら起動」「メールから起動」「赤外線から起動」を「許
可しない」に設定している場合は、ｉアプリは起動し
ません。

■お願い
FOMA端末の故障･修理やその他の取り扱いに
よって、保存内容が消失してしまう場合があり
ます。当社としては責任を負いかねますので、万
が一に備え、FOMA端末に保存した内容は、
microSDメモリーカードを利用して保管するこ
とをおすすめします。パソコンをお持ちの場合
は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を利用してパソコンに保管できま
す。
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次のページへ続く
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a ｉアプリの情報を選択ycyh［はい］

• サイトによっては、Phone To／AV Phone To、
Mail To、Web To機能を利用できない場合がありま
す。

• パソコンなどから送信されたメールでは、Phone
To／AV Phone To、Mail To、Web To機能を利
用できない場合があります。

• メールアドレスが正しく入力されていないときは、
正しいメールアドレスに修正してからメールを送
信してください。

• URLの表示はサイトによって異なります。
• URL以外の反転された情報を使ってWeb To機能
を利用できる場合があります。

• ｉアプリTo機能でサイトからすぐに起動するソフ
トには、保存できないものがあります。

ｉモード設定

ｉモードの設定を行う

ｉモードやメッセージR/Fの機能を設定します。

a ｉモードメニュー画面（P158）y
「ｉモード設定」

b 次の操作を行う

文字サイズ設定
サイト、画面メモ、メッセージR/Fの本文に表示される文
字サイズを設定します。
y「ｉモード」／「メッセージ」y「大きめ」／「標準」／
「小さめ」

スクロール設定
サイト、画面メモ、メッセージR/Fの本文で画面をスク
ロールするときの行数を設定します。
y「1行」／「3行」／「5行」／「1/2ページ」／「1ページ」

画像表示設定
サイトや画面メモなどに含まれている画像やFlash画像
を表示するかどうかを設定します。
y「表示する」／「表示しない」

メッセージ自動表示設定
メッセージR/Fの自動表示のしかたを設定します。
→P170

メッセージ添付メロディ設定
メッセージR/Fを表示したときにメロディを自動再生す
るかどうかを設定します。→P170

ｉモーション自動再生設定
サイトやメールからｉモーションを取得したとき、ｉモー
ションを自動再生するかどうかを設定します。→P174

登録データ利用設定
サイトや画面メモ表示中にFlash画像を表示する場合、
FOMA端末の情報を利用する場合があります。その場合
に、端末情報データを利用するかどうかを設定します。
y「利用する」／「利用しない」

効果音設定
サイトや画面メモ表示中にFlash画像を表示する際、効果
音を鳴らすかどうかを設定します。
y「再生する」／「再生しない」

ｉモード問合せ設定
「ｉモード問合せ」をするときに、問い合わせる項目（メー
ル、メッセージR/F）を選択します。
y問い合わせたい項目にチェックを付けるyi［完了］

接続待ち時間設定
サイトが混み合っていて応答がなかったときなど、自動的
に接続を中止するまでの時間を設定します。→P169

接続先設定
ｉモード（ドコモ）以外のサービスを受けるときに使う接
続先（APN）の設定をします。登録した接続先に変更し
たときはｉモードが利用できなくなります。→P169

証明書センター接続先設定
ユーザ証明書をダウンロードするときの接続先を設定し
ます。→P173

証明書設定
SSL証明書の内容を確認したり、有効／無効を設定しま
す。→P172

ユーザ証明書操作
ユーザ証明書の発行申請からダウンロードするまでの操
作をします。→P172

ｉモード設定確認
ｉモード設定の設定内容を確認します。

ｉモード設定リセット
ｉモード設定の各設定内容をお買い上げ時の状態に戻し
ます。
y端末暗証番号を入力 yh[はい]

共通

Mail To機能

Web To機能

ｉアプリTo機能

お買い上げ時

文字サイズ設定（ｉモード／メッセージ）：標準
スクロール設定：1行　
画像表示設定：表示する　
登録データ利用設定：利用する　
効果音設定：再生する

ｉモード設定画面

ｉ
モ
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定

ー
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• 「表示する」に設定しても、正しく表示されない場
合があります。その場合は が表示されます。

• 「利用する」に設定すると、電池残量、受信レベル、
時刻情報、着信音量設定、バイリンガル設定、機種
情報がインターネットを経由してIP（情報サービス
提供者）に送信される場合があるため、第三者に知
得される可能性があります。

• 「再生する」に設定しても、Flash 画像によっては
効果音が鳴らない場合があります。

• リセットすると、「接続先設定」で設定した接続先
は解除され、「ｉモード（FOMAカード）」に設定さ
れます。

• ｉモード通信中は設定できません。

接続待ち時間設定

接続待ち時間を設定する

サイトが混み合っていて応答がなかったときなど、
自動的に接続を中止するまでの時間を設定します。

a ｉモード設定画面（P168）y「接続待ち
時間設定」

b「60秒間」／「90秒間」／「無制限（設定
なし）」
•「無制限（設定なし）」に設定すると自動的には中
止しません。

• 「無制限（設定なし）」に設定しても、電波状況など
により切断される場合があります。

• ｉモード通信中は設定できません。

接続先設定

ｉモードから接続先を変更する

接続先を登録する

a ｉモード設定画面（P168）y「接続先設
定」

b「［未登録］」yh［編集］y端末暗証番号
を入力y次の操作を行う

接続先名称
接続先の名称を、全角10文字、半角20文字以内で入力し
ます。
y 接続先の名称を入力

接続先番号
接続先の番号を、半角英数字99文字以内で入力します。
y 接続先番号を入力

接続先アドレス1
接続先のアドレスを、半角英数字30文字以内で入力しま
す。
y 接続先のアドレスを入力

接続先アドレス2
「接続先アドレス1」に入力したアドレスが自動的に入力
されます。ｉチャネルの接続先を変更する場合は、半角英
数字38文字以内で入力します。
y 接続先のアドレスを入力

c i［完了］

接続先を変更／削除する

a ｉモード設定画面（P168）y「接続先設
定」
■接続先を削除する場合
削除する接続先を選択し、i［削除］y端末
暗証番号を入力yh［はい］を押します。

■接続先を変更する場合
変更したい接続先を選択し、cを押します。

• ｉモード通信中は設定できません。
• 「ｉモード」以外の接続先に接続した場合のパケッ
ト通信はパケ･ホーダイの対象とはなりませんの
で、あらかじめご了承ください。

• 接続先を変更した場合、ｉチャネルのテロップは表
示されなくなります。情報が自動更新されるか、待
受画面でh［ｉチャネル］を押して最新の情報を
受信すると、テロップも自動的に流れるようになり
ます。

• 設定中の接続先を削除すると、「ｉモード（FOMA
カード）」が接続先に設定されます。

画像表示設定

登録データ利用設定

効果音設定

ｉモード設定リセット

お買い上げ時 60秒間

お買い上げ時 ｉモード（FOMAカード）

ドコモのｉモードサービスを利用する場合、設定
を変更する必要はありません。
ｉモード（ドコモ）以外のサービスを受けるとき
に使う接続先（APN）の設定をします。登録し
た接続先に変更したときはｉモードやｉモード
メールは利用できなくなります。
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メッセージ受信

メッセージを受信したときは
FOMA端末が圏内にあるときは、メッセージR、メッ
セージFがｉモードセンターから自動的に送られて
きます。メッセージR/Fを受信すると画面表示や着
信音、バイブレータなどでお知らせします。
• メッセージRは最大20件、メッセージFは最大15件
保存できます。ただし、保存可能件数はデータ量によ
り異なります。

新着メッセージを表示する
メッセージR/Fが届くと、最新の1件が自動的に表
示されます。
• メッセージR/Fを受信した後に、詳細画面を自動表示
するかどうかなどを「メッセージ自動表示設定」で変
更できます。→P170

a メッセージR/Fが届くと、自動的に受信
する
• メッセージR受信中は （黄色）、メッセージF受
信中は （黄色）が点滅します。

• 受信完了後、メッセージR/Fの受信結果が表示され
ます。

• 何も操作しないで約15秒経過すると、元の画面に
戻ります。

メッセージ自動表示設定

メッセージを自動的に表示する

メッセージR/Fを受信したときの自動表示のしかた
を設定します。

a ｉモード設定画面（P168）y「メッセー
ジ自動表示設定」y次の操作を行う
メッセージR優先：メッセージ R/F を同時に受信

したときに、メッセージＲを自
動表示します。

メッセージRのみ：メッセージRのみ自動表示しま
す。

メッセージF優先：メッセージ R/F を同時に受信
したときに、メッセージFを自
動表示します。

メッセージFのみ：メッセージFのみ自動表示しま
す。

自動表示しない ：自動表示しません。

メッセージ添付メロディ設定

メッセージ表示時のメロディの自
動再生を設定する

メッセージR/Fを表示したときにメロディを自動再
生するかどうかを設定します。

a ｉモード設定画面（P168）y「メッセー
ジ添付メロディ設定」y「自動再生する」／
「自動再生しない」

ｉモード問合せ

メッセージがあるかどうか問い合
わせる
FOMA端末が圏外などで受信できなかったメッ
セージは、ｉモードセンターに保管されます。ｉモー
ドセンターに問い合わせると、保管されているメッ
セージを受信できます。
• FOMA端末が圏外のときは、問い合わせできません。
• ｉモードセンターに問い合わせる項目（メール、メッ
セージR/F）は、「ｉモード問合せ設定」（P197）で
設定できます。

a mを2回連続で押す
問い合わせが完了すると、受信結果画面が表示さ
れます。

b「メッセージR」／「メッセージF」

• ｉモードセンターで保管されるメッセージR/Fの保
管件数、保管期間→P157

• 次のような場合にメッセージ R/F を受信したとき
は、ｉモードセンターに保管されます。
- 電源OFFのとき　　　　- テレビ電話中
- セルフモード設定中　　- 圏外のとき
- FirstPassセンター接続中
- FOMA端末内のメッセージR/Fが一杯のとき

メッセージR／メッセージF

メッセージBOX のメッ
セージを表示する
ｉモードセンターからメッセージR/Fが届くと、画
面の上部に （黄色）、 （黄色）が表示されます。

a ｉモードメニュー画面（P158）y「メッ
セージR」／「メッセージF」
• i［ソート］：メッセー
ジを並び替えて表示し
ます。→P171

お買い上げ時 メッセージR優先

お買い上げ時 自動再生する

例：メッセージR
一覧画面

a
b
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b メッセージを選択
yc

a受信した日時
b件名

■メッセージ R/F 一覧画面／詳細画面に表示され
るアイコン

メッセージR/Fを並べ替える

a メッセージR/F一覧画面（P170）yi
［ソート］

受信日時（新→旧）
受信した日時の新しい順に並べ替えます。

受信日時（旧→新）
受信した日時の古い順に並べ替えます。

件名（昇順）
件名を昇順に並べ替えます。

件名（降順）
件名を降順に並べ替えます。

• 「件名（昇順）」を選択した場合は、次の順番（「件
名（降順）」を選択した場合は昇順の逆順）で並び
替わります。
a半角記号を含む半角英数字（ASCII順）
b全角記号を含む全角文字（Shift-JIS順）
c半角カタカナ
d絵文字

メッセージR/F一覧画面の機能メニュー

a メッセージR/F一覧画面（P170）yメッ
セージを選択yh［機能］y次の操作を
行う

検索
条件を設定してメッセージを検索します。

• 再検索／検索状態を解除する場合は、検索後の一覧画面
でh［機能］y「検索」を選択します。

保護・保護解除
メッセージを保護または保護を解除します。
• 保護を解除する場合は次の項目を選択します。

削除

メッセージR/F詳細画面の機能メニュー

a メッセージR/F詳細画面（P171）yh
［機能］y次の操作を行う

保護・保護解除
表示中のメッセージを保護または保護を解除します。

画像保存
メッセージに含まれている画像を保存します。「サイトや
メッセージから画像を取得する」の操作2（P166）へ進
みます。

添付ファイル確認
表示中のメッセージに添付されているファイルを一覧表
示します。→P188

画像再読み込み
取得に失敗した画像を再読み込みします。

電話帳登録
メッセージに反転表示されているURLや電話番号、メール
アドレスを電話帳に登録します。「着信履歴や発信履歴な
どから電話帳に登録する」の 操作2（P97）へ進みます。

削除
表示中のメッセージを削除します。
yh［はい］

アイコン 説　明

未読のメッセージR/F

既読のメッセージR/F

FOMAカード動作制限機能が設定されて
いる添付ファイル

画像が添付されているメッセージR/F

メロディが貼り付けられている、または
添付されているメッセージR/F

保護されているメッセージR/F

例：メッセージR
詳細画面

a
b

未読検索
既読検索
保護検索

：未読のメッセージのみ検索します。
：既読のメッセージのみ検索します。
：保護されているメッセージのみ検索します。

添付あり検索
：ファイルが添付されているメッセージのみ検
索します。

1件保護解除
全件保護解除

：選択中のメッセージの保護を解除します。
：メッセージの保護をすべて解除します。

yh[はい]

1件削除

選択削除

全件削除

：選択中のメッセージを削除します。
yh［はい］

：複数のメッセージを選択して削除します。
y削除するメッセージにチェックを付ける
yi［実行］yh［はい］

：メッセージ一覧のメッセージをすべて削除し
ます。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

次のページへ続く
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• メッセージRは最大20件、メッセージFは最大15
件まで保護できます。

• 再読み込みをしても、画像を表示できない場合があ
ります。

• 保護されているメッセージは削除できません。

証明書設定

SSL証明書を操作する

SSL証明書の内容を確認したり、有効／無効を設定
します。

a ｉモード設定画面（P168）y「証明書設
定」

b 有効に設定したい証明書にチェックを付
ける
• h［詳細］：選択中の証明書の内容を表示します。

c i［完了］

■SSL通信で使用する証明書について
証明書
認証会社が発行した証明書で、お買い上げ時の
FOMA端末内に保存されています。
ドコモ証明書
FirstPassセンターやFirstPass対応サイトに接
続するために必要な証明書で、FOMAカード（緑色／
白色）内に保存されています。
ユーザ証明書
ｉモードメニュー内「ｉモード設定」の「ユーザ証
明書操作」を選択することにより、FirstPassセン
ターからダウンロードした証明書です。FOMAカー
ド（緑色／白色）内に保存されます。

ユーザ証明書操作

FirstPassの設定を行う
FirstPassセンターに接続してユーザ証明書の発行
やダウンロードができます。
ユーザ証明書は、お客様がFOMAサービスをご契約
されていることを証明するものです。ダウンロード
したユーザ証明書はFOMAカードに保存され、クラ
イアント認証に対応しているサイトでご利用になれ
ます。
• FOMAカード（青色）ではご利用になれません。
• FirstPassセンターに接続するには、日付、時刻設定
が必要です。→P48

• FirstPass センターで表示されている画面や操作方法
は、変更されることがあります。

• FirstPassセンターに接続中は、メールの送受信、メッ
セージR/Fの受信はできません。

• 海外では、FirstPassはご利用になれません。

a ｉモード設定画面（P168）y「ユーザ証
明書操作」

b 内容を確認y「次へ」

c「証明書発行」yc
■失効申請をする場合
「その他」を選択し、「証明書失効」を選択しま
す。PIN2コードを入力し、画面の指示に従っ
て操作します。

d 内容を確認y「実行」ycyPIN2コード
を入力

e メッセージを確認y「ダウンロード」y内
容を確認y「実行」
• すぐにユーザ証明書をダウンロードしない場合は
「メニュー」を選択します。SSLページを終了する
かどうかを確認する画面が表示されます。h［は
い］を押して「FirstPassセンターのサイト画面」
に戻ります。

ユーザ証明書操作画面の機能メニュー

a ユーザ証明書操作画面（P172）yh［機
能］y次の操作を行う

証明書表示
SSL通信で取得した証明書を表示します。

保護

画像再読み込み

削除

お買い上げ時 すべて有効

証明書設定画面

ユーザ証明書
操作画面

証
明
書
設
定
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文字コード変換
文字が正しく表示されていないときに、文字コードを変え
て表示し直します。

• FirstPassセンターに接続した際のパケット通信料
は無料です。

• FirstPass対応サイトへのアクセスに発生するパケッ
ト通信料はパケ・ホーダイに含まれます。

• ユーザ証明書を新規で発行する場合も、更新で発行
する場合も、必ず発行申請をした後にダウンロード
を行ってください。発行の申請をしていないユーザ
証明書はダウンロードできません。

• ユーザ証明書の失効申請が完了すると、そのユーザ
証明書が必要なFirstPass対応サイトを表示でき
なくなります。

証明書センター接続先設定

証明書発行接続先を変更する

ユーザ証明書をダウンロードするときの接続先を設
定します。

a ｉモード設定画面（P168）y「証明書セ
ンター接続先設定」
• 登録済みの接続先に設定したい場合は「ユーザー
指定接続先」を選択します。

■登録済みの接続先を削除する
「ユーザー指定接続先」yi［削除］y端末暗
証番号を入力yh［はい］を押します。

b「［未登録］」yh［編集］y端末暗証番号
を入力y次の操作を行う

接続先名称
接続先の名称を、全角で49文字、半角99文字以内で入力
します。
y接続先の名称を入力

接続先アドレス
接続先のアドレスを、半角英数字100文字以内で入力し
ます。
y接続先のアドレスを入力

c i［完了］

• ｉモード通信中は設定できません。

■FirstPassのご使用にあたって
• FirstPassとはドコモの電子認証サービスです。
FirstPassを利用することにより、サイト側と
FOMA端末側がお互いの証明書を送付し合い、
受け取った相手の証明書を検証してお互いの認
証を行うクライアント認証ができます。

• ユーザ証明書の発行申請をする際は、画面に表示
される「FirstPassご利用規則」をよくお読みに
なり、ご同意の上、申請してください。

• ユーザ証明書のご利用にはPIN2コードの入力が
必要です。
PIN2コード入力後になされたすべての行為はお
客様によるものとみなされますので、FOMA
カードまたはPIN2コードが他人に不正に使用さ
れないよう十分ご注意ください。

• FOMAカードの紛失、盗難にあった場合などは、
取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」でユー
ザ証明書の失効を行えます。

• FirstPass対応サイトによって提供されるサイト
や情報については、ドコモは、何らの義務もない
ものとし、一切の責任を負いません。お客様と
FirstPass対応サイトとの間で解決をお願いいた
します。

• FirstPass およびSSL のご利用にあたり、ドコ
モおよび認証会社は安全性などに関して保証す
るものではありませんので、お客様ご自身の判断
と責任においてご利用ください。

ｉモーションとは
ｉモーションとは映像と音が含まれる動画データで
す。ｉモーション対応サイトからFOMA端末に取り
込み、再生したり、保存してスクリーンセーバーや
着信音などに設定できます。

ｉモーションのタイプ

ｉモーションには、大きく分けて次の2つのタイプ
があります。本FOMA端末は標準タイプのｉモー
ションにのみ対応しています。ストリーミングタイ
プのｉモーションは取得できません。
■標準タイプ
標準タイプには次の2つの形式があります。
a取得後に再生可能な形式（最大500Kバイトまで）
b取得しながら再生可能な形式（最大500Kバイト

まで）
• ｉ モーションによっては、標準タイプでも保存で
きない場合があります。

■ストリーミングタイプ（本FOMA端末では対応し
ていません。）
データを取得しながら同時に再生するタイプで、
最大2Mバイトのｉモーションを再生できます。
再生が終了したデータは破棄されるため、FOMA
端末に保存できません。

お買い上げ時 ドコモ

通常は設定を変更する必要はありません。
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次のページへ続く
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• 取得、再生できるｉモーションは MP4（Mobile
MP4）形式です。ASF形式のｉモーションの取得、
再生はできません。

• ｉモーション再生中に早送り／巻戻しをすると、音
声のみ再生され画像が正しく表示されない場合が
あります。

ｉモーション取り込み

サイトからｉモーションを
取得する
ｉモーションは最大1000件まで保存できます。た
だし、データ量により保存できる件数は異なります。
• 取得したｉモーションは、「データBOX」内「ｉモー
ション」の「ｉモード／その他」フォルダに保存され
ます。

a サイト表示中yｉモーション を選択
yc
•「ｉ モーション自動再生設定」を「自動再生する」
に設定している場合は、取得した後に自動的に
ｉモーションが再生します。再生終了後ｉモー
ションメニューが表示されます。再生中の操作
→P227

再生・プレビュー
：ｉモーションを再生します。

保存：ｉモーションを保存します。操作2へ進みま
す。

情報表示詳細
：ｉモーションの名前やサイズ、種別などの
情報を表示します。→P230

終了：サイト表示画面に戻ります。

b「保存」
■「ｉモーション自動再生設定」を「自動再生す
る」に設定している場合
h［はい］y「microSD」／「本体メモリ」
を選択します。取得したｉモーションのファイ
ル名で保存されます。

■「ｉモーション自動再生設定」を「自動再生し
ない」に設定している場合
「microSD」／「本体メモリ」yファイル名を
入力します。
• ファイル名の入力欄にはダウンロードする
ｉモーションのファイル名が表示されます。

• 接続するサイトやｉモーションによっては、取得ま
たはデータ取得中の再生ができない場合がありま
す。

• データを取得しながら再生する場合、電波状況など
により再生が停止したり、画像が乱れたりすること
があります。

• ｉモーションによっては、取得したデータをFOMA
端末に保存できない場合があります。

• ｉモーションには再生制限が設定されているものが
あります。再生回数、再生期間、再生期限のいずれ
かに制限があるｉモーションは が表示されま
す。再生できる期間が制限されているｉモーション
は、期間前や期間後には再生できません。

• 取得したｉモーションによっては、正しく再生でき
ない場合があります。

• FOMA端末の保存容量が不足している場合は、保存
されているファイルを削除するかどうかを確認す
る画面が表示されます。h［はい］yフォルダを
選択yh［選択］y削除するファイルにチェック
を付けるyi［完了］yh［はい］を押します。

テロップに反転表示がある場合
テロップが設定されているｉモーションの場合、再
生中にテロップが表示されます。反転表示されてい
る電話番号、メールアドレス、URLを選択して
Phone To、AV Phone To、Mail To、Web To機
能を利用できます。

a ｉモーション再生終了後yh［はい］
■ｉモーション再生中に利用する場合
ｉモーションを一時停止してPhone To、AV
Phone To、Mail To、Web To機能を利用し
ます。ｉ モーション再生中yc ／u ／
Jycyh［はい］を押します。

ｉモーション自動再生設定

ｉモーションを自動再生するかど
うかを設定する

サイトやメールからｉモーションを取得したとき、
ｉモーションを自動再生するかどうかを設定しま
す。

a ｉモード設定画面（P168）y「ｉモー
ション自動再生設定」y「自動再生する」／
「自動再生しない」

■お願い
FOMA端末の故障･修理やその他の取り扱いに
よって、保存内容が消失してしまう場合があり
ます。当社としては責任を負いかねますので、万
が一に備え、FOMA端末に保存した内容は、
microSDメモリーカードを利用して保管するこ
とをおすすめします。パソコンをお持ちの場合
は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を利用してパソコンに保管できま
す。

お買い上げ時 自動再生する
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メール

FOMA端末のメール機能について ････････････････････････････････････････････････ 176
ｉモードメールとは･････････････････････････････････････････････････････････････ 176
メールメニューを表示する ･････････････････････････････････････ ＜メールメニュー＞ 180

ｉモードメール／デコメールを作成する
ｉモードメールを作成して送信する･･････････････＜ｉモードメール作成／送信＞ 180
デコメールを作成して送信する････････････････････････････････ ＜デコメール＞ 182
テンプレートを利用してデコメールを作成する････････････････ ＜テンプレート＞ 184
ファイルを添付する････････････････････････････････････････ ＜添付ファイル＞ 185

ｉモードメールを受ける・操作する
ｉモードメールを受信したときは･･････････････････････････ ＜メール自動受信＞ 186
ｉモードメールを選択して受信する････････････････････････ ＜メール選択受信＞ 186
ｉモードメールがあるかどうかを問い合わせる･･････････････＜ｉモード問合せ＞ 187
ｉモードメールに返事を出す･･････････････････････････＜ｉモードメール返信＞ 187
ｉモードメールを他の宛先に転送する･･････････････････＜ｉモードメール転送＞ 187
メールアドレス／電話番号を電話帳に登録する････････････････････････････････ 188
ｉモードメールから添付ファイルを再生／保存する････････････････････････････ 188

メールBOXを操作する
受信／送信／未送信BOXのメールを表示する
･････････････････････････････････････ ＜受信BOX／送信BOX／未送信BOX＞ 189

メールの設定を行う
FOMA端末のメール機能を設定する ･･･････････････････････････ ＜メール設定＞ 197

チャットメールを使う
チャットメールを作成して送信する･･････････････ ＜チャットメール作成／送信＞ 199

SMS（ショートメッセージ）を使う
SMS（ショートメッセージ）を作成して送信する ･･････････＜SMS作成／送信＞ 201
SMS（ショートメッセージ）を自動的に受信する ････････････････＜SMS受信＞ 202
SMS（ショートメッセージ）があるかどうかを問い合わせる ････＜SMS問合せ＞ 202
SMS（ショートメッセージ）の設定を行う ･･････････････････････＜SMS設定＞ 203
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FOMA端末のメール機能に
ついて
FOMA端末では、ｉモードメール、SMSの2種類の
メール機能を利用できます。
• ｉモードメールをご利用いただくには、ｉモードのご
契約が必要です。

• SMSは、ｉモードをご契約されていなくてもご利用
いただけます。

メールの送受信について

FOMA端末→FOMA端末へ

FOMA端末→movaサービスのｉモード端
末へ

FOMA端末から送信したSMSは、movaサービスの
ｉモード端末でｉモードメールとして受信されま
す。

• 「SMS送達通知設定」を「ON」に設定している場合
は、movaへ送信できません。

movaサービスのｉモード端末→FOMA端末

movaサービスのｉモード端末から送信したショー
トメール※は、FOMA端末のSMSで受信できます。

※：ショートメールとは、movaサービスの携帯電話で
文字メッセージをやりとりできるサービスです。

ｉモードメールとは
ｉモードを契約すると、ｉモード端末（mova端末
含む）間はもちろん、インターネットを経由して
e-mailとのメールのやりとりができます。ｉモード
ご契約時のメールアドレスは次のとおりです。
<新規にｉモードをご契約の場合>
＠マークより前がランダムな英数字の組み合わ
せになっています。ｉモード契約後にお客様の
メールアドレスをご確認ください｡
（例）abc1234～789xyz@docomo.ne.jp
お客様のメールアドレスの確認方法
「ｉMenu」 → 「料金＆お申込・設定」→ 「メー
ル設定」 → 「アドレス確認」
• ｉモード端末（mova端末含む）間でメールをやり
とりする場合は、＠マークより前の部分のみのア
ドレスで送信できます。

• パソコンなどからFOMA端末にメールを送信する
場合は、＠docomo.ne.jpも含めたアドレス全体を
使用します。

• メールの送信方法→P180
• メールの受信方法→P186
■メール選択受信
ｉモードセンターに保管されているメールのタ
イトルなどを確認し、受信するメールを選択した
り、受信前にｉモードセンターでメールを削除し
たりすることができます。→P186

FOMA
端末

FOMA
端末

全角で最大70文字
ｉモードメール

全角で最大5000文字

SMS

ｉモードメール

SMS

FOMA
端末

mova
サービスの
ｉモード端末

ｉモードメール

全角で最大2000文字

SMS

ｉモードメール

ｉモードメール

FOMA
端末

mova
サービスの
ｉモード端末

全角で最大50文字

ｉモードメール
全角で最大250文字

ショートメール
特番1655を
ダイヤル

ｉモードメール

SMS

C メールアドレス
docomotaro@△△.□□□.co.jp

パソコン

A メールアドレス
docomo.taro△△
@docomo.ne.jp

Bメールアドレス
docomo.△△_ab1234yz

@docomo.ne.jp

A B→
B A→

：docomo.△△_ab1234yz
：docomo.taro△△

ｉモード端末どうしの宛先

A C→
C A→

：docomotaro@△△.□□□.co.jp
：docomo.taro△△@docomo.ne.jp

ｉモード端末と e-mail 間の宛先

ｉモードセンター
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メール設定を行う

次の各種設定ができます。
<設定方法>
「ｉMenu」 → 「料金＆お申込・設定 」→ 「メー
ル設定」 → 【各設定】
• 詳細はｉモードご契約時にお渡しいたします『ご
利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご
覧ください。

■メールアドレス変更【メールアドレス設定（アド
レス変更）】
たとえば「docomo.△△_ab1234yz@docomo.ne.jp」
のように、メールアドレスの@マークより前の部
分を、お好みのアドレスに変更できます。

■メールアドレス確認【メールアドレス設定（アド
レス確認）】
現在設定されているメールアドレスを確認できます｡

■シークレットコード登録【メールアドレス設定
（その他設定）→シークレットコード登録】
「携帯電話番号@docomo.ne.jp」のメールアドレ
ス利用時に、メールアドレスに加えて4桁のシー
クレットコードを登録できます。シークレット
コードが付いたメール以外は受信されなくなる
ため、不要なメールの受信を避けられます。

■メールアドレスリセット【メールアドレス設定
（その他設定）→アドレスリセット】
メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」
にできます｡

■迷惑メール対策
次のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定
を行うと、メールの受信を制限できます。
aURL付きメール拒否設定【メール受信設定（迷惑

メール対策）→URL付きメール拒否設定】
• ｉモードメールのうち、出会い、アダルト、不
法、セキュリティなどのカテゴリに該当すると
ネットスター株式会社が判断したサイトの
URLが記載されているメールを受信しないよ
うに設定できます。

b受信／拒否設定【メール受信設定（迷惑メール対
策）→受信／拒否設定】
• ドコモ、au、ソフトバンク、ツーカー、ウィル
コムのうち、メールを受信したい会社を指定す
ることができます。
また指定するドメインまたはアドレスからの
メールのみ受信することもできます。受信設定
した会社やドメインであっても、個別に拒否し
たいメールアドレスを指定して拒否することも
できます。なお、上記の会社以外（インターネッ
ト）からのメールのうち、携帯・PHSドメイン
になりすましたメールのみを拒否することもで
きます。

cSMS拒否設定【メール受信設定（迷惑メール対策）
→SMS拒否設定】
• 受信するSMSを制限することができ、「SMS一
括拒否」「非通知SMS拒否」「国際SMS拒否」
「非通知SMS及び国際SMS拒否」の4つの中か
らいずれか1つを選択できます。また、設定の
状況を確認できます。

dｉモードメール大量送信者からのメール受信制限
【メール受信設定（その他設定）→ｉモードメール
大量送信者からのメール受信制限】

• 1日に1台のｉモード端末（mova端末含む）か
ら送信される200通目以降のｉモードメールを
拒否します。初期設定では「拒否する」に設定
されていますので、大量送信者からのメールを
拒否したい場合は設定する必要はありません。

e未承諾広告※メール拒否【メール受信設定（その
他設定）→ 未承諾広告※メール拒否】
• 受信者の同意なしに一方的に広告、宣伝を行う
ために送信される、メール件名欄の最前部に「未
承諾広告※」と記載されているメールを受信拒
否します。初期設定では「拒否する」に設定さ
れていますので、未承諾広告※メールを拒否し
たい場合は設定する必要はありません（送信者
はメール件名欄の最前部に「未承諾広告※」（全
角6文字）と記載することが法律で義務づけら
れています）。

■メールサイズ制限【メール受信設定（メールサイ
ズ制限）】
あらかじめ指定したサイズによって、受信する
ｉモードメールを制限できます。

■設定状況確認【メール受信設定（設定状況確認）】
現在設定されているメール受信／拒否などの設
定状況を確認できます。

■メール機能停止【メール機能停止】
メール機能を利用しない場合、ｉモードセンター
でのメール機能停止ができます。

送受信できる文字数

ｉモードメールで送受信できる文字数は次のとおり
です。

• ｉモードメールの本文は全角最大5000文字
（10000バイト）送受信できますが、添付ファイルの
データ量により送受信できる文字数は少なくなります。

• ｉモードメールの本文が受信可能な文字数を超え
た場合、本文の最後に「/」または「//」が挿入され、
超えた分が自動的に削除されます。

• mova端末へｉモードメールを送信する場合、本文
として送信できるのは全角で最大2000 文字で
す。また、ｉショット、ｉモーションメールはURL
が記載されたメールとして送信され、それ以外の添
付ファイルは削除されます。

• 件名が受信可能な文字数を超えた場合、超えた文字
は削除されます。

• 他の携帯電話会社（au／ソフトバンク／ツーカー）
に絵文字入りのｉモードメールを送ると、自動的に
送信先の類似絵文字に変換されます。
- 送信先の携帯電話の機種、機能により、正しく表
示されない場合があります。

- 送信先に該当する絵文字がない場合は、文字また
は「＝」に変換されます。

項　目
全角文字

（漢字、ひらがな、
絵文字など）

半角文字
（英字、数字、カタ

カナなど）

件名 15文字 30文字

宛先 － 50文字

本文 5000文字 10000文字
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メールを受信できないとき

ｉモードセンターに届いたメールは、すぐにお客様
のｉモード端末に送信されます。ただし、お客様の
ｉモード端末の電源が入っていない場合やｉモード
圏外などで受信できないときは、メールが保存され
ている720時間は届くまで再送します。
※ 受信されない場合は720時間 、ｉモードセンターで

保存されます。
※ 受信できない条件により再送条件が変わります。
また、メール選択受信設定により、ｉモードセンター
に保管されているｉモードメールを選択して受信で
きます。
• ｉモードセンターでのメールの最大保管件数、保管期
間は次のとおりです。

• 保管期間が過ぎたメールは自動的に削除されます。
• 最大保管件数は、メールのデータサイズにより異なり
ます。最大保管件数を超えた場合、ｉモード端末には
（赤色）が表示されます。このときｉモードセン

ターではメールを受信せず、送信者にエラーメッセー
ジとともに返信します。メール選択受信設定が「ON」
に設定されている場合でも、最大保管件数を超えると
（赤色）が表示されます。

• ｉモードセンターに保管されているメールは、「ｉモー
ド問合せ」「メール選択受信」により受信できます。
また、新しいメールが届いたときは、保管されている
他のメール、メッセージも合わせて受信できます。

• メールを受信するとｉモードセンターに保管されて
いたメールは削除されます。受信したメールはｉモー
ド端末に保存されます。→P186

• 極端に容量の大きいメールはｉモードセンターで受
け付けない場合があります。

こんなこともできます

■ファイル添付メール
メロディ添付メール
サイトやインターネットホームページからダウ
ンロードしたメロディファイルを、ｉモードメー
ルに添付して送受信できます。ただし、メール添
付やFOMA端末外への出力が禁止されているメ
ロディファイルは送信できません。
送信する→P185　受信したとき→P189
画像添付メール
サイト、インターネットホームページまたは外部
メモリから取得した静止画ファイルを、ｉモード
メールに添付して送受信できます。ただし、メー
ル添付やFOMA端末外への出力が禁止されてい
る静止画ファイルは送信できません。
送信する→P185　受信したとき→P188

■ｉショット
カメラ機能付き端末で撮影した静止画を添付
ファイルとして、ｉモード端末（mova端末含む）
およびパソコンや他社携帯電話との間で送受信
できます。受信側には添付ファイル形式、または

画像閲覧用URL（またはアイコン）に画像の保存
期限が記載されたメールとして送信され、その
URLを選択することで画像を取得できます。
mova サービスのｉモード端末に送信できる
メール本文は、全角で184文字（369バイト）ま
でです。複数のファイルを添付した場合、添付
ファイルは削除され、メール本文のみ送信されま
す。
送信する→P185　受信したとき→P188

※：添付画像のURLを記載したメールを受信した場
合

• ｉ ショットセンターでは最大 10 日間画像が保管
され、保管期間を過ぎると自動的に削除されます。

• ｉモード端末が送信できるのは、最大500K バイ
トの静止画です。20Kバイトより大きい画像を添
付してｉモード端末に送信した場合、受信側では
自動的にサイズの圧縮された画像を取得します。

■ｉモーションメール
ｉモーションメール対応端末で撮影した動画や、
サイトから取得した動画をｉモーションメール
対応端末、パソコン、他社携帯電話との間で送受
信できます。ただし、メール添付やFOMA端末外
への出力が禁止されている動画ファイルは送信
できません。
送信する→P185 　受信したとき→P189
サービスのしくみ
• ｉモーションメールに添付された動画ファイルは、
ｉモーションメールセンターに送信され、保存さ
れます。送信先がパソコンなどの場合は、直接添
付ファイルとして送信されます。ｉモーション
メール対応端末で受信した場合、メール本文中に
表示されているURLを選択して動画を取得できま
す｡

最大保管件数 最大保管期間

ｉモード
メール

207～1000件
（約10Mバイトまで）

720時間

ｉモード端末（FOMA）

ｉモードセンター

ｉショットセンター ｉモード端末（FOMA）
ｉモード携帯電話（mova）

パソコンなど

①添付画像、または添付画像
　のURLを記載したメール、
　または添付画像のアイコン
　（URL）を記載したメール

ｉショットで
静止画像送信

添付画像として送信

②メール上のURL※
　（Web To 機能）を選択

③画像データ※

インターネット
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• ｉモーションメール非対応端末に送信した場合は、
ｉモーションが連続静止画に変換され、URLが記
載されたメールとして受信されます。受信者は表
示されているURLを選択し、連続静止画を取得し
ます。

• ｉ モーションメールセンターでは最大 10 日間動
画が保管され、保管期間を過ぎると自動的に削除
されます｡

• ｉモーションメール対応端末が受信できるのは、
最大500Kバイトの動画です。取得した動画は、
ｉモーションメール対応端末の画面に合わせて画
像サイズを自動的に変換します。

■デコメール
ｉモードメール編集時に文字の大きさや背景の
色などを変えたり、画像を本文中に貼り付けるこ
とによって、自分のオリジナルメールを作成して
送信したり、装飾された楽しいメールを受信でき
ます。ただし、パソコンから装飾したメールを受
信する場合、ｉモード端末では非対応の装飾があ
るため、パソコン上と同じ動作にならない場合も
あります。デコメールを非対応端末に送信した場
合は、URLが記載されたメールとして受信されま
す。受信者は表示されているURLを選択し、デコ
メールを閲覧できます。
編集・送信方法→P182
• 対応機種・・・デコメール対応機種でご利用いた
だけます。詳しくは、『ご利用ガイドブック
（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

■メール同報送信
同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大
5件）に送信できます。→P180
• 通信料は、1通のみ送信した場合と同じです。ただ
し、追加した宛先の情報量については通信料が増
えます。

■CC、BCC送受信
パソコンと同じように、ｉモードメール編集時に
宛先をTo、Cc、Bccから選択できます。ただし、
Toが1件もないメールは送信できません。
→P181

■チャットメール
複数の相手と会話をするような感覚でメールを
交換できます。→P199
• 複数の相手とチャットメールをやりとりした場合
の通信料は、メール同報送信の場合と同じです。

SMS（ショートメッセージ）につ
いて
ｉモードを契約しなくても、携帯電話番号のみで文
字メッセージを送受信できます。
送信方法→P201　受信方法→P202　問い合わせ
方法→P202

SMS（ショートメッセージ）の宛先

SMSの宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。
• ドコモ以外の海外通信事業者とお客様との間で送受
信を行う場合の宛先は、ドコモのホームページをご覧
ください。

送受信できる文字数

SMSで送受信できる文字数は次のとおりです。

SMS（ショートメッセージ）を受信できな
いとき

SMSセンターに届いたSMSは、すぐにお客様の
FOMA端末に送信されます。ただし、お客様の
FOMA端末の電源が入っていないときや圏外など
で受信できないときは、SMS センターに保管され
ます。

• SMSセンターでのSMSの最大保管期間は72時間
です。発信元が保管期間を指定することもできま
す。→P203

• 保管期間が過ぎたSMSは自動的に削除されます。
• SMSセンターに保管されているSMSは、「SMS問
合せ」により受信できます。→P202

• SMSを受信すると、SMSセンターに保管されてい
たSMSは削除されます。

ｉモードセンター

ｉモーション
メールセンター

ｉモーションメール対応
FOMA端末

パソコンなど

①添付動画のURLを記載
　したメール

ｉモードメール
として送信

添付動画として送信

②メール上の URL
　（Web To 機能）　
　を選択

③添付動画または連続静止画データ

インターネット

ｉモーションメール
非対応端末

ｉモーションメール対応
FOMA端末

宛先 20文字（「＋」を含む）

SMS本文
入力設定

全角入力（70文字）

半角英数入力（160文字）

半角カタカナ入力（70文字）

全角／半角混在入力（70文字）
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メールメニュー

メールメニューを表示する

a m

b 次の操作を行う

受信BOX
受信BOX一覧画面を表示します。→P189

送信BOX
送信BOX一覧画面を表示します。→P190

未送信BOX
未送信BOX一覧画面を表示します。→P190

メール新規作成
ｉモードメールを新規に作成します。→P180

SMS新規作成
SMS（ショートメッセージ）を新規に作成します。
→P201

チャットメール
チャットメール画面を表示します。→P200
• チャットメンバーが設定されていない場合は、メンバー
設定画面が表示されます。→P199

デコメールテンプレート
テンプレートの新規作成画面、保存されているテンプレー
トの一覧を表示します。→P184

タスクメニュー
電話帳、スケジュールなど他の機能を呼び出します。
→P252

ｉモード問合せ
ｉモード問い合わせを行って、ｉモードセンターに保管さ
れているｉモードメールを受信します。→P187

SMS問合せ
SMS問い合わせを行って、SMSセンターに保管されてい
るSMSを受信します。→P202

メール選択受信
ｉモードセンターに保管されているｉモードメールの題
名などを確認し、受信するｉモードメールを選択したり、
受信前にｉモードセンターでｉモードメールを削除でき
ます。→P186

メール設定
メール機能を設定します。→P197

ｉモードメール作成／送信

ｉモードメールを作成して
送信する

a メールメニュー画面（P180）y「メール
新規作成」

b [宛先]欄を選択ycy宛先を入力
• 半角で50文字まで入力できます。
• 宛先を入力すると、新しい [宛先]欄が自動的に
追加され、複数の相手に送信できます。宛先は5件
まで入力できます。

• [宛先]欄を選択yh［機能］を押して、電話帳
や送信グループから宛先を入力できます。
→P181

c [件名]欄を選択ycy件名を入力
• 全角で15文字、半角で30文字まで入力できます。

d [本文]欄を選択ycy本文を入力
• 全角で最大5000文字、半角
で最大10000文字入力でき
ます。

e i［送信］

• 本文をデコレーションしたい場合→P182
• ファイルを添付して送信したい場合→P185
• 本文編集中に改行ができます。改行は全角1文字分
としてカウントされます。

• スペースを挿入した場合、半角1文字分としてカウ
ントされます。

• 電波状況により、相手に文字が正しく表示されない
場合があります。

• ｉモード端末どうしのメールのやりとり以外では、
半角カタカナ、絵文字を使用すると、正しく表示さ
れない場合があります。

• シークレットコードが設定されている宛先を入力
した場合は、送信するときに自動的にシークレット
コードが追加されます。ただし、送信したメールの
宛先には追加されたシークレットコードは表示さ
れません。

メールメニュー画面

ｉモードメール
作成画面

メール本文入力画面

メ
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• 送信BOX、未送信BOXに保存されているメールが
最大保存件数まで保存されているときにｉモード
メール作成画面を表示すると、保護されていない日
付の古い送信済みメールから順番に上書きされま
す。

• ｉモードメールを正常に送信できていても、電波状
況によっては「送信できませんでした」というエ
ラーメッセージが表示される場合があります。

ｉモードメール作成画面の機能メニュー

a ｉモードメール作成画面（P180）yh
［機能］y次の操作を行う

電話帳引用
宛先を電話帳から選択します。
yjで電話帳を選択ysで設定したいメールアドレスを
選択しチェックを付けるyi［完了］

送信グループ引用
宛先を送信グループから選択します。
ysでグループを選択y設定したい宛先にチェックを付
けるyi［完了］

直接入力
宛先を直接入力します。
yメールアドレスを入力

送信
メールを送信します。

保存
作成中、編集中のメールを未送信BOXに保存します。
yh［はい］

テンプレート選択
テンプレートを読み込んでデコメールを作成します。
→P184

Toに変更
選択中の宛先をToに変更します。通常の宛先で、入力し
たメールアドレスは送信相手に表示されます。

Ccに変更
選択中の宛先をCcに変更します。直接の送信相手以外に
メール内容を知らせたいときに指定します。Ccに入力し
たメールアドレスは、他の送信相手に表示されます。
• 受信側の端末や機器、メールソフトによっては、メール
アドレスが表示されない場合があります。

Bccに変更
選択中の宛先をBccに変更します。他の送信相手に知られ
たくないときに指定します。Bccに入力したメールアドレ
スは、他の送信相手には表示されません。

宛先削除
選択中の宛先を削除します。
yh［はい］

• 「メールアドレスを送信グループに登録する」
→P198

• 既に本文が入力されている場合は、本文を削除する
かどうかを確認する画面が表示されます。テンプ
レートを挿入する場合はh［はい］を押します。

• 一番上に表示されている宛先、メールアドレスが入
力されていない宛先は変更できません。

メール本文入力画面の機能メニュー

a メール本文入力画面（P180）yh［機
能］y次の操作を行う

デコレーション
パレットを表示します。→P183

デコレーション全解除
すべてのデコレーションを解除します。
yh［はい]

テンプレート
テンプレートを利用してデコメールを作成します。
→P184

コピー
本文中の文字やデコレーションを選択してコピーします。
→P295

切り取り
本文中の文字やデコレーションを選択して切り取ります。
→P295

貼り付け
「コピー」「切り取り」した文字などを本文に貼り付けます。
→P295

元に戻す
文字の入力や削除、貼り付け、デコレーションなどを1つ
前の状態に戻します。

引用

送信グループ引用

テンプレート選択

Toに変更／Ccに変更／Bccに変更

署名：署名を本文に入力します。
y署名を選択yc

電話帳引用
：電話帳からメールアドレスを選択し、本文に入力し
ます。
y電話帳を選択ysで設定したいメールアドレス
を選択しチェックを付けるyi［完了］

自局情報引用
：個人データから自局番号を本文に入力します。

y端末暗証番号を入力yh［挿入］
Bookmark引用

：Bookmarkに登録されているURLをメール本文に
入力します。
yフォルダを選択ycyブックマークを選択yc

ｉ
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定型文
定型文を選択して、本文に入力します。
y定型文を選択yh［選択］y文章を選択yh［選択］
yh［選択］

入力モード選択
入力モードを切り替えます。→P290

入力設定
予測変換機能、文字入力の設定を行います。

英語入力機能
「入力設定」の「英語入力設定」を一括してON／OFFに設
定します。
y「ON」／「OFF」

プレビュー
本文のプレビュー画面を表示します。
• h［OK］：本文編集画面に戻ります。
• i［保存］：デコメールテンプレートとして保存しま
す。h［はい］yファイル名を入力します。

• デコレーションが設定されていない場合は、デコ
メールテンプレートとして保存できません。

デコメール

デコメールを作成して送信する
ｉモードメールの本文編集では、文字の大きさや色、
背景色を変更したり、画像を挿入するなどの装飾（デ
コレーション）を行って、オリジナルメールを作成
できます。

a メールメニュー画面（P180）y「メール
新規作成」

b 宛先、件名を入力
• 宛先、件名の入力方法→「ｉモードメールを作成し
て送信する」の操作2、3（P180）

c [本文]欄を選択ycyh［機能］y
「デコレーション」

• h［本文入力］／［デコレー
ション］：パレットの操作と本
文入力の操作を切り替えま
す。

d パレットを操作して本文をデコレーションする
■ デコレーションを選択してから文字を入力する場合
操作方法については「本文をデコレーションす
る」（P183）を参照してください。

■ 文字を入力してからデコレーションを設定する場合
操作方法については「デコレーションを変更す
る」（P183）を参照してください。

e i［閉じる］
■デコメールの内容を確認する場合

h［機能］y「プレビュー」を選択します。
■作成したデコメールをテンプレートとして保
存する場合
h［機能］y「プレビュー」yi［保存］yh
［はい］yファイル名を入力します。

■設定したデコレーションをすべて解除する場合
h［機能］y「デコレーション全解除」yh
［はい］を押します。

f cyi［送信］

• デコメール対応 ｉ モード端末以外とデコメールを
送受信すると、デコレーションが正しく表示されな
い場合があります。

• デコレーションを設定した文字を削除しても、デコ
レーションデータのみが残り、入力文字数が少なく
なる場合があります。デコレーションの解除を行っ
てから文字を削除してください。Cを1秒以上
押して文字を削除した場合は、デコレーションデー
タも含めて文字が削除されます。

• メール送信できない画像が含まれたテンプレート
を利用すると、画像が削除される場合があります。

• 下記機種※以外のデコメール対応機種に 10000 バ
イトを超えるデコメールを送信した場合は、送信先
では閲覧用URLが記載されたメールを受信します。
※：903iシリーズ、703iシリーズ（P703iμを除く）

• デコメール非対応機種に10000バイトを超えるデ
コメールを送信した場合は、送信先では閲覧用URL
が記載されたメールを受信します。ただし、非対応
機種によってはデコメールのサイズが10000バイ
トを超えるときは本文のみ受信し、閲覧用URLがな
いメールを受信する場合があります。

日本語予測

英語入力設定

自動カーソル

全角／半角設定
初期設定

：日本語の予測変換（ワード予測／つなが
り予測）機能を設定します。→P293

：英語の入力方法と予測変換（ワード予測
／つながり予測）機能を設定します。
→P293

：文字を自動で確定するかどうかを設定
します。→P293

：全角／半角を切り替えます。→P294
：文字入力モードの初期設定を変更しま
す。→P294

プレビュー

本文入力画面

カーソルがあたっている箇所に設定
されているデコレーション

パレット表示画面

デ
コ
メ
　
ル

ー
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本文をデコレーションする

a メール本文入力画面（P180）yh［機
能］y「デコレーション」y次の操作を行
う
• h［本文入力］／［デコレー
ション］：パレットの操作と本
文入力の操作を切り替えま
す。

（デコレーション変更）
デコレーションを設定する文字の範囲を選択します。
→P183
• 本文に文字が入力されていない場合は選択できません。

（文字色）
文字の色を設定します。
y色を選択ycy文字を入力

（点滅開始）
文字を点滅表示させます。
y文字を入力
• 点滅を終了するには、h［デコレーション］y （点
滅終了）を選択します。

（背景色）
メール本文の背景色を設定します。
y色を選択yc

（画像挿入）
「マイピクチャ」に保存されている画像をメール本文に挿
入します。
yフォルダを選択ycy画像を選択yc

（元に戻す）
設定したデコレーションを1つ前の設定に戻します。

（文字サイズ）
文字のサイズを設定します。
y （大）／ （標準）／ （小）

（文字位置）
入力する文字、挿入する画像の位置を設定します。
y （左寄せ）／ （センタリング）／ （右寄せ）

（テロップ開始）
文字を右から左へテロップ表示します。
y文字を入力
• と 間に入力した文字がテロップ表示します。
• テロップを終了するには、h［デコレーション］
y （テロップ終了）を選択します。

（スウィング開始）
文字を左右にスウィング表示します。
y文字を入力
• と 間に入力した文字がスウィング表示します。
• スウィングを終了するには、h［デコレーション］
y （スウィング終了）を選択します。

（ライン挿入）
メール本文にラインを挿入します。

（コピー／切り取り／貼り付け）

• 「テロップ」「スウィング」が設定されている文字を
選択して「コピー」「切り取り」をしても、「テロッ
プ」「スウィング」の設定は反映されません。

• 絵文字の色も指定した文字色で表示されます。通常
の色に戻したい場合は、文字色設定で「指定なし」
を設定してください。

• 設定した点滅を、プレビュー画面やｉモードメール
作成画面などで表示した場合、一定の時間が経過す
ると点滅表示は終了します。

• デコメールの背景色によっては、画像やｉモーショ
ン取得先URLの文字色と重なり、URLが見えない
場合があります。

• メール本文と画像の合計が 10000 バイトまでと
なるJPEGまたはGIF画像を10件まで挿入できま
す。

• 同じ画像を複数挿入した場合は、挿入件数を1件と
して扱います。ただし、残バイト数が挿入した画像
のファイルサイズよりも小さい場合は挿入できま
せん。

• 画像サイズが、QVGA（320×240）以上の画像
は挿入できません。

デコレーションを変更する

a メール本文入力画面（P180）yh［機
能］y「デコレーション」y （デコレー
ション変更）を選択

b aで始点を選択yh［始点］
• i［全選択］：全文を選択します。h［はい］を
押します。

• i［戻る］：始点を選択し直します。

（コピー）

（切り取り）

（貼り付け）

：範囲を指定して文字や画像、ラインなど
をコピーします。
yaで始点を選択yh［始点］yaで
終点を選択yh［終点］

：範囲を指定して文字や画像、ラインなど
を切り取ります。
yaで始点を選択yh［始点］yaで
終点を選択yh［終点］

：コピー／切り取りしたデータをカーソル
の後に貼り付けます。

デコレーション変更／コピー／切り取り

文字色

点滅

背景色

画像挿入

デ
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c aで終点を選択yh［終点］y次の操作

を行う

（デコレーション変更終了）
デコレーション変更を終了します。

（文字色）
範囲を指定した文字の色を設定します。
y色を選択yc

（点滅設定・点滅解除）
範囲を指定した文字を点滅設定／点滅解除します。

（元に戻す）
設定したデコレーションを1つ前の設定に戻します。

（文字サイズ）
範囲を指定した文字のサイズを設定します。
y （大）／ （標準）／ （小）

（文字位置）
範囲を指定した文字の位置を設定します。
y （左寄せ）／ （センタリング）／ （右寄せ）

（テロップ設定・テロップ解除）
範囲を指定した文字をテロップ設定／テロップ解除しま
す。

（スウィング設定・スウィング解除）
範囲を指定した文字をスウィング設定／スウィング解除
します。

テンプレート

テンプレートを利用してデ
コメールを作成する
テンプレートとは、文字の大きさや画像挿入などの
デコレーションが既に指定されているデコメール用
のひな形データです。お買い上げ時に保存されてい
る以外に、サイトからダウンロードしたテンプレー
トなども設定できます。
• お買い上げ時に登録されているテンプレート
→P321

a メール本文入力画面（P180）yh［機
能］y「テンプレート」
• メール本文に文字が入力されている場合は、入力
した文字を削除してテンプレートを挿入します。
テンプレートを挿入する場合はh［はい］を押し
ます。

b テンプレートを選択yh［選択］
選択したテンプレートが本文に挿入されます。
• テンプレート挿入後も本文を編集できます。

テンプレートを新規に作成する

オリジナルのテンプレートを作成します。作成したテ
ンプレートは「テンプレート一覧」に保存されます。

a メールメニュー画面（P180）y「デコ
メールテンプレート」y「テンプレート新
規作成」

b テンプレートを作成する
• デコレーションの操作→P183

c テンプレート作成後ycyh［はい］y
ファイル名を入力

• 本文がデコレーションされていない場合は、テンプ
レートとして保存できません。

テンプレートを編集する

オリジナルのテンプレートや作成したテンプレート
を編集します。

a メールメニュー画面（P180）y「デコ
メールテンプレート」y「テンプレート一
覧」

b テンプレートを選択yh［機能］y「テン
プレート編集」yテンプレートを編集す
る
• デコレーションの操作→P183

c テンプレート編集後yc
上書き保存：編集元のテンプレートに上書き保存し

ます。
新規保存 ：編集したテンプレートを新規に保存し

ます。
yファイル名を編集

テンプレート
作成画面

テンプレート
一覧画面

テ
ン
プ
レ
　
ト

ー
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テンプレート一覧画面の機能メニュー

a テンプレート一覧画面（P184）yテンプ
レートを選択yh［機能］y次の操作を
行う

テンプレート編集
テンプレートを編集します。→P184

メール作成
選択中のテンプレートをメール本文に挿入して、デコメー
ルを作成します。→P182

プレビュー
選択中のテンプレートを表示します。

ファイル名変更
ファイル名を変更します。
yファイル名を変更

一件削除
選択中のテンプレートを削除します。
yh［はい］

全件削除
テンプレート一覧に保存されているテンプレートをすべ
て削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

• お買い上げ時に登録されているテンプレートを削
除した場合は、「メール設定リセット」を行うと元
に戻ります。→P197

添付ファイル

ファイルを添付する
ｉモードメールに画像やメロディを添付して送信し
ます。
■添付可能なファイル

※1：メロディと画像、本文をあわせたデータ量が
10000バイト（全角5000文字分）までで最大
10件です。ファイルのデータ量によって変動しま
す。

※2：最大 500K バイトの画像もしくは動画／ ｉ モー
ションのどちらか1件のみ添付できます。メロ
ディ、10000バイト以下の画像とは別に1件とし
て数えます。

• メールへの添付やFOMA端末外への出力が禁止され
ているファイルは添付できません。

• 10000 バイトを超える JPEG 形式の画像もしくは
ｉモーションを添付すると、本文に入力できる文字数
が全角100文字分（半角200文字分）少なくなりま
す。デコレーションしている場合は、全角200文字
分（半角400文字分）少なくなります。

a ｉモードメール作成画面（P180）y
[添付]ycy次の操作を行う

イメージ添付
「マイピクチャ」に保存されている画像を選択します。
yフォルダを選択ycy画像を選択yc

ｉモーション添付
「ｉモーション」に保存されている動画／ｉモーションを
選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ⅰモーションを選択yc

メロディ添付
「メロディ」に保存されているメロディを選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択yc

フォト撮影
静止画を撮影して添付します。
y静止画を撮影yh［挿入］
• i［撮り直し］：静止画を撮影し直します。

ムービー撮影
動画を撮影して添付します。
y動画を撮影yh［挿入］
• i［撮り直し］：動画を撮影し直します。

• GIF画像はmovaサービスのｉモード端末では受信
できません。

• 500Kバイトを超える画像は添付できません。

• 500Kバイトを超える動画／ｉモーションは添付
できません。「データ圧縮」でメールに添付できる
サイズに変更してから添付してください。→P231

• 受信側の端末によっては、動画が粗くなったり、連
続静止画に変換されて表示される場合があります。

• ｉモーションによっては、添付できない場合があります。

• 添付されたメロディはmovaサービスのｉモード
端末では受信できません。

• 受信側の機種がFOMA M702iS以外の場合は、送
信したメロディが正しく再生されなかったり、添付
したメロディが削除されたりすることがあります。

• ファイルが添付されている状態で「フォト撮影」
「ムービー撮影」を選択すると、添付済みのファイ
ルを解除することを知らせるメッセージが表示さ
れます。「フォト撮影」「ムービー撮影」を続ける場
合は、h［はい］を押します。

ファイルの種類 添付可能な最大件数

メロディ
合計10件※110000バイト以下の画像

（JPEG、GIF）

10000バイトを超える画像
（JPEG） どちらか1件※2

動画／ｉモーション

イメージ添付

ｉモーション添付

メロディ添付

フォト撮影／ムービー撮影

添
付
フ
ァ
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添付したファイルを削除／変更する

a ｉモードメール作成画面（P180）y添付
ファイルを選択yc
再生／表示：ファイルを再生／表示します。
変更 ：ファイルを変更します。「ファイルを添

付する」の操作1（P185）へ進みます。
情報表示 ：ファイルの情報を表示します。
解除 ：ファイルを解除します。

yh［はい］

メール自動受信

ｉモードメールを受信した
ときは
FOMA端末が圏内にあるときは、ｉモードセンター
から自動的にｉモードメールが送られてきます。

a ｉモードメールを受信すると （黄色）
が点滅し、「メール受信中」と表示される
受信が完了すると、受信結果画面が表示されま
す。

• 受信結果画面で何も操作をしないで約30秒経過す
ると、受信する前の画面に戻ります。

b「メール」
受信BOX一覧画面が表示されます。

• 新しいｉモードメールが届いたときは、ｉモードセ
ンターに保管されている他のｉモードメールや
メッセージR/Fも受信します。

• ｉモードメールを選択受信するように設定すると、
送られてきたｉモードメールはｉモードセンター
に保管されます。センターに保管されているｉモー
ドメールのタイトルなどを確認してから選択して
受信できます。→P186

• 受信メールの最大保存件数を超えた場合は、古い受
信メールから順に上書きされます。ただし、未読、
保護されている受信メールは上書きされません。

• To、Cc、Bccを設定できる端末からメールが送信
された場合、自分がTo、Cc、Bccのどれにあては
まるかFOMA端末で確認できます。→P191

• ⅰモードメールではメロディや動画、静止画を添付
ファイルとして受信できます。対応していない添付
ファイルはⅰモードセンターで自動的に削除され
ます。添付ファイルが削除された場合は、本文に
「添付ファイル削除」のメッセージが追加されます。

• メールに添付されているメロディや画像を受信す
るかどうかを「添付ファイル受信設定」で設定でき
ます。→P197

• 受信メールのデータ量が、「ｉMenu」→「料金＆
お申込・設定」→「メール設定」→「メールサイズ
制限」で設定した文字数（データ量）を超えた場
合、添付ファイル、貼り付けデータはｉモードセン
ターで削除され、再度受信することはできません。

• 次のような場合にメールを受信したときは、ｉモー
ドセンターに保管されます。
- 電源OFFのとき　- テレビ電話中　
- セルフモード設定中　- 圏外のとき
- FirstPassセンター接続中
-「メール選択受信設定」を「ON」に設定している
とき

- 受信BOXが保護や未読メールで満杯のとき
• 複数のⅰモードメール、メッセージR/Fを同時に受
信したときは、最後に受信したⅰモードメール、
メッセージR/Fに設定されている着信音が鳴りま
す。

新着ｉモードメールを表示する

a 受信結果画面（P186）y「メール」

b フォルダを選択ycy表示したいメー
ルを選択yc

メール選択受信

ｉモードメールを選択して受
信する
ｉモードセンターに保管されているｉモードメール
のタイトルなどを確認し、受信するメールを選択し
たり、受信前にｉモードセンターでメールを削除で
きます。
• メール選択受信を利用するには、あらかじめ「メール
選択受信設定」を「ON」に設定する必要があります。
ただし、「ON」に設定した場合は自動的にｉモード
メールを受信できません。→P197

• ｉモードセンターにメールが保管されている場合は、
画面上部に （黄色）が表示されます。

a メールメニュー画面（P180）y「メール
選択受信」

メール受信中画面 受信結果画面

受信メール詳細画面

メ
　
ル
自
動
受
信

ー
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b メールごとに項目を選択yc
受信：選択したメールを受信します。
削除：選択したメールを削除します。
保留：選択したメールはそのままｉモードセンター

で保管されます。
• 添付ファイルがある場合は、次のアイコンが表示
されます。

• 詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞
編）』の手順に従って操作してください。

• メール選択受信は「ｉMenu」からも行えます。
「ｉMenu」→「メニュー／検索」→「メール選択
受信」を選択します。

• 「メール選択受信設定」を「ON」に設定している場
合でも、「ｉモード問合せ」を利用するとすべての
メールを受信します。受信したくない場合は、問い
合わせたい項目から「メール」を外してご利用くだ
さい。→P197

• メール選択受信画面からメールを受信したり、
「ｉモード問合せ」を行うと、画面上部に表示され
ている （黄色）は消えます。また、FOMA端末
の電源を切った場合も消えます。

ｉモード問合せ

ｉモードメールがあるかど
うかを問い合わせる
FOMA端末が圏外のときなど、受信できなかった
ｉモードメールはｉモードセンターに保管されま
す。ｉモードセンターに問い合わせると、保管され
ているｉモードメールを受信できます。
• ｉモードセンターにメールが保管されている場合は、
画面に （黄色）が表示されます。

• 問い合わせる項目（メール、メッセージR/F）は、
「ｉモード問合せ設定」（P197）で選択できます。

• 圏外のときは、問い合わせできません。

a mを2回連続で押す
問い合わせが完了すると、受信結果画面が表示さ
れます。

• ｉモードセンターにｉモードメールが保管されて
いる場合でも、FOMA端末の電源が入っていないと
きなどにセンターに届いた場合は、画面に （黄
色）が表示されない場合があります。

• 受信メールの最大保存件数を超えた場合は、古い受
信メールの順に上書きされます。ただし、未読、保
護されている受信メールは上書きされません。

ｉモードメール返信

ｉモードメールに返事を出す
ｉモードメールの送信元に返信します。返信は新た
に本文を入力する方法と受信したｉモードメールの
本文を引用する方法があります。

a 受信メール一覧画面（P190）／受信
メール詳細画面（P190）yh［機能］y
「返信」／「引用返信」

• 受信メール詳細画面では、i［返信］を押しても
返信できます。

• 自分以外に同報先がある場合は、「送信元」または
「全員」を選択できます。

b 件名、本文を入力yc
• 件名には、「Re:」が追加されます。
• 引用返信の場合は、引用した本文の頭に「＞」が
付きます。

• 件名、本文の編集方法→「ｉモードメールを作成し
て送信する」（P180）

c i［送信］

• 送信BOXの保存容量を超えた場合は、返信できま
せん。送信BOXに保存されているメールを削除し
てから返信してください。

• 受信したデコメールを引用返信した場合、デコレー
ションや画像はそのままの状態で本文に入力され
ます。ただし、FOMA端末外への出力が制限されて
いる画像、反転表示されているURLは入力されま
せん。

ｉモードメール転送

ｉモードメールを他の宛先
に転送する
受信したｉモードメールを他の人に転送します。

a 受信メール一覧画面（P190）／受信
メール詳細画面（P190）yh［機能］y
「転送」

b 宛先を入力yc
• 題名には、「Fw:」が追加されます。
• 宛先、本文の編集方法→「ｉ モードメールを作成
して送信する」（P180）

c i［送信］

アイコン ファイルの種類

画像が添付されています。

ｉモーションが添付されています。

メロディが添付されています。

ｉ
モ
　
ド
問
合
せ

ー
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• 転送するｉモードメールにメールへの添付や本FOMA
端末外への出力が禁止されているファイルが添付
または貼り付けられているときは、それらのファイ
ルや情報は削除されます。

• 送信BOXの保存容量を超えた場合は、転送できま
せん。送信BOXに保存されているメールを削除し
てから転送してください。

• 受信したデコメールを転送した場合、デコレーショ
ンや画像はそのままの状態で本文に入力されます。
ただし、FOMA端末外への出力が制限されている画
像、反転表示されているURLは入力されません。

メールアドレス／電話番号
を電話帳に登録する

送信元、同報先のアドレスを電話帳
に登録する
受信したメールの送信元、同報先のアドレスや電話
番号を登録します。

a 受信メール一覧画面（P190）／受信
メール詳細画面（P190）yh［機能］y
「アドレス確認」

• メールアドレスが電話帳に登
録されている場合は、電話帳
に登録されている名前が表示
されます。メールアドレスを
確認したい場合はh［詳細］
を押します。

b 電話帳に登録したいアドレスを選択
ycy「電話帳登録」
「着信履歴や発信履歴などから電話帳に登録す
る」の操作2（P97）へ進みます。

• アドレス確認画面では、次の項目も設定できます。
- メール作成→P180
- 自動振り分け設定→P198
- 送信グループ登録→P198
- アドレスコピー

本文に表示されているアドレスや
電話番号、URLを電話帳に登録する

a 受信メール詳細画面（P190）y電話帳に
登録したいメールアドレス、電話番号、
URLを選択yh［機能］y「電話帳登録」
「着信履歴や発信履歴などから電話帳に登録す
る」の 操作2（P97）へ進みます。

ｉモードメールから添付
ファイルを再生／保存する
ｉモードメールやメッセージR/Fに添付または貼り
付けられている画像やメロディ、動画／ｉモーショ
ンを再生、保存します。

画像を表示／保存する

a 受信メール詳細画面（P190）／メッ
セージR/F詳細画面（P171）yh［機
能］y「添付ファイル確認」
• c：選択中の添付ファイルを
表示します。

b 添付ファイルを選択yi［保存］y「保
存」y「microSD」／「本体メモリ」yファ
イル名を入力
「データBOX」内「マイピクチャ」の「ｉモード／
その他」に保存されます。
• 10000バイトを超えるJPEG画像の場合は、ソフ
トキーに［保存］が表示されません。

■10000バイトを超えるJPEG画像を受信した
とき
10000バイトを超えるJPEG画像が添付された
ｉモードメールを受信すると、画像は自動的に「マ
イピクチャ」の「ｉモード／その他」に保存されます。
• 電波状況などにより 10000 バイトを超える画
像を受信できなかった場合は、受信メール詳細画
面に画像を取得するためのURLが表示されま
す。URLを選択ycyh［接続］を押します。

• 20000 バイトを超える画像を受信した場合は、
自動的に画像サイズを圧縮して受信します。

アドレス確認画面

添付ファイル
一覧画面

メ
　
ル
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• 画像のサイズがディスプレイより大きいときは縮
小して表示されます。

メロディを再生／保存する

a 受信メール詳細画面（P190）／メッ
セージR/F詳細画面（P171）yh［機
能］y「添付ファイル確認」
• c：選択中の添付ファイルを再生します。

b 添付ファイルを選択yi［保存］y「保
存」y「microSD」／「本体」yファイル名
を入力
「データBOX」内「メロディ」の「ｉモード／そ
の他」に保存されます。

• 複数のデータが貼り付けられている場合は、貼り付
けデータ自体が表示されないことがあります。

• 「メロディ自動再生設定」「メッセージ添付メロディ
設定」を「自動再生する」に設定している場合は、
ｉモードメール、メッセージR/F取得時に自動的に
メロディが再生します。

添付ファイル一覧画面の機能メニュー

a 添付ファイル一覧画面（P188）yh［機
能］y次の操作を行う

設定

情報表示
選択中の添付ファイルの情報を表示します。

削除
選択中の添付ファイルを削除します。
yh［はい］

• 10000バイトを超えるJPEG画像は、「保存」が表
示されません。

動画／ｉモーションを再生／保存
する
ｉモードメール、メッセージR/Fに反転表示されて
いるURLを選択して、ｉモーションセンターに保管
されているｉモーションを取得します。

a 受信メール詳細画面（P190）／メッ
セージR/F詳細画面（P171）yURLを選
択ycyh［接続］
ｉモーションの取得が開始します。「ｉモーショ
ン自動再生設定」が「自動再生する」に設定され
ている場合は、取得後に自動的にｉモーションが
再生されます。
再生：ｉモーションを再生します。
保存：ｉモーションを保存します。操作2へ進みま

す。
情報表示詳細

：ｉ モーションの名前やサイズ、種別などの情
報を表示します。→P230

終了：サイト表示画面に戻ります。

b「保存」yh［はい］y「microSD」／「本
体メモリ」
「データBOX」内「ｉモーション」の「ｉモード／
その他」に保存されます。

• ｉモーションメールをパソコンなどで再生する場合
は、対応のソフトが必要となります。

受信BOX／送信BOX／未送信BOX

受信／送信／未送信BOX
のメールを表示する
• セキュリティが設定されたフォルダ内を表示すると
きは、端末暗証番号を入力します。

受信BOXのメールを表示する
• 受信 BOX に保存できる件数は、ｉ モードメールと
SMSを合わせて最大500件です。ただし、データ量
により保存できる件数は異なります。

a メールメニュー画面（P180）y「受信
BOX」

プレビュー
：添付されているメロディを再生します（メロディ
のみ）。

保存

終了

：添付されているファイルを保存します。
y「microSD」／「本体メモリ」yファイル名を入力

：添付ファイル一覧画面に戻ります。

設定

受信BOX一覧画面

受
信
B
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X
／
送
信
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X
／
未
送
信
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X

次のページへ続く



190

メ
　
ル

ー
b フォルダを選択yc

• s：ページが複数ある場合
は、前後のページを表示しま
す。

• i［ソート］：メールを並べ
替えて表示します。→P190

c メールを選択yc
• s：前後のメールを表示しま
す。

• i［返信］：送信元、同報宛
先に返信します。→P187

送信BOXのメールを表示する
• 送信 BOX に保存できる件数は、ｉ モードメールと
SMS、未送信メールを合わせて最大300件です。た
だし、データ量により保存できる件数は異なります。

a メールメニュー画面（P180）y「送信
BOX」

b フォルダを選択yc
• s：ページが複数ある場合
は、前後のページを表示しま
す。

• i［ソート］：メールを並べ
替えて表示します。→P190

c メールを選択yc
• s：前後のメールを表示しま
す。

• i［編集］：ｉモードメール
作成画面、SMS作成画面を表
示します。→P180、P201

• 他の FOMA 端末で FOMA カードに保存した送信
SMSは、本FOMA端末では確認できません。

未送信BOXのメールを表示する
• 未送信BOXに保存されているメールは、送信BOXの
最大保存件数に含まれます。

a メールメニュー画面（P180）y「未送信
BOX」

b フォルダを選択yc
• s：ページが複数ある場合
は、前後のページを表示しま
す。

• i［ソート］：メールを並べ
替えて表示します。→P190

c メールを選択yc
• i［送信］：ｉモードメール、
SMSを送信します。

受信／送信／未送信メール一覧のメールを
並べ替える

日付の新しい順／古い順など、条件を設定してメー
ルを並べ替えます。

a 受信メール一覧画面（P190）／送信
メール一覧画面（P190）／未送信メー
ル一覧画面（P190）yi［ソート］

受信日時（新→旧）・送信日時（新→旧）・保存日時
（新→旧）
受信、送信、保存日時の新しい順に並べ替えます。

受信日時（旧→新）・送信日時（旧→新）・保存日時
（旧→新）
受信、送信、保存日時の古い順に並べ替えます。

受信メール一覧画面

受信メール詳細画面

送信BOX一覧画面

送信メール一覧画面

送信メール詳細画面

未送信BOX一覧画面

未送信メール
一覧画面

未送信メール
詳細画面

受
信
B
O
X
／
送
信
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／
未
送
信
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件名（昇順）
件名を昇順に並べ替えます。

件名（降順）
件名を降順に並べ替えます。

送信元（昇順）・送信先（昇順）
送信元、送信先アドレスを昇順に並べ替えます。

送信元（降順）・送信先（降順）
送信元、送信先アドレスを（降順）に並べ替えます。

• 送信／受信メール、送信／受信SMSの日時は、送
受信した地域の日時になります。そのため時差の異
なる地域で送受信したものは、送受信した順番で並
ばない場合があります。

• 「件名（昇順）」を選択した場合は、次の順番（「件
名（降順）」を選択した場合は昇順の逆順）で並び
替わります。
a半角記号を含む半角英数字（ASCII順）
b全角記号を含む全角文字（Shift-JIS順）
c半角カタカナ
d絵文字
e無題

受信／送信／未送信メール画面の
見かた

受信／送信／未送信BOX一覧画面

aフォルダ名
b未読メール数／全メール数

■受信／送信／未送信 BOX 画面に表示されるアイ
コン

※1：未送信BOXでは、フォルダは作成できません。
※2：送信BOX／未送信BOXでは表示されません。

受信メール一覧画面／受信メール詳細画面

a表示中のフォルダ名
b宛先タイプ
受信した宛先タイプ（To、Cc、Bcc）を表示
します。

c受信した日時
受信メール一覧画面では、前日までに受信した
メールは日付が表示され、当日受信したメール
は時刻が表示されます。

d送信元の電話番号／メールアドレス
電話番号またはメールアドレスが電話帳に登
録されている場合は、電話帳に登録されている
名前が表示されます。

e件名
SMSでは表示されません。

■受信メール一覧画面／受信メール詳細画面に表
示されるアイコン

■受信メール詳細画面に表示されるアイコン

アイコン 説　明

（グレー） メインフォルダ（お買い上げ時に
登録されているフォルダ）

（青） ユーザ作成フォルダ※1

未読メールあり※2

セキュリティ設定中

ｉアプリメール用フォルダ

例：受信BOX画面

a

b

アイコン 説　明

未読のメール

既読のメール

未読のSMS

既読のSMS

保護されているメール

保護されているSMS

返信したメール／SMS

転送したメール／SMS

FOMAカード（UIM）に保存され
ているSMS

FOMAカード動作制限機能がか
かっている添付ファイル

取得済みの添付ファイル（画像／
10000バイトを超える画像／メロ
ディ）

「添付ファイル確認」で削除した
ファイル

メール連動型ｉアプリ

アイコン 説　明

Toで届いたメール

Ccで届いたメール※

Bccで届いたメール※

受信メール
一覧画面

受信メール
詳細画面

a
c

d

e

c
d
e

b
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※：SMSでは表示されません。

送信メール一覧画面／送信メール詳細画面

a表示中のフォルダ名
b送信した日時
送信メール一覧画面では、前日までに送信した
メールは日付が表示され、当日送信したメール
は時刻が表示されます。

c送信先の電話番号／メールアドレス
電話番号またはメールアドレスが電話帳に登
録されている場合は、電話帳に登録されている
名前が表示されます。

d件名
SMSでは表示されません。

■送信メール一覧画面／送信メール詳細画面に表
示されるアイコン

■送信メール詳細画面に表示されるアイコン

※： SMSでは表示されません。

未送信メール一覧画面／未送信メール詳細
画面

a保存した日時
未送信メール一覧画面では、前日までに保存し
たメールは日付が表示され、当日保存したメー
ルは時刻が表示されます。

b送信先の電話番号／メールアドレス
電話番号またはメールアドレスが電話帳に登
録されている場合は、電話帳に登録されている
名前が表示されます。

c件名
SMSでは表示されません。

■未送信メール一覧画面／未送信メール詳細画面
に表示されるアイコン

■未送信メール詳細画面に表示されるアイコン

※： SMSでは表示されません。

受信した日時

送信元の電話番号／メールアドレス

件名※

本文

アイコン 説　明

送信済みのメール

送信済みのSMS

保護されているメール

保護されているSMS

FOMAカード動作制限機能がか
かっている添付ファイル

添付したファイル（画像／10000
バイトを超える画像／メロディ／
ｉモーション）

アイコン 説　明

送信した日時

Toで送信したメール

Ccで送信したメール※

Bccで送信したメール※

件名※

本文

アイコン 説　明

送信メール
一覧画面

送信メール
詳細画面

a
b

c

d

b
c
d

アイコン 説　明

保存されているメール

保存されているSMS

FOMAカード動作制限機能がか
かっている添付ファイル

添付したファイル（画像／10000
バイトを超える画像／メロディ／
ｉモーション）

送信に失敗したメール

送信に失敗したSMS

アイコン 説　明

Toに設定した電話番号／メールア
ドレス

Ccに設定したメールアドレス※

Bccに設定したメールアドレス※

件名※

添付したファイル（画像／10000
バイトを超える画像／メロディ／
ｉモーション）※

本文

未送信メール
一覧画面

未送信メール
詳細画面

a

b

c

b

c
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受信BOX／送信BOX／未送信BOX一覧画
面の機能メニュー

a 受信BOX一覧画面（P189）／送信BOX
一覧画面（P190）／未送信BOX一覧画
面（P190）yh［機能］y次の操作を行
う

フォルダ作成※

フォルダを作成します。受信BOX／送信BOXにそれぞれ
23個まで作成できます。
yフォルダ名を入力

フォルダ名編集※

選択中のフォルダの名前を編集します。
yフォルダ名を編集

自動振り分け設定※

メールを指定のフォルダに自動的に保存するように設定
します。→P198

フォルダ並べ替え
フォルダを並べ替えます。
y並べ替えたいフォルダを選択yh［選択］yjで移動
先を選択yh［確定］yi［完了］

セキュリティ設定・セキュリティ解除
選択中のフォルダにセキュリティを設定／解除します。セ
キュリティを設定すると、フォルダを表示するときに端末
暗証番号の入力が必要になります。
y端末暗証番号を入力

フォルダ削除※

選択中のフォルダを削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

フォルダ内全件表示
選択中のフォルダ内を表示します。

受信メール一括削除・送信メール一括削除・未送信
メール一括削除
受信BOX／送信BOX／未送信BOX内のメールをすべて
削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

全件送信
すべての受信メール／送信メール／未送信メールを赤外線
送信、Bluetoothで送信します。

※：未送信BOXでは利用できません。

• お買い上げ時に登録されているメインフォルダで
は利用できません。

• フォルダ内に保護されたメールが含まれている場
合は、フォルダを削除できません。

• 対応するメール連動型ｉアプリがある場合、ｉアプ
リメール用フォルダは削除できません。ｉアプリが
ない場合はｉアプリメール用フォルダを削除でき
ますが、受信BOX／送信BOX／未送信BOX一覧に
作成されたフォルダがともに削除されます。

• 保護されているメール、FOMAカード内に保存され
ているSMSは削除されません。セキュリティが設
定されているフォルダは、削除するかどうかを確認
するメッセージが表示されます。h［はい］を押
すと削除します。

• FOMAカードに保存されたSMSのみの場合には全
件送信できません。

受信メール一覧画面の機能メニュー

a 受信メール一覧画面（P190）yメールを
選択yh［機能］y次の操作を行う

返信
返信します。→P187

引用返信
受信メール本文の内容を引用して返信します。→P187

転送
転送します。→P187

検索
条件を設定して受信メールを検索します。

• 再検索／検索状態を解除する場合は、検索後の一覧画面
でh［機能］y「検索」を選択します。

保護・保護解除
メールを保護または保護を解除します。
• 保護を解除する場合は次の項目を選択します。

赤外線

Bluetooth

：赤外線通信で送信します。「データを全件送
信する」の操作2（P249）へ進みます。

：Bluetoothで送信します。
y端末暗証番号を入力y認証パスワードの
入力y「Bluetooth機器を登録して接続す
る」の操作2（P267）へ進みます。

フォルダ名編集／自動振り分け設定／フォルダ並べ替
え／フォルダ削除

フォルダ削除

受信メール一括削除／送信メール一括削除／未送信メール一括削除

全件送信

未読検索
既読検索
保護検索

：未読メールのみ検索します。
：既読メールのみ検索します。
：保護されているメールのみ検索します。

添付あり検索
：ファイルが添付されているメールのみ検索し
ます。

1件保護解除
全件保護解除

：選択中のメールの保護を解除します。
：メールの保護をすべて解除します。

yh［はい］

次のページへ続く
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フォルダ移動
メールを他のフォルダに移動します。

表示切替
受信メール一覧画面に表示する情報を選択します。
y「日時／件名／送信元」／「日時／送信元」／「件名／
送信元」

アドレス確認
選択中の受信メールの送信元アドレス、同報アドレスを表
示します。→P188

赤外線／Bluetooth
選択中のメールを赤外線送信、Bluetoothで送信します。
yh［はい］

FOMAカード（UIM）操作
選択中のSMSをFOMAカード／ FOMA端末本体へコ
ピー、移動します。

削除

受信メール詳細画面の機能メニュー

a 受信メール詳細画面（P190）yh［機
能］y次の操作を行う

返信
返信します。→P187

引用返信
受信メール本文の内容を引用して返信します。→P187

転送
転送します。→P187

コピー
表示中の受信メールの内容をコピーします。

保護・保護解除
表示中のメールを保護または保護を解除します。

スクロール設定
スクロールする行数を設定します。→P197

文字サイズ設定
文字のサイズを設定します。→P197

テンプレートへ保存
デコメールをテンプレートとして保存します。
yh［はい］yファイル名を入力

フォルダ移動
表示中のメールを別のフォルダに移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh［はい］

アドレス確認
表示中の受信メールの送信元アドレス、同報アドレスを表
示します。→P188

画像確認
表示中のメールに含まれている画像を保存します。画像を
選択後「サイトやメッセージから画像を取得する」の操作
2（P166）へ進みます。

添付ファイル確認
表示中のメールに添付されているファイルを一覧表示し
ます。→P188

赤外線／Bluetooth
表示中のメールを赤外線送信、Bluetoothで送信します。
yh［はい］

1件移動

選択移動

：選択中のメールを他のフォルダへ移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］
：複数のメールを選択して他のフォルダへ移動
します。
y移動するメールにチェックを付けるyi
［実行］y移動先のフォルダを選択yh［選択］
yh［はい］

フォルダ内全件移動
：フォルダ内のメールをすべて他のフォルダへ
移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］

赤外線
Bluetooth

：赤外線で1件送信します。
：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）へ
進みます。

FOMAカードへ移動
：SMSをFOMAカードへ移動します。

yh［はい］
FOMAカードへコピー

：SMSをFOMAカードへコピーします。
yh［はい］

本体へ移動

本体へコピー

：SMSを本体へ移動します。
yh［はい］

：SMSを本体へコピーします。
yh［はい］

1件削除

選択削除

：選択中のメールを1件削除します。
yh［はい］

：複数のメールを選択して削除します。
y削除するメールにチェックを付けるyi［実
行］yh［はい］

フォルダ内全件削除
：フォルダ内のメールをすべて削除します。

y端末暗証番号を入力yh［はい］

アドレス

件名
本文

：宛先をコピーします。同報アドレスがある場合
は、受信メールアドレス確認画面から宛先をコ
ピーします。→P188

：件名をコピーします
：本文の内容を選択してコピーします。→P295

赤外線
Bluetooth

：赤外線で1件送信します。
：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）へ
進みます。
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FOMAカード（UIM）操作
表示中のSMSをFOMAカード／ FOMA端末本体へコ
ピー、移動します。

削除
表示中のメールを削除します。
yh［はい］

電話帳登録
表示中のメールに反転表示されている電話番号やメール
アドレスを電話帳に登録します。→P188

URL表示
ｉモードメールに貼り付けられている10000バイトを
超える画像のURLを表示します。
• i［コピー］：URLをコピーします。

• 保護できるのは最大250件です。

• デコメールに添付されている大容量静止画ファイ
ルやメロディファイルは、テンプレートへ保存する
ときに削除されます。

• 保護されているメールは削除できません。

送信メール一覧画面の機能メニュー

a 送信メール一覧画面（P190）yメールを
選択yh［機能］y次の操作を行う

編集
送信したメールを編集して送信します。→P180、P201

検索
条件を設定して送信メールを検索します。

• 再検索／検索状態を解除する場合は、検索後の一覧画面
でh［機能］y「検索」を選択します。

保護・保護解除
メールを保護または保護を解除します。
• 保護を解除する場合は次の項目を選択します。

フォルダ移動
メールを他のフォルダに移動します。

表示切替
送信メール一覧画面に表示する情報を選択します。
y「日時／件名／送信先」／「日時／送信先」／「件名／
送信先」

アドレス確認
選択中の送信メールの送信元アドレス、同報アドレスを表
示します。→P188

赤外線／Bluetooth
選択中のメールを赤外線送信、Bluetoothで送信します。
yh［はい］

FOMAカード（UIM）操作
• 送信BOXでは利用できません。

削除

FOMAカードへ移動
：SMSをFOMAカードへ移動します。

yh［はい］
FOMAカードへコピー

：SMSをFOMAカードへコピーします。
yh［はい］

本体へ移動

本体へコピー

：SMSを本体へ移動します。
yh［はい］

：SMSを本体へコピーします。
yh［はい］

保護

テンプレートへ保存

削除

保護検索
添付あり検索

：保護されているメールのみ検索します。
：添付ファイルがあるメールのみ検索しま
す。

1件保護解除
全件保護解除

：選択中のメールの保護を解除します。
：メールの保護をすべて解除します。

yh［はい］

1件移動

選択移動

：選択中のメールを他のフォルダへ移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］
：複数のメールを選択して他のフォルダへ移動
します。
y移動するメールにチェックを付けるyi
［実行］y移動先のフォルダを選択yh［選択］
yh［はい］

フォルダ内全件移動
：フォルダ内のメールをすべて他のフォルダへ
移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh
［はい］

赤外線
Bluetooth

：赤外線で1件送信します。
：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）へ
進みます。

1件削除

選択削除

：選択中のメールを1件削除します。
yh［はい］

：複数のメールを選択して削除します。
y削除するメールにチェックを付けるyi［実
行］yh［はい］

フォルダ内全件削除
：フォルダ内のメールをすべて削除します。

y端末暗証番号を入力yh［はい］
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送信メール詳細画面の機能メニュー

a 送信メール詳細画面（P190）yh［機
能］y次の操作を行う

コピー
表示中の送信メールの内容をコピーします。

保護・保護解除
表示中のメールを保護または保護を解除します。

スクロール設定
スクロールする行数を設定します。→P197

文字サイズ設定
文字のサイズを設定します。→P197

テンプレートへ保存
デコメールをテンプレートとして保存します。
yh［はい］yファイル名を入力

フォルダ移動
表示中のメールを別のフォルダに移動します。
y移動先のフォルダを選択yh［選択］yh［はい］

アドレス確認
表示中の送信メールの送信元アドレス、同報アドレスを表
示します。→P188

画像確認
表示中のメールに含まれている画像を保存します。画像を
選択後「サイトやメッセージから画像を取得する」の操作
2（P166）へ進みます。

添付ファイル確認
表示中のメールに添付されているファイルを一覧表示し
ます。→P188

赤外線／Bluetooth
表示中のメールを赤外線送信、Bluetoothで送信します。
yh［はい］

FOMAカード（UIM）操作
• 送信BOXでは利用できません。

電話帳登録
表示中のメールに反転表示されている電話番号やメール
アドレスを電話帳に登録します。→P188

削除
表示中のメールを削除します。
yh［はい］

• 保護できるのは最大150件です。

• デコメールに添付されている大容量静止画ファイ
ルやメロディファイルは、テンプレートへ保存する
ときに削除されます。

• 保護されているメールは削除できません。

未送信メール一覧画面の機能メニュー

a 未送信メール一覧画面（P190）yメール
を選択yh［機能］y次の操作を行う

検索
条件を設定して未送信メールを検索します。

• 再検索／検索状態を解除する場合は、検索後の一覧画面
でh［機能］y「検索」を選択します。

フォルダ移動
• 未送信メール一覧画面では利用できません。

表示切替
未送信メール一覧画面に表示する情報を選択します。
y「日時／件名／送信先」／「日時／送信先」／「件名／
送信先」

アドレス確認
選択中のメールの送信先アドレス、同報アドレスを表示し
ます。→P188

赤外線／Bluetooth
選択中のメールを赤外線送信、Bluetoothで送信します。
yh［はい］

FOMAカード（UIM）操作
• 未送信BOXでは利用できません。

削除

アドレス

件名
本文

：宛先をコピーします。同報アドレスがある場合
は、送信メールアドレス確認画面から宛先をコ
ピーします。→P188

：件名をコピーします。
：本文の内容を選択してコピーします。→P295

赤外線
Bluetooth

：赤外線で1件送信します。
：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）へ
進みます。

保護

テンプレートへ保存

削除

送信失敗検索
未送信検索
添付あり検索

：送信に失敗したメールのみ検索します。
：未送信のメールのみ検索します。
：添付ファイルがあるメールのみ検索しま
す。

赤外線
Bluetooth

：赤外線で1件送信します。
：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）へ
進みます。

1件削除

選択削除

：選択中のメールを1件削除します。
yh［はい］

：複数のメールを選択して削除します。
y削除するメールにチェックを付けるyi
［実行］yh［はい］

フォルダ内全件削除
：フォルダ内のメールをすべて削除します。

y端末暗証番号を入力yh［はい］
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メール設定

FOMA端末のメール機能を
設定する

a メールメニュー画面（P180）y「メール
設定」

b 次の操作を行う

ｉモード問合せ設定
「ｉモード問合せ」をするときに、問い合わせる項目（メー
ル、メッセージR/F）を設定します。
y問い合わせたい項目にチェックを付けるyi［完了］

添付ファイル受信設定
メール、メッセージR/Fなどを受信する際に、取得する添
付ファイルを設定します。

メール選択受信設定
メールの選択受信をするかどうかを設定します。

メロディ自動再生設定
メロディが添付または貼り付けられているメールを受信
した場合、受信メール詳細画面を表示したときに自動的に
メロディを再生するかどうかを設定します。
y「自動再生する」／「自動再生しない」

受信優先設定
FOMA端末操作中に、メール、メッセージR/Fを受信した
ときに、受信中画面や受信結果画面を優先的に表示するか
どうかを設定します。

署名設定
メール本文に挿入する署名を設定します。→P198

引用符編集
引用返信するときに、受信メールから引用したことを表す
記号を設定します。
y引用符を入力

文字サイズ設定
メール表示画面の本文の文字サイズを設定します。
y「大」／「標準」／「小」

スクロール設定
メール詳細画面、メール作成画面で画面をスクロールする
ときの行数を設定します。
y「1行」／「3行」／「5行」／「1/2ページ」／「1ページ」

送信グループ登録
メールアドレスをグループごとに登録します。グループに
登録した複数のメンバーへ同時にメールを送ることがで
きます。→P198

SMS送達通知設定
SMS送信したときにSMS送達通知を要求するかどうか
を設定します。→P203

SMSメッセージ有効期限
送信したSMSがSMSセンターに保管される期間を設定
します。→P203

SMSセンター設定
SMSセンターの接続先を設定します。→P203

メール設定確認
「メール設定」で設定した内容を確認します。

メール設定リセット
「メール設定」で設定した内容をお買い上げ時の状態に戻
します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

• 受信しない設定にしている添付ファイルを受信し
た場合は、ｉモードセンターで添付ファイルが削除
され、本文に「添付ファイル削除」のメッセージが
追加されます。削除されたファイルは、再度受信で
きません。

• 「ON」に設定した場合は、自動的にｉモードメール
を受信できません。送られてきたｉモードメールは
ｉモードセンターに保管され、画面に （黄色）が
表示されます。

• メール設定をリセットすると、削除したお買い上げ
時に登録されているデコメールテンプレートが元
に戻ります。

お買い上げ時

ｉモード問合せ設定：すべてチェック
あり
添付ファイル受信設定：画像とメロディ
メール選択受信設定：OFF
メロディ自動再生設定：自動再生する
受信優先設定：受信通知優先
引用符編集：＞
文字サイズ設定：標準
スクロール設定：1行

画像とメロディ
画像
メロディ
受信しない

：画像とメロディを取得します。
：画像のみ取得します。
：メロディのみ取得します。
：添付ファイルは取得しません。

ON
OFF

：メールを自動受信しません。
：メールを自動受信します。

受信通知優先

ユーザ操作優先

：受信中画面、受信結果画面を表示しま
す。

：受信中画面、受信結果画面を表示せず、
FOMA端末の操作を優先します。

メール設定画面

添付ファイル受信設定

メール選択受信設定

メール設定リセット

メ
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自動振り分け設定

送受信メールを自動的にフォルダ
に振り分ける
条件を設定して、メールを指定のフォルダに自動的
に保存するように設定します。
• 各フォルダごとに8件まで条件を設定できます。
• お買い上げ時に登録されている「メインフォルダ」に
は設定できません。

a 受信BOX一覧画面（P189）／送信BOX
一覧画面（P190）yフォルダを選択
yh［機能］y「自動振り分け設定」
■振り分け条件を変更する
条件を選択ycyh［は
い］y操作2へ進みます。

b「ルール追加」y次の操作を行う

送信元アドレス・送信先アドレス
メールアドレスを条件に設定して振り分けます。

件名
メールの件名を条件に設定します。
y件名を入力

全受信メール・全送信メール
選択中のフォルダにすべての受信メール／送信メールを
振り分けます。

c i［完了］

• 他のフォルダに設定されている振り分け条件と同
じ条件は設定できません。

振り分け条件を削除する

a 自動振り分け設定画面（P198）y削除す
る振り分け条件を選択yh［削除］y次
の操作を行う

1件削除
選択中の振り分け条件を削除します。
yh［はい］

全件削除
選択中のフォルダに設定した振り分け条件をすべて削除
します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

署名設定

メールに署名を付ける

メール本文に挿入する署名を設定します。

a メール設定画面（P197）y「署名設定」
■署名のタイトルを変更する
場合
署名を選択yh［タイトル
編集］y署名のタイトルを
入力します。

b 署名を選択ycy署名を入力

送信グループ登録

メールアドレスを送信グループに
登録する
メールアドレスをグループごとに登録します。1グ
ループに5件までのメールアドレスを登録できま
す。グループに登録した複数のメンバーへ同時に
メールを送ることができます。

a メール設定画面（P197）y「送信グルー
プ登録」

b グループを選択yc

c「［未登録］」y次の操作を行う

電話帳引用：電話帳から選択して設定します。
y電話帳を選択ysで設定したいメールア
ドレス／電話番号を選択しチェックを付け
るyi［完了］

送信グループ引用
：送信グループから選択して設定します。

ysでグループを選択y設定したい宛先を
選択

直接入力 ：メールアドレスを直接入力して設定します。
yメールアドレスを入力

自動振り分け設
定画面

お買い上げ時 OFF

署名設定画面

送信グループ
一覧画面

送信グループ
登録画面

メ
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電話帳引用
電話帳から選択して登録します。
y電話帳を選択ysで設定したいメールアドレスを選択
しチェックを付けるyi［完了］

送信グループ引用
• 送信グループ登録では利用できません。

直接入力
メールアドレスを直接入力します。
yメールアドレスを入力

d i［完了］

送信グループ一覧画面の機能メニュー

a 送信グループ一覧画面（P198）yグルー
プを選択yh［機能］y次の操作を行う

グループ名編集
グループ名を編集します。
yグループ名を入力

削除
選択中のグループに保存されているアドレス、グループ名
を削除します。
yh［はい］

グループに登録したアドレスを削除する

a 送信グループ登録画面（P198）yアドレ
スを選択yh［削除］y次の操作を行う

1件削除
選択中のアドレスを1件削除します。
yh［はい］

全件削除
グループ内に登録されているアドレスをすべて削除しま
す。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

チャットメール作成／送信

チャットメールを作成して
送信する
チャットメールは、1つの画面で複数の相手とメー
ルのやりとりができます。チャットメール画面は次
のように表示されます。

a入力ボックス
全角で250文字、半角で500文字まで入力で
きます。

bメンバー名
設定したニックネームと表示色でメンバーを
表示します。
• ニックネームを登録していない場合は、メー
ルアドレスを表示します。

• 送信に失敗した場合は、メンバー名に「送信
失敗」と表示されます。

cチャットメール履歴
履歴は50件まで表示されます。50件を超えた
場合は古い順に上書きされます。

チャットメンバー設定

チャットメンバーを設定する
チャットメールを行うには、あらかじめチャットメ
ンバーに相手のメールアドレスを登録しておく必要
があります。
• チャットメンバーは5人登録できます。

a メールメニュー画面（P180）y「チャッ
トメール」

b h［機能］y「新規作成」y次の操作を行
う

電話帳検索
メンバーを電話帳から選択します。
y電話帳を選択ysでメールアドレスを選択し、チェック
を付けるyi［完了］

直接入力
メンバーのメールアドレスを直接入力します。
yメールアドレスを入力

グループ参照
送信グループからメンバーを選択します。
yh［はい］ysで送信グループを選択し、設定したい
メンバーにチェックを付けるyi［完了］
• 操作7へ進みます。

c「ニックネーム」yニックネームを入力
全角4文字、半角8文字以内で
設定してください。

a
b

c

メンバー設定画面 チ
ャ
ッ
ト
メ
　
ル
作
成
／
送
信

ー
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d「宛先」yメールアドレスを入力

•「電話帳検索」「直接入力」で設定したアドレスが
自動的に表示されます。

e「表示色」y表示色を選択yh［選択］

f h［完了］
チャットメールを送信したいメンバーにチェッ
クを付けます。
■設定したメンバーを削除する場合

h［機能］y「削除」を選択します。
■設定したメンバーを編集する場合

h［機能］y「編集」を選択し、操作3を行い
ます。

■自分のニックネーム／表示色を設定する場合
「自分」yh［機能］y「編集」を選択し、操
作3を行います。

g i［完了］

• グループ参照からメンバーを選択すると、設定済み
のメンバーはすべて削除されます。グループ参照か
ら新しいメンバーを設定する場合はh［はい］を
押します。

メンバーを編集／削除する

メンバー設定画面でメンバーの追加や編集、削除が
できます。

a チャットメール画面（P200）yh［機
能］y「メンバー設定」
メンバー設定画面が表示されます。

b メンバーを選択yh［機能］y次の操作
を行う

新規作成
チャットメンバーを新規に設定します。「チャットメン
バーを設定する」の操作2（P199）へ進みます。

編集
メンバーのニックネーム、メールアドレス、表示色を編集
します。「チャットメンバーを設定する」の操作3（P199）
へ進みます。

削除
設定したメンバーを削除します。

• 既に登録されているメンバーと同じメールアドレ
スは登録できません。

チャットメールを作成して送信する
• 「メール選択受信設定」を「ON」に設定している場
合は、チャットメールを利用できません。「メール選
択受信設定」を「OFF」に設定してください。

a メールメニュー画面（P180）y「チャッ
トメール」

b cy文字を入力

c i［送信］yh［OK］
送信したチャットメールは、
画面の一番上に表示されま
す。

d チャットメールを受信
受信したチャットメールは、画面の一番上に表示
されます。操作2～4を繰り返してチャットメー
ルをやりとりします。

e h［機能］y「チャットメール終了」
• h［はい］：チャットメールを削除して、終了し
ます。

• i［いいえ］：チャットメールを受信BOXに保存
して終了します。

グループ参照

1件削除

全件削除

：選択中のメンバーを削除します。
yh［はい］

：設定したメンバーをすべて削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

チャットメール画面

チャットメール
文字入力画面

チャットメール
送信後画面

チ
ャ
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ト
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チャットメールを受信する

チャットメールを受信すると、画面上部に （黄
色）が表示され、受信結果画面（P186）が表示さ
れます。受信したチャットメールは受信BOXに保存
されます。

a 受信BOX一覧画面（P189）yフォルダ
を選択yc

b「チャットメール」を選択yc
■送信元がチャットメンバーに登録されている
場合
チャットメールを起動するかどうかを確認す
る画面が表示されます。起動する場合はh［は
い］を押します。i［いいえ］を押すと、
ｉモードメールとして表示します。

■送信元がチャットメンバーに登録されていな
い場合
チャットメンバーに登録するかどうかを確認
する画面が表示されます。登録する場合はh
［はい］を押します。i［いいえ］を押すと、
ｉモードメールとして表示します。

• 次の場合、チャットメールと認識します。
- 送信元や宛先のアドレスが、チャットメンバーに
登録されている場合

- 件名に「チャットメール」が含まれている場合
• チャットメール画面で受信したチャットメールは、
受信BOXでは既読となります。

• 受信したチャットメールに添付ファイルが付いて
いた場合は、チャットメール画面では本文のみ表示
されます。

• 複数の相手とチャットメールをやりとりした場合
の通信料は、1通のみ送信した場合と同じです。た
だし、追加した宛先の情報量については通信料が増
えます。

チャットメール画面の機能メニュー

a チャットメール画面（P200）yh［機
能］y次の操作を行う

送信
チャットメールを送信します。

更新
チャットメールを受信します。

最新メール宛先確認
最新メールの宛先を確認します。
• i［設定］：メンバーを設定します。設定するメンバー
にチェックを付けるyh［完了］を押します。

メンバー設定
メンバー設定画面を表示します。メンバーの追加や編集、
削除を行います。→P200

チャットメール削除
チャットメールを削除します。
yh［はい］

チャットメール終了
チャットメールを終了します。
• h［はい］：チャットメールを削除して、終了します。
• i［いいえ］：チャットメールを受信BOXに保存して終
了します。

文字サイズ切り替え
チャットメールに表示する文字サイズを、小さい文字／標
準文字に切り替えます。

• 「更新」した場合にｉモードメールやSMSを受信し
たときは、受信結果画面は表示されません。受信
BOXに保存されます。

SMS作成／送信

SMS（ショートメッセー
ジ）を作成して送信する
• ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との間でも送
受信が可能です。ご利用可能な国、海外通信事業者に
ついてはドコモのホームページをご覧ください。

a メールメニュー画面（P180）y「SMS新
規作成」

b [宛先]欄を選択ycy電話番号を入
力
• 電話帳、受信アドレス履歴、送信アドレス履歴、個
人データから電話番号を選択して入力する
→P202

c [本文]欄を選択ycy本文を入力

d i［送信］

更新

SMS作成画面
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• 宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合、「＋」
（0を1秒以上押す）、「国番号」、「相手先携帯電
話番号」の順に入力します。携帯電話番号が「0」
で始まる番号は「0」を除いた電話番号を入力しま
す。また、「010」、「国番号」、「相手先携帯電話番
号」の順に入力しても送信できます（受信した海外
からのSMSに返信する場合は、「010」を入力し
てください）。

• 電波状況により、相手に文字が正しく送信されない
場合があります。

• 本文が半角英数字のみのSMSや空白のみのSMS
を送信し、相手側がそのSMSに返信などを行った
場合、半角英数字しか入力できない場合がありま
す。

• 海外通信事業者を利用している相手にSMSを送信
したとき、本文中に相手側が対応していない文字が
含まれる場合は、それらの文字が正しく表示されな
いことがあります。

• 「発信者番号通知設定」を「通知しない」に設定し
ていても、送信相手には発信者番号が通知されま
す。

• FOMA 端末に保存した送信メールが最大保存件数
を超えた場合は、送信メールのうち古いメールから
順に上書きされます。ただし、保護されているメー
ルは上書きされません。

• 送信元が公衆電話、通知不可能のSMSには返信で
きません。

SMS作成画面の機能メニュー

a SMS作成画面（P201）yh［機能］y次
の操作を行う

電話帳引用
宛先を電話帳から選択します。
y電話帳を選択yc

送信グループ引用
• SMS作成画面では利用できません。

自局情報引用
宛先に自局番号を入力します。
y端末暗証番号を入力yh［挿入］

直接入力
宛先を直接入力します。
y電話番号を入力

送信
SMSを送信します。

保存
作成中や編集中のSMSを未送信BOXに保存します。
yh［はい］

送達通知設定
SMSを送信したときにSMS送達通知を要求するかどう
かを設定します。→P203

メッセージ有効期限
送信したSMSがSMSセンターに保管される期間を設定
します。→P203

SMS受信

SMS（ショートメッセー
ジ）を自動的に受信する
FOMA端末が圏内にあるときは、自動的にSMSが
送られてきます。
• 受信したSMSは、ｉモードメールと合わせて最大
500件保存できます。ただし、データ量により保存
できる件数は異なります。

a SMSを受信すると、 （黄色）が点滅し
「SMS受信中」と表示される
受信が完了すると、受信結果
画面が表示されます。
• 何も操作しないで30秒経過す
ると、待受画面に戻ります。

• 受信メールの最大保存件数を超えた場合は、古い受
信メールの順に上書きされます。ただし、未読、保
護されている受信メールは上書きされません。

新着SMSを表示する

a 受信結果画面（P202）y「メール」yフォ
ルダを選択yc

b 表示したいSMSを選択yc

SMS問合せ

SMS（ショートメッセージ）が
あるかどうかを問い合わせる
FOMA端末が圏外のときなど、受信できなかった
SMSはSMSセンターに保管されます。SMSセン
ターに問い合わせると、保管されているSMSを受信
できます。
• 圏外のときは、問い合わせできません。

受信結果画面

受信メール詳細画面

S
M
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a メールメニュー画面（P180）y「SMS問
合せ」
受信が完了すると、受信結果画面が表示されま
す。

• 受信メールの最大保存件数を超えた場合は、古い受
信メールの順に上書きされます。ただし、未読、保
護されている受信メールは上書きされません。

SMS設定

SMS（ショートメッセー
ジ）の設定を行う

SMS送達通知設定

SMSの送信時に、SMS送達通知を要求するかどう
かを設定します。「ON」に設定すると、SMSが相
手に届いたことをお知らせするメールが届きます。

a メール設定画面（P197）y「SMS送達通
知設定」y「ON」／「OFF」

• お知らせメールには、送信時間と送信相手の番号が
表示されます。

SMSメッセージ有効期限

送信したSMSが圏外などで届かなかった場合に
SMSセンターに保管される期間を設定します。
• 「0日」を設定すると一定時間経過後に再送し、SMS
センターから削除します。

a メール設定画面（P197）y「SMSメッ
セージ有効期限」y有効期限を選択yh
［選択］

SMSセンター設定

SMSセンターの接続先を設定します。

a メール設定画面（P197）y「SMSセン
ター設定」
ドコモ：SMSセンターへの接続先をドコモに設定しま

す。
その他：接続先アドレスを入力します。

• 「Type of Number」を「International」に設定し
たい場合は、アドレスの頭に「＋」を入力してくだ
さい。入力したアドレスに「:」「＃」が含まれて
いる場合は、「International」に設定できません。

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 3日

お買い上げ時 ドコモ

通常は設定を変える必要はありません。

S
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ｉアプリとは
ｉアプリをサイトからダウンロードすることによ
り、ｉモード対応FOMA端末（以下、ｉモード端末）
を便利に活用いただけます。たとえば、ｉモード端
末にさまざまなゲームをダウンロードして楽しんだ
り、株価情報のｉアプリをダウンロードすることに
より、株価を定期的に自動チェックしたりできます。
さらに、地図のｉアプリでは、必要なデータだけを
ダウンロードするため、スムーズにスクロールでき
ます。また、ｉアプリから電話帳やスケジュールに
直接登録できるものや、画像保存、画像取得などデー
タBOXと連動できるｉアプリもあります。

• ｉアプリをダウンロードする→P207
• ｉアプリを起動する→P208
• ｉアプリを自動起動する→P212

• ｉ アプリによっては ｉ モード端末の「携帯電話／
FOMAカード（UIM）の製造番号」を利用する場合
があります。

• ｉアプリによっては起動時に通信を行うものがあり
ます。通信を行わないように設定することもできま
す。→P211

■登録データを利用する
ｉアプリのソフトには、お客様のｉ モード端末の
登録データ（電話帳、ブックマーク、スケジュー
ル、画像）を参照、登録、操作できるものがあり
ます。登録データを利用してできることは次のと
おりです。
• 電話帳登録
• ブックマーク登録
• スケジュール登録
• データBOXからの画像取得
• データBOXへの画像保存

ｉアプリDXとは

ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メールや発
着信履歴、電話帳データなど）と連動することによ
り、お好みのキャラクタ画面でメールを作成したり、
着信時にキャラクタのコメントで誰からの着信か知
らせたり、メールと連動して、株価などの欲しい情
報やゲームの進行がよりリアルタイムに更新される
など、ｉアプリをより便利に楽しく利用することが
可能です。
■登録データを利用する
ｉアプリDXのソフトでは、通常のｉアプリで利
用できる登録データ（電話帳、ブックマーク、ス
ケジュール、画像）に加えて、メール、発信履歴、
着信履歴、着信音などの登録データを参照、登録、
操作できるものがあります。登録データを利用し
てできることは次のとおりです。
• 電話帳登録
• 電話帳参照
• アイコン情報利用
• ブックマーク登録
• スケジュール登録
• メールメニューの利用
• ｉモードメール作成画面利用
• 最新の発信履歴参照
• 最新の着信履歴参照
• 最新の未読メール参照
• メロディ保存
• 着信音変更（電話、メール、メッセージ）
• データBOXからの画像取得
• データBOXへの画像保存
• 画面設定の変更（待受画面）

• ｉアプリDXでは、ソフトの有効性を確認するため、
ソフトの通信設定に関わらず通信する場合があり
ます。通信回数やタイミングはソフトによって異な
ります。

• ｉアプリDXを起動するには、日付時刻設定が必要
です。→P48

メール連動型ｉアプリとは

メール連動型ｉアプリは、ｉアプリDXの一種で、
ｉモードメールで情報をやりとりすることにより、
株価などの情報やゲームの進行がリアルタイムに更
新されるなど、ｉアプリをより便利に楽しく利用で
きます。
• メール連動型ｉアプリで利用されるｉアプリメール
は、正しく表示できない場合があります。

こんなこともできます

■ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面では、ｉアプリを待受画面とし
て利用することができ、そのままメールを受信し
たり、電話をかけることもできます。ニュースや
天気の最新情報を待受画面に表示させたり、お好
みのキャラクタがメール受信やアラームを知ら

IP（情報サービス提供者）

ｉモードセンターｉモード端末

ｉアプリ

ダウンロード

ゲーム、株価情報、etc,
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リ
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せてくれたり、より便利な待受画面にできます。
→P212
• ｉアプリ待受画面に対応したｉアプリで利用でき
る機能です。

■ｉアプリの自動起動
時刻や日付、曜日などを指定して、ソフトを自動
起動できます。あらかじめソフトに設定されてい
る時間間隔で自動起動できるソフトもあります。
→P212

■カメラ撮影
ｉアプリからｉモード端末のカメラを使って撮
影できます。
• カメラ撮影機能に対応したｉアプリで利用できる
機能です。

■赤外線通信
ｉアプリから赤外線通信機能が搭載された機器
と通信できます。→P246
• 赤外線通信機能に対応したｉアプリで利用できる
機能です。

• 相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載さ
れていても通信できないデータがあります。

サイトからｉアプリをダウ
ンロードする
サイトからソフトをダウンロードして、FOMA端末
に保存します。
• ダウンロードしたソフトは最大 60件登録できます。
ただし、ソフトのデータ量によって保存可能件数は少
なくなる場合があります。

a サイト表示中yソフトを選択yc
• i［中止］：ダウンロードを中止します。

b ダウンロード完了後yh［OK］
■ソフトの設定画面が表示された場合
ソフトの初期設定を行います。
y設定項目を選択yh［変更］y設定内容を選
択yh［選択］yi［戻る］
• 各設定は「ソフト設定」からも設定できます。
→P211

• ソフトによっては変更できない項目がありま
す。

c h［はい］
ダウンロードしたソフトが起動します。

■メール連動型ｉアプリのダウンロード
メール連動型ｉアプリをダウンロードすると、受信／
送信／未送信BOX一覧にｉアプリメール用フォルダ
が自動的に作成されます。フォルダ名はダウンロード
したメール連動型ｉアプリのタイトルになり、変更で
きません。
• 受信BOX／送信BOX内に作成できるフォルダ
数は、「フォルダ作成」で作成したフォルダとあ
わせて、それぞれ最大24個までです。既にフォ
ルダが24個ある場合は、メール連動型ｉアプリ
をダウンロードできません。

■メール連動型ｉアプリの再ダウンロード
• メール連動型ｉアプリをダウンロードするとき
に、利用するメールフォルダのみが残っている場
合は、そのフォルダを利用できます。フォルダ名
がダウンロードしたｉアプリ名と異なる場合は、
ダウンロードしたｉアプリ名に変更されます。
フォルダを利用しない場合は、フォルダを削除し
て新規フォルダを作成できます。ただし、新規
フォルダを作成しない場合はメール連動型ｉア
プリをダウンロードできません。

• フォルダにセキュリティが設定されている場合
は、ダウンロード時に端末暗証番号の入力が必要
です。

• ダウンロード時に、「携帯電話／FOMAカード（UIM）
の製造番号」を送信するかどうかを確認する画面が
表示される場合があります。h［はい］を押すと
ダウンロードを開始します。この場合、お客様の端
末情報データはインターネットを経由してIP（情報
サービス提供者）に送信されるため、場合によって
は第三者に知得されることがあります。なお、この
操作によりご使用の電話番号、お客様の住所や年
齢、性別が、IP（情報サービス提供者）などに通知
されることはありません。

• ダウンロード時に、「端末情報データ（登録データ
や携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号）」
を利用することを通知する画面が表示される場合
があります。h［ダウンロード］を押すとダウン
ロードを開始します。利用する端末情報データの詳
細を確認したい場合はi［詳細］を選択して確認
してください。

• 異なる FOMAカードでダウンロード済みのソフト
を再ダウンロードする場合、上書きするかどうかを
確認する画面が表示されます。h［はい］を押す
とダウンロードを開始します。ただし、「ソフト情
報表示」が「ON」に設定されている場合は、h
［はい］を押すとソフトのバージョンやサイズなど
を確認する画面が表示されます。ダウンロードする
場合はh［ダウンロード］を押してください。

• ソフトが最大保存件数まで保存されている場合や、
メモリの空き容量が不足している場合は、ダウン
ロードできません。保存されているソフトを削除す
るなどしてからダウンロードしてください。

• ダウンロード時に電波状況などの理由により、ダウ
ンロードに失敗した場合は、そのソフトは未登録と
なります。

• ダウンロード時に、FOMA端末のメモリの空き容量
が不足したため古いソフトを削除した後で、電波状
況などによりダウンロードが失敗しても、古いソフ
トは復活できません。
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イ
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ｉアプリを起動する

a i（1秒以上）

■ソフト一覧画面のアイコン

b ソフトを選択yc
•「ソフト設定」の「通信設定」が「起動ごとに確認」
に設定されている場合は、通信を許可するかどう
かを確認する画面が表示されます。h［はい］／
i［いいえ］を選択します。

■ｉアプリを終了する
• py「終了」を押します。

■ソフトから他のソフトを起動するには
ソフトによっては、指定されたｉアプリを起動で
き、ソフト一覧画面に戻ることなくソフトを楽しめ
ます。起動させるソフトがあらかじめ指定されてい
るものと、指定されていないものがあります。
起動するソフトが指定されている場合
ｉアプリ起動中に、指定されたソフトを起動するか
どうかを確認する画面が表示されます。ｉアプリ起
動中ソフトを選択ycyh［はい］を押します。
起動するソフトが指定されていない場合
ｉアプリ起動中にソフト一覧を表示するかどうか
を確認する画面が表示されます。h［はい］yソ
フトを選択yh［選択］を押します。

■セキュリティエラーが起こったときは
ソフトが許可されている機能以外の動作をしよう
とすると、セキュリティエラーが表示され、その内
容が「セキュリティーエラー履歴」に記録されます。
セキュリティエラーの内容を確認、または履歴を削
除する→P213

■ソフトに異常があったときは
ソフトに異常があった場合は、その内容をトレース
情報で確認できます。→P213
ｉアプリ作成者の方へ
ソフトを作成中、正常に動作しないときはトレース
情報が参考になる場合があります。

• ソフト一覧画面に表示される使用メモリ容量は、分
母にFOMA端末内の共有メモリ使用可能容量を表
示し、FOMA端末内で使用するメモリが増えると数
値は減ります。分子には、ｉアプリで使用している
メモリ総量を表示し、ｉアプリをダウンロードする
と数値が増えます。

• ソフトによっては、起動中に通信を行う場合があり
ます。自動的に通信を行わないようにするには「ソ
フト設定」の「通信設定」で設定できます。→P211

• ソフト起動中に音声電話、テレビ電話がかかってき
た場合、ソフトを中断して応答することができま
す。通話を終了すると元の画面に戻ります。

• ソフト起動中でもメールやメッセージR/Fを受信で
きます。ソフトは継続され、画面上部に
が表示されます。受信したメールやメッセージR/F
を確認する場合はソフトを終了させてください。

• ｉアプリで利用する画像※やお客様が入力したデー
タなどは、自動的にインターネットを経由し、サー
バに送信される可能性があります。
※：ｉアプリで利用する画像とは、カメラ連携（動

画）アプリからカメラを起動して撮影した画
像、ｉアプリの赤外線通信機能を利用して取得
した画像、サイトやインターネットホームペー
ジからダウンロードした画像、ｉアプリがデー
タBOXから取得した画像などです。

• ｉアプリ起動時に、最新ソフトにバージョンアップ
するかどうかを確認する画面が表示される場合が
あります。h［はい］／i［いいえ］を選択します。

• 異なる FOMAカードでダウンロードしたソフトは
起動できません。

• ｉアプリDXのソフトによっては、「通信設定」を
「通信しない」に設定しても、有効性を確認するた
めに通信する場合があります。通信する回数やタイ
ミングは、ソフトにより異なります。

• ｉアプリ起動中に一定時間内の通信回数が極端に多
い場合は、通信を継続するかどうかを確認する画面
が表示されます。h［続行］を押すと通信を継続
します。i［終了］を押すとｉアプリを終了します。

• ｉアプリによっては音の鳴らないものもあります。
• 「自動時刻補正」を「ON」に設定している場合で
も、ｉアプリ起動中は自動時刻補正されません。

ソフト一覧画面の機能メニュー

a ソフト一覧画面（P208）yソフトを選択
yh［機能］y次の操作を行う

バージョンアップ
選択中のソフトをバージョンアップします。
yh［はい］

アイコン 説　明

通常のｉアプリ

ｉアプリDX

メール連動型ｉアプリ

自動起動が設定されているｉアプリ

SSL対応ページからダウンロードした
ｉアプリ

  待受画面に設定可能なｉアプリ

  待受画面に設定中のｉアプリ

ソフト一覧画面
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削除
ソフトを削除します。→P214

自動起動
選択中のソフトを自動的に起動させる日時などを設定し
ます。→P212

ｉアプリ待受画面
選択中のソフトをｉアプリ待授画面に設定します。
→P212

ソフト情報
選択中のソフトの名前、バージョン、サイズなどの情報を
表示します。

ソフト設定
選択中のソフトの動作条件を設定します。→P211

• バージョンアップ時に、「携帯電話／ FOMA カード
（UIM）の製造番号」を送信するかどうかを確認する
画面が表示される場合があります。h［はい］を選
択するとダウンロードを開始します。この場合、お
客様の端末情報データはインターネットを経由して
IP（情報サービス提供者）に送信されるため、場合
によっては第三者に知得されることがあります。な
お、この操作によりご使用の電話番号、お客様の住
所や年齢、性別が、IP（情報サービス提供者）など
に通知されることはありません。

• メールフォルダにセキュリティが設定されている場
合は、端末暗証番号の入力が必要です。

お買い上げ時に登録されているソフト
お買い上げ時には次のｉアプリが登録されていま
す。

• ｉアプリのタイトルは、画面の表示と異なる場合があ
ります。

• お買い上げ時に登録されているｉアプリを削除した
場合は、次のメーカーサイトのURLからダウンロー
ドできます。
http://motomobile.jp/

Hungry Fish

自分より大きな魚に食べられないように気をつけな
がら、自分より小さな魚を食べて成長していく食物
連鎖ゲームです。たくさんの魚を食べて体を大きく
していきます。

a ソフト一覧画面（P208）y「Hungry 
Fish」yc
メニュー画面が表示されます。

b 次の操作を行う

ゲーム
ゲームを開始します。

オプション
ゲーム中の動作を設定します。
y次の項目を設定yh［保存］

バージョン情報
ソフトのバージョン情報を表示します。

ルール説明
ゲームの内容や操作方法を表示します。

終了
ソフト一覧画面に戻ります。

aライフタイム
自分の魚（自分の操作する魚）のライフタイム
（存続時間）を示します。ライフタイムが短く
なると骨が現れ、すべて骨になった場合は体が
1段階小さくなります。自分の魚が最小サイズ
のときはゲームオーバーです。
また、自分の魚より小さい魚を捕食すると、ラ
イフタイムは長くなります。
•「はじめから」を選択してゲームを開始した
直後が最小サイズの状態です。

b最大サイズの魚
最大サイズの魚です。自分の魚もこの魚と同じ
大きさまで成長できます。

バージョンアップ

ゲームソフト
Hungry Fish

OpeItOut

はじめから

つづきから

：ゲームを開始します。
yjで背景を選択yh［開始］

：保存したところからゲームを開始します。
yjでレコードを選択yh［選択］yi
［再開］

バイブレータ

BGM

サウンド

：自分より大きな魚に捕食されたときに
FOMA端末が振動するように設定します。
ysで「OFF」／「ON」を選択

：ゲーム中にBGMを再生するかどうかを設
定します。
ysで「OFF」／「ON」を選択

：ゲーム中に効果音を鳴らすかどうかを設
定します。
ysで「OFF」／「ON」を選択

ゲームの操作について

a
b

c

ゲーム中画面

d

e
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c自分の魚
自分の魚より大きな魚に接触しないように気
をつけながら、自分の魚より小さな魚を追いか
けて捕食します。ライフタイムが の状
態のときに捕食すると1段階大きく成長しま
すが、成長するごとに動きは遅くなります。
• 自分の魚より大きな魚に接触すると捕食さ
れ、骨となって海底に沈みます。ライフタイ
ム内であれば、何度捕食されても自分の魚は
再生します。

• 自分の魚と同じ大きさの魚に接触しても、捕
食されません。

dスコア
自分の魚が捕食した魚の数を示します。

e捕食された魚
■自分の魚の動かしかた

■ゲームを途中で中断／再開するには
ゲーム中画面でi［ポーズ］／［再開］を押します。

■ゲームの内容を保存する
プレイ中のゲームの内容を保存します。
aゲーム中画面（P209）yh［メニュー］y
「セーブ」

b「新規作成」yh［選択］
• ゲームの内容を既に 3 件保存している場合
は、保存済みのレコードを選択して上書き保
存してください。レコードには保存した日時
が表示されます。

■保存したところからゲームを開始する
メニュー画面（P209）y「ゲーム」y「つづきか
ら」yレコードを選択yh［選択］を押してくだ
さい。
ゲーム中の場合
h［メニュー］y「つづきから」yレコードを選
択yh［選択］を押してください。

OpeItOut

動くボールに当たらないようにカーソルを移動さ
せ、隠された絵を出現させるゲームです。

a ソフト一覧画面（P208）y「OpeItOut」
yc
メニュー画面が表示されます。

b 次の操作を行う

ゲーム
ゲームを開始します。

オプション
ゲーム中の動作を設定します。
y次の項目を設定yh［保存］

バージョン情報
ソフトのバージョン情報を表示します。

ルール説明
ゲームの内容や操作方法を表示します。

終了
ソフト一覧画面に戻ります。

aインジケーター
隠された絵をどのくらい表示したかをバーと
パーセントで表示します。

bカーソル
カーソルを移動させると隠された絵が現れて
きます。

cライフ数
がすべて無くなるとゲームオーバーです。
は次のとき1つ減ります。

• カーソルやカーソルで引いたラインに動く
ボールがあたったとき

• カーソルでラインを引いている間に進行方
向から逆方向へ戻したとき

• カーソルで引いたラインにカーソルが触れ
たとき

d動くボール
レベルが上がるとボールの数が増えていきま
す。

キー 説　明

s（4／6） 左へ移動／右へ移動

j（2／8） 上へ移動／下へ移動

1 左上へ移動

3 右上へ移動

7 左下へ移動

9 右下へ移動

はじめから

つづきから

：ゲームを開始します。
yjでレベルを選択yh［開始］

：保存したところからゲームを開始します。
yjでレコードを選択yh［選択］

スピード

サイズ

サウンド

バイブレータ

：カーソルとボールのスピードを設定しま
す。
ysで「低」／「中」／「高」を選択

：カーソルとボールの大きさを設定します。
ysで「小」／「大」を選択

：ゲーム中に音声を鳴らすかどうかを設定
します。
ysで「OFF」／「ON」を選択

：ボールがラインに触れたときに FOMA 端
末が振動するように設定します。
ysで「OFF」／「ON」を選択

ゲームの操作について

a

ゲーム中画面

b

c

d
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■カーソルの動かしかた

■ステージをクリアするには
それぞれのステージに隠された絵を出現させる
と、ステージをクリアして次のステージに進むこ
とができます。隠された絵を次の表示率まで出現
させるとステージをクリアできます。

• ラインを引き終わった後は、隠された箇所（動く
ボールが無いエリア）が消えて絵が表示されます。
ただし、ラインを挟んで両方に動くボールがあっ
た場合は、どちらのエリアも絵は表示されません。

■ゲームの内容を保存する
プレイ中のゲームの内容を保存します。
aゲーム中画面（P210）yi［メニュー］y
「セーブ」

b「追加」yh［選択］
• ゲームの内容を既に 3 件保存している場合
は、保存済みのレコードを選択して上書き保
存してください。レコードには保存した日時
が表示されます。

■保存したところからゲームを開始する
• 「Hungry Fish」の「保存したところからゲームを
開始する」（P210）を参照してください。

ｉアプリの動作条件を設定する
ソフトごとに動作条件を設定します。ソフト起動中
に自動的に通信するように設定したり、サイトや
メール、赤外線通信などからｉアプリを起動するか
どうかを設定したりします。
• ソフトによって変更できない項目があります。

a ソフト一覧画面（P208）yソフトを選択
yh［機能］y「ソフト設定」y次の操作
を行う

通信設定
ソフト起動中に通信するかどうかを設定します。
y「通信する」／「通信しない」／「起動ごとに確認」

待受画面通信
ｉアプリ待受画面起動中に通信するかどうかを設定しま
す。
y「通信する」／「通信しない」

アイコン情報
ソフトを起動したときにｉモードメール、メッセージR/
F、圏内／圏外、電池残量、マナーモードのアイコン情報
の利用を許可するかどうかを設定します。
y「利用する」／「利用しない」

ブラウザから起動
サイトからソフトを起動させるかどうかを設定します。
y「許可する」／「許可しない」

メールから起動
メールからソフトを起動させるかどうかを設定します。
y「許可する」／「許可しない」

赤外線から起動
赤外線通信からソフトを起動させるかどうかを設定しま
す。
y「許可する」／「許可しない」

着信音／画像変更
ソフトを起動したときに、着信音や待受画面などに設定さ
れている画像やメロディを自動的に変更するかどうかを
設定します。
y「許可する」／「許可しない」／「変更ごとに確認」

電話帳／履歴参照
ソフトを起動したときに、電話帳、着信履歴の参照を許可
するかどうかを設定します。
y「許可する」／「許可しない」

• 「ソフト設定」の設定によっては、ソフトからのネッ
トワーク接続（未読メール、電池残量など）の利用
ができなくなります。

• 「通信しない」に設定すると、ソフトが起動しない
場合やタイムリーな情報提供ができない場合があ
りますのでご注意ください。

• 「通信する」に設定すると、ソフトが自動的にネッ
トワークに接続します。接続したときはパケット通
信料がかかりますのでご注意ください。

• 「通信する」に設定すると、ソフトが自動的にネッ
トワークに接続します。接続したときはパケット通
信料がかかりますのでご注意ください。

• 「利用する」に設定すると、未読のメール、メッセー
ジ、電池残量、マナーモード、圏内、圏外のアイコ
ンの有無がお客様の「携帯電話／FOMAカード
（UIM）の製造番号」と同じようにインターネットを
経由してIP（情報サービス提供者）に送信される場
合があるため、第三者に知得されることがあります。

キー 説　明

s（4／6） 左へ移動／右へ移動

j（2／8） 上へ移動／下へ移動

ステージ ボールの数 絵の表示率

レベル1 1個 86%以上

レベル2 2個 81%以上

レベル3 3個 76%以上

レベル4 5個 66％以上

レベル5 7個 61%以上

共通

通信設定

待受画面通信

アイコン情報
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自動起動

ｉアプリを自動起動する
• ｉアプリを自動起動するには、日付・時刻の設定が必
要です。→P48

自動起動するかどうかを設定する

ソフトを自動的に起動するかどうかを設定します。

a cy （設定）y「ｉアプリ設定」y「自
動起動」
ON ：自動起動を許可します。
OFF：自動起動を許可しません。

起動日時を設定する

ソフトを自動的に起動する日時を設定します。ソフ
トごとに起動日時を設定したり、あらかじめソフト
に設定されている自動起動機能を利用します。

a ソフト一覧画面（P208）yソフトを選択
yh［機能］y「自動起動」y次の操作を
行う
•「日付」「曜日」「時間」は「ユーザ設定」の内容に
従って表示されます。

ユーザ設定
自動起動の繰り返しパターンを選択します。
y次の繰り返しパターンを選択yh［選択］

日付
自動起動する日付を設定します。
ysで「年」「月」「日」を選択し、j／ダイヤルキーで
数字を入力yh［OK］

曜日
自動起動する曜日を設定します。
y曜日を選択yh［選択］

時間
自動起動する時間を設定します。
ysで「時間」「分」「表示形式」を選択し、j／ダイヤ
ルキーで数字／表示形式を選択yh［OK］

ソフト設定
ソフトに設定されている自動起動を許可するかどうかを
設定します。
y「ON」／「OFF」yh［選択］

b i［完了］

• 次の場合、ソフトは自動起動しません。
- FOMA端末の電源がOFFのとき
- 通話中、通信中
- 他の機能を起動しているとき
-「オールロック」の「今すぐロック」を設定中（設
定解除コード入力画面表示中も含む）

-「オールロック」の「電源ONロック」を「ON」に
設定し、電源を入れ直したときに表示される設定
解除コード入力画面表示中

• 自動起動の設定時刻を「アラーム」「スケジュール」
「ToDo」のアラーム設定時刻と同じ時刻に設定し
た場合は、「スケジュール」→「ToDo」の順でア
ラーム設定が優先されます。「スケジュール」→
「ToDo」のアラーム音を停止すると、ｉアプリは
起動せず、ｉアプリ起動失敗アイコンが画面に表示
されます。

• 他のソフトに設定されている自動起動時刻の前後
10分未満は、自動起動を設定できません。起動時
刻を修正するかどうかを確認する画面が表示され
ます。修正する場合はh［編集］を押します。

• 自動起動時刻に他のソフトを起動していた場合、ソ
フトは起動しません。

• 自動起動に失敗すると画面上部に が表示されま
す。アイコンを削除する場合は、待受画面
ycy （ｉアプリ）を選択すると、画面に「自動
起動失敗」のメッセージが表示されます。h［詳
細］yh［機能］y「全件削除」を選択してくだ
さい。ただし、 を削除しても起動失敗履歴は削除
されません。起動失敗履歴の削除→P213

ｉアプリ待受画面

ｉアプリ待受画面を設定する
ｉアプリ待受画面には、対応しているソフトを1つ
のみ設定できます。待受画面に設定できるソフトに
は が表示されます。

a ソフト一覧画面（P208）yソフトを選択
yh［機能］y「ｉアプリ待受画面」
ON ：ｉアプリ待受画面に設定します。
OFF：ｉアプリ待受画面の設定を解除します。
■ｉアプリ待受画面に設定したソフトを操作する
場合
ｉアプリ待受画面表示中にCを押します。

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 OFF

毎日
毎週
毎月
毎年

：毎日指定した時刻に自動起動します。
：毎週指定した曜日の指定した時刻に自動起動します。
：毎月指定した日付の指定した時刻に自動起動します。
：毎年指定した日付の指定した時刻に自動起動します。

1回のみ
：指定した日付、時刻に1回だけ自動起動します。

OFF：自動起動しません。

自
動
起
動
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• ｉアプリ待受画面を設定している場合は、電源を入
れたときにｉアプリ待受画面を起動するかどうか
を確認するメッセージが表示されます。起動する場
合はh［はい］を、起動しない場合はi［いい
え］を選択します。

• ｉアプリ待受画面表示中に「オールロック」の「今
すぐロック」を設定すると、ｉアプリ待受画面は終
了します。「今すぐロック」を解除するとｉアプリ
待受画面は表示されます。

• ｉアプリ待受画面表示中にｉチャネルの「テロップ
表示」を「ON」に設定すると、ｉアプリ待受画面
を解除して待受画面にテロップが表示されます。
ｉアプリ待受画面を表示したい場合は、「ｉアプリ
待受画面」を「ON」に設定し直してください。

• ｉアプリ待受画面に設定できないソフトもあります。
• ｉアプリ待受画面からWeb To 機能は利用できま
せん。

• 通信するソフトを ｉ アプリ待受画面に設定した場
合は、電波状況などにより正しく動作しない場合が
あります。

• 「待受画面通信」を「通信しない」に設定している
場合、タイムリーな情報提供を受けられない場合が
あります。

ｉアプリ待受画面を解除する

ｉアプリ待受画面の設定を解除して、通常の待受画
面に戻します。

a ｉアプリ待受画面起動中yp
再開：ソフト起動中画面に戻ります。
終了：ｉアプリ待受画面の設定を解除せずに、ｉアプ

リ待受画面を一度終了して再表示します。
待受設定解除

：ｉアプリ待受画面の設定を解除します。

• ｉアプリ待受画面がエラーなどで解除された場合、
エラー発生日時などの履歴が異常終了履歴に記録
されます。→P213

ｉアプリ設定

ｉアプリを管理する

FOMA端末に保存したソフトを設定／管理します。

a cy （設定）y「ｉアプリ設定」y次の
操作を行う

ソート
名前、サイズなど条件を設定してソフトを並べ替えます。

自動起動
ソフトを自動的に起動させるかどうかを設定します。
→P212

ソフト情報表示
ダウンロード時にソフトの情報を表示するかどうかを設
定します。
y「ON」／「OFF」

照明
ソフト起動中の照明を設定します。

バイブレータ
ソフト起動中のバイブレータ動作の方法を設定します。

起動失敗履歴
自動起動に失敗したソフトの起動失敗履歴を表示します。
• 起動失敗履歴を削除する場合は、h［機能］y「全件削
除」を選択します。

異常終了履歴
ｉアプリ待受画面の異常終了履歴を表示します。
• 異常終了履歴を削除する場合は、h［機能］y「全件削
除」を選択します。

セキュリティーエラー履歴
セキュリティーエラーによって終了したソフトのエラー
履歴を表示します。
• セキュリティーエラー履歴を削除する場合は、h［機
能］y「全件削除」を選択します。

トレース情報
ソフトのトレース情報を表示します。
• トレース情報を削除する場合は、h［機能］y「全件削
除」を選択します。

• 「名前」を選択した場合は、次の順番で並び替わり
ます。
a半角記号を含む半角英数字（ASCII順）
b全角記号を含む全角文字（Shift-JIS順）
c半角カタカナ
d絵文字

お買い上げ時

ソート：名前　
ソフト情報表示：OFF
照明：端末設定に従う
バイブレータ：ソフト設定に従う

名前
サイズ

：ソフトの名前を昇順に並べ替えます。
：ソフトのサイズが大きい順に並べ替えます。

ダウンロード日時
：ダウンロードした日時の新しい順に並べ替え
ます。

使用日時：ソフトを使用した日時の新しい順に並べ替え
ます。

端末設定に従う
ソフト設定に従う

：「バックライト点灯設定」に従います。
：ソフトの設定に従います。

端末設定に従う
ソフト設定に従う

：「音／バイブ設定」に従います。
：ソフトの設定に従います。

ソート

ｉ
ア
プ
リ
設
定

次のページへ続く
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• ｉアプリ待受画面が正常に終了した場合は、異常終
了履歴には記録されません。

• トレース情報がない場合は、トレース情報は表示さ
れません。

ｉアプリを削除する

a ソフト一覧画面（P208）yソフトを選択
yh［機能］y「削除」y次の操作を行う

1件削除
選択中のソフトを削除します。
yh［はい］

選択削除
複数のソフトを選択して削除します。
y削除するソフトにチェックを付けるyh［OK］yh
［はい］

全件削除
保存されているソフトをすべて削除します。
y端末暗証番号を入力yh［はい］

• メール連動型ｉアプリを削除する場合、自動的に作
られたメールフォルダを同時に削除するかどうか
を確認する画面が表示されます。フォルダも削除す
る場合はh［はい］を押します。ソフトのみを削
除する場合はi［いいえ］を押します。ソフトの
みを削除した場合は、メール本文のみ見ることがで
きます。

• メール連動型 ｉ アプリ用フォルダに保護メールが
含まれている場合は、ソフトのみ削除されます。

ｉアプリのさまざまな機能
を利用する
ｉアプリ起動中にサイトに接続したり、FOMA端末
の機能を使うことができます。
• 対応したｉアプリをあらかじめダウンロードしてお
く必要があります。

• ｉアプリによっては操作方法が異なったり、利用でき
ない場合があります。

ｉアプリからサイトを表示する

a ｉアプリ起動中にURLを選択yh［は
い］
起動中のソフトを終了して、サイトを表示しま
す。

ｉアプリからカメラを利用する
起動中のｉアプリからカメラ機能を利用できます。
• 撮影した画像は「データ BOX」内「マイピクチャ」
の「ｉモード／その他」フォルダに保存されます。

• 撮影した画像はソフトの一部として利用されます。

a ｉアプリ起動中にカメラを起動する
静止画撮影画面が表示されます。
• カメラの使いかた→P147

b カメラを被写体に向けるyc／
J
静止画が撮影されます。

異常終了履歴

トレース情報
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ｉチャネル

ｉチャネルとは･････････････････････････････････････････････････････････････････ 216
ｉチャネルを使う･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 217
ｉチャネルの設定を行う･･･････････････････････････････････････＜ｉチャネル設定＞ 217
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ｉチャネルとは
ニュースや天気などをグラフィカルな情報としてド
コモまたはIP（情報サービス提供者）がｉチャネル
対応端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が待受画面にテ
ロップとして流れたり、hを押すことでチャネル一
覧に表示されます。さらにチャネル一覧でお好きな
チャネルを選択することにより、リッチな詳細情報
を取得できます。
• チャネル一覧の表示方法→P217
• ｉチャネルのご利用にあたっての注意事項およびご利
用方法の詳細などについては、『ご利用ガイドブック
（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

aｉチャネルをご契約いただいていない場合
bｉチャネルをご契約いただいた後、情報を受信したタ

イミング、もしくはチャネル一覧を表示したタイミン
グで、待受画面に自動的にテロップが流れます。

chを押すとチャネル一覧が表示されます。各チャネル
ごとにテロップで流れていた情報などを一覧で見るこ
とができます。

d各チャネルを選択すると、それぞれの詳細情報画面が
閲覧できます。

※ 各画面はイメージです。実際の画面とは異なります。

チャネルには「ベーシックチャネル」と「おこのみ
チャネル」の2種類があります｡
「ベーシックチャネル」はドコモが提供するチャネル
であり、あらかじめ登録されていますので、ｉチャ
ネルの利用開始時からすぐに利用できます。「ベー
シックチャネル」に関して配信される情報の自動更
新にかかるパケット通信料は、ｉチャネルのサービ
ス利用料に含まれます。
「おこのみチャネル」はドコモ以外のIP（情報サービ
ス提供者）が提供するチャネルで、お客様ご自身が

お好きなチャネルを登録して利用できます。「おこの
みチャネル」に関して配信される情報の自動更新に
かかるパケット通信料などは、ｉチャネルのサービ
ス利用料には含まれません。
なお、待受画面にテロップとして流すことができる
のは、「ベーシックチャネル」の情報のみとなります。

• ｉチャネルはお申し込みが必要な有料サービスです
（お申し込みにはｉモード契約が必要です）。

• 操作方法→P217
• 対応機種：ｉチャネル対応機種でご利用いただけます。
詳しくは『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞
編）』をご覧ください。

• 「おこのみチャネル」には、ご利用にあたり情報料
がかかるものがあります。

• 「おこのみチャネル」には、ご利用にあたりチャネ
ルを提供するIP（情報サービス提供者）に対し別途
お申し込みが必要になるものがあります。

• 「ベーシックチャネル」も「おこのみチャネル」も、
チャネル一覧から詳細情報を閲覧する際は、ｉチャ
ネルのサービス利用料とは別にパケット通信料が
かかります。

• 国際ローミング中のベーシックチャネルに関して配
信される情報の自動更新にかかるパケット通信料
は、ｉチャネルのサービス利用料に含まれません。

おためしサービス
ｉモードをご契約の上、ｉチャネル対応端末を利用
しているお客様で、ｉチャネル対応端末を利用して
いる契約者回線についてｉチャネルを申し込んだこ
とがない場合、一定期間、サービス利用料無料で
「ベーシックチャネル」を利用できます。なお、チャ
ネル一覧から詳細情報を閲覧される際にかかるパ
ケット通信料は、お客様のご負担となります。
おためしサービスは、原則としてFOMAカードを挿
入してｉチャネル対応端末の利用を開始した際、一
定時間経過後に自動的に開始されます。自動的に開
始しない場合は、hを押すことで開始できます。お
ためしサービスを利用できるのは、1つのご契約者
回線につき1回のみです。おためしサービスは開始
後一定期間経過すると、自動的に終了します。また、
途中で終了したい場合の操作方法については、
『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』を
ご覧ください。

契約後

未契約

a

b c d

接続

IP（情報サービス提供者）

ｉモード端末 ｉモードセンター

おこのみチャネルの情報

ベーシックチャネルの情報

ｉ
チ
ャ
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• おためしサービスのご利用にあたっての注意事項お
よびご利用方法の詳細などについては、『ご利用ガイ
ドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

ｉチャネルを使う
ｉチャネルを契約した場合、情報を受信したタイミ
ングで待受画面のテロップに自動的に情報が流れま
す。
• テロップを自動的に表示するには「テロップ表示」を
「ON」に設定してください。→P217

• 公共モード（ドライブモード）設定中は、テロップは
表示されません。

a h

b チャネル項目を選択yc
サイトに接続し、詳細情報が表示されます。
• l：チャネル一覧画面に戻ります。

• 情報を受信しても、着信音、バイブレータは鳴動し
ません。また、着信ランプも点灯／点滅しません。

• 端末の電源がOFF、もしくは圏外であった場合や、
電波状況が良くないときは、情報を受信できない場
合があります。hを押し情報を受信すると、待受
画面のテロップに自動的に情報が流れます。また、
お買い上げ時の状態のままでは情報を受信できな
い場合があります。その場合は、hを押すと情報
を受信し、待受画面のテロップに自動的に情報が流
れます。

• ご利用の状況により、チャネル一覧を表示したタイ
ミングで情報を受信する場合があります。

• 「ｉモード設定」の「接続先設定」で接続先を変更
した場合は、ｉチャネルの接続先も変更されます
（通常は設定を変更する必要はありません）。

• ｉチャネル解約後などは、自動的に表示されなくな
ります。

• テロップ表示中に「ｉアプリ待受画面」を「ON」に
設定すると、テロップ表示は解除されます。テロッ
プを表示する場合は、「テロップ表示」を「ON」に
設定し直してください。

• 次の場合、チャネル情報が取得できなかったという
メッセージが表示されることがあります。
- ｉチャネルの接続先を変更した場合
-「端末初期化」をした場合
- FOMAカードを差し替えた場合

ｉチャネル設定

ｉチャネルの設定を行う

待受画面にテロップを表示するかどうかや、テロッ
プの表示スタイルを設定します。

a チャネル一覧画面（P217）yh［機能］
y次の操作を行う

テロップ表示
待受画面にチャネル情報をテロップ表示するかどうかを
設定します。
y「ON」／「OFF」

テロップ速度
テロップの流れる速度を設定します。
y「低速」／「通常」／「高速」

テロップ設定

タスクメニュー
電話帳、スケジュールなど他の機能を呼び出します。
→P252

• ｉチャネル解約前にｉモードサービス解約を行っ
た場合、「テロップ表示」の設定はそのままになり
ますが、テロップの表示は自動的に表示されなくな
ります。

• 文字の色、背景の色を「指定なし」に設定した場合
は、お買い上げ時に設定されている色が表示されま
す。

チャネル一覧画面テロップ

h

テロップ

お買い上げ時

テロップ表示：ON
テロップ速度：通常
テロップ設定：文字色（緑）／背景色
（黒）

文字色

背景色

：テロップに表示される文字の色を設定します。
y文字の色を選択yh［選択］

：テロップの背景の色を設定します。
y背景の色を選択yh［選択］

テロップ表示

テロップ設定
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静止画を使いこなす
画像を表示する ････････････････････････････････････････ ＜ピクチャビューア＞ 221
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動画／ｉモーションを使いこなす
動画／ｉモーションを再生する･･････････････＜動画／ｉモーションプレーヤー＞ 227
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静止画、動画／ｉモーションをアルバムで管理する
アルバムを利用する･･････････････＜ピクチャアルバム／ｉモーションアルバム＞ 232

キャラ電を使いこなす
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microSDメモリーカードについて･･･････････････････････････････････････････ 243
microSDメモリーカードの取り付けかた／取り外しかた･･･････････････････････ 243
microSDメモリーカードを使う･････････････････････････････････････････････ 244
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赤外線通信でデータをやりとりする
赤外線通信を利用する････････････････････････････････････････ ＜赤外線通信＞ 246
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データBOXについて
データBOXには次のような項目とフォルダがあり
ます。サイトやｉモードメールから取得したデータ
などが、種類に合わせて各フォルダに保存されます。

• ファイルをジャンルやフォルダごとに分けて管理
したい場合は、ピクチャアルバム、ｉモーションア
ルバム、プレイリスト、マイデータを利用して管理
できます。それ以外のお買い上げ時に登録されてい
るフォルダ内では、フォルダを追加したり、ファイ
ルを別のフォルダに移動することはできません。

• サイトやメール、データ通信で取得した着うた、音
声のみのｉモーションは、「メロディ」の「iモード／
その他」フォルダに保存されます。

• お買い上げ時に登録されているファイルは削除で
きません。

• データBOXで表示できるファイル数は、お買い上
げ時に登録されているファイルを除いて最大
1500件までです。

• サイトからダウンロードしたファイルは最大
1000件まで保存できます。ダウンロードしたファ
イルが既に1000件保存されている場合は、保存さ
れているダウンロードファイルを削除してからダ
ウンロードしてください。

• 「マイピクチャ」「ｉモーション」内のファイルを
FOMA端末本体、またはmicroSDメモリーカード
に移動／コピーした場合は、「ｉモード／その他」
フォルダに保存されます。

• データBOXに保存されるファイルは、保存した年
月日時分が自動的に付けられます。また、ファイル
名は29文字まで登録できます。
例：2006年11月1日10時10分に保存した場合
「01-11-06_1010」※

※：「時計設定」の「表示形式」で設定した表示形式
によって、ファイル名の付けかたは異なります。

データBOX画面の機能メニュー

a cy （データB0X）yh［機能］y次
の操作を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

microSD名称変更
microSDメモリーカードの名前を設定します。
yファイル名を入力

マイピクチャ

ピクチャ（全て） マイピクチャ内に保存されて
いるすべての静止画

カメラ カメラで撮影した静止画

ｉモード／その他 サイトやメール、データ通信
で取得した静止画など

プリインストール お買い上げ時に登録されてい
る静止画

ピクチャアルバム 表示回数ランキング

ユーザ作成ピクチャアルバム

ｉモーション

ｉモーション（全て） ｉモーション内に保存されてい
るすべての動画／ｉモーション

カメラ ビデオカメラで撮影した動画

ｉモード／その他 サイトやメール、データ通信で取
得した動画／ｉモーションなど

プリインストール お買い上げ時に登録されてい
る動画

ｉモーションアルバ
ム

表示回数ランキング

ユーザ作成ｉモーションアル
バム

メロディ

メロディ（全て） メロディ内に保存されている
すべてのメロディ

ｉモード／その他 サイトやメール、データ通信
で取得したメロディなど

プリインストール お買い上げ時に登録されてい
るメロディ

プレイリスト 再生回数ランキング

ユーザ作成プレイリスト

キャラ電

キャラ電（全て） キャラ電内に保存されている
すべてのキャラ電

ｉモード／その他 サイトから取得したキャラ電
など

プリインストール お買い上げ時に登録されてい
るキャラ電

アニメーション

アニメーション（全
て）

アニメーション内に保存され
ているすべてのFlash

ｉモード／その他 サイトから取得したFlashなど

プリインストール お買い上げ時にはFlashは保
存されていません。

音声メモ

音声メモ（全て） 音声メモ内に保存されている
すべての音声メモ

マイデータ ユーザ作成カテゴリ

■お願い
FOMA端末の故障･修理やその他の取り扱いに
よって、保存内容が消失してしまう場合がありま
す。当社としては責任を負いかねますので、万が
一に備え、FOMA 端末に保存した内容は、
microSDメモリーカードを利用して保管するこ
とをおすすめします。パソコンをお持ちの場合
は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を利用してパソコンに保管できます。
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microSDフォーマット
microSDメモリーカードを初期化します。
yh［はい］

メモリ容量
FOMA端末本体、microSDメモリーカード内の保存領域
の状態などを表示します。

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

ピクチャビューア

画像を表示する
撮影した静止画、サイトやｉモードメールから取得
した静止画などを表示します。
■表示可能なファイル形式について

※：対応しているファイル形式でも、ファイルによって
は表示できない場合があります。

a cy （データBOX）y「マイピクチャ」

b フォルダを選択yc

a選択中のファイル名
b選択中のファイルの保存先

■静止画ファイル一覧画面に表示されるアイコン

c ファイルを選択yc

aファイル名
b通し番号／保存件数
フォルダ内に保存されているファイルの通し
番号／保存件数を表示します。

cコントロールキー
操作可能なマルチファンクションキーを示し
ます。

dバー表示
通し番号をバーで表示します。

■静止画表示画面のキー操作

※：「ピクチャ設定」の「全画面表示」で設定した向き
で表示されます。

• コントロールキーが画面に表示されていない場合
は、aなどを押すと表示できます。

• 静止画表示画面に表示されるファイル名やコント
ロールキーは、屋外など光が強いところでは見えづ
らい場合があります。

マイピクチャ画面の機能メニュー

a マイピクチャ画面（P221）yh［機能］
y次の操作を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

新規作成
カメラを起動します。
• カメラの使いかた→P147
y「ピクチャ」

ピクチャ設定
スライドショーの再生方法と、画像を全体表示するときの
角度を設定します。→P223

ファイル形式※ JPEG、GIF

画素数 JPEG：1200×1600ドット以下
GIF：640×480ドット以下

拡張子 jpg、gif

アイコン 説　明

本FOMA端末では認識／表示できない
ファイル

制限が設定されているファイル

FOMA端末本体に保存されているファイル

microSDメモリーカードに保存されてい
るファイル

保存ファイルなし

マイピクチャ画面

静止画ファイル
一覧画面

a

b

キー 説　明

s 前のファイル／次のファイルを表示

*／# ソフトキー表示などを消して画像全体
を表示※／元の表示サイズへ戻す

c／
J

フォルダ内のファイルをスライド
ショー表示

o 表示中の画像をメール、赤外線送信、
Bluetoothで送信します。→P180、
P248、P267

静止画表示画面

a
b

c

d

次のページへ続く
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非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

静止画ファイル一覧画面の機能メニュー

a 静止画ファイル一覧画面（P221）yファ
イルを選択yh［機能］y次の操作を行
う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

表示
選択中のファイルを表示します。

アルバムに追加
選択中のファイルをアルバムに登録します。
yアルバムを選択yc
•「［新規作成］」を選択した場合はアルバム名を入力しま
す。

編集
選択中のファイルを編集します。→P224

新規作成
カメラを起動します。
• カメラの使いかた→P147
y「ピクチャ」

表示種別
ファイルの保存場所を指定して一覧表示します。
y「保存場所」

送信

設定
選択中のファイルを待受画面やスクリーンセーバーなど
に設定します。

ファイル管理

複数選択

詳細
選択中のファイルの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P223

ピクチャ設定
スライドショーの再生方法と、画像を全体表示するときの
角度を設定します。→P223

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

静止画表示画面の機能メニュー

a 静止画表示画面（P221）yh［機能］y
次の操作を行う

全て

本体メモリ

microSD

：FOMA端末本体／microSDメモリーカード
に保存されているファイルをすべて表示し
ます。

：FOMA端末本体に保存されているファイルの
み表示します。

：microSDメモリーカードに保存されている
ファイルのみ表示します。

メールで送信

赤外線で送信

：ファイルを添付してｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成して送
信する」の操作2（P180）へ進みます。

：赤外線通信で1件送信します。
Bluetoothで送信

：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）
へ進みます。

待受画面
電話帳

：待受画面に設定します。
：電話帳に設定します。「着信履歴や発信履歴な
どから電話帳に登録する」の 操作2（P97）
へ進みます。

スクリーンセーバー
：スクリーンセーバーに設定します。

代替画像：テレビ電話の代替画像に設定します。設定で
きるのはJPEG形式のファイルのみです。

名称編集

1件削除

移動

コピー

：選択中のファイルの名前を変更します。
yファイル名を入力

：選択中のファイルを削除します。
yh［はい］

：選択中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに移動します。

：選択中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードにコピーします。

アルバムに追加
：複数のファイルを選択してアルバムに登録しま
す。
yアルバムに登録するファイルにチェックを付
けるyi［完了］yアルバムを選択yc
•「［新規作成］」を選択した場合はアルバム名を
入力します。

削除

移動

コピー

：複数のファイルを選択して削除します。
y削除するファイルにチェックを付けるyi
［完了］y設定解除コードを入力yh［はい］
：複数のファイルを選択して、FOMA端末本体／
microSDメモリーカードへ移動します。
y移動するファイルにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」
：複数のファイルを選択して、FOMA端末本体／
microSDメモリーカードへコピーします。
yコピーするファイルにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」
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再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を
表示します。→P237

全画面表示
ソフトキー表示などを消して画像全体を表示します。画像
は「ピクチャ設定」の「全画面表示」で設定した向きで表
示されます。
• C：全体表示を元の表示へ戻します。
• j：次の画像／前の画像を表示します。

編集
表示中のファイルを編集します。→P224

新規作成
カメラを起動します。
• カメラの使いかた→P147
y「ピクチャ」

送信

設定
表示中のファイルを待受画面やスクリーンセーバーなど
に設定します。

ファイル管理

ズーム

詳細
表示中のファイルの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P223

ピクチャ設定
スライドショーの再生方法と、画像を全体表示するときの
角度を設定します。→P223

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

• ファイルをFOMA端末本体、またはmicroSDメモ
リーカードに移動／コピーすると、「ｉモード／そ
の他」フォルダに保存されます。

画像の情報を表示する

a 静止画ファイル一覧画面（P221）／静
止画表示画面（P221）／Flashファイル
一覧画面（P226）／Flash再生画面
（P226）yh［機能］y「詳細」／「情報表
示」y「情報表示詳細」

■情報表示詳細画面に表示される情報
• 情報がない場合は「不明」と表示されます。

※：Flashファイルでは表示されません。

静止画の再生方法を設定する

スライドショーの再生方法と、画像を全体表示する
ときの角度を設定します。

メールで送信

赤外線で送信

：ファイルを添付してｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成して送
信する」の操作2（P180）へ進みます。

：赤外線通信で1件送信します。
Bluetoothで送信

：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）
へ進みます。

待受画面
電話帳

：待受画面に設定します。
：電話帳に設定します。「着信履歴や発信履歴な
どから電話帳に登録する」の 操作2（P97）
へ進みます。

スクリーンセーバー
：スクリーンセーバーに設定します。

代替画像：テレビ電話の代替画像に設定します。設定で
きるのはJPEG形式のファイルのみです。

1件削除

移動

コピー

：表示中のファイルを削除します。
yh［はい］

：表示中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに移動します。

：表示中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードにコピーします。

全画面表示
元のサイズ

：画像を全体表示します。
：保存されている実際のサイズで表示しま
す。aで上下左右に移動できます。

ファイル管理

項　目 情報内容

ファイル名 ファイル名を表示

サイズ ファイルサイズを表示

種別※ ファイル形式を表示

解像度※ 解像度を表示

保存日時 保存日時を表示

転送可能※ 本FOMA端末外への転送が可能かど
うかを表示

適用可能 待受画面やスクリーンセーバーなど
に設定できるかどうかを表示

ファイル制限 ファイル制限が設定されているかど
うかを表示

お買い上げ時
オートリピート：OFF
スライド間隔：4
全画面表示：左回り（90ﾟ）
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a 静止画ファイル一覧画面（P221）／静

止画表示画面（P221）yh［機能］y「ピ
クチャ設定」

b 次の操作を行う

オートリピート
スライドショー再生をオートリピートするかどうかを設
定します。

スライド間隔
スライドショー再生するときの間隔を1～999秒の間で
設定します。
y秒数を入力

全画面表示
画像を全体表示するときの画像の角度を設定します。
y「左回り（90ﾟ）」／「右回り（90ﾟ）」

ファイル制限を設定する
ファイル制限を設定します。メールに添付して送信
した場合、送信先のFOMA端末では送信、転送でき
なくなります。

a ファイル制限を設定したいファイルを選
択yh［機能］y「詳細」／「情報表示」y
「情報表示詳細」
情報表示詳細画面が表示されます。

b h［機能］y「ファイル制限」／「制限解
除」

静止画編集

静止画を編集する
静止画を編集します。編集した静止画は、編集元の
ファイルが保存されているフォルダに保存されま
す。
• お買い上げ時に登録されているファイルは編集でき
ません。

• 編集できるファイルはJPEGファイルのみです。ただ
し、ファイルによっては編集できない場合がありま
す。

• 静止画の編集を繰り返し行うと、画質が劣化したり、
ファイルサイズが大きくなったりする場合がありま
す。

a 静止画ファイル一覧画面（P221）／静
止画表示画面（P221）yファイルを選択
yh［機能］y「編集」

b jで次の編集項目を選択

明るさ
画像の明るさを設定します。
ysで明るさを調節

コントラスト
画像のコントラストを設定します。
ysでコントラストを調節

ぼかし／シャープ
画像のシャープネスを設定します。
ysでシャープネスを調節

回転
画像を回転させる角度を設定します。
ysで角度を選択

反転
画像を反転する角度を設定します。
ysで「未選択」／「水平方向」／「垂直方向」を選択

フレーム
画像にフレームを設定します。
ysでフレームを選択

画像エフェクト
画像の効果を設定します。
ysで次の設定項目を選択

c i［適用］
■編集を元に戻す場合

h［機能］y「元に戻す」を選択します。
■保存せずに編集を終了する場合

h［機能］y「終了」を選択します。
■上書き保存する場合

h［機能］y「保存」yh［はい］を押します。

OFF

ON

：フォルダ内のファイルを 1 回スライドショー再生
します。

：フォルダ内のファイルを繰り返しスライドショー
再生します。

未選択
白黒
ネガ
セピア

：画像エフェクトを設定しません。
：白黒に変換します。
：ネガ調に変換します。
：セピア調に変換します。

ソラリゼーション
：ソラリゼーション調に変換します。

赤基調
緑基調
青基調

：赤色を強調します。
：緑色を強調します。
：青色を強調します。

静止画編集画面
（例：明るさ編集）

静
止
画
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d i［新規保存］

e「ファイル名」yファイル名を入力
• ファイル名は全角／半角を問わず29文字までで入
力してください。30文字以上入力はできますが、
確定後は自動的に削除されます。

f「保存場所」y「本体」／「microSD」

g h［完了］

• 編集元の画像サイズが60×60ドット未満の場合
は、フレームは設定できません。

• サイトからダウンロードしたり、赤外線通信や
ｉモードメールなどで取得したりしたフレームは
設定できません。

画像の一部を切り出す

a 静止画編集画面（P224）yh［機能］y
「トリミング」

b aで切り出す範囲に黒枠を移動
• h［機能］を押して機能メニューの「トリミング
モード切替」より下に表示されているサイズを選
択するとトリミングサイズを変更できます。

• h［機能］y「サイズ変更」を選択するとaで黒
枠のサイズを変更できます。

• 編集元の画像サイズが60×60ドット未満の場合
は、画像を切り出しできません。

画像サイズを変更する
編集元の画像サイズによって変更できるサイズは異
なります。変更可能なサイズは次のとおりです。

※：本FOMA端末で撮影した静止画の解像度の場合

a 静止画編集画面（P224）yh［機能］y
「サイズ変更」

b 画像サイズを選択yh［はい］
•「静止画を編集する」の操作3（P224）へ進みます。

• 編集元の画像より大きいサイズには変更できませ
ん。

• 編集元の画像と縦横比が異なるサイズには変更で
きません。

• 編集元の画像サイズが120×120ドット未満の場
合は、サイズ変更できません。

スタンプを貼り付ける

a 静止画編集画面（P224）yh［機能］y
「スタンプ貼り付け」

b aでスタンプを選択yaで貼り付ける
位置を選択
■スタンプのサイズを変更する場合

h［機能］y「サイズ変更」yaでスタンプ
のサイズを変更します。

■別のスタンプを貼り付ける場合
h［機能］y「スタンプ貼り付け」yaでス
タンプを選択yaで貼り付ける位置を選択し
ます。
• スタンプが複数ある場合は、h［機能］yスタ
ンプの名前を選択してフォーカスを切り替える
ことができます。

■貼り付けたスタンプを削除する場合
h［機能］y「中止」／「グラフィック削除」
を選択します。

c 静止画を保存する
•「静止画を編集する」の操作3（P224）へ進みます。

• 編集元の画像サイズが60×60ドット未満の場合
は、スタンプを貼り付けできません。

• お買い上げ時のスタンプについて→P323

文字を貼り付ける

a 静止画編集画面（P224）yh［機能］y
「テキスト貼付」

b「テキスト」y貼り付ける文字を入力する

c「文字サイズ」y貼り付ける文字の大きさ
を選択する

フレーム

編集元ファイルの
画像サイズ※ 変更可能な画像サイズ

QQVGA
（120×160）

60×80

待受（240×320） 120×160、60×80

VGA（480×640） 240×320、120×160、
60×80

1.3M
（1024×1280）

512×640、256×320、
128×160、64×80

QCIF（176×144） 88×72

CIF（352×288） 176×144、88×72

静
止
画
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集
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d「文字色」y貼り付ける文字の色を選択す

る

e h［完了］

f aで貼り付ける位置を選択
■貼り付け中のテキストを変更する場合

h［機能］y「テキスト編集」を選択し、操
作2～6を行います。

■別のテキストを貼り付ける場合
h［機能］y「テキスト貼付」を選択し、操
作2～6を行います。
• テキストが複数ある場合は、h［機能］yテキ
ストの名前を選択してフォーカスを切り替える
ことができます。

■貼り付けたテキストを削除する場合
h［機能］y「中止」／「テキスト削除」を
選択します。

g 静止画を保存する
•「静止画を編集する」の操作3（P224）へ進みます。

• 編集元の画像サイズが60×60ドット未満、640×
480ドットより大きい場合は、テキストを貼り付
けできません。

Flash画像を表示する
サイトなどから取得したFlash画像を表示します。
■表示可能なファイル形式について

※：対応しているファイル形式でも、ファイルによって
は再生できない場合があります。

a cy （データBOX）y「アニメーショ
ン」

b フォルダを選択yc
• 画面の見かたについては「画像
を表示する」の操作2（P221）
を参照してください。

c ファイルを選択yc

aファイル名
b再生経過時間／最大再生時間
cコントロールキー
操作可能なマルチファンクションキーを示し
ます。

d再生経過バー
再生経過をバーで表示します。

■Flash再生画面のキー操作

Flashファイル一覧画面の機能メニュー

a Flashファイル一覧画面（P226）yファ
イルを選択yh［機能］y次の操作を行
う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を
表示します。→P237

再生
選択中のファイルを再生します。

設定
選択中のファイルをスクリーンセーバーに設定します。
y「スクリーンセーバー」

ファイル管理
選択中のファイルを削除します。
y「1件削除」yh［はい］

ファイル形式※ Flash

画素数 240×196ドット以下

ファイルサイズ 100Kバイト

拡張子 swf

アニメーション画面

キー 説　明

c／u／
J

一時停止／再生

d 停止

s 前のファイル／次のファイルを再生

N／
M

音量を上げる／下げる

Flashファイル
一覧画面

Flash再生画面

a
b

c

d

F
l
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複数選択
複数のファイルを選択して削除します。
y「削除」y削除するファイルにチェックを付けるyi
［完了］y設定解除コードを入力yh［はい］

詳細
選択中のファイルの名前やサイズなどの情報を表示しま
す。→P223

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

Flash再生画面の機能メニュー

a Flash再生画面（P226）yh［機能］y
次の操作を行う

設定
再生中のファイルをスクリーンセーバーに設定します。
y「スクリーンセーバー」

ファイル管理
再生中のファイルを削除します。
y「削除」yh[はい]

情報表示
再生中のファイルの名前やサイズなどの情報を表示しま
す。→P223

動画画質
再生中のファイルの画質を設定します。

再生
ファイルを最初から再生します。

動画／ｉモーションプレーヤー

動画／ｉモーションを再生する
撮影した動画、サイトやｉモードメールから取得し
たｉモーションなどを再生します。
■表示可能なファイル形式について

※1：対応しているファイル形式でも、ファイルによっ
ては再生できない場合があります。

※2：拡張子がmp4、3gp、3gaの場合でも、音声のみ
のファイルの場合は「メロディ」に保存されます。

a cy （データBOX）y「ｉモーショ
ン」

b フォルダを選択yc
• 画面の見かたについては「画像
を表示する」の操作2（P221）
を参照してください。

c ファイルを選択yc

aファイル名
b再生経過時間／最大再生時間
cコントロールキー
操作可能なマルチファンクションキーを示し
ます。

d再生経過バー
再生経過をバーで表示します。

■ｉモーション再生画面のキー操作

通常画質
高画質
最高画質

：最も低い画質です。
：標準的な画質です。
：最も高い画質です。

ファイル形式※1 MP4（Mobile MP4）

符号方式 MP4ファイル
　映像：MPEG-4、H263
　音声：AMR、AAC

拡張子※2 mp4、3gp、3ga

キー 説　明

c／u／
J

一時停止／再生

d 再生を停止

l／* 前のファイルを再生

r／# 次のファイルを再生

l／*
（押し続ける）

押している間映像／音声を巻戻し

r／#
（押し続ける）

押している間映像／音声を早送り

N／
M

音量調節

ｉモーション画面

ｉモーション
ファイル一覧画面

ｉモーション再生
画面

a
b

c

d
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■テロップに反転表示がある場合
ｉモーション再生が終了すると、Phone To／AV
Phone To／Web To／Mail To機能を利用するか
どうかを確認する画面が表示されます。h［はい］
を押してください。
• ｉモーション再生中に利用したい場合は、c／
u／Jycを押します。

• 長期間電池パックを外していると、FOMA端末に設
定されている日付時刻情報がリセットされること
があります。その場合、再生期限設定されている
ｉモーションは再生できなくなります。

ｉモーション画面の機能メニュー

a ｉモーション画面（P227）yh［機能］y
次の操作を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

新規作成
ビデオカメラを起動します。
• ビデオカメラの使いかた→P148
y「ｉモーション」

ｉモーション設定
動画／ｉモーションの再生方法を設定します。→P230

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

ｉモーションファイル一覧画面の機能メ
ニュー

a ｉモーションファイル一覧画面（P227）
yファイルを選択yh［機能］y次の操作
を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

再生
選択中のファイルを再生します。

アルバムに追加
選択中のファイルをアルバムに登録します。
yアルバムを選択yc
•「［新規作成］」を選択した場合はアルバム名を入力しま
す。

編集
選択中のファイルを編集します。→P230

新規作成
ビデオカメラを起動します。
• ビデオカメラの使いかた→P148
y「ｉモーション」

表示種別
指定した保存場所のファイルを一覧表示します。
y「保存場所」

送信

設定
選択中のファイルをスクリーンセーバーや着信音などに
設定します。

ファイル管理

全て

本体メモリ

microSD

：FOMA端末本体／microSDメモリーカード
に保存されているファイルをすべて表示し
ます。

：FOMA端末本体に保存されているファイルの
み表示します。

：microSD メモリーカードに保存されている
ファイルのみ表示します。

メールで送信

赤外線で送信

：ファイルを添付してｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成して送
信する」の操作2（P180）へ進みます。

：赤外線通信で1件送信します。
Bluetoothで送信

：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）
へ進みます。

電話帳

電話着信音
テレビ電話着信音
メール着信音

メッセージR着信音

メッセージF着信音

：電話帳に設定します。「着信履歴や
発信履歴などから電話帳に登録す
る」の操作2（P97）へ進みます。

：音声電話の着信音に設定します。
：テレビ電話の着信音に設定します。
：メール、SMSを受信したときの着
信音に設定します。

：メッセージRを受信したときの着信
音に設定します。

：メッセージFを受信したときの着信
音に設定します。

スケジュールアラーム
：スケジュール、ToDoのアラーム音
に設定します。

スクリーンセーバー：スクリーンセーバーに設定します。

名称編集

1件削除

移動

コピー

：選択中のファイルの名前を編集します。
yファイル名を入力

：選択中のファイルを削除します。
yh［はい］

：選択中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに移動します。

：選択中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードにコピーします。
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複数選択

詳細
選択中のファイルの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P230

ｉモーション設定
動画／ｉモーションの再生方法を設定します。→P230

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

ｉモーション再生画面の機能メニュー

a ｉモーション再生画面（P227）yh
［機能］y次の操作を行う

Bluetooth・本体で接続
再生中の動画／ｉモーションの音声を、接続中の
Bluetooth機器／FOMA端末から鳴るように切り替えま
す。

編集
再生中の動画／ｉモーションを編集します。→P230

新規作成
ビデオカメラを起動します。
• ビデオカメラの使いかた→P148
y「ｉモーション」

送信

設定
再生中のファイルをスクリーンセーバーや着信音などに
設定します。

ファイル管理

詳細
再生中のファイルの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P230

ｉモーション設定
動画／ｉモーションの再生方法を設定します。→P230

ズーム

• 次の動画／ｉモーションは、着モーションや着信中
画面に設定できません。
- 赤外線通信やデータリンクソフトなどを使用し
て、パソコンや他のFOMA端末に転送してから、
もう一度FOMA端末本体に戻した場合

- microSDメモリーカードから、FOMA端末本体
にコピーまたは移動した場合（FOMA端末本体か
らmicroSDメモリーカードにコピーまたは移動
してから、もう一度FOMA端末本体にコピーまた
は移動した場合も含まれます。）

• ファイルをFOMA端末本体、またはmicroSDメモ
リーカードに移動／コピーすると、「ｉモード／そ
の他」フォルダに保存されます。

アルバムに追加
：複数のファイルを選択してアルバムに登録しま
す。
yアルバムに登録するファイルにチェックを付
けるyi［完了］yアルバムを選択yc
•「［新規作成］」を選択した場合はアルバム名を
入力します。

削除

移動

コピー

：複数のファイルを選択して削除します。
y削除するファイルにチェックを付けるyi
［完了］y設定解除コードを入力yh［はい］
：複数のファイルを選択して、FOMA 端末本体／
microSDメモリーカードへ移動します。
y移動するファイルにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」

：複数のファイルを選択して、FOMA 端末本体／
microSDメモリーカードへコピーします。
yコピーするファイルにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」

メールで送信

赤外線で送信

：ファイルを添付してｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成して送
信する」の操作2（P180）へ進みます。

：赤外線通信で1件送信します。
Bluetoothで送信

：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）
へ進みます。

電話帳

電話着信音
テレビ電話着信音
メール着信音

メッセージR着信音

メッセージF着信音

：電話帳に設定します。「着信履歴や
発信履歴などから電話帳に登録す
る」の操作2（P97）へ進みます。

：音声電話の着信音に設定します。
：テレビ電話の着信音に設定します。
：メール、SMSを受信したときの着
信音に設定します。

：メッセージRを受信したときの着信
音に設定します。

：メッセージFを受信したときの着信
音に設定します。

スケジュールアラーム
：スケジュール、ToDoのアラーム音
に設定します。

スクリーンセーバー：スクリーンセーバーに設定します。

名称編集

1件削除

移動

コピー

：ファイルの名前を変更します。
yファイル名を入力

：再生中のファイルを削除します。
yh［はい］

：再生中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに移動します。

：再生中のファイルをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードにコピーします。

全画面表示
元のサイズ

：動画を全画面表示します。
：保存されている実際のサイズで表示します。

aで上下左右に移動できます。

設定

ファイル管理
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動画／ｉモーションの再生方法を
設定する

a ｉモーション画面（P227）／ｉモー
ションファイル一覧画面（P227）／
ｉモーション再生画面（P227）yh［機
能］y「ｉモーション設定」

b 次の操作を行う

オートリピート
ｉモーションを再生するときにオートリピート再生する
かどうかを設定します。

全画面表示
ｉモーションを再生するときに、映像を画面サイズに合わ
せて表示するかどうかを設定します。
y「OFF」／「ON」
 

• テキストが含まれた動画／ ｉ モーションを全画面
表示した場合、テキストは表示されません。

動画／ｉモーションの情報を表示する

a ｉモーションファイル一覧画面
（P227）／ｉモーション再生画面
（P227）yh［機能］y「詳細」y「情報表
示詳細」

■情報表示詳細画面に表示される情報
• 情報がない場合は「不明」と表示されます。

※：ⅰモーション再生中は表示されません。

動画／ｉモーション編集

動画／ｉモーションを編集する
動画／ｉモーションを編集します。編集した動画／
ｉモーションは、編集元のファイルが保存されてい
るフォルダに保存されます。
• お買い上げ時に登録されているファイルは編集でき
ません。

• ファイルによっては編集できない場合があります。
• ｉモーションに表示されるテロップ情報は編集できま
せん。

動画の一部を切り出す
動画／ｉモーションの一部を切り出します。

a ｉモーションファイル一覧画面（P227）／
ｉモーション再生画面（P227）yh［機
能］y「編集」

b「動画切り出し」
uを押して、動画／ｉモーションを再生します。

c 切り出す始点を選択yh［停止］yh
［選択］y次の操作を行う

始点より前を切り出し
選択した始点までの映像を切り出して保存します。

始点より後を切り出し
選択した始点より後の映像を切り出して保存します。

お買い上げ時 オートリピート：OFF
全画面表示：OFF

OFF
ON

：オートリピート再生しません。
：同じファイルを繰り返し再生します。

全画面表示

項　目 情報内容

タイトル ファイルの初期タイトルを表示

ファイル名※ ファイル名を表示

作成者 作成者情報を表示

保存日時※ 保存日時を表示

ファイルサイズ ファイルサイズを表示

コピーライト 著作権情報を表示

説明 ファイルの説明を表示

種別※ ファイル形式を表示

トーン※ 音声形式を表示

解像度※ 解像度を表示

着信音設定 着信音に設定可能かどうかを表示

着信画面設定 着信中画面に設定可能かどうかを表
示

ファイル制限 ファイル制限が設定されているか
どうかを表示

項　目 情報内容

動画／ｉモーション
編集画面
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終点選択
切り出す終点を選択します。
yuを押して動画／ｉモーションを再生y切り出す終点
を選択yh［停止］yh［選択］yh［はい］

始点より後をｉモードメール（小）で切り出し
選択した始点より後の映像を、290Kバイト以下に切り出
して保存します。

始点より後をｉモードメール（大）で切り出し
選択した始点より後の映像を、490Kバイト以下に切り出
して保存します。

d 編集内容を保存する
■上書き保存する場合
「上書き保存」yh［はい］を押します。

■別のファイルとして保存する場合
「名前を付けて保存」を選択し、操作5へ進み
ます。

e「ファイル名」ycyファイル名を入力
• ファイル名は全角／半角を問わず 29 文字までで入
力してください。30文字以上入力はできますが、
確定後は自動的に削除されます。

f「保存先」ycy「本体」／「microSD」

g h［完了］

動画の一部を静止画として切り出す
動画／ｉモーションを静止画として切り出します。
切り出した画像は「マイピクチャ」の「ｉモード／
その他」フォルダに保存されます。

a 動画／ｉモーション編集画面（P230）y
「画像切り出し」
uを押して、動画／ｉモーションを再生します。

b 静止画として切り出す画像を選択yh
［停止］yh［選択］
■編集内容を解除する場合

i［中止］を押します。

c h［保存］yh［はい］

d 編集内容を保存する
•「動画の一部を切り出す」の操作5（P231）へ進
みます。

動画を圧縮する
ｉモードメールに添付できるサイズにファイルを圧
縮します。
• 290Kバイト以下のファイルでは設定できません。

a 動画／ｉモーション編集画面（P230）y
「データ圧縮」
ｉモードメール（小）

：290Kバイト以下に圧縮します。
ｉモードメール（大）

：490Kバイト以下に圧縮します。

b 編集内容を保存する
•「動画の一部を切り出す」の操作4（P231）へ進
みます。

動画から音声や映像などを削除する

a 動画／ｉモーション編集画面（P230）y
「トラック削除」
ビデオトラック

：映像のみ削除します。
オーディオトラック

：音声のみ削除します。
テロップ：テロップのみ削除します。

b 編集内容を保存する
•「動画の一部を切り出す」の操作4（P231）へ進
みます。

• 動画／ ｉ モーションから映像を削除したファイル
は、「メロディ」の「ｉモード／その他」フォルダ
に保存されます。

動画の音声を録音する

a 動画／ｉモーション編集画面（P230）y
「オーディオ録音」y次の操作を行う

新規録音
新規に音声を録音します。
yh［はい］ydを押して録音を開始ydを押して録音
を停止

既存オーディオファイル利用
FOMA端末に保存されているメロディを録音します。
yメロディを選択yh［選択］yh［はい］yh［新規
保存］
• 吹き替え後u：ｉモーションを再生して確認できます。
→P227

• 吹き替え後i［中止］：保存せずに終了します。

b 編集内容を保存する
•「動画の一部を切り出す」の操作4（P231）へ進
みます。
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ピクチャアルバム／ｉモーションアルバム

アルバムを利用する
マイピクチャ、ｉモーションに保存されているファ
イルをアルバムに登録して管理できます。

アルバムを作成する

a マイピクチャ画面（P221）／ｉモー
ション画面（P227）y「ピクチャアルバ
ム」／「ｉモーションアルバム」

a表示回数ランキング
表示／再生回数が多い上位20ファイルが表示
されます。

bユーザ作成アルバム
作成したアルバム名が表示されます。

c新規作成
アルバムを新規作成します。

b「［新規作成］」yフォルダを選択yc

c アルバムに登録したいファイルにチェッ
クを付ける
• h［機能］y「全選択」を選択すると、フォルダ
内のファイルすべてにチェックが付きます。
チェックをすべて外すときは「全選択解除」を選
択します。

aフォルダ選択画面に戻ります。

d i［完了］yアルバム名を入力

■アルバム内のファイルをスライドショー再生する
ピクチャアルバム内の画像をスライドショーで再
生したり、ｉモーションアルバム内の動画／ｉモー
ションを順に再生したりできます。
aピクチャアルバム一覧画面（P232）／ｉモーショ

ンアルバム一覧画面（P232）でアルバムを選択
し、h［機能］を押す

b「表示」／「再生」を選択する
アルバム内のファイルが順に再生されます。

アルバムを編集する

アルバムにファイルを追加する

a ピクチャアルバム一覧画面（P232）／
ｉモーションアルバム一覧画面
（P232）yアルバムを選択

aアルバム名
b （ピクチャ追加）／ｉモーション追加
選択中のアルバムにファイルを追加するとき
に選択します。
•「表示回数ランキング」を選択している場合
は表示されません。

b （ピクチャ追加）／「ｉモーション追
加」yフォルダを選択yc

c アルバムに追加するファイルにチェック
を付けるyi［完了］

アルバムからファイルを削除する
• アルバムからファイルを削除しても、データBOXか
らはファイルは削除されません。

a ピクチャアルバムファイル一覧画面
（P232）／ｉモーションアルバムファ
イル一覧画面（P232）yファイルを選択
yh［機能］
■ファイルを1つ削除する場合
「ファイル管理」y「削除」を選択します。

■複数のファイルをまとめて削除する場合
「複数選択」y「削除」y削除するファイルに
チェックを付けるyi［完了］を押します。

アルバム名を変更する／アルバムを削除する

a ピクチャアルバム一覧画面（P232）／
ｉモーションアルバム一覧画面
（P232）yアルバムを選択yh［機能］
y「ファイル管理」
■アルバム名を変更する場合
「名称編集」yアルバム名を入力します。

■アルバムを削除する場合
「1件削除」yh［はい］を押します。

ｉモーション
アルバム一覧画面

ピクチャアルバム
一覧画面

a

c

b

a

c

b

ｉモーション追加画面ピクチャ追加画面

a

a

ｉモーションアルバム
ファイル一覧画面

ピクチャアルバム
ファイル一覧画面

a

b

ピ
ク
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ャ
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ピクチャアルバム一覧画面／ｉモーション
アルバム一覧画面の機能メニュー

a ピクチャアルバム一覧画面（P232）／
ｉモーションアルバム一覧画面
（P232）yアルバムを選択yh［機能］

• ピクチャアルバム一覧画面の機能メニュー
「表示」：選択中のアルバム内のファイルをスライ
ドショー表示します。→P232
「新規作成」y「アルバム」：「アルバムにファイル
を追加する」（P232）を参照。
「ファイル管理」：「アルバム名を変更する／アルバ
ムを削除する」（P232）を参照。
上記以外の項目については、「マイピクチャ画面の
機能メニュー」（P221）を参照。

• ｉモーションアルバム一覧画面の機能メニュー
「再生」：選択中のアルバム内のファイルを順に再
生します。→P232
「新規作成」y「アルバム」：「アルバムにファイル
を追加する」（P232）を参照。
「ファイル管理」：「アルバム名を変更する／アルバ
ムを削除する」（P232）を参照。
上記以外の項目については、「ｉモーション画面の
機能メニュー」（P228）を参照。

ピクチャアルバムファイル一覧画面／ｉモーショ
ンアルバムファイル一覧画面の機能メニュー

a ピクチャアルバムファイル一覧画面
（P232）／ｉモーションアルバムファイ
ル一覧画面（P232）yh［機能］
• ピクチャアルバムファイル一覧画面の機能メニュー
「ファイル管理」：「アルバムからファイルを削除す
る」（P232）を参照。
「複数選択」y「ピクチャ追加」：「アルバムにファ
イルを追加する」（P232）を参照。
上記以外の項目については、「静止画ファイル一覧
画面の機能メニュー」（P222）を参照。

• ｉ モーションアルバムファイル一覧画面の機能メ
ニュー
「ファイル管理」：「アルバムからファイルを削除す
る」（P232）を参照。
「複数選択」y「ｉモーション追加」：「アルバムに
ファイルを追加する」（P232）を参照。
上記以外の項目については、「ｉモーションファイ
ル一覧画面の機能メニュー」（P228）を参照。

キャラ電

キャラ電とは
キャラ電とは、テレビ電話を利用するときに、自分
のカメラ映像を送る代わりに代替画像として送信す
るキャラクタです。ダイヤルキーを押してキャラク
タを動かしたりすることができます。

■お買い上げ時に登録されているキャラ電

■お買い上げ時に登録されているキャラ電の操作
• お買い上げ時に登録されているキャラ電は、パー
ツアクションに対応していません。

キャラ電を表示して操作する

a cy （データBOX）y「キャラ電」

b フォルダを選択yc
• 画面の見かたについては「画
像 を 表 示 す る」の 操 作2
（P221）を参照してくださ
い。

c キャラ電を選択yc

aファイル名
bアクションモード

：全体アクションモード
キャラクタが身体全体でアクションを表現し
ます。
：パーツアクションモード

キャラクタが身体の一部でアクションを表現
します。

キー DeeJ Dimo

1 Happy! 喜ぶ

2 Angry 反省

3 Cry あっかんべ

4 Wow! LOVE

5 Thanks 寝る

6 Sorry 酔っぱらい

7 Bye ラッパー

8 Yes! 悲しみ

9 No!! ムンクの叫び

Dimo
©BVIG

DeeJ

キャラ電画面

キャラ電ファイル
一覧画面

キャラ電表示画面

a
b

c

d

キ
ャ
ラ
電

次のページへ続く
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cコントロールキー
操作可能なマルチファンクションキーを示し
ます。

dバー表示
フォルダ内に保存されているファイルの通し
番号をバーで表示します。

■キャラ電表示画面のキー操作

■キャラクタの操作について
ダイヤルキーを押して、キャラクタを動かすことが
できます。キャラクタの動作には、全体アクション
モード／パーツアクションモードがあります。
• アクションの切り替えかた→「アクション切替」
（P234）

キャラ電ファイル一覧画面の機能メニュー

a キャラ電ファイル一覧画面（P233）y
キャラ電を選択yh［機能］y次の操作
を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

再生
選択中のキャラ電を表示します。

キャラ電発信
選択中のキャラ電を代替画像にしてテレビ電話をかけま
す。→P85

設定
選択中のキャラ電をテレビ電話の代替画像に設定します。
y「代替画像」

ファイル管理
選択中のキャラ電を削除します。
y「1件削除」yh［はい］

複数選択
複数のキャラ電を選択して削除します。
y「削除」y削除するキャラ電にチェックを付けるyi
［完了］y設定解除コードを入力yh［はい］

詳細
選択中のキャラ電の名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P234

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

キャラ電表示画面の機能メニュー

a キャラ電表示画面（P233）yh［機能］
y次の操作を行う

キャラ電発信
表示中のキャラ電を代替画像にしてテレビ電話をかけま
す。→P85

代替画像設定
表示中のキャラ電をテレビ電話の代替画像に設定します。

情報表示
表示中のキャラ電の名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P234

削除
表示中のキャラ電を削除します。
yh［はい］

表示サイズ変更
キャラ電画像の表示サイズを変更します。
• u：拡大表示します。
• d：元の表示サイズへ戻します。

キャラ電アクション

キャラ電の情報を表示する

a キャラ電ファイル一覧画面（P233）／
キャラ電表示画面（P233）yh［機能］
y「詳細」／「情報表示」y「情報表示詳細」

■情報表示詳細画面に表示される情報
• 情報がない場合は「不明」と表示されます。

キー 説　明

s 前のファイル／次のファイルを表示

j 画像を拡大／元の表示サイズへ戻す

c 情報表示詳細画面を表示→P234

アクション切替

アクション一覧

：パーツアクションモード／全体アク
ションモードに切り替えます。

：キーに割り当てられているキャラクタ
のアクションを一覧表示します。

項　目 情報内容

タイトル ファイルの初期タイトルを表示

ファイル名 ファイル名を表示

サイズ ファイルサイズを表示

種別 「キャラ電」を表示

取得元 取得元を表示

解像度 解像度を表示

保存日時 保存日時を表示

転送可能 本FOMA端末外への転送が可能かど
うかを表示

適用可能 テレビ電話の代替画像に設定可能か
どうかを表示

ファイル制限 ファイル制限が設定されているかど
うかを表示

キ
ャ
ラ
電
を
表
示
し
て
操
作
す
る
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メロディプレーヤー

メロディを再生する
お買い上げ時に登録されているメロディや、サイト
などから取得したメロディを再生します。
• メロディ再生中に他の音声付Flashを再生すると、メ
ロディが正しく再生されない場合があります。

■再生可能なファイル形式について

※1：対応しているファイル形式でも、ファイルによっ
ては再生できない場合があります。

※2：動画が含まれている場合は、「ｉモーション」に保
存されます。

a cy （データBOX）y「メロディ」

b フォルダを選択yc
• 画面の見かたについては「画
像 を 表 示 す る」の 操 作2
（P221）を参照してくださ
い。

c ファイルを選択yc
選択中のフォルダ内
のメロディが順に再
生されます。

aファイル名
b再生経過時間／最大再生時間
cコントロールキー
操作可能なマルチファンクションキーを示し
ます。

d再生経過バー
再生経過をバーで表示します。

■メロディ再生画面のキー操作

■FOMA端末を閉じてメロディを聞く
メロディ再生中にFOMA端末を閉じると、再生中の
メロディのアーティスト名や曲名などがサブディ
スプレイに表示され、続けて音楽再生を楽しむこと
ができます。
FOMA端末を閉じたときの操作
メロディ再生中にFOMA端末を閉じるとメロディ
再生画面が表示されます。曲名リスト画面を表示し
たい場合はJを押します。
• 曲目リスト画面は、約5秒経過するとメロディ再
生画面に戻りますが、メロディを一時停止した場
合は、メロディ再生画面には戻りません。メロ
ディ再生画面を表示したい場合は、メロディを再
生してください。

aアーティスト名
アーティスト名が登録されていない場合は、
「作者なし」と表示されます。
b曲名／ファイル名
c再生時間／最大再生時間

■メロディ再生画面のキー操作

■曲名リスト画面のキー操作

ファイル形式※1 SMF、MFi、AAC

拡張子 mid、midi、mld、mp4※2、
3gp※2、3ga※2

メロディ画面

メロディファイル
一覧画面

メロディ再生画面

a
b

c

d

キー 説　明

c／u／
J

一時停止／再生

d メロディ再生を停止

l／* 前のファイルを再生

r／# 次のファイルを再生

l／*
（押し続ける）

押している間メロディを巻戻し

r／#
（押し続ける）

押している間メロディを早送り

N／
M

音量調節

キー 説　明

J 曲名リスト画面を表示

N／
M

音量調節

キー 説　明

J 一時停止／再生

N／
M

前のファイル／次のファイルを再生

曲名リスト画面メロディ再生画面

Ja
b

c

b

メ
ロ
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ィ
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メロディ画面の機能メニュー

a メロディ画面（P235）yh［機能］y次
の操作を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

メロディ設定
フォルダ内のメロディを繰り返し再生するかどうかを設
定します。
y「オートリピート」

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

メロディファイル一覧画面の機能メニュー

a メロディファイル一覧画面（P235）y
ファイルを選択yh［機能］y次の操作
を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

再生
選択中のメロディを再生します。

プレイリストに追加
選択中のメロディをプレイリストに登録します。
yプレイリストを選択yc
•「［新規プレイリスト］」を選択した場合はプレイリスト
名を入力します。

表示種別
指定した保存場所のメロディを一覧表示します。
y「保存場所」

送信

設定
選択中のメロディを着信音などに設定します。

ファイル管理

複数選択

詳細
選択中のメロディの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P237

メロディ設定
フォルダ内のメロディを繰り返し再生するかどうかを設
定します。
y「オートリピート」

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

OFF
ON

：フォルダ内のメロディを1回再生します。
：フォルダ内のメロディを繰り返し再生します。

全て

本体メモリ

microSD

：FOMA端末本体／microSDメモリーカード
に保存されているメロディをすべて表示し
ます。

：FOMA端末本体に保存されているメロディの
み表示します。

：microSDメモリーカードに保存されている
メロディのみ表示します。

メールで送信：メロディを添付してｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成して送
信する」の操作2（P180）へ進みます。

赤外線で送信：赤外線通信で1件送信します。
Bluetoothで送信

：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）
へ進みます。

電話着信音
テレビ電話着信音
メール着信音

メッセージR着信音

メッセージF着信音

：音声電話の着信音に設定します。
：テレビ電話の着信音に設定します。
：メール、SMSを受信したときの着
信音に設定します。

：メッセージRを受信したときの着信
音に設定します。

：メッセージFを受信したときの着信
音に設定します。

スケジュールアラーム
：スケジュール、ToDoのアラーム音
に設定します。

名称編集

1件削除

移動

コピー

：選択中のメロディの名前を編集します。
yファイル名を入力

：選択中のメロディを削除します。
yh［はい］

：選択中のメロディをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに移動します。

：選択中のメロディをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードにコピーします。

プレイリストに追加
：複数のメロディを選択してプレイリストに登録
します。
yプレイリストに登録するメロディにチェック
を付けるyi［完了］yプレイリストを選択yc
•「［新規プレイリスト］」を選択した場合はプレ
イリスト名を入力します。

削除

移動

コピー

：複数のメロディを選択して削除します。
y削除するメロディにチェックを付けるyi
［完了］y設定解除コードを入力yh［はい］
：複数のメロディを選択して、FOMA 端末本体／
microSDメモリーカードへ移動します。
y移動するメロディにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」
：複数のメロディを選択して、FOMA 端末本体／
microSDメモリーカードへコピーします。
yコピーするメロディにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」

OFF
ON

：フォルダ内のメロディを1回再生します。
：フォルダ内のメロディを繰り返し再生します。
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メロディ再生画面の機能メニュー

a メロディ再生画面（P235）yh［機能］
y次の操作を行う

Bluetooth・本体で接続
再生中のメロディを接続中のBluetooth機器／FOMA端
末から鳴るように切り替えます。

送信

設定
再生中のメロディを着信音などに設定します。

ファイル管理

詳細
再生中のメロディの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P237

メロディ設定
フォルダ内のメロディを繰り返し再生するかどうかを設
定します。
y「オートリピート」

バックグラウンド再生
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

メロディの情報を表示する

a メロディファイル一覧画面（P235）／
メロディ再生画面（P235）yh［機能］
y「詳細」y「情報表示詳細」

■情報表示詳細画面に表示される情報
• 情報がない場合は「不明」と表示されます。
• ファイル形式によって表示される情報が異なりま
す。

• メロディファイル一覧画面、メロディ再生画面で
は表示される情報が異なる場合があります。

メロディを再生しながら他の機能
を利用する
バックグラウンドでメロディを再生しながら、
FOMA端末のその他の機能を操作します。
• バックグラウンドでメロディ再生中は、Bluetooth、
赤外線受信は利用できません。

a メロディ再生画面（P235）yh［機能］
y「バックグラウンド再生」
再生中のメロディをバックグラウンド再生に切
り替えて、メインメニューを表示します。
■待受画面からメロディ
を操作する
メインメニュー画面で
i［終了］を押すと待
受画面が表示され、再
生中のメロディの曲名
や、操作キーが表示さ
れます。

メールで送信：メロディを添付してｉモードメールを作
成します。「ｉモードメールを作成して送
信する」の操作2（P180）へ進みます。

赤外線で送信：赤外線通信で1件送信します。
Bluetoothで送信

：Bluetoothで送信します。「Bluetooth機器
を登録して接続する」の操作2（P267）
へ進みます。

電話着信音
テレビ電話着信音
メール着信音

メッセージR着信音

メッセージF着信音

：音声電話の着信音に設定します。
：テレビ電話の着信音に設定します。
：メール、SMSを受信したときの着
信音に設定します。

：メッセージRを受信したときの着信
音に設定します。

：メッセージFを受信したときの着信
音に設定します。

スケジュールアラーム
：スケジュール、ToDoのアラーム音
に設定します。

名称編集

1件削除

移動

コピー

：再生中のメロディの名前を編集します。
yファイル名を入力

：再生中のメロディを削除します。
yh［はい］

：再生中のメロディをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに移動します。

：再生中のメロディをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードにコピーします。

OFF
ON

：フォルダ内のメロディを1回再生します。
：フォルダ内のメロディを繰り返し再生します。

項　目 情報内容

タイトル 初期タイトルを表示

ファイル名 ファイル名を表示

作成者 作成者情報を表示

保存日時 保存日時を表示

再生時間 再生時間を表示

サイズ ファイルサイズを表示

ビットレート ビットレートを表示

ファイルサイズ ファイルサイズを表示

コピーライト 著作権情報を表示

説明 ファイルの説明を表示

種別 ファイル形式を表示

トーン 音声形式を表示

解像度 解像度を表示

着信音設定 着信音に設定可能かどうかを表示

着信画面設定 着信中画面に設定可能かどうかを表示

ファイル制限 ファイル制限が設定されているかど
うかを表示

b

a

次のページへ続く
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a曲名
再生中のメロディの曲名を表示します。

b操作キー
s：前のファイル／次のファイルを再生

b メニューを選択yc
それぞれのメニューから操作したい項目を選択
します。

■バックグラウンドでメロディ再生中に次の操作
を行ったときは
音声電話／テレビ電話がかかってきた場合
着信音が鳴りメロディは停止します。通話が終了す
ると、メロディは自動的に再生されます。
カメラを起動した場合
メロディはそのまま再生されます。ただし、シャッ
ターを押したときはシャッター音が鳴ります。撮影が
終了するとメロディが自動的に再生されます。
連続再生中の場合は、その時点で再生が終了します
が、カメラ撮影画面をCまたはi［終了］を押
して閉じると、連続再生が再開されます。
ビデオカメラを起動した場合
メロディは停止します。ビデオカメラを終了する
と、メロディは自動的に再生されます。
ｉアプリを起動した場合
ｉアプリに設定されている音声が優先されます。
ｉアプリの音声が終了すると、メロディが自動的に
再生されます。ただし、ｉアプリに設定されている
音声を鳴らないように設定している場合は、ｉアプ
リ起動中でもメロディが再生されます。
動画／ｉモーションを再生した場合
メロディは停止します。動画／ｉモーションを終了
すると、メロディは自動的に再生されます。

プレイリスト

プレイリストを利用する
お気に入りのメロディをまとめたプレイリストを作
成できます。

プレイリストを作成する

a メロディ画面（P235）y「プレイリスト」

a再生回数ランキング
再生回数が多い上位20ファイルが表示されま
す。

bユーザ作成プレイリスト
作成したプレイリスト名が表示されます。
h［機能］y「再生」を選択するとプレイリ
スト内のメロディを再生します。

c新規プレイリスト
プレイリストを新規作成します。

b「［新規プレイリスト］」yフォルダを選択
yc

c プレイリストに登録したいメロディに
チェックを付ける
• h［機能］y「全選択」
を選択すると、フォルダ
内のメロディすべてに
チェックが付きます。
チェックをすべて外すと
きは「全選択解除」を選
択します。

aフォルダ選択画面に戻ります。

d i［完了］yプレイリスト名を入力

プレイリストを編集する

プレイリストにメロディを追加する

a プレイリスト画面（P238）yプレイリス
トを選択yc

aプレイリスト名
bメロディ追加
選択中のプレイリストにメロディを追加する
ときに選択します。
•「再生回数ランキング」を選択している場合
は表示されません。

b「［メロディ追加］」yフォルダを選択
yc

c プレイリストに追加するメロディに
チェックを付けるyi［完了］

プレイリストからメロディを削除する
• プレイリストからメロディを削除しても、データ
BOXからは削除されません。

a プレイリスト一覧画面（P238）yメロ
ディを選択yh［機能］
■メロディを1つ削除する場合
「ファイル管理」y「削除」を選択します。

プレイリスト画面

a
b
c

メロディ追加画面

a

プレイリスト
一覧画面

a

b

プ
レ
イ
リ
ス
ト
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■複数のメロディをまとめて削除する場合
「複数選択」y「削除」y削除するファイルに
チェックを付けるyi［完了］を押します。

プレイリスト一覧のメロディを並べ替える

a プレイリスト一覧画面（P238）yh［機
能］y「ファイル管理」y「並べ替え」

b 並べ替えたいメロディを選択yh［移
動］y移動先を選択yh［挿入］yi［完
了］

プレイリスト名を変更する／プレイリスト
を削除する

a プレイリスト画面（P238）yプレイリス
トを選択yh［機能］y「ファイル管理」
■プレイリスト名を変更する場合
「名称編集」yプレイリスト名を入力します。

■プレイリストを削除する場合
「1件削除」yh［はい］を押します。

プレイリスト画面の機能メニュー

a プレイリスト画面（P238）yh［機能］
•「新規作成」y「プレイリスト」：「プレイリストに
メロディを追加する」（P238）を参照。
上記以外の項目については、「メロディファイル一
覧画面の機能メニュー」（P236）を参照。

プレイリスト一覧画面の機能メニュー

a プレイリスト一覧画面（P238）yメロ
ディを選択yh［機能］
•「ファイル管理」y「並べ替え」：「プレイリスト一
覧のメロディを並べ替える」（P239）を参照。
「ファイル管理」y「削除」：「プレイリストからメ
ロディを削除する」（P238）を参照。
「複数選択」y「メロディ追加」：「プレイリストに
メロディを追加する」（P238）を参照。
上記以外の項目については、「メロディファイル一
覧画面の機能メニュー」（P236）を参照。

音声メモ

音声メモを利用する

音声を録音する
待受中や音声通話中に自分の声を録音できます。

a cy （データBOX）y「音声メモ」

a音声メモ（全て）
録音したすべての音声メモを一覧表示します。

bマイデータ
録音した音声メモをカテゴリ別に表示します。

b h［機能］y「新規作成」y「音声メモ」

c c
録音を開始します。
• h［一時停止／再開］：録音を一時停止／再開し
ます。

• i［中止］：録音を中止します。

d c
録音を終了します。
• C：録音した音声メ
モを削除して、音声メ
モ録音待機画面に戻り
ます。

•「自動保存」を「ON」に
設定している場合は、
録音が終了すると自動
的に保存されます。
→P240
aファイル名
b録音した時間

e i［登録］

■すぐに音声を録音したいときは
FOMA端末を開いた状態でHを押し続
けると音声を録音できます。
• FOMA端末を閉じている場合は利用できません。
a FOMA端末を開いた状態のとき、Hを

押している間音声を録音します。
bHを離すと録音を終了します。
ci［登録］を押して保存します。

• 録音中にFOMA端末を閉じたり、pを押したり
すると、録音したところまでを保存して音声メモを
終了します。

音声メモ画面

a
b

音声メモ録音
待機画面

録音可能時間(目安）

音声メモ録音
終了画面

a
b

音
声
メ
モ
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• 録音した音声メモを削除したい場合は、音声メモ終
了画面でCを押してください。pを押して終
了させたり、FOMA端末を閉じたりしても音声メモ
は削除されません。

• 録音した音声メモのファイル名は、年月日時分が自
動的に付けられます。
例：2006年11月1日10時10分に録音した場合
「01-11-06_1010」

音声メモ画面の機能メニュー

a 音声メモ画面（P239）yh［機能］y次
の操作を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

新規作成
音声を録音します。
y「音声メモ」
•「音声を録音する」の操作3（P239）へ進みます。

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

音声メモ録音待機画面の機能メニュー

a 音声メモ録音待機画面（P239）yh
［機能］y次の操作を行う

音声メモ一覧
録音した音声メモを一覧表示します。

音声メモ設定

保存先変更
音声メモの保存先を設定します。
y「microSD」／「本体」

空き容量
FOMA端末本体、microSDメモリーカード内の保存領域
の状態などを表示します。

音声メモ録音終了画面の機能メニュー

a 音声メモ録音終了画面（P239）yh
［機能］y次の操作を行う

削除
録音した音声メモを削除します。

プレビュー
録音した音声メモを再生します。

着信音に適用
録音した音声メモを音声電話の着信音に設定します。

録音した音声メモを再生する

a 音声メモ画面（P239）y「音声メモ（全
て）」
• 画面の見かたについては「画
像 を 表 示 す る」の 操 作2
（P221）を参照してくださ
い。

b ファイルを選択yc

aファイル名
b再生経過時間／最大再生時間
cコントロールキー
操作可能なマルチファンクションキーを示し
ます。

d再生経過バー
再生経過をバーで表示します。

■音声再生画面のキー操作

お買い上げ時
音声メモ設定（録音時間）：メール添付用
音声メモ設定（自動保存）：OFF
保存先変更：本体

録音時間

自動保存

：録音時間を設定します。
y「メール添付用」※／「最大」
※：音声メモはメールに添付できません。

「メール添付用」を選択すると16秒、「最
大」を選択すると33秒まで録音できま
す。

：録音した音声メモを自動的に保存するかどう
かを設定します。「ON」に設定すると、音声
メモ録音終了画面（P239）は表示されず、自
動的に保存されます。
y「OFF」／「ON」

キー 説　明

c／u／J 一時停止／再生

d 音声メモの再生を停止

l／* 前のファイルを再生

r／# 次のファイルを再生

l／*
（押し続ける）

押している間音声メモを
巻戻し

r／#
（押し続ける）

押している間音声メモを
早送り

N／M 音量調節

音声メモ（全て）
一覧画面

音声メモ再生画面

a
b

c

d
音
声
メ
モ
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音声メモ（全て）一覧画面の機能メニュー

a 音声メモ（全て）一覧画面（P240）yファ
イルを選択yh［機能］y次の操作を行
う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

再生
選択中の音声メモを再生します。

カテゴリに追加
選択中の音声メモをカテゴリに登録します。
yカテゴリを選択yc
•「［新規カテゴリ］」を選択した場合はカテゴリ名を入力
します。

新規作成
音声を録音します。
y「音声メモ」
•「音声を録音する」の操作3（P239）へ進みます。

表示種別
指定した保存場所の音声メモを一覧表示します。
y「保存場所」

設定
選択中の音声メモを着信音や電話帳に設定します。

ファイル管理

複数選択

詳細
選択中の音声メモの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P242

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

音声メモ再生画面の機能メニュー

a 音声メモ再生画面（P240）yh［機能］
y次の操作を行う

Bluetooth・本体で接続
再生中の音声メモを接続中のBluetooth機器／FOMA端
末から鳴るように切り替えます。

新規作成
音声を録音します。
y「音声メモ」
•「音声を録音する」の操作3（P239）へ進みます。

設定
再生中の音声メモを音声電話の着信音に設定します。
y「電話着信音」

ファイル管理

詳細
再生中の音声メモの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P242

全て

本体メモリ

microSD

：FOMA 端末本体／microSD メモリーカー
ドに保存されている音声メモをすべて表示
します。

：FOMA端末本体に保存されている音声メモ
のみ表示します。

：microSDメモリーカードに保存されている
音声メモのみ表示します。

電話着信音
テレビ電話着信音
メール着信音

メッセージR着信音

メッセージF着信音

：音声電話の着信音に設定します。
：テレビ電話の着信音に設定します。
：メール、SMSを受信したときの着
信音に設定します。

：メッセージRを受信したときの着信
音に設定します。

：メッセージFを受信したときの着信
音に設定します。

スケジュールアラーム
：スケジュール、ToDoのアラーム音
に設定します。

名称編集

1件削除

移動

コピー

：選択中の音声メモの名前を編集します。
y音声メモの名前を入力

：選択中の音声メモを削除します。
yh［はい］

：選択中の音声メモをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードに移動します。

：選択中の音声メモをFOMA端末本体または
microSDメモリーカードにコピーします。

カテゴリに追加
：複数の音声メモを選択してカテゴリに登録しま
す。
yカテゴリに登録する音声メモにチェックを付
けるyi［完了］yカテゴリを選択yc
•「［新規カテゴリ］」を選択した場合はカテゴリ
名を入力します。

削除

移動

コピー

：複数の音声メモを選択して削除します。
y削除する音声メモにチェックを付けるyi
［完了］yh［はい］
：複数の音声メモを選択して、FOMA 端末本体／
microSDメモリーカードへ移動します。
y移動する音声メモにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」
：複数の音声メモを選択して、FOMA 端末本体／
microSDメモリーカードへコピーします。
yコピーする音声メモにチェックを付けるyi
［完了］y「microSD」／「本体」

名称編集

1件削除

：再生中の音声メモの名前を編集します。
yファイル名を入力

：再生中の音声メモを削除します。
yh［はい］

音
声
メ
モ
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音声メモの情報を表示する

a 音声メモ（全て）一覧画面（P240）／音
声メモ再生画面（P240）yh［機能］y
「詳細」y「情報表示詳細」
■情報表示詳細画面に表示される情報

• 情報がない場合は「不明」と表示されます。

音声メモを管理する
音声メモをマイデータ画面で管理できます。音声メ
モを種類別に分けてカテゴリを作成します。

カテゴリを作成する

a 音声メモ画面（P239）y「マイデータ」

aユーザ作成カテゴリ
作成したカテゴリ名が表示されます。

b新規カテゴリ
カテゴリを新規作成します。

b「[新規カテゴリ]」y「音声メモ（全て）」

c カテゴリに登録したい音声メモにチェッ
クを付ける
• h［機能］y「全選択」
を選択すると、フォルダ
内の音声メモすべてに
チェックが付きます。
チェックをすべて外すと
きは「全選択解除」を選
択します。

a1つ前の画面を表示します。

d i［完了］yカテゴリ名を入力

カテゴリに音声メモを追加する

a マイデータ画面（P242）yカテゴリを選
択yc

aカテゴリ名
b音声メモ追加
選択中のカテゴリに音声メモを追加するとき
に選択します。

b「［音声メモ追加］」y「音声メモ（全て）」

c カテゴリに追加したい音声メモにチェッ
クを付けるyi［完了］

カテゴリから音声メモを削除する
• カテゴリから音声メモを削除しても、データBOXか
らは削除されません。

a カテゴリ一覧画面（P242）y音声メモを
選択yh［機能］
■音声メモを1つ削除する場合
「ファイル管理」y「削除」を選択します。

■複数の音声メモをまとめて削除する場合
「複数選択」y「削除」y削除する音声メモに
チェックを付けるyi［完了］を押します。

カテゴリの音声メモを並べ替える

a カテゴリ一覧画面（P242）yh［機能］
y「ファイル管理」y「並べ替え」

b 並べ替えたい音声メモを選択yh［移
動］

c jで移動先を選択yh［挿入］yi［完
了］

カテゴリ名を変更する／カテゴリを削除する

a マイデータ画面（P242）yカテゴリを選
択yh［機能］y「ファイル管理」
■カテゴリ名を変更する場合
「名称編集」yカテゴリ名を入力します。

項　目 情報内容

タイトル ファイルの初期タイトルを表示

ファイル名 ファイル名を表示

作成者 ファイルの作成者情報を表示

保存日時 保存日時を表示

再生時間 最大再生時間を表示

サイズ ファイルサイズを表示

ビットレート ビットレートを表示

種別 ファイル形式を表示

ファイル制限 ファイル制限が設定されているかど
うかを表示

マイデータ画面

a
b

a

カテゴリ一覧画面

b

a
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■カテゴリを削除する場合
「1件削除」yh［はい］を押します。

マイデータ画面の機能メニュー

a マイデータ画面（P242）yh［機能］y
次の操作を行う

再生中表示
バックグラウンドで再生しているメロディの再生画面を表
示します。→P237

再生
選択中のマイデータ内の音声メモを順に再生します。

新規作成

ファイル管理

非表示
バックグラウンドでメロディを再生したままメインメ
ニューを表示します。→P237

カテゴリ一覧画面の機能メニュー

a カテゴリ一覧画面（P242）y音声メモを
選択yh［機能］
•「ファイル管理」y「並べ替え」：「カテゴリの音声
メモを並べ替える」（P242）を参照。
「ファイル管理」y「削除」：「カテゴリから音声メ
モを削除する」（P242）を参照。
「複数選択」y「音声メモ追加」：「カテゴリに音声
メモを追加する」（P242）を参照。
上記以外の項目については、「音声メモ（全て）一
覧画面の機能メニュー」（P241）を参照。

microSDメモリーカード
について
microSDメモリーカードをFOMA端末に取り付
け、外部メモリとして利用できます。microSDメモ
リーカードは小型、軽量で大きな記憶容量を持つ、
着脱可能な外部記録メディアの1つです。
• FOMA M702iSは、1GバイトまでのmicroSDメモ
リーカード（市販品）に対応しています（2007年4
月現在）。サンディスク、東芝、Kingmax社製につい
て動作確認しています。ただし、各社のmicroSDメ
モリーカードの動作を保証するものではありません。

• microSDメモリーカードおよびmicroSDメモリー
カードアダプタは、家電量販店などでお買い求めいた
だけます。

microSDメモリーカード使用時のご注意
• パソコンなど他機器でフォーマットしたmicroSDメ
モリーカードは、使用できない場合があります。
FOMA M702iSでフォーマットしたものを使用し
てください。→P244

• microSDメモリーカードは、事故や故障によってデー
タを消失または変形してしまうことがあります。大切
なデータは控えを取っておくことをおすすめします。
なお、データが消失または変化した場合の損害につき
ましては、当社では責任を負いかねますのであらかじ
めご了承ください。

• 転送するデータ量によっては通信に時間がかかる場
合があります。また、データをコピーできない場合が
あります。

• データの読み込みや書き込み中に、FOMA 端末の電
源を切らないでください。

• データの読み込みや書き込み中、microSDメモリー
カードのフォーマット中に、FOMA USB接続ケーブ
ル（別売）を抜かないでください。データ消失などの
原因となります。

• ｍicroSDメモリーカード内のデータを表示したり、保
存容量を確認したりするときなど、microSDメモリー
カード利用中は、絶対にｍicroSDメモリーカードを抜
かないでください。

• ラベルやシールなどを貼って使用しないでください。
ラベルやシール程度の厚みでも接触不良やデータの
破壊などの原因になることがあります。

• 端子部分には手や金属などで触れたりしないでくだ
さい。

• 強い衝撃を与えたり、曲げたり、落としたり、水に濡
らしたりしないでください。

• ｍicroSDメモリーカードを取り外したあとは、乳幼
児の手の届く場所には放置しないでください。誤って
飲み込んだり、けがなどの原因となります。

• microSDメモリーカードの取り付け／取り外しを行
うときは、特に小さなお子様には触らせないでくださ
い。けがの原因になります。

• 次のような場所でのご使用や保存は避けてください。
- 高温になった車の中や炎天下などの気温の高い場
所

- 直射日光の当たる場所
- 湿気の多い場所や腐食性のものがある場所
- 静電気や電気的ノイズの影響を受ける場所

microSDメモリーカードの
取り付けかた／取り外しかた
• microSDメモリーカードの取り付け／取り外しは、
FOMA端末の電源を切り、電池パックを取り外した
状態で行ってください。

音声メモ

カテゴリ

：音声を録音します。「音声を録音する」の操作
3（P239）へ進みます。

：新規カテゴリを作成します。
「カテゴリを作成する」の操作2（P242）へ
進みます。

名称編集

1件削除

：カテゴリの名前を編集します。
yカテゴリの名前を入力

：選択中のカテゴリを削除します。
yh［はい］
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取り付けかた

電池パックのリアカバーや電池パックを取り外して
から行います。→P43

a microSDメモリーカードのおもて面を
上にして矢印aの方向にゆっくりと差
し込む
• 固定されるまで押し込んでください。

• ｍicroSDメモリーカードは正しく取り付けてくだ
さい。正しく取り付けられていないとｍicroSDメ
モリーカードを利用できません。 

取り外しかた

電池パックのリアカバーや電池パックを取り外して
から行います。→P43

a microSDメモリーカードを矢印aの方
向へスライドし、まっすぐに取り出す

• ｍicroSDメモリーカードを取り外すときは、無理
に引き抜かないでください。 

microSDメモリーカード
を使う
FOMA端末に保存されている画像や動画／ｉモー
ションなど、データBOX内のファイルをmicroSD
メモリーカードに保存したり、パソコンから
microSDメモリーカードに保存したファイルを
FOMA端末本体で表示することができます。
• FOMA端末内の電話帳、スケジュール、ToDo、メー
ルのデータはmicroSDメモリーカードにコピー／移
動できません。また、他のFOMA端末からmicroSD
メモリーカードに電話帳、スケジュール、ToDo、メー
ルのデータを保存しても、本FOMA端末では表示で
きません。

microSDメモリーカードをフォー
マットする
microSDメモリーカードをフォーマット（初期化）
してFOMA端末で使用できるようにします。

a データBOX画面（P220）yh［機能］y
「microSDフォーマット」
すべてのデータが削除されることを知らせる
メッセージが表示され、フォーマットを実行する
かどうかを選択します。

b h［はい］

• フォーマットは必ず本 FOMA端末で行ってくださ
い。

• microSD メモリーカードをフォーマットすると、
保存されているファイルはすべて削除されます。
誤って大切なデータを削除することのないように
ご注意ください。

• フォーマット中は、音声電話／テレビ電話を着信で
きません。

microSDメモリーカード内のファ
イルを表示／再生する
「データBOX」で、FOMA端末内にあるファイルと
同じように表示／再生ができます。
• 「画像を表示する」→P221
• 「動画／ｉモーションを再生する」→P227
• 「メロディを再生する」→P235

• 「データBOX」内の一覧画面でmicroSDメモリー
カード内のファイルが確認できないときは、機能メ
ニューから「表示種別」y「保存場所」y「全て」／
「microSD」を選択してください。

a

a
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• ファイルによっては、表示／再生ができない場合が
あります。

FOMA端末⇔microSDメモリーカー
ド間でファイルをコピー／移動する
「データBOX」で、FOMA端末内にあるファイルと
同じようにコピー／移動ができます。
• 「静止画ファイル一覧画面の機能メニュー」／
「静止画表示画面の機能メニュー」の
「ファイル管理」→P222、P223

• 「ｉモーションファイル一覧画面の機能メニュー」／
「ｉモーション再生画面の機能メニュー」の
「ファイル管理」→P228、P229

• 「メロディファイル一覧画面の機能メニュー」／
「メロディ再生画面の機能メニュー」の
「ファイル管理」→P236、P237

• ファイルによっては、コピー／移動できない場合が
あります。

• 本 FOMA端末に保存されている Flash、キャラ電
は、microSDメモリーカードにコピー／移動でき
ません。

microSDメモリーカード
のフォルダ構成
FOMA端末からmicroSDメモリーカードにファイ
ルを移動／コピーしたときや、カメラで撮影した静
止画や動画を直接microSDメモリーカードに保存
したときなど、そのファイルに対応したフォルダが
microSDメモリーカードに自動的に作成されます。
• パソコンなどからmicroSDメモリーカードにファイ
ルを書き込む場合も、次のようなフォルダ構成にする
必要があります。

mobile
picture.....................静止画保存フォルダ

（JPEG、GIFファイル）
capturecontent※1

imode※2

video........................動画／ｉモーション保
存フォルダ

capturecontent※1

imode※2

audio........................メロディ、音声メモ保
存フォルダ

capturecontent※4

imode※2

avatar※3 .................キャラ電保存フォルダ
imode

animation※3 ..........アニメーション保存
フォルダ（Flash）

imode
voicenotes※5........音声メモ保存フォルダ

capturecontent

※1：FOMA M702iSで撮影／録音したファイルが
保存されます。

※2：サイトやメール、データ通信で取得したファイ
ルが保存されます。

※3：パソコンなどから書き込んだキャラ電、Flash
は、本FOMA端末では表示できません。

※4：「保存先変更」を「microSD」に設定して、音
声メモを録音した場合に音声メモファイルが
保存されます。

※5：本FOMA端末からmicroSDメモリーカードに
コピー／移動した音声メモファイルが保存さ
れます。

■microSDメモリーカードに保存できる件数
• microSDメモリーカードに保存できる件数は、ご
使用になるmicroSDメモリーカードの容量によっ
て異なります。

• microSDメモリーカードに保存できる容量は、「メ
モリ容量」「メモリ確認」で確認できます。
→P221、P270

• 本FOMA端末で使用したmicroSDメモリーカード
は、FOMA M702iGでもご利用になれます。ただ
し、その他のFOMA端末とはフォルダ構成が異なる
ため、そのまま他のmicroSDメモリーカード対応
のFOMA端末に差し込んでもご利用できません。

FOMA端末をmicroSDメモリー
カードリーダライタとして使う
microSDメモリーカードを本FOMA端末に挿入し
た状態でパソコンに接続し、microSDメモリーカー
ド内のデータを読み込み／書き込みできます。
• microSDメモリーカードをご利用になるには、別途
microSDメモリーカードが必要となります。

• リーダライタとして利用できる対応OSは、Windows
XP、Windows 2000（各日本語版）のみです。そ
れ以外のOSでの動作は保証しておりません。

• FOMA端末をmicroSDメモリーカードリーダライタ
として使うには、USBモードの設定が必要です。
USBモードを設定するときは、FOMA USB接続ケー
ブル（別売）を外した状態で設定してください。

ファイル フォルダ 保存可能件数
（64Mバイトの場合）

静止画 picture すべてのフォル
ダを含め最大約
640件※まで保
存可能
※：すべて
100Kバイトの
ファイルを保存
した場合の件数

動画／ｉモーション video

メロディ、音声メモ audio

キャラ電 avatar

アニメーション animation

音声メモ voicenotes

次のページへ続く
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a cy （接続設定）y （USBモード

設定）y「接続モード」
■通信モード
外部接続端子をケーブル接
続によるデータ転送用とし
て使います。

■microSDモード
外部接続端子をmicroSD
メモリーカードのリーダラ
イタとして使います。

b 本FOMA端末とパソコンをFOMA USB
接続ケーブル（別売）で接続する

• パソコンから microSD メモリーカードや FOMA
USB接続ケーブルを抜くときは、パソコンのタス
クトレイから「ハードウェアの安全な取り外し」の
操作を必ず行ってください。操作をしないで
microSDメモリーカードやFOMA USB接続ケー
ブルを抜くと、データ消失などの原因となります。

• 設定したUSBモードを切り替える場合は、一度FOMA
USB接続ケーブルを外してからUSBモードを切り
替えてください。FOMA端末とFOMA USB接続
ケーブルが接続されている状態でUSBモードを切
り替えても、USBモードは切り替わりません。

外部機器で作成した音楽デー
タをFOMA端末で再生する
購入したCDの楽曲などを、パソコンなどを利用し
てmicroSDメモリーカードに保存し、FOMA端末
で再生することができます。
microSDメモリーカードをご利用になるには、別途
microSD メモリーカードが必要となります。
microSDメモリーカードをお持ちでない場合は、家
電量販店などでお買い求め頂けます。
• microSDメモリーカードに保存した楽曲は、個人使
用の範囲内でのみ使用することができます。

• ご利用にあたっては、著作権などの第三者の知的財産
権その他の権利を侵害しないよう十分ご配慮くださ
い。

• microSDメモリーカード内に保存した楽曲は、パソ
コンなど他の媒体に複製または移し替えをしないで
ください。

a 購入したCDの楽曲などを、AAC（3gp、
3ga、mp4）形式に変換できる市販のソ
フトなどを利用して変換し、パソコンに
保存する
• ソフトウェアの使用方法など詳細については、ソ
フトウェア提供各社ホームページなどでご確認く
ださい。

b microSDメモリーカードをパソコンに
挿入し、楽曲ファイルを「mobile」フォル
ダ内の「audio」にコピーする
操作1で作成したファイルは半角で29文字以内
に変更してください。
■「audio」フォルダがない場合
FOMA端末にmicroSDメモリーカードを挿入
すると、自動的にフォルダが作成されます。そ
の状態でFOMA端末から取り外し、再度パソコ
ンに挿入してください。

c microSDメモリーカードをFOMA端末
に挿入（P244）し、待受画面でcy
（データBOX）y「メロディ」y「メロ

ディ（全て）」
microSDメモリーカードに保存した楽曲をプレ
イリストを使って再生します。
• プレイリストの作成→P238
• メロディを再生→P235

• FOMA端末を閉じても音楽再生は継続されます。
→P235

• miniUSBステレオヘッドセット M01（別売）を
接続すれば、ヘッドホンで音楽を聞くことができま
す。

赤外線通信

赤外線通信を利用する
赤外線通信機能を持つ機器との間で、電話帳やスケ
ジュール、ブックマークなどを送受信できます。
■データ転送で送受信できるデータ

■お願い
本FOMA端末とパソコンが正しく接続されてい
るか十分確認してください。正しく接続されて
いない場合、データの送受信ができないだけで
なく、データが失われる場合があります。

USBモード設定画面

パソコンの
USB端子
へ接続

FOMA USB接続ケーブル
（別売）

FOMA mini USB
変換アダプタ M01
（付属品）

データの種類
受信の可否 送信の可否

保存件数
1件 全件 1件 全件

電話帳
（個人データ） ○ ○ ○ ○ P92を参照

スケジュール※1 ○ × ○ × 350件まで※3
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※1： 終了したスケジュールは送信できません。
※2： アラームが設定されている ToDo を受信した場

合、アラーム設定は登録されず「リマインダ：
OFF」になります。ToDoにアラームを設定した
い場合は、本FOMA端末でリマインダを設定して
ください。

※3： スケジュール、ToDoを合わせた保存件数です。
※4： 送受信できるデータの容量は、ファイル1件につ

き最大300Kバイトまでです。
※5： 送受信できるデータの容量は、ファイル1件につ

き最大100Kバイトまでです。
※6： 送受信できるデータの件数に制限はありません。

FOMA端末の空き容量により異なります。
■赤外線通信で受信したデータの保存先

※：メロディにタイトルが設定されていない場合は、名
前順（数字→アルファベット→50音順）に保存さ
れます。

赤外線通信を行うには
• 赤外線通信距離は約20cm程度でご利用ください。
• 赤外線通信中は、データ送受信が終わるまで FOMA
端末を動かさないでください。

• FOMA端末を手に持って赤外線通信を行う場合は、
ぶれないようにしっかりと固定させてください。

データ転送するときのご注意
• 送信する相手のFOMA端末の状態によっては、デー
タ転送できない場合があります。また、相手の機種に
よって、受信メールやブックマークのフォルダ分けの
設定や電話帳のグループ設定などが反映されなかっ
たり、デコメールの内容などが正常に登録できない場
合があります。

• FOMA M702iS以外の赤外線通信機器との通信では、
データが正しく受信されないことや受信側でデータが
正しく表示されない場合があります。

• 転送するデータ量によっては、通信に時間がかかる場
合があります。また、受信できない場合があります。

• 直射日光が当たっている場所や蛍光灯の真下、赤外線
装置の近くでは、その影響により正常に通信できない
場合があります。

• ｉモードメール本文に貼り付けデータがある場合は、
貼り付けデータは引用できません。

• ｉモードメールにファイルが添付されている場合は、
添付ファイルも転送されます。ただし、添付ファイル
の種類によっては転送されない場合があります。

• メールの本文などに絵文字や記号を使用している場
合、対応機種以外の携帯電話やパソコンなどに送信す
ると、受信側で絵文字や一部の記号が正しく表示され
ない場合があります。

• オールロック、機能ロック、セルフモード設定中は、
赤外線通信は利用できません。

• 他の機能が動作しているときは、赤外線通信は利用で
きません。

ToDo※2 ○ × ○ × 350件まで※3

受信メール ○ ○ ○ ○ 500件まで

送信メール ○ ○ ○ ○
300件まで

未送信メール ○ ○ ○ ○

画像ファイル※4 ○ × ○ × 制限なし※6

動画ファイル※4 ○ × ○ × 制限なし※6

メロディ※5 ○ × ○ × 制限なし※6

ブックマーク ○ ○ ○ ○ 200件まで

データの種類 保存先 保存順

電話帳 電話帳 名前の50音順→
アルファベット
順→数字順に保
存

スケジュール スケジュール スケジュールの
開始日に保存

ToDo スケジュール ToDoの開始日に
保存

受信メール メインフォルダ メールを受信し
た日時順に保存

送信メール メインフォルダ メールを送信し
た日時順に保存

未送信メール メインフォルダ メールを保存し
た日時順に保存

静止画 「データBOX」内
「マイピクチャ」
の「ｉモード／そ
の他」フォルダ

ファイルの名前
順に保存（数字
→アルファベッ
ト→50音順）

動画 「データBOX」内
「ｉモーション」
の「ｉモード／そ
の他」フォルダ

ファイルの名前
順に保存（数字
→アルファベッ
ト→50音順）

メロディ 「データBOX」内
「メロディ」の
「ｉモード／その
他」フォルダ

ファイルのタイ
トル順に保存
（数字→アルファ
ベット→50音
順）※

ブックマーク メインフォルダ 一番上に保存

データの種類
受信の可否 送信の可否

保存件数
1件 全件 1件 全件

■お願い
FOMA端末の故障･修理やその他の取り扱いに
よって、保存内容が消失してしまう場合があり
ます。当社としては責任を負いかねますので、万
が一に備え、FOMA端末に保存した内容は、
microSDメモリーカードを利用して保管するこ
とをおすすめします。パソコンをお持ちの場合
は、データリンクソフトとFOMA USB接続ケー
ブル（別売）を利用してパソコンに保管できま
す。

中心から
±15°以内

約20cm
程度

赤外線ポート

赤
外
線
通
信
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赤外線送信／赤外線受信

データを1件ずつ送受信する

データを1件ずつ送信する
• あらかじめ、受信側の機器を赤外線受信状態にしてか
ら送信してください。

a 送信したいデータの一覧画面yh［機
能］y「送信」

b「赤外線」／「赤外線で送信」
赤外線通信を開始します。

• 送信相手が見つからない場合は、メッセージが表示
されます。相手との距離や角度などを再確認してく
ださい。

データを1件ずつ受信する

a cy （接続設定）y （赤外線受信）
yh［開始］
• 送信側の機器で赤外線送信操作を行います。
• h［停止］：赤外線通信モードを終了します。

b h［承認］
赤外線通信を開始します。

c データを保存する
■メール、ブックマークを受信した場合
受信したデータは自動的に保存されます。

■電話帳を受信した場合
h［登録］yi［完了］を押します。

■スケジュール／ToDoを受信した場合
h［機能］y「登録」を選択します。

■画像を受信した場合
i［登録］y「保存」yファイル名を入力し
ます。

■動画／ｉモーションを受信した場合
h［機能］y「保存」yh［はい］y
「microSD」／「本体メモリ」を選択します。

■メロディを受信した場合
h［機能］y「保存」yh［はい］y
「microSD」／「本体メモリ」を選択します。

d データ保存後yh［停止］
赤外線通信モードを終了します。

• 受信できる電話帳の容量は1件につき65Kバイト
までです。65Kバイトを超える電話帳を受信した
場合は、サイズが大きすぎることを知らせるメッ
セージが表示され、保存できません。

• 受信メールをM702iS以外の機種から赤外線で受
信した場合は、受信メール詳細画面で宛先のアイコ
ン が正しく表示されない場合がありま
す。

受信画像表示画面の登録メニュー

a 受信画像表示画面（P248）yi［登録］
y次の操作を行う

メール送信
受信した画像を添付してｉモードメールを作成します。
「ｉモードメールを作成して送信する」の操作2（P180）
へ進みます。

保存
画像を保存します。
yファイル名を入力

待受に設定
待受画面に設定します。

スクリーンセーバーに設定
スクリーンセーバーに設定します。

代替画像に設定
テレビ電話の代替画像に設定します。設定できるのは
JPEG形式のファイルのみです。

受信画像表示画面の機能メニュー

a 受信画像表示画面（P248）yh［機能］
y次の操作を行う

削除
受信した画像を削除します。
yh［はい］

詳細
受信した画像の名前やサイズ、種別などの情報を表示しま
す。→P223

空き容量表示
FOMA端末本体、microSDメモリーカード内の保存領域
の状態などを表示します。

受信動画／ｉモーション再生画面の機能メニュー

a 受信動画再生画面（P248）yh［機能］
y次の操作を行う

再生
受信した動画を再生します。

赤
外
線
送
信
／
赤
外
線
受
信
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保存
受信した動画を保存します。
yh［はい］y「microSD」／「本体メモリ」

情報表示詳細
受信したファイルの名前やサイズ、種別などの情報を表示
します。→P230

終了
動画再生画面を終了し、動画を保存します。
yh［はい］y「microSD」／「本体メモリ」

受信メロディ再生画面の機能メニュー

a 受信メロディ再生画面（P248）yh［機
能］y次の操作を行う

再生
受信したメロディを再生します。

保存
受信したメロディを保存します。
yh［はい］y「microSD」／「本体メモリ」

情報表示詳細
受信したメロディの名前やサイズ、種別などを表示しま
す。→P237

終了
オーディオメニューを終了し、メロディを保存します。
yh［はい］y「microSD」／「本体メモリ」

赤外線全件送信／赤外線全件受信

データを全件送受信する
パソコンや他のFOMA端末との間でデータをまと
めて転送します。
• 全件送受信では、送信側と受信側のFOMA端末を正
確に認識するために、認証パスワードを使用します。
認証パスワードは、送信／受信をはじめる前にお好き
な1～25桁の番号を決めておき、送信側と受信側で
同じ番号を入力します。

データを全件送信する
• あらかじめ、受信側の機器を赤外線受信状態にしてか
ら送信してください。

a 全件送信したいデータの一覧画面yh
［機能］y「全件送信」y「赤外線」

b 端末暗証番号を入力y認証パスワードを
入力
赤外線通信を開始します。

• 送信相手が見つからない場合は、メッセージが表示
されます。相手との距離や角度などを再確認してく
ださい。

データを全件受信する
• 全件受信をすると、受信したデータによりFOMA端
末のデータは上書きされ、登録されていたデータは保
護メールなども含めてすべて削除されます。全データ
の送受信を行う前に、大切なデータが登録されていな
いことを確認してください。

a cy （接続設定）y （赤外線受信）
yh［開始］

b 端末暗証番号を入力y認証パスワードを
入力

c h［承認］
赤外線通信を開始します。

d h［はい］

e データ保存後yh［停止］
赤外線通信モードを終了します。

• 受信メールをM702iS以外の機種から赤外線で受
信した場合は、受信メール詳細画面で宛先のアイコ
ン が正しく表示されない場合がありま
す。
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マルチアクセスについて ･･･････････････････････････････････････ ＜マルチアクセス＞ 252
マルチタスクについて ･･･････････････････････････････････････････ ＜マルチタスク＞ 252
指定した時刻にアラームで知らせる ･･･････････････････････････････････ ＜アラーム＞ 253
スケジュール／ToDoを管理する ･････････････････････････････････ ＜スケジュール＞ 255
自分の名前や画像を登録する ･･･････････････････････････････････････ ＜個人データ＞ 259
通話時間・料金を確認する ･･･････････････････････････････････････････････････････ 260
通話料金の上限を設定する ･･･････････････････････････････････････ ＜通話料金上限＞ 262
通話料金上限の単位を設定する ･･･････････････････････････････････････ ＜通貨設定＞ 262
電卓として使う ･････････････････････････････････････････････････････････ ＜電卓＞ 263
ワールドクロックを使う ･････････････････････････････････････ ＜ワールドクロック＞ 263
電子辞書を使う ･････････････････････････････････････････････････････ ＜電子辞書＞ 264
ステレオヘッドセットで通話する ･････････････････････････････････････････････････ 265
ステレオヘッドセットをつないで自動で電話を受ける ･････････････････ ＜オート着信＞ 266
Bluetoothを利用する･････････････････････････････････････････＜Bluetooth接続＞ 266
メモリの使用状況を確認する ･･･････････････････････････････････････ ＜メモリ確認＞ 270
各種機能の設定を初期状態に戻す ･････････････････････････････････ ＜設定リセット＞ 270
登録データを一括して削除する ･････････････････････････････････････ ＜端末初期化＞ 271
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マルチアクセス

マルチアクセスについて
マルチアクセスとは、音声電話、パケット通信、SMS
の3回線を同時に使用できる機能です。

• マルチアクセスの組み合わせ→P334
• マルチアクセス中は、それぞれの通信に対して通信
料金がかかります。

• テレビ電話や64Kデータ通信を利用中は、SMSの
受信以外はマルチアクセスを利用できません。

パケット通信中に音声電話をかける
ｉモードなどのパケット通信中に、音声電話をかけ
られます。

＜例：ｉモード中に音声電話をかける＞

a ｉモード中の画面（P158）yh［機能］
y「タスクメニュー」y「新規発信」
電話番号入力画面が表示されます。

b 電話番号を入力yo／c

• ｉモード中の画面に戻るには、音声通話中画面（P52）
でi［タスクメニュー］を押し、「起動中ｉモー
ド」を選択します。

パケット通信中に音声電話を受ける
ｉモードなどのパケット通信中に、音声電話を受け
られます。

＜例：ｉモード中に音声電話を受ける＞

a 電話がかかってくる
着信中画面が表示されます。

b o／i［応答］

• ｉモード中の画面に戻るには、音声通話中画面（P52）
でi［タスクメニュー］を押し、「起動中ｉモード」
を選択します。

音声電話中に他の通信を使用する
音声電話中にメールを送受信したり、ｉモードに接
続したりできます。

メールを送信する

a 音声通話中画面（P52）yi［タスクメ
ニュー］y「メール」y「メール新規作成」／
「SMS新規作成」

b メールを作成・送信

• メールの作成・送信→P180、P201

メールを受信する

画面上部にメールの受信をお知らせするアイコン
（P32）が表示されます。

ｉモードに接続する

a 音声通話中画面（P52）yi［タスクメ
ニュー］y「ｉモード」

• 音声通話中画面に戻るには、ｉモードメニュー画面
（P158）で「タスクメニュー」y「音声通話表示」
の順に選択するか、ｉモード中の画面（P158）で
h［機能］を押し、「タスクメニュー」y「音声通
話表示」の順に選択します。

マルチタスク

マルチタスクについて
本FOMA端末では、2つの機能を同時に起動して操
作できるマルチタスク機能を利用できます。マルチ
タスク機能を利用するには、表示中の画面からタス
クメニュー画面を呼び出し、起動する機能を選択し
ます。
• 次の画面からタスクメニュー画面を表示できます。
- 音声通話中画面 ‐ テレビ電話中画面
- ｉモード中の画面 ‐ チャネル一覧画面

音声電話 1回線

パケット通信（ｉモード、ｉアプリ、
ｉモードメール、パソコンなどを
つないだパケット通信）

1回線

SMS 1回線

音声通話中画面

マ
ル
チ
ア
ク
セ
ス
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- ｉモードメニュー画面 ‐ メールメニュー画面

a 各機能を利用中にタスクメニュー画面を
表示
■音声通話中画面（P52）か
ら表示する場合
i［タスクメニュー］を押
します。

■テレビ電話中画面（P81）／
ｉモード中の画面（P158）／
チャネル一覧画面（P217）
から表示する場合
h［機能］を押して「タス
クメニュー」を選択します。

■ｉモードメニュー画面（P158）／メールメ
ニュー画面（P180）から表示する場合
「タスクメニュー」を選択します。

b 次の操作を行う
• 表示される項目は、利用中の機能や操作状況によ
り異なります。

新規発信
電話番号入力画面を表示します。

音声通話表示※・テレビ電話表示※

音声通話中画面／テレビ電話中画面を表示します。

電話帳
電話帳一覧画面を表示します。

メール・起動中メール※

メールメニュー画面を表示します。

ｉチャネル・起動中ｉチャネル※

チャネル一覧画面を表示します。

ｉモード・起動中ｉモード※

ｉモードメニュー画面／ｉモード中の画面を表示します。

スケジュール
スケジュールのカレンダーを表示します。

※：既に起動している機能です。

• マルチタスクの組み合わせ→P335
• タスクメニュー画面を表示できない機能に切り替
えた場合は、さらに他の機能に切り替えたりするこ
とはできません。

• チャネル一覧画面を表示中はタスクメニュー画面
に「起動中ｉチャネル」が表示されますが、チャネ
ル一覧画面からチャネル項目を選択してサイトに
接続中はタスクメニュー画面に「起動中ｉモード」
が表示されます。

機能を終了する

表示中の機能を終了して、切り替える前に起動して
いた機能の画面を表示します。

a 各機能を利用中yp／i［終了］／i
［戻る］

• 終了する機能を表示してから操作してください。
• すべての機能を終了するときは、この操作を繰り
返してください。

アラーム

指定した時刻にアラームで
知らせる
FOMA端末を目覚まし時計として利用できます。ア
ラームは5件まで登録できます。

a cy （アクセサリ）y「アラーム」

b「［新規アラーム］」

c 次の操作を行う

名前
全角／半角を問わず、24文字まで入力できます。
y名前を入力

時刻
ysで「時」「分」「表示方法」欄を選択yj／ダイヤル
キーで時刻を入力

タスクメニュー画面
（例：メールメニュー
画面からの表示）

アラーム画面

アラーム詳細画面

次のページへ続く

ア
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アラーム音
アラームの起動時に鳴るアラーム音／振動するバイブ
レータパターンを変更します。

音量
0～7の8段階で調節できます。
yj／ダイヤルキーで音量を調節yh［OK］

d h［完了］

• 入力しない場合は、通知画面に設定時刻が表示され
ます。

• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が
制限されているファイルや、映像または音声のみが
含まれるファイルなど、ファイルによっては設定で
きない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

アラーム画面の機能メニュー

a アラーム画面（P253）yh［機能］y次
の操作を行う

設定・解除
選択中のアラームを設定／解除にします。設定するとア
ラーム画面に が表示され、設定時刻にアラームが鳴り
ます。

新規
「指定した時刻にアラームで知らせる」の操作3（P253）
へ進みます。

編集
登録済みのアラームを修正します。「指定した時刻にア
ラームで知らせる」の操作3（P253）へ進みます。

1件削除
選択中のアラームを削除します。
yh［はい］

全件削除
すべてのアラームを削除します。
yh［はい］

• アラームを設定すると、画面上部に が表示され
ます。

• 編集したアラームは自動的に設定されません。設定
する場合は、アラーム画面でh［機能］を押して
「設定」を選択し、アラーム画面に を表示させて
ください。

■設定時刻になると
通知画面が表示され、アラームが鳴ります。「アラー
ム音」と「音量」を変更した場合は、その設定に
従って動作します。
•「パターン選択」やマナーモードなどの設定状況
によっては、アラームが鳴らない場合がありま
す。

• スヌーズを設定中のアラームがあるときに別の
アラームが起動した場合、h［スヌーズ］／i
［解除］を押すとスヌーズを設定中のアラームが
起動して通知画面が表示されます。i［OK］を
押すと最初のアラームは解除されます。

• 設定時刻にメールを受信した場合は、メール着信
音が優先して鳴ります。

• 音声通話中／テレビ電話中の場合は、通話を終了
するとアラームが起動します。

■通知画面での操作
N／M
：アラームを解除し、スヌーズを設定します。

i［解除］
：アラームを停止して通知画面を閉じます。

h［スヌーズ］／FOMA端末を閉じる
：スヌーズを設定します。

• アラームの起動後、約3分間何も操作をしないと、
自動的にスヌーズが設定されます。

• スヌーズを設定すると、画面上部の が点滅し
ます。約8分ごとに通知画面が表示され、アラー
ムが鳴ります。

• スヌーズを解除する場合は、アラーム画面
（P253）でスヌーズを設定中のアラームを選択
してh［機能］を押し、「解除」を選択します。

■電源が切れているときに設定時刻になると
「自動電源ON」（P259）を「ON」に設定してい
る場合は、自動的に電源が入って通知画面が表示さ
れ、アラームが鳴ります。電源を切る場合はp／
i［電源OFF］を押します。電源を入れたままに
する場合はh［機能］を押して「電源ON」を選択
し、h［はい］を押します。
•「電源OFF」を押すか、または「電源ON」を選
択するまでアラームは鳴り続けます。

ｉモーション

メロディ

音声メモ

：「ｉモーション」フォルダに保存されている
動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーショ
ンを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメロ
ディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択
yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音声
メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y
音声メモを選択yc

バイブレータパターン
：バイブレータを5種類のバイブレータパター
ンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選択］

名前

アラーム音

設定・解除

編集

ア
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スケジュール

スケジュール／ToDoを管
理する
新規スケジュール登録

スケジュールを登録する
会議や約束などの予定を登録できます。リマインダ
を設定すると、予定の日時前にアラームの鳴動と通
知画面の表示でお知らせします。スケジュールは最
大500件（あらかじめ登録されている祝日を含む）
登録できます。

a cy （アクセサリ）y「スケジュー
ル」

b 登録する日を選択ycy「［新規スケ
ジュール登録］」

c 次の操作を行う

件名
全角／半角を問わず、128文字まで入力できます。
y件名を入力

場所
場所などの情報がある場合に入力します。全角／半角を問
わず、64文字まで入力できます。
y場所を入力

種別
プライベートや休暇など、スケジュールの種別を選択しま
す。
y種別を選択yh［選択］

終日スケジュール
スケジュールを終日にするかどうかを設定します。
y「はい」／「いいえ」

開始時刻
スケジュールの開始時刻を入力します。
ysで「時」「分」「表示方法」欄を選択yj／ダイヤル
キーで時刻を入力

終了時刻
スケジュールの終了時刻を入力します。
ysで「時」「分」「表示方法」欄を選択yj／ダイヤル
キーで時刻を入力

開始日
スケジュールの開始日を入力します。
ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダイヤルキーで
日付を入力

終了日
スケジュールの終了日を入力します。
ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダイヤルキーで
日付を入力

メモ
全角／半角を問わず、128文字まで入力できます。
yメモを入力

リマインダ
設定した開始時刻の前にアラームを鳴らして知らせるか
どうかを設定します。
yリマインダの起動時間を選択yh［選択］
•「カスタム」を選択した場合は、j／ダイヤルキーで時間
を入力します。

•「OFF」を選択した場合は、リマインダは起動しません。

アラーム
リマインダが起動したときに鳴らすスケジュールアラー
ム／振動するバイブレータパターンを変更します。

繰り返し

新規スケジュール
画面

ｉモーション

メロディ

音声メモ

：「ｉモーション」フォルダに保存されてい
る動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモー
ションを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメ
ロディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択
yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音
声メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y
音声メモを選択yc

バイブレータパターン
：バイブレータを 5 種類のバイブレータパ
ターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選
択］

サイレント

なし

：リマインダの起動時にスケジュールア
ラームを鳴らさない／振動させないよう
にします。

：「パターン選択」の設定に従います。

なし

毎日
毎週

毎月指定曜日

毎月指定日

毎年指定曜日

毎年指定日

：繰り返しを設定せず、1回のみのスケジュー
ルにします。

：毎日スケジュールを繰り返します。
：毎週同じ曜日にスケジュールを繰り返し
ます。

：毎月同じ週の曜日にスケジュールを繰り
返します。

：毎月同じ日にスケジュールを繰り返しま
す。

：毎年同じ週の曜日にスケジュールを繰り
返します。

：毎年同じ日にスケジュールを繰り返しま
す。

次のページへ続く
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シークレット
シークレットに設定し、「シークレットデータ」を「非表
示」に設定すると表示されないようにします。
y「はい」／「いいえ」

d h［完了］

• 繰り返しを設定したスケジュールは1件として数えら
れます。

• 繰り返しの回数は設定できません。
• 入力した日時と重なるスケジュールが登録済みの
場合、操作4を行うと登録の確認画面が表示されま
す。修正する場合はh［編集］、そのまま保存する
場合はi［はい］を押します。

• 登録中に電話を着信した場合、次の動作を行うと登
録中のデータは保存されません。
- 電話に出たとき　　-  応答保留したとき 
- 伝言メモが起動したとき

• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が
制限されているファイルや、映像または音声のみが
含まれるファイルなど、ファイルによっては設定で
きない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

• 「シークレットデータ」を「非表示」に設定してい
る場合は、「シークレット」の設定欄は表示されま
せん。

新規ToDoリスト登録

ToDoを登録する
実行しなければならない用件などを登録できます。
リマインダを設定すると、用件の期日前にアラーム
の鳴動と通知画面の表示でお知らせします。ToDo
は最大400件登録できます。

a cy （アクセサリ）y「スケジュール」

b 登録する日を選択ycy「［新規ToDoリ
スト登録］」

c 次の操作を行う

ToDoリスト
ToDoの名前を入力します。全角／半角を問わず、128文
字まで入力できます。
y名前を入力

状態
用件の状態を「予定」「完了」「了承済み」「依頼済み」「仮
予定」「確認済み」「拒否済み」「委任済み」から選択します。
y状態を選択yh［選択］

種別
ビジネスや会議など、用件の種別を選択します。
y種別を選択yh［選択］

優先度
用件の優先度を「高」「標準」「低」から選択します。
y優先度を選択yh［選択］

開始日
用件の開始日を入力します。
ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダイヤルキーで
日付を入力

期日
用件の期日を入力します。
ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダイヤルキーで
日付を入力

終了日
用件の終了日を入力します。
ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダイヤルキーで
日付を入力

メモ
全角／半角を問わず、128文字まで入力できます。
yメモを入力

リマインダ
期日にアラームを鳴らして知らせるかどうかを設定しま
す。
y「ON」／「OFF」

リマインダ時間
リマインダを期日の何時に起動させるかを設定します。
ysで「時」「分」「表示方法」欄を選択yj／ダイヤル
キーで時刻を入力

アラーム

シークレット

ToDoリスト作成
画面
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アラーム
リマインダが起動したときに鳴らすスケジュールアラー
ム／振動するバイブレータパターンを変更します。

シークレット
シークレットに設定し、「シークレットデータ」を「非表
示」に設定すると表示されないようにします。
y「はい」／「いいえ」

d h［完了］

• 登録中に電話を着信した場合、次の動作を行うと登
録中のデータは保存されません。
- 電話に出たとき　　-  応答保留したとき
- 伝言メモが起動したとき

• 「完了」に設定すると、「リマインダ」を「ON」に
設定してもリマインダは動作しません。

• 「高」を選択した場合は 、「低」を選択した場合
は が日表示画面に表示されます。ただし、「状態」
を「完了」に設定した場合は表示されません。

• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が
制限されているファイルや、映像または音声のみが
含まれるファイルなど、ファイルによっては設定で
きない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

• 「シークレットデータ」を「非表示」に設定してい
る場合は、「シークレット」の設定欄は表示されま
せん。

■設定したリマインダの日時／期日になると
通知画面が表示され、スケジュールアラームが1回
鳴ります。「アラーム」を変更した場合は、その設
定に従って動作します。
• 通知画面を表示したままにすると、約5分ごとに
「パターン選択」で設定したビープ音またはバイ
ブレータが1回鳴り、「リマインダ表示時間」
（P259）で設定した時間が経過すると通知画面
が自動的に閉じます。

•「パターン選択」やマナーモードなどの設定状況
によってはアラームが鳴りません。

• 音声通話中／テレビ電話中の場合や、パソコンと
接続してデータ通信中の場合は、スケジュールア
ラームが鳴りません。

■通知画面の操作
N／M

：スケジュールアラームを停止します。
i［終了］：通知画面を閉じます。
h［表示］：詳細画面を表示します。
• FOMA端末を閉じている場合は、Jを押す
と詳細情報を表示でき、N／Mを押し
て画面をスクロールできます。

■電源が切れているときに設定したリマインダの
日時／期日になると
「自動電源ON」（P259）を「ON」に設定してい
る場合は、自動的に電源が入って通知画面が表示さ
れ、スケジュールアラームが鳴ります。
• 電源を切る場合はp／i［電源OFF］、詳細
画面を表示する場合はh［表示］を押します。
詳細画面で電源を切る場合はp／C／i
［電源OFF］を押します。電源を入れたままにす
る場合はh［機能］を押して「電源ON」を選
択し、h［はい］を押します。

• 詳細画面の機能メニューから「次項」を選択する
と画面のスクロール、「全てコピー」を選択する
と画面内の文字情報のコピーができます。 

スケジュール／ToDoを確認する
スケジュールやToDoの確認はカレンダーから行い
ます。カレンダーには1ヶ月単位で表示する月表示
画面と、1週間単位で表示する週表示画面がありま
す。
• お買い上げ時は、カレンダーは月表示画面で表示され
ます。

• カレンダーは2006年1月2日から2030年12月
31日まで表示できます。

a cy （アクセサリ）y「スケジュール」

• *／#：前／次の月または週に表示を切り替
えます。

ｉモーション

メロディ

音声メモ

：「ｉモーション」フォルダに保存されてい
る動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモー
ションを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメ
ロディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択
yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音
声メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y
音声メモを選択yc

バイブレータパターン
：バイブレータを 5 種類のバイブレータパ
ターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選
択］

サイレント

なし

：リマインダの起動時にスケジュールア
ラームを鳴らさない／振動させないよう
にします。

：「パターン選択」の設定に従います。

状態

優先度

アラーム

シークレット

週表示画面月表示画面

h［機能］
y「週表示」

h［機能］
y「月表示」
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• 月表示画面では曜日表示と当日の枠、週表示画面
では当日の列とスケジュールが登録されている時
間帯の枠に色が付きます（「ビジュアルテーマ設
定」の設定により、表示される色は異なります）。

• 月表示画面のスケジュールが登録されている日に
は、枠の右下に が表示されます。

• 週表示画面の終日スケジュールが登録されている
日には、曜日表示の下に が表示されます。

b 確認する日を選択yc
• *／#：前／次の日に表
示を切り替えます。

■日表示画面のアイコン

c 確認するスケジュール／ToDoを選択
yc

• 休日は赤色で表示されます。
• 祝日は「国民の祝日に関する法律及び老人福祉の一
部を改正する法律（平成13年法律第59号）」に基
づいています。また春分の日、秋分の日の日付は2
月1日の官報で発表されるため異なる場合があり
ます（2007年4月現在）。

• 月表示画面／週表示画面には、登録したToDoの有
無を確認できるアイコンなどは表示されません。 

• 「時計設定」の「自動時刻補正」を「ON（時差補正
あり）」に設定している場合、時刻が補正されると、
登録済みのスケジュールやToDoの時刻が自動的
に補正されます。

• スケジュールとToDoが同じ日に登録されている場
合、上からスケジュール（開始時刻の早い順）→
ToDo（「ToDoリスト」に入力された名前がShift-
JISの順）の順番で表示されます。

月表示画面／週表示画面／日表示画面／詳
細画面の機能メニュー

a 月表示画面（P257）／週表示画面
（P257）／日表示画面（P258）／詳細
画面（P258）yh［機能］y次の操作を
行う

週表示・月表示
カレンダーを週表示／月表示に切り替えます。

新規スケジュール登録
「スケジュールを登録する」の操作3（P255）へ進みます。

新規ToDoリスト登録
「ToDoを登録する」の操作3（P256）へ進みます。

今日へ移動
当日にカーソルを移動します。または、当日の画面に切り
替えます。

編集
選択中／表示中のスケジュール／ToDoを修正します。
「スケジュールを登録する」の操作3（P255）／「ToDo
を登録する」の操作3（P256）へ進みます。

削除
選択中／表示中のスケジュール／ToDoを削除します。
yh［はい］

コピー
選択中／表示中のスケジュール／ToDoをコピーします。
yh［はい］ysで「年」「月」「日」欄を選択yj／ダ
イヤルキーで日付を入力
• 以降は「スケジュールを登録する」の操作3（P255）／
「ToDoを登録する」の操作3（P256）へ進みます。

アイコン 説　明

リマインダが設定されたスケジュール／
ToDo

終日スケジュール

「優先度」が「高」のToDo

「優先度」が「低」のToDo

「状態」が「完了」のToDo

日表示画面

スケジュール
詳細画面

ToDoリスト
詳細画面

日表示画面

■お願い
･スケジュール／ToDoの内容は、別にメモを取
るなどして保管することをおすすめします。
･ドコモショップなど窓口にて機種変更時など新
機種へコピーする際は、仕様によっては、
FOMA端末に登録したデータをコピーできな
い場合もありますので、あらかじめご了承くだ
さい。
･万が一、FOMA端末の故障や修理などの取り扱
いによって保存内容が消失してしまう場合が
あっても、当社としては責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承ください。
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印刷
スケジュール／ToDoをBluetooth対応のプリンタで印
刷します。→P268

送信

登録
Bluetooth や赤外線経由で受信したスケジュール／
ToDoをカレンダーに登録します。

全てコピー
詳細画面内のすべての文字情報をコピーします。

設定
スケジュールの詳細を設定します。→P259

• 繰り返し設定のスケジュールの場合は、削除方法の
選択画面が表示されます。「このスケジュールのみ」
を選択すると、選択したスケジュールのみ削除しま
す。「繰り返しスケジュール」を選択すると、選択
したスケジュールの繰り返しスケジュールをすべ
て削除します。

スケジュールの詳細を設定する

カレンダーの表示や、新規登録画面に表示される開
始時間、リマインダの表示時間など、スケジュール
の詳細を設定できます。

a 月表示画面（P257）／週表示画面
（P257）／日表示画面（P258）／詳細
画面（P258）yh［機能］y「設定」

b 次の設定を行う

通常表示
カレンダーを月表示画面／週表示画面に切り替えます。
y「月表示」／「週表示」

開始時刻
新規登録画面にあらかじめ表示される開始時刻を設定し
ます。
ysで「時」「表示方法」欄を選択yj／ダイヤルキーで
時刻を入力

リマインダ表示時間
通知画面が表示されてから自動的に閉じるまでの時間を
設定します。
y表示時間を選択yh［選択］
•「OFF」に設定した場合は、閉じる操作をしないと通知
画面が表示されたままになります。

過去アイテム削除設定
設定した日時／期日から一定期間を過ぎた登録内容を自
動で削除するように設定できます。
y期間を選択yh［選択］
•「OFF」に設定した場合は自動で削除されません。

自動電源ON
電源が切れているときに設定日時になった場合に、自動的
に電源を入れて通知画面を表示するかどうかを設定しま
す。
y「ON」／「OFF」

個人データ

自分の名前や画像を登録する
FOMA端末にお客様の個人情報を登録できます。登
録できる内容は名前とフリガナ、ニックネーム、電
話番号（6番号まで）と種別、メールアドレス（3ア
ドレスまで）と種別、URL（2URLまで）、住所（2
つまで）と種別、画像、誕生日、メモです。

a cy （設定）y「情報表示」y「個人
データ」

b h［機能］y「全データ表示」y端末暗証
番号を入力

c h［機能］y「編集」

d 情報を登録yi［完了］
• 登録の操作については、「FOMA端末（本体）電話
帳に登録する」の操作2（P93）を参照してくだ
さい。

赤外線

Bluetooth

：選択中のスケジュール／ ToDo を赤外線経由
で送信します。→P248

：選択中のスケジュール／ToDoをBluetooth
経由で送信します。→P267

削除

お買い上げ時

通常表示：月表示　
開始時刻：7:00　
リマインダ表示時間：OFF
過去アイテム削除設定： 2週間前まで
自動電源ON：OFF 個人データ画面

個人データ詳細画面

個
人
デ
　
タ

次のページへ続く
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• ｉモードでメールアドレスを変更した場合、本機能
に登録したメールアドレスは自動的に更新されま
せん。

• 個人データ画面でh［機能］を押して「コピー」を
選択すると、個人データ画面内のすべての文字情報
をコピーできます。

■個人データ詳細画面での操作
登録した電話番号やメールアドレス、URLを選択
してcを押すと、次の項目を選択して各種操作が
できます。
発信 ：選択中の電話番号に音声電話を

かけます。
テレビ電話発信 ：選択中の電話番号にテレビ電話

をかけます。
新規SMS作成 ：選択中の電話番号を宛先にして

SMSを作成・送信します。
→P201

新規メール作成 ：選択中の電話番号／メールアド
レスを宛先にしてｉモードメー
ルを作成・送信します。
→P180

接続 ：選択中のURLのサイトに接続し
ます。

ブックマーク登録：選択中のURLをブックマークに
登録します。

• 登録した電話番号を選択してo／tを押して
も、電話番号が入力された電話番号入力画面を表
示できます。

• メールアドレスを選択してoを押しても、メー
ルを作成・送信できます。

• URLを選択してoを押しても、サイトに接続
できます。

個人データ詳細画面の機能メニュー

a 個人データ詳細画面（P259）yh［機
能］y次の操作を行う

新規メール作成

発信者番号通知
発信者番号の通知／非通知を設定して電話をかけます。
→P56

マルチナンバー
発信番号を選択して電話をかけます。→P280

URL接続
選択中のURLのサイトに接続します。

編集
登録済みの個人データを修正します。「自分の名前や画像
を登録する」の操作4（P259）へ進みます。

メール挿入

送信

電話番号削除・メールアドレス削除・URL削除・住所
削除
選択中の電話番号／メールアドレス／URL／住所を削除
します。

発信前番号編集
選択中の電話番号が入力された電話番号入力画面を表示
します。→P52

シークレットコード
シークレットコード（P177）を登録します。
y設定解除コードを入力yシークレットコードを入力
yh［保存］

リセット
個人データの登録情報をすべて削除します。
yh［はい］

DTMF送信
選択中の登録した電話番号をプッシュ信号（DTMF）で送
信します。

• シークレットコードを登録した電話番号／メール
アドレスを選択して機能メニューを表示すると、
「シークレットコード」の項目名に「:」が表示さ
れます。

• 通話中にh［機能］を押して「個人データ」を選
択し、登録した電話番号を選択している場合のみ利
用できます。

通話時間・料金を確認する
音声電話、テレビ電話などの前回および積算の通話
時間と通話料金を確認できます。
• 通話料金はFOMAカードに蓄積されるため、FOMA
カードを差し替えてご利用になる場合、蓄積されてい
る積算料金（2004年12月から積算開始）が表示さ
れます。

メール

SMS

：選択中の電話番号／メールアドレスを宛先に入力
してｉモードメールを作成・送信します。→P180

：選択中の電話番号を宛先に入力してSMSを作成・
送信します。→P201

メール

SMS

：名前と選択中の電話番号／メールアドレスを本文
に入力してｉモードメールを作成・送信します。
→P180

：名前と選択中の電話番号／メールアドレスを本文
に入力してSMSを作成・送信します。→P201

赤外線

Bluetooth

：個人データを赤外線経由で送信します。
→P248

：個人データをBluetooth経由で送信します。
→P267

シークレットコード

DTMF送信

通
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※ 901iシリーズより前に発売されたFOMA端末では、
FOMAカードに蓄積された料金を表示できません
（FOMAカードには蓄積されています）。

• 表示される通話時間および通話料金はリセットできます。
• 表示される通話時間および通話料金はあくまでも目安
であり、実際の通話時間／料金とは異なる場合があり
ます。また、通話料金に消費税は含まれておりません。

• ｉモード通信、パケット通信の通信時間・通信料金
はカウントされません。ｉモード利用料などの確認
方法については、ｉモードご契約時にお渡しする
『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』を
ご覧ください。

通話時間

通話時間を確認する
音声電話、テレビ電話などの前回および積算の通話
時間を確認できます。
• 表示される通話時間には、音声電話通話時間とデジタ
ル通信通話時間（テレビ電話＋64Kデータ通信）が
含まれた通話時間の目安を表示します。発信、着信ど
ちらの通話でも通話時間を表示します。

a cy （アクセサリ）y「通話履歴」y
「通話時間」y次の操作を行う

直前通話
直前の通話時間を表示します。

発信通話
発信での通話時間の合計を表示します。

着信通話
着信での通話時間の合計を表示します。

全通話
リセットしてから現在までの「発信通話」と「着信通話」
の時間の合計を表示します。

積算通話
お買い上げ時から現在までの通話時間の合計を表示しま
す。

• 「直前通話」と「積算通話」は、99時間59分59秒
を超えると0秒に戻ってカウントされます。

• 着信中や発信中の時間はカウントされません。
• ｉモードおよびパケット通信にかかった時間は通話
時間に含まれません。

• WORLD CALL利用時の国際通話料はカウントさ
れます。その他の国際電話サービス利用時はカウン
トされません。

■「発信通話」「着信通話」「全通話」をリセットす
るには
各項目を選択してh［選択］を押し、h［リセッ
ト］を押してh［はい］を押します。

• 通話時間が「0」の場合は「リセット」が表示さ
れません。

通話料金

通話料金を確認する
通話料金は、発信時と着信時の両方がカウントされ
ます。

a cy （アクセサリ）y「通話履歴」y
「通話料金」y次の操作を行う

利用可能残量
「通話料金上限」で上限を設定した場合、料金から積算通
話料金を引いた金額が表示されます。

直前通話
直前の通話料金を表示します。

発信通話
発信での通話料金の合計を表示します。

着信通話
着信での通話料金の合計を表示します。

全通話
「積算通話料金リセット」を実行してから現在までの通話
料金の合計を表示します。

• 「通話料金」を選択したときに表示される通話料金
画面でh［機能］を押して「通話料金設定」を選
択すると、通話料金設定画面（P261）を表示でき
ます。

■「発信通話」「着信通話」「全通話」をリセットす
るには
各項目を選択してh［選択］を押し、h［リセッ
ト］を押してPIN2コードを入力します。
• 通話料金が「0」の場合は「リセット」が表示さ
れません。

積算通話料金をリセットする

a cy （設定）y「通話設定」y「通話料
金設定」

b「積算通話料金リセット」yPIN2コード
を入力

通話料金設定画面
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通話料金上限

通話料金の上限を設定する

積算通話料金の上限となる数値を登録し、上限を超
えると電話をかけられないようにします。

a cy （設定）y「通話設定」y「通話料
金設定」y「通話料金上限」yPIN2コード
を入力

b「0.00 YEN」y上限の数値を入力
• 1～9999999.00で設定します。
•「OFF」を選択した場合は、通話料金上限が解除さ
れます。

• 数値の単位は「通貨設定」で登録できます。
• 「通貨設定」の「単位毎料金」の設定により、通話
料金上限の最大値は変更されます。

• 「0.99」以下を入力した場合は「0.00」に設定さ
れ、「OFF」と同じ通話料金上限が解除された状態
になります。待受画面には「0.00（単位）」が表示
されますが、電話をかけることができます。

• 数値入力画面でh［機能］を押して次の操作がで
きます。
-「編集機能」y「クリア」の順に選択すると、入
力した数値を削除します。

-「登録中止」を選択すると、登録を中止します。

■上限を設定すると
待受画面の日付が表示される位置に、設定した上限
から積算通話料金を引いた数値が表示されます。音
声通話中画面には残りの数値がカウントされ続け、
限度額が近づくとメッセージとアラームでお知ら
せします。
• 音声電話／テレビ電話の通話終了時にも、残りの
数値が表示されます。

• テレビ電話中も残りの数値はカウントされ続け
ますが、テレビ電話中画面には表示されません。

■上限を超えると
電話をかけようとすると利用限度を超えたため接
続できない旨のメッセージが表示され、電話をかけ
られません。
• 通話中に上限を超えた場合は通話が継続される
ため、設定した上限を超える場合があります。

利用可能残量を確認する
「通話料金上限」で設定した上限までの通話料金の利
用可能残量を確認します。
• 「通話料金上限」が設定されている場合のみ操作でき
ます。

a cy （設定）y「情報表示」y「利用可
能残量」

通貨設定

通話料金上限の単位を設定する

「通話料金上限」で入力した数値の単位と、単位ごと
の料金を設定できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「通話料
金設定」y「通貨設定」yPIN2コードを入
力

b「通貨単位」y「YEN」
通貨の種類画面が表示されます。
•「OFF」を選択した場合は、単位が表示されません。
操作6へ進みます。

c 単位を入力
•  半角（英数字・記号）で3文字まで入力できます。

d「単位毎料金」
単位毎料金画面が表示されます。

e 変更した単位の数値を入力
• 0.001～9990000000.000で設定します。
例えば、USドル（1ドル=100円）の場合は、0.01
を入力します。

f i［完了］

• 単位毎料金画面でh［機能］を押して次の操作が
できます。
-「編集機能」y「クリア」の順に選択すると、入
力した数値を1桁削除します。

-「登録中止」を選択すると、登録を中止します。

お買い上げ時 OFF

通話料金上限画面

お買い上げ時 通貨単位：YEN
単位毎料金：1.000

通貨設定画面

通
話
料
金
上
限
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• 「OFF」に設定すると、単位は「ユニット」と表示
されます。

電卓

電卓として使う
電卓機能を利用して、四則演算やメモリ計算、%を
使って百分率計算などができます。

a cy （アクセサリ）y「電卓」

b 計算する
• 8桁まで入力できます。小数点以下は7桁まで入力
できます。

• C：入力中の数字を削除します。
■「100×1.05」を計算する場合

• 計算結果が「123456780000000」のように
8桁を超える場合は、「1.2345678e+14」と指
数表示されます。

電卓画面の機能メニュー

a 電卓画面（P263）yh［機能］y次の操
作を行う

+/－
入力した数字の+／－を切り替えます。

MS
入力した数字／計算結果をメモリに保存します。

MC
メモリに保存した数値を削除します。

MR
メモリに保存した数値を呼び出します。

%
入力した数字／計算結果を百分率計算します。

通貨の換算
「通貨設定」で設定した為替レートで入力した数字を換算
します。

通貨設定
通貨換算を設定します。→P263

• メモリに保存すると が表示されます。
• メモリに保存した数値は、電源を切っても保持され
ます。

通貨換算を設定する

換算する通貨の指定や、為替レートを設定できます。

a 電卓画面（P263）yh［機能］y「通貨設
定」y次の操作を行う

FROM
入力した数字に適用する通貨の種類を選択します。
y変換元の通貨の種類を選択yh［選択］

TO
変換後の数字に適用する通貨の種類を選択します。
y変換先の通貨の種類を選択yh［選択］

為替レート
為替レート画面を表示して為替レートを設定します。
y為替レートを入力

通貨の換算
数字を入力済みの場合に設定した為替レートで換算しま
す。

• 為替レート画面でh［機能］を押して次の操作が
できます。
-「編集機能」y「クリア」の順に選択すると、数
値を1桁削除します。

-「登録中止」を選択すると、登録を中止できます。

ワールドクロック

ワールドクロックを使う

ワールドクロックを利用して、3都市の現在の日付
と時刻を同時に確認できます。海外の滞在先と次の
目的地、日本の各都市を設定すると、時差の確認な
どに便利です。

通貨単位

1 0 0 × 1 . 0 5 =

1 0 0 l 1 # 0 5 c

電卓画面

MS

お買い上げ時 FROM：ドル $　TO：円 ￥　
為替レート：110

お買い上げ時 （上から）東京、ロンドン、ニューヨーク

次のページへ続く
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a cy （アクセサリ）y「ワールドク
ロック」
• ：「時計設定」の「タイム
ゾーン」に設定されています。

• 表示中の都市が夜（17：30
～5：29）の場合は、時計表
示がグレーになります。

• 「時計設定」で「自動時刻補正」（P49）を「ON
（時差補正あり）」に設定している場合は、海外で
FOMA端末を利用すると、 の付いた都市が自動
的に滞在先の都市に表示されます。

ワールドクロック画面の機能メニュー

a ワールドクロック画面（P264）yh［機
能］y次の操作を行う

都市変更
選択中の都市を変更します。→P264

詳細表示
選択中の都市の都市＆タイムゾーン詳細画面を表示し、日
付や時刻、タイムゾーンを確認します。

時計設定
の付いた都市の日付・時刻を設定します。「日付・時

刻を合わせる」の操作2（P48）へ進みます。

デジタル時計・アナログ時計
ワールドクロック画面の時計をデジタル表示／アナログ
表示に切り替えます。

地図表示・時計表示
ワールドクロック画面を時計表示／地図表示に切り替え
ます。

• 都市＆タイムゾーン詳細画面でh［機能］を押し
ても、「都市変更」「時計設定」の操作ができます。

• jを押して都市を選択すると、地図上のタイム
ゾーンを示すカーソルを移動できます。

• グレーのアミが表示されているエリアは夜を示し
ます。

都市を変更する

a ワールドクロック画面（P264）y変更す
る都市を選択yh［機能］y「都市変更」

b 都市&タイムゾーンを選択yh［選択］

• タイムゾーンとは、世界の地域別標準時間帯を使用
している地域を指します。標準時間は、基準となる
グリニッジ標準時（GMT）からの時差で表現され
ます。日本の場合は、日本標準時がGMTより9時
間進んでいるため、「GMT+9：0」と表示されま
す。→P48

• の付いている都市以外を選択してcを押し、
h［はい］を押すと、「時計設定」の「タイムゾー
ン」を選択中の都市&タイムゾーンに変更できま
す。ただし、「時計設定」の「自動時刻補正」が
「ON（時差補正あり）」または「ON（時差補正な
し）」のどちらかに設定されている場合は、cを押
すと「自動時刻補正」を「OFF」に設定するかどう
かの確認画面が表示されます。変更する場合は、h
［はい］を押して「OFF」を選択してから操作し直
します。

電子辞書

電子辞書を使う
FOMA端末の英和辞典、和英辞典、国語辞典を利用
できます。

a cy （アクセサリ）y「電子辞書」

b「英和辞典」／「和英辞典」／「国語辞典」y
調べる単語などを入力
• 英和辞典の場合は全角／半角英字、和英辞典また
は国語辞典の場合は漢字・ひらがな、全角／半角
カタカナで入力します。

• 全角／半角を問わず、50文字まで入力できます。
• 入力した文字を確定してから操作3へ進みます。確
定しないでh［機能］を押すと、文字入力画面の
機能メニューが表示されます。

■確定した文字を修正する場合
h［機能］を押して「編集」を押し、文字を
修正します。

c h［機能］y「検索」

地図表示

ワールドクロック
画面

電子辞書画面

検索結果画面

電
子
辞
書
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d 目的の見出し語を選択yh［選択］

• 詳細画面でh［機能］を押して次の操作ができま
す。
-「次項」を選択すると、詳細画面が複数ページあ
る場合にページを切り替えられます。

-「メニューに戻る」を選択すると、電子辞書画面
に戻ります。

-「全てコピー」を選択すると、詳細画面内のすべ
ての文字情報をコピーできます。

検索履歴を利用する
電子辞書で調べた内容は8件まで履歴に記録され、
履歴を利用して単語の意味などを再確認できます。
• 8件を超えた場合は、古い情報から順に削除されます。

a 電子辞書画面（P264）y「検索履歴」
■検索履歴画面のアイコン

b 履歴を選択ycy見出し語を選択yh
［選択］

• 検索履歴画面でh［機能］を押して次の操作がで
きます。
-「検索」を選択すると、履歴の単語などを再検索
できます。

-「1件削除」を選択してh［はい］を押すと、選
択中の履歴を削除できます。

-「全件削除」を選択してh［はい］を押すと、す
べての履歴を削除できます。

ステレオヘッドセットで通
話する
FOMA端末にminiUSB ステレオヘッドセット
M01（別売）を接続して、電話の発着信操作ができ
ます。

スイッチを使って電話をかける
miniUSBステレオヘッドセット M01のスイッチ
を押して、最後に発信履歴に記録された電話番号に
音声電話をかけられます。

a miniUSBステレオヘッドセットのス
イッチを3回押す

b 通話が終了したらminiUSBステレオ
ヘッドセットのスイッチ（1秒以上）を押す
• p／J（1秒以上）を押しても通話を終了
できます。

スイッチを使って電話を受ける

a 電話がかかってくるyminiUSBステレ
オヘッドセットのスイッチを押す
電話に出ます。
• テレビ電話がかかってきた場合は、相手にカメラ
画像が送信されます。

• 音声電話の場合はo／i［応答］、テレビ電話
の場合はo／tを押しても電話に出られます。

b 通話が終了したらminiUSBステレオ
ヘッドセットのスイッチ（1秒以上）を押す
• pを押しても通話を終了できます。
• 音声電話の場合は、Jを1 秒以上押しても通
話を終了できます。

通話中にかかってきた別の電話を
受ける
キャッチホンをご契約いただいて開始に設定してい
る場合は、音声電話中に別の音声電話がかかってき
たとき、miniUSBステレオヘッドセット M01のス
イッチを押して電話に出られます。

a 電話がかかってくるyminiUSBステレ
オヘッドセットのスイッチを押す
通話中の音声電話が保留され、かかってきた音声
電話に出ます。
• 音声電話の場合はo／i［応答］、テレビ電話
の場合はo／tを押しても電話に出られます。

• i［通話切替］：通話の相手を切り替えます。

アイコン 説　明

英和辞典の検索履歴

和英辞典の検索履歴

国語辞典の検索履歴

詳細画面

検索履歴画面

ス
テ
レ
オ
ヘ
ッ
ド
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ッ
ト
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通
話
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b 通話が終了したらminiUSBステレオ
ヘッドセットのスイッチ（1秒以上）を押す
• pを押しても通話を終了できます。
• 音声電話の場合は、Jを1 秒以上押しても通
話を終了できます。

• miniUSBステレオヘッドセット M01を接続して
通話している場合は、通話中にFOMA端末を閉じて
も通話は終了しません。

オート着信

ステレオヘッドセットをつな
いで自動で電話を受ける

FOMA端末にminiUSB ステレオヘッドセット
M01を接続中に電話がかかってきたとき、設定した
呼出時間が経過すると自動で電話を受けるように設
定できます。

a cy （設定）y「イヤホン」y「オート
着信」y呼出時間を選択yh［選択］
•「OFF」を選択した場合は、オート着信が解除され
ます。

• 留守番電話サービスや転送でんわサービス、伝言メ
モを設定しているときに、FOMA端末を閉じた状態
でテレビ電話着信をした場合には、本機能は利用で
きません。

• 留守番電話サービスや転送でんわサービス、伝言メ
モの呼出時間と同じ、または短く設定した場合は、
本機能が優先して動作します。ただし、伝言メモの
応答時間と同じに設定しているときに、設定されて
いる着信音／バイブレータが応答時間より前に2
回繰り返して鳴った場合は、本機能が動作します。

Bluetooth接続

Bluetoothを利用する
FOMA端末とBluetooth対応のパソコンやヘッド
セット、ハンズフリー対応機器などをワイヤレスで
接続して、データ通信やハンズフリー通話などがで
きます。
• ご利用になるBluetooth 機器の取扱説明書もご覧く
ださい。

■Bluetooth関連用語説明
パスキー
Bluetooth機器が他人から許可無く接続されない
ために、機器ごとに設定する英数字1～16桁のパ
スワードです。

機器登録（ペアリング）
機器どうしがBluetoothではじめて接続するとき
に行います。登録するには相手の機器が設定してい
るパスキーを入力する必要があります。
プロファイル
Bluetoothで接続する機器や送受信するデータの
種類に応じて決められている通信規約です。
検索
通信可能な範囲にある他のBluetooth対応機器を
探すことです。

Bluetoothでできること
■ハンズフリー通話
Bluetooth対応のヘッドセットやハンズフリー
対応機器と接続し、FOMA端末を手で持たずに通
話できます。→P63

■オーディオ再生
Bluetooth対応のステレオヘッドセットなどと
接続し、高音質なステレオサウンドで再生できま
す。

■電話帳／スケジュール／ToDoの送受信
電話帳やスケジュール／ToDoをBluetooth対応
機器と交換できます。

■画像／動画／音楽ファイルの送受信
FOMA 端末に保存されているファイルを、
Bluetooth対応機器と交換できます。

■受信／送信／未送信メールの送受信
受信BOX、送信BOX、未送信BOXに保存されて
いるメールをBluetooth対応機器と交換できま
す。

■ブックマークの送受信
FOMA端末に登録したブックマークをBluetooth
対応機器と交換できます。

■ダイヤルアップ接続
Bluetooth対応のパソコンなどと接続し、イン
ターネットなどにアクセスできます。→P284

■電話帳／スケジュール／ToDoの印刷
Bluetooth対応のプリンタと接続し、電話帳やス
ケジュール／ToDoを印刷できます。

• 対応バージョンと対応プロファイル→P25

Bluetoothの設定をする

Bluetooth機能を利用するときや利用が終了したと
き、Bluetoothの電源をON／OFFにできます。ま
た、相手の接続機器に表示されるFOMA端末の名前
を登録できます。

お買い上げ時 OFF

お買い上げ時 Bluetooth電源：OFF
名前：FOMA M702iS

オ
　
ト
着
信

ー
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a cy （接続設定）y
（Bluetooth通信）

b「設定」y次の操作を行う

Bluetooth電源
Bluetoothの電源をON／OFFにします。
y「ON」／「OFF」

名前
全角／半角を問わず、40文字まで入力できます。
y名前を入力

• 相手のBluetooth対応機器が、接続機器の名前を表
示できる場合のみ有効です。

■Bluetooth の電源を OFF にして通信や検索な
どの操作を開始すると
Bluetoothの電源をONにするかどうかの確認画面
が表示されます。電源をONにして操作を続ける場
合はh［はい］を押します。

Bluetooth機器を登録して接続する
はじめてBluetooth対応機器とデータの送受信など
を行う場合は、最初に機器登録を行います。機器登
録が終了してBluetooth対応機器と接続されると、
送受信などの操作が開始されます。

＜例：電話帳一覧画面から電話帳を送信するときに
機器登録する場合＞

a 電話帳一覧画面（P102）y電話帳を選択
yh［機能］y「送信」y「Bluetooth」
■すべての電話帳を送信する
場合
電話帳一覧画面でh［機
能］を押して「全件送信」
y「Bluetooth」の順に選
択し、端末暗証番号y認証
パスワードyパスキーの順
に入力します。

b「［機器検索］」
検索が開始され、検出された機器の名前が検索結
果画面に表示されます。
■登録済みの機器と接続する場合
データ通信画面で接続する機器を選択してh
［選択］を押すと、送信が開始されます。

c 機器を選択yh［選択］
相手機器に接続を要求し、相手機器がパスキーを
入力すると機器登録の確認画面が表示されます。

d h［はい］yパスキーを入力
パスキーの照合が終了して機器登録が完了する
と相手機器と接続され、送信が開始されます。

• FOMA端末で使用できないBluetooth機器は、検
出された場合でも検索結果画面に表示されません。

• 登録された機器は「登録機器リスト」で確認できま
す。

• 操作3で相手の機器から接続の要求があってから約
10秒間で操作4までを操作してください。約10秒
を経過すると「接続不可」のメッセージが表示さ
れ、操作が中止される場合があります。

• 繰り返しが設定されているスケジュールを選択し
て操作1を行うと、送信方法の確認画面が表示され
ます。選択中のスケジュールのみ送信する場合は
「1件のみ」、繰り返しのスケジュールをすべて送信
する場合は「全件」を選択します。

• 送信BOXまたは未送信BOXに保存されているSMS
を送信した場合、宛先情報は送信されません。

• 接続する機器によっては、パスキーの入力が必要な
い場合があります。

オーディオ機器を登録して接続する
はじめてBluetooth対応のヘッドセットやハンズフ
リー対応機器と接続する場合は、最初に機器登録を
行います。
• あらかじめ、接続する機器を接続待機状態にしてくだ
さい。詳細については、各Bluetooth機器の取扱説明
書をご覧ください。

a Bluetooth通信画面（P267）y「オー
ディオ機器」

b「［機器検索］」
検索が開始され、検出された機器の名前が検索結
果画面に表示されます。

名前

Bluetooth通信
画面

データ通信画面

オーディオ機器画面
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■登録済みの機器と接続する場合
オーディオ機器画面で接続する機器を選択し
てh［選択］を押すと、その機器に接続され
ます。パスキーが必要な場合は操作4へ進みま
す。

c 機器を選択yh［選択］
機器登録の確認画面が表示されます。
• パスキーが必要ない機器の場合は、機器が検出さ
れると登録が完了します。

d h［はい］yパスキーを入力
パスキーの照合が終了して機器登録が完了する
と相手機器と接続されます。

他の機器からデータを受信する
他のBluetooth機器からデータを受信するときは、
最初にFOMA端末のBluetooth機能を待機状態に
する必要があります。
• データの全件受信を行うと、受信したデータと同じ種
類のFOMA端末に保存されているデータが上書きさ
れます。

＜例：データを1件受信する場合＞

a Bluetooth通信画面（P267）y
「Bluetooth接続待機」
待機時間が表示され、画面上部に が点滅しま
す。
• 待機時間内にデータを受信してください。

b 相手の機器からデータが送信される
接続要求の受信をお知らせする画面が表示され
ます。
■機器登録していない機器から接続要求があっ
た場合
相手の機器がパスキーを入力すると、FOMA端
末に機器登録の確認画面が表示されます。h
［はい］を押し、パスキーを入力すると接続要
求の受信をお知らせする画面が表示されます。

c h［許可］yh［承認］
データを受信します。
• データの受信中は が点灯し、受信が終了すると
点滅します。

■全件受信でデータを受信した場合
h［許可］を押して端末暗証番号y認証パス
ワードyパスキーの順に入力し、h［承認］
yh［はい］の順に押します。

• 送信BOXまたは未送信BOXに保存されているSMS
を送信した場合、宛先情報は送信されません。

• 接続する機器によっては、パスキーの入力が必要な
い場合があります。また、受信時の操作が異なる場
合があります。

• データの受信に失敗した場合は操作を終了し、待受
画面から受信操作をやり直してください。

■1件のデータ受信が完了すると
電話帳
プレビュー画面が表示されます。
• h［登録］を押すと電話帳登録画面が表示され、
i［完了］を押すと電話帳に保存されます。

スケジュール／ToDo
スケジュール詳細画面／ToDoリスト詳細画面が
表示されます。
• h［機能］を押して「登録」を選択すると、ス
ケジュールに保存されます。

• h［機能］を押して「全てコピー」を選択する
と、詳細画面内のすべての文字情報をコピーしま
す。

• 次のようなToDoのデータを受信した場合、ToDo
リスト詳細画面でh［機能］を押して「登録」を
選択すると日付が正しくない旨のメッセージが表
示され、保存されずに破棄されます。
- 状態が「完了」で、期日が過ぎている
- 状態が「完了」で、完了日が入力されていない

その他
表示／再生画面が表示されます。
• 画像を受信した場合は、表示画面でcを押すと
データBOXに保存されます。

• 動画／ ｉ モーションやメロディを受信した場合
は、再生画面でh［機能］を押して「保存」を
選択すると「メロディプレーヤーを終了します
か？」とメッセージが表示され、h［はい］を押す
とデータBOXに保存されます。

• 接続する機器によっては表示／再生画面が表示さ
れず、受信したデータに合わせて自動的に各機能
に保存される場合があります。

Bluetooth対応プリンタで印刷する
Bluetooth対応のプリンタを利用して、電話帳やス
ケジュール／ToDoをワイヤレスで印刷できます。

＜例：電話帳一覧画面から1件の電話帳を印刷する
場合＞

a 電話帳一覧画面（P102）y電話帳を選択
yh［機能］y「印刷」
■複数の電話帳を印刷する場
合
電話帳一覧画面でh［機
能］を押して「複数選択」
y「印刷」の順に選択し、印
刷する電話帳にチェックを
付けてi［完了］を押しま
す。 印刷機能

メニュー画面
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b「テンプレート」yスタイルを選択yh
［表示］
選択したスタイルの印刷プレビューが表示され
ます。
• s：サイズと印刷プレビューを切り替えます。

c h［選択］
印刷機能メニュー画面に戻ります。

d「［印刷］」
プリンタ画面が表示されます。

e「［機器検索］」
検索が開始され、検出された機器の名前が検索結
果画面に表示されます。
■登録済みの機器と接続する場合
プリンタ画面で接続する機器を選択してh
［選択］を押すと、印刷が開始されます。

f 機器を選択yh［選択］
印刷が開始されます。

• 印刷機能メニュー画面の「用紙サイズ」には「テン
プレート」で設定した用紙のサイズが表示され、変
更などの操作はできません。

登録機器を管理する
登録した機器の確認や、機器名の変更、接続方法の
変更、登録機器の削除ができます。

a Bluetooth通信画面（P267）y「登録機
器リスト」
Bluetooth機器画面が表示され、登録機器が表示
されます。
• #／*：機器の種別ごとの表示に切り替えま
す。押すごとに種別が切り替わります。

■登録機器を削除する場合
登録機器を選択してh［機能］を押し、「削
除」を選択します。

b 登録機器を選択yh［機能］y「編集」

c 次の操作を行う

名前
登録機器の名前を修正します。全角／半角を問わず、20文
字まで入力できます。
y名前を入力

接続設定
登録機器から接続要求があったときの対応方法を設定し
ます。

個別接続設定
接続要求があったときのサービスごとの対応方法を「常に
確認」「自動」「拒否」「1回のみ許可」から選択します。

d i［完了］

• 機器詳細画面の「種別」には機器の種別が表示さ
れ、修正などの操作はできません。

機器詳細画面

常に確認

自動
拒否
1回のみ許可

カスタム

：接続ごとにデータを受信するかどうかを
確認します。

：常に接続を許可します。
：接続を拒否します。
：最初の接続のみデータを受信するかどう
かを確認し、それ以降は利用したサービス
を自動的に「拒否」に設定します。

：「個別接続設定」の操作をします。

ハンズフリー

データ交換

ファイル転送

：ヘッドセット／ハンズフリーサービスの
対応方法を設定します。
y項目を選択yh［変更］y対応方法を
選択yh［選択］

：オブジェクトプッシュ／ベーシックイ
メージングサービスの対応法を設定しま
す。操作方法は「ハンズフリー」を参照
してください。

：ファイルトランスファーサービスの対応
方法を設定します。操作方法は「ハンズ
フリー」を参照してください。

ダイヤルアップネットワーク
：ダイヤルアップネットワーキングサービ
スの対応方法を設定します。操作方法は
「ハンズフリー」を参照してください。

オーディオ ：オーディオサービスの対応方法を設定し
ます。操作方法は「ハンズフリー」を参
照してください。

オーディオリモートコントロール
：オーディオ／ビデオコントロールサービ
スの対応方法を設定します。操作方法は
「ハンズフリー」を参照してください。
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メモリ確認

メモリの使用状況を確認する
FOMA端末のメモリの使用容量と空き容量を確認
できます。microSDメモリーカードを取り付けてい
る場合は、microSDメモリーカードのメモリの使用
状況も確認できます。
• FOMA 端末の使用容量には、次の機能のファイル／
データがカウントされます。
- メール ‐メッセージR/F ‐ｉアプリ
- 電話帳※2 ‐アラーム※2

- スケジュール／ToDo※2

- 伝言メモ ‐ダウンロード辞書
- デコメールテンプレート
- データBOXのデータ※1（画像、動画／ｉモーショ
ン、メロディ、キャラ電、アニメーション、音声メモ）

※1：お買い上げ時に登録されているファイル／
データは除きます。

※2：専用のメモリが確保されているため、使用容量
がフルの状態でも登録できる場合があります。

a cy （設定）y「情報表示」y「メモリ
確認」

b「本体」／「microSD」
詳細画面が表示されます。

• 詳細画面でh［機能］を押して「全てコピー」を
選択すると、詳細画面内のすべての文字情報をコ
ピーできます。

• FOMA端末のメモリ残量がわずかになったり、最大
保存件数まで保存されたりすると画面上部に
（赤）が表示され、データやファイルを保存でき

ません。その場合はmicroSDメモリーカードなど
に保存するか、不要なデータやファイルを削除する
ことをおすすめします。

メモリ確認画面の機能メニュー
• 「microSD」を選択中の場合のみ機能メニューを利用
できます。

a メモリ確認画面（P270）yh［機能］y
次の操作を行う

名称編集
microSD メモリーカードを取り付けている場合、
「microSD」の後ろに表示する名前を登録します。半角の
英字／数字／記号で11文字まで入力できます。
y名前を入力
• 記号の一部（「/」「￥」「 」「<」「>」「:」「”」「?」「 」）
は入力できません。

フォーマット
microSDメモリーカードに保存されているデータをすべ
て削除し、「名称編集」で登録した名前を削除します。
yh［はい］yh［はい］／i［いいえ］
• フォーマットの完了後に新しい名前を入力する場合は、
h［はい］を押して名前を入力します。

設定リセット

各種機能の設定を初期状態
に戻す
各機能で変更した設定内容をお買い上げ時の状態に
戻します。
• お買い上げ時の設定に戻る機能については、「メ
ニュー一覧」（P312）を参照してください。

a cy （設定）y「一般設定」y「設定リ
セット」y端末暗証番号を入力yh［は
い］
設定リセットが完了すると、FOMA端末が再起動
します。

• セルフモードを「ON」に設定中は、本機能を実行
できません。

• メニュー一覧に記載の機能以外に、次の機能の設定
もお買い上げ時の状態に戻ります。
- ｉチャネル ‐ テレビ電話 ‐ 受話音量
- オリジナルマナーモード詳細 ‐ 文字入力
- マナーモード ‐ 公共モード（ドライブモード）

• 本機能を実行すると、次の機能の登録内容／記録内
容が削除されます。
- 前回入力番号 ‐ 通話時間（「積算通話」を除く）
- 通話料金（「全通話」を除く）
- ウェイクアップメッセージ
- 国際電話設定

• 本機能を実行すると、スケジュールにあらかじめ登
録されている一部の祝日（当日より前の登録内容）
が削除される場合があります。

メモリ確認画面

メ
モ
リ
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端末初期化

登録データを一括して削除する
各機能で変更した設定内容をお買い上げ時の状態に
戻し、お客様が登録したデータを削除します。

a cy （設定）y「一般設定」y「端末初
期化」y端末暗証番号を入力yh［はい］
端末初期化が完了すると、FOMA端末が再起動し
ます。

• セルフモードを「ON」に設定中は、本機能を実行
できません。

• 本機能でデータや登録内容が削除される機能は次
のとおりです。
- Bookmark※1 ‐ Internet
- 画面メモ ‐ ラストURL
- メッセージR ‐ メッセージF
- 接続先設定
- 証明書センター接続先設定
- ｉアプリ※1 ‐ 受信BOX
- 送信BOX ‐ 未送信BOX
- チャットメールのメンバー設定
- デコメールのテンプレート※1

- 署名設定 ‐ 引用符編集
- 送信グループ登録 ‐ SMSセンター設定
- 電話帳 ‐ スピードダイヤル
- FOMA端末（本体）電話帳のグループ
- データBOX内のデータ※1

- アラーム ‐ スケジュール
- 伝言メモ
- 伝言メモ応答メッセージの録音データ
- 電卓のメモリ ‐ 電子辞書の検索履歴
- 発信履歴 ‐ 着信履歴
- 前回入力番号 ‐ 通話時間※2

- 通話料金※2 ‐ 応答メッセージ設定
- 追加サービス ‐ マルチナンバー
- Bluetoothの名前
- Bluetoothの登録機器リスト
- ウェイクアップメッセージ
- ユーザ辞書 ‐ ダウンロード辞書
- 定型文編集※1 ‐ 学習データ
- 音声応答保留音の録音データ
- 国際電話設定※1 ‐ 国番号リスト※1

- ｉアプリ設定の起動失敗履歴
- ｉアプリ設定の異常終了履歴
- ｉアプリ設定のセキュリティエラー履歴
- ｉアプリ設定のトレース情報
- 個人データ
- 各機能のユーザ作成フォルダ
※1：お買い上げ時に登録されているデータは削除

されません。
※2：積算通話時間、積算通話料金は削除されませ

ん。
• 保護設定したデータも削除されます。
• FOMAカードやmicroSDメモリーカードに保存さ
れている各種データは削除されません。

• 電池残量が十分な状態で端末初期化を実行してく
ださい。

• 端末初期化中は、各種機能／通信を利用できませ
ん。

• 本機能を実行した場合、テロップが表示されなくな
ります。h［ｉチャネル］を押してチャネル一覧
を表示すると、最新の情報を受信してテロップが表
示されるようになります。

端
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英語ガイダンス ･･･････････････････････････････････････････････ ＜英語ガイダンス＞ 278
サービスダイヤル ･･･････････････････････････････････････････ ＜サービスダイヤル＞ 278
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遠隔操作を設定する ･････････････････････････････････････････････ ＜遠隔操作設定＞ 279
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サービスを登録して利用する ･･･････････････････････＜追加サービス（USSD登録）＞ 280

本書では、各ネットワークサービスの概要を、FOMA端末のメニューを使って操作する方法で説明していま
す。詳細は『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス編）』をご覧ください。
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利用できるネットワーク
サービス
FOMA端末では、次のようなドコモのネットワーク
サービスをご利用いただけます。各サービスの概要
や利用方法については、以下の表の参照先をご覧く
ださい。
• サービスエリア外や電波の届かない場所ではネット
ワークサービスはご利用できません。

• 詳しくは『ご利用ガイドブック（ネットワークサービ
ス編）』をご覧ください。

• お申し込み、お問い合わせについては、取扱説明書裏
面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせくださ
い。

• 「サービス停止」とは、留守番電話サービス、転送
でんわサービスなどの契約そのものを解約するも
のではありません。

• 本書では、各ネットワークサービスの概要を、
FOMA端末のメニューを使って操作する方法で説
明しています。詳細は『ご利用ガイドブック（ネッ
トワークサービス編）』をご覧ください。

• 海外でもネットワークサービスを利用できます。
→P309

• ドコモから新しいネットワークサービスが追加提
供された場合は、新しいサービスをメニューに登録
できます。→P280

留守番電話

留守番電話サービス
電波の届かないところにいるとき、電源を切ってい
るとき、電話に出られないときなどに、音声電話／
テレビ電話でかけてきた相手に応答メッセージでお
答えし、お客様に代わって伝言メッセージをお預か
りするサービスです。
• 伝言メッセージの録音は1件あたり最長3分、音声電
話とテレビ電話それぞれ最大20件で、最長72時間保
存されます。

• 伝言メッセージが録音されると、画面上部に ～
を表示してお知らせします。ただし、テレビ電話

で伝言メッセージが録音された場合は、画面上部に
～ は表示されず、着信通知（SMS)でお知ら

せします。
• 伝言メモ（P73）を同時に設定しているとき、留守
番電話サービスを優先させるためには、伝言メモの応
答時間よりも留守番電話サービスの呼出時間を短く
設定してください。

• 留守番電話サービスを開始にしているときに、かかっ
てきた音声電話やテレビ電話に応答しなかった場合
には、着信履歴には「不在着信」として記録され、不
在着信通知画面が表示されます。

留守番電話サービスの基本的な流れ
ステップ1：サービスを開始に設定する
ステップ2：電話がかかってくる※

ステップ3：電話をかけてきた相手が伝言メッセー
ジを録音する

ステップ4：伝言メッセージを再生する
※：急いでいるときなど、留守番電話の応答メッセージ

を省略して伝言メッセージを録音したい場合は、応
答メッセージが流れているときに#を押すと、す
ぐに伝言メッセージの録音モードに切り替わりま
す。

• ステップ 2 でサービスエリア内にいるときや電源
を入れているときは、設定した呼出時間が経過する
まで着信音が鳴ります。着信音が鳴っている間に電
話に出ないと、留守番電話サービスセンターに接続
されます。呼出時間は変更できます。

• ステップ3で伝言メッセージが録音されると、画面
上部に ～ が表示され、着信履歴には不在着
信履歴が記録されます。

• 留守番電話サービスを停止に設定中でも、着信した
音声電話を機能メニューから手動で留守番電話
サービスセンターに接続できます。→P64

• 留守番電話のテレビ電話対応設定について変更す
るには、「1412」へ音声電話発信をしてください。

• キャラ電で留守番電話に接続された場合、プッシュ
信号（DTMF）を送信できません。送信する場合
は、機能メニューの「DTMF ON」を選択してから
操作してください。→P82

サービス名 お申し込み 月額使用料 参照先

留守番電話サービス 必要 有料 P274

キャッチホン 必要 有料 P275

転送でんわサービス 必要 無料 P276

迷惑電話ストップ
サービス

必要 無料 P277

発信者番号通知
サービス

不要 無料 P49

番号通知お願い
サービス

不要 無料 P277

デュアルネット
ワークサービス

必要 有料 P278

英語ガイダンス 不要 無料 P278

マルチナンバー 必要 有料 P279

公共モード
（ドライブモード）

不要 無料 P70

公共モード
（電源OFF）

不要 無料 P71

お申し込みが必要なサービスについては、取扱説
明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合
わせください。利

用
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留守番電話サービスを利用する

a cy （ネットワークサービス）y「留
守番電話」y次の操作を行う

留守番メッセージ再生
留守番電話サービスセンターに電話をかけ、伝言メッセー
ジを再生します。
yh［はい］y音声ガイダンスに従って操作する

留守番サービス開始
呼出時間は0～120秒で入力します。
yh［はい］yh［はい］／i［いいえ］
• 設定を変更しないで開始に設定する場合はi［いいえ］
を押します。

yj／ダイヤルキーで呼出時間を入力

留守番サービス停止
yh［はい］

留守番呼出時間設定
電話を着信してから、留守番電話サービスセンターに接続
するまでの時間を設定します。0～120秒で入力します。
yj／ダイヤルキーで呼出時間を入力

留守番設定確認
現在の設定状態を確認します。

留守番サービス設定
留守番電話サービスセンターに電話をかけ、音声ガイダン
スに従って設定を変更します。
yh［はい］y音声ガイダンスに従って操作する

メッセージ問合せ
新しい伝言メッセージが録音されているかを確認します。

留守番電話（海外）
海外から留守番電話サービスの操作をします。→P309

• 0秒に設定した場合は、電話がかかってきても呼出
動作を行わずに留守番電話サービスセンターに接
続され、着信履歴に記録されません。

• 「呼出動作開始時間」で設定した時間より短い場合
は、呼出動作を行わずに留守番電話サービスセン
ターに接続されます。

• 「伝言メモ」の応答時間よりも短く設定した場合は、
本サービスが優先して動作します。

• 機能メニューから留守番サービス開始、留守番サー
ビス停止、留守番呼出時間設定の操作ができます。

• サービスの問い合わせ後にお預かりした伝言メッ
セージは、再度サービスの問い合わせを行っても確
認できない場合があります。

着信通知
着信通知とは、 が表示されているときや電源を
切っているときに着信した電話の着信履歴を、お客
様にSMSでお知らせするサービスです。着信設定を
開始に設定すると、ネットワーク圏内になったとき
や、電源を入れたときにSMSが送信されるようにな
ります。
• メニューからは操作できません。
• 詳細は『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス
編）』をご覧ください。

a 「 2001」を入力yo
以降は音声ガイダンスに従って操作してくださ
い。

• 1通の着信通知には、5件までの着信履歴が通知さ
れます。

• 「SMS一括拒否」を設定している場合でも、着信通
知は受信されます。

• 設定および着信通知（SMSの受信）にかかる料金
は無料です。

キャッチホン

キャッチホン
通話中に別の電話がかかってきたときに、通話中着
信音でお知らせし、現在の通話を保留にして新しい
電話に出ることができます。また、通話中の電話を
保留にして、新たにお客様の方から別の相手へ電話
をかけることもできます。
• キャッチホンを利用する場合は、あらかじめ「着信動
作選択」（P279）を「通常着信」に設定してくださ
い。他の設定になっている場合は、キャッチホンを開
始しても音声通話中にかかってきた音声電話に応答
することはできません。

• 保留中は発信者に通話料金が加算され続けます。
• 次の場合キャッチホンは動作しません。
- 発信中、相手を呼出中のとき
- テレビ電話中に音声電話がかかってきたとき
- 音声電話中にテレビ電話がかかってきたとき

キャッチホンを利用する

a cy （ネットワークサービス）y
「キャッチホン」y次の操作を行う

キャッチホンサービス開始
yh［はい］

キャッチホンサービス停止
yh［はい］

留守番呼出時間設定

留守番設定確認

メッセージ問合せ

次のページへ続く
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キャッチホンサービス設定確認
現在の設定状態を確認します。

通話を保留してかかってきた電話
に出る
音声電話中に別の音声電話がかかってくると、受話
口から「ププ…ププ…」という通話中着信音が流れ、
着信中画面が表示されます。

a 電話がかかってくるyi［応答］／o
通話中の音声電話が保留され、かかってきた音声
電話に出ます。
• 保留中の電話に切り替える場合は i［通話切替］
を押します。

• 保留中の電話を切る場合は、上記操作で保留中の
電話に切り替え、p／J（1秒以上）を押
します。

• 通話中に他の電話を着信した場合、pを押すと着
信中の電話を切断できます。

通話を保留して電話をかける
通話中の音声電話を保留して、新たに音声電話をか
けます。

a 音声通話中画面（P52）yh［機能］y「新
規発信」y電話番号を入力yo
通話中の音声電話が保留されます。
• 保留中の電話に切り替える場合は i［通話切替］
を押します。

• 保留中の電話を切る場合は、上記操作で保留中の
電話に切り替え、p／J（1秒以上）を押
します。

通話を終了してかかってきた電話
に出る
通話中の音声電話を切り、かかってきた音声電話に
出ます。キャッチホンを利用中の場合でも操作でき
ます。

a 電話がかかってくるyh［機能］y「現在
通話終了&応答」
音声電話の終了画面が表示され、かかってきた電
話の音声通話中画面が表示されます。
■キャッチホンを利用中に別の電話を着信した
とき、保留中の電話を終了して電話に出る場合
h［機能］を押して「保留中通話終了&応答」
を選択します。
• 通話中の電話が保留され、かかってきた電話の
相手と通話できます。

転送でんわ

転送でんわサービス
電波が届かないところにいるとき、電源が入ってい
ないとき、設定した呼出時間内に応答がなかったと
きなどに、音声電話／テレビ電話を転送するサービ
スです。
• テレビ電話がかかってきたときは、転送先が3G-324M
に準拠したテレビ電話対応端末のみ転送します。

• 転送先へ転送したときの通話料金は、転送でんわサー
ビスのご契約者にかかります。

• 一部ご利用できない料金プランがあります。
• 伝言メモ（P73）を同時に設定しているとき、転送
でんわサービスを優先させるためには、伝言メモの応
答時間よりも転送でんわサービスの呼出時間を短く
設定してください。

• 転送でんわサービスを開始にしているときに、かかっ
てきた音声電話やテレビ電話に応答しなかった場合
には、着信履歴には「不在着信」として記録され、不
在着信通知画面が表示されます。

転送でんわサービスの基本的な流れ
ステップ1：転送先の電話番号を登録する
ステップ2：サービスを開始に設定する
ステップ3：電話がかかってくる
ステップ4：転送先へ電話を転送する

• ステップ3でサービスエリア内にいるときや電源を
入れているときは、設定した呼出時間が経過するま
で着信音が鳴ります。着信音が鳴っている間に電話
に出ないと、転送先に転送されます。呼出時間は変
更できます。

• ステップ4で電話が転送されると、着信履歴には不
在着信履歴が記録されます。

• 転送でんわサービスを停止に設定中でも、着信した
電話を機能メニューから手動で転送先に転送でき
ます。→P64、P84

• 音声電話の通話中に「ププ…ププ…」という通話中
着信音が聞こえても、キャッチホンを契約していな
い場合は電話に出られません。

• 転送された電話を着信すると、発信元の電話番号ま
たは名前のみ表示され、転送元の情報は表示されま
せん。

転送でんわサービスを利用する

a cy （ネットワークサービス）y「転
送でんわ」y次の操作を行う
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転送サービス開始
呼出時間は0～120秒で入力します。
y「電話番号」y転送先の電話番号を入力
• 転送先の電話番号を登録済みで、設定を変更しないで開
始に設定する場合はh［開始］を押してh［はい］を
押します。

y「呼出時間」yj／ダイヤルキーで呼出時間を入力
yh［開始］yh［はい］

転送サービス停止
yh［はい］

転送先変更
y転送先の電話番号を入力y「転送先変更」／「転送先変更
＆転送開始」

転送先通話中時設定
転送先が通話中の場合に留守番電話サービスセンターに
接続するかどうかを設定します。
yh［はい］

転送サービス設定確認
現在の設定状態を確認します。

転送でんわ（海外）
海外から転送でんわサービスの操作をします。→P309

• 転送先の電話番号入力画面でh［機能］を押して
次の操作ができます。
-「参照」y「電話帳」／「着信履歴」／「発信履
歴」の順に選択すると、発着信履歴や電話帳から
電話番号を選択して入力できます。

-「中止」を選択すると、登録を中止します。
-「挿入」y「指定番号自動追加」／「指定番号手
動追加」／「未定番号手動追加」の順に選択する
と、入力した電話番号の後ろに「p」／「w」／
「n」を入力できます。→P57
-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利
用できます。→P292

-「登録中止」を選択すると、登録を中止します。

• 0秒に設定した場合は、電話がかかってきても呼出
動作を行わずに電話が転送され、着信履歴に記録さ
れません。

• 「呼出動作開始時間」で設定した時間より短い場合
は、呼出動作を行わずに電話が転送されます。

• 「伝言メモ」の応答時間よりも短く設定した場合は、
本サービスが優先して動作します。

• 機能メニューから、転送サービス開始、転送サービ
ス停止、転送先通話中時設定の操作ができます。

転送ガイダンスの有無を設定する
• メニューからは操作できません。
• 詳細は『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス
編）』をご覧ください。

a 「1429」を入力yo
以降は音声ガイダンスに従って操作してくださ
い。

迷惑電話ストップ

迷惑電話ストップサービス
いたずら電話などの「迷惑電話」を着信しないよう
に拒否するサービスです。着信拒否登録すると、以
後の着信を自動的に拒否し、相手にはガイダンスで
応答します。
• 電話番号は30件まで登録できます。
• 着信拒否登録した電話番号から電話がかかってきて
も、着信音は鳴りません。また、着信履歴にも記録さ
れません。

a cy （ネットワークサービス）y「迷
惑電話ストップ」y次の操作を行う

迷惑電話着信拒否登録
最後に着信して通話した電話の電話番号を拒否登録しま
す。
yh［OK］

迷惑電話1登録削除
最後に登録した電話番号を1件削除します。同様の操作を
繰返し行うことにより、最後に登録した順より1件ずつ削
除することができます。
yh［はい］

迷惑電話全登録削除
登録したすべての電話番号を削除します。
yh［はい］

• 30件の電話番号を登録済みの場合は、最も古い電
話番号を削除して登録するかどうかの確認画面が
表示されます。h［はい］を押すと登録されます。

電話番号を指定して拒否する
• メニューからは操作できません。
• 詳細は『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス
編）』をご覧ください。

a 「144」を入力yo
以降は音声ガイダンスに従って操作してくださ
い。

番号通知お願いサービス

番号通知お願いサービス
電話番号を通知してこない音声電話／テレビ電話に
対して、番号通知のお願いをガイダンスで応答し、
自動的に電話を切るサービスです。

呼出時間

転送サービス設定確認

迷惑電話着信拒否登録

迷
惑
電
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• 番号通知お願いサービスによって着信しなかった電
話は、着信履歴に記録されず、不在着信通知画面も表
示されません。

a cy （ネットワークサービス）y「番
号通知お願いサービス」y次の操作を行
う

番号通知お願い開始
yh［はい］

番号通知お願い停止
yh［はい］

番号通知お願い確認
現在の設定状態を確認します。

• 本サービスは、非通知理由が「非通知設定」の電話
のみ対象になります。

デュアルネットワーク

デュアルネットワークサービス
お使いになっているFOMA端末の電話番号でmova
端末をご利用いただけるサービスです。FOMAと
movaのサービスエリアに応じた使い分けが可能で
す。
• FOMA端末とmova端末を同時に利用することはで
きません。

• デュアルネットワークサービスの切り替え操作は、利
用不可状態の端末から行ってください。

a cy （ネットワークサービス）y
「デュアルネットワーク」y次の操作を行
う

デュアルネットワーク切替
movaからFOMAに切り替えてFOMA端末を利用できる
ようにします。
yh［はい］yネットワーク暗証番号を入力

デュアルネットワーク状態確認
現在の設定状態を確認します。

• FOMAからmovaに切り替える場合は、mova端末
から操作してください。

• 通信中に切り替えを行うと、強制的に通信が切断さ
れます。

英語ガイダンス

英語ガイダンス
留守番電話サービスなどの各種ネットワークサービ
ス設定時のガイダンスや、圏外などの音声ガイダン
スを英語に設定することができます。
■着信時（お客様に電話をかけてきた相手へのガイ
ダンス）

■発信時（お客様ご自身へのガイダンス）

• 発信者が本サービスを利用している場合は、発信者側
の発信時の設定が着信者側の着信時の設定より優先
されます。

a cy （ネットワークサービス）y「英
語ガイダンス」y次の操作を行う

着信時＋発信時
着信時と発信時の音声ガイダンスをまとめて設定します。
y着信時の言語を選択yh［選択］y発信時の言語を選択
yh［選択］

着信時
y着信時の言語を選択yh［選択］

発信時
y発信時の言語を選択yh［選択］

ガイダンス設定確認
現在の設定状態を確認します。

サービスダイヤル

サービスダイヤル
ドコモの総合案内・受付や故障の問い合わせ先へ電
話をかけることができます。
• お使いのFOMAカードによっては、表示される項目
が異なる場合や表示されない場合があります。

a cy （ネットワークサービス）y
「サービスダイヤル」y次の操作を行う

ドコモ故障問合せ
故障の問い合わせ先へ電話をかけます。
• 項目を選択してh［発信］またはcを押すと電話がか
かります。

デュアルネットワーク切替

ガイダンス言語 説　明

日本語 日本語で音声ガイダンスが流れます。

日本語＋英語 日本語で音声ガイダンスが流れた後
に英語で音声ガイダンスが流れます。

英語＋日本語 英語で音声ガイダンスが流れた後に
日本語で音声ガイダンスが流れます。

ガイダンス言語 説　明

日本語 日本語で音声ガイダンスが流れます。

英語 英語で音声ガイダンスが流れます。
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ドコモ総合案内・受付
総合案内・受付へ電話をかけます。
• 項目を選択してh［発信］またはcを押すと電話がか
かります。

着信動作選択

通話中に電話がかかってき
たときの応対方法を選ぶ

留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサー
ビスをご契約されているお客様の通話中にかかって
きた音声電話／テレビ電話、および64Kデータ通信
にどのように対応するかを設定できます。
• 留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサー
ビスが未契約の場合は、通話中にかかってきた着信に
応答できません。

• 通話中着信動作選択を利用するには、「通話中着信設
定」を開始に設定してください。

a cy （ネットワークサービス）y「着
信動作選択」y次の操作を行う

通常着信
着信動作します。留守番電話サービス、キャッチホン、転
送でんわサービスが開始に設定されている場合はその設
定に従って動作します。

留守番電話
通話／通信中に着信した電話を留守番電話サービスセン
ターに接続します。

転送でんわ
通話／通信中に着信した電話を転送先に転送します。

着信拒否
通話／通信中に着信した電話を拒否します。

通話中着信設定
「着信動作選択」で選択した動作の開始／停止を設定
できます。

a cy （ネットワークサービス）y「通
話中着信設定」y次の操作を行う

通話中着信設定開始
yh［はい］

通話中着信設定停止
yh［はい］

通話中着信設定確認
現在の設定状態を確認します。

遠隔操作設定

遠隔操作を設定する
留守番電話サービスや転送でんわサービスなどを、
プッシュ式の一般電話や公衆電話、ドコモの携帯電
話などから操作できるようにします。
• 海外で留守番電話サービスや転送でんわサービスを
利用する場合は、あらかじめ遠隔操作設定を設定して
おく必要があります。

a cy （ネットワークサービス）y「遠
隔操作設定」y次の操作を行う

遠隔操作開始
yh［はい］

遠隔操作停止
yh［はい］

遠隔操作設定確認
現在の設定状態を確認します。

マルチナンバー

マルチナンバー
FOMA端末の電話番号として基本契約番号のほか
に、付加番号1と付加番号2の最大2つの番号を追加
してご利用いただけるサービスです。
• 発信中／着信中の画面には、マルチナンバー（基本契
約番号／付加番号1／付加番号2）に対応したアイコ
ンが表示されます。

• 発信履歴や着信履歴から発信する場合、以前の発信や
着信したマルチナンバーが表示され、この番号で発信
します。

付加番号を登録する
付加番号の名前や番号、着信音を登録／設定できま
す。

a cy （ネットワークサービス）y「マ
ルチナンバー」

お買い上げ時 通常着信

マルチナンバー画面

着
信
動
作
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択
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b 登録する番号を選択yh［機能］y「編
集」

c 次の操作を行う
•「基本契約番号」を選択した場合は、名前のみ登録
できます。

名前
付加番号の名前を登録します。全角で10文字、半角で20
文字まで入力できます。
y名前を入力

電話番号
付加番号を登録します。26桁まで入力できます。
y番号を入力

着信音
登録中の付加番号に電話がかかってきたときに鳴る着信
音／振動するバイブレータパターンを設定します。

d h［保存］

• マルチナンバー画面でh［機能］を押して次の操
作ができます。
-「表示」を選択すると、選択中の番号の登録内容
を確認できます。

-「編集」を選択すると、選択中の番号を修正でき
ます。

-「通常発信番号設定」を選択すると、選択中の番
号を通常発信として設定できます。

• 設定できるファイル形式は次のとおりです（設定が
制限されているファイルや、映像または音声のみが
含まれるファイルなど、ファイルによっては設定で
きない場合があります）。
SMF、MFi、MP4（Mobile MP4）、AMR

通常発信番号を設定する
登録した付加番号を、電話をかけるときに通常使用
する電話番号として設定できます。

a マルチナンバー画面（P279）y番号を選
択ycyh［はい］

通常発信番号の設定を確認する

a マルチナンバー画面（P279）y「通常発
信番号設定確認」

1回の通話ごとに発信番号を設定
する

a 電話番号を入力

b h［機能］y「マルチナンバー」y発信番
号を選択yh［選択］

c o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

• 各発信番号を選択すると、電話番号の後ろに
「 590#（基本契約番号）」／「 591#（付加番号
1）」／「 592#（付加番号2）」が付加されます。

追加サービス（USSD登録）

サービスを登録して利用する
ドコモから新しいネットワークサービスが追加され
たときに、そのサービスをメニューに登録して利用
します。新しいネットワークサービスは10件まで登
録できます。

サービスを追加する
サービス名称と、ドコモから通知された「特番」／
「サービスコード（USSD）」を登録します。

• 特番とは、サービスセンターに接続するための番号で
す。

• サービスコード（USSD）とは、サービスセンター
に通知するためのコード番号です。

ｉモーション

メロディ

音声メモ

：「ｉモーション」フォルダに保存されている
動画／ｉモーションから選択します。
yフォルダを選択ycy動画／ｉモーショ
ンを選択yc

：「メロディ」フォルダに保存されているメロ
ディから選択します。
yフォルダを選択ycyメロディを選択
yc

：「音声メモ」フォルダに保存されている音声
メモから選択します。
y「音声メモ（全て）」／「マイデータ」y
音声メモを選択yc

バイブレータパターン
：バイブレータを 5 種類のバイブレータパ
ターンから選択します。→P117
yバイブレータパターンを選択yh［選
択］

サイレント

なし

：着信音を鳴らさない／振動させないように
します。

：「パターン選択」の設定に従います。

編集画面
（例：付加番号1）

着信音

追
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a cy （ネットワークサービス）y「追
加サービス」

b「［新規サービス］」y次の操作を行う

サービス名
サービス名を登録します。全角で10文字、半角で20文字
まで入力できます。
yサービス名を入力

USSDコード
特番／サービスコード（USSD）を登録します。20桁ま
で入力できます。
y特番／サービスコード（USSD）を入力

c h［完了］

• USSDコード入力画面でh［機能］を押して次の
操作ができます。
-「参照」y「電話帳」／「着信履歴」／「発信履
歴」の順に選択すると、発着信履歴や電話帳から
電話番号を選択して入力できます。

-「中止」を選択すると、登録を中止します。
-「挿入」y「指定番号自動追加」／「指定番号手
動追加」／「未定番号手動追加」の順に選択する
と、入力した番号の後ろに「p」／「w」／「n」
を入力できます。→P57

-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利
用できます。→P292

追加サービス画面の機能メニュー
• 追加したサービスを選択中の場合のみ機能メニュー
を利用できます。

a 追加サービス画面（P281）yh［機能］
y次の操作を行う

新規
「サービスを追加する」の操作2（P281）へ進みます。

編集
選択中のサービスを修正します。「サービスを追加する」
の操作2（P281）へ進みます。

1件削除
選択中のサービスを削除します。
yh［はい］

全件削除
追加したすべてのサービスを削除します。
yh［はい］

追加したサービスを実行する

a 追加サービス画面（P281）yサービスを
選択ycyh［はい］
サービスセンターに接続します。

応答メッセージを登録する
追加したサービスがサービスコード（USSD）で
サービスセンターに接続したとき、センターから
返ってくるコード（USSD）に対応した応答メッ
セージを10件まで登録できます。

a cy （ネットワークサービス）y「応
答メッセージ設定」
■登録した応答メッセージを
確認する場合
応答メッセージを選択して
cを押します。詳細画面が
表示され、メッセージと
サービスコード（USSD）
を確認できます。

b「［新規メッセージ］」y次の操作を行う

メッセージ
全角で10文字、半角で20文字まで入力できます。
y応答メッセージを入力

USSD
サービスコード（USSD）を登録します。20桁まで入力で
きます。
yサービスコード（USSD）を入力

c h［完了］

• USSD入力画面でh［機能］を押して次の操作が
できます。
-「参照」y「電話帳」／「着信履歴」／「発信履
歴」の順に選択すると、発着信履歴や電話帳から
電話番号を選択して入力できます。

-「中止」を選択すると、登録を中止します。
-「挿入」y「指定番号自動追加」／「指定番号手
動追加」／「未定番号手動追加」の順に選択する
と、入力した番号の後ろに「p」／「w」／「n」
を入力できます。→P57

USSDコード

追加サービス画面

USSD

応答メッセージ
設定画面

追
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-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利
用できます。→P292

応答メッセージ設定画面／詳細画面の機能
メニュー
• 追加した応答メッセージを選択中の場合のみ機能メ
ニューを利用できます。

a 応答メッセージ設定画面（P281）／詳
細画面yh［機能］y次の操作を行う

新規
「応答メッセージを登録する」の操作2（P281）へ進み
ます。

編集
選択中／表示中の応答メッセージを修正します。「応答
メッセージを登録する」の操作2（P281）へ進みます。

1件削除
選択中／表示中の応答メッセージを削除します。
yh［はい］

全件削除
すべての応答メッセージを削除します。
yh［はい］

追
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データ通信の詳細は、付属のCD-ROM内の「データ通信マニュアル」（PDF版）をご覧ください。
「データ通信マニュアル」（PDF版）をご覧になるには、Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）が
必要です。
お使いのパソコンにインストールされていない場合は、アドビシステムズ株式会社のホームページから最新
版をダウンロードできます（別途通信料がかかります）。
詳細はアドビシステムズ株式会社のホームページをご覧ください。
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データ通信について
FOMA端末とパソコンを接続することで、3つの通
信形態（パケット通信、64Kデータ通信、データ転
送（OBEX））のデータ通信を利用できます。

FOMA端末から利用できるデータ
通信について
■パケット通信
送受信したデータ量に応じて課金される通信形
態で、受信最大384kbps、送信最大64kbpsの
通信速度でデータ通信ができます。
パケット通信を行うには、FOMA端末とパソコン
をFOMA USB接続ケーブル（別売）やBluetooth
で接続し、ドコモのインターネット接続サービス
「mopera U」や「mopera」などのFOMAパケッ
ト通信に対応したアクセスポイントを利用しま
す。
• パケット通信を利用して多量のデータの送受信を
行うと、通信料金が高額になりますのでご注意く
ださい。

■64Kデータ通信
ネットワークへの接続時間に応じて通信料金が
かかる通信形態で、64kbpsの通信速度でデータ
通信ができます。
64Kデータ通信を行うには、FOMA端末とパソ
コンをFOMA USB接続ケーブルやBluetoothで
接続し、ドコモのインターネット接続サービス
「mopera U」や「mopera」などのFOMA 64K
データ通信対応のアクセスポイント、または
ISDN同期64K対応のアクセスポイントを利用
します。
• 64Kデータ通信を利用して長時間のネットワーク
接続を行うと、通信料金が高額になりますのでご
注意ください。

■データ転送（OBEX）
FOMA USB接続ケーブルや赤外線、Bluetooth
を利用して、データを送受信する通信形態です。
FOMA端末とパソコンをFOMA USB接続ケー
ブルで接続してデータ転送を行うには、データリ
ンクソフト（P337）をパソコンにインストール
する必要があります。赤外線やBluetoothによる
データ転送を行うには、通信を行うパソコンなど
の機器に赤外線やBluetoothの機能が搭載され
ている必要があります。

FOMA端末とパソコンなどの機器
との接続方法
FOMA端末とパソコンなどの機器を接続してデー
タ通信を行うには、次の接続方法があります。
■ FOMA USB接続ケーブルを利用する（USB接続）
FOMA 端末とパソコンなどの機器をFOMA
USB接続ケーブルで接続することで、すべての通
信形態（パケット通信、64Kデータ通信、データ
転送（OBEX））を利用できます。
• FOMA USB接続ケーブルで接続する際は、通信設
定ファイル（ドライバ）のインストールが必要に
なります。接続方法や各種操作の詳細については、
「データ通信マニュアル」（PDF版）をご覧くださ
い。

• ご利用の際は、「USBモード設定」を「通信モード」
に設定してください。

■Bluetoothを利用する（Bluetooth接続）
Bluetoothを利用することで、すべての通信形態
（パケット通信、64Kデータ通信、データ転送
（OBEX））を利用できます。
• Bluetoothで接続する際は、Bluetooth接続経由
標準モデムまたはBluetooth機器メーカが提供し
ているBluetoothモデムを使用してください。イ
ンストールおよび設定については、お使いのパソ
コンやBluetooth機器メーカにお問い合わせくだ
さい。

■赤外線を利用する
赤外線機能を利用することで、データ転送
（OBEX）の通信形態を利用できます。
赤外線機能を搭載したパソコンなどの機器との
間でデータの送受信ができます。
• 通信方法→P246

ご利用にあたっての留意点
■インターネットサービスプロバイダの利用料に
ついて
インターネットを利用する場合は、ご利用になる
インターネットサービスプロバイダ（以降プロバ
イダ）に対する利用料が必要になります。この利
用料は、FOMAサービスの利用料とは別に直接プ
ロバイダにお支払いいただきます。利用料の詳細
については、ご利用のプロバイダにお問い合わせ
ください。
ドコモのインターネット接続サービス「mopera
U」または「mopera」をご利用いただけます。
「mopera U」をご利用いただく場合は、お申し
込みが必要（有料）となります。「mopera」をご
利用いただく場合は、お申し込み手続き不要、月
額使用料無料です。

■接続先（プロバイダなど）の設定について
パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異
なります。パケット通信を行うときはパケット通
信対応の接続先、64Kデータ通信を行うときは
FOMA 64Kデータ通信、またはISDN同期64K
対応の接続先をご利用ください。
• DoPaのアクセスポイントには接続できません。

デ
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• PIAFSなどのPHS64K／32Kデータ通信のアク
セスポイントには接続できません。

■ネットワークアクセス時のユーザ認証について
接続先によっては、接続時にユーザ認証（IDとパ
スワード）が必要な場合があります。その場合は、
通信ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でID
とパスワードを入力して接続してください。IDと
パスワードは接続先のプロバイダまたは接続先
のネットワーク管理者から付与されます。詳細に
ついては、プロバイダまたは接続先のネットワー
ク管理者にお問い合わせください。

■ブラウザ利用時のアクセス認証について
パソコンのブラウザでFirstPass対応サイトを
利用するときのアクセス認証で、FirstPass
（ユーザ証明書）が必要な場合は、パソコンから
次のURLに接続してFirstPass PCソフトをダ
ウンロードし、インストールおよび設定を行って
ください。
http://www.nttdocomo.co.jp/support/
download/index.html

■パケット通信および64Kデータ通信の条件
FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要に
なります（条件が整っていても基地局の混雑状況
や電波状態によって通信できないことがありま
す）。
• FOMA USB接続ケーブル（別売）が利用できるパ
ソコンであること

• Bluetoothで接続する場合、パソコンなどの機器が
Bluetooth標準規格Ver.1.2のDial-Up Networking
Profile（ダイヤルアップネットワーキングプロ
ファイル）に対応していること

• FOMA サービスエリア、または提携する海外通信
事業者のサービスエリア内であること

• パケット通信の場合、アクセスポイントが FOMA
のパケット通信に対応していること

• 64Kデータ通信の場合、アクセスポイントがFOMA
64Kデータ通信、またはISDN同期64Kに対応し
ていること

■データ通信の用語について
APN （Access Point Name）
パケット通信の接続先（プロバイダやLANなど）を
識別します。ドコモのインターネット接続サービス
「mopera U」は、APNでは「mopera.net」で表
現されます。
cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）をFOMA端末に登
録するときの登録番号です。FOMA端末では1～
10までのcidを使って10件のAPNを登録できま
す。
DNS（Domain Name System）
「nttdocomo.co.jp」のような人が理解しやすいド
メイン名をコンピュータが管理するための数字に
よるアドレスに変換するシステムです。
OBEX（Object Exchange）
IrDA（Infrared Data Association）で規定され
たファイル転送用の通信規約（プロトコル）です。
OBEXプロトコルを利用できる機器との間で、電話
帳やスケジュールの登録内容、画像などのデータを
送受信できます。

QoS（Quality of Service）
ネットワークのサービス品質を示します。FOMA端
末ではデータの通信速度の条件を指定できます（接
続時の速度は通信状況などによって可変します）。
W-TCP
FOMAネットワークでパケット通信を行うときに、
TCP／IPの伝送能力を最大限に生かすためのTCP
パラメータです。FOMA端末の通信性能を最大限に
活用するには、TCPパラメータの最適化が必要と
なります。
パソコンの管理者権限
Windows XP、Windows 2000のシステムすべ
てにアクセスできる権限のことです。管理者権限を
持たないユーザは、通信設定ファイル（ドライバ）
やFOMA PC設定ソフトなどのインストールおよ
びアンインストールができません。

お使いになる前に

動作環境について
データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は
次のとおりです。

※1：OSをアップグレードして使用されている場合の動
作は保証いたしかねます。

※2：必要メモリ／ハードディスク容量は、パソコンの
システム構成によって異なることがあります。

項　目 必要環境

パソコン本体 • PC-AT互換機でCD-ROMドライ
ブが使用できる機器

• USBポート（Universal Serial 
Bus Specification Rev1.1/2.0
準拠）

• ディスプレイ解像度800×600
ドット、High Color（65,536
色）以上を推奨

• Bluetooth接続で通信する場合
-Bluetooth標準規格Ver. 1.2に準
拠し、Dial-up Networking 
Profile（ダイヤルアップネット
ワーキングプロファイル）対応
の機器

OS※1 • Windows XP、Windows 2000
（各日本語版）

必要メモリ • Windows XP：128Mバイト以上※2

• Windows 2000：64Mバイト以
上※2

ハードディス
ク容量

• 5Mバイト以上の空き容量※2

お
使
い
に
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に

次のページへ続く
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• 動作環境によってはご使用になれない場合があり
ます。また、「動作環境について」で説明している
動作環境以外でのご使用によるお問い合わせおよ
び動作保証は、当社では責任を負いかねますのであ
らかじめご了承ください。

• FOMA端末は、Remote Wakeupには対応していま
せん。

• FOMA端末はFAX通信をサポートしていません。
• 通信設定ファイル（ドライバ）は「Designed for
Windows」のロゴマークを取得していないため、
パソコンにインストールする際にWindowsロゴテ
ストに合格していない旨のメッセージが表示され
る場合があります。その場合は「続行」をクリック
し、インストールを続けてください。

必要な機器について
データ通信を利用するためには、FOMA端末とパソ
コン以外に次の機器、およびソフトウェアが必要で
す。
• FOMA USB接続ケーブル（別売）※

• FOMA M702iS用CD-ROM（付属品）
• FOMA miniUSB変換アダプタ M01（付属品）※

※：Bluetooth接続の場合は、FOMA USB接続ケーブ
ル、FOMA miniUSB変換アダプタ M01は不要で
す。

• USB接続の場合は、専用のFOMA USB接続ケーブ
ルをお買い求めください。市販のUSBケーブルは、
コネクタの形状が異なるため、使用できません。

データ通信の準備の流れ
パケット通信や64Kデータ通信を利用する場合の
準備の流れは次のとおりです。詳細については「デー
タ通信マニュアル」（PDF版）をご覧ください。

• 「FOMA M702iS用CD-ROM」に収録されている
データ通信用ソフトの「M702iS通信設定ファイ
ル（ドライバ）」や「FOMA PC設定ソフト」は、
ドコモのホームページからもダウンロードできま
す。
http://www.nttdocomo.co.jp/support/
download/

FOMA 端 末 の「USB
モード設定」が「通信
モード」に設定されてい
ることを確認する

通信設定ファイル
（ドライバ）をインス
トールする

インストール後の確
認をする

FOMA PC設定ソフ
トをインストールし
て接続先を設定する

接続する

FOMA PC設定ソフ
トを使わずに接続先
（パケット通信の場
合）とダイヤルアッ
プネットワークを設
定する

モデムの確認をする

FOMA 端末とパソ
コンをBluetoothで
接続する

USB接続で通信する場合 Bluetooth接続で通信する場合

以下はUSB接続／Bluetooth
接続共通の設定です。

FOMA端末とパソ
コンをFOMA USB
接続ケーブルで接続
する

デ
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■「FOMA M702iS用CD-ROM」に収録されて
いるデータ通信用ソフト
M702iS通信設定ファイル（ドライバ）
FOMA端末とパソコンをFOMA USB接続ケーブ
ル（別売）で接続して、通信やファイル転送をする
ためにパソコンにインストールするファイルです。
FOMA PC設定ソフト
データ通信に必要なダイヤルアップなどの設定を
簡単に行うために、パソコンにインストールするソ
フトウェアです。

ATコマンドについて
ATコマンドとは、パソコンからFOMA端末の機能
設定や状態確認などを行うためのコマンド（命令）
です。詳細については、付属のCD-ROM内の「デー
タ通信マニュアル」（PDF版）をご覧ください。

A
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文字入力について
電話帳の登録やメールの作成など、さまざまな状況
で文字の入力が必要になりますので、あらかじめ文
字の入力方法を覚えてFOMA端末をご活用くださ
い。

文字入力画面
文字入力画面には次の情報が表示されます。

a大文字／小文字設定
：大文字
：小文字

•「自動大文字変換」を「OFF」に設定し、入
力モードを英字にしている場合のみ表示さ
れます。

b入力モード→P290
：ひらがな入力モード
：カタカナ入力モード
：英字入力モード
：数字入力モード
：区点コード入力モード

c入力可能文字数／入力可能バイト数
文字を入力して確定するごとに数字が減って
いきます。

d全角／半角設定
：全角
：半角

eカーソル
文字を入力する位置を示します。入力待ちの状
態では点滅表示します。

f変換候補
入力中の文字から予測される単語などや、入力
が確定した文字に続くと予測される単語など
が変換候補として表示されます。
• ひらがな入力モードで入力中は「日本語予
測」（P293）の「ワード予測」や「つなが
り予測」を「ON」に、英字入力モードで入
力中は「英語入力設定」（P293）の「英語
ワード予測」や「英語つながり予測」を「ON」
に設定している場合に表示されます。

• 本FOMA端末では、かな入力方式（１つのダイヤル
キーに複数の文字が割り当てられ、ダイヤルキーを
押すごとに文字が切り替わる方式）のみ利用できま
す。

• 全角／半角に関係なく文字数が決められている文
字入力画面の場合は、1文字入力して確定するごと
に入力可能文字数が1つ減っていきます。バイト数
が決められている文字入力画面の場合は、全角で入
力するごとに入力可能バイト数が2つ減り、半角で
入力するごとに入力可能バイト数が1つ減ります。

入力モードを切り替える
入力モードを切り替えるにはh［機能］を押して
「入力モード選択」を選択し、利用する入力モードを
選択します。
入力モードの種類と入力できる文字の種類は次のと
おりです。

■全角／半角設定の切り替え
t（1秒以上）押します。
• 入力モードがカタカナ／英字／数字のときに利
用できます。

• 文字が確定待ちの場合は操作できません。
■大文字／小文字設定の切り替え

アルファベットや「つ」のように大文字／小文字が
存在する文字を入力してt押すごとに、大文字と
小文字を切り替えます。
• 文字を確定した場合は操作できません。

■ダイヤルキー以外での主な操作について
i ：押すごとに入力モードを「ひらがな→カタカ

ナ→英字→数字」の順に切り替えます。文字
が確定待ちの場合は、カナ英数変換できます。

m ：押すごとに絵文字→顔文字→記号の順に一覧
画面を表示します。

o：改行します。文字が確定待ちの場合は、押す
ごとに入力した文字を逆順に切り替えます。

文字入力画面
（例：電話帳登録
画面の「メモ」
から表示）

de

f

b c
a

文字入力画面
（例：メール本文入
力画面から表示）

de

f

b c
a

入力可能文字数／入力可能バイト数

入力モード 入力できる文字

ひらがな ひらがな（変換して漢字、絵文字、顔
文字、数字、全角カタカナ、記号の入
力が可能）

絵文字 絵文字

顔文字 顔文字

数字 全角／半角数字（一部記号の入力が可能）

英字 全角／半角英字（一部記号の入力が可能）

カタカナ 全角／半角カタカナ（一部記号の入力
が可能）

記号 全角／半角記号

区点コード ひらがな、漢字、全角カタカナ、全角
数字、全角英字、記号など

文
字
入
力
に
つ
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o（1秒以上）
：全角／半角スペースを入力します（入力中の
全角／半角設定に従います）。

*：入力モードがひらがな／カタカナで文字が確
定待ちの場合は、押すごとに「濁点→半濁点」
を付加／入力します。確定待ちの文字がひら
がなで濁点のみ付加できる場合は、濁点が付
加されます。

*（1秒以上）：文字をコピーします。→P295
#（1秒以上）：文字を貼り付けます。

文字を入力する
予測機能を利用して、入力したい文字の一部を入力
して変換候補から目的の単語などを選択する操作を
繰り返すことで、すばやく文字入力ができます。
• 各ダイヤルキーで入力できる文字についは、「ダイヤ
ルキーの文字割当て一覧」（P324）を参照してくだ
さい。

漢字／ひらがな／カタカナ（全角）
を入力する
＜例：スケジュールの件名に「定例会議」を入力す
る場合＞

a 新規スケジュール画面（P255）y「件名」
文字入力画面が表示されます。

b「ていれいかいぎ」を入力
「て」：4を4回
「い」：1を2回
「れ」：9を4回
「い」：1を2回
「か」：2を1回
「い」：1を2回
「ぎ」：2を2回y*を1回

• 入力した文字から予測される単語などが変換候補
に表示されます。

• 一度に変換できる文字数は20文字までです。
• 同じボタンで入力する場合はrを押してカーソル
を進めてから次の文字を入力します。

• cを押すと、変換せずにそのまま確定します。
• 入力途中で変換候補に目的の文字が表示された場
合は、その時点で操作3へ進んでください。

c dで変換候補にカーソルを移動yaで
「定例会議」を選択yh［確定］／c
選択した文字が確定します。
■変換候補から続けて文字を入力する場合

aを押して文字を選択し、h［確定］／c
を押します。

■変換候補からの選択をキャンセルして文字を
入力する場合
そのままダイヤルキーを押して文字を入力す
るか、i［中止］／Cを押します。

d 変換が終了したらi［中止］
変換候補の表示が消えます。

e 入力が終了したらc

• 「ワード予測」や「つながり予測」を「ON」に設定
しても、予測候補がない場合は変換候補が表示され
ないことがあります。

• 学習データ（P296）や使用する辞書により、変換
候補に表示される内容は異なります。

• 複雑な漢字は一部を変形もしくは省略しています。

■変換の範囲を変更するときは
長い文字列などを入力して変
換候補に目的の文字が表示さ
れない場合は、h［変換］を
押して変換する範囲を指定し
ます。sを押して範囲を指定
yjを押して変換する文字を
選択yh［確定］を押します。さらに変換したい
文字がある場合は、この操作を繰り返します。

■「ワード予測」が「OFF」のときに変換するには
文字を入力してh［変換］／jを押すyjを押
して変換リスト画面を表示yjを押して変換する
文字を選択yh［確定］を押します。

■入力中の文字をカタカナ／英字／数字に変換す
るには
文字を入力してi［カナ英数］を押すyjを押し
て変換する文字を選択yh［確定］を押します。

文字を修正する
間違えて文字を入力した場合などは、Cで文字を
削除できます。

a aで削除する文字の左側にカーソルを
移動yC
カーソルの右側に表示されている文字が削除さ
れます。
• C（1秒以上）：カーソルの右側に表示されてい
る文字をすべて削除します。

■入力した文字をすべて削除する場合
カーソルを最後の文字の右側に移動してC
（1秒以上）を押します。

• 直前の操作で削除した文字を元に戻す場合は、h
［機能］を押して「元に戻す」を選択します。

文
字
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文字入力画面の機能メニュー
• 文字入力画面を表示したときの機能や、文字の入力状
態などにより、表示される項目が異なります。

a 文字入力画面（P290）yh［機能］y次
の操作を行う

コピー
文字をコピーします。→P295

切り取り
文字を切り取ります。→P295

全てコピー
入力したすべての文字をコピーします。→P295

全て切り取り
入力したすべての文字を切り取ります。→P295

貼り付け
コピーした／切り取った文字を貼り付けます。→P295

元に戻す
切り取ったり、貼り付けたりした文字や、Cを押して
削除した文字を元に戻します。

引用

定型文
定型文を入力します。→P292

入力モード選択
入力モードを切り替えます。→P290

入力設定
文字入力に関する各種設定を行います。→P293

英語入力機能
「入力設定」の「英語入力設定」の設定を、一括してON／
OFFに設定します。
y「ON」／「OFF」

• メール本文入力画面の機能メニュー→P181
• 数字の入力画面ではh［機能］を押して「編集機
能」を選択すると、文字入力画面の機能メニュー項
目を利用できる場合があります。また、機能メ
ニュー項目に「クリア」が表示された場合は、選択
すると数字を1桁削除できます。

定型文を入力する
FOMA端末に保存されている定型文を利用して入
力できます。定型文は8つのフォルダに分かれ、そ
れぞれのフォルダに8件登録されています。
• お買い上げ時は、「ユーザフォルダ1」「ユーザフォル
ダ2」に定型文は登録されていません。

a 文字入力画面（P290）yh［機能］y「定
型文」
定型文フォルダ一覧画面が表示されます。

b フォルダを選択yh［選択］y定型文を
選択yh［選択］
入力の確認画面が表示されます。

c h［選択］
定型文が入力されます。

• 定型文は修正／登録できます。→P294
• 定型文一覧→P328

記号を入力する
一覧から記号を選択して入力できます。全角記号の
一覧画面は7ページ、半角記号の一覧画面は1ページ
あります。

a 文字入力画面（P290）yh［機能］y「入
力モード選択」y「記号」
記号一覧画面が表示されます。
• 全角文字を入力する状態の場合は全角記号の一覧
画面、半角文字を入力する状態の場合は半角記号
の一覧画面が表示されます。

b 記号を選択yh［確定］
記号が入力されます。

• 文字入力画面でmを3回押しても、記号一覧画面
を表示できます。

• 記号・特殊文字一覧→P325

電話帳

個人データ

：電話帳に登録されている電話番号を引用し
て入力します。
y電話帳を選択yc
• 複数の電話番号が登録されている場合は、

sを押して引用する電話番号を表示して
からcを押します。

：個人データを引用して自局番号を入力しま
す。
yh［挿入］
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絵文字／顔文字を入力する
一覧から絵文字／顔文字を選択して入力できます。
絵文字一覧画面は、絵文字1が3ページ、絵文字2が
2ページあります。

a 文字入力画面（P290）yh［機能］y「入
力モード選択」y「絵文字」／「顔文字」
絵文字一覧画面／顔文字一覧画面が表示されま
す。

b 絵文字／顔文字を選択yh［確定］
絵文字／顔文字が入力されます。

• 文字入力画面でmを1回または2回押しても、絵文
字一覧画面／顔文字一覧画面を表示できます。

• 絵文字一覧／顔文字一覧→P327

入力設定

文字の入力設定をする
文字入力に関する各種設定を行います。

日本語の予測機能を設定する

日本語の入力時にワード予測機能やつながり予測機
能を利用するかどうかを設定できます。

a 文字入力画面（P290）yh［機能］y「入
力設定」

b「日本語予測」y次の操作を行う

ワード予測
入力中の文字から予測される単語などを変換候補に表示
するかどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

つながり予測
「ワード予測」を「ON」に設定している場合に、確定した
文字に続くと予測される単語などを変換候補に表示する
かどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

英語の入力方法と予測機能を設定
する

英字の確定後にスペースを挿入させたり、先頭のア
ルファベットを大文字に変換させたりするように設
定できます。また、英字の入力時にワード予測機能
やつながり予測機能を利用するかどうかを設定でき
ます。

a 入力設定画面（P293）y「英語入力設定」
y次の操作を行う

自動スペース挿入
「英語ワード予測」を「ON」に設定している場合に、入力
した英字を確定したときに自動的にスペースを挿入する
かどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

自動大文字変換
最初に入力したアルファベットや、ピリオドを入力した後
に入力したアルファベットを、自動的に大文字に変換する
かどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

英語ワード予測
入力中のアルファベットから予測される単語などを変換
候補に表示するかどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

英語つながり予測
「英語ワード予測」を「ON」に設定している場合に、確定
した英字に続くと予測される単語などを変換候補に表示
するかどうかを設定します。
y「ON」／「OFF」

文字を自動で確定するように設定
する

ひらがな入力モードやカタカナ入力モード、英字入
力モードで文字を入力したとき、自動で文字を確定
させるように設定できます。

a 入力設定画面（P293）y「自動カーソル」
y「かな／カナ」／「英字」y次の操作を行
う

OFF
自動で文字を確定しません。

速い
入力して約1秒後に文字が確定します。

お買い上げ時 ワード予測：ON　つながり予測：ON

入力設定画面

お買い上げ時

自動スペース挿入：ON
自動大文字変換：ON
英語ワード予測：ON
英語つながり予測：ON

お買い上げ時 かな／カナ：OFF　英字：普通

入
力
設
定

次のページへ続く
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普通
入力して約1.5秒後に文字が確定します。

遅い
入力して約2秒後に文字が確定します。

全角／半角を設定する

入力モードがカタカナ、英字、または数字のとき、
文字の全角／半角を切り替えます。

a 入力設定画面（P293）y「全角／半角設
定」y「半角」／「全角」

• 文字入力画面でt（1秒以上）を押しても、全角／
半角を切り替えられます。

文字の入力モードを設定する

文字入力画面を表示したときの入力モードを、ひら
がな、英字、カタカナから選択して設定できます。

a 入力設定画面（P293）y「初期設定」y
「ひらがな」／「英字」／「カタカナ」

• ひらがな入力モードを利用できる文字入力画面を
表示したときのみ有効です。

• 本設定は、文字入力画面を表示した機能ごとに設定
されます。例えば、メール本文入力画面で本設定を
変更した場合は、メール機能から表示した文字入力
画面に反映されます。

定型文編集

定型文を修正／登録する
頻繁に使用するあいさつやフレーズなどを定型文に
登録すると、文字の入力時に呼び出してすばやく入
力できます。

定型文を登録する
新しく登録する定型文は、「ユーザフォルダ1」／
「ユーザフォルダ2」に保存できます。それぞれの
フォルダには、定型文を8件まで登録できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「文字入
力」y「定型文編集」

b「ユーザフォルダ1」／「ユーザフォルダ
2」y「［新規登録］」

c 定型文を入力
定型文が登録されます。
• 全角／半角を問わず、64文字まで入力できます。

お買い上げ時の定型文を修正する
ユーザフォルダに自作の定型文を登録した場合は、
自作の定型文も修正できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「文字入
力」y「定型文編集」yフォルダを選択
yh［選択］

b 定型文を選択yc
選択した定型文が入力された定型文編集画面が
表示されます。

c 定型文を修正
定型文が登録されます。
• 全角／半角を問わず、64文字まで入力できます。

定型文一覧画面の機能メニュー

a 定型文一覧画面（P294）yh［機能］y
次の操作を行う

お買い上げ時 半角

お買い上げ時 ひらがな

定型文フォルダ
一覧画面

定型文編集画面

「あいさつ」の
定型文一覧画面

定
型
文
編
集
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編集
選択中の定型文を修正します。「お買い上げ時の定型文を
修正する」の操作3（P294）へ進みます。

1件削除
登録した定型文を削除します。
yh［はい］

初期設定にリセット
定型文をお買い上げ時の状態に戻します。
yh［はい］

新規
「定型文を登録する」の操作3（P294）へ進みます。

文字のコピー／切り取りと
貼り付け
文字をコピー／切り取りして、他の位置や画面に貼
り付けられます。コピー／切り取りした文字は、電
源を切るか新たに文字をコピー／切り取りするまで
何度でも貼り付けができます。

文字をコピーする／切り取る
入力されている文字の範囲を指定してコピー／切り
取りができます。また、入力されているすべての文
字のコピー／切り取りもできます。
• コピー／切り取りできる文字数は、全角／半角を問わ
ず、10000文字までです。

a 文字入力画面（P290）yh［機能］y「コ
ピー」／「切り取り」
■入力されているすべての文字をコピー／切り
取りをする場合
「全てコピー」／「全て切り取り」を選択しま
す。画面内の入力したすべての文字がコピー／
切り取りされ、操作が終了します。

b aでコピー／切り取りをする文字の先
頭にカーソルを移動yh［始点］

c aでコピー／切り取りをする文字の最
後にカーソルを移動yh［終点］
選択した範囲の文字が保存されます。
• 切り取りを行った場合は、選択した範囲の文字が
消えます。

• 文字入力画面で *（1 秒以上）を押しても、コ
ピーの操作ができます。操作2、3と同様に、文字
の始点と終点を選択してコピーします。

• 切り取った文字を元に戻す場合は、h［機能］を
押して「元に戻す」を選択します。

文字を貼り付ける
コピー／切り取りで保存した文字を貼り付けます。

a 文字入力画面（P290）yaで貼り付け
る位置にカーソルを移動

b h［機能］y「貼り付け」

• 文字入力画面で#（1秒以上）を押しても、貼り
付けの操作ができます。

• 貼り付けた文字を元に戻す場合は、h［機能］を
押して「元に戻す」を選択します。

• コピー／切り取りした文字列に入力できない文字
が含まれている場合は、貼り付けできません。

• 入力可能文字数を超える場合は、入力できる分だけ
貼り付けられます。

区点コード入力

区点コードで入力する
4桁の区点コードを入力してひらがなや漢字、全角
カタカナ、全角数字、全角英字、記号などを入力で
きます。
• 4桁の区点コードについては、「区点コード一覧」
（P330）を参照してください。

a 文字入力画面（P290）yh［機能］y「入
力モード選択」y「区点コード」

b 区点コードを入力
対応する文字が入力されます。
• 続けて区点コードを入力する場合は、操作1～2を
繰り返します。

区点コード入力画面

文
字
の
コ
ピ
　
／
切
り
取
り
と
貼
り
付
け

ー
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ユーザ辞書

よく使う単語を登録する
頻繁に使用する単語などをユーザ辞書に登録する
と、文字の変換時に変換候補として表示され、すば
やく入力できます。ユーザ辞書には、単語を200件
まで登録できます。

a cy （設定）y「一般設定」y「文字入
力」y「ユーザ辞書」
■登録した単語を確認する場
合
単語を選択してcを押し
ます。ユーザ辞書詳細画面
が表示され、単語と読みを
確認できます。

b「［新規登録］」

c 単語を入力
• 全角／半角を問わず、16文字まで入力できます。

d 読み（ひらがな）を入力
単語が登録されます。
• 全角で16文字まで入力できます。

• 単語や読みにスペースを入力して登録すると、ス
ペースは自動的に削除されます。

ユーザ辞書画面／ユーザ辞書詳細画面の機
能メニュー

a ユーザ辞書画面（P296）／ユーザ辞書
詳細画面yh［機能］y次の操作を行う

新規登録
「よく使う単語を登録する」の操作3（P296）へ進みます。

編集
登録済みの単語を修正します。「よく使う単語を登録する」
の操作3（P296）へ進みます。

1件削除
yh［はい］

全件削除
yh［はい］

学習データリセット

学習データを初期状態に戻す
FOMA端末に記録されている学習データをリセッ
トして、お買い上げ時の状態に戻します。

a cy （設定）y「一般設定」y「文字入
力」y「学習データリセット」yh［はい］／
i［いいえ］

■学習データとは
変換候補から選択して入力した内容や、入力した文
字を変換せずにcを押して確定した内容などの履
歴を記録したデータです。次回に同じ内容の先頭文
字を入力すると、変換候補の最初に表示されるよう
になります。

ダウンロード辞書

ダウンロードした辞書を使
用する
ｉモードのサイトなどからダウンロードした辞書を
有効にして、文字の変換時に使用するように設定で
きます。有効に設定できる辞書は5件までです。
• FOMA端末に保存できる辞書は最大10件です。
• 複数の辞書を有効に設定している場合は、変換時に使
用する辞書の優先順位を設定できます。→P297

a cy （設定）y「一般設定」y「文字入
力」y「ダウンロード辞書」

b 有効にする辞書にチェックを付ける
辞書が有効になります。
■辞書を無効にする場合
有効な辞書を選択してcを押します。

■辞書のダウンロードについて
下記メーカーサイトからダウンロードして利用で
きます。
http://motomobile.jp/

ユーザ辞書画面

ダウンロード
辞書画面

ユ
　
ザ
辞
書

ー
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ダウンロード辞書画面の機能メニュー

a ダウンロード辞書画面（P296）yh［機
能］y次の操作を行う

タイトル編集
辞書のタイトルを修正します。全角／半角を問わず、10文
字まで入力できます。
yタイトルを修正yc

辞書情報
辞書の詳細情報を確認します。

優先順位変更
有効に設定した辞書が2件以上ある場合に、辞書の優先順
位を設定します。
y辞書を選択yh［移動］yjで辞書を移動yh［挿入］
yi［完了］

1件削除
選択中の辞書を削除します。
yh［はい］

全件削除
すべての辞書を削除します。
yh［はい］

ダ
ウ
ン
ロ
　
ド
辞
書
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国際ローミング（WORLD
WING）の概要
国際ローミング（WORLD WING）とは、提携する
海外の通信事業者のネットワークを利用して、国内
で使用している電話番号のまま海外でも通話や通信
ができるサービスです。
本FOMA端末は3Gローミングエリアのみ対応して
おります。GSM/GPRSサービスエリアではご利用
になれません。
国際ローミング中に利用できるサービスについて詳
しくは『ご利用ガイドブック（国際サービス編）』を
ご覧ください。また、ドコモの『国際サービスホー
ムページ』では、国際サービスに関する最新の情報
が見られるほか、『ご利用ガイドブック（国際サービ
ス編）』の最新版をダウンロードできます。

WORLD WINGのお申し込み
• 2005年9月1日以降にFOMAサービスをご契約い
ただいた方は、お申し込み不要です。ただし、FOMA
サービスご契約時に不要である旨お申し出いただい
た方や途中でご解約された方は、再度お申し込みが必
要です。

• 2005年8月31日以前にFOMAサービスをご契約で
「WORLD WING」をお申込みいただいていない方は
お申し込みが必要です。

海外で利用できるサービス
について
接続している海外の通信事業者やネットワークに
よって、利用できる通信サービスが異なります。国
際ローミング中に利用できる通信サービスについて
詳しくは『ご利用ガイドブック（国際サービス編）』
または、ドコモの『国際サービスホームページ』を
ご覧ください。→P300

利用できる通信サービス

※1：通信事業者や地域によっては利用できない場合が
あります。

※2：自動更新は海外の通信事業者に接続されたとき、
自動的に一時停止されます。海外でｉチャネルの
自動更新を再開するには、再度ｉチャネル設定を
行う必要があります。ただし、月額料金のほかに
パケット通信料が課金されます。

※3：「ベーシックチャネル」に関して配信される情報の
自動更新についてもパケット通信料が課金されま
す。

■海外のネットワークについて

※：3rd Generation Partnership Projectの略です。
第3世代移動通信システム（IMT-2000）に関する
共通技術仕様開発のために設置された地域標準化
団体です。

海外でご利用になる前の確認
STEP1：出発前の準備について
STEP2：滞在先での利用について
STEP3：帰国後の設定について

出発前の準備について
■ご契約について
WORLD WING（P300）をお申し込みいただい
ていない場合は、お申し込みが必要です。
• WORLD WINGを契約したFOMAカードをFOMA
端末に取り付けてください。

■滞在先の国・地域の通信サービスなどについて
利用が可能な国・地域および通信事業者などの情
報については、ドコモの『国際サービスホーム
ページ』をご覧ください。→P300

■充電について
海外で充電する場合は、FOMA海外兼用ACアダ
プタ 01（別売）をご利用ください。また、滞在

ドコモの『国際サービスホームページ』URL
http://www.nttdocomo.co.jp/service/
world/

サービス 説　明

音声電話 日本国内で利用している電話番号の
まま、滞在国内での発着信や、滞在
国以外への国際電話の発着信ができ
ます。

テレビ電話 海外の特定3Ｇ携帯通信事業者ユー
ザや、日本国内のFOMAユーザとテ
レビ電話ができます。

ｉモード ｉモードを利用して、日本や滞在国
の情報などを入手できます。

ｉモードメー
ル

日本国内で利用しているメールアド
レスのまま、ｉモードメールの送受
信ができます。

ｉチャネル※1 日本国内と同様に定期的に情報が受
信できます。※2ｉチャネル対応キー
を押してチャネル一覧を表示し、詳
細情報の取得もできます。※3

SMS 日本国内のFOMAユーザや、ドコモ
以外の海外通信事業者ユーザとSMS
の送受信ができます。

データ通信 パソコンなどと接続して、海外でも
データ通信（パケット／64Kデータ
通信）が利用できます。

ネットワーク 説　明

W-CDMA
（3G）

世界標準規格である3GPP※に準拠し
た第3世代移動通信方式です。

サービス 説　明
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先の国・地域でコンセントの形状が異なる場合
は、家電量販店や海外旅行用品取扱店などで適合
した変換プラグアダプタをご用意ください。
• 海外旅行用の変圧器を使用して充電しないでくだ
さい。

• ACアダプタの取り扱いについてのご注意→P44
• 充電のしかた→P45

■ｉモードの利用について
あらかじめ「海外利用設定」を設定する必要があ
ります。海外利用設定は、「i Menu」から「料金
＆お申込・設定」→「オプション設定」→「海外
利用設定」の順で選択すると設定画面を表示でき
ます。

■ネットワークサービスの設定について
ご契約いただいているネットワークサービスの
設定／解除などの操作を海外から行うことがで
きます。次のネットワークサービスの操作が可能
です。
• 発信者番号通知サービス※1※2

• 留守番電話サービス※1 ※3

• 転送でんわサービス※1 ※3

• 番号通知お願いサービス※1

• キャッチホン※1

• 英語ガイダンスサービス※1

• 迷惑電話ストップサービス※1

• ローミングガイダンス設定※1

• ローミング時着信規制
※1：一部のサービスエリアでは設定できない場合

があります。
※2：発信者番号が正しく通知できなかったり、され

ない場合があります。
※3：海外から操作を行う場合は、あらかじめ日本国

内で遠隔操作（P279）を設定してください。
■海外で便利な機能やサービスについて

■本書と合わせて読んでいただきたい冊子について

■ご利用料金の請求について
海外でのご利用料金は毎月の利用料金と合わせ
て請求させていただきます。ただし、渡航先通信
事業者などの事情により、翌月以降の請求書にて
お支払いいただく場合があります。また、同一課
金対象の期間の利用であっても、同一月に請求さ
れない場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。

• 本書には、操作の参照に便利なクイックマニュアル
「海外利用編」を記載しています。海外でFOMA端
末をご利用いただく際にご活用ください。

滞在先での利用について
■ネットワークの切り替えについて
お買い上げ時の設定では、利用できるネットワー
クの検索・設定は自動で行われるため、切り替え
操作は必要ありません。
• ネットワークを手動で切り替えるには→P306

■ディスプレイの表示について
接続中のネットワークを
示すアイコンが表示さ
れ、利用できる通信サー
ビス（P300）を確認で
きます。また、ディスプ
レイには接続中の事業者
名も表示されます。
a接続中のネットワークを示すアイコン

：国内のFOMAネットワークに接続中
：海外の3Gネットワークに接続中

b接続中の事業者名
■スケジュール／ToDoの登録内容について
「時計設定」の「自動時刻補正」を「ON（時差補
正あり）」に設定している場合、海外で時刻が補
正されると、登録済みのスケジュール／ToDoの
時刻が自動的に補正されます。海外で利用するス
ケジュール／ToDoを日本国内で登録した場合
は、滞在先の時刻に補正された後、滞在先の時間
に合わせて登録済みのスケジュール／ToDoを修
正してください。

海外での紛失、盗難、精算などについて

〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間
受付）
■ドコモの携帯電話の場合

-81-3-5366-3114*

＊ 一般電話などからかけた場合には、日本向け通話
料がかかります。

機能／サービス 説　明

ローミングガイ
ダンス（海外）

国際ローミング中であることを相手
に音声ガイダンスでお知らせします。

ローミング時着
信規制

国際ローミング中の着信を拒否しま
す。

電卓 為替レートを設定して通貨換算がで
きます。

ワールドクロッ
ク

3つの国・地域の日付と時刻を同時
に確認できます。

電子辞書 英和辞典、和英辞典を利用して単語
などを確認できます。

冊子名 説　明

ご利用ガイド
ブック（ｉモード
＜FOMA＞編）

ⅰモードやⅰモードメールの海外
での操作方法、利用料金などを説
明しています。

ご利用ガイド
ブック（国際サー
ビス編）

サービス内容や利用料金、注意事
項など、国際ローミングサービス
の詳細を説明しています。

ご利用ガイド
ブック（ネット
ワークサービス
編）

各ネットワークサービスのサービ
ス内容や設定方法、注意事項など
を説明しています。

a

b

滞在国の国際電話アクセス番号（表1）

海
外
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ご
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用
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認
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■一般電話などからの場合＜ユニバーサルナンバー＞

-800-0120-0151*

＊ 滞在国内通話料などがかかる場合があります。

海外での故障について

〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉
（24時間受付）
■ドコモの携帯電話の場合

-81-3-6718-1414*

＊ 一般電話などからかけた場合には、日本向け通話
料がかかります。

■一般電話などからの場合＜ユニバーサルナンバー＞

-800-5931-8600*

＊ 滞在国内通話料などがかかる場合があります。

●国際電話アクセス番号、ユニバーサルナンバー
用の国際電話識別番号の最新情報については、
ドコモの国際サービスホームページをご確認く
ださい。

■主要国の国際電話アクセス番号（表1）

■ユニバーサルナンバー用国際識別番号（表2）

※ 番号は変更になる場合があります。
※ 一部ご利用になれない場合があります。
※ ユニバーサルナンバーは、表に記載のある国のみご利

用可能です。
※ ホテルから電話される場合、電話使用料を別途ホテル

から請求される場合があります（お客様の負担となり
ます）。ホテル側に確認してからご利用ください。

※ 携帯電話や公衆電話、ホテルなどからユニバーサルナ
ンバーはご利用いただけない場合が多いため、ご注意
ください。

帰国後の設定について
お買い上げ時の設定では、帰国後に自動的にFOMA
ネットワークに接続され、画面上部に が表示され
ます。
• FOMAネットワークに切り替わらない場合は、「ネッ
トワーク設定」の「ネットワーク接続モード」が「オー
ト」に設定されているか確認してください。

滞在先で電話をかける
テレビ電話をかける相手とお客様が、FOMAのテレ
ビ電話に対応した通信事業者を利用している場合は
国際テレビ電話も利用できます。

海外での紛失や盗難、利用累積額精算や故障につ
いては、取扱説明書裏面の「海外での紛失、盗難、
精算などについて」または「海外での故障に関し
て」をご覧ください。なお、紛失・盗難された後
に発生した通話・通信料もお客様のご負担となり
ますので、ご注意ください。

ご利用地域 番号 ご利用地域 番号
アイルランド 00 トルコ 00
アメリカ合衆国 011 ニュージーランド 00
アラブ首長国連邦 00 ノルウェー 00
イギリス 00 ハンガリー 00
イタリア 00 フィリピン 00
インド 00 フィンランド 00
インドネシア 001 990
オーストラリア 0011 フランス 00
オランダ 00 ブラジル 0041

カナダ 011 0021

韓国 001 0023

ギリシャ 00 ベトナム 00
シンガポール 001 ベルギー 00
スイス 00 ポーランド 00
スウェーデン 00 ポルトガル 00
スペイン 00 香港 001
タイ 001 マカオ 00
台湾 002 マレーシア 00
チェコ 00 モナコ 00
中国 00 ルクセンブルク 00
デンマーク 00 ロシア 810
ドイツ 00 2007年4月現在

ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表2）

滞在国の国際電話アクセス番号（表1）

ユニバーサルナンバー用国際電話識別番号（表2）

ご利用地域 番号 ご利用地域 番号

アイルランド 00 タイ 001

アメリカ合衆国 011 台湾 00

アルゼンチン 00 中国 00

イギリス 00 デンマーク 00

イスラエル 014 ドイツ 00

イタリア 00 ニュージーランド 00

オーストラリア 0011 ノルウェー 00

オーストリア 00 フィリピン 00

オランダ 00 フィンランド 990

カナダ 011 フランス 00

韓国 001 ブラジル 0021

コロンビア 009 ベルギー 00

シンガポール 001 香港 001

スイス 00 マレーシア 00

スウェーデン 00 ルクセンブルク 00

スペイン 00 2007年4月現在
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• 接続可能な国・地域および通信事業者などの詳細につ
いては、ドコモの『国際サービスホームページ』をご
覧ください。→P300

• 国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA 端末
に表示される相手側の画像が乱れる場合や、接続でき
ない場合がございます。

滞在国外（日本を含む）に電話をか
ける
相手の電話番号の先頭に「＋」と国番号を入力して
電話をかけます。
• 「＋」は0を1秒以上押して入力できます。
• 日本の国番号は「81」です。

a 0（1秒以上）y「国番号－地域番号（市
外局番）－相手の電話番号」を入力
• 地域番号（市外局番）の先頭が「0」の場合は、「0」
を除いて入力してください（イタリアなど一部の
国・地域は「0」が必要な場合があります）。

• 日本の携帯電話・PHSにかける場合も、同様に先
頭の「0」を除いて入力してください。

• 国番号→P304

b o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

滞在国から日本へ簡単に電話をかける

「0」から始まる電話番号が記録／登録された発着信
履歴や電話帳を利用して電話をかけると「0」の代
わりに「＋国番号（＋81）」が自動的に付加されて
簡単に日本へ電話をかけられます。
• お買い上げ時は、「＋81」（日本の国番号）が自動的
に付加されるように設定されています。→P304

a 利用する履歴／電話帳を表示
■発信履歴を利用する場合
発信履歴一覧画面（P54）／発信履歴詳細画
面（P55）を表示します。

■着信履歴を利用する場合
着信履歴一覧画面（P65）／着信履歴詳細画
面（P66）を表示します。

■電話帳を利用する場合
電話帳一覧画面（P102）／電話帳詳細画面
（P102）を表示します。

b 履歴／電話帳を選択yo／t
■電話帳一覧画面の電話帳に複数の電話番号が
登録されている場合
sを押して電話をかける電話番号を表示し、
o／tを押します。

■電話帳詳細画面の電話帳に複数の電話番号が
登録されている場合
jを押して電話をかける電話番号を表示し、
o／tを押します。

c o／c
• 発信確認画面には、「＋国番
号」の付加された電話番号が
表示されます。

■テレビ電話をかける場合
tを押します。

d h［発信］
• i［元番号発信］：「0」を「＋国番号」に変換し
ないで電話をかけます。

• FOMAネットワークのサービスエリア外（国際ロー
ミング中）でのみ利用できます。

• 次の場合、「0」は「＋国番号」に変換されません。
- ダイヤルキーで「0」から始まる電話番号を直接
入力する

- 電話番号の先頭に「＋」が入力されている

登録されている国番号を選択して滞在国外
（日本を含む）に電話をかける

機能メニューから、国番号を選択して入力した電話
番号に付加できます。

a 「地域番号（市外局番）－相手の電話番号」
を入力

b h［機能］y「国番号追加」
国番号画面が表示されます。

c 国番号を選択yh［選択］
入力した電話番号の先頭に「+国番号」が追加さ
れます。
• 入力した電話番号の先頭が「0」の場合は、「0」を
除いて「＋国番号」が追加されます。

d o／c
■テレビ電話をかける場合

tを押します。

• お買い上げ時の国番号には、55カ国の国番号が登
録されています。国番号は追加できます。→P304

• 国番号画面で0～9を押すごとに、ダイヤル
キーの割り当て文字から始まる名前（先頭の文字が
半角カタカナ、半角数字のみ）の国番号を検索でき
ます。例えば、「ス」から始まる名前の国番号は、
3を3回押します。また、「バイリンガル」を
「English」に設定している場合は、1～9を
押すごとに、ダイヤルキーの割り当て文字から始ま
る名前（先頭の文字が半角英字、半角数字、半角記
号のみ）の国番号を検索できます。例えば、「J」か
ら始まる名前の国番号は、5を1回押します。

発信確認画面
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■主要国の国番号

※ 番号は変更になる場合があります。
※ この他の国番号および詳細については、ドコモの『国

際サービスホームページ』をご覧ください。→P300

滞在国内に電話をかける
相手の電話番号を地域番号（市外局番）から入力し
て電話をかけます。
• 電話をかける相手も国際ローミング中の場合は、同じ
国・地域でも「滞在国外（日本を含む）に電話をかけ
る」と同じ方法で電話をかけてください。

• 「国番号」の「自動付加設定」で「自動付加」を「ON」
に設定している場合、地域番号（市外局番）の先頭が
「0」から始まる電話番号に電話帳または発着信履歴
から電話をかけると発信確認画面（P303）が表示さ
れます。その場合はi［元番号発信］を押して電話
をかけてください。

簡単な操作で電話をかけられるよ
うにする

国番号の自動付加を設定する

国際ローミング中に「0」から始まる電話番号を入
力して電話をかけたとき、「0」の代わりに「+国番
号」を自動的に付加するかどうかを設定します。ま
た、自動で付加する国番号を指定できます。

a cy （設定）y「通話設定」y「国際ダ
イヤル設定」y「国番号」y「自動付加設
定」y次の操作を行う

自動付加
y「ON」／「OFF」

国番号
y国番号を選択yh［選択］

国番号を登録する

国番号は60件まで登録できます。お買い上げ時に登
録されている国番号を修正することもできます。

a cy （設定）y「通話設定」y「国際ダ
イヤル設定」y「国番号」y「国番号リス
ト」

b「［新規登録］」y次の操作を行う

名前
国番号の名前を登録します。全角／半角を問わず、16文字
まで入力できます。
y名前を入力

ご利用地域 番号 ご利用地域 番号

アメリカ合衆国 1 中国 86

イギリス 44 ドイツ 49

イタリア 39 トルコ 90

インド 91 日本 81

インドネシア 62 ニューカレドニア 687

エジプト 20 ニュージーランド 64

オーストラリア 61 ノルウェー 47

オーストリア 43 ハンガリー 36

オランダ 31 フィジー 679

カナダ 1 フィリピン 63

韓国 82 フィンランド 358

ギリシャ 30 フランス 33

シンガポール 65 ブラジル 55

スイス 41 ベトナム 84

スウェーデン 46 ペルー 51

スペイン 34 ベルギー 32

タイ 66 香港 852

台湾 886 マカオ 853

タヒチ 689 マレーシア 60

チェコ 420 モルディブ 960

ロシア 7

テレビ電話をかける相手とお客様が、FOMAの
テレビ電話に対応した通信事業者を利用してい
る場合は、国際電話のダイヤル方法の後にtを
押して発信すれば「国際テレビ電話」がご利用い
ただけます。
･接続可能な国および通信事業者などの情報につ
いてはドコモのホームページをご覧ください。
･国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA
端末に表示される相手側の画像が乱れたり、接
続できない場合がございます。

お買い上げ時 自動付加：ON　国番号：ニホン（81）

お買い上げ時 55ヶ国の国番号が登録済み

国番号リスト画面
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国番号
4桁まで登録できます。
y国番号を入力

c h［完了］

• 国番号入力画面でh［機能］を押して次の操作が
できます。
-「挿入」y「指定番号自動追加」／「指定番号手
動追加」／「未定番号手動追加」の順に選択する
と、入力した国番号の後ろに「p」／「w」／「n」
を入力できます。→P57

-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利
用できます。→P292

-「登録中止」を選択すると、登録を中止します。
• 国番号リスト画面で0～9を押すごとに、ダ
イヤルキーの割り当て文字から始まる名前（先頭の
文字が半角カタカナ、半角数字のみ）の国番号を検
索できます。例えば、「ス」から始まる名前の国番
号は、3を3回押します。また、「バイリンガル」
を「English」に設定している場合は、1～9
を押すごとに、ダイヤルキーの割り当て文字から始
まる名前（先頭の文字が半角英字、半角数字、半角
記号のみ）の国番号を検索できます。例えば、「J」
から始まる名前の国番号は、5を1回押します。

国番号リスト画面の機能メニュー

a 国番号リスト画面（P304）yh［機能］
y次の操作を行う

編集
選択中の国番号を修正します。「国番号を登録する」の操
作2（P304）へ進みます。

削除
選択中の国番号を削除します。

新規
「国番号を登録する」の操作2（P304）へ進みます。

• お買い上げ時に登録されている国番号も修正でき
ます。

• 「自動付加設定」の「国番号」に設定されている国
番号は削除できません。

滞在先で電話を受ける

a 電話がかかってくる
着信音が鳴ります。
• N／M：着信音や振
動を停止します。

• p：応答を保留します。
→P67

b o／i［応答］
電話に出ます。
■カメラ画像でテレビ電話を受ける場合

t／oを押します。
■代替画像でテレビ電話を受ける場合

i［代替画像］を押します。

c 通話が終了したらp
• 音声電話の場合は、Jを1 秒以上押しても通
話を終了できます。

• 国・地域により、着信でも通話料がかかる場合があ
ります。その場合の着信料は、国際転送料と着信料
の合算になります。

• 利用する通信事業者によっては、発信者番号が通知
されない場合や、異なる発信者番号が通知される場
合があります。

• 国際ローミング中に電話がかかってきた場合は、日
本から国際転送となります。発信者には日本までの
通話料がかかり、着信者には国際転送料がかかりま
す。

• 公共モード（ドライブモード）が設定されている場
合は、着信音の鳴動やイルミネーションランプの点
滅などの着信動作は行われません。また、ディスプ
レイの表示が消えているときに電話がかかってき
ても、ディスプレイのバックライトは点灯しませ
ん。

■日本からお客様のFOMA端末に電話をかけても
らうには
日本国内と同様に、お客様の電話番号に電話をかけ
てもらいます。

■日本以外の国からお客様のFOMA端末に電話を
かけてもらうには
お客様の滞在先に関わらず、日本経由で電話がか
かってきます。海外から日本に国際電話をかけるの
と同様で、次のように番号を入力してかけてもらい
ます。
「発信国の国際アクセス番号※1‐81※2‐先頭の
「0」を除いたお客様の電話番号※3」を入力して電
話をかける
※1：発信相手が携帯電話のときは、国際アクセス番

号の代わりに「＋」を入力して発信できる場合
もあります。

※2：日本の国番号を入力します。

国番号

編集

削除

着信中画面

滞
在
先
で
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話
を
受
け
る

次のページへ続く
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※3：「090」で始まる場合は「90-XXXX-XXXX」、
「080」で始まる場合は「80-XXXX-XXXX」
を入力します。

不通の際の対処とご注意

発着信できない／圏外のまま／電源が入らない

発着信ができない、電波の受信レベルが圏外のまま
になる、電源が入らないなどの場合、次の事態が想
定されます。
• 電波の弱い場合または利用エリア外
• 現地交換機または基地局の故障、または一時的な回線
の混雑

• FOMA端末の操作ミス
• その他
最新のエリアや不通情報などについては、ドコモの
『国際サービスホームページ』をご覧ください。
→P300
また、操作方法をご確認の上、次のことをお試しく
ださい。
• 屋内の場合、屋外に出ても同じかご確認ください。
• お客様の月間利用額がご利用限度額を超えていない
かご確認ください。

• 電源を入れ直してください。
• 接続する通信事業者を手動で選択してください。
→P307

上記をご確認いただいても症状が回復しない場合
は、取扱説明書裏面のネットワークテクニカルオペ
レーションセンターへご連絡ください。

利用限度額（利用停止目安）について
• WORLD WINGは利用限度額が設定されています。
お客様の月間利用額が利用限度額を超えたことを当
社が確認したときは、当該月の末日まで本サービスの
ご利用を停止させていただきます。

• ご利用累積額は無料通信分適用前の金額となります。
• 利用限度額には、海外ローミング時に使用した通話・
通信料および着信料、テレビ電話などのデジタル通信
料および着信料、パケット通信料、SMS通信料が含
まれます。ただし、国際転送料および渡航先事業者よ
り料金データが当社に到着していないご利用料金は
含まれていないため、ご請求額が利用限度額を上回る
ことがありますが、その場合でも、停止前までにご利
用された本サービスの月間利用額をお支払いいただ
きます。

• 月間利用額のお支払いが確認できたときには、
WORLD WINGの利用停止を解除します（お支払い
後、利用停止の解除までお時間をいただく場合があり
ます）。海外からは、クレジットカード決済（1回払
いのみ）によりお支払いいただけます。

• 詳しくは、取扱説明書裏面のDoCoMoインフォメー
ションセンターにお問い合わせください。

ネットワーク設定

ネットワークの検索・設定
方法を設定する

FOMA端末がネットワークを検索・設定するときの
動作を設定できます。検索したネットワークの設定
を自動／手動のどちらで行うかを設定できます。ま
た、ネットワークの検索を行う頻度を設定できます。

a cy （設定）y「ネットワーク」

b「ネットワーク設定」

c 次の操作を行う

ネットワーク接続モード
「ネットワーク検索」を実行したとき、検出されたネット
ワークの設定方法を設定します。

ネットワーク検索頻度
y検索頻度を選択yh［選択］

d h［完了］
ネットワークの検索が開始され、検出されたネッ
トワークが設定されます。
■「ネットワーク接続モード」を「マニュアル」に
設定した場合
マニュアルリスト画面でネットワークを選択
してh［登録］を押します。

• 帰国後にネットワークの状態を示すアイコンが圏
外のままの場合は、「ネットワーク接続モード」を
「オート」に設定してください。

お買い上げ時 ネットワーク接続モード：オート
ネットワーク検索頻度：普通

オート
マニュアル

：検出したネットワークを自動で設定します。
：検出したネットワークを手動で設定します。

ネットワーク
画面

ネットワーク
設定画面
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• 「ネットワーク接続モード」が「マニュアル」に設
定されている場合でも、電波の状態やネットワーク
の検出状態によっては、マニュアルリスト画面が表
示されない場合があります。

接続先のネットワークを再検索する
ネットワークの自動検索・設定が適切に行われない
場合や、他の通信事業者のネットワークを利用した
い場合などに、ネットワークを再検索して切り替え
られます。

a ネットワーク画面（P306）y「ネット
ワーク検索」
ネットワークの検索が開始されます。
•「ネットワーク設定」の「ネットワーク接続モード」
を「オート」に設定している場合は、ネットワー
クが検出されると自動的に設定されます。

•「ネットワーク設定」の「ネットワーク接続モード」
を「マニュアル」に設定している場合は、ネット
ワークが検出されるとマニュアルリスト画面が表
示されます。操作2へ進みます。

b ネットワークを選択yh［登録］
選択したネットワークが設定されます。
■ネットワークコードを確認する場合
ネットワークを選択してcを押します。ネッ
トワークコード表示画面でcを押すと、その
ネットワークが設定されます。

• 利用したいネットワークに切り替わらない場合は、
「ネットワーク設定」の「ネットワーク接続モード」
を「マニュアル」に設定し直してから再度ネット
ワークを検索し、手動で目的のネットワークを選択
してください。

• ネットワークコード表示画面でh［機能］を押し
て「全てコピー」を選択すると、ネットワークコー
ド表示画面のすべての文字情報をコピーできます。

優先ネットワークリスト

優先的に接続する通信事業
者を設定する
FOMA端末がネットワークを検索するとき、優先し
て検索・設定するネットワークを20件まで登録でき
ます。

a cy （設定）y「ネットワーク」y「優
先ネットワークリスト」
優先ネットワークリスト画面が表示されます。
• 優先度の高いネットワークがリストの上部に表示
されます。

■ネットワークの詳細を確認する場合
ネットワークを選択してcを押します。ネッ
トワーク詳細画面が表示され、ネットワーク
コードと優先度を確認できます。

b「［優先ネットワーク登録］」
ネットワークID画面が表示されます。
■優先度を指定してネットワークを登録する場
合
追加する位置のネットワークを選択し、h［機
能］を押して「挿入」を選択します。

c ネットワークコードを入力
登録したネットワークがリストの一番下に追加
されます。
• 優先度を指定してネットワークを登録した場合
は、選択したネットワークの上に登録したネット
ワークが追加されます。

• 電波状況によっては、登録したネットワーク以外に
接続される場合があります。

• ネットワークID画面でh［機能］を押して次の操
作ができます。
-「編集機能」を選択すると、文字編集の機能を利
用できます。→P292

-「登録中止」を選択すると、登録を中止します。

優先ネットワークリスト画面／ネットワー
ク詳細画面の機能メニュー

a 優先ネットワークリスト画面／ネット
ワーク詳細画面yh［機能］y次の操作
を行う

挿入
選択中のネットワークの上に、ネットワークを登録して挿
入します。「優先的に接続する通信事業者を設定する」の
操作3（P307）へ進みます。

編集
選択中のネットワークを修正します。「優先的に接続する
通信事業者を設定する」の操作3（P307）へ進みます。

1件削除
選択中のネットワークを削除します。
yh［はい］

全てコピー
ネットワーク詳細画面内のすべての文字情報をコピーし
ます。

優
先
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利用できる通信事業者を検索して
登録する
FOMA端末を利用中の国・地域で利用できるネット
ワークを検索し、検出したネットワークに切り替え
たり、優先ネットワークリストに追加したりできま
す。

a cy （設定）y「ネットワーク」y「利
用可能ネットワーク」
ネットワークの検索が開始され、検出されたネッ
トワークの一覧が表示されます。
■ネットワークコードを確認する場合
ネットワークを選択してcを押します。ネッ
トワークコード表示画面でcを押すと、その
ネットワークに切り替わります。

b h［機能］y「登録」／「優先ネットワーク
に追加」
•「登録」を選択した場合は選択中のネットワークに
切り替えます。

•「優先ネットワークに追加」を選択した場合は、優
先ネットワークリストに登録します。

• ネットワークコード表示画面でh［機能］を押し
て次の操作ができます。
-「優先ネットワークに追加」を選択すると、優先
ネットワークリストに登録できます。

-「全てコピー」を選択すると、ネットワークコー
ド表示画面内のすべての文字情報をコピーでき
ます。

• 日本国内でネットワークの切り替えを行っても、自
動的にドコモに接続されます。

圏内通知音

ネットワーク圏内や圏外に
なったときに通知音を鳴らす

ネットワーク圏外から圏内に、または圏内から圏外
に切り替わったとき、通知音を鳴らして知らせるよ
うに設定できます。

a cy （設定）y「ネットワーク」y「圏
内通知音」y「ON」／「OFF」

ローミングガイダンス設定

ローミングガイダンスを開
始する
海外へ出発する前に、国際ローミング中に電話をか
けてきた相手に、国際ローミング中であることをお
知らせする音声ガイダンスを流すように設定できま
す。
• が表示されている場合、ローミングガイダンス
設定の操作はできません。

• 海外からもローミングガイダンス設定を操作できま
す。→P309

a cy （ネットワークサービス）y
「ローミングガイダンス設定」y次の操作
を行う

ローミングガイダンス開始
yh［はい］

ローミングガイダンス停止
yh［はい］

ローミングガイダンス設定確認
現在の設定状態を確認します。

ローミングガイダンス（海外）
海外からローミングガイダンスの操作をします。→P309

• 停止に設定中の場合は、海外事業者で設定している
呼び出し音が流れます。

• 海外通信事業者によっては設定できない場合があ
ります。

• 開始に設定した場合でも、海外通信事業者の事情に
より、外国語の音声ガイダンスが流れる場合があり
ます。

ローミング時着信規制

ローミング中は着信を受け
付けないように設定する
ローミング中に電話の着信やメールの受信など、す
べての着信を規制するように設定できます。テレビ
電話の着信のみ規制するように設定することもでき
ます。

a cy （ネットワークサービス）y
「ローミング時着信規制」y次の操作を行
う

全着信規制開始
すべての着信を規制します。
yh［はい］yネットワーク暗証番号を入力

お買い上げ時 OFF

圏
内
通
知
音
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データ呼着信規制開始
テレビ電話の着信のみを規制します。
yh［はい］yネットワーク暗証番号を入力

着信規制停止
yh［はい］yネットワーク暗証番号を入力

着信規制確認
現在の設定状態を確認します。

• 一部の海外通信事業者では、ご利用いただけませ
ん。

ローミング中にネットワー
クサービスを利用する
海外から留守番電話サービス、転送でんわサービス、
ローミングガイダンス設定のネットワークサービス
を利用できます。
• 留守番電話サービスや転送でんわサービスをご利用
になるには、各ネットワークサービスをご契約いただ
き、あらかじめ日本で「遠隔操作設定」を開始に設定
する必要があります。→P279

• 海外からの操作には、ご利用いただいた国から日本へ
の国際通話料がかかります。

• ご利用いただく国によっては、操作できない場合があ
ります。

留守番電話（海外）

滞在先で留守番電話サービスの操
作をする
海外から留守番電話サービスの開始／停止を設定で
きます。録音された伝言メッセージを再生したり、
音声ガイダンスで設定を変更したりもできます。
• が表示されている場合、留守番電話（海外）の
操作はできません。

a cy （ネットワークサービス）y「留
守番電話」y「留守番電話（海外）」

b 次の操作を行う

留守番メッセージ再生
伝言メッセージを再生します。

留守番サービス開始
留守番電話サービスを開始に設定します。

留守番サービス停止
留守番電話サービスを停止に設定します。

留守番サービス設定
音声ガイダンスに従って設定を変更します。

c 音声ガイダンスの指示に従って操作する

• 渡航先のサービスエリア外で本サービスをご利用
になるには、電波の届くところで事前に電源を切っ
ていただく必要があります。

転送でんわ（海外）

滞在先で転送でんわサービスの操
作をする
海外から転送でんわサービスの開始／停止を設定で
きます。
• が表示されている場合、転送でんわ（海外）の
操作はできません。

a cy （ネットワークサービス）y「転
送でんわ」y「転送でんわ（海外）」

b 次の操作を行う

転送サービス開始
転送でんわサービスを開始に設定します。

転送サービス停止
転送でんわを停止に設定します。

c 音声ガイダンスの指示に従って操作する

• 渡航先のサービスエリア外で本サービスをご利用
になるには、電波の届くところで事前に電源を切っ
ていただく必要があります。

ローミングガイダンス（海外）

滞在先でローミングガイダンスの
操作をする
海外からローミングガイダンスの開始／停止を設定
できます。
• が表示されている場合、ローミングガイダンス
（海外）の操作はできません。

a cy （ネットワークサービス）y
「ローミングガイダンス設定」y「ローミ
ングガイダンス（海外）」

b 音声ガイダンスの指示に従って操作する
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メニュー一覧
「お買い上げ時」欄が の設定は、「設定リセット」でお買い上げ時の状態に戻る機能です。
→P270

機能名 お買い上げ時 参照先

ｉモード
ｉMenu － P158

Bookmark

P162メインフォルダ 未登録

ユーザ作成フォルダ なし

Internet URL入力履歴 履歴なし P161

画面メモ

P164メインフォルダ 未登録

ユーザ作成フォルダ なし

ラストURL P161

メッセージR メッセージなし
P170

メッセージF メッセージなし

ｉモード問合せ － P170

ｉモード設定

文字サイズ設定 ｉモード：標準
メッセージ：標準

P168

スクロール設定 1行 P168

画像表示設定 表示する P168

メッセージ自動表示
設定

メッセージR優先 P170

メッセージ添付メロ
ディ設定

自動再生する P170

ｉモーション自動再
生設定

自動再生する P174

登録データ利用設定 利用する P168

効果音設定 再生する P168

ｉモード問合せ設定 すべてチェックあり P197

接続待ち時間設定 60秒間 P169

接続先設定 ｉモード（FOMAカード） P169

証明書センター接続
先設定

ドコモ P173

証明書設定 すべて有効 P172

ユーザ証明書操作 － P172

ｉモード設定確認 － P168

ｉモード設定リセット － P168

タスクメニュー － P158

ｉアプリ
プリインストールｉアプリのみ P208

メ
ニ
ュ
　
一
覧

ー
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メール
受信BOX

P189
メインフォルダ メールなし

ユーザ作成フォルダ なし

ｉアプリメール用
フォルダ

なし

送信BOX

P190
メインフォルダ メールなし

ユーザ作成フォルダ なし

ｉアプリメール用
フォルダ

なし

未送信BOX メインフォルダ メールなし P190

メール新規作成 － P180

SMS新規作成 － P201

チャットメール 自分 P199

デコメールテンプ
レート

プリインストールデータのみ P184

タスクメニュー － P180

ｉモード問合せ － P187

SMS問合せ － P202

メール選択受信 － P186

メール設定

ｉモード問合せ設定 すべてチェックあり P197

添付ファイル受信設
定

画像とメロディ P197

メール選択受信設定 OFF P197

メロディ自動再生設
定

自動再生する P197

受信優先設定 受信通知優先 P197

署名設定 OFF P198

引用符編集 ＞（引用符） P197

文字サイズ設定 標準 P197

スクロール設定 1行 P197

送信グループ登録 未登録 P198

SMS送達通知設定 OFF P203

SMSメッセージ有効
期限

3日 P203

SMSセンター設定 ドコモ P203

メール設定確認 － P197

メール設定リセット － P197

電話帳
－ P92

機能名 お買い上げ時 参照先

次のページへ続く

メ
ニ
ュ
　
一
覧

ー
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データBOX
マイピクチャ

ピクチャ（全て） プリインストールファイルのみ

P221
カメラ なし

ｉモード／その他 なし

プリインストール プリインストールファイルのみ

ピクチャアルバム 表示回数ランキングフォルダ
ユーザ作成アルバム：なし P232

ｉモーション

ｉモーション（全
て）

プリインストールファイルのみ

P227カメラ なし

ｉモード／その他 なし

プリインストール プリインストールファイルのみ

ｉモーションアルバ
ム

表示回数ランキングフォルダ
ユーザ作成アルバム：なし P232

メロディ

メロディ（全て） プリインストールファイルのみ

P235ｉモード／その他 なし

プリインストール プリインストールファイルのみ

プレイリスト 再生回数ランキングリスト
ユーザ作成リスト：なし P238

キャラ電

キャラ電（全て） プリインストールファイルのみ

P233ｉモード／その他 なし

プリインストール プリインストールファイルのみ

アニメーション

アニメーション（全
て）

なし

P226ｉモード／その他 なし

プリインストール なし

音声メモ

音声メモ（全て） なし
P239

マイデータ 未登録

アクセサリ
アラーム 未登録 P253

スケジュール 未登録※ P255

伝言メモ － P73

電卓 － P263

ワールドクロック （上から）東京、ロンドン、
ニューヨーク P263

電子辞書 － P264

機能名 お買い上げ時 参照先

メ
ニ
ュ
　
一
覧

ー

※：設定リセットにより、あらかじめ登録されている一部の祝日（当日より前の登録内容）が削除される場合があります。
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アクセサリ
通話履歴

着信履歴 なし P65

発信履歴 なし P54

前回入力番号 なし P56

通話時間 すべて00:00:00※1 P261

通話料金 0.00※2 P261

カメラ － P147

接続設定
（赤外線受信） － P246

（Bluetooth通信） オーディオ機器 未登録 P267

登録機器リスト 未登録 P269

設定 Bluetooth電源：OFF
名前：FOMA M702iS P266

（USBモード設定） 接続モード 通信モード P245

ネットワーク
サービス

留守番電話 － P275

キャッチホン － P275

転送でんわ － P276

迷惑電話ストップ － P277

発信者番号通知 － P49

番号通知お願いサー
ビス

－ P277

通話中着信設定 － P279

着信動作選択 通常着信 P279

応答メッセージ設定 － P281

追加サービス － P280

遠隔操作設定 － P279

英語ガイダンス － P278

デュアルネットワー
ク

－ P278

マルチナンバー － P279

ローミング時着信規
制

－ P308

ローミングガイダン
ス設定

－ P308

サービスダイヤル － P278

設定
音／バイブ設定

パターン選択 音パターン1 P112

機能名 お買い上げ時 参照先

次のページへ続く

メ
ニ
ュ
　
一
覧

ー

※1： ご利用のFOMAカードを他のFOMA端末で使用していた場合、「積算通話」にはお買い上げ時から現在までの時間
が表示されます。

※2： ご利用のFOMAカードを他のFOMA端末で使用していた場合、「積算通話」には積算通話料金リセットを実行して
から現在までの料金が表示されます。
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設定
音／バイブ設定 「音パターン1」詳細

設定
着信音量：5
電話着信：05.Solar
テレビ電話：19.Bells
メール着信：21.Triads
留守番電話着信：08.Fusion
メッセージR：20.Standard
メッセージF：20.Standard
スケジュールアラーム：19.Bells
データ着信：20.Standard
ファイル転送：サイレント
チャットメール：20.Standard
指定着信音設定：ON
ボタン確認音量：2
リマインダ：OFF

P113

着信イルミネーショ
ン

ノクターン P124

イベントイルミネー
ション

OFF P124

個人設定

画面表示設定 時計：デジタル
日付：ON
レイアウト：中央

P125

メインメニュー 表示：アイコン
並べ替え：（リスト表示の上か
ら）ｉモード、ｉアプリ、メー
ル、電話帳、データBOX、ア
クセサリ、接続設定、ネット
ワークサービス、設定

P122

ビジュアルテーマ設
定

Scorpio P122

ウェイクアップメッ
セージ

登録なし P123

待受画面 ピクチャ：83.Sparkle
レイアウト：画面全体に表示
スケジュール：OFF

P121

スクリーンセーバー ピクチャ：なし
待ち時間設定：1分 P123

マナーモード モード：マナーモード P118

一般設定

時計設定 タイムゾーン：東京
（GMT+9:0）

P48表示形式：1999年12月31日
自動時刻補正： ON（時差補正
なし）

スピードダイヤル 本体メモリ P110

ディスプレイ節電設
定

2分 P125

バックライト点灯設
定

10秒 P126

充電ランプ ON P127

機能名 お買い上げ時 参照先

メ
ニ
ュ
　
一
覧

ー
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設定
一般設定 スクロール ループ P126

文字スクロール 低速 P126

バイリンガル 日本語 P127

文字入力 ユーザ辞書：未登録
ダウンロード辞書：なし
定型文編集：お買い上げ時の登
録内容のみ

P294、
P296

明るさ 3 P127

DTMF ロング P117

設定リセット － P270

端末初期化 － P271

通話設定

時計設定 日付表示：ON
時刻表示：ON P124

通話タイマー設定 表示：時間
通知アラーム：OFF P61

通話料金設定 通話料金上限：OFF
通貨設定

P262
　通貨単位：YEN
　単位毎料金：1.000

テレビ電話設定 代替画像：bunbun（Dimo）
スピーカーホン：ON

P86、
P90

着信アンサー設定 エニーキーアンサー：OFF
オープン応答：OFF P65

保留設定 音声応答保留音：日本語
テレビ電話応答保留
　テレビ電話応答保留音：日本語
　テレビ電話応答保留画像：
　ah_img
テレビ電話中保留
　テレビ電話中保留音：
　メロディ1
　テレビ電話中保留画像：
　ch_img

P68、
P89

着信拒否 公衆電話：許可
非通知設定：許可
通知不可能：許可
電話帳登録外：許可

P139

国際ダイヤル設定 国際アクセス番号
　自動付加設定（自動付加：
　ON、国際アクセス番号：
　WORLD CALL）
　国際電話設定：
　WORLD CALL
国番号
　自動付加設定（自動付加：
　ON、国番号：ニホン）
　国番号リスト：
　55カ国の国番号が登録済み

P60、
P304

機能名 お買い上げ時 参照先

次のページへ続く

メ
ニ
ュ
　
一
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ー
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設定
通話設定 サブアドレス設定 ON P61

呼出動作開始時間 呼出動作開始時間：0秒 P139

ネットワーク

ネットワーク検索 － P307

ネットワーク設定 ネットワーク接続モード：オート
ネットワーク検索頻度：普通 P306

利用可能ネットワー
ク

－ P308

優先ネットワークリ
スト

未登録 P307

圏内通知音 OFF P308

ｉアプリ設定

ソート 名前 P213

自動起動 ON P212

ソフト情報表示 OFF P213

照明 端末設定に従う P213

バイブレータ ソフト設定に従う P213

起動失敗履歴 未登録 P213

異常終了履歴 未登録 P213

セキュリティー
エラー履歴

未登録 P213

トレース情報 未登録 P213

セキュリティ

オールロック 電源ONロック：OFF P133

サイドキーロック OFF P137

サイドキーロックヘ
ルプ

－ P138

機能ロック OFF P135

機能ロック設定 すべてチェックなし P135

シークレットデータ 非表示 P138

ダイヤル発信制限 OFF P137

PIN1コード －※ P132

PIN2コード ON P132

暗証番号変更 設定解除コード（4桁）：0000
端末暗証番号（6桁）：000000
PIN1コード：0000
PIN2コード：0000

P132、
P132

イヤホン

オート着信 OFF P266

イヤホン切替 イヤホン＋スピーカー P117

機能名 お買い上げ時 参照先

メ
ニ
ュ
　
一
覧

ー

※：お買い上げ時の設定は、FOMAカードに保存された情報により異なります。
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設定
セルフモード

セルフモード設定 OFF P134

起動時確認 OFF P134

情報表示

個人データ 未登録 P259

利用可能残量 － P262

電池残量 － P47

メモリ確認 － P270

スキャン機能 スキャン機能設定 スキャン：有効 P359

ソフトウェア更新 － P355

機能名 お買い上げ時 参照先

メ
ニ
ュ
　
一
覧

ー
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お買い上げ時に登録されているデータ
• デコメールテンプレート以外のデータは削除できません。

待受画面

スクリーンセーバー

ⅰモーション

71.Fantastic 72.Hello Moto 73.Alluring 74.Carpe Diem 75.Cold Steel 76.Lucid

77.Metropolitian 78.Mobility 79.Pink 80.Punk 81.Smooth 82.Sonance

83.Sparkle 84.Stylish 85.Twinkle 86.Zebra

87.Amplitute 88.Core 89.Fantasy 90.Shine 91.Sky-High

92.Macro

Dance Fever Splash

お
買
い
上
げ
時
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
　
タ

ー
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ビジュアルテーマ
• ビジュアルテーマを変更したとき、自動的に待受画面の画像に設定されます。データBOXからは確認でき
ません。

デコメールテンプレート

デコメールピクチャ

Scorpio Alkali Techno

Dimo1
©BVIG

Dimo2
©BVIG

Dimo3
©BVIG

Nature

Chic Future Global Cyber

01.Sorry 02.Thanks 03.プンプン 04.シクシク 05.モヤモヤ

06.メラメラ 07.ウキウキ 08.スキ 09.キライ 10.ハロー

11.バイバイ 12.がんばれ 13.Good night 14.Congratulations 15.勉強

16.お食事 17.お風呂 18.おやすみ 19.ディナー 20.パーティー

お
買
い
上
げ
時
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
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ー

次のページへ続く
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21.ドライブ 22.びっくり 23.がっかり 24.さみしい 25.あつーい

26.さむーい 27.SORRY…
（青）

28.THANK YOU !!
（オレンジ）

29.きらーい 30.えっ !!

31.フゥ～．． 32.HELLO 33.BYE 34.Happy 35.ファイト

36.Happy Birthday 37.Line 1 38.Line 2 39.Line 3 40.Line 4

41.おどろき
©BVIG

42.ラブラブ
©BVIG

43.ごめんなさい
©BVIG

44.ねむる
©BVIG

45.悲しい
©BVIG

46.あっかんべー
©BVIG

47.YO!
©BVIG

48.ムンクの叫び
©BVIG

49.いただきます！
©BVIG

50.にっこり
©BVIG

51.雨 52.くもり 53.晴れ 54.電車 55.飛行機

56.車 57.タクシー
58.ビル

59.病院 60.エーン

61.ゴメーン 62.フムフム 63.ハート 64.Line 5 65.Line 6

66.Line 7 67.Line 8 68.Line 9 69.Line 10 70.New year

お
買
い
上
げ
時
に
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フレーム

スタンプ

Aurora Beach Calypso Clover Elite Equinox

Flash Gizmo Glow Mood Lighting Pumped Rave

Release Swoosh Virtual
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ダイヤルキーの文字割当て一覧

※1：全角／半角設定が半角のときは「̃」が入力されます。
※2： の付いた文字は、大文字／小文字設定が大文字のときに入力できます。
※3： の付いた文字は、大文字／小文字設定が小文字のときに入力できます。
※4： の付いた文字は、全角／半角設定が半角のときに入力できます。
※5： の付いた文字は、文字が確定待ちの状態で付加／入力できます。濁点のみ付加できる文字の場合は「゛」

が付加され、濁点／半濁点が付加できない文字の場合は「゛」「゜」が入力されます。

入力モード
ひらがな カタカナ 英　字 数　字

キー

1 あ い う え お
ぁ ぃ ぅ ぇ ぉ １

ア イ ウ エ オ
ァ ィ ゥ ェ ォ １

. @ - _ / ～※1 : 1 1

2 か き く け こ ２ カ キ ク ケ コ ２ ※2

※3
2

3 さ し す せ そ ３ サ シ ス セ ソ ３ ※2

※3
3

4 た ち つ て と 
っ ４

タ チ ツ テ ト 
ッ ４

※2

※3
4

5 な に ぬ ね の ５ ナ ニ ヌ ネ ノ ５ ※2

※3
5

6 は ひ ふ へ ほ ６ ハ ヒ フ ヘ ホ ６ ※2

※3
6

7 ま み む め も ７ マ ミ ム メ モ ７ ※2

※3
7

8 や ゆ よ
ゃ ゅ ょ ８

ヤ ユ ヨ
ャ ュ ョ ８

※2

※3
8

9 ら り る れ ろ ９ ラ リ ル レ ロ ９ ※2

※3
9

0 わ を ん ０ ワ ヲ ン ０ 0 0

* ※5 ゛ ゜
 

※4

:

# ー 、 。 !  ? （ ） & ｰ ､ ｡ ! ?（ ） & ! ? ( ) & , ; : " ' ＃

 A B C 2 
 a b c 2 
 D E F 3 
 d e f 3 
 G H I 4 
 g h i 4 
 J K L 5 
 j k l 5 
 M N O 6 
 m n o 6 
 P Q R S 7
 p q r s 7
 T U V 8 
 t u v 8 
 W X Y Z 9
 w x y z 9

゛ ゜ .ne.jp .co.jp .com .ac.jp
@docomo.ne.jp WWW.
http:// https://
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記号・特殊文字一覧

記号一覧
■全角記号

■半角記号

記
号
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変換記号
文字入力画面で「きごう」と入力すると変換候補に記号が表示され、目的の記号を選択して入力できます。「き
ごう」以外にも次のような文字を入力すると、変換候補に記号が表示されます。

入力文字 記　号

あっと、あっとまーく  

あるふぁ  

あんだーばー  

あんど  

いげた  

いこーる  

いち  

うえ

えん  

おす

おんぷ  

かける、ばつ

かぶ、かぶしきがいしゃ

がんま  

きゅー、く、きゅう  

きろ

きろぐらむ

きろめーとる

ぐらむ

ご  

こめ、こめじるし

さん  

さんかく    

しーしー

しかく    

しぐま  

した

しめ

しゃーぷ

じゅう  

すらっしゅ   

せんち、せんちめーとる  

せんと  

だい、だいひょう

たす、ぷらす  

入力文字 記　号

でるた  

てん          
   

でんわ、てる

どしー、ど

どる  

とん

なな、しち  

なんばー   

に  

ぱーせんと   

ぱい  

はいふん  

はち  

ひく、まいなす  

ひしがた  

ひだり

ふらっと

へいほうめーとる

べーた  

ほし  

まる     

みぎ

みり、みりめーとる  

めーとる

めす

やじるし   

ゆう、ゆうげんがい
しゃ

ゆうびん、ゆうびんば
んごう

よん、し  

りっとる

ろく  

わる

記
号
・
特
殊
文
字
一
覧
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絵文字一覧
■絵文字1 ■絵文字2

• 絵文字を入力したメールをｉモード端末以外の携帯電話やパソコンなどに送信した場合、正しく表示されないこと
があります。また、ｉモード端末に送信した場合でも、相手の機種によっては正しく表示されないことがあります。

• 絵文字2に対応していないｉモード端末に絵文字2を入力したメールを送信すると、正しく表示されない場合があ
ります。

顔文字一覧
顔文字 読　み 顔文字 読　み 顔文字 読　み

あ えがお てつやあけ

あーん、かお えがお ねる

あいた えがお はい

あせ おー ぴんぽーん

あせ おどろき わおー

あら おどろき かお

ー※ かお かお

あれー、かお かお かお

いえーい かお かお

いらいら かお かお

うーん がんば かお

わーい ぐー かお

うっとり かお かお

なく かお かお

次のページへ続く
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※：顔文字一覧画面から選択して入力できます。→P293

• 文字入力画面で「読み」の欄に掲載の文字を入力すると、変換候補から顔文字を選択して入力できます。

定型文一覧

かお かお かお

かお かお かお

かお かお

かお かお

かお かお

かお かお

フォルダ 定型文

あいさつ ありがとう

ごめんね

おはよう

おやすみ

よろしく

元気？

お疲れ様

おめでとう！

返答 今電車の中

すぐ行きます

もう少し待って

了解

OK

ダメ

おまかせします

楽しみにしています

待ち合わせ 少し遅れます

もうすぐ着く

今移動中

先に行ってて

もう着いたよ

今どこにいる？

いつもの所

今日行けなくなりました

顔文字 読　み 顔文字 読　み 顔文字 読　み

定
型
文
一
覧
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お誘い TELして

今日、ヒマ？

飲みに行かない？

遊びに行こうよ

週末空いてる？

今何してるの？

都合の良い日は？

今日はダメです

ビジネス 遅れます。

会議中です。

連絡下さい。

電話下さい。

後程ご連絡いたします。

お世話になっております。

ご連絡ありがとうございました。

よろしくお願いします。

English Thank you.

I am not available right now.

I'm late.

Call me back!

Where are you now?

How are you?

See you soon.

Congratulations!

ユーザフォルダ1 （8件の定型文を登録可能）

ユーザフォルダ2 （8件の定型文を登録可能）

フォルダ 定型文

定
型
文
一
覧
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区点コード一覧
区点コードを入力するには、最初に「区点1～3桁」に記載されている3桁の数字を入力し、続
けて「区点4桁目」の数字を入力します。
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次のページへ続く
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• 区点コード一覧に掲載されている文字は、FOMA端末に表示される文字と見えかたが異なる場合があります。

マルチアクセスの組み合わせについて

○：利用できます。　×：利用できません。　△：条件により利用できます。
※1：キャッチホンをご契約の場合、通話中の電話を保留して発信／応答できます。
※2：留守番電話サービス、転送でんわサービスをご契約の場合は、着信した電話に各ネットワークサービスで

対応できます。
※3：受信すると画面上部に （黄色）が表示されますが、受信結果画面は表示されず、確認もできません。
※4：海外の一部の地域ではご利用いただける場合があります。
※5：着信履歴には残りません。

発生した通信 音声電話 テレビ電話 ｉモード ｉモードメール

現在の状態 発信 着信 発信 着信 接続 送信 受信

音声電話 △※1※2 △※1※2 × ×※2※5 ○ ○ ○

テレビ電話 × ×※2※5 × ×※2※5 × × ×

ｉモード ○ ○ × ×※4※5 × ○ ○

パケット通信（データ通信） ○ ○ × ×※4※5 × × ×

64Kデータ通信 × ×※5 × ×※5 × × ×

発生した通信 SMS ｉアプリ パケット通信
（データ通信） 64Kデータ通信

現在の状態 送信 受信 発信 送信 受信 送信 受信

音声電話 ○ ○ × ○ × × ×※5

テレビ電話 ○ ○ × × × × ×※5

ｉモード ○ ○ × × × × ×※5

パケット通信（データ通信） ○ ○ × × × × ×※5

64Kデータ通信 × ○※3 × × × × ×※5
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マルチタスクの組み合わせについて
マルチタスク機能は、特定の画面から機能メニューやソフトキーの「タスクメニュー」を選択し
て／押して利用できます。→P252

○：同時に利用できます。　×：同時に利用できません。
－：機能の表示に戻る項目が表示されます。
※1：キャッチホンをご契約いただいている場合に利用できます。
※2：通話中の電話を終了して発信するかどうかの確認画面が表示され、h［はい］を押すと音声電話／テレ

ビ電話をかけられます。i［いいえ］を押すと電話の発信が中止され、発信履歴が記録されます。
※3：SMSのみ送信できます。それ以外のメールの場合、送信できません。
※4：以前にチャネル情報を取得している場合はチャネル一覧画面を表示できますが、チャネル項目を選択して

サイトに接続することはできません。
※5：ｉモードメニュー画面は表示できますが、接続はできません。
※6：テレビ電話の発信はできますが、ｉチャネルに切り替えても通信はできません。
※7：テレビ電話の発信はできますが、ｉモード中の画面に切り替えても通信はできません。

FOMA端末から利用できるサービス

• コレクトコール（106）をご利用の際には、電話を受けた方に、通話料と1回の通話ごとの取扱手数料90円（税
込94.5円）がかかります（2007年4月現在）。

• 番号案内（104）をご利用の際には、案内料100円（税込105円）に加えて通話料がかかります。目や上肢など
の不自由な方には、無料でご案内しております。詳しくは、一般電話から116番（NTT営業窓口）までお問い合
わせください（2007年4月現在）。

サービス 電話番号

コレクトコール（料金着信払通話） （局番なし）106

一般電話の番号案内およびドコモとご契約の携帯電話の番号案内（有料）
（電話番号の案内を希望されないお客様についてはご案内できません）

（局番なし）104

電報の発信（有料：電報料） 午前8時～午後10時 （局番なし）115

時報サービス（有料） （局番なし）117

天気予報（有料） 知りたい地域の市外局番＋177

警察への緊急連絡通報 （局番なし）110

消防・救急への緊急通報 （局番なし）119

海上で事件・事故が起きたときの緊急通報 （局番なし）118

災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171

新たに使用
する機能

使用中
の機能

音声電話 テレビ電
話

電話帳 メール ｉチャネ
ル

ｉモード スケジュー
ル

音声電話 ○※1 ×※2 ○ ○ ○ ○ ○

テレビ電話 ×※2 ×※2 ○ ○※3 ×※4 ×※5 ○

メール ○ ○※3 ○ － × × ○

ｉチャネル ○ ×※6 ○ × － × ○

ｉモード ○ ×※7 ○ × × － ○

次のページへ続く
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• FOMA端末から110番・119番・118番通報の際は発信場所が特定できません。警察・消防機関側から確認など
の電話をする場合があるため携帯電話からかけていることと、電話番号と、明確な現在位置を伝えてください。ま
た、通報は途中で通話が切れないように移動せず通報し、通報後はすぐに電源を切らず、10分程度は着信のでき
る状態にしておいてください。

• おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署などに接続されない場合があります。接続されない場合は、お
近くの公衆電話または一般電話からおかけください。

• 一般電話の「転送電話」をご利用のお客様で転送先を携帯電話に指定した場合、一般電話／携帯電話の設定によっ
て携帯電話が通話中、サービスエリア外および電源を切っているときでも発信者には呼び出し音が聞こえることが
あります。

• 116番（NTT営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤル、クレジット通話などのサービスはご利用できませんので
ご注意ください（一般電話または公衆電話から、FOMA端末へおかけになる際の自動クレジット通話はご利用で
きます）。

• FOMAカードを取り付けていない場合でも、海外で緊急番号（911、999、112、000、08）をダイヤルして
緊急通報ができます。ただし、セルフモードを「ON」に設定中の場合は緊急通報ができません。

オプション・関連機器のご紹介
FOMA端末にさまざまな別売りのオプション機器を組み合わせることで、パーソナルからビジ
ネスまでさらに幅広い用途に対応できます。なお、地域によってはお取り扱いしていない商品も
あります。
詳しくは、ドコモショップなど窓口へお問い合わせください。また、オプションの詳細について
は各機器の取扱説明書などをご覧ください。
• 電池パック M03 • FOMA乾電池アダプタ 01
• リアカバー M03 • FOMA USB接続ケーブル
• FOMA ACアダプタ 01 • FOMA miniUSB変換アダプタ M01
• FOMA ACアダプタ 02※1 • miniUSBステレオヘッドセット M01
• FOMA海外兼用ACアダプタ 01※1 • Bluetoothヘッドセット F01※3

• FOMA DCアダプタ 01 • Bluetoothヘッドセット用ACアダプタ F01
• FOMA DCアダプタ 02 • FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル 01
• 車載ハンズフリーキット 01※2 • キャリングケース S 01
※1：海外で使用する場合は、渡航先に適合した変換プラグアダプタが必要です。
※2：Bluetooth機能を利用して接続してください。USB接続で充電するには、FOMA車載ハンズフリー接続

ケーブル 01が必要です。
※3：Bluetoothヘッドセット用ACアダプタ F01が必要です。
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データリンクソフトのご紹介
「FOMA Mシリーズ データリンクソフト」を利用して、FOMA端末とFOMA USB接続ケーブ
ル（別売）で接続したパソコンとの間で、電話帳やメール、画像やｉモーションなどのデータを
転送できます。
「FOMA Mシリーズ データリンクソフト」は、モトローラのホームページからダウンロードで
きます。
■ダウンロードURL
http://motorola.jp/hellomoto/M702iS/manual.htm

■対応OS
Windows XP、Windows 2000の各日本語版に対応

■免責事項
• モトローラ株式会社（以降「弊社」と記載）は、本ソフトウェアの不稼動、稼動不良を含む法律上の瑕
疵担保責任、およびその他の保証責任を負わないものとします。また、弊社は本ソフトウェアの商品性、
お客様の特定の目的に対する適合性について、いかなる保証も行わないこととします。

• 本ソフトウェアおよび関連資料に関して発生するいかなる問題も、お客様の責任と費用負担により解決
されるものとし、弊社は一切責任を負いません。

• ダウンロードするには、インターネットに接続した環境のパソコンが必要です。また、ダウンロード時には別途通
信料がかかります。

動画再生ソフトのご紹介
FOMA端末で撮影した動画（MP4形式のファイル）をパソコンで再生するには、アップルコン
ピュータ（株）のQuickTime Player（無料）Ver.6.4以上（またはver.6.3+3GPP）が必要です。
QuickTime Playerは次のホームページよりダウンロードできます。
http://www.apple.com/jp/quicktime/download/

• ダウンロードするには、インターネットに接続した環境のパソコンが必要です。また、ダウンロード時には別途通
信料がかかります。

• 動作環境、ダウンロード方法、操作方法などの詳細については、上記ホームページをご覧ください。

ダウンロード方法、転送可能データ、動作環境、操作方法、制限事項などの詳細については、上記ホーム
ページをご覧ください。

「FOMA Mシリーズ データリンクソフト」に関するお問い合わせ
モトローラ株式会社カスタマーホットライン 0120-227-217
※携帯電話、PHSからもご利用になれます。
受付時間：平日9：00～18：00（土日祝日除く）
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故障かな？と思ったら、まずチェック
症　状 チェック

FOMA端末の電源が入らない
（FOMA端末が使えない）

• 電池パックが正しく取り付けられていますか。→P42
• 電池切れになっていませんか。→P45
• デュアルネットワークサービスでmovaが有効になっている場合、FOMA
のサービスで利用できないものがあります。FOMAが有効になっているか
ご確認ください。詳しくは『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス
編）』をご覧ください。→P278 

ダイヤルキーを押しても発信
できない

• ダイヤル発信制限を設定していませんか。→P137
• オールロックを設定していませんか。→P133
• セルフモードを設定していませんか。→P134

電話をかけたら話中音（プー
…）が出てつながらない

• 市外局番を忘れていませんか。→P52
• 圏外になっていませんか。→P48

ネットワークの状態を示すア
イコンが圏外のままで「発信
できません」と表示されてい
る

• サービスエリア外か、電波の弱い／届かない場所にいませんか。→P48

待受画面に設定解除コードの
入力画面が表示されている

• オールロックを設定していませんか。→P133

FOMA端末を閉じているとき
に、サイドキーを押しても動
作しない

• サイドキーロックを設定していませんか。→P137

「ピコ」という低電圧アラーム
が鳴る

• 電池残量が少なくなっています。充電してください。→P45

充電ができない（FOMA端末
の着信／充電／イルミネー
ションランプが点灯しない、
「充電できません」または「指
定以外の電池です」と表示さ
れる）

• 電池パックが正しく取り付けられていますか。→P42
• アダプタの電源プラグがコンセントに正しく差し込まれていますか。
• FOMA端末にFOMA miniUSB変換アダプタ M01（付属品）が正しく取
り付けられていますか。

• FOMA miniUSB変換アダプタ M01にアダプタが正しく接続されています
か。→P45

•「充電ランプ」が「OFF」になっていませんか。→P127

ディスプレイが暗くなり、何
も表示されない

• ディスプレイ節電設定を設定していませんか。→P125

メールを受信したときに、異
なる着信音が鳴る

•「パターン選択」を変更していませんか。→P112

着信またはメールを受信した
ときに、着信／充電／イルミ
ネーションランプが点灯／点
滅しない

• 電話の発信者またはメールの送信者を電話帳に登録し、登録したグループ
のイルミネーションを「なし」に設定していませんか。→P99

•「着信イルミネーション」を「なし」に設定していませんか。→P124
•「イベントイルミネーション」を「OFF」に設定していませんか。
→P124

各機能で設定した画像やメロ
ディなどが動作せず、お買い
上げ時の設定で動作する

• 画像やメロディなどの取得時に取り付けていたFOMAカードが取り付けら
れていますか。→P40

積算通話料金がカウントされ
ない

• 上限（約1677万円）を超えていませんか。積算通話料金をリセットする
とカウントされます。→P261

待受画面に「FOMAカード認
識不可」と表示され消えない

• FOMAカードが正しく取り付けられていますか。→P39

故
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■海外利用時の場合

「接続できませんでした　お待
ち下さい」と表示される

• 音声回線／パケット通信設備が故障、または音声回線ネットワーク／パ
ケット通信ネットワークが非常に混み合っていますので、しばらくたって
から操作し直してください。「接続できません」と表示さ

れ、ｉモードメールやSMSを
送信できない

症　状 チェック

ネットワークの状態を示すア
イコンが圏外のままで国際
ローミングサービスを利用で
きない

• 国際ローミングサービスのサービスエリア外か、電波の弱いところにいま
せんか。

• 利用可能なサービスエリアまたは通信事業者かどうか、『ご利用ガイドブッ
ク（国際サービス編）』やドコモの『国際サービスホームページ』で確認し
てください。

• 対応しているネットワークに切り替えてください。→P307

テレビ電話やｉモードメール、
SMS、パケット通信が利用で
きない

• 利用可能なサービスエリアまたは通信事業者かどうか、『ご利用ガイドブッ
ク（国際サービス編）』やドコモの『国際サービスホームページ』で確認し
てください。

• 対応しているネットワークに切り替えてください。→P307

電話の着信やメールの受信が
できない

• ローミング時着信規制を開始に設定していませんか。→P308

海外から帰国後、ネットワー
クの状態を示すアイコンが圏
外のままである

• 海外で「ネットワーク接続モード」を「マニュアル」にして通信事業者を
設定していませんか。→P306

症　状 チェック
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こんな表示が出たら
空き容量が足りません
ソフトの保存容量が不足している
ため、これ以上保存できません。不
要なソフトを削除してください。
→P214

空き容量が不足しています
• メモリ不足などによりｉモーショ
ンを保存できません。不要なソフ
トを削除してください。
→P228、P229

• メモリ不足などによりカメラ／
ビデオカメラを撮影できませ
ん。不要なソフトを削除してく
ださい。

空き容量が不足しています　他の
ファイルを削除してください
FOMA端末のメモリが一杯のた
め、データをダウンロードできま
せん。メッセージ表示後、必要な
空き容量が表示されたら、削除す
るファイルを選択してください。

アクションなし
利用できないアクションモードに
切り替えているため、アクション
一覧を表示できません。利用でき
るアクションモードに切り替えて
から操作し直してください。
→P82

アクセス番号を入力してください
国際アクセス番号を入力していな
いため、国際電話詳細設定を登録
できません。国際アクセス番号を
入力してください。

宛先を入力してください
メール、SMSの宛先（ ）が入
力されていません。入力してから
送信してください。→ P180、
P201

アプリケーション終了
セルフモード開始前にアプリケー
ションを全て閉じてください
通信中のためセルフモードを「ON」
に設定できません。通信を終了し
てから操作をやり直してくださ
い。

アラーム設定がいっぱいです
5件のアラームが登録されている
ため、新規で設定できません。不
要なアラームを削除してから登録
してください。→P254

一致する単語がありません
入力した単語に一致する見出し語
が電子辞書にありません。

いっぱいです
最大件数のスケジュール／ToDo
が保存されています。不要なスケ
ジュール／ToDoを削除してくだ
さい。→P258

エラー
デュアルネットワークサービスの
操作中にエラーが発生したため、
操作できません。操作し直してく
ださい。

エラー　接続が中断されました
接続中のBluetooth機器により通
信が中止された、またはデータの
受信を拒否されました。

エラー
シークレットコードは 0001-
9999のうちの4桁で設定してく
ださい
シークレットコードが正しく入力
されていません。0001～9999
の4桁で入力し直してください。

エラー：保護された伝言メモは削
除できません
選択した伝言メモは保護されてい
るため削除できません。保護を解
除してから操作し直してくださ
い。

エラー　PIN ロック解除コード
（PUK）入力　残存入力回数：X

※「X」には、入力できる回数が
表示されます。

入力したPINロック解除コードが
間違っています。正しいPINロッ
ク解除コードを入力してくださ
い。

エラー　PIN1コード入力　残存入
力回数：X
※「X」には、入力できる回数が
表示されます。

入力したPIN1コードが間違って
います。正しいPIN1コードを入力
してください。

エラー　PIN2コード入力　残存
入力回数：X
※「X」には、入力できる回数が
表示されます。

入力したPIN2コードが間違って
います。正しいPIN2コードを入力
してください。

エラー
1つ以上のフィールドに無効か文
字数制限を超えているデータが含
まれています
受信した電話帳やスケジュール／
ToDoのデータに無効な情報が含
まれている、または登録可能数を
超える文字情報が含まれているた
め、一部の情報が削除されます。

遠隔操作可能なサービスは未契約
です
遠隔操作設定をご契約いただいて
いない状態で留守番電話サービス
および転送でんわサービスの遠隔
操作をしました。

遠隔操作は開始されています
遠隔操作設定を開始に設定してい
るときに開始の操作をしました。

遠隔操作は停止されています
遠隔操作設定を停止に設定してい
るときに停止の操作をしました。

応答がありませんでした（408）
サイトから応答がないため接続で
きませんでした。再度接続してく
ださい。
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海外ではメッセージフリーを受信
できません。電話機のセンター問
い合わせ設定よりメッセージフ
リーの設定を解除してください
（566）
海外ではメッセージFを問い合わ
せできません。「ｉモード問合せ設
定」で問い合わせる項目から「メッ
セージF」を外してください。
→P197

該当するメールはありません
選択した検索条件に該当するメー
ルは1件もありません。

書換え完了しました　しばらく
たってからソフトウェア更新を再
度実行してください
ソフトウェア更新の書換え完了
後、サーバへの完了通知に失敗し
ました。しばらくしてから操作し
直してください。

書換え失敗しました
ソフトウェアの更新に失敗しまし
た。またはソフトウェア更新中に
電池残量がなくなりました。ドコ
モショップなど窓口にお問い合わ
せください。

学習履歴リセット失敗
学習データのリセットに失敗しま
した。しばらくしてから操作し直
してください。

確認失敗
ダウンロードしたファイルの確認
に失敗したため、ソフトウェア更
新ができません。しばらくしてか
ら操作し直してください。

画像に誤りがあり正しく動作しま
せん
Flash再生中にエラーが発生した
ため、正しく動作しません。

画面メモ30件保存済みです　上
書きしますか？
画面メモが最大保存可能件数まで
保存されています。上書きする場
合はh［はい］を、保存しない場
合はi［いいえ］を押します。

機器未検出
再度行って下さい
Bluetooth機器の検出に失敗しま
した。操作し直してください。

期日設定エラー
ToDoリストの期日を開始日の前
に設定することはできません
期日または終了日が開始日より前
に設定されているためToDoリス
トに登録できません。期日または
開始日を変更してください。

規定のアクセス回数を超えたため
参照できません（491）
アクセス可能な回数を超えたた
め、表示できません。

希望日時の予約がいっぱいです
再度選んでください
予約が一杯のためソフトウェア更
新の予約ができません。予約を別
の日時に変更してください。

キャッチホン未契約です
キャッチホンをご契約いただいて
いない状態でキャッチホンの操作
をしました。

国番号を入力してください
国番号を入力していないため、国
番号を登録できません。国番号を
入力してください。→P304

グループ数超過
最大グループ数：10
グループが既に10件登録されて
いるため新規登録できません。不
要なグループを削除してから操作
し直してください。→P99

携帯電話とFOMAカード（UIM）
の製造番号を送信しますか？
IP（情報サービス提供者）が「携
帯電話／FOMAカード（UIM）の
製造番号」によるお客様の識別が
必要な場合に表示されます。「携帯
電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号」はインターネットを経由
して送信されるため、第三者に知
得されることがあります。なお、こ
の操作によりご使用の電話番号、
お客様の住所や年齢、性別がIP（情
報サービス提供者）などに通知さ
れることはありません。接続する
場合はh［はい］を押します。

圏外です
圏外のため、ｉモードなどの操作
ができません。電波の強い場所で
再操作してください。

現在ご利用いただけません
• ネットワークの検索中にエラー
が発生しました。操作し直して
ください。

• 検出したネットワークを手動で
設定しようとしたときにエラー
が発生しました。操作し直して
ください。

現在サービスは停止されています
留守番電話サービス／転送でんわ
サービスを停止に設定していると
きに停止の操作をしました。

現在転送サービス中です
転送でんわサービスを開始に設定
しているときに開始の操作をしま
した。

現在入力中の本文は破棄されます
テンプレートから作成しますか？
入力されているメール本文を破棄
して、テンプレートを挿入します。
テンプレートを挿入する場合は
h［はい］を、挿入しない場合は
i［いいえ］を押します。

現在番号通知お願いサービス中で
す
番号通知お願いサービスを開始に
設定しているときに開始の操作を
しました。

現在利用可能となっております
デュアルネットワークサービスを
FOMAに切り替えているときに切
り替えの操作をしました。

現在留守番サービス中です
留守番電話サービスを開始に設定
しているときに開始の操作をしま
した。

検索履歴はありません
電子辞書の検索履歴がありませ
ん。

限度数を超えました　最も古い登
録を削除し迷惑電話を登録します
がよろしいですか？
電話番号が既に30件登録されて
います。h［はい］を押すと、最
も古い登録を削除して最新の着信
番号を拒否登録します。

次のページへ続く
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件名なし
このスケジュールを保存するには
件名が必要です
件名が入力されていないためスケ
ジュールを登録できません。件名
を入力してください。

更新エラー／警告
本体／microSDのファイル数が
制限を超えました
いくつかのファイルは表示や保存
ができない場合があります
データBOXのファイル数が990
件を超えた場合に表示されます。
ダウンロードデータのみで既に
1000件保存している場合は、ダ
ウンロードはできますが、保存が
できませんので、あらかじめ不要
なファイルを削除してください。

更新期間は終了しました
ソフトウェアの更新期間が終了し
たため、ソフトウェア更新ができ
ません。ドコモショップなど窓口
にお問い合わせください。

更新できませんでした
パターンデータが更新できませ
ん。しばらくしてから操作し直し
てください。

更新できませんでした　故障取扱
窓口へご来店ください
ファイルが壊れているため、ソフ
トウェア更新を中断しました。し
ばらくしてから操作し直してくだ
さい。

個人データ未登録
不正なFOMAカードが取り付けら
れているため、個人データを表示
できません。正しいFOMAカード
を取り付けてください。→P39

異なるFOMAカード　指定された
ファイルは再生できません
ファイルを取得したときと異なる
FOMAカードを取り付けているた
め、FOMAカード動作制限機能が設
定されたファイルを起動できませ
ん。取得時のFOMAカードを取り
付けてから操作し直してください。

異なるFOMAカードが挿入されて
います　ご利用になれません
FOMAカード動作制限機能により
操作できません。ファイルの取得
時に挿入していたFOMAカードを
挿入してから操作してください。

異なるFOMAカード（UIM）でダ
ウンロード済みです　ソフトを上
書きしますか
既に異なるFOMAカードを挿入し
てダウンロードした同じｉアプリ
が保存されています。上書きする
ときはh［はい］を押します。

このカードは認識できません
• FOMA カード動作制限機能によ
りサイトに接続（通信）できま
せん。

• 正しいFOMAカードが挿入され
ているか確認してください。
→P39

• FOMA カードにエラーがありま
す。ドコモショップなど窓口に
お問い合わせください。

この機能は現在設定できません
通信中のため設定を変更できませ
ん。通信が終了してから再度設定
してください。

このサイトとのSSL通信は無効で
す
書き換えられたSSL証明書を受信
したため接続できませんでした。

このサイトの安全性が確認できま
せん　接続しますか？
SSL証明書の有効期限より前か、
期限が過ぎています。接続すると
きはh［はい］を、接続を中止す
るときはi［いいえ］を押します。

この操作はできません
この動作を実行するには正しい
FOMAカード（UIM）が必要です
FOMAカードが取り付けられてい
ない、または不正なFOMAカード
が取り付けられているため、操作
できません。FOMAカードを取り
付けてから操作し直してくださ
い。

このソフトのメールフォルダが既
にあります　利用しますか？
ダウンロードしようとしている
メール連動型ｉアプリは、既に受
信BOXに保存されています。上書
き保存したい場合はh［はい］を
押します。保存されているフォル
ダを削除して新規に保存したい場
合はi［いいえ］を押します。

このソフトは携帯電話／FOMA
カード（UIM）の製造番号を利用
します　ダウンロードしますか？
IP（情報サービス提供者）が「携
帯電話／FOMAカード（UIM）の
製造番号」によるお客様の識別が
必要な場合に表示されます。「携帯
電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号」はインターネットを経由
して送信されるため、第三者に知
得されることがあります。なお、こ
の操作によりご使用の電話番号、
お客様の住所や年齢、性別がIP（情
報サービス提供者）などに通知さ
れることはありません。接続する
場合はh［ダウンロード］を選択
します。

このソフトは登録データと携帯電
話／FOMAカード（UIM）の製造
番号を利用します　ダウンロード
しますか？
IP（情報サービス提供者）が「携
帯電話／FOMAカード（UIM）の
製造番号」によるお客様の識別が
必要な場合に表示されます。「携帯
電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号」はインターネットを経由
して送信されるため、第三者に知
得されることがあります。なお、こ
の操作によりご使用の電話番号、
お客様の住所や年齢、性別がIP（情
報サービス提供者）などに通知さ
れることはありません。接続する
場合はh［ダウンロード］を選択
します。

このソフトは登録データを利用し
ます　ダウンロードしますか？
ダウンロード時にお客様の携帯電
話に保存されている登録データ
（電話帳、ブックマーク、スケ
ジュールなど）を利用します。ダ
ウンロードする場合はh［ダウン
ロード］を選択します。

このタイプのｉモーションは再生
できません
本FOMA端末では対応していない
ｉモーションのため、再生できま
せん。→P227

このデータは最後まで取得できて
いないため保存できません
ｉモーションデータが最後まで取
得できていないため、保存できま
せん。
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このデータは保存できません
本FOMA端末では保存できない
ｉモーションです。

このデータを取得するためには時
刻設定をしてください
時計設定が設定されていないため
取得できません。時計設定をして
から取得してください。→P48

この履歴には電話番号がありませ
ん
電話番号が記録されていない発着
信履歴を選択している、または発
着信履歴が記録されていない状態
で発信操作をしました。

ご利用できません
• 電源を入れた直後でFOMA端末
がデータ処理中のため、スケ
ジュールを起動できません。し
ばらくしてから操作し直してく
ださい。

• 通話中に利用できない機能を起
動しようとしました。

これ以上保護できません
既に最大保護可能件数まで保護さ
れているため、これ以上保護でき
ません。保護を解除してから再度
操作してください。→P165、
P171、P193、P194、P195、
P196

サーバーが混みあっています
• サーバが混みあっているためソ
フトウェア更新ができません。
しばらくしてから操作し直して
ください。

• サーバが混みあっているためソ
フトウェア更新の「今すぐ更新」
を実行できません。i［予約］
を押すと、更新の予約操作がで
きます。

サービス未契約です
ｉモードをご契約していただいて
いないため、ｉモードのサービス
はご利用できません。ｉモードを
ご利用になるにはお申し込みが必
要です。ｉモードを途中から契約
された場合は、FOMA端末の電源
を一度切ってから、再度電源を入
れ直してください。

再生制限データに誤りがあるため
取得できません
ｉモーションの再生制限データが
不正なため、取得できません。

最大サイズを超えています。受信
できません
• 受信するデータが最大サイズを
超えているため、受信できませ
ん。

• ダウンロード辞書のデータが
20Kバイトを超えているため、
ダウンロードできません。

最大数登録済み
単語などが既に200件登録されて
いるため新規登録できません。不
要な単語などを削除してから操作
し直してください。→P296

サイトが移動しました（301）
サイトが移動したため、URLが変
更されています。ブックマークに
登録している場合は、登録し直し
てください。→P162

サイトに接続できませんでした
（403）
サイトに接続できませんでした。
再度接続してください。

再入力してください
入力した設定解除コードが間違っ
ています。正しい設定解除コード
を入力してください。

削除不可
自動付加のアクセス番号として設
定されています
自動的に付加するように設定して
いる国際アクセス番号のため削除
できません。

削除不可
自動付加の国番号として設定され
ています
自動的に付加するように設定して
いる国番号のため削除できません。

削除不可
登録項目をすべて削除することは
できません
電話帳には電話番号、メールアド
レス、URL、住所のいずれかの項
目が少なくとも1つ登録されてい
る必要があるため、選択した項目
を削除できません。

作成不可
本体メモリおよびFOMAカード
（UIM）がいっぱいです
FOMA端末とFOMAカードのメモ
リが一杯のため、電話帳を保存でき
ません。不要な電話帳を削除してか
ら操作し直してください。→P107

辞書設定
すでに5件設定されています
有効に設定されているダウンロー
ド辞書が既に5件あるため、選択
したダウンロード辞書を有効に設
定できません。利用しないダウン
ロード辞書を無効にしてから操作
し直してください。→P296

辞書設定
ファイルが壊れています
ダウンロード辞書のデータが無効
または壊れているため、有効に設
定できません。ダウンロード辞書
を削除してください。→P297

辞書データがいっぱいのためダウ
ンロードできません
ダウンロード辞書が既に10件保
存されているため、ダウンロード
できません。不要なデータを削除
してから操作し直してください。
→P297

辞書を起動できません
エラーが発生したため電子辞書が
起動できません。操作し直してく
ださい。

指定サイトが見つかりません
（404）
サイトが存在しないか、URLが間
違っている可能性があります。
URLを確認してから再度接続して
ください。

指定サイトに表示データがありま
せん（204）
接続したサイトなどに表示する
データがありません。

指定されたソフトがありません
FOMA端末では対応していない
ｉアプリのため、起動できません。

指定されたソフトが起動できませ
んでした
ｉアプリにエラーが発生したた
め、起動できません。

次のページへ続く
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指定されたファイルは再生できま
せん
本FOMA端末では再生できない
ｉモーションです。

指定したサイトへは接続できませ
んでした（504）
サーバから応答がないため接続で
きませんでした。再度接続してく
ださい。

指定したファイルが見つかりませ
ん（492）
選択したファイルがFOMA端末内
にありません。

自動時刻補正をOFFにしますか？
自動時刻補正がON（時差補正あ
り）に設定されているため都市お
よびタイムゾーンを変更できませ
ん
※「時計設定」の「自動時刻補
正」を「ON（時差補正なし）」に
設定している場合は「ON（時差
補正なし）」と表示されます。

「時計設定」の「自動時刻補正」を
「ON（時差補正あり）」または「ON
（時差補正なし）」に設定している
ため、ワールドクロックの都市を
変更できません。h［はい］を押
し、「自動時刻補正」を「OFF」に
設定してから操作し直してくださ
い。

自動時刻補正をOFFにしますか？
自動時刻補正がON（時差補正あ
り）のときは設定できません　設
定を変更しますか？
※「時計設定」の「自動時刻補
正」を「ON（時差補正なし）」に
設定している場合は「ON（時差
補正なし）」と表示されます。

「自動時刻補正」を「ON（時差補
正あり）」または「ON（時差補正
なし）」に設定しているため、「時
刻」「タイムゾーン」「日付」を変
更できません。h［はい］を押し、
「自動時刻補正」を「OFF」に設定
してから操作し直してください。

充電できません
FOMA端末に電池パックを取り付
けずに充電をしようとしました。
電池パックを取り付けてから充電
してください。→P42

終了時刻が開始時刻より前です
スケジュールの終了時刻を開始時
刻より前に設定することはできま
せん
終了時刻が開始時刻より前に設定
されているためスケジュールを登
録できません。開始時刻または終
了時刻を変更してください。

終了日が開始日より前の日付に
なっています
終了日が開始日より前に設定され
ているためToDoを登録できませ
ん。開始日または終了日を変更し
てください。

受信メールがいっぱいです
• 受信BOXが一杯、またはメモリ
不足のため、メール／SMSを受
信できません。不要なデータを
削除するか、メール／SMSの保
護を解除してください。

• 受信BOXが一杯、またはメモリ
不足のため、FOMAカードに保
存されているSMSをFOMA端
末本体に移動／コピーできませ
ん。不要なデータを削除するか、
メール／SMSの保護を解除し
てください。

使用不可
緊急呼のみ発信可能　お問合せ先
に連絡してください
PINロック解除コードの入力を10
回連続で間違ったため、完全にロッ
クされました。ドコモショップ窓
口にお問い合わせください。

署名をつけることができません
署名を貼り付けると、本文の最大
入力文字数を超えるため署名を設
定できません。本文を削除してく
ださい。

処理に失敗しました
• キャッチホンをご契約いただい
ていない状態で、通話中に別の
相手に電話をかけようとしまし
た。

• ダウンロードファイルが 1001
件目になったため、ダウンロー
ドの保存処理に失敗しました。
ダウンロードは続けますが、保
存はできませんので、不要な
ファイルの削除を行ってくださ
い。

新規録音を行うとｉモーションの
既存オーディオは削除されます
新規録音しますか？
「新規録音」を行うと、編集中の
ｉモーションに録音されている音
声は削除されます。「新規録音」す
る場合はh［はい］を押します。

スキャン機能使用不可
スキャン機能の起動に失敗しまし
た。操作し直してください。

スケジュール登録済み
XXXXX
※「XXXXX」には、重複するス
ケジュールの件名と開始日時が
表示されます。

h[編集]を押してスケジュールを
修正するか、h［はい]を押して
保存してください。

すでに同時刻に設定されています
同時刻のアラームが既に設定され
ています。時刻を変更してくださ
い。

全てのデータを入力できませんで
した
本文、添付ファイルなどにエラー
があったため、入力できない情報
があります。

全ての電話帳を消去して上書きし
ます
継続しますか?
赤外線全件受信を行うと、FOMA
端末に登録されている電話帳が削
除されます。赤外線全件受信を続
ける場合はh［はい］を押します。

全て保護のため削除できません
すべて保護されているため削除で
きません。保護を解除してから削
除してください。→P165、
P171、P193、P194、P195、
P196

正常に接続できませんでした
接続先にエラーがあるため正常に
接続できませんでした。

赤外線通信を中断しました
FOMA端末の電池残量が不足して
いるため、赤外線通信を中断しま
した。FOMA端末を充電してくだ
さい。→P45
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セキュリティエラーのためｉアプ
リ待受画面を解除しました
ソフトが許可されていない動作を
しようとしたため、ｉアプリ待受
画面を解除しました。セキュリ
ティエラー履歴を確認してくださ
い。→P213

セキュリティ設定されているフォ
ルダがあります　メール一括削除
の対象としますか
セキュリティが設定されている
フォルダがあります。削除する場
合はh［はい］を、削除しない場
合はi［いいえ］を押します。

セキュリティ設定中です
ダウンロードしようとしている
メール連動型ｉアプリは、既に受
信BOXに保存され、フォルダにセ
キュリティが設定されています。
上書き保存したい場合は、h
［OK］y端末暗証番号を入力しま
す。

接続が中断されました
回線が混雑しているか、通信エ
ラーが発生したため、接続が中断
されました。しばらくしてから再
度接続してください。

接続できません
•「接続先設定」で設定した接続先
アドレスが間違っているため接
続できません。設定を確認して
から再度接続してください。
→P169

• 電波が弱いため接続できませ
ん。電波の強い場所で再度操作
してください。

• 圏外のためスキャン機能やソフ
トウェア更新が利用できませ
ん。電波の強い位置まで移動し
てから操作し直してください。

接続できませんでした（562）
ｉモードセンターとの接続に失敗
しました。電波状態の良い場所に
移動して操作してください。

接続できませんでした
利用限度超過
通話料金の上限を超えたため、電
話をかけられません。「通話料金上
限」の設定を変更するか、「積算通
話料金リセット」を実行してくだ
さい。→P261、P262

接続できませんでした
利用できません
※ 状況により「アクセスできま
せん」と表示される場合があり
ます。

• 電波の状況などにより電話をか
けられませんでした。リダイヤ
ルする場合はh［再発信］を押
します。

• 発信規制中のため、しばらくし
てから接続してください。

接続不可
XXXXX
※「XXXXX」には、Bluetooth
機器名が表示されます。

検出したBluetooth機器と接続で
きない、または接続要求を受けた
ときにi［拒否］を押しました。

切断されました。利用できません。
接続先から切断されました。

設定解除コード（4桁）が違いま
す　再入力してください
入力した設定解除コードが間違っ
ています。正しい設定解除コード
を入力してください。

設定時間内に接続できませんでし
た
「接続待ち時間設定」で設定した時
間内に接続できませんでした。設
定を変更するか、再度接続してく
ださい。→P169

設定時刻エラー
このデータは再生できません
ネットワークが時間に対応してい
ない、または時間情報を有効にで
きないため、有効期限が設定され
ている著作権保護ファイルを再生
できません。

設定済みの自動起動時刻に近接し
ています
設定済みの自動起動時刻に近接し
ています。それぞれのｉアプリに
設定した自動起動時刻を確認し
て、時刻が近接しないように設定
してください。

設定できませんでした
• ローミングガイダンスの操作中
にエラーが発生したため、設定
できませんでした。操作し直し
てください。

• スキャン機能の設定に失敗した
ため有効にできませんでした。
操作し直してください。

設定不可
XXXXXとXXXXXの間の日付を
入力してください
※「XXXXX」には、年月日が表
示されます。

スケジュールまたはToDoの登録
時／コピー時に無効な日付を入力
しました。日付を入力し直してく
ださい。

セルフモード設定中です
セルフモード設定中のため、電話
やメール、ｉモードなどすべての
通信機能を利用できません。セル
フモードを解除してから再度操作
してください。→P134

セルフモードON
この操作はできません
セルフモードを「ON」に設定中の
ため、操作ができません。セルフ
モードを「OFF」に設定してから
操作し直してください。→P134

全再生制限回数：XX
※「XX」には全再生制限回数が
表示されます。

ダウンロードしたｉモーションに
は再生制限が設定されています。
画面に表示される回数のみ再生が
可能です。

操作できませんでした
エラーが発生したため、ネット
ワークサービスの操作ができませ
ん。操作し直してください。

操作内容をご確認ください
サービスコードまたは電話番号が
異なるため、ネットワークサービ
スの操作ができません。

送信できません　宛先を確認して
ください（451）
メールが正しく送信できませんで
した。宛先を確認してから再度送
信してください。→P180
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送信できませんでした　送信先の
メールがいっぱいです（551）
送信相手のメールが一杯のため、
送信できません。

送信できませんでした（552）
メールが正しく送信できませんで
した。

送信メールがいっぱいです
• 未送信BOXが一杯、またはメモ
リ不足のため、メール／SMSを
新規作成できません。不要な
メール／SMSを削除してくだ
さい。→P194、P195、P196

• 未送信BOXが一杯、またはメモ
リ不足のため、メール／SMSを
返信、転送できません。不要な
メール／SMSを削除してくだ
さい。→P194、P195、P196

そのソフトは最新です
目的のソフトが更新されていない
ため、実行できません。

ソフトサイズ（<X>K）は使用可
能なメモリ容量を超えています
いくつかのソフトを削除します
か？
容量が不足しています。いくつか
のソフトを削除してください。削
除する場合はh［はい］を押しま
す。

対応機種ではありません
• ソフトのデータに誤りがあるた
め、ダウンロードできません。

• ダウンロードやバージョンアッ
プしようとしているソフトは
FOMA 端末に対応していませ
ん。

タイトルが無効です
入力したダウンロード辞書のタイ
トルが無効です。

ダイヤル発信制限
電話帳からのみ発信できます
「ダイヤル発信制限」を「ON」に
設定しているときに、電話帳以外
の機能を利用して電話の発信をし
ようとしました。「ダイヤル発信制
限」を「OFF」に設定してから操
作し直してください。→P137

ダウンロードできませんでした
• ソフトウェア更新でソフトウェ
アのダウンロード中にエラーが
発生しました。しばらくしてか
ら操作し直してください。

• 他の機能が動作中、またはエ
ラーが発生したためダウンロー
ドできませんでした。

ダウンロード不可
このデータを取得するためには時
刻設定をしてください
日付時刻が正しく設定されていな
いため有効期限があるファイルを
ダウンロードできません。日付時
刻を設定してからダウンロードし
てください。→P48

ダウンロードを中止しました。
• 電波が弱いため、ｉモードが中断
されました。電波の強い場所に移
動してから操作し直してくださ
い。

• 電波が強い（ ）状態で表示さ
れた場合は、接続したサイトが
非常に込み合っています。しば
らくたってから接続してくださ
い。

他機能実行中
他の機能が起動中のためソフト
ウェア更新ができません。起動中
の機能を終了してから操作し直し
てください。

ただいま利用制限中の為しばらく
してからご利用下さい
• FOMA 端末の利用が制限されて
いるため、ｉモードメールの送
受信やｉモード接続などのパ
ケット通信ができません。しば
らくしてから操作し直してくだ
さい。

• パケ・ホーダイをご利用の場合、
一定時間内に大量の通信を行う
と、一定時間接続できなくなる
ことがあります。しばらくして
から再度接続してください。

ただいまｉモードメールが混み
あっています　しばらくお待ち下
さい
回線が非常に混み合っています。
しばらくしてから再度操作してく
ださい。

単語は無効です
単語入力画面で何も入力していな
いでcを押したため、ユーザ辞書
を登録できません。単語を入力し
てください。

端末暗証番号（6桁）が違います
入力した端末暗証番号が間違って
います。正しい端末暗証番号を入
力してください。

端末暗証番号（6桁）が違います
再入力してください
入力した端末暗証番号が間違って
います。正しい端末暗証番号を入
力してください。

チャネル情報取得失敗
ｉチャネルの情報を取得できませ
んでした。電波の強い場所で再度
操作してください。

通信中です　受信できません
通信中のためｉモードサービスは
利用できません。通信を終了して
から再度操作してください。

通信中です　送信できません
通信中のため送信できません。通
信を終了してから再度送信してく
ださい。

通信に失敗しました
サーバへの接続に失敗したためソ
フトウェア更新ができません。し
ばらくしてから操作し直してくだ
さい。

次の宛先にはメール送信できませ
んでした（561）
●●＠△△△.ne.jp
※ メールアドレスは送信先によ
り表示が異なります。

表示された宛先にはメールを送信
できませんでした。

データがいっぱいのためダウン
ロードできません
FOMA端末のメモリが不足してい
るため、ダウンロード辞書を保存
できません。不要なデータを削除
してから操作し直してください。
→P297

データが保護されているため削除
できません
検知した警告レベル3またはレベ
ル4のデータを削除できません。
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デュアルネットワークサービス未
契約です
デュアルネットワークサービスを
ご契約いただいていない状態で
デュアルネットワークサービスの
操作をしました。

テレビ電話
開始エラー
エラーが発生したためテレビ電話
を発信できません。操作し直して
ください。

電源が入っていなかったため予約
起動時刻に更新できませんでした
予約した日時にFOMA端末の電源
が入っていなかったため、ソフト
ウェア更新ができませんでした。
h［更新］を押して端末暗証番号
を入力し、ソフトウェア更新を操
作し直してください。

転送サービス未契約です
転送でんわサービスをご契約いた
だいていない状態で転送でんわ
サービスの操作をしました。

転送先番号を設定してください
サービスコードまたは電話番号が
異なるため、転送先の電話番号を
変更できません。

電池不足です　フル充電してくだ
さい
電池残量が少ないためソフトウェ
ア更新ができません。フル充電し
てから操作し直してください。

電池不足のため起動できません
電池残量が少ないためスキャン機
能を起動できません。フル充電し
てから操作し直してください。

テンプレートとして保存できませ
ん
デコレーションが設定されていな
いため、テンプレートとして保存
できません。

登録機器なし
Bluetooth登録機器はありません
登 録 機 器 リ ス ト に 登 録 し た
Bluetooth機器がありません。

登録中です　しばらくしてからご
利用ください（554）
ユーザ登録中のため操作できませ
ん。しばらくしてから再度操作し
てください。

登録できませんでした
登録に失敗したため、着信番号を
拒否登録できませんでした。操作
し直してください。

登録不可
Bluetooth登録機器リストがいっ
ぱいです
登録済みの機器が一杯のため機器
登録できません。不要な登録を削
除してから操作し直してくださ
い。→P269

時計
カレンダー表示中は時計をアナロ
グに変更できません
「待受画面」の「スケジュール」が
「ON」に設定されているため、「画
面表示設定」の「時計」の設定を
変更できません。

名前登録済み
グループ名が重複しています　別
の名称を付けてください
入力したグループ名は既に登録さ
れています。別の名前を入力して
ください。

名前を入力して下さい
• 名前を入力していないため、国
際アクセス番号を登録できませ
ん。名前を入力してください。

• 名前を入力していないため、国
番号を登録できません。名前を
入力してください。

入力データ又はURLが長すぎます
URLの文字数が多すぎるため、接
続できません。URLの文字数は半
角で最大256文字です。

入力データをご確認ください
（205）
入力内容が間違っています。入力
内容を確認してから再度操作して
ください。

認識できないデータ
認識できないデータについては表
示されません
受信した電話帳やスケジュール／
ToDo のデータに認識できない
データが含まれています。

認証タイプに未対応です（401）
対応していない認証タイプのため
接続できません。

認証に失敗しました
• 入力した認証パスワードが間
違っています。正しい認証パス
ワードを入力してください。

• 電話帳などの全件送信時に入力
した端末暗証番号が間違ってい
る、または端末暗証番号／認証
パスワードの入力時にi［中
止］を押しました。正しい端末
暗証番号を入力するか、操作し
直してください。

ネットワーク暗証番号が誤ってい
ます
入力したネットワーク暗証番号が
間違っています。正しいネット
ワーク暗証番号を入力してくださ
い。

ネットワーク時刻が不明なため利
用できません
ネットワークの時刻情報が利用で
きないため、「自動時刻補正」の設
定を変更できません。

ネットワーク時刻未設定
再生制限付きコンテンツはネット
ワーク時刻が設定されるまで使用
できません
ネットワークの時間情報が無効な
ため、有効期限が設定されている
著作権保護ファイルを再生できま
せん。

ネットワークはご利用できません
ネットワークの検索に失敗しまし
た。操作し直してください。

ネットワークリストがいっぱいで
す
優先ネットワークリストが一杯の
ためネットワークを追加／登録／
挿入できません。優先ネットワー
クリストの不要なネットワークを
削除してから操作し直してくださ
い。→P307

次のページへ続く
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バージョン表示できませんでした
パターンデータのバージョン表示
に失敗しました。操作し直してく
ださい。

パスキーが違います
再度行って下さい
入力したパスキーが間違ってい
る、またはパスキーの認証中にi
［中止］を押しました。正しいパス
キーを入力するか、操作し直して
ください。

パスキーが違います
パスキーは1桁以上で入力してく
ださい
入力したパスキーが照合できませ
ん。正しいパスキーを入力してく
ださい。

パターンデータは最新です
パターンデータは最新のため、更
新は必要ありません。

ピクチャーを転送できません
XXXXX
このファイルは転送できません
※「XXXXX」には、ファイル名
が表示されます。

送信できないファイルが含まれて
いるため、ファイルを削除してか
ら電話帳がBluetooth／赤外線経
由で送信されます。

ピクチャーを添付できません
XXXX
このピクチャー形式はサポートさ
れていません
※「XXXX」には、ファイル名が
表示されます。

送信できない形式のファイルが含
まれているため、ファイルを削除
してから電話帳がBluetooth／赤
外線経由で送信されます。

日付が未設定のため更新できませ
ん
日付時刻が正しく設定されていな
いためスキャン機能を起動できま
せん。日付時刻を設定してから操
作し直してください。→P48

ファイルが大きすぎるためメール
に添付できません　保存します
か？
編集したｉモーションは、メール
に添付できないファイルサイズで
保存されます。保存する場合はh
［はい］を押します。

ファイルが壊れていました（493）
取得したファイルが壊れているた
め、操作できません。

ファイル形式が認識できません
本FOMA端末では認識できない
ファイル形式のため受信できませ
ん。

ファイルサイズが小さいため利用
できない編集項目があります
ファイルサイズが60×60ドット
以下のため、編集できない項目が
あります。

ファイルサイズが不正です　ダウ
ンロードできません
ダウンロード辞書のデータサイズ
が不正なため、ダウンロードでき
ません。

ファイル制限ありの画像を削除し
ました
制限が設定されている画像を削除
しました。テンプレートに画像は
引用されません。

＜ファイル名＞がすでに存在して
います　上書きしますか？
既に存在するファイル名で保存し
ようとしています。上書き保存す
る場合はh［はい］を、他のファ
イル名で保存する場合はi［いい
え］を押します。

ファイルを添付することができま
せん
添付ファイルが制限数を超えてい
るのでこれ以上添付できません。
→P185

付加番号Xは未契約です
※「X」には、操作した付加番号
の数字（1または2）が表示され
ます。

付加番号1または2をご契約いた
だいていない状態で付加番号1ま
たは2の登録操作をしました。

不正なファイルです
ダウンロード辞書が不正なため、
ダウンロードできません。

フレーム画像は対応していません
フレーム画像には対応していない
ため保存できません。

変更完了　サマータイムを設定し
ました
時計設定とスケジュール／ToDo
の時刻がサマータイムに補正され
ました。

他の機能が起動中のため起動でき
ません
他の機能が起動中のためスキャン
機能を起動できません。起動中の
機能を終了してから操作し直して
ください。

保護された画面メモが含まれてい
るためフォルダ削除できません
選択したフォルダ内に保護された
画面メモが含まれているため、
フォルダを削除できません。保護
を解除してから削除してくださ
い。→P165

保護のため削除できません
保護されているため削除できませ
ん。保護を解除してから削除して
ください。→P165、P171、
P193、P194、P195、P196

保護メールが含まれているため
フォルダ削除できません
保護されているメールが含まれて
いるため、フォルダを削除できま
せん。保護を解除してからフォル
ダを削除してください。→P193、
P194、P195、P196

保存不可
最低1つの電話番号か宛先情報の
入力が必要です
必要な情報が入力されていないた
め、電話帳を登録できません。電
話番号、メールアドレス、URL、
住所のいずれかの項目を入力して
ください。

保存不可
電話番号またはメールアドレスを
入力してください
必要な情報が入力されていないた
め、電話帳を登録できません。電
話番号、メールアドレス、URL、
住所のいずれかの項目を入力して
ください。

保存不可
名前を入力してください
名前を入力していないため、電話
帳／グループを登録できません。
名前を入力してください。
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本体に作成しますか？
FOMAカード（UIM）がいっぱい
です
FOMAカードのメモリが一杯のた
め、電話帳を保存できません。h
［はい］を押してFOMA端末（本
体）電話帳に登録するか、不要な
電話帳を削除してから操作し直し
てください。→P107

本体又はFOMAカード（UIM）の
メ モ リ に 空 き が あ り ま せ ん
SMSを受信するには不要なメー
ルを削除してください
受信BOXが一杯、メモリ不足、ま
たはFOMAカードの保存容量が不
足しているため、SMSを受信でき
ません。不要なデータを削除する
か、メール／SMSの保護を解除し
てください。

本文入力サイズオーバーです　本
文を削除してください
本文に入力できる最大文字数を超
えています。本文を削除してくだ
さい。

待受エラーです　待受から解除し
ますか？
ｉアプリ待受画面にエラーが発生
しました。待受画面から解除する
場合はh［はい］を、解除しない
場合はi［いいえ］を押します。

マナーモードに設定されていま
す。音声を再生しますか？
FOMA端末がマナーモードに設定
されています。音声付で動画やメ
ロディを再生する場合は、h［は
い］を押します。

マルチナンバー未契約です
マルチナンバーをご契約いただい
ていない状態でマルチナンバーの
操作をしました。

見つかりません
入力した数字に対応する番号に
サービスダイヤルがありません。

未登録番号
クイックアクセス番号X
クイックアクセス番号が無効です
※「X」には、入力した番号が表
示されます。

入力したクイックアクセス番号
（P102）が無効です。

未登録番号
クイックアクセス番号X
未登録
※「X」には、入力した番号が表
示されます。

入力したクイックアクセス番号
（P102）が設定されているFOMA
カード電話帳がありません。

未登録番号
スピードダイヤル番号X
スピードダイヤルが設定されてい
ません
※「X」には、入力した番号が表
示されます。

入力した番号にスピードダイヤル
が登録されていません。スピード
ダイヤルを登録してください。
→P109

未入力のため保存できません
（宛先）、 （件名）、 （本文）に

何も入力されていない場合、ファ
イルも添付されていない場合は保
存できません。

無効
正しいメールアドレスを入れて下
さい
メールアドレスが正しく入力され
ていません。ドメインなどの入力
内容を確認してください。

無効なデータが含まれています
読み取った情報にFOMA端末では
対応していないデータが含まれて
いるため、認識できません。

無効なデータを受信しました
（XXX）
受信したデータにエラーがあるた
めサイトを表示できません。
（XXX）には3桁の数字が表示され
ます。

無効な文字は貼り付けされません
コピー／切り取りした文字に貼り
付けできない文字が含まれている
ため、貼り付けできません。

無効
＠を入力してください
メールアドレスに「＠」が入力さ
れていません。「＠」を入力してく
ださい。

名称が不正です
使用できない文字を入力したた
め、「メモリ確認」の名称変更がで
きません。アルファベット、数字、
または記号（／ ￥ : < > : " ? ）
を使用してください。

迷惑電話ストップサービス未契約
です
迷惑電話ストップサービスをご契
約いただいていない状態で迷惑電
話ストップサービスの操作をしま
した。

メール選択受信がONのため起動
できません
「メール選択受信設定」を「ON」
に設定している場合は、チャット
メールを利用できません。「メール
選択受信設定」を「OFF」に設定
してください。→P197

メールフォルダ数がいっぱいのた
めダウンロードできません
受信BOXのフォルダ数が一杯の
ため、メッセージｉアプリをダウ
ンロードできません。不要なフォ
ルダを削除してからダウンロード
してください。→P193

メール・メッセージがいっぱいで
す
受信BOXが一杯、メモリ不足、ま
たはメッセージＲ/Fが最大保存件
数まで保存されているため、メー
ル／SMS、メッセージＲ/Fを受
信できません。不要なデータを削
除するか、メール／SMS、メッ
セージＲ/Fの保護を解除してくだ
さい。

メッセージ
オーバーした文字を削除しました
入力可能桁数（20桁）を超える電
話番号をSMSの宛先に入力しよ
うとしたため、超えた分が削除さ
れました。

メッセージがいっぱいです
メッセージＲ/Fが最大保存件数ま
で保存されている、またはメモリ
不足のため、メッセージＲ/Fを受
信できません。不要なデータを削
除するか、メッセージＲ/Fの保護
を解除してください。
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メッセージ
セルフモード設定中です
セルフモードを「ON」に設定中の
ため、ｉモードやｉチャネルの通
信、メールの送信ができません。セ
ルフモードを「OFF」に設定して
から、操作し直してください。
→P134

メッセージ
ダイヤル発信制限設定中です
「ダイヤル発信制限」を「ON」に
設定しているときに、電話帳以外
の機能を利用してメールの作成・
送信をしようとしました。「ダイヤ
ル発信制限」を「OFF」に設定し
てから操作し直してください。
→P137

メッセージ
メモリが足りません
FOMA端末のメモリが不足したた
め、ｉモード機能を利用できませ
ん。利用中の機能を終了してから
操作し直してください。

メモリがいっぱいです
データBOXを更新するには空き
容量が必要です　ファイルを削除
しますか？
• FOMA 端末のメモリが一杯のた
め、データをダウンロードでき
ません。h［はい］を選択して
削除するファイルを選択してく
ださい。

• FOMA 端末のメモリが一杯のた
め、データBOXを開けません。
h［はい］を選択して削除する
ファイルを選択してください。

メモリがいっぱいです
電話帳を本体にコピーできません
FOMA端末のメモリが一杯のた
め、電話帳をコピーできません。不
要な電話帳を削除してから操作し
直してください。→P107

メモリがいっぱいです
電話帳をFOMAカード（UIM）に
コピーできません
FOMAカードのメモリが一杯のた
め、電話帳をコピーできません。不
要な電話帳を削除してから操作し
直してください。→P107

メモリが一杯です。古いメールを
削除して下さい。
受信メール、メッセージが最大保
存件数まで保存されているため、
これ以上受信できません。不要な
受信メール、メッセージを削除し
てください。→ P171、P171、
P193、P194、P196

メモリがいっぱいです：
本体からFOMAカード（UIM）へ
コピー：X/X
※「X/X」には、「コピー済みの
件数／全コピー件数」が表示さ
れます。

FOMAカードのメモリが一杯のた
め、電話帳をコピーできません。不
要な電話帳を削除してから操作し
直してください。→P107

メモリがいっぱいです：
FOMAカード（UIM）から本体へ
コピー：X/X
※「X/X」には、「コピー済みの
件数／全コピー件数」が表示さ
れます。

FOMA端末のメモリが一杯のた
め、電話帳をコピーできません。不
要な電話帳を削除してから操作し
直してください。→P107

メンバーがいっぱいで登録できま
せん
チャットメンバーに既に5件登録
されているため、これ以上登録で
きません。チャットメンバーを削
除して登録してください。
→P199

メンバー設定を行ってください
チャットメンバーに登録していな
い相手にはチャットメールは送信
できません。チャットメンバーに
登録してください。→P199

文字数制限を超えているため貼り
付けできません
入力できる文字数を超えるため、
すべての文字を貼り付けできませ
ん。

文字入力サイズオーバーです　本
文を削除してください
メール本文に入力できる最大文字
数を超えるため、本文を入力でき
ません。本文を削除してください。

ユーザ証明書がありません　継続
しますか？
ユーザ証明書がダウンロードされ
ていません。接続するときはh
［はい］を、接続を中止するときは
i［いいえ］を押します。
ただし、h［はい］を押してもサ
イトによっては接続できない場合
があります。

ユーザ証明書の有効期限が切れて
います。　継続しますか？
ユーザ証明書の有効期限が切れて
います。接続するときはh［は
い］を、接続を中止するときはi
［いいえ］を押します。

読み取りできませんでした　もう
一度読み取ってください
30秒経過したため、読み取りでき
ませんでした。もう一度読み取り
を行ってください。

読みは無効です
読み入力画面で何も入力していな
いでcを押したため、ユーザ辞書
を登録できません。読みを入力し
てください。

予約がいっぱいです
予約が一杯のためソフトウェア更
新の予約ができません。予約を別
の日時に変更してください。

リマインダは日付／時刻より後に
設定してください
リマインダの設定が無効です。ス
ケジュール／ToDoの開始日時／
期日を確認してください。

利用不可
このカードは認識できません
FOMAカードにアクセスできな
い、または不正なFOMAカードが
取り付けられています。FOMA
カードを取り付け直すか、正しい
FOMAカードを取り付けてくださ
い。→P39

利用不可
再生可能回数が終了しました　削
除しますか？
再生可能回数が残っていないた
め、ファイルを表示／再生できま
せん。h［はい］を押すとファイ
ルを削除します。

こ
ん
な
表
示
が
出
た
ら
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利用不可
再生可能期限が切れました　削除
しますか？
再生可能期限が切れたため、ファ
イルを表示／再生できません。h
［はい］を押すとファイルを削除し
ます。

利用不可
再生可能日前です　再生できませ
ん
再生開始日が設定されているファ
イルを再生開始日前に再生しよう
としました。再生開始日になって
から操作してください。

利用不可
指定されたファイルは再生できま
せん
有効期限が切れている、再生可能
回数が終了している、または再生
エラーが発生したため、ファイル
を再生できません。

利用不可
日付時刻を再度設定してください
ネットワークの時刻情報にアクセ
スできないため、有効期限が設定
されている著作権保護ファイルを
再生できません。

留守番および転送サービス未契約
です
留守番電話サービスおよび転送で
んわサービスをご契約いただいて
いない状態で通話中着信設定の操
作をしました。

留守番サービス未契約です
• 留守番電話サービスをご契約い
ただいていない状態で留守番電
話サービスの操作をしました。

• 留守番電話サービスをご契約い
ただいていない状態で転送先通
話中時設定の操作をしました。

ローミングガイダンスを有に設定
中です
ローミングガイダンスを開始に設
定しているときに開始の操作をし
ました。

ローミングガイダンスを無に設定
中です
ローミングガイダンスを停止に設
定しているときに停止の操作をし
ました。

ローミングサービス未契約のため
操作できません
• ローミングガイダンスをご契約
いただいていない状態でローミ
ングガイダンスの操作をしまし
た。

• WORLD WINGをご契約いただ
いていない状態でローミング時
着信規制の操作をしました。

ローミング中のため起動できませ
ん
• ローミング中のため、パターン
デー タを更新 できま せん。
FOMAネットワーク内で操作し
直してください。

• ローミング中のためソフトウェ
ア更新の操作ができません。
FOMAネットワーク内で操作し
直してください。

Bluetooth通信中
他のBluetooth機器に接続されて
います
Bluetooth機器に接続中のため、
機器検索ができません。接続を切
断してから操作し直してくださ
い。

Bookmarkが登録済みです　上書
きしますか？
既に同じURLのブックマークが登
録されています。上書きする場合
はh［はい］を、登録しない場合
はi［いいえ］を押します。

Bookmark200件登録済みです
上書きしますか？
ブックマークが最大保存可能件数
まで保存されています。上書きす
る場合はh［はい］を、登録しな
い場合はi［いいえ］を押します。

Error
ネットワークサービスの設定確認
に失敗しました。操作し直してく
ださい。

FOMAカード認識不可
カードが認識できませんでした
• FOMA カードが取り付けられて
いません。FOMAカードを取り
付けてください。→P39

• 不正なカードが取り付けられて
います。正しいFOMAカードを
取り付けてください。→P39

• PIN1コードがロックされている
FOMAカードが取り付けられて
います。PINロック解除コードを
入力してロックを解除してくだ
さい。→P133

• PIN1コードのロック中にPIN
ロック解除コードの入力を10
回連続で間違えたため、PINロッ
ク解除コードがロックされまし
た。ドコモショップ窓口にお問
い合わせください。
→取扱説明書裏面

• FOMAカードが故障しています。
ドコモショップ窓口にお問い合
わせください。→取扱説明書裏面

FOMAカード（UIM）が異なるた
め指定されたソフトが起動できま
せんでした
FOMAカード動作制限機能により
ｉアプリを起動できません。ファ
イル取得時に挿入していたFOMA
カードを挿入してから操作してく
ださい。

FOMAカード（UIM）が未挿入で
す　ご利用になれません
FOMAカードが挿入されていませ
ん。FOMAカードを挿入してから
再度操作してください。

FOMAカード（UIM）内のSMS
がいっぱいです
FOMAカード内のSMSが最大保
存可能件数まで保存されていま
す。不要なSMSを削除してから移
動、コピーしてください。
→P193、P194、P196

FOMAカード（UIM)に作成しま
すか？
本体メモリがいっぱいです
FOMA端末のメモリが一杯のた
め、電話帳を保存できません。h
［はい］を押してFOMAカード電
話帳に登録するか、不要な電話帳
を削除してから操作し直してくだ
さい。→P107

こ
ん
な
表
示
が
出
た
ら
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FOMAカード（UIM）を挿入して
ください
• FOMA カードが挿入されていま
せん。FOMAカードを挿入して
から再度操作してください。

• FOMA カードが取り付けられて
いない、または正しい FOMA
カードが取り付けられていない
ため、パターンデータを更新で
きません。FOMAカードを取り
付けてから操作し直してくださ
い。→P39

ｉアプリの通信回数が多くなって
います。　通信を継続しますか？
ｉアプリご利用時の通信回数が一
定時間内に著しく多い場合に表示
されます。継続してｉアプリの通
信を行う場合はh［続行］を、終
了する場合はi［終了］を押しま
す。

ｉアプリDXは登録データと携帯
電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号を利用することがあります
ダウンロードしますか？
IP（情報サービス提供者）が「携
帯電話／FOMAカード（UIM）の
製造番号」によるお客様の識別が
必要な場合に表示されます。「携帯
電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号」はインターネットを経由
して送信されるため、第三者に知
得されることがあります。なお、こ
の操作によりご使用の電話番号、
お客様の住所や年齢、性別がIP（情
報サービス提供者）などに通知さ
れることはありません。接続する
場合はh［ダウンロード］を選択
します。

ｉアプリDXは登録データを利用
することがあります　ダウンロー
ドしますか？
ダウンロード時にお客様の携帯電
話に保存されている登録データ
（電話帳、ブックマーク、スケ
ジュールなど）を利用します。ダ
ウンロードする場合はh［ダウン
ロード］を選択します。

ｉモーション再生サイズを超えて
います
データ量が最大サイズを超えてい
るので取得できません。

ｉモーション再生サイズを超えま
した
データ量が最大サイズを超えてい
るので取得できませんでした。

ｉモード問合せ設定が全て無効で
す
「ｉモード問合せ設定」の項目すべ
てにチェックが付いていません。
問い合わせる項目にチェックを付
けてから再度操作してください。
→P197

microSDにアクセスできません
microSDメモリーカードを利用す
る画面を表示中に、FOMA USB接
続ケーブル（別売）を接続したた
め、microSDメモリーカードにア
クセスできません。microSDモー
ドを利用する場合は、待受画面ま
たはmicroSDメモリーカードを利
用しない画面でFOMA USB接続
ケーブルを接続してください。

PINロック
PINロック中はいくつかの機能が
使用できない可能性があります
PIN2 コードのロック中に PIN
ロック解除コードの入力を10回
連続で間違ったため、PINロック
解除コードがロックされました。
ドコモショップ窓口にお問い合わ
せください。→取扱説明書裏面

SSL通信が切断されました
• 書き換えられたSSL証明書を受
信したか、SSLエラーが発生し
たため接続できませんでした。

• SSL 通信に対応したサイトやイ
ンターネットホームページに接
続できませんでした。再度接続
し直してください。

SSL通信が無効です
サーバの認証エラーのため接続で
きませんでした。

SSL通信が無効に設定されています
SSL証明書が無効に設定されてい
ます。SSL証明書を有効に設定し
てください。→P172

ToDoリスト名なし
このToDoリストを保存するには
ToDoリスト名が必要です
ToDoの名前が入力されていないた
めToDoを登録できません。「ToDo
リスト」を入力してください。

URLが長すぎて登録できません
URLの文字数が多すぎるため、ブッ
クマークや画面メモに登録できま
せん。登録できるURLの文字数は、
半角で最大256文字です。

URLが長すぎるためコピーできま
せんでした
URLの文字数が多すぎるため、コ
ピーできません。コピーできる文
字数は、半角で最大256文字です。

URLが長すぎるため保存できませ
んでした
URLの文字数が多すぎるため、保
存できません。保存できる文字数
は、半角で最大256文字です。

XXXXX：見つかりません
※「XXXXX」には、押したダイ
ヤルボタンの数字が表示されま
す。

入力した数字に対応する番号に
ネットワークが登録されていな
い、または発着信履歴が記録され
ていません。

“●▲■.ne.jp”宛のメールが混み
合っているため、送信することが
できません（555）
※ ドメイン名は送信先により表
示が異なります。

回線が非常に混み合っています。
しばらくしてから再度操作してく
ださい。

こ
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な
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保証とアフターサービス

保証について
• FOMA 端末をお買い上げいただくと、保証書がついていますので、必ずお受け取りください。記載内容お
よび「販売店名・お買い上げ日」などの記載事項をお確かめの上、大切に保管してください。必要事項が
記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただいた販売店へお申し付けください。無償保証期間は、お
買い上げ日より1年間です。

• この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部または一部を変更することがありますので、あ
らかじめご了承ください。

• FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって電話帳などに登録された内容が変化・消失する場合が
あります。万一に備え、電話帳などの内容はメモなどに控えをお取りくださるようお願いします。また、
FOMA端末の修理などを行った場合、ｉモード・ｉアプリにてダウンロードした情報は、一部を除き著作
権法により修理済みのFOMA端末などに移行を行っておりません。
※本FOMA端末は、静止画などデータBOX内のデータをmicroSDメモリーカードに保存していただくこ
とができます。

※パソコンをお持ちの場合は、専用のデータリンクソフトとFOMA USB接続ケーブル（別売）をご利用
いただくことにより、電話帳などに登録された内容をパソコンに転送・保管していただくことができま
す。

アフターサービスについて

調子が悪い場合は
修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな？と思ったら、まずチェック」を参照して
お調べください。それでも調子が良くないときは、取扱説明書裏面・故障お問い合わせ先にご連
絡の上、ご相談ください。

お問い合わせの結果、修理が必要な場合
ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受け付
けとなります。また、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。
■保証期間内は

• 保証書の規定に基づき無償で修理を行います。
• 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっても保証書の提示がないもの、
お客様のお取り扱い不良による故障・損傷などは有償修理となります。

• ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内であっても有償修理となり
ます。

■次の場合は、修理できないことがあります
• 水濡れシールが反応している場合、試験の結果、水濡れ・結露・汗などによる腐食が発見された場合、お
よび内部の基板が破損・変形している場合は修理できないことがありますので、あらかじめご了承願い
ます。なお、修理を実施できる場合でも保証対象外になりますので有償修理となります。

■保証期間が過ぎたときは
• ご要望により有償修理いたします。

■部品の保有期間は
• FOMA端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち切り後
6年間を基本としております。ただし、故障箇所によっては修理部品の不足などにより修理できない場合
もございますので、あらかじめご了承ください。また、保有期間が経過した後も、故障箇所によっては
修理可能なことがありますので、 取扱説明書裏面の・故障お問い合わせ先へお問い合わせください。

保
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お願い
• FOMA端末および付属品の改造はおやめください。
- 火災・けが・故障の原因となります。
- FOMA端末・FOMA カードは、電波の混信やネットワークの故障を防ぐため、法律により技術基準が定
められており、技術基準を満たさないFOMA端末・FOMAカードは使用できません。

- 改造（部品の交換・改造・塗装など）が施されたFOMA端末の故障修理は、改造部分を元の状態（ドコ
モ純正品状態）に戻していただいた場合のみ、故障修理のお取り扱いをさせていただきます。ただし、改
造の内容によっては、故障修理をお断りする場合があります。

- 改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有償修理となります。

• FOMA端末に貼付されている銘板シールは、はがさないでください。銘板シールには、技術基準を満たす
証明書の役割があり、銘板シールが故意にはがされたり、貼り替えられた場合など、銘板シールの内容が
確認できないときは、技術基準適合の判断ができないため、故障修理をお受けできない場合がありますの
で、ご注意願います。

• 各種機能の設定や積算通話時間などの情報は、FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによってクリア
（リセット）される場合があります。お手数をおかけしますが、この場合は再度設定を行ってくださるよう
お願いいたします。

• FOMA端末の下記の箇所に磁気を発生する部品を使用しています。キャッシュカードなど磁気の影響を受
けやすいものを近づけますとカードが使えなくなることがありますので、ご注意ください。

使用箇所：スピーカー、受話口部

• FOMA端末が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切って電池パックを外し、お早めに故
障取扱窓口へご来店ください。ただし、FOMA端末の状態によっては修理できないことがあります。

メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロード情報などについて
• お客様ご自身でFOMA端末などに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるよう
お願いいたします。情報内容の変化、消失に関し、当社は何らの義務を負わないものとし、一切の責任を
負いかねます。

• FOMA端末を機種変更や故障修理する際に、お客様が作成されたデータまたは外部から取り込まれたデー
タあるいはダウンロードされたデータなどが変化・消失などする場合があります。これらについて当社は
一切の責任を負いません。また、当社の都合によりお客様のFOMA端末を代替品と交換することにより修
理に代えさせていただく場合がありますが、その際にはこれらのデータなどは一部を除き交換後の製品に
移し替えることはできません。本FOMA端末はｉモード公式サイトからダウンロードした画像・着信メロ
ディを故障修理時に限り移し替えます（一部移し替えできないコンテンツもあります。また故障の程度に
よっては移し替えができない場合があります）。

ソフトウェア更新

ソフトウェアを更新する
FOMA端末のソフトウェアを更新する必要があるかどうかチェックし、必要な場合にはパケッ
ト通信を使ってソフトウェアの一部をダウンロードし、ソフトウェアを更新する機能です。
※ ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信料は無料となります。

ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホームページおよびｉMenuの「お知らせ」でご案
内させていただきます。
ソフトウェア更新には、次の2種類の方法があります。
即時更新：更新したいときすぐに更新を行います。

予約更新：更新したい日時を予約すると、予約した日時に自動的にソフトウェアが更新されます。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
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• ソフトウェア更新中は電池パックを外さないでください。更新に失敗することがあります。
• ソフトウェア更新は、FOMA 端末に登録された電話帳、カメラ画像、ダウンロードデータなどのデータを残した
まま行えますが、お客様のFOMA端末の状態（故障、破損、水濡れなど）によってはデータの保護ができない場
合がありますので、あらかじめご了承願います。必要なデータはバックアップを取っていただくことをおすすめし
ます（ダウンロードデータなどバックアップが取れないデータがありますので、あらかじめご了承願います）。

• ソフトウェア更新に失敗した場合、「書換え失敗しました」と表示され、一切の操作ができなくなります。その場
合には、大変お手数ですがドコモ指定の故障取扱窓口までお越しいただきますようお願い申し上げます。

ソフトウェア更新を起動する

a cy （設定）y「ソフトウェア更新」y端末暗証番号を入力

b 注意事項を確認yh［OK］

• ｉモード接続先をユーザ接続先に設定している場合も、ソフトウェア更新を行えます。
• ソフトウェア更新を行う際は、電池パックをフル充電しておいてください。
• 次の場合はソフトウェアを更新できません。

- 電源が入っていない ‐FOMAカードが未挿入
- 電池残量が少ない ‐圏外にいる
- 時計を設定していない ‐他の機能が動作中
- 通話中 ‐セルフモード中
- オールロック中 ‐パソコンなどの外部機器と接続中
- PIN1コードを入力中 ‐PIN1コードロック中
- 国際ローミング中

• ソフトウェア更新（ダウンロード、書き換え）には時間がかかることがあります。
• ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通信機能および、その他の機能を利用できません。ただ
し、ダウンロード中に音声電話を受けることはできます。

• ソフトウェア更新の際にはサーバー（当社が管理するソフトウェア更新用サーバー）へSSL通信を行いま
す。SSL証明書を有効にしておいてください。（お買い上げ時：すべて有効、設定方法→P172）

• ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが5本表示されている状態で、移動せずに実行するこ
とをおすすめします。
※ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪くなったり、ダウンロードが中止された場合は、再度電波
状態のよい場所でソフトウェア更新を行ってください。

• 既にソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェア更新のチェックを行った際に「更新は必要ありません
このままご利用ください」と表示されます。

• ソフトウェア更新後、表示されていたｉモードセンター蓄積状態表示のアイコンは消えます。また、「メー
ル選択受信」を「ON」に設定している場合、ソフトウェア更新中にメールが届くと、ソフトウェア更新
後にメールがあることを通知する画面が表示されないことがあります。→P186

• ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的にサーバー
（当社が管理するソフトウェア更新用サーバー）に送信されます。当社は送信された情報を、ソフトウェア
更新以外の目的には利用いたしません。

ソ
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c h［OK］yh［OK］

d チェック結果が表示される
更新を行うには、すぐに更新する方法（P356）と、更新する日時を
予約して更新する方法（P357）があります。

■更新の必要がない場合
右の画面が表示されます。

今すぐ更新

すぐにソフトウェアを更新する

a 確認結果画面（P356）y「今すぐ更新」y「ダウンロードします」と表
示されたらh［OK］

ダウンロードが開始され、ダウンロードが完了するとソフトウェア書き換えの確認画面が
表示されます。

b h［OK］

書き換えの進行状況が「%」で表示され、書き換えが完了するとFOMA端末が自動的に再
起動し、サーバーに接続して更新完了チェックが行われます。正常に更新が完了すると更
新完了通知画面が表示されます。
• 書き換えが開始されるまでしばらく時間がかかる場合があります。

• 書き換え中はすべての操作が無効になります。

c h［OK］

確認結果画面
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予約

日時を予約してソフトウェアを更新する
ダウンロードに時間がかかる場合や、サーバーが込み合っている場合には、ソフトウェア更新を
行う日時を予約して、自動的にソフトウェア更新するように設定できます。

a 確認結果画面（P356）y「予約」
サーバーと通信を行い、予約可能な日時が表示されます。
■希望する日時が表示されない場合
希望日などを指定してサーバーに予約できる日時を再表示します。→P357

b 日時を選択ycyh［はい］

• スケジュールアラームなどの起動中や、メールやメッセージの受信中、他の機能を利用中にソフトウェア更新の予
約日時になった場合は、ソフトウェア更新が起動しない場合があります。

• 「端末初期化」を行った場合は予約がキャンセルされるため、再度ソフトウェア更新の予約を行ってください。
• 希望日時選択画面に表示される時刻は、サーバーの時刻が表示されます。

日時を指定して予約ができるか確認する
予約したい日付と時間帯を指定して、サーバーに予約できる日時を再表示できます。

a 希望日時選択画面（P357）yh［その他］
希望日画面が表示されます。

b aで希望日を選択yh［選択］
時間帯画面が表示されます。
• h［詳細］：マークの意味を確認します。マークの意味は次のとおりです。
○：空きあり
△：空きわずか
×：空きなし

c 時間帯を選択yc
希望日時選択画面に戻ります。
• 以降は「日時を予約してソフトウェアを更新する」の操作2（P357）へ進みます。

■予約日時になると
右の画面が表示され、自動的にソフトウェア更新が開始されます。
• 予約日時の前は、電池パックをフル充電し、電波が強くアンテナマークが5本表示される
場所に移動し、待受画面を表示した状態にしてください。

希望日時選択画面

予約起動確認画面
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予約の確認をする
予約を設定してから再度ソフトウェア更新を起動すると、予約の確認ができます。また、取り消
しの操作もできます。

a cy （設定）y「ソフトウェア更新」y端末暗証番号
を入力
予約の日時が表示されます。
■予約を中止する場合
機能メニューから「取消」を選択します。→P358

予約確認画面の機能メニュー

a 予約確認画面（P358）yh［機能］y次の操作を行う

変更
予約の日時を変更します。
yh［OK］
• 以降は「日時を指定して予約ができるか確認する」の操作2（P357）へ進みます。

取消
予約を取り消します。
yh［はい］yh［OK］

• 予約確認画面に「機能」が表示されない場合は、h［OK］を押して予約確認画面を閉じ、再度予約の確認操作を
行って予約確認画面を表示してください。

スキャン機能

障害を引き起こすデータから携帯電話を守る

サイトからのダウンロードやｉモードメールなど外部からFOMA端末に取り込んだデータやプ
ログラムについて、データを検知して、障害を引き起こす可能性を含むデータの削除やアプリ
ケーションの起動を中止します。
• チェックのためにパターンデータを使います。パターンデータは新たな問題が発見された場合に随時バー
ジョンアップされますので、パターンデータを更新してください。→P359

• スキャン機能は、ホームページの閲覧やメール受信などの際に携帯電話に何らかの障害を引き起こすデー
タの侵入から一定の防衛手段を提供する機能です。各障害に対応したパターンデータが携帯電話にダウン
ロードされていない場合、または各障害に対応したパターンデータが存在しない場合、本機能にて障害な
どの発生を防ぐことができませんのであらかじめご了承ください。

• パターンデータは携帯電話の機種ごとにデータの内容が異なります。よって弊社の都合により端末発売開
始後3年を経過した機種向けパターンデータの配信は、停止することがありますのであらかじめご了承くだ
さい。

まず初めに、パターンデータの更新を行い、パターンデータを最新にしてください。

予約確認画面
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スキャン機能を設定する

「有効」に設定すると、データやプログラムを実行する際、自動的にチェックします。障害を引
き起こすデータを検出した場合は、5段階の警告レベルで表示されます。→P360

a cy （設定）y「スキャン機能」

b 「スキャン機能設定」y「スキャン」y「有効」／「無効」

パターンデータを更新する

a スキャン機能画面（P359）y「パターンデータ更新」yh［はい］
yh［はい］
更新が開始されます。更新が終了すると完了をお知らせする画面が表示されます。
• パターンデータが最新の場合は、最新をお知らせする画面が表示されます。

b h［OK］

• パターンデータ更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号）が、自動的にサーバー（当社が管
理するスキャン機能用サーバー）に送信されます。当社は送信された情報をスキャン機能以外の目的には利用いた
しません。

• FOMA端末の時計を正しく設定しておいてください。
• 次の場合はパターンデータを更新できません。
- 時計を設定していない ‐電池残量が少ない
- FOMAカードが未挿入 ‐圏外にいる
- 通話中 ‐他の機能が動作中
- セルフモード中 ‐オールロック中
- 機能ロック中 ‐パソコンなどの外部機器と接続中

スキャン結果の表示について
■スキャンされた問題要素の表示について
問題要素を検出すると、問題要素が一覧で5件まで表示されます。6件以上検出された
場合は、表示が省略されます。
• 情報が画面に表示しきれない場合は、左ソフトキーに「次項」が表示されます。h
［次項］を押すと画面が切り替えられ、左ソフトキーに「OK」または「はい」が表
示されます。

お買い上げ時 有効

スキャン機能画面

ス
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■スキャン結果の表示について

パターンデータのバージョンを確認する

a スキャン機能画面（P359）y「バージョン表示」

警告レベル0 警告レベル1 警告レベル2 警告レベル3

■削除可能なデー
タの検出時

■削除不可能な
データの検出時

h［OK］：動作を
継続します。

h［はい］：動作
を中止して待受画
面または1つ前の画
面に戻ります。
h［いいえ］：動
作を継続します。

h［OK］：動作を
中止して待受画面
に戻ります。

h［はい］：デー
タを削除して待受
画面または1つ前の
画面に戻ります。
h［いいえ］：動
作を中止して待受
画面または1つ前の
画面に戻ります。

h［OK］：動作を
中止します。再度
h［OK］を押す
と、待受画面また
は1つ前の画面に戻
ります。

警告レベル4

■削除可能なデー
タの検出時

■削除不可能な
データの検出時

h［OK］：データ
を削除して待受画
面または1つ前の画
面に戻ります。

h［OK］：動作を
中止します。再度
h［OK］を押す
と、待受画面また
は1つ前の画面に戻
ります。

ス
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主な仕様

※1：静止画撮影時の解像度を保持した状態での最大倍率は8倍、動画撮影時の最大倍率は2倍です。
※2：次の条件の場合に本体／microSDメモリーカードに保存できる動画1件あたりの最大録画時間

解像度：sQCIF　ファイルサイズ：最大　画質：通常画質　種別：画像+音声

品　名 FOMA M702iS

サイズ（H×W×D） 103×53×14.9 mm

質　量 約109g　（電池パック装着時）

メモリ ROM 64MB（NAND Flashメモリ）+ ROM 
64MB（NOR Flashメモリ）
RAM 32MB（SDRAM）

連続待受時間 FOMA／3G 静止時：約345時間
移動時：約170時間

連続通話時間 FOMA／3G 音声電話時：約120分
テレビ電話時：約90分

電池パック種別 リチウムイオン電池

電池容量 900ｍAh

FOMA ACアダプタ 01（別売）での充電時間 約180分

FOMA海外兼用ACアダプタ 01（別売）での充電時間 約180分

FOMA DCアダプタ 01（別売）での充電時間 約180分

カメラ画素数 インカメラ：有効画素数約10万画素（記録画素数
約10万画素）
アウトカメラ：有効画素数約130万画素（記録画
素数約130万画素）

デジタルズーム インカメラ：最大2倍
アウトカメラ：最大8倍※1

記録部 動画録画時間 約6分※2

Bluetooth 対応Bluetoothバージョン Bluetooth標準規格Ver.1.2に準拠※3

出　力 Bluetooth標準規格Power Class2

見通し通信距離※4 約10ｍ以内

対応Bluetoothプロファイ
ル※5

Object Push Profile（オブジェクトプッシュプロ
ファイル）
Dial-Up Networking Profile（ダイヤルアップ
ネットワーキングプロファイル）
Headset Profile（ヘッドセットプロファイル）
Hands-free Profile（ハンズフリープロファイル）
Basic Printing Profile（ベーシックプリンティン
グプロファイル）
Basic Imaging Profile（ベーシックイメージング
プロファイル）
File Transfer Profile（ファイルトランスファープ
ロファイル）
Advanced Audio Distribution Profile（オーディ
オプロファイル）
Audio/Video Remote Control Profile（オーディ
オ／ビデオリモートコントロールプロファイル）

使用周波数帯 2400MHz帯（2400MHz～2483.5MHz）

主
な
仕
様
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※3：FOMA端末を含むすべてのBluetooth機能搭載機器は、Bluetooth SIGが定めている方法でBluetooth
標準規格に適合していることを確認しており、認証を取得しています。ただし、接続する機器の特性や
仕様によっては、操作方法が異なったり、接続してもデータのやりとりができない場合があります。

※4：通信機器間の障害物や、電波状況により変化します。
※5：Bluetooth対応機器どうしの使用目的に応じた仕様で、Bluetoothの標準規格です。

• 連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。

• 連続待受時間とは、電波を正常に受信できる状態で移動したときの時間の目安です。なお、電池の充電状
態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないか、弱い場所など）など
により、待受時間は約半分程度になることがあります。ｉモード通信を行うと通話（通信）・待受時間は短
くなります。また、通話やｉモード通信をしなくてもｉモードメールを作成、ダウンロードしたｉアプリ
やｉアプリ待受画面を起動、データ通信、マルチアクセスの実行、カメラの使用、動画やメロディの再生
などを行うと、通話（通信）・待受時間は短くなります。

• 静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じ、電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用時間
です。

• 移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じ、電波を正常に受信できるエリア内で「静止」「移動」と「圏
外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。

• 充電時間は、FOMA端末の電源を切って、電池パックが空の状態から充電したときの目安です。FOMA 端
末の電源を入れて充電した場合、充電時間は長くなります。

FOMA端末に保存／保護できる件数
各データの最大保存件数／最大保護件数は、FOMA端末に保存されているデータ量や、メモリ
使用量により異なります。

※1：受信BOXのSMSのみ保存できます。
※2：ｉアプリのみでは最大60件保存できます（お買い上げ時のｉアプリを含む）。
※3：最大23件保存できます（上記の60件に含まれます）。
※4：1件が 100Kバイトのファイルを保存した場合の目安です。

種　別 最大保存件数 最大保護件数

メール 受信BOX 500件 250件

送信BOX 300件 150件

未送信BOX －

FOMAカードのSMS 20件※1 －

メッセージ メッセージR 20件 20件

メッセージF 15件 15件

ブックマーク 200件 －

画面メモ 30件 15件

ｉアプリ ダウンロードｉアプリ※2 500件※4 －

メール連動型ｉアプリ※3 －

データBOX 画像 －

動画／ｉモーション －

メロディ －

キャラ電 －

アニメーション －

音声メモ －F
O
M
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認証などについて

携帯電話の比吸収率（SAR）について
この機種FOMA  M702iSの携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準に適
合しています。この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの無線機器から送出
される電波が人間の健康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて定められたものであ
り、人体側頭部に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific
Absorption Rate）について、これが2W/kg※の許容値を超えないこととしています。この許
容値は、使用者の年齢や身体の大きさに関係なく十分な安全率を含んでおり、世界保健機関
（WHO）と協力関係にある国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が示した国際的なガイドラ
インと同じ値になっています。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法に基づき国の技術基準に適合していること
の確認を受ける必要があります。この携帯電話機FOMA  M702iSのSARの値は0.673W/kg
です。この値は、財団法人テレコムエンジニアリングセンターによって取得されたものであり、
国が定めた方法に従い、携帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製
品によってSARに多少の差異が生じることもありますが、いずれも許容値を満足しています。
また、携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計されて
いるため、実際に通話している状態では、通常SARはより小さい値となります。なお、本機の
SARの値は、ご利用いただけます各国の許容値も満足しております。
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームページをご参照くだ
さい。

※：技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の2）で規定されています。

総務省のホームページ ： http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm
社団法人電波産業会のホームページ：http://www.arib-emf.org/index.html
ドコモのホームページ ：http://www.nttdocomo.co.jp/product/
モトローラ株式会社のホームページ：http://www.motorola.com/rfhealth
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Specific Absorption Rate Data
This model meets international guidelines for exposure to radio waves.
Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is designed not to exceed the limits for
exposure to radio waves recommended by international guidelines. These guidelines were developed
by the independent scientific organization ICNIRP and include safety margins designed to assure the
protection of all persons, regardless of age and health.
The guidelines use a unit of measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. The ICNIRP
SAR limit for mobiles devices used by the general public is 2 W/kg and the highest SAR value for this
device when tested at the ear was 0.62W/kg.1 As mobile devices offer a range of functions, they can
be used in other positions, such as on the body as described in this user guide.2 In this case, the
highest tested SAR value is 0.43W/kg.1
As SAR is measured utilizing the device's highest transmitting power, the actual SAR of this device
while operating is typically below that indicated above. This is due to automatic changes to the power
level of the device to ensure it only uses the minimum level required to reach the network.
While there may be differences between the SAR levels of various phones and at various positions,
they all meet the governmental requirements for safe exposure. Please note that improvements to
this product model could cause differences in the SAR value for later products; in all cases, products
are designed to be within the guidelines.
The World Health Organization has stated that present scientific information does not indicate the
need for any special precautions for the use of mobile devices. They note that if you want to reduce
your exposure then you can do so by limiting the length of calls or using a "hands-free" device to keep
the mobile phone away from the head and body.
Additional Information can be found on the websites of the World Health Organization 
(http://www.who.int/emf) or Motorola, Inc. 
(http://www.motorola.com/rfhealth).
1. The tests are carried out in accordance with international guidelines for testing. The limit

incorporates a substantial margin for safety to give additional protection for the public and to
account for any variations in measurements. Additional related information includes the Motorola
testing protocol, assessment procedure, and measurement uncertainty range for this product.

2. Please see the Safety and General Information section about body worn operation.

European Union Directives Conformance Statement
Hereby, Motorola declares that this product is in compliance with:

• The essential requirements and other relevant provisions of Directive 1999/5/EC
• All other relevant EU Directives

The above gives an example of a typical Product Approval Number.

You can view your product's Declaration of Conformity (DoC) to Directive 1999/5/EC (to 
R&TTE Directive) at www.motorola.com/rtte. To find your DoC, enter the product Approval 
Number from your product's label in the "Search" bar on the Web site.

Important Safety Information
AIRCRAFT
Switch off your wireless device when boarding an aircraft or whenever you are instructed to do so by
airline staff. If your device offers a 'flight mode' or similar feature consult airline staff as to whether it
can be used on board.
DRIVING
Full attention should be given to driving at all times and local laws and regulations restricting the use
of wireless devices while driving must be observed.
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HOSPITALS
Mobile phones should be switched off wherever you are requested to do so in hospitals, clinics or
health care facilities. These requests are designed to prevent possible interference with sensitive
medical equipment.
PETROL STATIONS
Obey all posted signs with respect to the use of wireless devices or other radio equipment in
locations with flammable material and chemicals. Switch off your wireless device whenever you are
instructed to do so by authorized staff.
INTERFERENCE
Care must be taken when using the phone in close proximity to personal medical devices, such as
pacemakers and hearing aids.
Pacemakers
Pacemaker manufacturers recommend that a minimum separation of 22cm be maintained between a
mobile phone and a pacemaker to avoid potential interference with the pacemaker. To achieve this
use the phone on the opposite ear to your pacemaker and do not carry it in a breast pocket.
Hearing  Aids
Some digital wireless phones may interfere with some hearing aids. In the event of such interference,
you may want to consult your hearing aid manufacturer to discuss alternatives.
For other Medical Devices:
Please consult your physician and the device manufacturer to determine if operation of your phone
may interfere with the operation of your medical device.

本製品および付属品の輸出管理について
本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易法」およびその関連法令）
並びに米国再輸出規制（Export Administration Regulations）の適用を受けます。本製品お
よび付属品を輸出および再輸出する場合は、お客様の責任および費用負担において必要となる手
続きをお取りください。詳しい手続きについては経済産業省または米国商務省へお問い合わせく
ださい。
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アウトカメラ . . . . . . . . . . . .  31
明るさ . . . . . . . . . . . . . . . . 127
アニメーション（Flash）
再生 . . . . . . . . . . . . . . . . 226
スクリーンセーバーに設定
. . . . . . . . . . . .  222、223

操作 . . . . . . . . . . . . . . . . 226
動画画質. . . . . . . . . . . . . 227

アフターサービス. . . . . . . . 353
アラーム. . . . . . . . . . . . . . . 253
削除 . . . . . . . . . . . . . . . . 254

アルバム（ピクチャ／
ｉモーション） . . . . . . . . 232
作成 . . . . . . . . . . . . . . . . 232
表示回数ランキング . . . . 232

暗証番号
ｉモードパスワード . . . . 130
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あんしん設定 . . . . .  129、141
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英語ガイダンス  . . . . . . . . . 278
エニーキーアンサー . . . . . . .  65
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一覧 . . . . . . . . . . . . . . . . 327
入力 . . . . . . . . . . . . . . . . 293

遠隔操作設定 . . . . . . . . . . . 279
応答保留. . . . . . . . . . . . . . . .  67
応答メッセージ設定 . . . . . . 281
オート着信 . . . . . . . . . . . . . 266
オープン応答 . . . . . . . . . . . .  65
オールロック . . . . . . . . . . . 133
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. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 320

オプション・関連機器
. . . . . . . . . . . . . . .  28、336

主な仕様. . . . . . . . . . . . . . . 361
音声応答保留音  . . . . . . . . . .  68
録音 . . . . . . . . . . . . . . . . .  69

音声メモ. . . . . . . . .  239、242
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アラーム音に設定 . . . . . . 241
カテゴリに追加. . . . . . . . 241
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録音時間. . . . . . . . . . . . . 240
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出発前の準備 . . . . . . . . .  300
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利用できるサービス . . . .  300
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顔文字
一覧 . . . . . . . . . . . . . . . .  327
入力 . . . . . . . . . . . . . . . .  293

学習データリセット . . . . . .  296
画像
アルバムに追加  . . . . . . .  222
スクリーンセーバーに設定
. . . . . . . . . . . .  222、223

代替画像に設定
. . . . . . . . . . . .  222、223
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オートリピート  . . . . . . .  224
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スライドショー  . . . . . . .  221
全画面表示 . . . . . . . . . . .  224
操作 . . . . . . . . . . . . . . . .  221

カメラ
静止画を撮影 . . . . . . . . .  147

カメラの設定
明るさ . . . . . . . . . . . . . .  151
インカメラ／
アウトカメラに切替 . . .  151

解像度 . . . . . . . . . . . . . .  151
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セルフタイマー撮影 . . . .  151
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画面メモ . . . . . . . . . . . . . .  164
一覧 . . . . . . . . . . . . . . . .  164
削除 . . . . . . . . . .  164、165
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証明書表示 . . . . . . . . . . .  166
タイトル編集 . . .  164、165
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保護／保護解除  . . . . . . .  165
保存 . . . . . . . . . . . . . . . .  164
文字コード変換  . . . . . . .  166
リトライ. . . . . . . . . . . . .  166
URL 表示／コピー . . . . .  165

記号
一覧 . . . . . . . . . . . . . . . .  325
入力 . . . . . . . . . . . . . . . .  292

機能メニュー操作. . . . . . . . .  37
機能ロック. . . . . . . . . . . . .  135

機能ロック設定 . . . . . . . . .  135
キャッチホン. . . . . . . . . . .  275
電話を受ける . . . . . . . . .  276
電話をかける . . . . . . . . .  276

キャラ電 . . . . . . . . . . . . . .  233
キャラ電発信 . . . . . . . . .  234
情報表示 . . . . . . . . . . . .  234
操作. . . . . . . . . . . . . . . .  233
代替画像に設定 . . . . . . .  234
表示. . . . . . . . . . . . . . . .  233
表示サイズ変更 . . . . . . .  234

クイックマニュアル. . . . . .  378
区点コード
一覧. . . . . . . . . . . . . . . .  330
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国番号. . . . . . . . . . . . . . . .  304
国番号リスト . . . . . . . . .  304
自動付加設定 . . . . . . . . .  304

グループ編集. . . . . . . . . . . .  98
検索（電話帳）. . . . . . . . . .  100
圏内通知音 . . . . . . . . . . . .  308
公共モード（電源OFF）. . . .  71
公共モード（ドライブモード）
 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  70

国際アクセス番号 . . . . . . . .  60
国際電話設定 . . . . . . . . . .  60
自動付加設定 . . . . . . . . . .  60

国際ダイヤル設定 . . .  60、304
国際電話 . . . . . . . . . . . . . . .  58
国際ローミング . . . . . . . . .  300
故障かな？と思ったら、
まずチェック . . . . . . . . .  338

個人データ . . . . . . . .  50、259
こんな表示が出たら. . . . . .  340

サービスダイヤル . . . . . . .  278
サイドキーロック . . . . . . .  137
サイドキーロックヘルプ
 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  138

サイト表示 . . . . . . . . . . . .  158
撮影
静止画 . . . . . . . . . . . . . .  147
動画. . . . . . . . . . . . . . . .  148

サブアドレス設定 . . . . . . . .  61
サブディスプレイ . . . . . . . .  32
表示. . . . . . . . . . . . . . . . .  34

シークレットデータ. . . . . .  138
自局番号 . . . . . . . . . .  50、259
車載ハンズフリー . . . . . . . .  62
充電  . . . . . . . . . . . . . .  44、45
充電時間 . . . . . . . . . . . . .  45

充電ランプ . . . . . . . . . . . .  127
受信 BOX . . . . . . . . . . . . .  189
受話音量 . . . . . . . . . . . . . . .  67
商標  . . . . . . . . . . . . . . . . . .  26
スキャン機能. . . . . . . . . . .  358
スクリーンセーバー. . . . . .  123
スクロール . . . . . . . . . . . .  126
スケジュール. . . . . . . . . . .  255
削除. . . . . . . . . . . . . . . .  258
新規スケジュール登録
 . . . . . . . . . . . . . . . . .  255
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設定  . . . . . . . . . . . . . . .  259
登録内容の確認 . . . . . . .  257

ステレオヘッドセット. . . .  265
電話を受ける. . . . . . . . .  265
電話をかける. . . . . . . . .  265

スピーカーホン. . . . . . . . . . . 86
スピードダイヤル
. . . . . . . . . . . . . .  109、110

静止画を編集  . . . . . . . . . .  224
回転  . . . . . . . . . . . . . . .  224
画像エフェクト . . . . . . .  224
コントラスト. . . . . . . . .  224
反転  . . . . . . . . . . . . . . .  224
フレーム . . . . . . . . . . . .  224
ぼかし／シャープ . . . . .  224
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認証パスワード . . . . . . .  249
1件受信 . . . . . . . . . . . .  248
1件送信 . . . . . . . . . . . .  248

赤外線ポート  . . . . . .  31、247
積算通話料金リセット. . . .  261
設定解除コード. . . . . . . . .  130
設定リセット  . . . . . . . . . .  270
セルフモード  . . . . . . . . . .  134
前回入力番号  . . . . . . . . . . . . 56
送信BOX . . . . . . . . . . . . .  190
ソート
画面メモ . . . . . . . . . . . .  165
受信メール  . . . . . . . . . .  190
送信メール  . . . . . . . . . .  190
未送信メール. . . . . . . . .  190
メッセージR/F . . . . . . .  171
ｉアプリ. . . . . . . . . . . .  213

ソフトウェア更新 . . . . . . .  354
ソフトキー . . . . . . . . . . . . . . 34

代替画像 . . . . . . . . . . . . . . . . 90
ダイヤル発信制限 . . . . . . .  137
ダウンロード
画像  . . . . . . . . . . . . . . .  166
キャラ電 . . . . . . . . . . . .  167
辞書  . . . . . . . . . . . . . . .  167
テンプレート. . . . . . . . .  167
ｉメロディ . . . . . . . . . .  166

ダウンロード辞書 . . . . . . .  296
端末暗証番号  . . . . . . . . . .  130
端末初期化 . . . . . . . . . . . .  271
着信イルミネーション. . . .  124
着信音の変更  . . . . . . . . . .  113
着信音量の変更. . . . .  67、113
着信拒否 . . . . . . . . . . . . . .  139
着信動作選択  . . . . . . . . . .  279
着信履歴 . . . . . . . . . . . . . . . . 65
電話帳登録  . . . . . . . . . . . . 97

着信／充電／
イルミネーションランプ
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31

チャットメール. . . . . . . . .  199
更新  . . . . . . . . . . . . . . .  201
最新メール宛先確認. . . .  201
終了  . . . . . . . . . . . . . . .  201
送信  . . . . . . . . . . . . . . .  200
メンバー設定. . . . . . . . .  199
文字サイズ切り替え. . . .  201

追加サービス . . . . . . . . . .  280
実行 . . . . . . . . . . . . . . .  281
追加 . . . . . . . . . . . . . . .  280

通貨設定. . . . . . . . . . . . . .  262
通話時間. . . . . . . . . . . . . .  261
通話タイマー設定 . . . . . . . . .  61
通話中着信設定. . . . . . . . .  279
通話の保留 . . . . . . . . . . . . . .  83
通話料金. . . . . . . . . . . . . .  261
通話料金上限 . . . . . . . . . .  262
定型文
一覧 . . . . . . . . . . . . . . .  328
入力 . . . . . . . . . . . . . . .  292

定型文編集 . . . . . . . . . . . .  294
修正 . . . . . . . . . . . . . . .  294
登録 . . . . . . . . . . . . . . .  294

ディスプレイ . . . . . . . . 30、32
ディスプレイ節電設定  . . .  125
データ通信 . . . . . . . . . . . .  283
準備の流れ . . . . . . . . . .  286
接続方法 . . . . . . . . . . . .  284
動作環境 . . . . . . . . . . . .  285
利用できる通信 . . . . . . .  284
ATコマンド . . . . . . . . .  287

データリンクソフト . . . . .  337
データ BOX . . . . . . . . . . .  220
デコメール . . . . . . . . . . . .  182
作成 . . . . . . . . . . . . . . .  182
パレットの操作 . . . . . . .  183
パレット表示  . . . . . . . .  182

デュアルネットワーク  . . .  278
テレビ電話 . . . . . . . . . . . . . .  79
明るさ. . . . . . . . . . . . . . . .  88
アクション一覧 . . . . . . . . .  82
アクション切替 . . . . . . . . .  82
受ける. . . . . . . . . . . . . . . .  83
かける. . . . . . . . . . . . . . . .  80
カメラの切り替え . . . . . . .  86
画面切替 . . . . . . . . . . . . . .  87
画面反転 . . . . . . . . . . . . . .  87
キャラ電の利用 . . . . . . . . .  85
照明設定 . . . . . . . . . . . . . .  88
代替画像 . . . . . . . . . . . . . .  86
通話の保留 . . . . . . . . . . . .  83
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PIN ロック解除コード
. . . . . . . . . . . . . .  131、133

PIN1 コード  . . . . .  131、132
変更 . . . . . . . . . . . . . . . . 132

PIN2 コード  . . . . . . . . . . . 131
変更 . . . . . . . . . . . . . . . . 132

SAR  . . . . . . . . . . . . . . . . . 363
SMS
アドレス確認
. . . . . .  194、195、196

画像保存. . . . . . . . . . . . . 166
検索 . . . . . . . . . .  193、195
削除

 . . .  193、194、195、196
作成 . . . . . . . . . . . . . . . . 201
スクロール設定. . . . . . . . 197
セキュリティ設定／解除
. . . . . . . . . . . . . . . . . . 193
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転送 . . . . . . . . . . . . . . . . 187
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返信 . . . . . . . . . . . . . . . . 187
保護／保護解除

 . . .  193、194、195、196
保存 . . . . . . . . . . . . . . . . 202
文字サイズ設定. . . . . . . . 197
FOMAカード（UIM）操作
. . . . . . . . . . . .  194、195
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自動振り分け設定 . . . . . . 198
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ToDo. . . . . . . . . . . . . . . . . 255
削除 . . . . . . . . . . . . . . . . 258
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WORLD CALL . . . . . . . . . .  58
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クイックマニュアルの使いかた
本書に綴じ込みされているクイックマニュアルは切り取り線で切り取り、下記のように折ってご
使用ください。
• クイックマニュアル「海外利用編」は、海外で国際ローミング（WORLD WING）をご利用いただく際に
携帯してください。

• はさみなどを使用して切り離す場合は、けがなどに気を付けてください。

a 切り取り線に沿ってクイックマニュアルを切り離す

b 縦半分に折り畳む

c 横半分に2回折り畳む

表紙

表紙 表紙

ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

　
使
い
か
た



キ
リ
ト
リ
線

ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉

故
障
お
問
い
合
わ
せ
先

･
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

電
話
帳
の
登
録

FO
M
A
端
末
（
本
体
）
電
話
帳
の
登
録

1
d

y
「［
新
規
登
録
］

2
「
名
前
」
y
名
前
を
入
力

3
「
フ
リ
ガ
ナ
」

y
フ
リ
ガ
ナ
を
入
力

4
「
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
」
y
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
入
力

5
「
電
話
番
号
」
y
電
話
番
号
を
入
力

y
「
種
別
」

y
種
別
を
選
択

y
h
［
選
択
］
y
「
テ
レ
ビ
電

話
対
応
」
y
「
は
い
」
／
「
い
い
え
」

6
「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
y
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

入
力

y
「
種
別
」
y
種
別
を
選
択

y
h
［
選

択
］

7
「
保
存
先
」
y
「
本
体
」

8
「
U
R
L」

y
U
R
L
を
入
力

9
「
住
所
」
y
登
録
す
る
項
目
を
選
択

y
c

y
住

所
な
ど
を
入
力

y
h
［
完
了
］
y
「
種
別
」
y

種
別
を
選
択

y
h
［
選
択
］

1
0「
グ
ル
ー
プ
」
y
グ
ル
ー
プ
を
選
択

y
h
［
選

択
］

1
1「
ピ
ク
チ
ャ
ー
ID
」

y
画
像
ま
た
は
動
画
／

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択

1
2「
着
信
音
」
y
着
信
音
ま
た
は
メ
ロ
デ
ィ
を
選

択

1
3「
キ
ャ
ラ
電
」
y
キ
ャ
ラ
電
を
選
択

1
4「
誕
生
日
」
y
s
で
「
年
」「
月
」「
日
」
欄
を

選
択

y
j
／
ダ
イ
ヤ
ル
キ
ー
で
誕
生
日
を
入

力

1
5「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
」
y
「
は
い
」
／
「
い
い
え
」

1
6「
着
信
拒
否
」
y
「
は
い
」
／
「
い
い
え
」

1
7「
メ
モ
」
y
メ
モ
を
入
力

1
8
i
［
完
了
］

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）
1
5
1
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0
1
2
0
-8
0
0
-0
0
0

※
携
帯
電
話
、
PH

S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）
1
1
3
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0
1
2
0
-8
0
0
-0
0
0

※
携
帯
電
話
、
PH

S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

FO
M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
の
登
録

1
d

y
「［
新
規
登
録
］」

y
「
保
存
先
」
y

「
FO
M
A
カ
ー
ド
（
U
IM
）」

2
「
名
前
」
y
名
前
を
入
力

3
「
フ
リ
ガ
ナ
」
y
フ
リ
ガ
ナ
を
入
力

4
「
電
話
番
号
」
y
電
話
番
号
を
入
力

5
「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
y
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

入
力

6
「
グ
ル
ー
プ
」
y
グ
ル
ー
プ
を
選
択

y
h
［
選

択
］

7
i
［
完
了
］

発
信
履
歴
／
着
信
履
歴
か
ら
登
録

1
l
／

r
で
着
信
履
歴
／
発
信
履
歴
を
表
示

y
着
信
履
歴
／
発
信
履
歴
を
選
択

y
h
［
機

能
］
y
「
登
録
」

2
登
録
方
法
を
選
択

･「
電
話
帳
新
規
登
録
」：

操
作
5
へ
進
む

･「
通
常
保
存
先
」
に
設
定
し
て
い
る
電
話
帳
に

1
件
も
登
録
が
な
い
場
合
は
、
電
話
帳
登
録
画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
操
作
5
へ
進
み
ま
す
。

3
登
録
す
る
電
話
帳
を
選
択

y
c

･「
電
話
帳
追
加
登
録
」
の
場
合
は
操
作
5
へ
進

む

4
上
書
き
す
る
電
話
番
号
を
選
択

y
h
［
選
択
］

5
電
話
帳
を
登
録
／
修
正

y
h
［
完
了
］

電
話
帳
の
修
正

d
y
電
話
帳
を
選
択

y
h

［
機
能
］
y
「
編
集
」
y

電
話
帳
を
登
録
／
修
正

y
i

［
完
了
］

文
字
の
入
力

文
字
入
力
画
面
で
の
主
な
操
作

■
入
力
モ
ー
ド
の
切
り
替
え

h
［
機
能
］
y
「
入
力
モ
ー
ド
選
択
」
y
入
力
モ
ー

ド
を
選
択

y
h

［
選
択
］

■
全
角
／
半
角
の
切
り
替
え

t
（
1
秒
以
上
）

■
大
文
字
／
小
文
字
の
切
り
替
え

文
字
を
入
力

y
t

入
力
モ
ー
ド

大
文
字
／
小
文
字
設
定

入
力
可
能
文
字
数
／

バ
イ
ト
数

全
角
／
半
角
設
定

カ
ー
ソ
ル

変
換
候
補

1
2

37
6

5
4



キ
リ
ト
リ
線

■
濁
点
／
半
濁
点
の
付
加
／
入
力

ひ
ら
が
な
／
カ
タ
カ
ナ
入
力
モ
ー
ド
で
文
字
を
入

力
y
*

（
複
数
回
)

■
句
読
点
の
入
力

ひ
ら
が
な
／
カ
タ
カ
ナ
入
力
モ
ー
ド
で

#
（
複
数

回
）

■
改
行
の
入
力

o
■
全
角
／
半
角
ス
ペ
ー
ス
の
入
力

o
（
1
秒
以
上
）

■
絵
文
字
／
顔
文
字
／
記
号
の
入
力

m
（
複
数
回
）
y

絵
文
字
／
顔
文
字
／
記
号
を
選

択
y
h

［
確
定
］

文
字
入
力
の
例

■「
ド
コ
モ
」
を
入
力
す
る

1
「
ど
こ
も
」
を
入
力

「
ど
」：

4
を
5
回

y
*

を
1
回

「
こ
」：

2
を
5
回

「
も
」：

7
を
5
回

2
d
で
変
換
候
補
に
カ
ー
ソ
ル
を
移
動

y
a

で
「
ド
コ
モ
」
を
選
択

y
h
［
確
定
］

カ
メ
ラ
機
能

静
止
画
撮
影

1
u

2
被
写
体
を
確
認
し
、
c
／

J

3
c
／

J

動
画
撮
影

1
J

2
被
写
体
を
確
認
し
、
c
／

J

3
c
／

J

4
c
／

J

画
像
／
動
画
／
メ
ロ
デ
ィ
の
再
生

画
像
を
表
示

1
c

y
（
デ
ー
タ
B
O
X
）
y
「
マ
イ
ピ
ク

チ
ャ
」

2
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

y
c

y
フ
ァ
イ
ル
を
選
択

y
c

■
静
止
画
表
示
画
面
の
操
作

･
s

：
前
の
フ
ァ
イ
ル
／
次
の
フ
ァ
イ
ル
を
表
示

･
*

#
：
全
画
面
表
示

･
c

J
：
フ
ォ
ル
ダ
内
の
フ
ァ
イ
ル
を
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
表
示

動
画
を
再
生

1
c

y
（
デ
ー
タ
B
O
X
）
y
「
ｉ
モ
ー
シ
ョ

ン
」

2
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

y
c

y
フ
ァ
イ
ル
を
選
択

y
c

■
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
再
生
画
面
の
操
作

･
c

u
J

：
一
時
停
止
／
再
生

･
d

：
再
生
を
停
止

･
l

*
：
前
の
フ
ァ
イ
ル
を
再
生

･
r

#
：
次
の
フ
ァ
イ
ル
を
再
生

･
l

*
（
押
し
続
け
る
）：

押
し
て
い
る
間
映
像
／

音
声
を
巻
戻
し

･
r

#
（
押
し
続
け
る
）：

押
し
て
い
る
間
映
像
／

音
声
を
早
送
り

･
N

／
M

：
音
量
調
節

メ
ロ
デ
ィ
を
再
生

1
c

y
（
デ
ー
タ
B
O
X
）
y
「
メ
ロ
デ
ィ
」

2
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

y
c

y
フ
ァ
イ
ル
を
選
択

y
c

■
メ
ロ
デ
ィ
再
生
画
面
の
操
作

･
c

u
J

：
一
時
停
止
／
再
生

･
d

：
メ
ロ
デ
ィ
再
生
を
停
止

･
l

*
：
前
の
フ
ァ
イ
ル
を
再
生

･
r

#
：
次
の
フ
ァ
イ
ル
を
再
生

･
l

*
（
押
し
続
け
る
）：

押
し
て
い
る
間
メ
ロ

デ
ィ
を
巻
戻
し

･
r

#
（
押
し
続
け
る
）：

押
し
て
い
る
間
メ
ロ

デ
ィ
を
早
送
り

･
N

／
M

：
音
量
調
節

テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る
／
受
け
る

テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る

1
相
手
の
電
話
番
号
を
入
力

y
t

y
相
手
が
応

答
し
た
ら
通
話

2
通
話
が
終
了
し
た
ら

p

テ
レ
ビ
電
話
を
受
け
る

1
テ
レ
ビ
電
話
を
着
信

･
N

／
M

：
着
信
音
や
振
動
を
停
止
す
る

･
p

：
応
答
を
保
留
す
る

2
テ
レ
ビ
電
話
を
受
け
る

･
t

／
o

：
カ
メ
ラ
画
像
を
送
信
す
る

･
i

［
代
替
画
像
］：

画
像
／
キ
ャ
ラ
電
を
送
信

す
る

3
通
話
が
終
了
し
た
ら

p

テ
レ
ビ
電
話
中
の
主
な
操
作

■
通
話
の
保
留
／
保
留
解
除

s
で

を
選
択

y
c

･
o

／
t

：
保
留
を
解
除
す
る

■
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
通
話
の
設
定
／
解
除

s
で

を
選
択

y
c

･
も
う
一
度

c
を
押
す
と
解
除
し
ま
す
。

■
カ
メ
ラ
画
像
／
代
替
画
像
の
切
り
替
え

s
で

を
選
択

y
c

･
も
う
一
度

c
を
押
す
と
カ
メ
ラ
画
像
に
戻
り
ま

す
。

■
イ
ン
カ
メ
ラ
／
ア
ウ
ト
カ
メ
ラ
の
切
り
替
え

s
で

を
選
択

y
c

･
も
う
一
度

c
を
押
す
と
イ
ン
カ
メ
ラ
に
戻
り
ま

す
。

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
作
成
／
送
信

■
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
作
成
画
面
を
表
示

m
y
「
メ
ー
ル
新
規
作
成
」

■
宛
先
を
入
力

[宛
先
]欄

を
選
択

y
c

y
宛
先
を
入
力

■
件
名
を
入
力

[件
名
]欄

を
選
択

y
c

y
件
名
を
入
力

■
本
文
を
入
力

［
本
文
］
欄
を
選
択

y
c

y
本
文
を
入
力

■
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
を
送
信

i
［
送
信
］ フ
ァ
イ
ル
の
添
付

■
画
像
添
付

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
作
成
画
面
（
P
1
4
）
で

[添
付
]欄

を
選
択

y
c

y「
イ
メ
ー
ジ
添
付
」
y
フ
ォ

ル
ダ
を
選
択

y
c

y
画
像
を
選
択

y
c

■
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
添
付

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
作
成
画
面
（
P
1
4
）
で

[添
付
]欄

を
選
択

y
c

y「
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
添
付
」
y

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

y
c

y
動
画
を
選
択

y
c

■
メ
ロ
デ
ィ
添
付

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
作
成
画
面
（
P
1
4
）
で

[添
付
]欄

を
選
択

y
c

y「
メ
ロ
デ
ィ
添
付
」
y
フ
ォ

ル
ダ
を
選
択

y
c

y
メ
ロ
デ
ィ
を
選
択

y
c

■
静
止
画
／
動
画
を
撮
影
し
て
添
付

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

作
成
画
面

宛
先

件
名

本
文

15
14

13
12

11
10

9
8



キ
リ
ト
リ
線

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
作
成
画
面（

P
1
4
）で

［
添
付
］

欄
を
選
択

y
c

y
「
フ
ォ
ト
撮
影
」
／
「
ム
ー
ビ
ー

撮
影
」
y
静
止
画
／
動
画
を
撮
影

y
h

［
挿
入
］

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
受
信

1
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
を
受
信

y
「
メ
ー
ル
」
y

フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

y
c

y
表
示
し
た
い

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
を
選
択

y
c

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

1
m
を
2
回
連
続
で
押
す

そ
の
他
の
メ
ー
ル
機
能

■
メ
ー
ル
の
返
信

返
信
し
た
い
メ
ー
ル
を
選
択
ま
た
は
表
示

y
h

［
機
能
］
y
「
返
信
」
／
「
引
用
返
信
」
y

本
文
を

入
力

y
c

y
i

［
送
信
］

■
メ
ー
ル
の
転
送

転
送
し
た
い
メ
ー
ル
を
選
択
ま
た
は
表
示

y
h

［
機
能
］
y
「
転
送
」
y

宛
先
を
入
力

y
c

y
i

［
送
信
］

メ
ニ
ュ
ー
一
覧

ア
イ
コ
ン

機
能
名

ｉ
モ
ー
ド

ｉ
M
enu

B
ookm

ark
Internet
画
面
メ
モ

ラ
ス
ト
U
R
L

メ
ッ
セ
ー
ジ
R

メ
ッ
セ
ー
ジ
F

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

ｉ
モ
ー
ド
設
定

タ
ス
ク
メ
ニ
ュ
ー

ｉ
ア
プ
リ

メ
ー
ル

受
信
B
O
X

送
信
B
O
X

未
送
信
B
O
X

メ
ー
ル
新
規
作
成

S
M
S
新
規
作
成

チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル

デ
コ
メ
ー
ル
テ
ン
プ
レ
ー
ト

タ
ス
ク
メ
ニ
ュ
ー

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

S
M
S
問
合
せ

メ
ー
ル
選
択
受
信

メ
ー
ル

メ
ー
ル
設
定

電
話
帳

デ
ー
タ
B
O
X

マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

メ
ロ
デ
ィ

キ
ャ
ラ
電

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

音
声
メ
モ

ア
ク
セ
サ
リ

ア
ラ
ー
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

伝
言
メ
モ

電
卓

ワ
ー
ル
ド
ク
ロ
ッ
ク

電
子
辞
書

通
話
履
歴
着
信
履
歴

発
信
履
歴

前
回
入
力
番
号

通
話
時
間

通
話
料
金

カ
メ
ラ

接
続
設
定

（
赤
外
線
受
信
）

（
B
luetooth

通
信
）

（
U
S
B
モ
ー
ド
設
定
）

ア
イ
コ
ン

機
能
名

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス

留
守
番
電
話

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

転
送
で
ん
わ

迷
惑
電
話
ス
ト
ッ
プ

発
信
者
番
号
通
知

番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

通
話
中
着
信
設
定

着
信
動
作
選
択

応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
設
定

追
加
サ
ー
ビ
ス

遠
隔
操
作
設
定

英
語
ガ
イ
ダ
ン
ス

デ
ュ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

マ
ル
チ
ナ
ン
バ
ー

ロ
ー
ミ
ン
グ
時
着
信
規
制

ロ
ー
ミ
ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定

サ
ー
ビ
ス
ダ
イ
ヤ
ル

設
定

音
／
バ
イ
ブ
設
定

パ
タ
ー
ン
選
択

「
音
パ
タ
ー
ン
1
」
詳
細
設
定

着
信
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ア
イ
コ
ン

機
能
名

マ
ナ
ー
モ
ー
ド

待
受
画
面
で

#
（
1
秒
以
上
）

公
共
モ
ー
ド
（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）

待
受
画
面
で

*
（
1
秒
以
上
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス

留
守
番
メ
ッ
セ
ー
ジ
再
生

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
留
守
番

電
話
」
y
「
留
守
番
メ
ッ
セ
ー
ジ
再
生
」
y
h

［
は

い
］
y
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
操
作
す
る

留
守
番
サ
ー
ビ
ス
開
始

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
留
守
番

電
話
」
y
「
留
守
番
サ
ー
ビ
ス
開
始
」
y
h

［
は
い
］

y
h

［
は
い
］
y
j

／
ダ
イ
ヤ
ル
キ
ー
で
呼
出
時
間

を
入
力

留
守
番
サ
ー
ビ
ス
停
止

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
留
守
番

電
話
」
y
「
留
守
番
サ
ー
ビ
ス
停
止
」
y
h

［
は
い
］

設
定

個
人
設
定
画
面
表
示
設
定

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
ー
マ
設
定

ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

待
受
画
面

ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー

マ
ナ
ー
モ
ー
ド

一
般
設
定
時
計
設
定

ス
ピ
ー
ド
ダ
イ
ヤ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
節
電
設
定

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
点
灯
設
定

充
電
ラ
ン
プ

ス
ク
ロ
ー
ル

文
字
ス
ク
ロ
ー
ル

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

文
字
入
力

明
る
さ

D
TM

F
設
定
リ
セ
ッ
ト

端
末
初
期
化

通
話
設
定
時
計
設
定

通
話
タ
イ
マ
ー
設
定

ア
イ
コ
ン

機
能
名

設
定

通
話
設
定
通
話
料
金
設
定

テ
レ
ビ
電
話
設
定

着
信
ア
ン
サ
ー
設
定

保
留
設
定

着
信
拒
否

国
際
ダ
イ
ヤ
ル
設
定

サ
ブ
ア
ド
レ
ス
設
定

呼
出
動
作
開
始
時
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
索

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定

利
用
可
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

優
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ス
ト

圏
内
通
知
音

ｉ
ア
プ
リ
設
定

ソ
ー
ト

自
動
起
動

ソ
フ
ト
情
報
表
示

照
明

バ
イ
ブ
レ
ー
タ

起
動
失
敗
履
歴

異
常
終
了
履
歴

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
エ
ラ
ー
履
歴

ト
レ
ー
ス
情
報

ア
イ
コ
ン

機
能
名

設
定

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

オ
ー
ル
ロ
ッ
ク

サ
イ
ド
キ
ー
ロ
ッ
ク

サ
イ
ド
キ
ー
ロ
ッ
ク
ヘ
ル
プ

機
能
ロ
ッ
ク

機
能
ロ
ッ
ク
設
定

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
デ
ー
タ

ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限

P
IN
1
コ
ー
ド

P
IN
2
コ
ー
ド

暗
証
番
号
変
更

イ
ヤ
ホ
ン
オ
ー
ト
着
信

イ
ヤ
ホ
ン
切
替

セ
ル
フ
モ
ー
ド

情
報
表
示
個
人
デ
ー
タ

利
用
可
能
残
量

電
池
残
量

メ
モ
リ
確
認

ス
キ
ャ
ン
機
能

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
更
新

ア
イ
コ
ン

機
能
名

23
22

21
20

19
18

17
16



キ
リ
ト
リ
線

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
キ
ャ
ッ

チ
ホ
ン
」
y
「
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始
」

y
h

［
は
い
］

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
停
止

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
キ
ャ
ッ

チ
ホ
ン
」
y
「
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
停
止
」

y
h

［
は
い
］

通
話
を
保
留
し
て
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
出
る

電
話
が
か
か
っ
て
く
る

y
i

［
応
答
］
／

o
■
通
話
の
切
り
替
え

i
［
通
話
切
替
］

■
通
話
中
の
電
話
を
切
る

p
／

J
（
1
秒
以
上
）

■
保
留
中
の
電
話
を
切
る

i
［
通
話
切
替
］y

p
／

J
（
1
秒
以
上
）

通
話
を
終
了
し
て
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
出
る

電
話
が
か
か
っ
て
く
る

y
h

［
機
能
］
y
「
現
在
通

話
終
了
&
応
答
」

転
送
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス

転
送
サ
ー
ビ
ス
開
始

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
転
送
で

ん
わ
」
y
「
転
送
サ
ー
ビ
ス
開
始
」
y
「
電
話
番
号
」

y
転
送
先
の
電
話
番
号
を
入
力

y
「
呼
出
時
間
」

y
j

／
ダ
イ
ヤ
ル
キ
ー
で
呼
出
時
間
を
入
力

y
h

［
開
始
］
y
h

［
は
い
］

転
送
サ
ー
ビ
ス
停
止

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
転
送
で

ん
わ
」
y
「
転
送
サ
ー
ビ
ス
停
止
」
y
h

［
は
い
］

FO
M
A
端
末
か
ら
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

主
な
ア
イ
コ
ン

ご
利
用
に
な
れ
る
サ
ー
ビ
ス

電
話
番
号

コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
（
料
金
着
信
払
通
話
）
（
局
番
な
し
）
1
0
6

一
般
電
話
の
番
号
案
内
お
よ
び
ド
コ
モ
と

ご
契
約
の
携
帯
電
話
の
番
号
案
内
（
有
料
）

（
電
話
番
号
の
案
内
を
希
望
さ
れ
な
い
お

客
様
に
つ
い
て
は
ご
案
内
で
き
ま
せ
ん
）

（
局
番
な
し
）
1
0
4

電
報
の
発
信
（
有
料
）

午
前
8
時
～
午
後
1
0
時

（
局
番
な
し
）
1
1
5

時
報
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）

（
局
番
な
し
）
1
1
7

天
気
予
報
（
有
料
）

知
り
た
い
地
域
の
市

外
局
番
＋
 1
7
7

警
察
へ
の
緊
急
通
報

（
局
番
な
し
）
1
1
0

消
防
・
救
急
へ
の
緊
急
通
報

（
局
番
な
し
）
1
1
9

海
上
で
事
件
・
事
故
が
起
き
た
と
き
の
緊

急
通
報

（
局
番
な
し
）
1
1
8

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
有
料
）

（
局
番
な
し
）
1
7
1

a
セ
ル
フ
モ
ー
ド
を
「
O
N
」
に
設
定
中

FO
M
A
カ
ー
ド
未
挿
入

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
外
／
電
波
が
届
か
な
い

電
波
の
受
信
レ
ベ
ル

b
ｉ
モ
ー
ド
通
信
中

ｉ
モ
ー
ド
中

公
共
モ
ー
ド
（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）
を

設
定
中

パ
ケ
ッ
ト
通
信
の
利
用
可
能
エ
リ
ア

内
（
位
置
登
録
さ
れ
て
い
る
）

パ
ケ
ッ
ト
通
信
の
利
用
可
能
エ
リ
ア

外
（
位
置
登
録
さ
れ
て
い
な
い
）

a
b
c

e
d

f
h

j
g

i

取
扱
説
明
書
に
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記

の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総合
お問

い合
わせ

先〈
Do

Co
Mo

 イ
ンフ

ォメ
ーシ

ョン
セン

ター
〉

故
障
お
問
い
合
わ
せ
先

･
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

c
赤
外
線
通
信
で
デ
ー
タ
の
送
受
信
中

赤
外
線
通
信
で
接
続
中
／
待
機
中

B
lu
et
oo
th
通
信
で
接
続
中
／
待
機

中
d

S
S
L
対
応
ペ
ー
ジ
の
表
示
中

FO
M
A
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
中

e
音
声
電
話
中

テ
レ
ビ
電
話
中

リ
マ

イ
ン
ダ
を
設
定

し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
／
To

D
o
あ
り

設
定
中
の
ア
ラ
ー
ム
あ
り

「
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限
」
を
「
O
N
」
に

設
定
中

「
機
能
ロ
ッ
ク
」
を
「
O
N
」
に
設
定
中

で
、
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
機
能
あ
り

f
「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
デ
ー
タ
」
を
「
表
示
」

に
設
定
中

留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
伝
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
あ
り

（
青
）

新
し
い
伝
言
メ
モ
あ
り

（
青
）

伝
言
メ
モ
を
「
O
N
」
に
設
定
中

g
（
赤
）

FO
M
A
端
末
内
の
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

が
一
杯

（
赤
）

ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の

ｉ
モ
ー
ド

メ
ー
ル
が
一
杯

（
黄
）

ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に

ｉ
モ
ー
ド

メ
ー
ル
あ
り

（
黄
）

未
読
の
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
あ
り

（
赤
）

FO
M
A
カ
ー
ド
内
の
S
M
S
が
一
杯

（
黄
）

未
読
の
S
M
S
あ
り

（
赤
）

FO
M
A
端
末
内
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
R
が

一
杯

（
黄
）

未
読
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
R
あ
り

（
赤
）

ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
R

が
一
杯

（
黄
）

ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
R

あ
り

（
赤
）

FO
M
A
 端

末
内
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
F
が

一
杯

（
黄
）

未
読
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
F
あ
り

（
赤
）

ｉ
 モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
F

が
一
杯

（
黄
）

ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
F

あ
り

h
ｉ
ア
プ
リ
を
起
動
中
／
待
受
画
面
に

設
定
し
た
ⅰ
ア
プ
リ
を
起
動
中

ｉ
ア
プ
リ
待
受
画
面
を
表
示
中

i
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
を
設
定
中

「
パ
タ
ー
ン
選
択
」
を
「
音
パ
タ
ー
ン

1
」
に
設
定
中

「
パ
タ
ー
ン
選
択
」
を
「
音
パ
タ
ー
ン

2
」
に
設
定
中

「
パ
タ
ー
ン
選
択
」
を
「
サ
イ
レ
ン
ト
」

に
設
定
中

「
パ
タ
ー
ン
選
択
」
を
「
バ
イ
ブ
＆
音
」

に
設
定
中

「
パ
タ
ー
ン
選
択
」
を
「
バ
イ
ブ
レ
ー

タ
」
に
設
定
中

j
電
池
残
量
表
示

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）
1
5
1
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0
1
2
0
-8
0
0
-0
0
0

※
携
帯
電
話
、
PH

S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
P
H
S
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
）
1
1
3
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

0
1
2
0
-8
0
0
-0
0
0

※
携
帯
電
話
、
PH

S
か
ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

31
30

29
28

27
26

25
24



キ
リ
ト
リ
線

ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
海
外
利
用
編
」

海外での紛失、盗難、精算などについて
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付）
●
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
の
場
合

 -8
1
-3
-5
3
6
6
-3
1
1
4
*

＊
一
般
電
話
な
ど
か
ら
か
け
た
場
合
に
は
、日

本
向
け
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
M
7
0
2
iS

か
ら
ご
利
用
の
場
合
は
＋
 8
1
-3
-5
3
6
6
-3
1
1
4
 で

つ
な
が
り
ま

す
（「

＋
」
は

0
（
1
秒
以
上
）
を
押
し
て
入
力
し
ま
す
）。

●
一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合
＜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
＞

 -800-0120-0151
*

＊
滞
在
国
内
通
話
料
な
ど
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
主
要
国
の
国
際
電
話
ア
ク
セ
ス
番
号
（
表

1
）
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用

国
際
電
話
識
別
番
号
（
表

2
）
は
、
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
海
外
利
用
」
の

P
1
3
、
P
1
4
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

海外での故障に関して
〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉（24 時間受付)
●
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
の
場
合

 -8
1
-3
-6
7
1
8
-1
4
1
4
*

＊
一
般
電
話
な
ど
か
ら
か
け
た
場
合
に
は
、日

本
向
け
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
M
7
0
2
iS

か
ら
ご
利
用
の
場
合
は
＋

8
1
-3
-6
7
1
8
-1
4
1
4
で
つ
な
が
り
ま

す
（「

＋
」
は

0
（
1
秒
以
上
）
を
押
し
て
入
力
し
ま
す
）。

●
一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合
＜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
＞

 -800-5931-8600
*

＊
滞
在
国
内
通
話
料
な
ど
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
主
要
国
の
国
際
電
話
ア
ク
セ
ス
番
号
（
表

1
）
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用

国
際
電
話
識
別
番
号
（
表

2
）
は
、
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
海
外
利
用
」
の

P
1
3
、
P
1
4
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

海
外
へ
出
発
す
る
前
の
準
備

ｉ
モ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
「
海
外
利
用
設
定
」
を
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

海
外
利
用
設
定
は
、「

ｉ
M
enu」

か
ら
「
料
金
＆
お
申

込
・
設
定
」
y
「
オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
」
y
「
海
外
利
用
設

定
」
の
順
で
選
択
す
る
と
設
定
画
面
を
表
示
で
き
ま
す
。

遠
隔
操
作
の
設
定
に
つ
い
て

海
外
で
留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス
や
転
送
で
ん
わ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
出
発
前
に
日
本
国
内
で
遠
隔

操
作
設
定
を
設
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

c
y

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
遠
隔
操

作
設
定
」
y
「
遠
隔
操
作
開
始
」

自
動
時
刻
補
正
に
つ
い
て

「
自
動
時
刻
補
正
」
を
「
Ｏ
Ｎ
（
時
差
補
正
あ
り
）」

に
設
定
し
て
い
て
も
、
利
用
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
は
時
刻
や
タ
イ
ム
ゾ
ー
ン
を
補
正
で
き
な
い
場
合
や

正
し
く
時
刻
を
表
示
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、「

ワ
ー
ル
ド
ク
ロ
ッ
ク
」
で
滞
在
先
の
時

刻
に
設
定
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
c

y
（
ア
ク
セ
サ
リ
）
y
「
ワ
ー
ル
ド
ク

ロ
ッ
ク
」　

2
h
（
機
能
）
y
滞
在
先
の
都
市
を
選
択

y
設

定
し
た
い
都
市
を
選
択

滞
在
国
の
国
際
電
話

ア
ク
セ
ス
番
号
（
表
1
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用

国
際
電
話
識
別
番
号
（
表
2
）

滞
在
国
の
国
際
電
話

ア
ク
セ
ス
番
号
（
表
1
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用

国
際
電
話
識
別
番
号
（
表
2
）

滞
在
先
で
の
設
定
に
つ
い
て

本
FO

M
A
端
末
は
3
G
ロ
ー
ミ
ン
グ
エ
リ
ア
で
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

利
用
で
き
る
通
信
サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
切
り
替
え

お
買
い
上
げ
時
は
、
自
動
的
に
滞
在
先
の
利
用
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
出
し
て
切
り
替
え
る
よ
う
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

手
動
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定

1
c

y
（
設
定
）
y
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
y

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定
」

2
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
モ
ー
ド
」
y
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

3
h
［
完
了
］

･
マ
ニ
ュ
ア
ル
リ
ス
ト
画
面
が
表
示
さ
れ
た
場

合
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
選
択
し
て

h
［
登
録
］

を
押
し
ま
す
。

優
先
的
に
利
用
す
る
通
信
事
業
者
の
設
定

1
c

y
（
設
定
）
y
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
y

「
優
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ス
ト
」

優
先
度
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
リ
ス
ト
の
上

部
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

2
「［
優
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
］」

y
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
コ
ー
ド
を
入
力

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
表
示

接
続
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
す
ア
イ
コ
ン
と
接
続
中

の
事
業
者
名
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

帰
国
後
の
設
定

お
買
い
上
げ
時
の
設
定
で
は
、
帰
国
後
に
自
動
的
に
FO

M
A

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
、

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

■
FO

M
A
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
切
り
替
わ
ら
な
い
場
合

c
y

（
設
定
）
y
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
y
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
設
定
」
y「

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
モ
ー
ド
」

y
「
オ
ー
ト
」
y
h

［
完
了
］

サ
ー
ビ
ス

説
　
明

音
声
電
話

日
本
国
内
で
利
用
し
て
い
る
電
話
番
号
の
ま
ま
、

滞
在
国
内
で
の
発
着
信
や
、
滞
在
国
以
外
へ
の
国

際
電
話
の
発
着
信
が
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
電
話

海
外
の
特
定

3
Ｇ

携
帯
通
信
事
業
者
ユ
ー
ザ
や
、

日
本
国
内
の

FO
M
A
ユ
ー
ザ
と
テ
レ
ビ
電
話
が

で
き
ま
す
。

ｉ
モ
ー
ド

ｉ
モ
ー
ド
を
利
用
し
て
、日

本
や
滞
在
国
の
情
報

な
ど
を
入
手
で
き
ま
す
。

ｉ
モ
ー
ド

メ
ー
ル

日
本
国
内
で
利
用
し
て
い
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

ま
ま
、ｉ

モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
ま
す
。

ｉ
チ
ャ
ネ
ル

日
本
国
内
と
同
様
に
定
期
的
に
情
報
が
受
信
で
き

ま
す
。ｉ

チ
ャ
ネ
ル
対
応
キ
ー
を
押
し
て
チ
ャ
ネ
ル

一
覧
を
表
示
し
、
詳
細
情
報
の
取
得
も
で
き
ま
す
。

S
M
S

日
本
国
内
の

FO
M
A
ユ
ー
ザ
や
、
ド
コ
モ
以
外

の
海
外
通
信
事
業
者
ユ
ー
ザ
と
S
M
S
の
送
受
信

が
で
き
ま
す
。

デ
ー
タ
通
信

パ
ソ
コ
ン
な
ど
と
接
続
し
て
、
海
外
で
も
デ
ー
タ

通
信
（
パ
ケ
ッ
ト
／
回
線
交
換
）
が
利
用
で
き
ま

す
。

a
接
続
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
す
ア
イ
コ
ン

：
国
内
の
FO

M
A
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
中

：
海
外
の
3
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
中

b
接
続
中
の
事
業
者
名

ab

1
2

37
6

5
4



キ
リ
ト
リ
線

電
話
を
か
け
る

日
本
や
滞
在
国
以
外
に
電
話
を
か
け
る

1
0

（
1
秒
以
上
）
y
「
国
番
号
‐
地
域
番
号

（
市
外
局
番
）
‐
相
手
の
電
話
番
号
」
を
入
力

･
地
域
番
号
（
市
外
局
番
）
の
先
頭
が
「
0
」
の

場
合
や
日
本
の
携
帯
電
話
・
P
H
S
の
場
合
は
、

「
0
」
を
除
い
て
入
力
し
ま
す
（
相
手
が
イ
タ

リ
ア
な
ど
一
部
の
国
・
地
域
の
場
合
は
「
0
」

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

･
国
番
号
→
P
1
2

2
発
信
す
る

･
o

／
c
：
音
声
電
話
を
発
信
す
る

･
t
：
テ
レ
ビ
電
話
を
発
信
す
る

3
通
話
が
終
了
し
た
ら

p

･
音
声
電
話
の
場
合
は
、J

を
1
秒
以
上

押
し
て
も
通
話
を
終
了
で
き
ま
す
。

滞
在
国
内
に
電
話
を
か
け
る

1
日
本
国
内
と
同
様
に
相
手
の
電
話
番
号
を
地
域

番
号
（
市
外
)局
番
か
ら
入
力

2
発
信
す
る

･
o

／
c
：
音
声
電
話
を
発
信
す
る

･
t
：
テ
レ
ビ
電
話
を
発
信
す
る

3
通
話
が
終
了
し
た
ら

p

･
音
声
電
話
の
場
合
は
、J

を
1
秒
以
上

押
し
て
も
通
話
を
終
了
で
き
ま
す
。

■
電
話
を
受
け
る
に
は

1
電
話
を
着
信

2
電
話
を
受
け
る

･
o

／
i
［
応
答
］：
音
声
電
話
を
受
け
る

･
t

／
o

：
テ
レ
ビ
電
話
を
受
け
る（
カ
メ
ラ
画
像
）

3
通
話
が
終
了
し
た
ら

p

･
音
声
電
話
の
場
合
は
、

J
を
1
 秒
以

上
押
し
て
も
通
話
を
終
了
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

遠
隔
操
作
設
定

･
日
本
国
内
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

c
y
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
遠
隔
操

作
設
定
」 ロ
ー
ミ
ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定

･
日
本
国
内
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

c
y
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
ロ
ー
ミ

ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定
」

ロ
ー
ミ
ン
グ
時
着
信
規
制

･
日
本
国
内
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

c
y
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
ロ
ー
ミ

ン
グ
時
着
信
規
制
」

留
守
番
電
話
（
海
外
）

c
y
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
留
守
番

電
話
」
y
「
留
守
番
電
話
（
海
外
）」

転
送
で
ん
わ
（
海
外
）

c
y
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
転
送
で

ん
わ
」
y
「
転
送
で
ん
わ
（
海
外
）」

ロ
ー
ミ
ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
海
外
）

c
y
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
y
「
ロ
ー
ミ

ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定
」
y
「
ロ
ー
ミ
ン
グ
ガ
イ
ダ
ン

ス
（
海
外
）」

主
要
国
の
国
番
号

国
際
電
話
を
利
用
す
る
と
き
や
国
際
ダ
イ
ヤ
ル
ア
シ
ス
ト
設
定
な

ど
で
利
用
す
る
国
番
号
は
、
以
下
の
番
号
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
ほ
か
の
国
の
番
号
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、ド
コ
モ
の『
国

際
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

主
要
国
の
国
際
電
話
ア
ク
セ
ス
番
号
（
表
1）

ユニ
バー

サル
ナン

バー
用国

際電
話識

別番
号（

表
2）

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

海
外
で
の
紛
失
や
盗
難
、
精
算
、
故
障
に
つ
い
て
は
、

ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
海
外
利
用
編
」
表
紙
の
「
海

外
で
の
紛
失
、
盗
難
、
精
算
な
ど
に
つ
い
て
」、
ま
た

は
P
1
 の
「
海
外
で
の
故
障
に
関
し
て
」
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

･
各
お
問
い
合
わ
せ
番
号
の
先
頭
に
は
、
滞
在
先
に

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
「
主
要
国
の
国
際
電
話
ア

ク
セ
ス
番
号
（
表
1
）」
ま
た
は
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ナ
ン
バ
ー
用
国
際
電
話
識
別
番
号
（
表
2
）」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

ご
利
用
地
域

番
号

ご
利
用
地
域

番
号

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

1
ド
イ
ツ

4
9

イ
ギ
リ
ス

4
4

ト
ル
コ

9
0

イ
タ
リ
ア

3
9

日
本

8
1

イ
ン
ド

9
1

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

6
8
7

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

6
2

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

6
4

エ
ジ
プ
ト

2
0

ノ
ル
ウ
ェ
ー

4
7

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

6
1

ハ
ン
ガ
リ
ー

3
6

オ
ー
ス
ト
リ
ア

4
3

フ
ィ
ジ
ー

6
7
9

オ
ラ
ン
ダ

3
1

フ
ィ
リ
ピ
ン

6
3

カ
ナ
ダ

1
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

3
5
8

韓
国

8
2

フ
ラ
ン
ス

3
3

ギ
リ
シ
ャ

3
0

ブ
ラ
ジ
ル

5
5

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

6
5

ベ
ト
ナ
ム

8
4

ス
イ
ス

4
1

ペ
ル
ー

5
1

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

4
6

ベ
ル
ギ
ー

3
2

ス
ペ
イ
ン

3
4

香
港

8
5
2

タ
イ

6
6

マ
カ
オ

8
5
3

台
湾

8
8
6

マ
レ
ー
シ
ア

6
0

タ
ヒ
チ

6
8
9

モ
ル
デ
ィ
ブ

9
6
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マナーもいっしょに携帯しましょう
FOMA端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。

こんな場合は必ず電源を切りましょう
■使用禁止の場所にいる場合
航空機内、病院内では、必ずFOMA端末の電源を切ってください。
※ 医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。

ロビーや待合室などでも、必ず電源を切ってください。
■満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方が近く
にいる可能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与える恐れがあります。

こんな場合は公共モードに設定しましょう
■運転中の場合
FOMA端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。
※ 車を安全なところに停車させてからご使用になるか、公共モードをご利用ください。

■劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにすべき公共の場所でFOMA 端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう
■レストランやホテルのロビーなどの静かな場所でFOMA 端末を使用する場合は、声の大きさ
などに気をつけましょう。

■街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。

プライバシーに配慮しましょう
カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収、リサイクル
に出しましょう。

こんな機能が公共のマナーを守ります
かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA端末から鳴る音をすべて消す設定など、便利
な機能があります。
●公共モード（ドライブモード／電源OFF）
電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような所（電車、バス、
映画館など）にいるため、電話に出られない旨のガイダンスを流し、通話を切ります。
→P70、P71

●伝言メモ
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の用件を録音します。→P73

●着信バイブレータ
電話がかかってきたことを、振動でお知らせします。→P115

●マナーモード／オリジナルマナーモード
キー確認音や着信音などFOMA端末から鳴る音をすべて消します（マナーモード）。
→P117
マナーモードの動作を変更することもできます（オリジナルマナーモード）。→P119



ドコモの携帯電話の場合

＊一般電話などからかけた場合には、日本向け通話料がかかります。

・ M702iS からご利用の場合は+81-3-5366-3114でつながります
（「+」は0（1秒以上）を押して入力します）。

一般電話などからの場合
〈ユニバーサルナンバー〉

＊滞在国内通話料などがかかる場合があります。

・主要国の国際電話アクセス番号（表1）／ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2）は、取扱説明書P302をご覧ください。

ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2） -800-0120-0151* ユニバーサルナンバー用

国際電話識別番号（表2） -800-5931-8600*

滞在国の国際電話 
アクセス番号（表1） -81-3-5366-3114*（無料） 

ドコモの携帯電話の場合

＊一般電話などからかけた場合には、日本向け通話料がかかります。

・ M702iS からご利用の場合は+81-3-6718-1414でつながります
（「+」は0（1秒以上）を押して入力します）。

一般電話などからの場合
〈ユニバーサルナンバー〉

＊滞在国内通話料などがかかる場合があります。

・主要国の国際電話アクセス番号（表1）／ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2）は、取扱説明書P302をご覧ください。

滞在国の国際電話 
アクセス番号（表1） -81-3-6718-1414*（無料） 

●紛失・盗難などにあわれたら、速やかに利用中断手続きをお取りください。
●お客さまが購入されたFOMA端末に故障が発生した場合は、ご帰国後にドコモ指定の故障取扱窓口へご持参ください。 

取扱説明書 かんたん検索／ 
目次／注意事項 

　ご使用前の確認 

電話のかけかた／ 
受けかた 

　テレビ電話のかけかた／ 
受けかた 

電話帳 

　音／画面／照明設定 

あんしん設定 

カメラ 

ｉモード／ 
ｉモーション 

メール 

ｉアプリ 

ｉチャネル 

データ表示／編集／ 
管理／音楽再生 

その他の便利な機能 

ネットワークサービス 

データ通信 

文字入力 

海外利用 

付録／外部機器連携／ 
困ったときには 

 索引／ 
クイックマニュアル 
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取
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説
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■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

※一般電話などからはご利用できません。 ※一般電話などからはご利用できません。 

（局番なしの）151（無料） 
■ドコモの携帯電話、PHSからの場合 

（局番なしの）113（無料） 
■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。 

■一般電話などからの場合 

 　　 0120-800-000 
　※携帯電話、PHSからもご利用になれます。 
●ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。 
●なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービスステーション 
一覧」でご確認ください。 

パケット通信料無料 

※ ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。 
※ ｉモードからご利用になる場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。 
※ パソコンからご利用になる場合、「DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。 
※ 「ネットワーク暗証番号」および「DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は、下記総合お問い合わせ先にご相談ください。 
※ ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。 
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。 

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。 

ｉモードから　ｉMenu ⇒ 料金＆お申込・設定 ⇒ ドコモeサイト 

パソコンから　My DoCoMo（http://www.mydocomo.com/）⇒ 各種手続き（ドコモeサイト） 

PANTONE 3005CVC 

総合お問い合わせ先 
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉 

海外での故障に関して 
〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉（24時間受付） 

海外での紛失、盗難、精算などについて 
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付） 

故障お問い合わせ先 

'07.5 (3.1版)

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、 
リサイクル協力店などにお持ちください。 

モトローラ株式会社 製造元 

Li-ion
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本マニュアルでは、FOMA M702iSでデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、CD-
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データ通信について
FOMA端末とパソコンを接続することで、3つの通
信形態（パケット通信、64Kデータ通信、データ転
送（OBEX））のデータ通信を利用できます。

FOMA端末から利用できるデータ
通信について
■パケット通信
送受信したデータ量に応じて課金される通信形
態で、受信最大384kbps、送信最大64kbpsの
通信速度でデータ通信ができます。
パケット通信を行うには、FOMA端末とパソコン
をFOMA USB接続ケーブル（別売）やBluetooth
で接続し、ドコモのインターネット接続サービス
「mopera U」や「mopera」などのFOMAパケッ
ト通信に対応したアクセスポイントを利用しま
す。
• パケット通信を利用して多量のデータの送受信を
行うと、通信料金が高額になりますのでご注意く
ださい。

■64Kデータ通信
ネットワークへの接続時間に応じて通信料金が
かかる通信形態で、64kbpsの通信速度でデータ
通信ができます。
64Kデータ通信を行うには、FOMA端末とパソ
コンをFOMA USB接続ケーブルやBluetoothで
接続し、ドコモのインターネット接続サービス
「mopera U」や「mopera」などのFOMA 64K
データ通信対応のアクセスポイント、または
ISDN同期64K対応のアクセスポイントを利用
します。
• 64Kデータ通信を利用して長時間のネットワーク
接続を行うと、通信料金が高額になりますのでご
注意ください。

■データ転送（OBEX）
FOMA USB接続ケーブルや赤外線、Bluetooth
を利用して、データを送受信する通信形態です。
FOMA端末とパソコンをFOMA USB接続ケー
ブルで接続してデータ転送を行うには、データリ
ンクソフトをパソコンにインストールする必要
があります。赤外線やBluetoothによるデータ転
送を行うには、通信を行うパソコンなどの機器に
赤外線やBluetoothの機能が搭載されている必
要があります。

FOMA端末とパソコンなどの機器
との接続方法
FOMA端末とパソコンなどの機器を接続してデー
タ通信を行うには、次の接続方法があります。
■ FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用する
（USB接続）
FOMA 端末とパソコンなどの機器をFOMA
USB接続ケーブルで接続することで、すべての通
信形態（パケット通信、64Kデータ通信、データ
転送（OBEX））を利用できます。
• FOMA USB接続ケーブルで接続する際は、通信設
定ファイル（ドライバ）のインストールが必要に
なります。→P3

• ご利用の際は、USBモード設定を「通信モード」に
設定してください。→P5

■Bluetoothを利用する（Bluetooth接続）
Bluetoothを利用することで、すべての通信形態
（パケット通信、64Kデータ通信、データ転送
（OBEX））を利用できます。
• Bluetoothで接続する際は、Bluetooth接続経由
標準モデムまたはBluetooth機器メーカが提供し
ているBluetoothモデムを使用してください。イ
ンストールおよび設定については、お使いのパソ
コンやBluetooth機器メーカにお問い合わせくだ
さい。

■赤外線を利用する
赤外線機能を利用することで、データ転送
（OBEX）の通信形態を利用できます。
赤外線機能を搭載したパソコンなどの機器との
間でデータの送受信ができます。

ご利用にあたっての留意点
■インターネットサービスプロバイダの利用料に
ついて
インターネットを利用する場合は、ご利用になる
インターネットサービスプロバイダ（以降プロバ
イダ）に対する利用料が必要になります。この利
用料は、FOMAサービスの利用料とは別に直接プ
ロバイダにお支払いいただきます。利用料の詳細
については、ご利用のプロバイダにお問い合わせ
ください。
ドコモのインターネット接続サービス「mopera
U」または「mopera」をご利用いただけます。
「mopera U」をご利用いただく場合は、お申し
込みが必要（有料）となります。「mopera」をご
利用いただく場合は、お申し込み手続き不要、月
額使用料無料です。

■接続先（プロバイダなど）の設定について
パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異
なります。パケット通信を行うときはパケット通
信対応の接続先、64Kデータ通信を行うときは
FOMA 64Kデータ通信、またはISDN同期64K
対応の接続先をご利用ください。
• DoPaのアクセスポイントには接続できません。
• PIAFSなどのPHS64K／32Kデータ通信のアク
セスポイントには接続できません。
1 次のページへ続く



■ネットワークアクセス時のユーザ認証について
接続先によっては、接続時にユーザ認証（IDとパ
スワード）が必要な場合があります。その場合は、
通信ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でID
とパスワードを入力して接続してください。IDと
パスワードは接続先のプロバイダまたは接続先
のネットワーク管理者から付与されます。詳細に
ついては、プロバイダまたは接続先のネットワー
ク管理者にお問い合わせください。

■パケット通信および64Kデータ通信の条件
FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要に
なります（条件が整っていても基地局の混雑状況
や電波状態によって通信できないことがありま
す）。
• FOMA USB接続ケーブルが利用できるパソコンで
あること

• Bluetoothで接続する場合、パソコンなどの機
器がBluetooth 標準規格Ver.1.2 のDial-Up
Networking Profile（ダイヤルアップネット
ワーキングプロファイル）に対応していること

• FOMAサービスエリア内であること
• パケット通信の場合、アクセスポイントが FOMA
のパケット通信に対応していること

• 64Kデータ通信の場合、アクセスポイントがFOMA
64Kデータ通信、またはISDN同期64Kに対応して
いること

■データ通信の用語について
APN （Access Point Name）
パケット通信の接続先（プロバイダやLANなど）を
識別します。ドコモのインターネット接続サービス
「mopera U」は、APNでは「mopera.net」で表
現されます。
cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）をFOMA端末に登
録するときの登録番号です。FOMA端末では1～
10までのcidを使って10件のAPNを登録できま
す。
DNS（Domain Name System）
「nttdocomo.co.jp」のような人が理解しやすいド
メイン名をコンピュータが管理するための数字に
よるアドレスに変換するシステムです。
OBEX（Object Exchange）
IrDA（Infrared Data Association）で規定され
たファイル転送用の通信規約（プロトコル）です。
OBEXプロトコルを利用できる機器との間で、電話
帳やスケジュールの登録内容、画像などのデータを
送受信できます。
QoS（Quality of Service）
ネットワークのサービス品質を示します。FOMA端
末ではデータの通信速度の条件を指定できます（接
続時の速度は通信状況などによって可変します）。
W-TCP
FOMAネットワークでパケット通信を行うときに、
TCP／IPの伝送能力を最大限に生かすためのTCP
パラメータです。FOMA端末の通信性能を最大限に
活用するには、TCPパラメータの最適化が必要と
なります。

パソコンの管理者権限
Windows XP、Windows 2000のシステムすべ
てにアクセスできる権限のことです。管理者権限を
持たないユーザは、通信設定ファイル（ドライバ）
やFOMA PC設定ソフトなどのインストールおよ
びアンインストールができません。

お使いになる前に

動作環境について
データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は
次のとおりです。

※1：OSをアップグレードして使用されている場合の動
作は保証いたしかねます。

※2：必要メモリ／ハードディスク容量は、パソコンの
システム構成によって異なることがあります。

• 動作環境によってはご使用になれない場合があり
ます。また、「動作環境について」で説明している
動作環境以外でのご使用によるお問い合わせおよ
び動作保証は、当社では責任を負いかねますのであ
らかじめご了承ください。

• FOMA端末は、Remote Wakeupには対応していま
せん。

• FOMA端末はFAX通信をサポートしていません。

項　目 必要環境

パソコン本体 • PC-AT互換機でCD-ROMドライ
ブが使用できる機器

• USBポート（Universal Serial 
Bus Specification Rev1.1/2.0
準拠）

• ディスプレイ解像度800×600
ドット、High Color（65,536
色）以上を推奨

• Bluetooth接続で通信する場合
-Bluetooth標準規格Ver. 1.2に準
拠し、Dial-up Networking 
Profile（ダイヤルアップネット
ワーキングプロファイル）対応の
機器

OS※1 • Windows XP、Windows 2000
（各日本語版）

必要メモリ • Windows XP：128Mバイト以上※2

• Windows 2000：64Mバイト以上※2

ハードディス
ク容量

• 5Mバイト以上の空容量※2
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必要な機器について
データ通信を利用するためには、FOMA端末とパソ
コン以外に次の機器、およびソフトウェアが必要で
す。
• FOMA USB接続ケーブル（別売）※

• FOMA miniUSB交換アダプタ M01（付属品）※

• FOMA M702iS用CD-ROM（付属品）
※：Bluetooth接続の場合は、FOMA USB接続ケーブル、

FOMA miniUSB交換アダプタ M01は不要です。

• USB接続の場合は、専用のFOMA USB接続ケーブ
ルをお買い求めください。市販のUSBケーブルは、
コネクタの形状が異なるため使用できません。

データ通信の準備の流れ
パケット通信や64Kデータ通信を利用する場合の
準備の流れは次のとおりです。

■「FOMA M702iS用CD-ROM」に収録されて
いるデータ通信用ソフト
M702iS通信設定ファイル（ドライバ）
FOMA端末とパソコンをFOMA USB接続ケーブ
ルで接続して、通信やファイル転送をするためにパ
ソコンにインストールするファイルです。
FOMA PC設定ソフト
データ通信に必要なダイヤルアップなどの設定を
簡単に行うために、パソコンにインストールするソ
フトウェアです。

通信設定ファイル（ドライ
バ）をインストールする
FOMA端末とパソコンをはじめてUSB接続する場
合は、通信設定ファイルをインストールしてFOMA
端末をパソコンから利用できるようにしておく必要
があります。
• Bluetooth接続の場合は、通信設定ファイルのインス
トールは不要です。

• 通信設定ファイルのインストールは、FOMA端末とパ
ソコンが接続されていない状態で開始してください。

• 通信設定ファイルをインストールする場合は、必ずパ
ソコンの管理者権限を持ったユーザーアカウントで
行ってください。パソコンの管理者権限に関する設定
や操作については、各パソコンメーカーまたはマイク
ロソフト社にお問い合わせください。

• 通信設定ファイルのインストールをはじめる前に、他
のソフトウェアが稼動していないことを確認してく
ださい。稼動している場合は、ソフトウェアを終了さ
せた後にインストールをはじめてください。

Windows XPにインストールする

a FOMA M702iS用CD-ROMをパソコ
ンにセットする

b「スタート」y「ファイル名を指定して実
行」を順にクリックし、「名前」欄に「〈CD-
ROMドライブ名〉：￥Drivers
￥Setup.exe」と入力y［OK］をクリッ
クする

c［インストール］をクリックする
ドライバのインストールが開始されます。

通信設定ファイル
（ドライバ）をインス
トールする→P3

FOMA端末のUSBモー
ド設定が「通信モード」
に設定されていること
を確認する→P5

インストール後の確
認をする→P6

FOMA PC設定ソフ
トをインストールし
て接続先を設定する
→P8

接続する→P14、P23

FOMA PC設定ソフトを
使わずに接続先（パケッ
ト通信の場合）とダイヤ
ルアップネットワーク
を設定する→P18

モデムの確認をする
→P8

FOMA 端末とパソ
コンをBluetoothで
接続する→P7

USB接続で通信する場合 Bluetooth接続で通信する場合

以下はUSB接続／Bluetooth
接続共通の設定です。

FOMA端末とパソ
コンをFOMA USB
接続ケーブル（別売）
で接続する→P5
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■インストールの中断を推奨する画面が表示さ
れた場合

［続行］をクリックして、インストールを続け
てください。M702iS通信設定ファイルは、
Windowsロゴの認証テストに合格したソフト
ウェアと変わりなく動作します。

d 確認画面で［OK］をクリックする

e FOMA端末とパソコンを接続する
• 接続方法→P5
• 正しく接続されると、パソコンのタスクバーから
「新しいハードウェアが見つかりました」と数秒
間、ポップアップ表示されます。

f「いいえ、今回は接続しません」を選択y
［次へ］をクリックする

• パソコンの状態や設定によっては、この画面が表
示されない場合があります。その場合は、操作7に
進んでください。

g「ソフトウェアを自動的にインストール
する（推奨）」を選択y［次へ］をクリック
する

■インストールの中断を推奨する画面が表示さ
れた場合
［続行］をクリックして、インストールを続け
てください。M702iS通信設定ファイルは、
Windowsロゴの認証テストに合格したソフト
ウェアと変わりなく動作します。

h［完了］をクリックする

i 他の3種類のドライバをすべてインス
トールする
操作6～9を参考に他の3種類のドライバをすべ
てインストールします。
インストールが完了すると、パソコンのタスク
バーから「新しいハードウェアがインストールさ
れ、使用準備ができました」と数秒間、ポップ
アップ表示されます。
• 続いて、「通信設定ファイル（ドライバ）を確認す
る」に進みます。→P6

Windows 2000にインストールする

a FOMA M702iS用CD-ROMをパソコ
ンにセットする

b「スタート」y「ファイル名を指定して実
行」を順にクリックし、「名前」欄に「〈CD-
ROMドライブ名〉：￥Drivers
￥Setup.exe」と入力y［OK］をクリッ
クする

c［インストール］をクリックする
ドライバのインストールが開始されます。

■インストールの続行を確認する画面が表示さ
れた場合

［はい］をクリックして、インストールを続け
てください。M702iS通信設定ファイルは、
Microsoftデジタル署名されたソフトウェア
と変わりなく動作します。

d 確認画面で［OK］をクリックする
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e FOMA端末とパソコンを接続する
自動的に4種類のドライバが続けてインストール
されます。
• 接続方法→P5
■インストールの続行を確認する画面が表示さ
れた場合
［はい］をクリックして、インストールを続け
てください。M702iS通信設定ファイルは、
Microsoftデジタル署名されたソフトウェア
と変わりなく動作します。

• 続いて、「通信設定ファイル（ドライバ）を確認す
る」に進みます。→P6

FOMA 端末とパソコンをFOMA
USB接続ケーブル（別売）で接続する
FOMA端末とパソコンをUSB接続する方法
について説明します。

USBモード設定

USBモードを設定する
FOMA端末のUSBモード設定を「通信モード」にし
ます。

a cy （接続設定）y （USBモード
設定）　

b h［変更］y「通信モード」yh［選択］

FOMA 端末とパソコンをFOMA
USB接続ケーブル（別売）で接続する

a 外部接続端子の端子キャップを開き、
FOMA miniUSB変換アダプタ M01（付
属品）を接続する
• FOMA 端末とFOMA miniUSB 変換アダプタ M01の
間に2mm程度の隙間が空きますが、異常ではあり
ませんのでそのままご使用ください。

b FOMA USB接続ケーブルのラベル面を
上にしてFOMA miniUSB変換アダプタ 
M01に水平に差し込む
•「カチッ」と音がするまでコネクタをしっかりと差
し込んでください。

c FOMA USB接続ケーブルのUSBコネ
クタをパソコンのUSB端子に接続する

• FOMA端末とパソコンの接続には、専用のFOMA
USB接続ケーブルを使用してください。市販の
USBケーブルは、コネクタの形状が異なるため、
FOMA miniUSB変換アダプタ M01に接続できま
せん。

• FOMA USB接続ケーブルやFOMA miniUSB変換ア
ダプタ M01のコネクタは無理に差し込まないでく
ださい。各コネクタは、正しい向きや角度で差し込
まないと接続できません。差し込む向きや角度が正
しければ、強い力をかけずにスムーズに差し込める
ようになっています。うまく差し込めないときは、
無理に差し込まずに、コネクタの形や向きを確認し
てください。

■取り外しかた
a FOMA USB接続ケーブルの外部接続コネクタの

リリースボタンを押しながら、FOMA miniUSB
変換アダプタ M01から水平に引き抜く
• 無理に引っ張ろうとすると故障の原因となりま
す。

b FOMA端末からFOMA miniUSB変換アダプタ M01
を水平に引き抜く
• 無理に引っ張ろうとすると故障の原因となりま
す。

cパソコンからFOMA USB接続ケーブルを引き抜
く

ラベル面を上にする

USBコネクタ

リリースボタン

リリースボタン
5



通信設定ファイル（ドライ
バ）を確認する
M702iS通信設定ファイルが正しくインストール
されていることを確認します。

＜例：Windows XPの場合＞

a 「スタート」y「コントロールパネル」をク
リックし、「パフォーマンスとメンテナン
ス」y「システム」をクリックする
■Windows 2000の場合
「スタート」y「設定」y「コントロールパネ
ル」を順にクリックし、「システム」をクリッ
クする

b「ハードウェア」タブをクリックy［デバ
イスマネージャ］をクリックする
■Windows 2000の場合
「デバイスマネージャ」タブをクリックする

c 各デバイス表示をクリックして、インス
トールされたドライバ名を確認する
「ポート（COMとLPT）」「モデム」「USB（Universal
Serial Bus）コントローラ」の各デバイスにすべて
のドライバが表示されていることを確認します。

• M702iS通信設定ファイルのインストール時に、
FOMA PC接続ケーブル（別売）が外れたり、パソ
コンの画面で［キャンセル］を押してインストール
を中止したりすると、正常にインストールされない
ため、「デバイスマネージャ」画面でドライバ名が確
認できない場合があります。このような場合は、ア
ンインストールの操作を行ってM702iS通信設定
ファイルを削除してから、再度インストールしてく
ださい。

■FOMA端末のCOMポート番号を確認するには
FOMA PC設定ソフトを使わずに通信の設定を行
うときなどに、FOMA端末のモデム名やモデムの
COMポート番号が必要になる場合があります。
COMポート番号をデバイスマネージャ画面で確認
する方法を説明します。
a FOMA端末とパソコンを接続する

• 接続方法→P5
b「通信設定ファイル（ドライバ）を確認する」の操作

1～2を行う
c「モデム」をクリックy「FOMA M702iS」を選

択yメニューバーから［操作］y［プロパティ］の
順にクリックy「モデム」タブをクリックする
「ポート:」の右側にFOMA端末のCOMポート番号
が表示されます。

通信設定ファイル（ドライ
バ）をアンインストールする
通信設定ファイルのアンインストールが必要な場合
は、次の手順で行います。
• FOMA 端末をパソコンから取り外した状態でアンイ
ンストールを行ってください。

デバイス表示 ドライバ名

ポート（COMとLPT） • FOMA M702iS 
Command Port

• FOMA M702iS 
OBEX Port

Windows XPの場合

モデム • FOMA M702iS

USB（Universal Serial 
Bus）コントローラ

• FOMA M702iS

デバイス表示 ドライバ名
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• 通信設定ファイルをアンインストールする場合は、必
ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーアカウン
トで行ってください。パソコンの管理者権限に関する
設定や操作については、各パソコンメーカーまたはマ
イクロソフト社にお問い合わせください。

• 通信設定ファイルのアンインストールをはじめる前
に、他のソフトウェアが稼動していないことを確認し
てください。稼動している場合は、ソフトウェアを終
了させた後にアンインストールをはじめてください。

＜例：Windows XPの場合＞

a FOMA M702iS用CD-ROMをパソコ
ンにセットする

b「スタート」y「ファイル名を指定して実
行」を順にクリックし、「名前」欄に「〈CD-
ROMドライブ名〉：￥Drivers
￥M702iSUn.exe」と入力y［OK］をク
リックする

c［アンインストール］をクリックする
ドライバのアンインストールが開始されます。

d 確認画面で［OK］をクリックする

e［はい］をクリックしてパソコンを再起動
する
パソコンが再起動され、アンインストールが終了
します。

ダイヤルアップネットワークゲートウェイ

Bluetooth接続による通
信を準備する
FOMA端末とパソコンをBluetooth接続して、デー
タ通信するための準備について説明します。

FOMA端末とパソコンを機器登録
して接続する
FOMA端末を検索待機の状態にして、パソコンから
FOMA端末の検索、機器登録を行い、FOMA端末と
パソコンをBluetooth接続します。
• 機器登録の完了後、パソコンとFOMA端末をBluetooth
接続する場合は、機器登録（操作1～4）は不要です。
機器登録後の接続方法については、パソコンまたはパ
ソコンに接続されているBluetoothアダプタなどの
機器の取扱説明書をご覧ください。

a cy （接続設定）y （Bluetooth
通信）y「Bluetooth接続待機」
• 既に FOMA 端末の Bluetooth
の電源がONになっている場
合には、この画面は表示され
ません。その場合は操作3に
進みます。

b h［はい］
FOMA端末のBluetoothの電源がONになり、検
索待機の状態になります。画面上部には が点滅
します。
• 検索待機の状態のまま、約3分間パソコンから検索
の操作が行われなかった場合は、自動的に検索待
機の状態が解除されます。

c パソコンでBluetooth機器の検索と登
録の操作を行う
検索された機器から「FOMA M702iS」を選択
して、登録の操作を行います。登録の操作を行う
と、FOMA端末には機器登録画面が表示されま
す。
検索や登録の方法については、パソコンまたはパ
ソコンに接続されているBluetoothアダプタな
どの機器の取扱説明書をご覧ください。
• 検索や登録の操作を行う前に、パソコンの周囲に
あるFOMA端末以外のBluetooth機器の電源を
OFFにしておくことをおすすめします。

• 取扱説明書によっては、「検索」が「探索」または
「サーチ」、「登録」が「ペアリング」など、別の用
語で表記されていることがあります。

d h［はい］yパスキーを入力
FOMA端末にパスキー認証の完了画面が表示さ
れ、FOMA 端末とパソコンの機器登録と
Bluetooth接続が完了します。
• 続いて、「登録機器を確認する」に進みます。→P7

登録機器を確認する
Bluetooth接続によるデータ通信の準備のため、
FOMA端末とパソコンにそれぞれ登録された
Bluetooth機器の設定を確認します。
• FOMA 端末に表示される機器名、およびパソコンに
表示されるモデム名については、ご利用になるパソコ
ンまたはパソコンに接続されているBluetoothアダ
プタなどの機器の取扱説明書をご覧ください。

FOMA端末に登録された機器の設定を確認
する

FOMA端末と機器の接続方法を確認し、必要に応じ
て変更します。
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a cy （接続設定）y （Bluetooth
通信）y「登録機器リスト」
FOMA端末に登録されている
Bluetooth機器が表示されま
す。

b 登録機器を選択ycy「個別接続設定」
を選択ycy「ダイヤルアップネット
ワーク」の設定を確認
必要に応じて、次の中から設
定を選択します。

常に確認
接続ごとに確認画面が表示されます。

自動
常に接続を許可します。

拒否
接続が拒否され、通信を行うことができません。

1回のみ許可
最初の接続のみ確認画面を表示し、その後は「拒否」に設
定します。

モデムを確認する

データ通信の設定のために、モデムに割り当てられ
たCOMポートの番号を確認します。

＜例：Windows XPの場合＞

a 「スタート」y「コントロールパネル」の順
にクリックし、「パフォーマンスとメンテ
ナンス」y「システム」の順にクリックす
る
■Windows 2000の場合
「スタート」y「設定」y「コントロールパネ
ル」の順にクリックし、「システム」をクリッ
クする

b「ハードウェア」タブをクリックy［デバ
イスマネージャ］をクリックする

c「モデム」をクリックyモデム名を選択y
メニューバーから［操作］y［プロパティ］
の順にクリックy「モデム」タブをクリッ
クする
「ポート:」の右側にFOMA端末のCOMポート番
号が表示されます。

Bluetooth接続を終了する
データ通信の終了後、パソコンとFOMA端末の
Bluetooth接続を切断します。

a パソコンからFOMA端末との切断操作
を行う
切断の操作方法については、パソコンまたはパソ
コンのBluetooth機能追加機器の取扱説明書を
ご覧ください。

FOMA PC設定ソフトについて
FOMA端末をパソコンに接続してパケット通信／
64Kデータ通信を行うには、通信に関するさまざま
な設定が必要です。FOMA PC設定ソフトを使うと、
次の設定を簡単に行えます。
■かんたん設定
ガイドに従い操作することで「FOMAデータ通信
用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に「W-
TCPの設定」などを自動で行います。

■W-TCPの設定
「FOMAパケット通信」を利用する前に、パソコ
ン内の通信設定を最適化します。
通信性能を最大限に活用するには、W-TCP設定
による通信設定の最適化が必要になります。
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■接続先（APN）の設定
パケット通信に必要な接続先（APN）の設定を行
います。
FOMAパケット通信の接続先には、64Kデータ
通信と異なり通常の電話番号は使用しません。
あらかじめ接続先ごとに、FOMA端末にAPN
（Access Point Name）と呼ばれる接続先名を
登録し、その登録番号（cid）を接続先番号欄に
指定して接続します。
お買い上げ時、cid1には「mopera」の接続先
（APN）「mopera.ne.jp」、cid3には「mopera
U」の接続先（APN）「mopera.net」が登録さ
れています。

• FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信／
64Kデータ通信の設定を行う方法もあります。
→P18、P24

• FOMA PC 設定ソフト Ver.3.0.1 以前の古いバー
ジョン（以後、旧FOMA PC設定ソフトと呼びま
す）がインストールされている場合には、あらかじ
め旧FOMA PC設定ソフトをアンインストールし
てください。バージョンの確認方法→P10

FOMA PC設定ソフトをイ
ンストールする
• FOMA PC設定ソフトをインストールする場合は、必
ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーアカウン
トで行ってください。パソコンの管理者権限に関する
設定や操作については、各パソコンメーカーまたはマ
イクロソフト社にお問い合わせください。

• FOMA PC設定ソフトのインストールを開始する前
に、他のソフトウェアが稼動していないことを確認し
てください。稼動している場合は、ソフトウェアを終
了させた後にインストールしてください。

＜例：Windows XPの場合＞

a 付属のFOMA M702iS用CD-ROMを
パソコンにセットする

b「スタート」y「ファイル名を指定して実
行」を順にクリックし、「名前」欄に「〈CD-
ROMドライブ名〉：￥FOMA_PCSET
￥Setup.exe」と入力y［OK］をクリッ
クする

c［次へ］をクリックする
•「旧W-TCP設定ソフト」「旧APN設定ソフト」「旧
FOMA PC設定ソフト」がインストールされている
という警告画面が表示された場合は、P10を参照
してそれぞれのソフトをアンインストールしてく
ださい。

d 使用許諾契約書の内容に同意する場合は
［はい］をクリックする
［いいえ］をクリックするとインストールが中止
され、FOMA PC設定ソフトを使用することはで
きません。

e「タスクトレイに常駐する」を に設定
y［次へ］をクリックする
インストール後、（W-TCP設定）がパソコンの
タスクトレイに常駐します。W-TCP設定の変更
や確認を簡単な操作で行えるため、常駐させるこ
とをおすすめします。
•「タスクトレイに常駐する」を に設定した場合も
FOMA PC設定ソフトをインストールできます。イ
ンストール後に常駐させる場合は、FOMA PC設
定ソフトの操作画面（P10）で「メニュー」y「W-
TCP設定をタスクトレイに常駐させる」の順にク
リックします。

f インストール先を確認y［次へ］をクリッ
クする
■インストール先を変更する場合
［参照］をクリックして任意のインストール先
を指定した後、［次へ］をクリックします。
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g「プログラムフォルダ」欄のフォルダ名を
確認y［次へ］をクリックする

h［完了］をクリックする
インストールが完了すると、FOMA PC設定ソフ
トが起動し、操作画面が表示されます。

■FOMA PC設定ソフトのインストール時の警告
画面や確認画面について
インストール時に警告画面や確認画面が表示され
た場合の操作について説明します。
既にFOMA PC設定ソフトがインストールさ
れていることを警告する画面が表示された場合
旧バージョンのFOMA PC設定ソフトがインス
トールされています。
「プログラムの追加と削除」（Windows 2000の場
合は「アプリケーションの追加と削除」）の画面か
ら旧バージョンのFOMA PC設定ソフトをアンイ
ンストールした後、FOMA PC設定ソフトをインス
トールしてください。
旧バージョンのW-TCP環境設定ソフトがイン
ストールされていることを警告する画面が表示
された場合
「プログラムの追加と削除」（Windows 2000の場
合は「アプリケーションの追加と削除」）の画面か
ら旧バージョンのW-TCP環境設定ソフトをアンイ
ンストールした後、FOMA PC設定ソフトをインス
トールしてください。
旧バージョンのFOMAデータ通信設定ソフト
がインストールされていることを警告する画面
が表示された場合
［OK］をクリックするとFOMAデータ通信設定ソ
フトが自動的にアンインストールされ、アンインス
トール後、FOMA PC設定ソフトのインストールが
再開されます。
インストールの途中で［キャンセル］や［いい
え］をクリックして、ウィザードの中止の確認
画面が表示された場合
［はい］→［完了］をクリックしてインストールを
終了します。再度インストールする場合は、最初か
ら操作をやり直してください。

■FOMA PC設定ソフトのバージョン情報の確認
方法
FOMA PC設定ソフトの操作画面で「メニュー」y
「バージョン情報」を順にクリックすると、バージョ
ン情報の画面が表示されます。

通信の設定を行う
FOMA PC設定ソフトを使用したパケット通信／
64Kデータ通信に関する設定について説明します。
• 設定をはじめる前にFOMA端末とパソコンが正しく
接続されていることを確認してください。→P5

FOMA PC設定ソフトを起動する
パソコンにインストールされたFOMA PC設定ソフ
トを起動します。FOMA PC設定ソフトを起動した
ときの操作画面から、次の項目が設定できます。
■「かんたん設定」によるパケット通信の設定
→P11

■「かんたん設定」による64Kデータ通信の設定
→P13

■「W-TCP設定」によるデータ通信の伝送能力の最
適化、変更→P15

■「APN設定」によるパケット通信の接続先（APN）
の設定→P16

＜例：Windows XPの場合＞

a 「スタート」y「すべてのプログラム」y
「FOMA PC設定ソフト」y「FOMA PC
設定ソフト」の順にクリックする
FOMA PC設定ソフトが起動し、操作画面が表示
されます。
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■Windows 2000の場合
「スタート」y「プログラム」y「FOMA PC
設定ソフト」y「FOMA PC設定ソフト」の順
にクリックする

通信ポートを指定する
Bluetooth接続でデータ通信を行う場合は、FOMA
PC設定ソフトの「通信設定」でパソコンのCOM
ポートの番号を指定します。
• USB接続の場合は、通常、この設定を行う必要はあ
りません。COMポートを任意に設定する場合に行っ
てください。

a FOMA端末に割り当てられているCOM
ポートの番号を確認する
確認方法→P6、P8

b FOMA PC設定ソフトの操作画面から
「メニュー」y「通信設定」の順にクリック
する

c「COMポート指定」を選択y「COM:」欄
をクリックしてFOMA端末に割り当て
られているCOMポートの番号を設定す
る
• COMポートの番号は1～99の範囲で指定できま
す。

d［OK］をクリックする
設定が完了します。

かんたん設定を使ってパケット通
信の設定をする
パケット通信は、送受信したデータ量に応じて料金
が計算される通信方式です。受信最大384kbps、送
信最大64kbpsの速度でデータ通信ができます。
FOMA端末を使用してインターネットに接続する
には、ブロードバンド接続オプションや国際ローミ
ングなどに対応した「mopera U」のご利用をおす
すめします（別途お申し込みが必要です）。なお、国
際ローミングではパケット通信のみご利用いただけ
ます。ご利用の際のパケット通信料も国内でのパ
ケット通信料とは異なりますので、ご注意ください。

また、今すぐ簡単にインターネットに接続するには、
「mopera」が便利です。
ここでは例として、USB接続の場合の設定について
説明します。

「mopera U」または「mopera」を利用す
る場合

a FOMA PC設定ソフトの操作画面で［か
んたん設定］をクリックする

b「パケット通信」を選択y［次へ］をクリッ
クする

c「『mopera U』への接続」または
「『mopera』への接続」を選択y［次へ］を
クリックする
■「『mopera U』への接続」を選択した場合
「mopera U」をご契約済みであることを確認
する画面が表示されます。ご契約済みの場合
は、［はい］をクリックして、設定を続けます。

d［OK］をクリックする
FOMA端末から接続先（APN）設定を取得しま
す。しばらくお待ちください。
■Bluetooth接続の場合
FOMA端末の接続設定によっては、確認画面が
表示されます。接続する場合は、h（許可）
を押します。

e「接続名」欄に任意の接続名を入力y［接
続方式］（「PPP接続」/「IP接続」）を選択
y「発信者番号通知を行う」を選択y［次
へ］をクリックする
•「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。
￥/:＊?!<>│"

•「mopera U」に接続する場合は、「接続方式」は
「IP接続」を選択してください。国内でご利用にな
る場合は、「接続方式」を任意で選択してもご利用
いただけます。
「mopera」に接続する場合は、「接続方式」は「PPP
接続」を選択してください。

•「mopera U」または「mopera」に接続する場合は、
発信者番号の通知が必要です。「発信者番号通知を
行わない」は選択しないでください。

• 海外でご利用になる場合には、「NW サービスに従
う」を選択し、FOMA端末でcy （ネットワー
クサービス）y「発信者番号通知」y「発信者番号
通知設定」の順に操作して発信者番号を通知するか
どうかを設定してください。

■Bluetooth接続の場合
ご使用のパソコンまたはパソコンに接続され
ているBluetoothアダプタなどの取扱説明書
を参照して、「モデム名」に表示される名前が
正しいことを確認してください。
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f「使用可能ユーザーの選択」を任意に選択
し、［次へ］をクリックする
「mopera U」または「mopera」に接続する場合
は、「ユーザー名」「パスワード」の各欄が空欄で
も接続できます。

g「最適化を行う」を に設定y［次へ］を
クリックする
■すでに最適化されている場合
最適化の確認画面は表示されません。操作8へ
進みます。

h 設定情報の内容を確認y［完了］をクリッ
クする
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ
トを作成する」を に設定すると、デスクトップ
にダイヤルアップ接続のショートカットが作成さ
れます。

■設定を変更する場合
［戻る］をクリックします。

i［OK］をクリックする
設定が完了します。
■最適化の設定を変更した場合
パソコンを再起動する必要があります。再起動
の選択画面で「はい」をクリックしてください。

その他のプロバイダを利用する場合

a FOMA PC設定ソフトの操作画面で［か
んたん設定］をクリックする

b「パケット通信」を選択y［次へ］をクリッ
クする

c「その他」を選択y［次へ］をクリックする

d［OK］をクリックする
FOMA端末から接続先（APN）設定を取得しま
す。しばらくお待ちください。

■Bluetooth接続の場合
FOMA端末の接続設定によっては、確認画面が
表示されます。接続する場合は、h（許可）
を押します。

e「接続名」欄に任意の接続名を入力する
•「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。
￥/:＊?!<>│"

•「接続方式」と発信者番号通知の設定は、ご利用の
プロバイダの指定に従ってください。

• 海外でご利用になる場合には、「NW サービスに従
う」を選択し、FOMA端末でcy （ネットワー
クサービス）y「発信者番号通知」y「発信者番号
通知設定」の順に操作して発信者番号を通知するか
どうかを設定してください。

■Bluetooth接続の場合
ご使用のパソコンまたはパソコンに接続され
ているBluetoothアダプタなどの取扱説明書
を参照して、「モデム名」に表示される名前が
正しいことを確認してください。

■ IPアドレスとDNSを設定する場合
ご利用のプロバイダより、接続するためのIPア
ドレスとDNSの設定が指定されている場合
は、［詳細情報の設定］をクリックして設定し
てください。

f［接続先（APN）設定］をクリックする

g［追加］をクリックy接続先（APN）を設
定y［OK］をクリックする
「番号(cid)」は2または4～10に設定します。

h［OK］をクリックする
「接続先（APN）設定」画面が終了します。
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i［次へ］をクリックする

j「ユーザー名」「パスワード」を設定y「使
用可能ユーザーの選択」を任意に選択y
［次へ］をクリックする
ご利用のプロバイダから提供されたユーザー名、
パスワードの各情報を、大文字／小文字などに注
意して正確に入力してください。

k「最適化を行う」を に設定y［次へ］を
クリックする
■すでに最適化されている場合
最適化の確認画面は表示されません。操作12
へ進みます。

l 設定情報の内容を確認y［完了］をクリッ
クする
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ
トを作成する」を に設定すると、デスクトップ
にダイヤルアップ接続のショートカットが作成さ
れます。

■設定を変更する場合
［戻る］をクリックします。

m［OK］をクリックする
設定が完了します。
■最適化の設定を変更した場合
パソコンを再起動する必要があります。再起動
の選択画面で［はい］をクリックしてください。

かんたん設定を使って64Kデータ
通信の設定をする
64Kデータ通信は、接続した時間に応じて料金が計
算される通信方式です。最大64kbpsの速度でデー
タ通信ができます。
FOMA端末を使用してインターネットに接続する
には、ブロードバンド接続オプションや国際ローミ
ングなどに対応した「mopera U」のご利用をおす
すめします（別途お申し込みが必要です）。なお、国
際ローミングではパケット通信のみご利用いただけ
ます。ご利用の際のパケット通信料も国内でのパ
ケット通信料とは異なりますので、ご注意ください。
また、今すぐ簡単にインターネットに接続するには、
「mopera」が便利です。
ここでは例として、USB接続の場合の設定について
説明します。

「mopera U」または「mopera」を利用す
る場合

a FOMA PC設定ソフトの操作画面で［か
んたん設定］をクリックする

b「64Kデータ通信」を選択y［次へ］をク
リックする

c「『mopera U』への接続」または
「『mopera』への接続」を選択y［次へ］を
クリックする
■「『mopera U』への接続」を選択した場合
「mopera U」をご契約済みであることを確認
する画面が表示されます。ご契約済みの場合
は、［はい］をクリックして、設定を続けます。

d「接続名」欄に任意の接続名を入力y「発
信者番号通知を行う」を選択y［次へ］を
クリックする
•「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。
￥/:＊?!<>│"

•「モデムの選択」欄は、「FOMA M702iS」を選択
します。

•「mopera U」または「mopera」に接続する場合は、
発信者番号の通知が必要です。「発信者番号通知を
行わない」は選択しないでください。

■Bluetooth接続の場合
ご使用のパソコンまたはパソコンに接続され
ているBluetoothアダプタなどの取扱説明書
を参照して、「モデム名」に表示される名前が
正しいことを確認してください。

e「使用可能ユーザーの選択」を任意に選択
y［次へ］をクリックする
「mopera U」または「mopera」に接続する場合
は、「ユーザー名」「パスワード」の各欄が空欄で
も接続できます。

f 設定情報の内容を確認y［完了］をクリッ
クする
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ
トを作成する」を に設定すると、デスクトップ
にダイヤルアップ接続のショートカットが作成さ
れます。

■設定を変更する場合
［戻る］をクリックします。

g［OK］をクリックする
設定が完了します。
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その他のプロバイダを利用する場合

a FOMA PC設定ソフトの操作画面で［か
んたん設定］をクリックする

b「64Kデータ通信」を選択y［次へ］をク
リックする

c「その他」を選択y［次へ］をクリックする
■「『mopera U』への接続」を選択した場合
「mopera U」をご契約済みであることを確認
する画面が表示されます。ご契約済みの場合
は、［はい］をクリックして、設定を続けます。

d 通信設定を行うy［次へ］をクリックする
• 次のように通信設定を行います。
•「接続名」欄に任意の接続名を入力します。なお、
「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。
￥/:＊?!<>│"
- 「モデムの選択」欄は、「FOMA M702iS」を選
択します。

- 「電話番号」欄にご利用のプロバイダに接続する
電話番号を入力します。

•「接続方式」と発信者番号通知の設定は、ご利用の
プロバイダの指定に従ってください。

• 海外でご利用になる場合には、「NWサービスに従
う」を選択し、FOMA端末でcy （ネットワー
クサービス）y「発信者番号通知」y「発信者番号
通知設定」の順に操作して発信者番号を通知するか
どうかを設定してください。

■Bluetooth接続の場合
ご使用のパソコンまたはパソコンに接続され
ているBluetoothアダプタなどの取扱説明書
を参照して、「モデム名」に表示される名前が
正しいことを確認してください。

■ IPアドレスとDNSを設定する場合
ご利用のプロバイダより、接続するためのIPア
ドレスとDNSの設定が指定されている場合
は、［詳細情報の設定］をクリックして設定し
てください。

e「ユーザー名」「パスワード」を設定y「使
用可能ユーザーの選択」を任意に選択y
［次へ］をクリックする
ご利用のプロバイダから提供されたユーザー名、
パスワードの各情報を、大文字／小文字などに注
意して正確に入力してください。

f 設定情報の内容を確認y［完了］をクリッ
クする
•「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ
トを作成する」を に設定すると、デスクトップ
にダイヤルアップ接続のショートカットが作成さ
れます。

■設定を変更する場合
［戻る］をクリックします。

g［OK］をクリックする
設定が完了します。

設定した通信を実行する
FOMA PC設定ソフトを使って設定した通信および
切断の操作について説明します。
• 設定時に接続していたFOMA端末で通信を行ってく
ださい。ほかのFOMA端末を接続すると、通信設定
ファイルのインストールが必要になります。

a パソコンのデスクトッ
プの接続アイコンをダ
ブルクリックする
デスクトップに接続アイコン
が表示されていない場合は、
次の操作を行います。
■Windows XPの場合
「スタート」y「すべてのプログラム」y「ア
クセサリ」y「通信」y「ネットワーク接続」
を順にクリックy設定した接続先のアイコン
をダブルクリックする

■Windows 2000の場合
「スタート」y「プログラム」y「アクセサリ」
y「通信」y「ネットワークとダイヤルアップ
接続」を順にクリックy設定した接続先のアイ
コンをダブルクリックする

b「ユーザー名」「パスワード」を入力y［ダ
イヤル］をクリックする
接続先に接続されます。
•「mopera U」または「mopera」に接続する場合は、
「ユーザー名」「パスワード」の各欄が空欄でも接続で
きます。
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• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度
とは異なる場合があります。

通信を切断する
インターネットブラウザを終了しても通信が切断さ
れない場合があります。次の操作を行い、確実に切
断してください。

a パソコンのタスクトレ
イのダイヤルアップア
イコンをクリックする

b［切断］をクリックする
通信が切断されます。

W-TCP設定
「W-TCP設定ソフト」はFOMAネットワークでパ
ケット通信を行う際に、TCP/IPの伝送能力を最適
化するための「TCPパラメータ設定」ツールです。
FOMA端末の通信性能を最大限に活用する前に、こ
のソフトウェアによる通信設定の最適化が必要で
す。
• 「かんたん設定」で通信の設定を行ったときに「最適
化を行う」を選択した場合は、最適化を行う必要はあ
りません。

Windows XPの場合
通信の設定（ダイヤルアップ）ごとに最適化を設定／
解除できます。

＜例：最適化する場合＞

a FOMA PC設定ソフトを起動y［W-TCP
設定］をクリックする
■パソコンのタスクトレイから操作する場合

をクリックします。

b W-TCP設定画面で［最適化を行う］をク
リックする
■最適化を解除する場合
W-TCP設定（ダイヤルアップ）画面で［シス
テム設定］をクリックy［最適化を解除する］
の順にクリックします。

• 既に最適化されている場合は、W-TCP設定画面が
表示されません。その場合は、操作3に進んでくだ
さい。

c 最適化するダイヤルアップを に設定
y［実行］をクリックする
• 最適化を解除するダイヤルアップは に設定しま
す。

d 再起動の確認画面に従い、最適化の設定
変更を有効にする
システム設定の最適化は、パソコンを再起動した
後に有効になります。
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Windows 2000の場合
＜例：最適化する場合＞

a FOMA PC設定ソフトを起動y［W-TCP
設定］をクリックする
■パソコンのタスクトレイから操作する場合

をクリックします。

b W-TCP設定画面で［最適化を行う］をク
リックする
■最適化を解除する場合
W-TCP設定画面で［最適化を解除する］をク
リックします。

c 再起動の確認画面に従い、最適化の設定
変更を有効にする
システム設定の最適化は、パソコンを再起動した
後に有効になります。

接続先（APN）の設定
パケット通信で使う接続先（APN）を設定します。
接続先（APN）は10件まで設定でき、1～10まで
の登録番号（cid）が付けられます。
cid はパケット通信の接続先を指定するときに使い
ます。お買い上げ時、cid1には「mopera」の接続
先（APN）「mopera.ne.jp」、cid3には「mopera
U」の接続先（APN）「mopera.net」が登録されて
いますので、cidを設定するときは、2または4～10
に設定します。
• 設定前にFOMA 端末とパソコンが正しく接続されて
いることを確認してください。→P5、P7

a FOMA PC 設定ソフトを起動y［接続先
（APN）設定］をクリックする

b FOMA端末設定取得画面で［OK］をク
リックする
接続されたFOMA 端末に自動的にアクセスして登
録されている接続先（APN）情報を読み込みます。

c 接続先（APN）の設定をする
• 接続方式を設定する場合は、［編集］y［詳細設定］
を順にクリックして接続方式を選択してくださ
い。

接続先（APN）の編集・削除・追加
■登録済みの接続先（APN）を編集する場合
編集する接続先（APN）を一覧から選択y［編
集］をクリックする

■登録済みの接続先（APN）を削除する場合
削除する接続先（APN）を一覧から選択y［削
除］をクリックする
• 番号（cid）1と3に登録されている接続先（APN）
は削除できません（番号（cid）1または3を選択
して［削除］をクリックしても、実際には削除さ
れず、番号（cid）の1は「mopera.ne.jp」に戻
り、3は「mopera.net」に戻ります）。

■接続先（APN）を追加する場合
［追加］をクリックする

ファイルへの保存
FOMA端末に登録された接続先（APN）設定のバッ
クアップや編集中の接続先（APN）設定の保存がで
きます。

a 「ファイル」y「名前を付けて保存」または
「上書き保存」を順にクリックする

ファイルからの読み込み
パソコンに保存されている接続先（APN）設定を再
編集やFOMA端末への書き込みができます。

a 「ファイル」y「開く」を順にクリックする

FOMA端末への接続先（APN）情
報の書き込み
FOMA端末への接続先（APN）情報の書き込み表
示されている接続先（APN）設定をFOMA端末に
書き込むことができます。

a ［FOMA端末へ設定を書き込む］をク
リックする
上書きの確認画面が表示されます。

b［はい］をクリックする
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FOMA端末からの接続先（APN）
情報の読み込み
FOMA端末に手動でアクセスして登録されている
接続先（APN）を読み込むことができます。

a 「ファイル」y「FOMA端末から設定を取
得」を順にクリックする
FOMA端末設定取得画面が表示されます。

b［OK］をクリックする

ダイヤルアップ作成機能
追加または編集された接続先（APN）をFOMA端
末へ書き込み、ダイヤルアップを設定します。

a 追加または編集された接続先（APN）を
選択y［ダイヤルアップ作成］をクリック
する
FOMA 端末書き込み確認画面が表示されます。

b［はい］をクリックする
FOMA端末へ接続先（APN）情報が書き込まれ
た後、［OK］をクリックすると「パケット通信用
ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。

c 任意の接続名を入力y［アカウント・パス
ワードの設定］をクリックする
•「mopera U」または「mopera」の場合は空欄で
も設定できます。

d「ユーザー」「パスワード」を設定y「使用
可能ユーザーの選択」を任意で選択y
［OK］をクリックする
ダイヤルアップが作成されます。
• ご利用のプロバイダよりIP およびDNS情報が指示
されている場合は、パケット通信用ダイヤルアップ
の作成画面で［詳細情報の設定］をクリックして、
必要な情報を登録後、［OK］をクリックします。

• 接続先（APN）は、FOMA端末に登録される情報
のため、異なるFOMA端末を接続する場合は接続先
（APN）を登録し直してください。

• パソコンに登録されている接続先（APN）を継続
利用する場合は、FOMA端末の同じ登録番号（cid）
に同じ接続先（APN）を登録してください。

FOMA PC設定ソフトをア
ンインストールする
• FOMA PC設定ソフトをアンインストールする場合
は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーアカ
ウントで行ってください。パソコンの管理者権限に関
する設定や操作については、各パソコンメーカーまた
はマイクロソフト社にお問い合わせください。

＜例：Windows XPの場合＞

a 稼動中のソフトウェアを終了させる
a「W-TCP設定ソフト」を終了させる

パソコンのタスクトレイの を右クリックして
「終了」をクリックします。

b FOMA PC設定ソフトを終了させる
操作画面右下の［終了］をクリックします。

cその他の稼動中のソフトウェアを終了させる

b「スタート」y「コントロールパネル」の順
にクリックy「プログラムの追加と削除」
をクリックする
■Windows 2000の場合
「スタート」y「設定」y「コントロールパネ
ル」の順にクリックy「アプリケーションの追
加と削除」をクリックする

c「NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフ
ト」を選択y［削除］をクリックする
■Windows 2000の場合
「NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフト」を選
択y「変更／削除」をクリックする

d 削除するプログラム名を確認y［はい］を
クリックする

e［完了］をクリックする
FOMA PC設定ソフトのアンインストールが終
了します。
■W-TCP設定が最適化されている場合
次の画面が表示されます。FOMA端末を接続し
てデータ通信を行わない場合は、［はい］をク
リックして最適化を解除してください。
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ダイヤルアップネットワー
クの設定
FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信／
64Kデータ通信の接続を設定する方法について説
明します。パケット通信と64Kデータ通信の接続の
設定方法は共通な操作が多いため、ここではパケッ
ト通信の接続について説明し、64Kデータ通信の接
続の設定と異なる操作や注意点については、P24で
説明します。

接続先（APN）を設定する
パケット通信で使う接続先（APN）を設定します。
接続先（APN）は最大10件設定でき、登録番号
（cid）で管理します。
設定には、ATコマンドを入力するための通信ソフト
が必要です。ここではWindowsに標準で添付され
ている「ハイパーターミナル」を使った設定方法を
説明します。
• 64Kデータ通信の接続を設定する場合、または「mopera

U」「mopera」をパケット通信の接続先として使う場
合は、この設定は不要です。

• 「mopera U」または「mopera」以外の接続先（APN）
については、ご利用のプロバイダにお問い合わせくだ
さい。

＜例：Windows XPでUSB接続する場合＞

a FOMA端末とパソコンを接続する
• 接続方法→P5
■Bluetooth接続の場合

• 接続方法→P7

b「スタート」y「すべてのプログラム」y
「アクセサリ」y「通信」y「ハイパーター
ミナル」を順にクリックする
ハイパーターミナルが起動します。
■Windows 2000の場合
「スタート」y「プログラム」y「アクセサリ」
y「通信」y「ハイパーターミナル」を順にク
リックする

c「名前」欄に任意の接続先名を入力y
［OK］をクリックする

d「電話番号」欄に実在しない電話番号
（「0」など）を入力y「接続方法」に
「FOMA M702iS」と表示されているこ
とを確認y［OK］をクリックする
• 複数の類似したモデム名が「接続方法」欄に表示
されるときは、FOMA端末のモデム名を確認して
ください。→P6

■Bluetooth接続の場合
「接続方法」を「モデムを確認する」（P8）で
確認したモデム名に設定します。

e 接続画面で［キャンセル］をクリックする
ハイパーターミナルの入力画面が表示されます。

f 次の入力形式で接続先（APN）を入力
y を押す
［入力形式］
AT+CGDCONT=<cid>,"<PDP type>","<APN>"
<cid>：接続先（APN）の登録番号（cid）を入
力します。既にcid1には「mopera.ne.jp」、cid3
には「mopera.net」が設定されていますので、
cidは2または4～10に設定します。
<PDP type>：接続先（APN）のPDP typeを
PPPまたはIPのどちらかで入力します。
<APN>：接続先（APN）を入力します。
接続先が設定されると「OK」と表示されます。
• 入力した文字が表示されない場合は、ATE1 を
入力してください。
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■指定したcidの接続先（APN）の設定をリセッ
トする場合
AT+CGDCONT=<cid>を入力します。

■設定されている接続先（APN）を確認する場合
AT+CGDCONT?を入力します。

g「ファイル」y「ハイパーターミナルの終
了」を順にクリックする

h 切断の確認画面で［はい］をクリックy保
存の確認画面で［いいえ］をクリックする
ハイパーターミナルが終了し、接続先（APN）の
設定が完了します。

• 接続先（APN）は、FOMA端末に登録される情報
のため、異なるFOMA端末を接続する場合は接続先
（APN）を登録し直してください。

• パソコンに登録されている接続先（APN）を継続
利用する場合は、FOMA端末の同じ登録番号（cid）
に同じ接続先（APN）を登録してください。

発信者番号の通知／非通知を設定する
パケット通信をするときの発信者番号の通知／非通
知をATコマンドの*DGPIRコマンドで設定できま
す。
• 64K データ通信の接続を設定する場合は、この設定
は不要です。

a 「接続先（APN）を設定する」の操作1～5
を行う
ハイパーターミナルが起動し、入力画面が表示さ
れます。

b 次の入力形式で発信者番号の通知／非通
知を設定y を押す
［入力形式］
AT*DGPIR=<n>
<n>：1に設定すると非通知となります（発信時

に「184」が付きます）。
2に設定すると通知になります（発信時に
「186」が付きます）。

発信者番号の通知／非通知が設定されると「OK」
と表示されます。

•「mopera U」または「mopera」をご利用になる場
合は、2（発信者番号を通知）に設定してください。

• 入力した文字が表示されない場合は、ATE1 を
入力してください。

• ダイヤルアップネットワークの接続先の番号の先
頭に「184」「186」を付けて入力することでも発
信者番号の通知／非通知を設定できます。→P20、
P21
通知／非通知の設定を*DGPIRコマンドとダイヤ
ルアップネットワークの設定の両方で行った場合
は、ダイヤルアップネットワークの設定が優先され
ますのでご注意ください。
例えば、*DGPIRコマンドの<n>を2に設定して
も、ダイヤルアップネットワークで接続先の番号の
先頭に「184」（非通知）を入力すると、発信者番
号は非通知になります。

• 海外でご利用になる場合には、AT*DGPIR=0に設
定してください（初期値）。登録されているAPNの
とおりに発信します。

ダイヤルアップネットワークの設
定を行う
パソコンで通信（ダイヤルアップネットワーク）の
設定を行います。ここでは例として、USB接続で
<cid>=3に設定された「mopera U」へ接続する
場合を説明します。
• 「mopera U」または「mopera」以外に接続する場
合の設定内容については、ご利用のプロバイダへお問
い合わせください。

Windows XPの場合

a 「スタート」y「すべてのプログラム」y
「アクセサリ」y「通信」y「新しい接続
ウィザード」を順にクリックする

b 新しい接続ウィザード画面で［次へ］をク
リックする

c「インターネットに接続する」を選択y
［次へ］をクリックする

d「接続を手動でセットアップする」を選択
y［次へ］をクリックする

e「ダイヤルアップモデムを使用して接続
する」を選択y［次へ］をクリックする

f「デバイスの選択」画面が表示された場合
は「モデム－FOMA M702iS」を選択y
［次へ］をクリックする
｢デバイスの選択」画面は、複数のモデムが存在
するときのみ表示されます。
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■Bluetooth接続の場合
「モデムを確認する」（P8）で確認したモデム
を選択します。

g「ISP名」欄に任意の名前を入力y［次へ］
をクリックする

h「電話番号」欄に接続先の番号を入力y
［次へ］をクリックする

•「mopera U」に接続する場合、接続先番号には
「*99***3#」を入力します。

i「ユーザー名」「パスワード」「パスワード
の確認入力」を設定y［次へ］をクリック
する
ご利用のプロバイダから指定された設定を入力
します。
「mopera U」または「mopera」に接続する場合
は、空欄でも接続できます。

j［完了］をクリックする
新しく作成した接続ウィザードが表示されます。

k「スタート」y「すべてのプログラム」y
「アクセサリ」y「通信」y「ネットワーク
接続」を順にクリックする

l 作成したダイヤルアップのアイコンを選
択y「この接続の設定を変更する」をク
リックする

m「全般」タブの画面で設定を確認する
• パソコンに 2 台以上のモデムが接続されている場
合は、「接続方法」欄で「モデム－FOMA M702iS」
のみを に設定します。

• ｢ダイヤル情報を使う」を に設定します。

n「ネットワーク」タブをクリックy画面例
のように設定する
• ｢呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、
「PPP:Windows 95/98/NT4/2000,Internet」
を選択します。

• ｢この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン
ターネットプロトコル(TCP/IP)」を に設定しま
す。「QoSパケットスケジューラ」の設定は変更で
きません。
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o［設定］をクリックする

p すべての項目を に設定y［OK］をク
リックする

q「ネットワーク」タブの画面で［OK］をク
リックする

Windows 2000の場合

a 「スタート」y「プログラム」y「アクセサ
リ」y「通信」y「ネットワークとダイヤル
アップ接続」を順にクリックする

b ネットワークとダイヤルアップ接続画面
で「新しい接続の作成」アイコンをダブル
クリックする

c 所在地情報画面が表示された場合は「市
外局番」を入力y［OK］をクリックする
「新しい接続の作成」をはじめて起動したときの
み表示されます。2回目以降は操作5に進んでく
ださい。

d 電話とモデムのオプション画面で［OK］
をクリックする

e ネットワークの接続ウィザード画面で
［次へ］をクリックする

f「インターネットにダイヤルアップ接続
する」を選択y［次へ］をクリックする

g「インターネット接続を手動で設定する
か、またはローカルエリアネットワーク
(LAN)を使って接続します」を選択y［次
へ］をクリックする

h「電話回線とモデムを使ってインター
ネットに接続します」を選択y［次へ］を
クリックする

i モデムの選択画面が表示された場合は
「FOMA M702iS」を選択y［次へ］をク
リックする
• ご使用のパソコンの動作環境によっては、この画
面は表示されません。表示されない場合は、操作
10に進んでください。

■Bluetooth接続の場合
「モデムを確認する」（P8）で確認したモデム
を選択します。

j「電話番号」欄に接続先の番号を入力y
［詳細設定］をクリックする

•「mopera U」に接続する場合、接続先番号には
「*99***3#」を入力します。

• ｢市外局番とダイヤル情報を使う」を に設定しま
す。

k「接続」タブの画面を画面例のように設定
する
•「mopera U」または「mopera」以外に接続する
場合、｢接続の種類」「ログオンの手続き」をプロ
バイダから指定された設定にします。
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l「アドレス」タブをクリックy画面例のよ
うに設定y［OK］をクリックする
•「mopera U」または「mopera」以外に接続する
場合は、｢IPアドレス」「ISPによるDNS（ドメイ
ンネームサービス）アドレスの自動割り当て」を
プロバイダから指定された設定にします。

m「インターネットアカウントの接続情報」
画面で［次へ］をクリックする

n「ユーザー名」「パスワード」を入力y［次
へ］ をクリックする
ご利用のプロバイダから指定された設定を入力
します。
「mopera U」または「mopera」に接続する場合
は、空欄でも接続できます。
空欄の場合、ユーザー名とパスワードの空白を確
認する画面が続けて表示されます。各画面で［は
い］をクリックしてください。

o「接続名」欄に任意の接続名を入力y［次
へ］をクリックする

p「いいえ」を選択y［次へ］をクリックする

q［完了］をクリックする
•「今すぐインターネットに接続するにはここを選
び完了をクリックしてください」が表示される場
合は に設定します。

r 作成したダイヤルアップのアイコンを選
択y「ファイル」y「プロパティ」を順にク
リックする

s「全般」タブの画面で設定を確認する
• パソコンに 2 台以上モデムが接続されている場合
は、｢接続の方法」欄で「モデム－FOMA M702iS」
のみを に設定します。

• ｢ダイヤル情報を使う」を に設定します。

t「ネットワーク」タブをクリックy画面例
のように設定する
• ｢呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、
「PPP：Windows 95/98/NT4/2000, Internet」
を選択します。

•「チェックボックスがオンになっているコンポー
ネントはこの接続で使われます」欄は、「インター
ネットプロトコル（TCP/IP)」のみを に設定し
ます。
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u［設定］をクリックする

v すべての項目を に設定y［OK］をク
リックする

w「ネットワーク」タブの画面で［OK］をク
リックする

通信を行う
FOMA PC設定ソフトを使わずに設定した通信およ
び切断の操作について説明します。
• 設定時に接続していたFOMA端末で通信を行ってく
ださい。ほかのFOMA端末を接続すると、通信設定
ファイルのインストールが必要になります。

＜例：Windows XPの場合＞

a 「スタート」y「すべてのプログラム」y
「アクセサリ」y「通信」y「ネットワーク
接続」を順にクリックy設定した接続先
のアイコンをダブルクリックする
■Windows 2000の場合
「スタート」y「プログラム」y「アクセサリ」
y「通信」y「ネットワークとダイヤルアップ
接続」を順にクリックy設定した接続先のアイ
コンをダブルクリックする

b「ユーザー名」「パスワード」を入力y［ダ
イヤル］をクリックする
接続先に接続されます。
•「mopera U」または「mopera」に接続する場合は、
「ユーザー名」「パスワード」の各欄が空欄でも接続で
きます。

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度
とは異なる場合があります。

通信を切断する
インターネットブラウザを終了しても通信が切断さ
れない場合があります。次の操作を行い、確実に切
断してください。

a パソコンのタスクトレ
イのダイヤルアップア
イコンをクリックする

b［切断］をクリックする
通信が切断されます。
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■64Kデータ通信の設定について
FOMA PC設定ソフトを使わずに64Kデータ通信
の接続を設定する場合のパケット通信の設定と異
なる操作や注意点について説明します。
64Kデータ通信のダイヤルアップ接続とTCP/
IPの設定について
パケット通信の設定（P18）と同じですが、操作
の際に次の点に注意してください。
• 64Kデータ通信では、接続先（APN）の設定は
不要です。ダイヤルアップ接続の接続先には、ご
利用のプロバイダから指定された接続先の電話
番号を入力してください（「mopera U」に接続
する場合は「＊8701」、「mopera」に接続する
場合は「＊9601」を入力してください）。

•「発信者番号通知／非通知の設定」やATコマンド
による設定は、任意で行ってください（「mopera
U」「mopera」に接続する場合は、発信者番号
の通知が必要です）。

• 設定内容の詳細については、ご利用のプロバイダ
にお問い合わせください。

接続／切断の方法
パケット通信の場合の操作と同じです。P23の操
作を行います。

ATコマンドについて
パソコンでFOMA端末の機能の設定や状態の確認
を行うためのコマンド（命令）です。通常は通信ソ
フトがATコマンドを発行するので、ATコマンドを
意識する必要はありません。独自にATコマンドを入
力してFOMA端末を制御したい場合に利用します。

ATコマンドの入力形式
ATコマンドの入力は通信ソフトのターミナルモー
ド画面で行います。必ず半角英数字で入力してくだ
さい。

＜入力例＞

• ATコマンドは、コマンドに続くパラメータ（数字や
記号）を含めて、必ず1行で入力します。通信ソフト
のターミナルモード画面では、最初の文字から の
直前の文字までが「1行」になります。

• ターミナルモードとは、パソコンなどを1台の通信
端末（ターミナル）のように動作させるモードのこ
とです。キーボードから入力した文字が通信ポート
に接続されている回線に送られます。

オンラインデータモードとオンラ
インコマンドモードを切り替える
FOMA端末をオンラインデータモードとオンライ
ンコマンドモードに切り替えるには、次の2つの方
法があります。
• 「+++」コマンドまたは「S2」レジスタに設定した
コードを入力します。

• 「AT&D1」に設定されているときに、シリアル
（COM）ポートのER信号をOFFにします。

• オンラインコマンドモードへの切り替えは、パケット
通信は非対応です。

オンラインコマンドモードからオンラインデータ
モードに切り替える場合は、「ATO 」と入力しま
す。

■設定の保存について
AT+CGDCONTコマンドによる接続先（APN）設
定、AT+CGEQMIN／AT+CGEQREQコマンドに
よるQoS設定、AT＊DGPIRコマンドによるパケッ
ト通信の番号通知・非通知の設定、およびAT+CLIR
コマンドによる発信者番号通知制限の設定を除き、
ATコマンドによる設定は、FOMA端末の電源OFF・
ON時に初期化されてしまいますのでご注意くださ
い。

ATD＊99＊＊＊1＃

リターンマーク
パラメータ：コマンドの

内容です。
コマンド名
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ATコマンド一覧
「FOMA M702iS」モデムポートで使用できるATコマンドです。

• ［&F］ ：AT&Fコマンドで設定が初期化されるコマンドです。

• ［?］［=?］：コマンドの後に「?」を付けると現在の設定を表示し、「=?」を付けると有効範囲を表示します。

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例

AT￥S 設定されているコマンドとS
レジスタの設定内容を表示
します。

－

AT￥S
E1 Q0 V1 X4 
&C1 &D2 &S0 
&E1 ￥V0
S000=000
S002=043
S003=013
S004=010
S005=008
S006=005
S007=060
S008=003
S010=001
OK

AT￥V＜n＞

［&F］

接続時に拡張リザルトコー
ドを使用するかどうかを選
択します。

n=0（初期値）
：拡張リザルトコードを使
用しません。

n=1：拡張リザルトコードを使
用します。

AT￥V0
OK

AT%V FOMA端末のバージョンを
表示します。 －

AT%V
XXXX
OK

AT&C＜n＞

［&F］

DTEへの回路CD信号の動作
条件を選択します。

n=0：CDは常にONにします。
n=1（初期値）

：CDは相手モデムの状態に
応じて変化します。

AT&C1
OK

AT&D＜n＞

［&F］

DTEから受け取る回路ER信
号がON／OFFに遷移したと
きの動作を選択します。

n=0：ER信号の状態を無視しま
す（常にONとみなしま
す）。

n=1：ER信号がONからOFFに
変化すると、オンライン
コマンドモードになりま
す。

n=2（初期値）
：ER信号がONからOFFに
変化すると、オフライン
状態になります。

AT&D1
OK

AT&E＜n＞

［&F］

接続時の速度表示の仕様を
選択します。

n=0：無線区間通信速度を表示
します。

n=1（初期値）
：パソコンとFOMA端末間
の通信速度を表示します。

AT&E0
OK

AT&F＜n＞ FOMA端末のATコマンド設
定値を工場出荷時の設定値
に戻します。通信中に実行
した場合は、回線切断処理
を行います。

n=0のみ指定可能です。（省略
可）

AT&F
OK
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AT&S＜n＞

［&F］

FOMA端末が出力するDR
（データセットレディ）信号
の制御を設定します。

n=0（初期値）
：DR信号は常にONにしま
す。

n=1：回線接続時にDR信号を
ONにします。

AT&S0
OK

AT＊DANTE

［=?］

アンテナの本数を表示しま
す。（0～5）

「AT＊DANTE」を実行すると
「＊DANTE：＜ｎ＞」の形式で
表示されます。
n=0：FOMA端末のアンテナが

圏外
n=1：FOMA端末のアンテナが

1本
n=2：FOMA端末のアンテナが

2本
n=3：FOMA端末のアンテナが

3本
n=4：FOMA端末のアンテナが

4本
n=5：FOMA端末のアンテナが

5本

AT＊DANTE
＊DANTE：5
OK

AT＊DGPIR=＜n＞

［?］［=?］

本コマンドの設定は、パ
ケット通信の発信時に有効
となります。ダイヤルアッ
プネットワークの設定でも、
接続先（APN）の番号に
184／186を付けることが
できます。

n=0（初期値）
：APNをそのまま使用しま
す。

n=1：APNに「184」を付けま
す（常に非通知）。

n=2：APNに「186」を付けま
す（常に通知）。

AT＊DGPIR=0
OK

AT＊DRPW

［=?］

FOMA端末が受信する電波
の受信電力指標を表示しま
す。（0：最小値～75：最大
値）

－

AT＊DRPW
＊DRPW：0
OK

+++ FOMA端末をオンライン
データモードからオンライ
ンコマンドモードに移行し
ます。

本コマンドはパケット通信によ
る接続には未対応です。

（オンラインデー
タモード）
+++
（表示は見えませ
ん）
OK

AT+CACM=
<passwd>

［?］

UIMに記録される累積課金
値をリセットします。

本コマンドで、パスワードが一
致した場合は、UIMに記録され
る累積課金値をリセットします。
passwd=PIN2コード
※ 文字列のパラーメータのため、入力

時は""で囲みます。

AT+CACM="0
123"
OK

AT+CAOC=
<mode>

［?］［=?］

現在の課金値の問い合わせ
を行います。

mode=0：現在の呼の課金を問
い合わせます。

「AT+CAOC」または
「AT+CAOC=0」を実行すると
「+CAOC:"<ccm>"」の形式で
表示されます。
ccm：課金情報

AT+CAOC
+CAOC:"0000
1E"
OK

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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AT+CBC

［=?］

電池パックの充電率を表示
します。

「AT+CBC」を実行すると
「+CBC：＜m＞,＜n＞」の形式
で表示されます。
m=0：FOMA端末が電池パック

から電源を供給されてい
ることを示します。

n=0～100
：充電率をパーセント表示
します。

AT+CBC
+CBC：0,60
OK

AT+CBST

［&F］
［?］［=?］

ベアラ（通信種別）サービ
スを設定します。

AT+CBST=＜speed＞,
＜name＞,＜ce＞
speed=116：64Kデータ通信
name=1：64Kデータ通信

（同期）の初期値
ce=0：64Kデータ通信

（透過）の初期値

AT+CBST=11
6,1,0
OK

AT+CEER 直前の通信の切断理由を表
示します。

「切断理由一覧」→P35 AT+CEER
+CEER：36
OK

AT+CGDCONT
［?］［=?］

パケット発信時の接続先
（APN）を設定します。

P34を参照 P34を参照

AT+CGEQMIN

［?］［=?］

PPP接続によるパケット通
信確立時にネットワーク側か
ら通知されるQoS（サービ
ス品質）を許可するかどうか
の判定基準を登録します。

AT+CGEQMIN=［パラメータ］
→P34

P34を参照

AT+CGEQREQ

［?］［=?］

PPP接続によるパケット通
信の発信時にネットワーク
へ要求するQoS（サービス
品質）を設定します。

AT+CGEQREQ=［パラメータ］
→P34

P35を参照

AT+CGMR FOMA端末のバージョンを
表示します。 －

AT+CGMR
1234512345
123456
OK

AT+CGREG=＜n＞

［&F］
［?］［=?］

ネットワーク登録状況を通
知するかどうかを設定しま
す。

n=0（初期値）
：通知しません。

n=1：圏内／圏外が切り替わっ
たときに通知します。

「AT+CGREG?」を実行すると
「+CGREG：＜n＞,＜start＞」
の形式で表示されます。
n：設定値
start=0：パケット圏外
start=1：パケット圏内
start=4：不明
start=5：パケット圏内（ロー

ミング中）

AT+CGREG=1
OK

AT+CGSN FOMA端末の製造番号を表
示します。 －

AT+CGSN
1234567890
12345
OK

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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AT+CLIP=＜n＞

［&F］
［?］［=?］

着信した相手が電話番号を
通知してきた場合に電話番
号を表示するかどうかを設
定します。

n=0（初期値）
：リザルトを出しません。

n=1：リザルトを出します。
「AT+CLIP?」を実行すると
「+CLIP：<n>,<m>」の形式で
表示されます。
m=0：発信時に相手に番号を通

知しないネットワーク設
定

m=1：発信時に相手に番号を通
知するネットワーク設定

m=2：不明

AT+CLIP=0
OK

AT+CLIP?
CLIP：0,2
OK

AT+CLIR=＜n＞

［?］［=?］

64Kデータ通信／テレビ電
話発信時に相手に発信者番
号を通知するかどうかを設
定します。

n=0：CLIRサービスの契約に従
います。

n=1：通知しません。（初期値）
n=2：通知します。
「AT+CLIR?」を実行すると
「+CLIR：＜n＞,＜m＞」の形式
で表示されます。
n：設定値
m=0：CLIRは起動していませ

ん。（常時通知）
m=1：CLIRは起動しています。

（常時非通知）
m=2：不明
m=3：CLIRテンポラリーモー

ド（非通知デフォルト）
m=4：CLIRテンポラリーモー

ド（通知デフォルト）

AT+CLIR=0
OK

AT+CMEE=＜n＞

［&F］
［?］［=?］

FOMA端末のエラーレポー
トの形式を設定します。

n=0（初期値）
：「ERROR」を表示しま
す。

n=1：「+CMEE ERROR：
xxxx」の形式（xxxxは数
字）で表示します。

n=2：「+CMEE ERROR：
xxxx」の形式（xxxxは文
字）で表示します。

AT+CMEE=0
OK

AT+CNUM FOMA端末の自局電話番号
を表示します。

「AT+CNUM」を実行すると
「+CNUM：,＜number＞,
＜type＞,,<service>」の形式
で表示されます。
number：電話番号
type=129：国際アクセスコー

ド+を含まない
type=145：国際アクセスコー

ド+を含む
service=4：音声
service=5：FAX

AT+CNUM
+CNUM：，
"+8190XXXX
XXXX",145,,4
OK

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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AT+COPS=[<mod
e>[,<format>[,<o
per>]]]

［?］［=?］

通信事業者名／Plmn 
Numberを選択設定します。
本コマンドは禁止状態に
なっているUIMを解除する
ために用います。

mode=0：Plmn Number要素
が自動選択されま
す。

mode=1：Plmn Number要素
を<oper>に指定さ
れた値にします。

mode=3：<format>のみを設
定します。

mode=4：Plmn Number要素
を<oper>に指定さ
れた値にします。
<oper>に指定され
たが無効の場合は自
動選択になります。

format=0：<oper>に半角16
文字で通信事業者
名を表示します。

format=2：<oper>に数字で
Plmn Numberを表
示します。

oper：通信事業者名／Plmn 
Numberを表示します。

AT+COPS=0
OK

AT+COPS?
+COPS:0,0,
"NTT DoCoMo"
OK

AT+COPS=?
+COPS:(2,"NTT 
DoCoMo",,"44F
001"),,(0,1,3,4),
(0,2)
OK

AT+CPAS

［=?］

FOMA端末の状態を表示し
ます。

「AT+CPAS」を実行すると
「+CPAS：＜n＞」の形式で表示
されます。
n=0：ATコマンドの設定が可能
n=1：ATコマンドの設定が不可

能
n=2：不明(ATコマンドの設定

に対する応答は保証され
ない)

n=3：着信中だが、ATコマンド
の設定が可能

n=4：通話中だが、ATコマンド
の設定が可能

AT+CPAS
+CPAS：0
OK

AT+CPAS=?
+CPAS： (0-4)
OK

AT+CPIN="pin"／
AT+CPIN="puk", 
"pin"

［?］

FOMAカードのPIN1コード
またはPINロック解除コード
を入力するためのコマンド
です。

"pin"にはPIN1コード、"puk"に
はPINロック解除コードを入力し
ます。
「AT+CPIN?」を実行すると
「+CPIN：＜n＞」が表示されま
す。
n=READY ：認証済み
n=SIM PIN ：入力待ち
n=SIM PUK：PINロック解除

コード入力待ち

（+CPIN:SIM 
PIN状態）
AT+CPIN="12
34"
OK
（+CPIN:SIM 
PUK状態）
AT+CPIN="12
345678","123
4"
OK

AT+CPUC

［？］

UIMに登録されている通貨
テーブルを書き替えます。

AT+CPUC=＜Currency＞,
＜ppu＞［,＜passwd＞］
Currency：通貨
ppu ：パケット単価
Passwd ：PIN2コード
※ 文字列のパラメータのため、入力時

は""で囲みます。

AT+CPUC="YE
N","0.2","0000"
OK

AT+CPUC?
+CPUC:"YEN",
"0.2"
OK

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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AT+CR=＜n＞

［&F］
［?］［=?］

64Kデータ通信によるデータ
通信の接続時に
「CONNECT」を表示する前
に、ベアラ（通信種別）を表
示するかどうかを設定します。

n=0（初期値）
：表示しません。

n=1：「+CR：＜serv>」の形
式で表示します。

serv=GPRS ：パケット通信
serv=SYNC ：64Kデータ通信

AT+CR=1
OK
ATD＊99＊＊＊
1#
+CR：GPRS
CONNECT

AT+CRC=＜n＞

［&F］
［?］［=?］

着信時に拡張リザルトコー
ドを使用するかどうかを設
定します。

n=0（初期値）
：+CRINGを使用しません。

n=1：+CRING：＜type＞を使
用します。

AT+CRC=0
OK

AT+CREG=＜n＞

［&F］
［?］［=?］

圏外／圏内情報を表示する
かどうかを設定します。

n=0（初期値）
：表示しません。

n=1：表示します。
「AT+CREG?」を入力すると
「+CERG：＜n>,＜stat＞」の
形式で表示されます。
n：設定値
stat=0：64Kデータ通信／テ

レビ電話通信圏外
stat=1：64Kデータ通信／テ

レビ電話通信圏内
stat=4：不明
stat=5：64Kデータ通信／テ

レビ電話通信圏内
（ローミング中）

AT+CREG=1
OK

AT+CUSD=[<n>[,
<str>[,<dcs>]]]

［&F］
［?］［=?］

付加サービスなどに関して、
ネットワーク側の設定を変
更します。

n=0（初期値）
：中間リザルトを応答せず
にOKを応答します。

n=1：中間リザルトを応答しま
す。

str：サービスコード
詳しくは『ご利用ガイド
ブック（ネットワークサー
ビス編）』をご覧ください。

dcs=0：固定値

AT+CUSD=0,"
xxxxxx"
OK

AT+FCLASS=<n>
［&F］
［?］［=?］

モード設定を行います。 n=0（初期値）：データ AT+FCLASS=
0
OK

AT+GCAP FOMA端末の能力リストを
表示します。

－

AT+GCAP
+GCAP: 
+CGSM,+FCL
ASS,+W
OK

AT+GMI FOMA端末の製造会社名を
表示します。

－

AT+GMI
Motorola 
CE,Copyright 
2006
OK

AT+GMM FOMA端末名を表示します。
－

AT+GMM
FOMA M702iS
OK

AT+GMR FOMA端末のバージョンを
表示します。 －

AT+GMR
XXXX
OK

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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AT+IFC=＜n＞,
＜m＞

［&F］
［?］［=?］

パソコンとFOMA端末間の
ローカルフロー制御方式を
設定します。

n：DCE by DTEの制御
n=0：フロー制御を行いません。
n=1：XON／XOFF制御を行い

ます。
n=2（初期値）

：RS／CS（RTS／CTS）
フロー制御を行います。

m：DTE by DCEの制御
m=0：フロー制御を行いません。
m=1：XON／XOFF制御を行い

ます。
m=2（初期値）

：RS／CS（RTS／CTS）
フロー制御を行います。

AT+IFC=2,2
OK

AT+WS46
［&F］
［?］

FOMA端末のネットワーク
の設定を表示します。

25：自動切り替え（初期値） AT+WS46?
25
OK

ATA FOMA端末が着信したモー
ドに従って着信を処理しま
す。

－
RING
ATA
CONNECT

A/ 直前に実行したコマンドを
再実行します。

入力時に の入力は不要です。 A/
OK

ATD パケット通信または64K
データ通信の発信をします。

パケット通信
：ATD＊99＊＊＊<cid>#
<cid>1～10
：+CGDCONTで設定した
APNを表します。

64Kデータ通信
：ATD＜電話番号＞

（パケット通信時）
ATD＊99＊＊＊
1#
CONNECT
（64Kデータ通信
時）
ATDXXXXXXX
XXX
CONNECT

ATE＜n＞

［&F］

パソコンから送信された文
字をエコーバックするかど
うかを設定します。

n=0：エコーバックしません。
n=1（初期値）

：エコーバックします。

ATE1
OK

ATH＜n＞ パケット通信または64K
データ通信を切断します。

n=0：切断します。（省略可） （通信中）+++
ATH
OK

ATI＜n＞ 認識コードを表示します。 n=0：「NTT DoCoMo」と表示
します。

n=1：FOMA端末名を表示しま
す（+GMMと同じ）。

n=2：FOMA端末のバージョン
を表示します（+GMRと
同じ）。

n=3：OKを表示します。
n=4：FOMA端末の有する通信

機能の詳細を表示します。

ATI0
NTT DoCoMo
OK

ATO 通信中にオンラインコマン
ドモードからオンライン
データモードに移行します。

－
ATO
CONNECT

ATQ＜n＞

［&F］

パソコンにリザルトコード
を表示するかどうかを設定
します。

n=0（初期値）
：リザルトコードを表示し
ます。

n=1：リザルトコードを表示し
ません。

ATQ0
OK
ATQ1
（OKは表示され
ません）

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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ATS0=＜n＞

［&F］
［?］

FOMA端末が自動着信する
までの呼び出し回数を設定
します。

n=0（初期値）
：自動着信しません。

n=1～255
：呼び出し回数です。

ATS0=0
OK

ATS2=＜n＞

［&F］
［?］

エスケープキャラクタを設
定します。

n=43（初期値）のみ指定できま
す。

ATS2=43
OK

ATS2=043
OK

ATS2?
043
OK

ATS3=＜n＞
［&F］
［?］

ATコマンドの文字列の最後
を認識する復帰（CR）キャ
ラクタを設定します。

n=13（初期値）のみ指定できま
す。

ATS3=13
OK

ATS4=＜n＞

［&F］
［?］

改行（LF）キャラクタを設
定します。英文字でリザル
トコードを表示する場合、
復帰（CR）キャラクタの次
に付けられます。

n=10（初期値）のみ指定できま
す。

ATS4=10
OK

ATS5=＜n＞

［&F］
［?］

ATコマンド入力中に入力
バッファの最後のキャラク
タを削除するバックスペー
ス（BS）キャラクタを設定
します。

n=8（初期値）のみ指定できま
す。

ATS5=8
OK

ATS6=＜n＞

［&F］
［?］

ダイヤルするまでのポーズ
時間（秒）を設定します。
このコマンドを使用しても、
レジスタは設定されますが、
動作しません。

n=2～10（初期値n=5） ATS6=5
OK

ATS7=＜n＞

［&F］
［?］

発信時、設定時間（秒）以
内に接続できなければ、回
線を切断します。

n=1～120（初期値n=60）
：121～255の指定は120と
見なします。

ATS7=60
OK
ATS7?
060
OK

ATS8=＜n＞

［&F］
［?］

カンマダイヤルするまでの
ポーズ時間（秒）を設定し
ます。このコマンドを使用
しても、レジスタは設定さ
れますが、ポーズ時間は3秒
固定です。

n=0：ポーズしません。
n=1～255（初期値n=3）

：カンマダイヤルするまで
のポーズ時間（秒）です。

ATS8=3
OK

ATS10=＜n＞

［&F］
［?］

自動切断の遅延時間（1/10
秒）を設定します。このコ
マンドを使用しても、レジ
スタは設定されますが、動
作しません。

n=1～255（初期値n=1） ATS10=1
OK

ATV＜n＞

［&F］

リザルトコードの表示方法
を設定します。

n=0：数字で表示します。
n=1（初期値）

：文字で表示します。

ATV1
OK

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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ATX＜n＞

［&F］

ビジートーン検出、ダイヤ
ルトーン検出、通信速度表
示を設定します。

n=0：ビジートーン検出なし、
ダイヤルトーン検出なし、
速度表示なし

n=1：ビジートーン検出なし、
ダイヤルトーン検出なし、
速度表示あり

n=2：ビジートーン検出なし、
ダイヤルトーン検出あり、
速度表示あり

n=3：ビジートーン検出あり、
ダイヤルトーン検出なし、
速度表示あり

n=4（初期値）
：ビジートーン検出あり、
ダイヤルトーン検出あり、
速度表示あり

ATX1
OK

ATZ FOMA端末のATコマンド設
定値を工場出荷時の設定値
に戻します。通信中に実行
した場合は、回線切断処理
を行います。

－

（オンラインコマ
ンドモード時）
ATZ
NO CARRIER
（オフライン時）
ATZ
OK

ATコマンド 概　要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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ATコマンドの補足説明
■コマンド名：+CGDCONT
･ 概要
パケット発信時の接続先（APN）の設定を行い
ます。
･ 書式
+CGDCONT=［<cid>［,"＜PDPtype＞"［,"
＜APN＞"］］］
･ パラメータ説明
パケット発信時の接続先（APN）を設定しま
す。設定例は次のコマンド実行例を参照してく
ださい。
＜cid＞※ ：1～10
＜PDP type＞※：PPPまたはIP
<APN>※ ：任意
※：＜cid＞は、FOMA端末内に登録するパケット

通信での接続先（APN）を管理する番号です。
FOMA端末では1～10が登録できます。お買
い上げ時、cid1 には「mopera」の接続先
（APN）「mopera.ne.jp」が、cid3には「mopera
U」の接続先（APN）「mopera.net」が登録
されていますので、cidを設定するときは、2
または4～10に設定します。
＜PDP type＞は、パケット通信のプロトコル
方式です。
＜APN＞は、接続先を示す接続先ごとの任意
の文字列です。

･ パラメータを省略した場合の動作
AT+CGDCONT=：
すべてのcidの設定を削除します。ただし、cid1
およびcid3の設定はお買い上げ時の状態に戻
ります。
AT+CGDCONT=?：
設定可能な値のリスト値を表示します。
AT+CGDCONT?：
現在の設定を表示します。
･ コマンド実行例
abcというAPN名を登録する場合のコマンド
（PDP typeはPPP、cidは3の場合）
AT+CGDCONT=3,"PPP","abc"
OK

※ &F、Zによるリセットは行われません。
■コマンド名：+CGEQMIN=［パラメータ］
･ 概要
PPP接続によるパケット通信確立時にネット
ワーク側から通知されるQoS （サービス品質）
を許容するかどうかの判定基準値を登録します。
･ 書式
+CGEQMIN=［＜cid＞［,,＜Maximum bitrate
UL＞［,＜Maximum bitrate DL＞］］］
･ パラメータ説明
<cid>※：1～10
<Maximum bitrate UL>※：
なし（初期値）または64
<Maximum bitrate DL>※：
なし（初期値）または384

※：＜cid＞は、FOMA端末内に登録するパケット
通信での接続先（APN）を管理する番号です。
FOMA端末では1～10が登録できます。お買
い上げ時、cid1 には「mopera」の接続先
（APN）「mopera.ne.jp」が、cid3には「mopera
U」の接続先（APN）「mopera.net」が登録
されていますので、cidを設定するときは、2
または4～10に設定します。
＜Maximum bitrate UL＞および＜Maximum
bitrate DL＞は、FOMA端末と基地局間の上
りおよび下り最低通信速度［kbps］の設定で
す。なし（初期値）の場合はすべての速度を
許容しますが、値を設定した場合は設定値未
満の速度での接続は許容しないため、パケッ
ト通信がつながらない場合がありますのでご
注意ください。

･ パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQMIN=：
すべての＜cid＞に対し初期値を設定します。
AT+CGEQMIN=＜cid＞：
指定された＜cid＞を初期値に設定します。
･ コマンド実行例
（1）上り／下りすべての速度を許容する場合の

コマンド（cidが2の場合）
AT+CGEQMIN=2
OK

（2）上り64kbps／下り384kbpsの速度のみ
許容する場合のコマンド（cidが2の場合）
AT+CGEQMIN=2,,64,384
OK

（3）上り64kbps／下りはすべての速度を許容
する場合のコマンド（cidが3の場合）
AT+CGEQMIN=3,,64
OK

（4）上りすべての速度／下り384kbpsの速度
のみ許容する場合のコマンド（cidが3の場
合）
AT+CGEQMIN=3,,,384
OK

※ &F、Zによるリセットは行われません。
■コマンド名：+CGEQREQ=［パラメータ］
･ 概要
PPP接続によるパケット通信の発信時にネッ
トワークへ要求するQoS（サービス品質）を設
定します。
･ 書式
+CGEQREQ=［<cid>［,<traffic class>, 
<Maximum bitrate UL>［,<Maximum 
bitrate DL>］］］
･ パラメータ説明
＜cid＞※：1～10　<traffic class>：2
＜Maximum bitrate UL＞※：64
＜Maximum bitrate DL＞※：384
※：＜cid＞は、FOMA端末内に登録するパケット通

信での接続先（APN）を管理する番号です。
FOMA端末では1～10が登録できます。お買い
上げ時、cid1には「mopera」の接続先（APN）
「mopera.ne.jp」が、cid3には「mopera U」
の接続先（APN）「mopera.net」が登録され
ていますので、cidを設定するときは、2または
4～10に設定します。
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＜Maximum bitrate UL＞および＜Maximum
bitrate DL＞は、FOMA端末と基地局間の上り
および下り最低通信速度［kbps］ の設定です。
なし（初期値）の場合はすべての速度を許容し
ますが、値を設定した場合は設定値を超える速
度での接続は許容しないため、パケット通信が
つながらない場合がありますのでご注意くだ
さい。

･ パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQREQ=：
すべての＜cid＞を初期値に設定します。
AT+CGEQREQ=＜cid＞：
指定された＜cid＞を初期値に設定します。
･ コマンド実行例
上り64kbps／下り384kbpsの速度で接続を
要求する場合のコマンド（cidが3の場合）
AT+CGEQREQ=3,2,64,384
OK

※ &F、Zによるリセットは行われません。

切断理由一覧
■パケット通信

■64Kデータ通信

リザルトコード
■リザルトコード一覧

■拡張リザルトコード
&E0のとき
FOMA端末⇔基地局間の接続速度を表示します。

&E1のとき

■通信プロトコルリザルトコード

値 理　由

27 APNが存在しない、または正しくありません。

30 ネットワークにより切断されました。

33 パケット通信の契約がされていません。

36 正常に切断されました。

値 理　由

1 指定した番号は存在しません。

16 正常に切断されました。

17 相手側が通信中のため通信できません。

18 発信しましたが、指定時間内に応答がありませ
んでした。

19 相手が呼び出し中のため通信できません。

21 相手側が着信を拒否しました。

63 ネットワークのサービスおよびオプションが有
効ではありません。

65 提供されていない処理速度を指定しました。

88 端末属性の異なる端末に発信しました、または
着信を受けました。

数字表示 文字表示 意　味

0 OK 正常に実行しました。

1 CONNECT 相手と接続しました。

2 RING 着信が来ています。

3 NO CARRIER 回線が切断されました。

4 ERROR コマンドを受け付けることが
できません。

6 NO 
DIALTONE

ダイヤルトーンを検出できま
せん。

7 BUSY 話中音の検出中です（64K
データ通信発信時のみ適用）。

8 NO ANSWER 接続完了 タイムアウト

101 DELAYED リダイヤル規制時間内

数字表示 文字表示 接続速度

122 CONNECT 64000 64000bps

125 CONNECT 384000 384000bps

数字表示 文字表示 接続速度

5 CONNECT 1200 1200bps

10 CONNECT 2400 2400bps

11 CONNECT 4800 4800bps

13 CONNECT 7200 7200bps

12 CONNECT 9600 9600bps

15 CONNECT 14400 14400bps

16 CONNECT 19200 19200bps

17 CONNECT 38400 38400bps

18 CONNECT 57600 57600bps

19 CONNECT 115200 115200bps

20 CONNECT 230400 230400bps

21 CONNECT 460800 460800bps

数字表示 文字表示 意　味

1 PPPoverUD 64Kデータ通信で接続

3 AV64K テレビ電話（64K）通信で接続

5 PACKET パケット通信で接続
35 次のページへ続く



■リザルトコード表示例
ATX0が設定されている場合
AT￥Vコマンド（P25）の設定にかかわらず、接
続完了の際にCONNECTのみの表示となります。
文字表示例：ATD＊99＊＊＊1#

CONNECT
数字表示例：ATD＊99＊＊＊1#

1
ATX1が設定されている場合
･ ATX1、AT￥V0が設定されている場合（初期
値）
接続完了のときに、CONNECT＜FOMA－PC
間の速度＞の書式で表示します。
文字表示例：ATD＊99＊＊＊1#

CONNECT 460800
数字表示例：ATD＊99＊＊＊1#

1 21
･ ATX1、AT￥V1が設定されている場合
接続完了のときに、次の書式で表示します。
CONNECT＜FOMA－PC間の速度＞PACKET
＜接続先APN＞／＜上り方向（FOMA端末→無
線基地局間）の最高速度＞／＜下り方向（FOMA
端末←無線基地局間）の最高速度＞
文字表示例：ATD＊99＊＊＊1#

CONNECT 460800 
PACKET
mopera.ne.jp/64/384
（mopera.ne.jpに、上り最大
64kbps、下り最大384kbpsで
接続したことを表します。）

数字表示例：ATD＊99＊＊＊1#
1 21 5

※ ATX1、AT￥V1を同時に設定した場合、ダイヤルアッ
プ接続が正しく行えない場合があります。AT￥V0だ
けでのご利用をおすすめします。
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